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まえがき

はじめに

本書では，OpenVMS Clusterシステムのシステム管理について説明します。
OpenVMS Clusterソフトウェアには， Integrityサーバ用と Alphaシステム用があ
り，ソフトウェアの購入，ライセンスの登録，インストールは， Integrityと Alpha
で別々に行わなければなりませんが， 2つのアーキテクチャの違いは主に，使用す
るハードウェアにあります。特に，OpenVMS Clusterにおける Integrityサーバと
Alphaコンピュータのシステム管理は同じです。例外がある場合は，そのつど示して
います。

注意

本書の説明は， Integrityサーバと Alphaシステムの組み合わせに対して適用
されます。 Alphaと VAX，あるいは Alphaシステムのみの組み合わせの場合
に適用される説明は，本書の以前のバージョンを参照してください。

本書の対象読者

本書は，OpenVMS Clusterシステムの設定と管理を行う責任者を対象にしていま
す。クラスタ管理の手引きとして本書を使用する場合は，『OpenVMSシステム管理
者マニュアル』で説明しているシステム管理の概念と手順を十分理解しておく必要が
あります。

本書の構成

本書の構成は以下のとおりです。

第 1章では，OpenVMS Clusterシステムの概要を示します。

第 2章では，OpenVMS Clusterのメンバシップと整合性を維持管理するのに不可欠
なソフトウェアの概念について説明します。

第 3章では，さまざまなOpenVMS Cluster構成と相互接続 (インターコネクト)の方
法について説明します。
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第 4章では，OpenVMS Clusterシステムの設定方法とシステム・ファイルの調整方
法について説明します。

第 5章では，OpenVMS Clusterシステムのノード間でリソースを共用できる環境を
設定する方法について説明します。

第 6章では，ディスクとテープの管理の概念および手順について説明し，データ
を使用できなくなる状況が発生するのを予防するために， Volume Shadowing for
OpenVMSを使用する方法について説明します。

第 7章では，キュー管理の概念と手順について説明します。

第 8章では，必要な準備が完了した後，OpenVMS Clusterシステムを構築する方法
と，クラスタを再構成および保守する方法について説明します。

第 9章では，大規模なOpenVMS Clusterシステムの構成と構築，サテライト・ノー
ドのブート，異なるアーキテクチャ間でのブートのガイドラインを示します。

第 10章では，OpenVMS Clusterシステムの日常の保守について説明します。

付録 Aでは，OpenVMS Clusterシステムのパラメータの一覧とその定義を示しま
す。

付録 Bでは，クラスタ共通利用者登録ファイルの作成のガイドラインについて説明し
ます。

付録 Cでは，トラブルが発生したときの対処法をまとめます。

付録 Dでは， LANを制御するための 3つのサンプル・プログラムを示し，ローカ
ル・エリアOpenVMS Clusterネットワーク障害分析プログラムの使い方について説
明します。

付録 Eでは，ローカル・エリアOpenVMS Clusterサンプル・プログラムで使用され
ているサブルーチン・パッケージについて説明します。

付録 Fでは，NISCAトランスポート・プロトコルに関連するネットワークの問題へ
の対処法について説明します。

付録 Gでは，作業負荷の分散とネットワーク・トポロジがOpenVMS Clusterシステ
ムのパフォーマンスにどのような影響を与えるかについて説明し， PEDRIVERによ
る転送チャネル選択について説明します。
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関連資料

本書は， 1巻で完結するリファレンス・マニュアルではありません。ユーティリテ
ィおよびコマンドの詳細については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』，
『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』，および
『OpenVMS DCLディクショナリ』で説明されています。

本書で説明されているトピックについての補足情報は，下記のドキュメントを参照し
てください。

• 『OpenVMS Cluster構成ガイド』

• 『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』

• 『Guide to OpenVMS File Applications』

• 『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』

• 『OpenVMS Alpha System Dump Analyzer Utility Manual』

• 『VMS System Dump Analyzer Utility Manual』

• 『OpenVMS I/O User’s Reference Manual』

• 『OpenVMS License Management Utility Manual』

• 『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』

• 『OpenVMSシステム管理者マニュアル』

• 『A Comparison of System Management on OpenVMS AXP and OpenVMS
VAX』 (このマニュアルはアーカイブ・マニュアルとして OpenVMS

Documentation CD–ROM に含まれています。)

• 『OpenVMS System Services Reference Manual』

• 『Volume Shadowing for OpenVMS説明書』

• 『OpenVMS Cluster Software Software Product Description』 (SPD 29.78.xx)

• 『DECnet for OpenVMS Network Management Utilities』

• 『DECnet for OpenVMS Networking Manual』

• DECnet-Plus (以前の名称はDECnet/OSI)ドキュメント・セット

• TCP/IP Services for OpenVMSドキュメント・セット

OpenVMSの製品およびサービスについての付加情報は，下記の弊社Webサイトをご
覧ください。

http://www.hp.com/jp/openvms/

または

http://www.hp.com/go/openvms/
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本書で使用する表記法

本書では次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインテ
ィング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキー
またはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味
します。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，要件を示しています。ま
た、変数を示す場合にも使用されています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，シス
テム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライ
ン (たとえば/PRODUCER=name)，コマンド・パラメータ (たとえ
ばdevice-name)などの変数を示す場合にも使用されます。

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

xxii



表記法 意味

– コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
OpenVMS Clusterシステムの管理の概要

DEC (Digital Equipment Corporation)社は， 1983年に開発した VAXclusterシス
テムによって，‘‘クラスタ’’・テクノロジを開拓しました。この VAXclusterシステム
は，複数の標準 VAXコンピューティング・システムと VMSオペレーティング・シス
テムを使用して構築されました。初期の VAXclusterシステムでは，集中化されたシ
ステムのパワーと管理機能に加えて，物理的に分散された多くのコンピューティン
グ・システムを利用できるという柔軟性が提供されました。

その後，この技術は混成アーキテクチャのクラスタ・システムをサポートするように
進化し，OpenVMS Clusterシステムと名前を変えています。当初は，OpenVMS
AlphaとOpenVMS VAXの混成アーキテクチャ・クラスタ・システムがサポートさ
れていました。OpenVMS Version 8.2で，OpenVMS Integrityシステムのみのクラ
スタ・システムとOpenVMS IntegrityとOpenVMS Alphaの混成アーキテクチャ・
クラスタ・システムがサポートされています。HPは，今後も継続してOpenVMS
Cluster機能を強化し，拡張していきます。

1.1 概要

OpenVMS Clusterシステムは，OpenVMSソフトウェア， Alphaシステム， VAXシ
ステム， Integrityサーバ，ストレージ・デバイスが高度に統合され，それらがあた
かも 1つのシステムのように動作します。OpenVMS Clusterは 1つの仮想システム
として動作しますが，実際には多くの分散するシステムで構成されています。 Alpha
コンピュータと VAXコンピュータ，あるいは Alphaコンピュータと Integrityサーバ
は， OpenVMS Clusterシステムのメンバとして， 1つのセキュリティ/管理ドメイン
下で，処理リソース，データ・ストレージ，キューを共用することができ，しかもブ
ートやシャットダウンは個別に行うことができます。

OpenVMS Clusterシステム内のコンピュータ間の距離は，使用するインターコネク
トに応じて異なります。たとえば，コンピュータ室にまとめて設置することができる
場合，ビルの 2つのフロアにまたがる場合，大学のキャンパスの複数の建物にまたが
る場合，あるいは数百キロ離れた 2つ以上の異なる場所に設置することも可能です。

2つの異なる場所に設置されているコンピュータで構成されるOpenVMS Clusterシ
ステムのことをマルチサイトOpenVMS Clusterシステムと呼びます。マルチサイト
OpenVMS Clusterは，ディザスタ・トレラントOpenVMS Clusterシステムの基礎
になります。マルチサイト・クラスタの詳細については，『OpenVMS Cluster構成
ガイド』を参照してください。

OpenVMS Clusterシステムの管理の概要 1–1



OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
1.1概要

Disaster Tolerant Cluster Services for OpenVMSは，OpenVMSディザスタ・トレ
ラント・クラスタを構成および管理するためのHPの保守用システム管理/ソフトウェ
ア・パッケージです。Disaster Tolerant Cluster Services for OpenVMSの詳細につ
いては，HPのサービス担当者にお問い合わせいただくか，次のURLを参照してく
ださい。

http://h71000.www7.hp.com/availability/index.html

1.1.1 用途

OpenVMS Clusterシステムはトランザクション処理システム，ネットワーク・クラ
イアント/サーバ・アプリケーション用のサーバ，データ共用アプリケーションなど，
高可用性アプリケーションを開発するための理想的な環境です。

1.1.2 利点

OpenVMS Clusterシステムのコンピュータは，相互に連携して，協調動作する分散
オペレーティング・システムを形成し，以下の表に示すように多くの利点をもたらし
ます。

利点 説明

リソースの共用 OpenVMS Clusterソフトウェアは，すべてのクラスタ・メンバ間で，自動的
にバッチ・キューとプリント・キュー，ストレージ・デバイス，その他のリ
ソースの同期をとり，負荷のバランス調整を行う。

柔軟性 共通のリソースを利用するために，アプリケーション・プログラマはアプリ
ケーション・コードを変更する必要がなく，ユーザも OpenVMS Cluster環
境に関する知識を必要としない。

高可用性 システム設計者は冗長なハードウェア・コンポーネントを構成することで，
1ヵ所で障害が発生してもシステム全体がダウンすることのない，可用性の
高いシステムを構築できる。

ノンストップ処理 OpenVMS Clusterの各ノードで稼動される OpenVMSオペレーティング・
システムは，構成が変更されても，容易に動的な調整が可能である。

拡張性 ビジネス・ニーズの拡大や変化に伴なって，企業はコンピューティング・リ
ソースとストレージ・リソースを動的に拡張することができ，そのためにシ
ステムをシャットダウンしたり，実行中のアプリケーションを停止する必要
がない。

パフォーマンス OpenVMS Clusterシステムは高いパフォーマンスを提供できる。

管理機能 複数の OpenVMSシステムで同じシステム管理操作を繰り返す必要がなく，
管理作業は 1つ以上のノードに対して同時に実行できる。

セキュリティ OpenVMS Clusterのコンピュータは，クラスタ内のすべてのノードからアク
セスできる 1つのセキュリティ・データベースを共用する。

負荷分散 OpenVMS Clusterシステムは，各メンバの現在の負荷をもとにクラスタ・メ
ンバ間で作業負荷を分散させることができる。

1–2 OpenVMS Clusterシステムの管理の概要



OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
1.2ハードウェア・コンポーネント

1.2 ハードウェア・コンポーネント

OpenVMS Clusterシステムは，以下の 3つのグループのハードウェア・コンポーネ
ントで構成されます。

• コンピュータ

• インターコネクト

• ストレージ・デバイス

関連項目: OpenVMS Clusterの構成のガイドラインの詳細については，OpenVMS
Cluster Software Software Product Description (SPD)および『OpenVMS Cluster構
成ガイド』を参照してください。

1.2.1 コンピュータ

デスクトップからメインフレーム・システムに至るまで，最大 96台のコンピュータ
をOpenVMS Clusterシステムのメンバとして使用できます。以下のコンピュータ
は，OpenVMS AlphaまたはOpenVMS Integrityオペレーティング・システムを稼
動し，OpenVMS Clusterのネゴシエーションに完全に参加するアクティブ・メンバ
になることができます。

• Integrityサーバ

• AlphaServerまたは AlphaStation

1.2.2 物理インターコネクト

インターコネクトとは，コンピュータを他のコンピュータやストレージ・サブシステ
ムに接続する物理的なパスです。OpenVMS Clusterシステムでは，さまざまなイン
ターコネクト (バス)がサポートされており，メンバは以下に示す中から，最も適切で
効果的な方法を使用して通信することができます。

• LAN

Ethernet

Fast Ethernet

Gigabit Ethernet

10 Gigabit Ethernet (Integrityのみ)

• Internet Protocol (IP)

Fast Ethernet

Gigabit Ethernet

10 Gigabit Ethernet (Integrityのみ)

• MEMORY CHANNEL (ノード間通信， Alphaのみ)
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OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
1.2ハードウェア・コンポーネント

• SAS (Serial Attached SCSI) (ノード・ストレージ間のみ， Integrityのみ)

• SCSI (Small Computer Systems Interface) (ノード・ストレージ間のみ)

• FC (Fibre Channel) (ノード・ストレージ間のみ)

注意

CI， DSSI,，および FDDIインターコネクトは， Alphaおよび VAXシステム
でのみサポートされます。Memory Channelおよび ATMインターコネクトは
Alphaシステムでのみサポートされます。これらのインターコネクトの詳細に
ついては，本書の以前のバージョンを参照してください。

表 1–1 OpenVMSでサポートするインターコネクト

インターコネクト サポート・プラットフォーム 備考

IP: UDP Integrityおよび Alpha Fast Ethernet/Gigabit Ethernet/10 Gb
Ethernetをサポート。 10 Gb Ethernet
は Integrityサーバでのみサポート。

Fibre Channel Integrityおよび Alpha 共有ストレージのみ

SAS Integrityサーバ

SCSI Integrityおよび Alpha 限られた共有ストレージ構成のみ

LAN: Ethernet, Fast Ethernet,
Gigabit Ethernet,および 10 Gb
Ethernet

Integrityおよび Alpha 10 Gb Ethernetは Integrityサーバでの
みサポート

MEMORY CHANNEL Alpha ノード間通信のみサポート

サポートされるインターコネクトおよび速度の最新情報については，『HP
OpenVMS Cluster Software Software Product Description (SPD 29.78.xx)』を
参照してください。

1.2.3 OpenVMS Galaxy SMCI

第 1.2.2項に一覧を示した物理インターコネクトに加え，OpenVMS Galaxyインス
タンス用の共用メモリ CI (SMCI)という別のタイプのインターコネクトが利用可能で
す。 SMCIはGalaxyインスタンス間のクラスタ通信をサポートします。

SMCIとGalaxy構成の詳細については，『OpenVMS Alphaパーティショニングお
よびGalaxyガイド』を参照してください。

1.2.4 ストレージ・デバイス

共用ストレージ・デバイスとは，クラスタ内の複数のコンピュータからアクセスでき
るディスクまたはテープです。ノードは，MSCPおよび TMSCPサーバ・ソフトウ
ェア (第 1.3.1項を参照)を使用して，リモートのディスクおよびテープにアクセスし
ます。
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OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
1.2ハードウェア・コンポーネント

OpenVMS Cluster内のシステムは，広範囲にわたるストレージ・デバイスをサポー
トしています。

• 以下のディスクおよびディスク・ドライブ

Fibre Channel (FC)ディスク

SASデバイス

SCSIデバイス

IDEやUSBデバイスなどの Embeddedデバイス

DSA (Digital Storage Architecture)ディスク

RFシリーズ ISE (integrated storage elements)

半導体ディスク

• テープとテープ・ドライブ

• 以下のものを含むコントローラおよび I/Oサーバ

コントローラ インターコネクト

HSGおよび HSV FC

LSI 1068および LSI Logic 1068e SAS

HSZ SCSI

さらに，K.scsi HSCコントローラを使用すると， StorageWorksアレイと，
HSCストレージ・サブシステム上の SCSIデバイスを接続することができます。

注意: HSZコントローラは，ディスクとテープを接続する多くの SDI (標準ディ
スク・インタフェース)および STI (標準テープ・インタフェース)の組み合わせを
サポートします。

サポートされるストレージ・デバイスの最新情報については，『日本語HP
OpenVMS Version 8.4ソフトウェア仕様書』を参照してください。

AlphaServerでサポートするオプションについては，次のURLの AlphaServerの
Webページを参照してください。

http://h18002.www1.hp.com/alphaserver/

Integrityサーバでサポートするオプションについては，次のURLの Integrityサー
バのWebページを参照してください。

http://h20341.www2.hp.com/integrity/cache/332341-0-0-0-121.html

OpenVMS Clusterシステムの管理の概要 1–5



OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
1.3ソフトウェア・コンポーネント

1.3 ソフトウェア・コンポーネント

OpenVMS Clusterの各ノードで稼動されるOpenVMSオペレーティング・システム
には，リソースの共用を可能にし，基礎になるハードウェア構成の変化に動的に対応
する複数のソフトウェア・コンポーネントが含まれています。

1台のコンピュータが使用できなくなっても，残りのコンピュータのOpenVMSが稼
動しているため，OpenVMS Clusterシステムは操作を続行できます。

1.3.1 OpenVMS Clusterソフトウェアの機能

以下の表は，ソフトウェア・コンポーネントとその主な機能を示しています。

コンポーネント 機能 説明

接続マネージャ メンバの整合性 クラスタへのコンピュータの追加を調整し，コンピ
ュータがクラスタに追加されるときやクラスタから
削除されるときに，クラスタの整合性を維持管理す
る。

分散ロック・マネージャ リソースの同期化 分散ファイル・システム，ジョブ・コントローラ，
デバイスの割り当て，その他のクラスタ機能の同期
をとる。 OpenVMS Cluster中の 1つのコンピュー
タがシャットダウンされると，そのコンピュータが
保有しているすべてのロックは解放されるため，他
のコンピュータで処理を続行できる。

分散ファイル・システム リソースの共用 すべてのコンピュータは，ストレージ・デバイスの
種類 (DSA， RF， SCSI，半導体サブシステム)や
場所とは無関係に，マス・ストレージおよびファイ
ル・レコードへのアクセスを共用できる。

分散ジョブ・コントローラ キューイング 汎用キューおよび実行キューをクラスタ全体で使用
できるようにする。

MSCPサーバ ディスクの制御 ディスクに直接アクセスできないすべてのノードが
ディスクを利用できるように，固有のマス・ストレ
ージ制御プロトコルを実装する。

TMSCPサーバ テープの制御 テープ・ドライブに直接アクセスできないすべての
ノードがテープ・ドライブを利用できるように，固
有のテープ・マス・ストレージ制御プロトコルを実
装する。

1.4 通信

SCA (System Communications Architecture)は，OpenVMS Clusterシステムのノ
ードが協調動作するための通信メカニズムを定義しています。 SCAは各ノードにあ
るリソース間のデータの共用を監視し，異なる Integrityサーバおよび Alphaシステ
ムで実行されているシステム・アプリケーション (SYSAP)を相互に結合します。

SCAは以下のコンポーネントの階層で構成されています。
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1.4通信

通信ソフトウェア 機能

システム・アプリケーション
(SYSAP)

プロセッサ間通信のために SCSソフトウェアを使用するクラスタ単
位のアプリケーション (たとえば，ディスク/テープ・クラス・ドライ
バ，接続マネージャ，MSCPサーバ)で構成される。

SCS (System Communications
Services)

基本的な接続管理/通信サービスを提供する。これは， OpenVMS
Clusterシステム内のノードのシステム・アプリケーション
(SYSAP)間の論理パスとして実装される。

ポート・ドライバ ローカル・ポートとリモート・ポートの間の通信パスを制御する。

物理インターコネクト CI， DSSI， Ethernet， ATM， FDDI， MEMORY CHANNEL
インターコネクト用のポートまたはアダプタで構成される。
PEDRIVERは LAN (Ethernet)インターコネクト用のポート・
ドライバで， OpenVMS Version 8.4以降は， PEDRIVERはクラス
タ通信に TCP/IPを使用することも可能です。

1.4.1 システム通信

図 1–1は，OpenVMS Clusterのコンポーネント間の関係を示しています。

図 1–1 OpenVMS Clusterシステムの通信

Node
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SCS 

Connection

Virtual Circuit
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Hardware
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Port
Device

Node

Port
Device
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図 1–1で，異なるノードにあるプロセスは相互に情報を交換します。

• プロセスはプログラムから，$QIOシステム・サービスや他のシステム・サービス
を直接呼び出すことができ，OpenVMSレコード管理サービス (RMS)などの他の
機能を使用して間接的に呼び出すこともできます。$QIOシステム・サービスはす
べての I/O要求を初期化します。

• OpenVMS Clusterのあるノードの SYSAPは，接続と呼ばれる論理パスを使用し
て他のノードの SYSAPと通信します。たとえば，あるノードの接続マネージャは
他のノードの接続マネージャと通信し，あるノードのディスク・クラス・ドライ
バは他のノードのMSCPサーバと通信します。

• 以下の SYSAPは，クラスタ通信のために SCSを使用します。

ディスク/テープ・クラス・ドライバ

MSCPサーバ

TMSCPサーバ

DECnetクラス・ドライバ

接続マネージャ

クラスタ内通信 (ICC)プログラミング・インタフェースにノード間通信を提供
する SCA$TRANSPORTは， ICCシステム・サービスを通して分散キューマ
ネージャが利用できます。

• SCSルーチンは，特定のインターコネクトを介して配布できるように，接続設定
と SYSAPメッセージの書式化とポート・ドライバへの転送のサービスを提供しま
す。

• 通信は，ポート・ドライバを通じて，他のOpenVMS Clusterコンピュータやス
トレージ・コントローラのポート・ドライバに対して行われます。ポート・ドラ
イバは，OpenVMS Clusterシステムの 2つ 1組のポートの間で，仮想サーキッ
トという論理的なパスを管理します。仮想サーキットは，多重送信が行なわれる
接続での信頼性の高いメッセージ配信を提供します。

OpenVMS Version 8.4以降は，クラスタ通信に Transmission Control Protocol
および Internet Protocol (TCP/IP)を使用することができます。 PEDRIVERは，
LANに加えて TCP/IPをクラスタ通信に使用できるように機能拡張されていま
す。詳細は，第 3章を参照してください。

1.4.2 アプリケーション通信

OpenVMS Clusterシステムで動作するアプリケーションでは，アプリケーション通
信のために， TCP/IP，DECnetあるいは ICCが使用されます。

ICCにより，システム通信サービスとクラスタ・インターコネクトを使用して，他の
クラスタ・メンバで実行されているプロセスとの効率的なメッセージ交換が可能にな

1–8 OpenVMS Clusterシステムの管理の概要
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ります。DECnetおよび TCP/IP通信サービスを利用することによって，プロセスは
リモート・サーバを検出または起動して，メッセージを交換することができます。

注意

本書で一般的に DECnetを参照している場合， DECnet for OpenVMSまたは
DECnet-Plus (以前の名称は DECnet/OSI)ソフトウェアのいずれかを指しま
す。

1.4.3 クラスタ・エイリアス

DECnetはクラスタ・エイリアスという機能を提供します。クラスタ・エイリアス
は，OpenVMS Clusterシステム内にあるノードの集合名です。

アプリケーション・ソフトウェアは，クラスタ・エイリアスを使用してOpenVMS
Cluster内のノードに接続することができます。アプリケーションが接続するノード
は，DECnetが選択します。クラスタ・エイリアスを使用することにより，アプリ
ケーションはOpenVMS Clusterシステム内の個々のノードを追跡する必要がなくな
り，設計の単純化，構成の柔軟性，アプリケーションの可用性の向上をもたらしま
す。また，クラスタ・エイリアスは，クラスタを構成する各ノードに接続先を分散さ
せることにより，負荷バランシングの機能も提供します。

1.4.4 failSAFE IP

TCP/IPは， failSAFE IPと呼ばれる機能を提供します。この機能により，同じ IPを
使用して複数のインタフェースが構成されているシステムにおいて，インタフェース
が動作を中断したときにその IPアドレスを使用してフェールオーバが可能になりま
す。

あらかじめスタンバイ・フェールオーバ・ターゲット IPアドレスを構成しておくこ
とにより， failSAFE IPは 1つのノードあるいはOpenVMS Clusterシステム全体で
複数のインタフェースを割り当てることができます。たとえば，ネットワーク・イン
タフェース・コントローラで障害が発生したり，ケーブルが断線したり外れたりした
場合， failSAFE IPはスタンバイ IPアドレスを使用して別のインタフェースでネッ
トワーク接続を維持します。事前にスタンバイ IPアドレスとして構成されていない
場合，問題が発生したインタフェースが回復するまで failSAFE IPはそのアドレスを
削除します。問題が発生したインタフェースが回復すると failSAFE IPはそれを検出
し，その IPアドレスを再び有効にすることができます。

OpenVMS Clusterシステムの管理の概要 1–9
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1.5 システム管理

OpenVMS Clusterシステムの管理者は，生産性と効率を最大限に向上し，しかも必
要なセキュリティを維持するために，複数のユーザとリソースを管理しなければなり
ません。

1.5.1 管理の容易さ

OpenVMS Clusterシステムは簡単に管理できます。これは，複数のメンバ，ハード
ウェア，ソフトウェアが 1つのシステムとして協調動作するように設計されているか
らです。

• 小規模構成では通常，コンピュータの台数や場所とは無関係に， 1つのシステ
ム・ディスクだけが使用されます (OpenVMS IntegrityとOpenVMS Alphaの両
方を含むOpenVMS Cluster構成の場合は， 2つのシステム・ディスクが必要で
す)。

• ソフトウェアは，各オペレーティング・システム (Integrityおよび Alpha)で 1回
ずつインストールするだけで，OpenVMS Clusterのすべてのユーザおよびノー
ドからアクセスできるようになります。

• ユーザは 1回追加するだけで，OpenVMS Clusterのすべてのリソースにアクセ
スできるようになります。

• クラスタの管理を簡単に行うことができるように，複数のシステム管理ユーティ
リティやコマンドが提供されています。

図 1–2は集中化されたシステム管理を示しています。

図 1–2 1ヵ所で行うことができるOpenVMS Clusterシステムの管理
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1.5.2 HPのツールとユーティリティ

OpenVMSオペレーティング・システムでは，OpenVMS Cluster構成内の分散リ
ソースの管理に役立つ多くのユーティテリティやツールがサポートされています。
OpenVMS Cluster構成の可用性および性能を活用するには，適切な管理が必要で
す。

弊社と弊社のパートナ企業は，さまざまなシステム・ニーズを満たすために幅広い
製品群を提供しています。表 1–2は，クラスタ管理のためのHPの製品を，OSに
標準装備であるか別途購入が必要かの情報と共に示しています。OpenVMSのパー
トナー企業と彼らが提供する製品については，下記のURLのOpenVMS System
ManagementのWebサイトを参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/system_management_partners.html

表 1–2 HPのシステム管理ツール

ツール
標準添付また
はオプション 機能

アカウンティング

VMSアカウンティング 標準添付 リソースの使用状況を追跡する。

構成およびキャパシティ・プランニング

LMF (License
Management Facility)

標準添付 スタンドアロン・システムおよび OpenVMS Clusterシス
テム内の各コンピュータで，ライセンスが登録され，イン
ストールされているソフトウェア製品をシステム管理者が
判断するのに役立つ。

SYSGEN (System
Generation)ユーティリ
ティ

標準添付 特定のハードウェアおよびソフトウェア構成に適合するよ
うにシステムを調整する。システム・パラメータの変更，
デバイス・ドライバのロード，ページ・ファイルとスワッ
プ・ファイルの追加作成には， SYSGENを使用する。

CLUSTER_CONFIG.COM 標準添付 DECnetが使用されるものと想定して， OpenVMS
Clusterシステムの構成または再構成を自動化する。

CLUSTER_CONFIG_
LAN.COM

標準添付 DECnetを使用せずに， OpenVMS Clusterシステムの構
成または再構成を自動化する。

HP Management Agents
for OpenVMS

標準添付 OpenVMSシステムのデバイスを調べる管理エージェント
機能をもったシステム管理用のウェブ・サーバで構成され
る。

(次ページに続く)
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表 1–2 (続き) HPのシステム管理ツール

ツール
標準添付また
はオプション 機能

構成およびキャパシティ・プランニング

HP Insight Manager XE HP NTサー
バに標準添付

コスト削減，操作効率および効果の改善，システム・ダ
ウン・タイムの縮小のために， 1つのシステムにシステ
ム管理を集中化させる。 OpenVMS Clusterシステムの
すべてのシステムを監視するために， NTサーバ上で HP
Insight Manager XEを使用できる。異なる種類の弊社の
マシンを用いた構成でも，すべてのシステムを監視するた
めに， NTサーバ上で HP Insight Manager XEを使用で
きる。

イベントおよびフォールト・トレランス

OPCOMメッセージ・ルー
ティング

標準添付 イベント通知機能を提供する。

操作管理

クラスタ単位のプロセス・
サービス

標準添付 SHOW USERS， SHOW SYSTEM， STOP/ID= などの
OpenVMSシステム管理コマンドがクラスタ単位で動作で
きるようにする。

Availability Manager 標準添付 OpenVMSシステムまたはWindowsノードから，拡
張 LAN (ローカル・エリア・ネットワーク)あるいは
WAN (ワイド・エリア・ネットワーク)上の 1つ以上の
OpenVMSノードを監視できるようにする。情報を収集し
ているノードはすべて同じ拡張 LAN上に存在しなければ
ならず，WANアナライザとともに収集側のノードと通信
するインタフェースが必要です。 Availability Manager
は，複数の OpenVMSノードからシステム・データおよ
びプロセス・データを同時に収集し，データを分析し，そ
してネイティブの Java GUIを使って出力を表示する。

HP WBEM Services for
OpenVMS

標準添付 WBEM (Web-Based Enterprise Management)は，管理
アプリケーションが必要に応じてシステム情報を取り出し
たりシステム操作を要求するのを可能にします。この機能
により，より優れた運用効率に向けてご使用のインフラス
トラクチャを最適化するための統合されたソリューション
を提供し，複数のプラットフォーム，複数のオペレーティ
ング・システムに渡ってシステムを一貫して管理すること
ができます。

SCACP (Systems
Communications
Architecture Control
Program)

標準添付 クラスタ通信とクラスタ・インターコネクトの監視，管
理，および診断を可能にします。

DNS (Distributed Name
Service)

オプション オブジェクトとネットワーク名を対応付けるネーム・サー
バとして，特定のネットワーク・ノードを構成する。

LATCP (Local Area
Transport Control
Program)

標準添付 LATポート・ドライバを制御し，このドライバから情報を
取得するための機能を提供する。

LANCP (LAN Control
Program)

標準添付 システム管理者が OpenVMSシステム上で LANソフトウ
ェアを構成し，制御できるようにする。

(次ページに続く)
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表 1–2 (続き) HPのシステム管理ツール

ツール
標準添付また
はオプション 機能

操作管理

NCP (Network Control
Protocol)ユーティリティ

オプション システム管理者が DECnet for OpenVMS (フェーズ IV)
ネットワークに関する情報を構成データベースに登録し
たり，このデータベースの情報にアクセスできるようにす
る。

NCL (Network Control
Language)ユーティリティ

オプション システム管理者が DECnet-Plusネットワークに関する情
報を構成データベースに登録したり，このデータベースの
情報にアクセスできるようにする。

POLYCENTER Software
Installation Utility (PCSI)

標準添付 ソフトウェア製品を簡単にインストールできる機能を提供
する。

Queue Manager 標準添付 OpenVMS Clusterの汎用キューおよび実行キューを使用
して，ノード固有のキューをクラスタ全体に提供する。

Show Clusterユーティリ
ティ

標準添付 OpenVMS Cluster構成でアクティビティとパフォーマン
スを監視し，アクティビティに関する情報を収集して，タ
ーミナルまたは他の出力デバイスに送信する。

SDA (System Dump
Analyzer)

標準添付 クラッシュ時に作成されたダンプに保存されているメモ
リの内容や，実行中のシステムのメモリの内容を調べる。
SDAは会話モードまたはバッチ・モードで使用できる。

SYSMAN (System
Managementユーティ
リティ)

標準添付 デバイスおよびプロセッサ制御コマンドが OpenVMS
Cluster全体で有効に動作するようにする。

VMSINSTAL 標準添付 ソフトウェアのインストール機能を提供する。

パフォーマンス

AUTOGENユーティリテ
ィ

標準添付 利用状況をもとに，システム・パラメータの設定を最適化
する。

Monitorユーティリティ 標準添付 基本的なパフォーマンス・データを提供する。

セキュリティ

Authorizeユーティリティ 標準添付 ユーザ・アカウント・プロファイルを変更する。

SET ACLコマンド 標準添付 多くのシステム・オブジェクトに対して，詳細な保護機能
を設定する。

SET AUDITコマンド 標準添付 重要なシステム・オブジェクトの追跡を容易にする。

ストレージ管理

Backupユーティリティ 標準添付 OpenVMS Clusterシステムの管理者が，ストレージ・メ
ディアからファイルおよびディレクトリのバックアップ・
コピーを作成し，必要に応じて復元できるようにする。こ
のユーティリティによって， OpenVMS Clusterシステム
内のディスクに格納されているデータを 1つのノードでバ
ックアップすることができる。

(次ページに続く)
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表 1–2 (続き) HPのシステム管理ツール

ツール
標準添付また
はオプション 機能

ストレージ管理

Mountユーティリティ 標準添付 ディスクまたはテープ・ボリュームを 1台のコンピ
ュータ， OpenVMS Clusterのコンピュータの一部，
OpenVMS Clusterのすべてのコンピュータのいずれかで
使用できるようにする。

Volume Shadowing for
OpenVMS

オプション 複数のディスク間でデータを複製することで， OpenVMS
Clusterシステムをディスク障害から保護する。

1.5.3 OpenVMSパートナのシステム管理ツール

OpenVMSパートナ各社は，さまざまなシステム管理ニーズを満たす幅広いツールを
提供しています。ツールの種類については，以下にリストして説明します。

• スケジュール・マネージャ

夜間バックアップなどの定期的に繰り返し行われる処理も含めて，特定の処理を
指定した時間に起動することができます。

• イベント・マネージャ

システムを監視し，アクションが必要であったり，メモリ不足や機密保護侵害の
試みのような，重大で警戒すべきでき事やイベントを報告します。

• コンソール・マネージャ

システム・メッセージを表示しコマンドを実行できるように，システム・コンソ
ールをエミュレーションし，リモート接続を可能にします。

• 性能マネージャ

データの収集および分析によりシステム・リソースの調整および構成が適切に行
えるように，システム性能を監視します。性能マネージャは，キャパシティ計画
のために履歴データも収集できます。

OpenVMSパートナとその提供ツールの最新情報については，次のウェブ・サイトに
アクセスしてください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/system_management.html

1.5.4 その他の構成補助機能

これらのユーティリティおよびパートナ製品の他に，システム管理者がシステムを構
成するときに役立つように， Fibre Channel， SCSIおよび SASサブシステムに関す
るパラメータを設定するためのコマンドも提供されます。詳細はハードウェアのドキ
ュメントを参照してください。
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2
OpenVMS Clusterの概念

この章では，OpenVMS Clusterシステムの設計と実装の理解に役立つように，その
基本アーキテクチャについて説明します。

2.1 OpenVMS Clusterシステムのアーキテクチャ

図 2–1では，OpenVMS Clusterシステム・アーキテクチャのプロトコル・レイヤ
を，下から順に，通信メカニズムからシステム・ユーザに至るまで示しています。こ
れらのプロトコル・レイヤには以下のものが含まれます。

• ポート

• システム通信サービス (SCS)

• システム・アプリケーション (SYSAP)

• その他のレイヤード・コンポーネント

OpenVMS Clusterの概念 2–1
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図 2–1 OpenVMS Clusterシステム・アーキテクチャ
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Alphaおよび VAXシステムでサポートされます。Memory Channelおよび
ATMインターコネクトは Alphaシステムでのみサポートされます。

2.1.1 ポート・レイヤ

アーキテクチャの最下位レベルでは，デバイス間の接続が通信ポートおよび物理パス
として提供されます。ポート・レイヤには，以下のいずれかのインターコネクトを含
むことができます。

• LAN

Ethernet (Fast Ethernet，Gigabit Ethernetおよび 10 Gb Ethernet)

• MEMORY CHANNEL

• SAS

• SCSI

• Fibre Channel

各インターコネクトは，プロセッサ・ノードに接続されるポート (アダプタとも呼び
ます)によってアクセスされます。たとえば， Fibre Channelインターコネクトは
Fibre Channelポートによってアクセスされます。

2.1.2 SCSレイヤ

SCSレイヤでは，各論理パスを介して，データグラム，メッセージ，およびブロック
転送の形式で，基本的な接続管理および通信サービスが提供されます。表 2–1は，こ
れらのサービスについて説明しています。

表 2–1 通信サービス

サービス 配布の保証 使用方法

データグラム

1パケットに収まるあるいはそれ未満の情
報

データグラムの配布は保証されない。デー
タグラムは紛失する可能性があり，重複し
たり，順序が入れ替わって配布される可能
性がある。

紛失しても重大な問題にならない
状態メッセージと情報メッセージ

独自の信頼性プロトコル
(DECnetあるいは TCP/IPな
ど)を保有するアプリケーション

(次ページに続く)
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表 2–1 (続き) 通信サービス

サービス 配布の保証 使用方法

メッセージ

1パケットに収まるあるいはそれ未満の情
報

メッセージの配布が保証され，順番どおり
に到着することも保証される。各パケット
で仮想サーキット・シーケンス番号が使用
される。

ディスクの読み込み/書き込み要
求

ブロック・データ転送

ローカル・プロセスあるいはシステムの仮
想アドレス空間と他のノードのアドレスと
の間での連続データのコピー (すなわち読
み取りあるいは書き込み)。個々の伝送は
232�1バイト未満，あるいはそのホストの
物理メモリの制約より制限される。ブロッ
ク・データは，リモート DMA転送方式。

ブロック・データの配布は保証される。送
信ポートと受信ポートおよびポート・エミ
ュレータが協調動作して，転送をデータ・
パケットに分割し，すべてのパケットが正
しく送信され，受信され，適切な宛先バッ
ファに格納されることを保証する。ブロッ
ク・データ転送は，転送サイズの点でメッ
セージと異なる。

ディスクの読み込み/書き込み要
求に関連するデータの移動のため
に，ディスク・サブシステムおよ
びディスク・サーバで利用。大規
模ロック・ツリーのファスト・マ
スタリング。大規模 ICCメッセ
ージの伝送。

SCSレイヤは，ポートの種類に応じて，ハードウェアとソフトウェアの組み合わせま
たはソフトウェアのみで実装されます。 SCSはOpenVMS Cluster内の接続を管理
し，仮想サーキットという共通のトランスポートを介して，システム・アプリケーシ
ョン間でメッセージを多重化します。仮想サーキットは， 2つ 1組の SCSポートお
よびその仮想サーキットで多重化される SCS接続の間に存在します。

2.1.3 システム・アプリケーション (SYSAP)レイヤ

OpenVMS Clusterアーキテクチャの次のレイヤは， SYSAPレイヤで構成されま
す。このレイヤは，たとえばディスクやテープへのアクセスやクラスタ・メンバシッ
プの制御などの機能を提供する複数のシステム・アプリケーションで構成されます。
SYSAPには以下のコンポーネントがあります。

• 接続マネージャ

• MSCPサーバ

• TMSCPサーバ

• ディスクおよびテープ・クラス・ドライバ

これらのコンポーネントについては，この章の後半で詳しく説明します。

2.1.4 他のレイヤード・コンポーネント

OpenVMS Clusterシステム・アーキテクチャの一番上には，広範囲にわたる
OpenVMSコンポーネント・レイヤがあります。このレイヤには，以下のコンポーネ
ントが含まれています。

• Volume Shadowing for OpenVMS
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• 分散ロック・マネージャ

• プロセス制御サービス

• 分散ファイル・システム

• レコード管理サービス (RMS)

• 分散キュー・マネージャ

ボリューム・シャドウイング以外のコンポーネントについては，この章の後半で詳し
く説明します。 Volume Shadowing for OpenVMSについては，第 6.6節を参照して
ください。

2.2 OpenVMS Clusterソフトウェアの機能

OpenVMS Clusterの通信およびリソース共用機能を実装するOpenVMS Clusterソ
フトウェア・コンポーネントは， OpenVMS Clusterのすべてのコンピュータで常に
実行されます。 1台のコンピュータで障害が発生しても，コンポーネントは他のコン
ピュータで実行されているため，OpenVMS Clusterシステムは操作を続行できま
す。

2.2.1 機能

以下の表は，OpenVMS Clusterの通信およびリソース共用機能と，各機能を実行す
るコンポーネントを示しています。

機能 コンポーネント

クラスタ・メンバシップの規則に従って OpenVMS Clusterコンピュ
ータが相互に通信するようにする。

接続マネージャ

他の OpenVMS Clusterコンポーネント， OpenVMS製品，他のソ
フトウェア製品で実行される機能の同期をとる。

分散ロック・マネージャ

ディスクとファイルを共用する。 分散ファイル・システム

ディスクに直接アクセスできないノードから，そのディスクを利用で
きるようにする。

MSCPサーバ

テープに直接アクセスできないノードから，そのテープを利用できる
ようにする。

TMSCPサーバ

キューを使用可能にする。 分散キュー・マネージャ

2.3 クラスタ・メンバシップの整合性の確保

接続マネージャは，OpenVMS Clusterシステムのコンピュータがクラスタ・メンバ
シップの規則に従って相互に通信するようにします。
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OpenVMS Clusterシステムのコンピュータは，ディスクやファイルへのアクセスな
ど，さまざまなデータやシステム・リソースを共用します。リソースの整合性を確保
するのに必要な調整を行うために，コンピュータはクラスタ・メンバシップに関する
明確な情報の記録を管理しておかなければなりません。

2.3.1 接続マネージャ

接続マネージャは，最初のコンピュータがブートされるときにOpenVMS Clusterを
作成し，クラスタ状態遷移時に，コンピュータが追加されたり，クラスタから削除さ
れるときに，クラスタを再構成します。接続マネージャの全体的な役割は以下のとお
りです。

• 分断の防止 (第 2.3.2項を参照)

• OpenVMS Clusterシステム内でアクティブなノードとアクティブでないノードの
追跡

• リモート・ノードへのメッセージの配布

• ノードの削除

• 分散ロック・マネージャなどの他のソフトウェア・コンポーネントが共用リソー
スへのアクセスの同期をとることができるようにするための，可用性の高いメッ
セージ・サービスの提供

2.3.2 クラスタ分断

接続マネージャの最大の目的は，クラスタ分断を防止することです。クラスタ分断と
は，既存のOpenVMS Cluster構成のノードが 2つ以上の独立したクラスタに分割さ
れる状態のことです。

分散ロック・マネージャは，複数のOpenVMS Clusterシステムに対して共用リソー
スへのアクセスを調整することができないため，クラスタ分断が発生すると，デー
タ・ファイルが壊れる可能性があります。接続マネージャはクォーラム・アルゴリズ
ムを使用して，クラスタ分断を防止します。

2.3.3 クォーラム・アルゴリズム

クォーラム・アルゴリズムは，OpenVMS Clusterシステムでリソースを共用するた
めに，OpenVMS Clusterの大多数のメンバが存在するかどうかを判断するための数
学的な方法です。クォーラム (定足数)とは，クラスタが機能するために存在する必要
のあるボーツ (投票)の数です。クォーラムは，クラスタ分断を防止するために接続マ
ネージャが計算する動的な値です。接続マネージャは，OpenVMS Clusterのメンバ
の大多数が機能している場合にだけ，処理の実行を認めます。
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2.3.4 システム・パラメータ

クォーラム・アルゴリズムで実行される演算では， VOTESと EXPECTED_VOTES
の 2つのシステム・パラメータが重要です。以下の表は，これらのパラメータについ
て説明しています。

パラメータ 説明

VOTES コンピュータがクォーラムに対して貢献する固定のボーツ (投票)数を指定す
る。システム管理者が各コンピュータで VOTESパラメータを設定でき，オ
ペレーティング・システムが以下のデフォルト値に設定するようにすること
もできる。

• サテライト・ノードの場合，デフォルト値は 0である。

• 他のすべてのコンピュータの場合，デフォルト値は 1である。

VOTESシステム・パラメータの値が 0以外の各 Integrityサーバまたは
Alphaコンピュータは，ボーツ・メンバであると解釈される。

EXPECTED_VOTES OpenVMS Clusterメンバが保有しているすべての VOTESの合計を指定す
る。これを初期値として，クラスタの正しいクォーラム値の見積もりが求め
られる。システム管理者は，サテライトも含めて，クラスタ内でアクティブ
な各 Integrityサーバまたは Alphaシステムでこのパラメータを設定しなけ
ればならない。

2.3.5 クラスタのボーツ数の計算

クォーラム・アルゴリズムは以下のように動作します。

手順 動作

1 OpenVMS Cluster内のノードがブートされると，接続マネージャは存在するすべてのシステム
の EXPECTED_VOTESの最大値を使用して，以下の公式に従って見積もりクォーラムの値を求
める。

Estimated quorum = (EXPECTED_VOTES + 2)/2 | Rounded down

2 状態遷移時 (ノードがクラスタに参加またはクラスタから外れた時，あるいはクォーラム・ディ
スクが認識された時)に，接続マネージャは，以下の値の最大値をクラスタ・クォーラム値とし
て動的に計算する。

• 現在のクラスタ・クォーラム値 (最後のクラスタ遷移中に計算される)。

• 手順 1で説明した見積もりクォーラム。

• 以下の公式から計算された値。ただし， VOTESシステム・パラメータは，すべてのクラス
タ・メンバが保有しているボーツの総数である。QUORUM = (VOTES + 2)/2 | Rounded
down

注意: クォーラム・ディスクについては，第 2.3.8項を参照。
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手順 動作

3 接続マネージャは，クラスタのボーツ数をクラスタ・クォーラム値と比較して，以下の条件をも
とに，実行する動作を判断する。

条件 動作

クラスタのボーツの総数がクォー
ラム値に等しいか，それ以上であ
る。

OpenVMS Clusterシステムは操作を続行する。

現在のクラスタのボーツ数がクォ
ーラム値より小さい (クラスタか
ら削除されたコンピュータがある
ため)。

ボーツの総数がクォーラム値以上になるように，十分な
ボーツ数が追加されるまで (つまり，十分な数のコンピ
ュータが OpenVMS Clusterに追加されるまで)，残りの
OpenVMS Clusterメンバは，すべてのプロセス動作を停
止し，クラスタ・アクセス可能ディスクおよびテープに対
するすべての I/O操作を停止する。

注意: あるノードがOpenVMS Clusterシステムから削除されても，接続マネージャ
はクラスタ・クォーラム値を小さくしません。実際に，接続マネージャは，クラス
タ・クォーラム値を減少させることはなく，シャットダウン時に REMOVE NODE
オプションが選択されない限り，クラスタ・クォーラム値を増加させるだけです。し
かし，システム管理者は，第 10.11.2項の手順に従って，この値を減少させることが
できます。

2.3.6 例

3台のコンピュータで構成されるクラスタがあり，各コンピュータの VOTESパラメ
ータが 1に設定され， EXPECTED_VOTESパラメータが 3に設定されているとしま
す。接続マネージャはクラスタ・クォーラム値を動的に計算して， 2という値を求め
ます (つまり， (3 + 2)/2)。この例では， 3台のコンピュータのうち， 2台のコンピュ
ータでクォーラムが構成されるので， 3台目のコンピュータが存在しなくても，他の
2台は稼動できます。 1台のコンピュータだけでクォーラムを満たすことはできませ
ん。したがって， 3台のOpenVMS Clusterコンピュータをパーティションに分割し
て， 2つの独立したクラスタとして実行することはできません。

2.3.7 サブクラスタの選択

通信障害が発生した後も処理が継続されるように最適なサブクラスタを選択するため
に，次のような 2とおりのサブクラスタを比較検討します。

1. 得られるボーツ数が最も多いサブセット

2. ボーツ数が同じ場合は次のとおり:

• 得られるノード数が最も多いサブセット

• ノード数も同じ場合はOpenVMSに任せるが， SCSシステム ID値の比較を
もとに 2つのサブセットのうち 1つを確定的に選択します。
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2.3.8 クォーラム・ディスク

クラスタ・システム管理者はディスクをクォーラム・ディスクとして指定できます。
クォーラム・ディスクは，クラスタのボーツの総数に 1票を追加するための，仮想ク
ラスタ・メンバとして動作します。クォーラム・ディスクを設定することで， 2つの
ノードで構成されるクラスタの可用性を向上できます。このような構成では，クォー
ラム・ディスクまたは 1台のノードで障害が発生しても，クォーラムを維持すること
ができるため，操作を続行できます。

注意: クォーラム・ディスクは， 2つのノードで構成されるOpenVMS Clusterシス
テムのみに設定するようにしてください。 3つ以上のノードを含む構成では，クォー
ラム・ディスクは必要ではなく，お勧めもしません。

たとえば，多くのサテライト (ボーツ数は 0 )と，サテライトをダウンライン・ロー
ドする 2つの非サテライト・システム (それぞれボーツ数が 1)から成るOpenVMS
Cluster構成について考えてみましょう。クォーラムは以下のように計算されます。

(EXPECTED VOTES + 2)/2 = (2 + 2)/2 = 2

クォーラム・ディスクがないため，どちらか一方の非サテライト・システムがクラス
タから削除されると，ボーツの総数が 1になってしまうので，クラスタ・クォーラム
を満たすことができません。クォーラムが復元されるまで，クラスタ全体で動作が実
行されなくなります。

しかし，構成にクォーラム・ディスクが含まれており (クラスタのボーツの総数に
1票を加算)，各ノードで EXPECTED_VOTESパラメータが 3に設定されている場
合，いずれか一方のノードがクラスタから削除されても，クォーラムはまだ 2になり
ます。この場合，クォーラムは以下のように計算されます。

(EXPECTED VOTES + 2)/2 = (3 + 2)/2 = 2

規則: 各OpenVMS Clusterシステムには，クォーラム・ディスクを 1つだけ含むこ
とができます。少なくとも 1台のコンピュータがクォーラム・ディスクに直接 (サー
ビスを介してではなく)接続されていなければなりません。

• クォーラム・ディスクに対して直接のアクティブ接続を保有するか，または直接
接続の可能性を保有するコンピュータは，クォーラム・ディスク・ウォッチャと
して有効に設定しなければなりません。

• ディスクに直接アクセスできないコンピュータは，クォーラム・ディスクによっ
て加算されるボーツの状態情報に関して，クォーラム・ディスク・ウォッチャに
依存しなければなりません。

関連項目: クォーラム・ディスクを有効にする方法についての詳細は，第 8.2.4項を
参照してください。クォーラム・ディスクの削除については，第 8.3.2項を参照して
ください。
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2.3.9 クォーラム・ディスク・ウォッチャ

コンピュータをクォーラム・ディスク・ウォッチャとして有効にするには，以下のい
ずれかの方法を使用します。

方法 手順

CLUSTER_CONFIG.COMプロ
シージャを実行する。
(第 8章を参照)

プロシージャを起動し，以下の操作を実行する。

1. CHANGEオプションを選択する。

2. CHANGEメニューから‘‘Enable a quorum disk on the local
computer’’という項目を選択する。

3. プロンプトに対して，クォーラム・ディスクのデバイス名を指定
する。

プロシージャは入力された情報を使用して， DISK_QUORUMおよび
QDSKVOTESシステム・パラメータの値を更新する。

OpenVMSインストール・プロ
シージャからクラスタにクォー
ラム・ディスクが含まれている
かどうか質問されたら， YESと
応答する。
(第 4章を参照)

インストール・プロシージャで，以下の操作を実行する。

1. プロシージャからクラスタにクォーラム・ディスクが含まれてい
るかどうか質問されたら， Yと応答する。

2. プロンプトに対して，クォーラム・ディスクのデバイス名を指定
する。

プロシージャは，入力された情報を使用して， DISK_QUORUMおよ
び QDSKVOTESシステム・パラメータの値を更新する。

MODPARAMSまたは
AGEN$ファイルを編集する。
(第 8章を参照)

以下のパラメータを変更する。

• DISK_QUORUM: DISK_QUORUMシステム・パラメータの値
として，クォーラム・ディスク名を ASCIIで指定する。

• QDSKVOTES: QDSKVOTESパラメータの適切な値を設定す
る。このパラメータは，クォーラム・ディスクがクラスタのボー
ツの総数に貢献するボーツ数を指定する。クォーラム・ディスク
が貢献するボーツ数は，クォーラム・ディスク・ウォッチャの
QDSKVOTESパラメータの最小値に等しい。

ヒント: 1つのクォーラム・ディスク・ウォッチャだけがクォーラム・ディスクに直
接アクセスできる場合は，ディスクを削除し，そのボーツ数をノードに与えます。

2.3.10 クォーラムの指定の規則

クラスタのボーツの総数でカウントされるクォーラム・ディスクのボーツ数に関して
は，以下の条件を満たさなければなりません。

• ウォッチャになることができるすべてのコンピュータで，DISK_QUORUMシス
テム・パラメータの値と同じ物理デバイス名を指定しなければなりません。他の
コンピュータ (DISK_QUORUMの値が空白値でなければなりません)は，通信相
手の最初のクォーラム・ディスク・ウォッチャが指定した名前を認識します。
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• 少なくとも 1つのクォーラム・ディスク・ウォッチャが，クォーラム・ディスク
に対して，直接のアクティブ接続を保有していなければなりません。

• ディスクのマスタ・ファイル・ディレクトリに，QUORUM.DATという
名前の正しいフォーマット・ファイルが格納されていなければなりませ
ん。QUORUM.DATファイルは，クォーラム・ディスクを指定するシステム
がクラスタで最初にブートされた後，自動的に作成されます。その後のリブート
では，このファイルが使用されます。

注意: システム・パラメータ STARTUP_P1がMINに設定されている場合，ファ
イルは作成されません。

• 障害から回復することができるように，クォーラム・ディスクはすべてのディス
ク・ウォッチャでマウントしなければなりません。

• OpenVMS Clusterには，クォーラム・ディスクを 1つしか含むことができませ
ん。

• クォーラム・ディスクがシャドウ・セットのメンバになることはできません。

ヒント: クォーラム・ディスクのボーツ数を両方のシステムからのボーツの総数より
1だけ少なくなるように増加すれば (さらに EXPECTED_VOTESシステム・パラメ
ータの値を同じ数だけ増加すれば)， 1つのノードだけでクラスタをブートし，稼動さ
せることができます。

2.4 状態遷移

OpenVMS Clusterの状態遷移は，コンピュータがOpenVMS Clusterシステムに追
加される場合やシステムから削除される場合に発生し，クラスタがクォーラム・ディ
スクの状態の変化を認識したときにも発生します。接続マネージャはこれらのイベン
トを制御し，クラスタ全体でデータの整合性を維持します。

状態遷移の期間とユーザ (アプリケーション)に与える影響は，状態遷移が発生した理
由，システム構成，使用しているアプリケーションによって異なります。

2.4.1 メンバの追加

すべての遷移は 1つ以上のフェーズを通過しますが，通過するフェーズの数は，
OpenVMS Clusterにメンバを追加したために状態遷移が発生したのか，現在のメン
バで障害が発生したのかに応じて異なります。

表 2–2では，新しいメンバを追加することによって発生した状態遷移のフェーズを説
明しています。
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表 2–2 クラスタ・メンバの追加によって発生する状態遷移

フェーズ 説明

新しいメンバの検出 ブート・シーケンスの初期段階で， OpenVMS Clusterシステムのメンバになりた
いコンピュータは，クラスタへの追加を求めるメッセージを現在のメンバに送信す
る。メンバシップ要求を受信した最初のクラスタ・メンバは，新しいコンピュータ
の代言者として機能し，そのコンピュータをクラスタに含むようにクラスタの再構
成を提案する。新しいコンピュータがブートされている間，アプリケーションに影
響はない。

注意: ノードの EXPECTED_VOTESの値が，計算されたボーツ数より大きなクォ
ーラムになるように再調整され， OpenVMS Clusterの動作が停止される場合は，
接続マネージャは，そのコンピュータが OpenVMS Clusterシステムに追加される
ことを許可しない。

再構成 OpenVMS Clusterにコンピュータが追加されたために，構成が変化する場合は，
現在のすべての OpenVMS Clusterメンバは，構成が変更されている間に新しいコ
ンピュータとの通信を確立しなければならない。通信が確立された後，新しいコン
ピュータのクラスタへの追加が許可される。場合によっては，ロック・データベー
スが再構築される。

2.4.2 メンバの削除

表 2–3では，現在のOpenVMS Clusterメンバの障害によって発生する状態遷移のフ
ェーズを説明しています。

表 2–3 クラスタ・メンバの削除によって発生する状態遷移

原因 説明

障害の検出 このフェーズの期間は，障害の原因と，障害がどのような方法で検出されたかに応じて異なる。

通常のクラスタ操作では，あるコンピュータから別のコンピュータに送信されたメッセージは，受信時
に確認される。

条件 動作

OpenVMS Cluster通信ソフトウェ
アによって指定された期間内に，メ
ッセージの受信が確認されない。

修復を試みるフェーズが開始される。

クラスタ・メンバがシャットダウン
されたか，または障害が発生した。

オペレーティング・システムは，シャットダウンされているコ
ンピュータから他のメンバにデータグラムを送信する。これら
のデータグラムは，通信を切断し，リソースの共用を停止する
というコンピュータの意図を伝える。障害検出フェーズと修復
フェーズは実行されず，再構成フェーズが直ちに開始される。

修復の試行 OpenVMS Clusterメンバに対する仮想サーキットが切断されると，パスを修復しようという試みが
行われる。修復の試行は， PAPOLLINTERVALシステム・パラメータに指定された間隔で続行され
る (システム管理者は，それぞれの条件に適合するようにこのパラメータの値を調整できる)。修復で
きない場合は，修復できないほどパスが破壊されているものと解釈される。その場合，すべてのコン
ピュータが相互に通信し，通信できないコンピュータが OpenVMS Clusterから削除されるように，
OpenVMS Clusterシステムを再構成するための手順を実行しなければならない。

(次ページに続く)
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表 2–3 (続き) クラスタ・メンバの削除によって発生する状態遷移

原因 説明

再構成 クラスタ・メンバがシャットダウンされるか，または障害が発生すると，クラスタを再構成しなければ
ならない。残りのコンピュータのいずれかがコーディネータとして機能し，他のすべてのクラスタ・メ
ンバとの間でメッセージを交換して，メンバ数とボーツ数を最大に維持できるように，最適なクラスタ
構成が判断される。このフェーズでは，すべてのユーザ (アプリケーション)の動作が停止される。こ
のフェーズは通常 3秒未満で終了するが，実際の時間は構成に応じて異なる。

OpenVMS Cluster
システムの回復

回復には以下のステージが含まれるが，一部のステージは並列に実行できる。

ステージ 動作

I/Oの完了 コンピュータがクラスタから削除されると， OpenVMS Clusterソフトウェア
は，状態遷移より前に開始されたすべての I/O操作が，状態遷移の後で生成され
た I/O操作より前に必ず完了するようにする。このステージは通常，アプリケー
ションにほとんど，あるいはまったく影響を与えない。

ロック・データ
ベースの再構築

ロック・データベースはすべてのメンバに分散しているため，データベースの一
部を再構築しなければならないことがある。再構築は次の手順で実行される。

状況 動作

コンピュータが OpenVMS
Clusterから削除される場合

必ず再構築される。

コンピュータが OpenVMS
Clusterに追加される場合

LOCKDIRWTシステム・パラメータが 1
より大きい場合に再構築される。

注意: 同じモデルまたは同じ種類のコンピュータで， LOCKDIRWTシステム・パ
ラメータを異なる値に設定すると，分散ロック・マネージャはこのパラメータの
値が大きい方のコンピュータを使用する可能性がある。この結果，そのコンピュ
ータで過度にリソースが使用される可能性がある。

ディスク・マウ
ントの確認

このステージは，ボーツ・メンバで障害が発生した結果，クォーラムを満たすこ
とができなくなった場合にだけ発生する。データの整合性を保護するために，ク
ォーラムが復元されるまで，すべての I/O動作は停止される。マウントの確認
は，このフェーズで I/Oを停止するために使用されるメカニズムである。

クォーラム・デ
ィスクのボーツ
数の確認

コンピュータがクラスタから削除されるときに，そのコンピュータがシャットダ
ウンされたこと，またはそのコンピュータで障害が発生したことを，他のメンバ
が判断できる場合，残りのメンバが実行するクォーラムの計算では，クォーラ
ム・ディスクによって加算されるボーツ数がまったく遅延なく含まれる。しか
し，クラスタから削除されるコンピュータがシャットダウンされたこと，または
障害が発生したことをクォーラム・ウォッチャが判断できない場合 (たとえば，コ
ンソールの停止，電源障害，通信障害が発生した場合)， QDSKINTERVALシス
テム・パラメータの値の 4倍の期間 (秒数)だけ，ボーツ数は計算に含まれなくな
る。この期間は，障害が発生したコンピュータがクォーラム・ディスクを使用し
ていないことを判断できるだけの十分な時間である。

ディスクの再構
築

障害が発生した後，コンピュータのリブートによって状態遷移が発生した場合，
ディスクは不正にディスマウントされたものとしてマークされる。

関連項目: ディスクの再構築の詳細については，第 6.5.5項と第 6.5.6項を参照。

XFCキャッシュ
の変更

そのノードで XFCキャッシュが有効になっている場合，クラスタ内に XFCキ
ャッシュをサポートしていないノードがないかどうか確認が行なわれる。サポー
トしていないノードがある場合，クラスタでトランザクションが継続される前に
XFCキャッシュ・データはフラッシュされなければならない。

クラスタワイド
論理名の回復

クラスタのすべてのノードで一致するクラスタワイドの論理名を持つことを確認
する。

(次ページに続く)
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表 2–3 (続き) クラスタ・メンバの削除によって発生する状態遷移

原因 説明

アプリケーションの
回復

状態遷移がアプリケーション・ユーザに与える影響を評価する場合，アプリケーション回復フェーズに
ジャーナル・ファイルの再実行，回復ユニットのクリーンアップ，ユーザの再ログインなどの動作が含
まれることを考慮する。

2.5 OpenVMS Clusterのメンバシップ

LANあるいは IPネットワークを利用する OpenVMS Clusterシステムでは，複数の
独立したOpenVMS Clusterシステムが同じ拡張 LANあるいは IPネットワークに共
存できるようにするためと，登録されていないコンピュータが不正にクラスタにアク
セスできないようにするために，クラスタ・グループ番号とクラスタ・パスワードが
使用されます。

注意

クラスタ通信に IPネットワークを使用する場合，リモート・ノードの IPア
ドレスがローカルの SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルに含まれ
ていなければなりません。

2.5.1 クラスタ・グループ番号

クラスタ・グループ番号は， LAN， IP，あるいは共通メモリ・リージョンによる通
信 (すなわち SMCIを使用した通信)で各OpenVMS Clusterシステムを一意に識別し
ます。このグループ番号は 1～ 4095または 61440～ 65535の範囲でなければなりま
せん。

規則: 1つの LANあるいは IPネットワークで複数のOpenVMS Clusterシステムを
稼動する計画がある場合は，システム管理者間でクラスタ・グループ番号の割り当て
を調整する必要があります。

2.5.2 クラスタ・パスワード

クラスタ・パスワードは，登録されていないコンピュータがクラスタ・グループ番
号を使用してクラスタに参加するのを防止します。パスワードは 1～ 31の有効な文
字，数字，ドル記号( $ )，あるいはアンダスコア( _ )でなければなりません。
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2.5.3 場所

クラスタ・グループ番号とクラスタ・パスワードは，クラスタ登録ファイル，
SYS$COMMON:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DATに格納され，管理されま
す。オペレーティング・システムのインストール時に，共有メモリあるいは LANを
利用してクラスタを設定することを指定すると，このファイルが作成されます。その
場合，インストール・プロシージャからクラスタ・グループ番号とパスワードの入力
が求められます。

注意

CIまたは DSSIインターコネクトだけを使用するOpenVMS Clusterを， LAN
あるいは共有メモリ・インターコネクトを含むクラスタに変換する場合は，
第 8章で説明しているように， CLUSTER_CONFIG.COMコマンド・プロシ
ージャの実行時に， SYS$COMMON:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DAT
ファイルが作成されます。

関連項目: CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイルに格納されるOpenVMS Cluster
グループ・データの詳細については，第 8.4節と第 10.8節を参照してください。

2.5.4 例

OpenVMS Cluster内のすべてのノードが同じクラスタ・パスワードを使用していな
い場合，以下のようなエラー・レポートがエラー・ログ・ファイルに記録されます。

**** V3.4 ********************* ENTRY 343 ********************************

Logging OS 1. OpenVMS
System Architecture 2. Alpha
OS version XC56-BL2
Event sequence number 102.
Timestamp of occurrence 16-SEP-2009 16:47:48
Time since reboot 0 Day(s) 1:04:52
Host name PERK

System Model AlphaServer ES45 Model 2

Entry Type 98. Asynchronous Device Attention

---- Device Profile ----
Unit PERK$PEA0
Product Name NI-SCA Port
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---- NISCA Port Data ----
Error Type and SubType x0600 Channel Error, Invalid Cluster Password

Received
Status x0000000000000000
Datalink Device Name EIA8:
Remote Node Name CHBOSE
Remote Address x000064A9000400AA
Local Address x000063B4000400AA
Error Count 1. Error Occurrences This Entry

----- Software Info -----
UCB$x_ERRCNT 6. Errors This Unit

2.6 分散ロック・マネージャによるクラスタ機能の同期化

分散ロック・マネージャは，分散ファイル・システム，分散キュー・マネージャ，
デバイスの割り当て，ユーザ作成OpenVMS Clusterアプリケーション，その他の
OpenVMS製品やソフトウェア・コンポーネントで必要とされる機能の同期をとるた
めのOpenVMS機能です。

分散ロック・マネージャでは，接続マネージャと SCSを使用して，OpenVMS
Clusterコンピュータ間で情報がやり取りされます。

2.6.1 分散ロック・マネージャの機能

分散ロック・マネージャには，以下の機能があります。

• 以下のリソースも含めて，クラスタ単位の共用リソースへのアクセスの同期をと
ります。

デバイス

ファイル

ファイル内のレコード

データベースやメモリなどのユーザ定義リソース

各リソースは，OpenVMS Clusterのコンピュータによってクラスタ単位で管理
されます。

• $ENQシステム・サービスと$DEQシステム・サービスを実装して，リソース名
のロックとアンロックを可能にすることで，クラスタ単位でリソースへのアクセ
スの同期をとります。

関連項目: システム・サービスの詳細については，『OpenVMS System Services
Reference Manual』を参照してください。

• ロックされているリソースへのアクセスを求めるプロセス要求をキューに登録し
ます。このキューイング機能により，特定のリソースが使用可能な状態になるま
で，プロセスを待ち状態にすることができます。この結果，協調動作するプロセ
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スは，ファイルやレコードなどの共用オブジェクトへのアクセスの同期をとるこ
とができます。

• OpenVMS Clusterコンピュータで障害が発生したときに，そのコンピュータが保
有しているすべてのロックを解放します。この結果，残りのコンピュータで処理
を続行することができます。

• クラスタ単位のデッドロックの検出をサポートします。

2.6.2 ロック・マネージャの管理

ロック・マネージャは完全に自動化されており，通常，特別なシステム管理は必要あ
りません。しかし， LOCKDIRWTおよび LOCKRMWTシステム・パラメータを使
用すれば，ロック操作の分散とクラスタ全体でのロック・リソース・ツリーの制御を
調整することができます。

ロック・リソース・ツリーはロックが置かれる場所を抽象的に表したものです。クラ
スタ内には複数のロック・リソース・ツリーが存在することができます。各リソー
ス・ツリーごとに，ディレクトリ・ノードと呼ばれるノードに加え，ロック・リソー
ス・マスターノードと呼ばれる別のノードが存在します。

ロック・リソース・マスターノードはロック・リソース・ツリーを制御し，ロック・
リソース・ツリー上のすべてのロックを把握しています。クラスタの全ノードで，ロ
ック・ツリー上のすべてのロック操作はリソースマスターに通知されます。マスター
ノード以外のノードでは，ノード固有のロックのみを認識します。

さらに，クラスタ内のすべてのノードは，多くの異なるロック・リソース・ツリー上
に多くのロックを持っており，それぞれにマスターノードがあります。新しいロッ
ク・リソース・ツリーを作成する場合，まずディレクトリ・ノードにリソース・マス
ターがすでに存在するかどうかを問い合せなければなりません。

LOCKDIRWTパラメータは，ロック・リソース・ツリーに対するディレクトリ・ノ
ードとしてノードを割り当てます。ノードの LOCKDIRWT設定が高ければ高いほ
ど，いずれかのロック・リソース・ツリーのディレクトリ・ノードとなる可能性が高
くなります。

大型コンピュータとブート・ノードの LOCKDIRWTが 1に設定されていて，サテラ
イト・ノードの LOCKDIRWTが 0に設定されている場合，ほとんどの構成では，
これらの大型コンピュータやブート・ノードは最適な状態で動作します。これら
の値は CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャによって自動的に設定されます。
LOCKDIRWTが 0のノードは，クラスタ内のすべてのノードで LOCKDIRWTが 0
でない限り，どのリソース・ツリーのディレクトリ・ノードにもなりません。

場合によっては，デイレクトリ・ノードとなれるノード群を設定するために，クラス
タの各ノードで LOCKDIRWTの値を変更しなければならないことがあります。
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LOCKRMWTは，ロック・リソース・ツリーをリマスタリングする際にどのノード
を選択するのかに影響を与えます。ロック・リソース・ツリーのマスターノードであ
ることは性能上の利点があるため (ロック操作の実行に通信を必要としないため)，ロ
ック・リソース・マネージャは，クラスタ内の他のノードへのロック・ツリーのリマ
スタリングをサポートします。ロック・リソース・ツリーのリマスタリングとは，そ
のロック・リソース・ツリーのロック・リソース・マスターとしてクラスタ内の他の
ノードを指定し，そのノードにロック・リソース・ツリーを移すことを意味します。

そのロック・リソース・ツリーにロックを持つノードは，マスターノードになるため
の資格を持ちます。適格ノードからの新しいロック・リソース・マスターノードの選
択は，各ノードのシステム・パラメータ LOCKRMWTの設定と各ノードのロッキン
グ動作にもとづいて行なわれます。

LOCKRMWTは 0から 10の値に設定することができます。デフォルト値は 5です。
以下のリストは，システム・パラメータ LOCKDIRWTの値とロッキング動作とがリ
ソース・ツリーのマスターの設定にどのように影響するかを示しています。

• LOCKRMWTの値が 0のノードは，同じツリーにロックを持ち LOCKRMWTが
0より大きな他のノードをマスターノードにしようとします。

• LOCKRMWTの値が 10のノードは， LOCKRMWTの値が 10よりも小さな他の
ノードからリソース・ツリーを受け取ります。

• それ以外の場合，マスターノードの LOCKRMWTと適格ノードの値との差が計算
されます。その差が大きければ，その適格ノードでのロッキング動作がさらに多
くないとリマスタリングが行なわれません。

動的パラメータである LOCKRMWTは必要に応じて調整することができます。ほと
んどの場合は LOCKRMWTのデフォルト値である 5のままが適切ですが，ロック・
ツリーのマスターノードになるノード群を指定したい場合は，いくつかのノードでそ
れとは異なる LOCKRMWT値を設定します。

2.6.3 大規模ロック・アプリケーション

Enqueueプロセス上限 (ENQLM)は SYSUAF.DATファイルに設定される値であり，
プロセスが所有できるロックの数を制御します。この値は，大規模データベースやそ
の他のサーバ・アプリケーションの要件に応じて調整することができます。

OpenVMSバージョン 7.1以前では，上限は 32767でした。その後，大規模データ
ベースや他のサーバ・アプリケーションの効率的な操作を可能にするために，この
上限は削除されました。したがって，プロセスはアーキテクチャ上の最大値である
16,776,959まで，ロックを保有できるようになりました。 SYSUAF.DATで ENQLM
の値を 32767に設定すれば (Authorizeユーティリティを使用)，ロックの上限は自
動的に最大値の 16,776,959ロックに拡張されます。 SYSUAF Enqlmクォータが
32767に設定されたプロセスから初期化された場合，$CREPRCは大きなクォータを
ターゲット・プロセスに渡すことができます。
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関連項目: 分散ロック・マネージャとリソース・ツリーの詳細については，『HP
OpenVMS Programming Concepts Manual』を参照してください。 Enqueue Quota
の詳細については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

2.7 リソースの共用

OpenVMS Clusterシステムでは，リソースの共用は分散ファイル・システム，
RMS，分散ロック・マネージャによって有効になります。

2.7.1 分散ファイル・システム

OpenVMS Clusterの分散ファイル・システムは，すべてのコンピュータがマス・ス
トレージとファイルを共用できるようにします。分散ファイル・システムは，スタン
ドアロン・コンピュータで提供されているものと同じディスク，テープ，ファイルへ
のアクセス機能をOpenVMS Cluster全体にわたって提供します。

2.7.2 RMSと分散ロック・マネージャ

分散ファイル・システムとOpenVMSレコード管理サービス (RMS)は，分散ロッ
ク・マネージャを使用して，クラスタ単位のファイル・アクセスを調整します。
RMSファイルはレコード・レベルまで共用できます。

ほとんどのディスクやテープ・デバイスは，OpenVMS Clusterシステム全体から利
用できるように設定できます。デバイスは以下のいずれでもかまいません。

• ストレージ・サブシステムに接続されているデバイス

• OpenVMS Clusterにサービスされているローカル・デバイス

クラスタ・アクセス可能デバイスはすべて，各コンピュータに接続されているかのよ
うに見えます。

2.8 ディスクの可用性

ローカルに接続されているディスクは，MSCPサーバによってOpenVMS Cluster
全体でサービスすることができます。

2.8.1 MSCPサーバ

MSCPサーバは，以下のディスクも含めて，ローカルに接続されているディスクをク
ラスタ全体で使用できるようにします。

• SDIを使用しているOpenVMS Clusterメンバにローカルに接続されているDSA
ディスク
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• 複合インターコネクトを使用しているOpenVMS Cluster内のHSGおよびHSV
ディスク

• SCSIおよびHSZディスク

• SAS， LSI 1068 SAS，および LSI Logic 1068e SASディスク

• FCおよびHSGディスク

• OpenVMS Cluster内にあるブート・サーバとディスク・サーバのディスク

ディスク・クラス・ドライバ (DUDRIVER)と組み合わせて，MSCPサーバはコン
ピュータでMSCPプロトコルのストレージ・サーバの部分を実装します。これによ
り，コンピュータはストレージ・コントローラとして機能できるようになります。
MSCPプロトコルは，弊社が設計した特定のマス・ストレージ・コントローラ/デバ
イス・ファミリに対して，送受信されるメッセージの形式とタイミングの規則を定義
しています。MSCPサーバは，リモート・クラスタ・ノードから送信されたMSCP
I/O要求をデコードし，サービスします。

注意: ローカルに接続されているディスク上のファイルにコンピュータがアクセスす
る場合，MSCPサーバは使用されません。

2.8.2 デバイスのサービス

サービスされるようにデバイスを設定しておけば，以下のことが可能になります。

• クラスタのどのメンバも，そのデバイスに対して I/O要求を出すことができま
す。

• ローカル・コンピュータは，リモートのOpenVMS Clusterコンピュータから送
信されたMSCP I/O要求をデコードして，サービスを提供することができます。

2.8.3 MSCPサーバの有効化

MSCPサーバは，MSCP_LOADおよびMSCP_SERVE_ALLシステム・パラメータ
によって制御されます。これらのパラメータの初期値は，OpenVMSインストール・
プロシージャ (第 8.4節を参照)または CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャ (第 8
章を参照)で出力される質問への応答によって設定されます。

これらのパラメータのデフォルト値は以下のとおりです。

• MSCPはサテライトにロードされません。

• MSCPはブート・サーバおよびディスク・サーバ・ノードにロードされます。

関連項目: MSCPサーバに対するシステム・パラメータの設定の詳細については，
第 6.3節を参照してください。
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2.9 テープの可用性

ローカルに接続されているテープは， TMSCPサーバによってOpenVMS Cluster全
体で利用できるようになります。

2.9.1 TMSCPサーバ

TMSCPサーバは，以下のテープも含めて，ローカルに接続されているテープをクラ
スタ全体で使用できるようにします。

• HSGおよびHSVテープ

• SCSIテープ

• SASテープ

TMSCPサーバは TMSCPプロトコルを実装します。このプロトコルは， TMSCPテ
ープ用のコントローラと通信するときに使用されます。テープ・クラス・ドライバ
(TUDRIVER)と組み合わせて， TMSCPプロトコルはプロセッサで実装され，これ
により，プロセッサはストレージ・コントローラとして機能できるようになります。

プロセッサは，ローカルに接続されているテープへの I/O要求を出し，クラスタ内の
他のノードから I/O要求を受け付けます。このようにして， TMSCPサーバはローカ
ルに接続されているテープをクラスタ内のすべてのノードから利用できるようにしま
す。また， TMSCPサーバはHSGテープとHSVテープをOpenVMS Clusterサテ
ライトからアクセスできるようにもします。

2.9.2 TMSCPサーバの有効化

TMSCPサーバは TMSCP_LOADシステム・パラメータによって制御されます。こ
のパラメータの初期値は，OpenVMSインストール・プロシージャ (第 4.2.3項を参
照)または CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャ (第 8.4節を参照)で出力される質
問への応答によって設定されます。 TMSCP_LOADパラメータのデフォルト設定で
は， TMSCPサーバはロードされず，テープに対するサービスは提供されません。

2.10 キューの可用性

分散キュー・マネージャは，以下の機能を提供するために，クラスタ全体でキューを
利用できるようにします。
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機能 説明

OpenVMS Clusterのコンピュータのユーザは，
OpenVMS Cluster内の任意のコンピュータで実行
されているキューにバッチ・ジョブとプリント・ジ
ョブを登録できる。

ジョブが実行されているコンピュータから，必要な
マス・ストレージ・ボリュームと周辺デバイスにア
クセス可能であれば，ユーザはクラスタ内のどのキ
ューにもジョブを登録できる。

バッチ処理とプリント処理の作業負荷を OpenVMS
Clusterノードに分散する。

システム管理者は，コンピュータ間で処理の負荷を
分散する汎用バッチ・キューと汎用プリント・キュ
ーを設定できる。分散キュー・マネージャは，キュ
ーに対するジョブの数 (jobs-to-queue)の上限が最
低の実行キュー，または使用可能な次のプリンタに
バッチ・ジョブとプリント・ジョブを渡す。

ジョブ・コントローラは分散ロック・マネージャを使用して， OpenVMS Cluster内
の他のコンピュータに，処理するバッチ・キュー・ジョブとプリント・キュー・ジョ
ブを確認するように通知します。

2.10.1 キューの制御

キューを制御するには， 1つまたは複数のキュー・マネージャを使用して，キューと
ジョブに関する情報が格納されているクラスタ単位のキュー・データベースを管理し
ます。

関連項目: OpenVMS Clusterキューの設定の詳細については，第 7章を参照してく
ださい。
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OpenVMS Clusterインターコネクトの構成

この章では，さまざまな種類のOpenVMS Cluster構成の概要を示し，相互接続 (イ
ンターコネクト)の方法についても説明します。

サポートされるOpenVMS Cluster構成の正確な情報については，以下を参照してく
ださい。

• 『OpenVMS Cluster Software Software Product Description』 (SPD 29.78.xx)

• 『OpenVMS Cluster構成ガイド』

3.1 概要

OpenVMS Clusterの各ノードは，他のすべてのノードと直接接続されていなければ
なりません。各サイトでは，以下の 1つあるいは複数のインターコネクトを使用でき
ます。

• LAN

Ethernet (Fast Ethernet, Gigabit Ethernet, 10 Gigabit Ethernet)

• インターネット・プロトコル (IP)

Ethernet (Fast Ethernet, Gigabit Ethernet, 10 Gigabit Ethernet)

• MEMORY CHANNEL (Alphaのみ)

• SMCI (Shared memory CI) (Alphaのみ)

『OpenVMS AlphaパーティショニングおよびGalaxyガイド』で説明するように
OpenVMS Galaxy構成で使用します。

• SCSI

ノードとストレージ間のインターコネクトでのみサポートされます。限定された
構成でノード間 (SCS)通信のための 2番目のインターコネクトが必要です。

• Fibre Channel

ノードとストレージ間のインターコネクトでのみサポートされます。ノード間
(SCS)通信のための 2番目のインターコネクトが必要です。

• SAS (Integrityのみ)

ノードとストレージ間のインターコネクトでのみサポートされます。限定された
構成でノード間 (SCS)通信のための 2番目のインターコネクトが必要です。
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3.1概要

必要な処理と使用できるハードウェア・リソースによって，個々のOpenVMS
Clusterシステムの構成方法が決定されます。構成に関するこの章の説明は，これら
の物理インターコネクトをもとに行っています。

ブリッジあるいはスイッチを使用して，OpenVMS Integrityサーバ・ノードの
Fast Ethernet/Gigabit Ethernet NICをWDM/DWDM，Gigabit Ethernet， Fibre
ChannelなどのWANプルバイダが提供するサイト間インターコネクトに接続するこ
とができます。

注意

一般に SCSIクラスタと呼ばれる SCSIインターコネクトでのマルチホスト
共有ストレージはサポートされません。またOpenVMS Alphaシステムで
は，新しい SCSIアダプタのサポートも提供されません。ただし，業界標準の
Fibre Channelでのマルチホスト共有ストレージはサポートされます。

OpenVMS Alphaシステムにローカル接続されたストレージ (FCあるいは
SCSIストレージ)およびOpenVMS Integrityサーバ・システムにローカル接
続されたストレージ (Fibre Channel， SAS，あるいは SCSIストレージ)は，
クラスタ内の他のメンバからアクセスすることができます。

3.2 LANでインターコネクトされたOpenVMS Clusterシステム

すべてのイーサネット・インターコネクトは，業界標準のローカル・エリア・ネット
ワーク (LAN)であり，広範囲にわたるネットワーク・ユーザが一般的に利用していま
す。OpenVMS Clusterシステムが LANで接続されている場合，クラスタ通信は，
CIポート機能をエミュレートするポート・ドライバ (PEDRIVER)によって実行され
ます。

3.2.1 設計

OpenVMS Clusterソフトウェアは，DECnet， TCP/IP， SCSプロトコルで，イー
サネットとインターコネクトを同時に使用するように設計されています。この機能
は， LANデータ・リンク・ソフトウェアがハードウェア・ポートを制御できるよう
にすることで実現されています。このソフトウェアは，クラスタ・プロトコルが単に
共用ハードウェア・リソースの別のユーザになるように，マルチプレキシング機能を
提供します。この概念については，図 2–1を参照してください。

3.2.1.1 PEDRIVER Fast Pathのサポート

LAN経由でのOpenVMS Cluster通信を可能にするためのソフトウェアである
PEdriverは， Fast Pathのサポートも提供します。 PEdriverの機能には以下のよう
な利点があります。

• SMP性能の拡張性を改善します。
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• SCS/IOLOCK8スピンロックのコンテンションを低減します。 PEdriverは，プラ
イベート・ポート・メインライン・スピンロックを使用して内部操作の同期を取
ります。

• セカンダリ CPUでクラスタ通信を処理させることが可能で，その結果，プライマ
リ CPUを開放することができます。

• 単一の CPUでクラスタ通信を処理させることができます。

• DSAに対して Fast Pathで効率化したコードパスを提供しデータ操作をブロック
化することにより， CPUコストを低減します。　

詳細は『HP OpenVMS I/O User’s Reference Manual』，『HP OpenVMSシステム
管理者マニュアル』および『HP OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレ
ンス・マニュアル』を参照してください。

3.2.2 クラスタ・グループ番号とクラスタ・パスワード

1つの LANで複数の LANベースのOpenVMS Clusterシステムをサポートできま
す。各OpenVMS Clusterは，固有のクラスタ・グループ番号とクラスタ・パスワー
ドによって識別され，安全に保護されます。クラスタ・グループ番号とクラスタ・パ
スワードの詳細については，第 2章を参照してください。

3.2.3 サーバ

LANでインターコネクトされたOpenVMS Clusterコンピュータは一般に，サーバ
またはサテライトとして構成されます。以下の表ではサーバについて説明していま
す。

サーバの種類 説明

MOPサーバ MOP (Maintenance Operations Protocol)を使用して， OpenVMSブ
ート・ドライバをサテライトにロードする。

ディスク・サーバ ローカルに接続されているディスクを， LANを介してサテライトか
ら利用できるようにするには，MSCPサーバ・ソフトウェアを使用す
る。

テープ・サーバ ローカルに接続されているテープを， LANを介してサテライト・ノー
ドから利用できるようにするには， TMSCPサーバ・ソフトウェアを
使用する。

ブート・サーバ MOPサーバとディスク・サーバの組み合わせであり， 1つ以上の
Alphaシステム・ディスクをサービスする。ブート・サーバとディス
ク・サーバを使用することで，ユーザおよびアプリケーション・デー
タ・ディスクはクラスタ全体から利用できるようになる。これらのサー
バは， OpenVMS Cluster内で最も強力なコンピュータでなければな
らず，クラスタ内でもっとも帯域幅の広い LANアダプタを使用しなけ
ればならない。ブート・サーバは常にMSCPサーバ・ソフトウェアを
実行しなければならない。

OpenVMS Clusterインターコネクトの構成 3–3



OpenVMS Clusterインターコネクトの構成
3.2 LANでインターコネクトされたOpenVMS Clusterシステム

3.2.4 サテライト

サテライトとは，ローカル・システム・ディスクを搭載していないコンピュータで
す。一般に，サテライトはクラスタ・リソースを使用しますが，ディスク・サービ
ス，テープ・サービス，バッチ処理の機能を提供することもできます。サテライトに
ローカル・ディスクが搭載されている場合，ページングとスワップのためにこれらの
ローカル・ディスクを使用することで，性能を向上できます。

サテライトは，システム・ディスクをサービスするローカルのブート・サーバ (また
はMOPサーバとディスク・サーバ)からブートされます。サテライトのブートでの
MOPサーバおよびディスク・サーバの機能については，第 3.2.5項を参照してくださ
い。

3.2.5 サテライトのブート (Alpha)

サテライトがオペレーティング・システムのロードを要求すると，適切なOpenVMS
Alphaオペレーティング・システムのMOPサーバがブートストラップ・イメージを
サテライトに送信します。その後，サテライトはディスク・サーバからオペレーティ
ング・システムの残りの部分をロードし，クラスタに参加できるようになります。ブ
ート時の一連の動作については，表 3–1を参照してください。

表 3–1 サテライト・ブート・プロセス

手順 動作 説明

1 サテライトが MOPサー
ビスを要求する。

これは，サテライトがネットワークに送信する最初のブート要
求である。MOPサービスが有効に設定されていて，データベ
ースに特定のサテライト・ノードの LANアドレスが格納され
ているノードはすべて，そのサテライトのMOPサーバになる
ことができる。

2 MOPサーバが Alphaシ
ステムをロードする。

MOPサーバは，必要なパラメータと SYS$SYSTEM:APB.EXE
プログラムのダウンライン・ローディングにより Alphaサテラ
イト・ブート要求に応答する。 Alphaコンピュータの場合は，
以下のパラメータが含まれる。

• システム・ディスク名

• サテライトのルート番号

3 サテライトがシステム・
ディスクおよびルートか
ら追加パラメータを検索
する。

サテライトは， SCSSYSTEMID， SCSNODE， NISCS_
CONV_BOOTなどの OpenVMS Clusterシステム・パラメー
タを検索する。また，クラスタ・グループ・コードとパスワー
ドも検索する。

4 サテライトがロード・プ
ログラムを実行する。

このプログラムは，サテライト・システム・ディスクのディス
ク・サーバに対して SCS接続を確立し， SYSBOOT.EXEプロ
グラムをロードする。

Alphaコンピュータに対してサテライト・ブート・サービスを構成し開始する方法に
ついては，第 4.5節を参照してください。
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3.2.6 サテライト・ブート (Integrityサーバ)

Integrityサーバに対するサテライト・ブート・サービスの構成と起動については，第
4.5節で詳しく説明します。

3.2.7 複数の LANアダプタの構成

複数アダプタ LANのサポートは， PEDRIVER (LAN用のポート・ドライバ)により
ローカルとリモートのクラスタ・ノード間で複数のチャネルを確立するこくとにより
可能になります。チャネルとは，一対の LANアダプタで表される 2ノード間のネッ
トワーク・パスです。

3.2.7.1 システムの特性

複数の LANアダプタを持つOpenVMS Clusterシステムは，以下のような特性を持
ちます。

• ブート時に，すべての EthernetアダプタはローカルエリアOpenVMS Cluster用
に自動的に構成されます。

• PEDRIVERは自動的に検知し，各 LANアダプタの組み合わせごとにそのローカ
ル・ノードと各リモート・クラスタ・ノードとの間に新しいチャネルを作成しま
す。

• チャネルの存在は継続的に監視されます。

• 多くの場合，あるチャネルで障害が発生しても，ノード間で機能しているチャネ
ルが少なくとも 1つ残っている限りそれらのノード間の (仮想サーキット)通信は
妨げられません。

3.2.7.2 システム要件

OpenVMS Clusterシステムで複数の LANアダプタを構成するには以下の要件を満
たす必要があります。

• MOPサーバと所定のサテライトのシステム・ディスク・サーバは同じ拡張 LAN
セグメントに接続されていなければなりません (LANは， 2つ以上のローカル
LAN間でトラフィックを管理するブリッジを使用することで拡張できます)。

• すべてのノードは，他のすべてのノードに対する直接パスを持っている必要があ
ります。直接パスは，ブリッジされた LANセグメントでも，ブリッジされていな
い LANセグメントでも構いません。

規則: LANアドレスの重複を避けるためには，各ノードに対し，拡張 LANごとに 1
つのアダプタのみでDECnet for OpenVMS (Phase IV)およびMOPサービス (Alpha
あるいは VAX)を実行できます。
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3.2.7.3 ガイドライン

複数の LANアダプタを持つOpenVMS Clusterシステムの構成に対しては，以下の
ようなガイドラインが適用されます。このガイドラインに従ってシステムを構成する
場合，サーバ・ノード (ディスク，テープ，ロック・トラフィックをサービスするノ
ード)は通常，追加の LANアダプタによって提供される付加的な帯域幅を使用する
ことができ，これによりクラスタ全体の性能が増加します。ただし，この性能の増加
は，クラスタの構成とそこでサポートされるアプリケーションに依存します。

複数の LANアダプタを使用した構成では，以下のガイドラインに従う必要がありま
す。

• 各 LANアダプタはそれぞれ別の LANセグメントに接続します。 LANセグメン
トはブリッジされたものでも，ブリッジされていないものでも構いません。こう
することにより，より高い性能が期待でき，クラスタにおける可用性を高めるこ
とができます。この LANセグメントは Ethernetセグメントでも構いません。

• サテライトは LANセグメント間で均等に分散させます。こうすることにより，ク
ラスタの負荷をすべての LANセグメント間でより均等に分散させることができま
す。

• LANの障害が発生した場合にサテライト・ブートが妨げられないように，MOP
サービスを提供するシステムは LANセグメント間に分散させるべきです。性能と
可用性のために，システムは複数の LANセグメントにブリッジさせるべきです。

• 各ノードでサポートする LANアダプタの数については，OpenVMS Clusterソフ
トウェアの SPDを参照してください。

3.2.8 例

図 3–1は， 1台のサーバ・ノードと 1つのシステム・ディスクを持ち， LANでイン
ターコネクトされたOpenVMS Clusterシステムを示しています。
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図 3–1 1つのサーバ・ノードとシステム・ディスクを持つOpenVMS LANクラス
タ・システム

LAN

Integrity server
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System
Disk
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Disks
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Integrity 
  server

図 3–1で，サーバ・ノード (およびそのシステム・ディスク)で障害が発生すると，ク
ラスタ全体がダウンします。サーバ・ノードで障害が発生すると，サテライト・ノー
ドは，システム・ディスクも含めて，どの共用ディスクにもアクセスできなくなりま
す。一部のサテライト・ノードには，ローカルにディスクが接続されていることに注
意してください。これらのディスクの一部をシステム・ディスクに変換すれば，サテ
ライト・ノードは独自のローカル・システム・ディスクからブートできます。

3.2.9 LANデバイスの Fast Path

ストリームライン I/O処理を支援し新しい AlphaServerにおける SMP性能の拡張性
を向上させるために，OpenVMS Version 7.3-2で LANデバイスの Fast Path機能に
対して以下のような機能拡張が行なわれています。

• SCS/IOLOCK8スピンロックに対するコンテンションの低減。 LANドライバは，
可能な場合は， LANポート固有のスピンロックを使用して同期を取ります

• プライマリ CPUの負荷の低減。 LANドライバはセカンダリ CPUに割り当てら
れ，セカンダリ CPUで I/O処理が行なわれます。これによりプライマリ CPUの
負荷が低減され，プロセッサ間のキャッシュ・コンテンションが低減されます。
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この機能は， LANドライバが持つ Fast Path機能を強化します。強化される機能と
しては，さらなる最適化，リソースの事前割り当て，メインライン・コードに対する
最適化コード・パスの提供などがあります。

詳細は『HP OpenVMS I/O User’s Reference Manual』を参照してください。

3.2.10 LANブリッジのフェールオーバ・プロセス

次の表は，ブリッジ・パラメータの設定がフェールオーバ・プロセスにどのように影
響するかを示しています。

オプション 説明

LISTEN_TIMEの値を小さくすると，ブリ
ッジはトポロジの変化をより迅速に検出で
きる。

LISTEN_TIMEパラメータの値を小さくする場合は，ブリ
ッジ固有のガイドラインに従って， HELLO_INTERVALブ
リッジ・パラメータの値も小さくしなければならない。しか
し， HELLO_INTERVALパラメータの値を小さくすると，
ネットワーク・トラフィックが増大するので，注意が必要で
ある。

FORWARDING_DELAYの値を小さくす
ると，ブリッジは他の LANセグメントに
不要にパケットを転送するようになる可能
性がある。

ブリッジ・ソフトウェアがブリッジの両端の LANアドレス
を判断するまで，不要な転送によって，両方の LANセグメ
ントでトラフィックが一時的に増大する可能性がある。

注意: 1つの LANブリッジのパラメータを変更する場合，そのパラメータはすべて
のブリッジで変更する必要があり，新しいルート・ブリッジを選択しても，パラメー
タの値が変化しないようにしなければなりません。ブリッジが使用する実際のパラメ
ータ値は，ルート・ブリッジで指定されている値です。

3.2.11 OpenVMSにおける仮想 LANのサポート

仮想 LAN (VLAN)は， LANブロードキャスト・ドメインをより小さなセクション
にセグメント化するためのメカニズムです。 IEEE 802.1Q仕様で VLANの動作が定
義されています。OpenVNSの実装では，特定のOpenVMS LANドライバに IEEE
802.1Qのサポートを追加することで， 1つの LANアダプタを使用して， VLANの
タグが付いたパケットを LANアプリケーションに送ることができるようになってい
ます。

VLANを使用して以下のことを実行できます。

• ネットワーク・セキュリティあるいはトラフィック格納の目的でネットワーク上
の特定の LANトラフィックをセグメント化する。

• VLANで分離したネットワークを使用してアドレス管理を簡単にする。
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3.2.11.1 VLANの設計

OpenVMSでは， VLANは仮想 LANデバイスを LANアプリケーションに提示しま
す。仮想 LANデバイスは， 1つの IEEE 802.1Qタグを物理 LANデバイスを介した
通信に関連付けます。仮想 LANデバイスは，物理 LANデバイス上で LANアプリケ
ーション (SCA，DECnet， TCP/IP， LATなど)を実行する機能を提供し，図 3–2
に示すようなホスト間通信を可能にします。

注意

DECnet-Plusおよび DECnet Phase IVは， VLANデバイス上で実行するよう
に構成できます。

図 3–2 仮想 LAN
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OpenVMS VLANは，仮想 LANデバイスを提供する新しいドライバ
SYS$VLANDRIVER.EXEを通して実装されています。また既存の LANドライ
バは， VLANタグを処理できるように変更されています。 LANCP.EXEおよび
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LANACP.EXEは， VLANデバイスの作成および無効化のための機能，および状態情
報と構成情報を表示する機能を持つように変更されています。

OpenVMS VLANサブシステムは，性能に特別に配慮して設計されています。このた
め， VLANサポート機能を使用することによる性能の低下はごくわずかです。

VLANデバイスを構成する際， VLANデバイスと物理 LANデバイスとで同じロック
メカニズムを共有する点に注意してください。たとえば，OpenVMSクラスタ・プロ
トコルを物理 LANデバイスに加えて VLANデバイスでも実行するのは意義のあるこ
とではなく，実際には性能の低下をもたらします。

3.2.11.2 VLANサポートの詳細

サポートされるGigabitおよび 10-Gb LANデバイス (10-Gbは Integrityサーバのみ)
は， Alphaおよび Integrityサーバ上で VLANトラフィックを処理する機能を持って
います。

その他に，以下のような VLAN関連の機能がサポートされます。

• スイッチのサポート

VLAN構成で必要とされるスイッチの要件は， IEEE 802.1Q仕様に準拠している
という点のみです。スイッチに対する VLANユーザ・インタフェースは標準では
ありません。このため，スイッチを構成する際，とりわけ異なるスイッチに渡る
VLANを構成する場合は特に注意する必要があります。

• LANフェールオーバのサポート

図 3–3に， LANフェールオーバのサポートについて図示しています。
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図 3–3 LANフェールオーバのサポート
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LANフェールオーバセットのすべてのメンバが VLAN対応デバイスの場合，
LANフェールオーバセットをソースとして使用して VLANデバイスを作成できま
す。ただし， VLANデバイスを使用してフェールオーバセットを作成することは
できません。

• サポートされる機能

VLANデバイスは， Fast Path，オート・ネゴシエーション，ジャンボフレーム
設定などの物理 LANデバイスがもともと持っている機能を継承します。機能の修
正が必要な場合は，もとになっている LANデバイスを修正する必要があります。

• 制限事項

VLANデバイス経由でのサテライト・ブートはサポートされません。OpenVMS
LANブート・ドライバは VLANサポートのための機能を持っていないため，
VLANデバイスを使用してOpenVMSシステムをブートすることはできません。

現在のところ，OpenVMSでは VLANデバイスの自動構成はサポートしていませ
ん。明示的に LANCPコマンドを使用して VLANデバイスを作成する必要があり
ます。
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3.3 Cluster over IP

OpenVMS Version 8.4で Cluster over IP (Internet Protocol)機能が追加されていま
す。 Cluster over IPにより，業界標準のインターネット・プロトコルを使用して単
一の LANあるいは VLANセグメントの範囲を越えたクラスタを形成することが可能
になります。この機能により耐障害性機能がさらに高まります。

またシステム管理者は， SCACP管理ユーティリティを使用して，クラスタ通信に IP
を使用するOpenVMSクラスタを管理および監視することができます。

LAN上のクラスタ・プロトコル (SCS，あるいは SCAとも呼ばれる)は，ポートエミ
ュレータ・ドライバ (PEDRIVER)によって提供されます。 PEDRIVERは，図 3–4
に示すように， LANとインタフェースをとるのに 802.3を直接使用するのに加えて
UDP (User Datagram Protocol)および IPをクラスタ通信に使用します。UDPの
データグラム属性は PEDRIVERが備える信頼性の高い配布メカニズムと組み合わさ
れ， 2つのクラスタ・ノード間の通信で SYSAP (システムレベル・アプリケーショ
ン)が使用するクラスタ・メッセージの伝送に使用されます。

Cluster over IPは，従来の LANベースの通信に加えて利用できるオプション機能で
す。ただし，クラスタのノード間に LANおよび IPの両方の通信モードが存在する場
合は， PEDRIVERは IPではなく LAN通信を使用します。

注意

このドキュメントでは，OpenVMS Cluster over IPと IP Cluster Interconnect
(IPCI)という用語はどちらもクラスタ通信に TCP/IPスタックを使用するとい
う意味で使用されます。

3.3.1 設計

Cluster over IPのソリューションは次の 2つの機能で構成されます。

• PEDRIVERのUDPプロトコル・サポート

• ブート時における TCP/IP Servicesのロードおよび起動

図 3–4に示すのは Cluster over IPのアーキテクチャです。

3–12 OpenVMS Clusterインターコネクトの構成



OpenVMS Clusterインターコネクトの構成
3.3 Cluster over IP

図 3–4 IPを使用したクラスタ通信の設計
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3.3.1.1 PEDRIVERの UDPサポート

IP UDPプロトコルを使用するための拡張が PEdriverに対して行なわれています。
以下にその内容のいくつかを示します。

• IP UDPサービスのパケット伝送特性は 802 LANと同じです。 PEDRIVERは，
遅延プロービング，順次メッセージの信頼配信 (再送信)，実装データグラム・サ
ービス，そしてクラスタ・トラフィックに適した I/Oのブロック転送のための可
変バッファ・サイズなどの機能を持つNISCAのトランスポート層を実現します。

• カーネル VCI (KVCI)はカーネル・モードです。 TCP/IP Services for HP
OpenVMSに対する非常に効率的なインタフェースとして機能します。 PEdriver
がOpenVMS LANドライバと通信するために使用する VICインタフェースの変
形です。 PEDRIVERは LANデバイスに対する場合と同じようにUDPと接続し
ます。

• UDPのサポートのために PEDRIVERの再下位層のみが拡張されています。
PEDRIVERの変更は PEDRIVERの上位層に対し透過的です。

• PEDRIVERに対する IPインタフェースを制御および設定するための管理インタ
フェース機能を提供します。

3.3.1.2 ブート時における TCP/IP Servicesのロードと起動

IPのみネットワーク環境でもクラスタ通信が利用できるように，クラスタ起動時に
TCP/IPスタックをロードしておくことが必要です。この操作を行ってもOpenVMS
Clusterの既存のクラスタ機能は維持されます。通常のブートシーケンスでは LAN
ドライバのロードの後に PEDRIVERのロードが行なわれます。 TCP/IPドライバは
TCP/IP Servicesが起動されるときにロードされます。 Cluster over IPが有効な場
合， LAN， TCP/IP excelets，および PEDRIVERが順番にロードされます。システ
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ムが立ち上がると， TELNETや FTPなどのその他の TCP/IPコンポーネントを使用
するために TCP/IP Servicesを起動することができます

注意

TCP/IPソフトウェアは Cluster over IPを構成する前に構成してください。ネ
ットワークと TCP/IPが適切に構成されているか確認するためには，サブネッ
トの外部にあるノードから PINGユーティリティを使用してネットワークの
接続を確認してください。

3.3.2 可用性

クラスタ通信に IPを使用するロジカル LANフェールオーバ・セットを作成する機
能により，高い可用性が提供されます。ローカルの LANカードで障害が発生した場
合，ロジカル LANフェールオーバ・セットで構成された別のインタフェースに切り
替えられるためノードは処理を再開することができます。ロジカル LANフェールオ
ーバ・セットの作成に関する詳細は，『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照して
ください。 LANブリッジにおけるハードウェアの依存性は，情報の伝送に使用され
るGbEスイッチあるいはルータにより克服されます。

3.3.3 システムの特性

IPインターコネクトを設定してもOpenVMS Clusterの既存の機能は維持されます。
Cluster over IPは次のような特性を持ってます。

• Cluster over IPは， TCP/IPスタックをインターコネクトとして使用するための
新しいハードウェアを必要としません

• クラスタ通信にUDPプロトコルが使用されます。

• PEDRIVERは，最も遅延の少ないパスを選択することで IPネットワークにおけ
る遅延を低減する遅延プロービング機能を持っています。

• クラスタをリブートせずに新しいバージョンへアップグレードする OpenVMS
Clusterのローリング・アップグレード機能はそのまま維持されます。

• LANベースの以前のバージョンのOpenVMS Clusterを実行しているサーバと
の相互運用性は確保されます。 Cluster over IPはOpenVMS Version 8.4でのみ
利用できます。このため， IPインターコネクトを必要とするノードがクラスタ
内にある場合は，そのクラスタ内のすべてのノードでOpenVMS Version 8.4と
TCP/IP Services Version 5.7が実行されていなければなりません。

• ブート時に， LAN， TCP/IP，および PEDRIVERがこの順番で起動されます。

• PEDRIVERは， 2つのノード間の通信のための IPチャネルを自動的に検知およ
び作成します

• Cluster over IP機能は，必要に応じて CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行
することにより有効にできます。
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• クラスタ通信に使用する IPアドレスは，そのインタフェースの静的なプライマ
リ・アドレスでなければなりません。

3.3.4 ソフトウェア要件

Clusters over IPインターコネクトをサポートするためには下記のソフトウェアが必
要です。

• OpenVMS Integrity Version 8.4あるいはOpenVMS Alpha Version 8.4

• HP TCP/IP services for OpenVMS Version 5.7

注意

Cluster over IPを構成する前に TCP/IPソフトウェアが構成されていることを
確認してください。ネットワークと TCP/IPが適切に構成されていることを確
認するためには，サブネットの外部にあるノードから PINGユーティリティ
を使用してネットワークの接続を確認してください。

3.3.5 構成の概要

IPマルチキャスト・アドレス
PEDRIVERは， LAN上のクラスタ・メンバの検出に 802マルチキャストを使用し
ます。 IPマルチキャストを使用する各クラスタは，それぞれのクラスタでユニーク
な 1つのマルチキャスト・アドレスを持っています。マルチキャスト・アドレスはキ
ープアライブ・メカニズムにも使用されます。クラスタ通信には Administratively
scoped IP multicast addressが使用されます。

IPユニキャスト・アドレス
ネットワークで IPマルチキャストが使用できない場合はユニキャスト・アドレスを
使用できます。リモート・ノードがクラスタに参加するためには，そのリモート・ノ
ードの IPアドレスがローカル・ノードの構成ファイルに存在していなければなりま
せん。クラスタ全体で共通の 1つのファイルにすべての IPアドレスを含めるのが良
い方法です。稼動中のシステムの IPユニキャスト・リストのリフレッシュには$MC
SCACP RELOADが使用できます。

NISCS_USE_UDP SYSGENパラメータ
このパラメータは Cluster over IP機能を有効にするために設定します。 PEDRIVER
は， IEEE 802.3に加えてUDPプロトコルをクラスタ通信に使用します。 Cluster
over IPを有効にするには， CLUSTER_CONFIG_LANを使用してこの SYSGENパ
ラメータを設定します。
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UDPポート番号
UDPポート番号は CLUSTER_CONFIG_LANを使用して構成でき，クラスタのすべ
てのノードで不変の定数です。

注意

ファイアーウォールなどの標準的なインターネット機能は，クラスタに対し
て選択されたポート番号をベースに適用されます。

3.3.5.1 構成ファイル

SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATと SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DAT
の 2つの構成ファイルがあります。これらのファイルはブート時にロードされ，
Cluster over IPに必要な構成情報を提供します。クラスタ・メンバになるようにノー
ドが構成される際に Cluster over IPが有効であればこれらのファイルが生成されま
す。

SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATには，オプションの IPマルチキャスト・ア
ドレスとそのクラスタのノードの IPユニキャスト・アドレスが含まれます。同じ
IPマルチキャスト・ドメイン内のノードの検出には， IPマルチキャスト・メッ
セージが使用されます。異なる IPマルチキャスト・ドメインにあるリモート・ノ
ードは， IPユニキャスト・メッセージ機能を使用してクラスタに参加できます。
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATはクラスタのすべてのノードで共通にすること
もできます。

SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DATには，クラスタ通信が有効な IPインタフェ
ース名および IPアドレスが含まれます。また， TCP/IPルーと情報も含まれます。
SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DATはクラスタの各ノードで固有のファイルで
す。

3.3.6 サテライト・ノードのサポート

Integrityサテライト・ノードのサポート
Integrityサーバ・サテライト・ノードは，ブート・サーバが存在するのと同じ LAN
上になければなりません。 Alphaサテライト・ノードは，ディスク・サーバと同じ
LANの存在しなければなりません。

Alphaサテライト・ノードのサポート
Alphaコンソールは，サテライト・システムのネットワーク・ロードにMOPプロト
コルを使用します。MOPプロトコルはルーティングには対応していないため，サテ
ライト・ブート・サーバとそのサーバからブートされるすべてのサテライトは同じ
LANに存在しなければなるません。また， Alphaサテライト・ノードがシステム・
ディスクにアクセスするためには，ブート・サーバはクラスタ通信のための LANデ
バイスを少なくとも 1つ持っている必要があります。
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3.3.7 ロジカル LANを使用した高可用構成

ロジカル LANフェールオーバセットを作成し，そのロジカル LANフェールオーバ・
セットでクラスタ通信に IPを使用すると，高い可用性が得られNIC障害に耐えるこ
とができます。ローカルの LANカードで障害が発生してもロジカル LANフェール
オーバ・セットで構成された別のインタフェースに切り替えられるため，ノードは
通信し続けることができます。ロジカル LANフェールオーバ・セットの作成および
Cluster over IPの使用についての詳細は，『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参
照してください。ロジカル LANフェールオーバの作成および構成方法の例について
は，第 8.2.3.5項を参照してください。

3.3.8 性能に関するガイドライン

距離が長くなった場合の通信の光速の遅延に比べれば，クラスタ通信のための TCP
/IPスタックのオーバーへッドは無視できます。マルチサイト・クラスタでは Cluster
over IP機能が利用できます。より良い性能のためには FASTPATH CPU構成が推奨
されます。 LAN， TCP/IP，および PEデバイスは単一の CPUに存在しなければな
りません。 CPUに過度余裕や飽和状態が発生しないようにしてください。

注意

PPE (Packet Processing Engine)が有効な場合， Fastpath構成は BGデバイ
スには適用できません。 BGデバイスは， Cluster over IPが構成されており
TCP/IPスタックがロードされている場合，常にプライマリ CPUを使用しま
す。$SET DEVICE/PREFERREDコマンドを使用して BGデバイスを適当な
CPUに移す必要があります。

3.3.9 例

図 3–5に， IPをインターコネクトとして使用したOpenVMS Clusterシステムの例
を示します。 Cluster over IPにより，地理的に異なるさまざまな場所にあるノード
に接続することができます。同じドメインのノードを探すのには IPマルチキャスト
を使い，異なるサイトあるいは異なるドメインのノードを探すのには IPユニキャス
トが使用されます。 Cluster over IPは， Integrityサーバと Alphaシステムで構成
された混成アーキテクチャをサポートします。 Lab 1と Lab 1は同じ IPマルチキャ
スト・アドレスを持ち，異なる LANを使用して接続されています。Node AとNode
Bは同じ LAN内にあり，クラスタ通信には LANを使用しています。ただし，これら
のノードが地理的に分散した別のサイトにあるノードと通信する場合は，クラスタ通
信に IPが使用されます。
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図 3–5 IPベースのOpenVMS Cluster構成
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3.4 MEMORY CHANNELでインターコネクトされたOpenVMS
Clusterシステム (Alphaのみ)

MEMORY CHANNELは， PCIベースの Alphaシステム用の高性能のクラスタ・イ
ンターコネクト・テクノロジです。MEMORY CHANNELには，遅延時間が非常に
短い，帯域幅が広い，ダイレクト・メモリ・アクセスが可能であるなどの利点があ
り，OpenVMS Clusterが 1つの仮想システムとして動作できる機能を補足および強
化します。MEMORY CHANNELはノード間クラスタ通信のためにだけ使用されま
す。 Fibre Channel， SCSI， CI，DSSIなど，ストレージ・トラフィック専用に使
用される他のインターコネクトと組み合わせて使用します。

3.4.1 設計

MEMORY CHANNEL接続をサポートするには，各ノードに次の 3つのハードウェ
ア・コンポーネントが必要です。

• PCI-to MEMORY CHANNELアダプタ

• リンク・ケーブル (3 mまたは 10フィートの長さ)
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• MEMORY CHANNELハブ内のポート (ケーブルで 2つの PCIアダプタを接続す
る 2ノード構成の場合は不要)

3.4.2 例

図 3–6には， Fibre Channelストレージへの共用アクセスが可能で，フェールオー
バのために LANでインターコネクトされた 2ノードMEMORY CHANNELクラス
タが示されています。

図 3–6 2ノードMEMORY CHANNEL OpenVMS Cluster構成
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MCLAN MC LAN

図 3–7には，MEMORY CHANNELハブと LANインターコネクトで接続された
3ノードMEMORY CHANNELクラスタが示されています。 3台のノードは Fibre
Channelストレージに共用アクセスできます。 LANインターコネクトがあるため，
MEMORY CHANNELインターコネクトで障害が発生しても，フェールオーバが可
能です。
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図 3–7 3ノードMEMORY CHANNEL OpenVMS Cluster構成
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3.5 混成インターコネクトOpenVMS Clusterシステム

混成インターコネクトOpenVMS Clusterとは， SCS通信に複数のインターコネク
トを使用した OpenVMS Clusterシステムのことです。それぞれのタイプのインター
コネクトの利点を組み合わせてOpenVMS Clusterシステムを拡張することができま
す。たとえば， Ethernetクラスタでより多くのストレージが必要な場合に， Fibre
Channel， SCSI，あるいは SAS接続を追加して拡張することができます。

注意

クラスタ内のいずれかのノードでクラスタ通信に IPが必要な場合，そのクラ
スタ内のすべてのメンバで IPクラスタ通信を有効にしておく必要がありま
す。

3.5.1 可用性

インターコネクトが混在するOpenVMS Clusterシステムでは， CPU，ストレー
ジ，ワークステーションの組み合わせに関して柔軟性が高まり，可用性の高い構成が
可能です。
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3.5.2 例

図 3–8に示すのは，インターコネクトとして FCおよび Ethernetを使用した混成イ
ンターコネクトOpenVMS Clusterシステムです。

FCベースのコンピュータは，MSCPサーバ・ソフトウェアとドライバによりHSG
あるいはHSVディスクをサテライト・ノードに提供します。これにより，サテライ
トノードは，HSGおよびHSVサブシステムにより提供される大容量のストレージに
アクセスできます。

図 3–8 FCと Ethernetをインターコネクトとして使用したOpenVMS Clusterシステム
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3.6 マルチホストSCSI OpenVMS Clusterシステム

OpenVMS Clusterシステムでは，ストレージ・インターコネクトとして SCSI
(Small Computer Systems Interface)がサポートされます。 SCSIインターコネクト
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は SCSIバスとも呼ばれ， 1台以上のコンピュータ，周辺デバイス，インターコネク
ト・コンポーネントをサポートする業界標準のインターコネクトです。

OpenVMS Alphaバージョン 6.2以降，複数の AlphaコンピュータがKZPBA SCSI
ホストベース・アダプタを使用して同時に SCSIインターコネクトを介して SCSIデ
ィスクにアクセスできるようになりました。 OpenVMS Clusterのホスト間通信のた
めに，ローカル・エリア・ネットワークなどの別のインターコネクトが必要です。な
お， AlphaシステムではKZPBAでのサポートに限定されます。 Alpha用のより新
しい SCSIホストベース・アダプタは，直接接続の SCSIストレージのみをサポート
します。

OpenVMS Version 8.2-1以降，MSA30-MIストレージ・シェルフを使用した 2ノー
ドのOpenVMS Integrityサーバ・システム構成で共有 SCSIストレージがサポート
されています。

OpenVMS Clusterシステムでの共有 SCSIストレージにより， 1つの SCSIバスに
接続されたシステムから SCSIストレージ・デバイスに対する直接アクセスが可能に
なります。これにより， SCSIストレージへの共有アクセスを使用する可用性の高い
サーバ環境を構築することができます。

3.6.1 OpenVMS Alpha構成の設計

OpenVMS Alphaバージョン 6.2-1H3以降，OpenVMS Alphaではストレージ・イ
ンターコネクトとして，共用 SCSIバス上で最大 3台のノードがサポートされるよ
うになりました。クォーラム・ディスクを SCSIバスで使用すると， 2ノード構成の
可用性を向上できます。ホスト・ベースの RAID (ホスト・ベースのシャドウイング
を含む)とMSCPサーバが共用 SCSIストレージ・デバイスに対してサポートされま
す。

SCSIハブDWZZH-05が提供されるようになったため， SCSIマルチホスト
OpenVMS Clusterシステムで 4台のノードをサポートできるようになりまし
た。 4台のノードをサポートするには，ハブの公平なアービトレーション機能を有効
にしなければなりません。

これらの構成の詳細については，『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照してくだ
さい。

3.6.2 OpenVMS Integrity構成の設計

OpenVMS Integrityクラスタ・システムでの共有 SCSIストレージでは以下の制限事
項があります。

• 1つの SCSIバスに接続されるのは最大 2つのOpenVMS Integrityシステム

• 各システムに接続されるのは最大 4つの共有 SCSIバス
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• rx1600および rx2600シリーズがサポートされる

• サポートされるHBAは A7173A HBAのみ

• サポートされる SCSIストレージ・タイプはMSA30-MIストレージ・エンクロー
ジャのみ

• サポートされるディスクはUltra320 SCSIディスク・シリーズのみ

この構成では，図 3–10の SCSI ID 6および 7が必要になります。いずれか 1つのシ
ステムは，共有 SCSIバスに接続されている各 A7173Aアダプタ・ポートに対して工
場出荷時のデフォルトの 7の変りに 6の SCSI IDを持っていなけれななりません。
SCSI IDの変更には，「IPF Offline Diagnostics and Utilities」 CDに含まれてい
るU320_SCSI pscsi.efiユーティリティが使用できます。手順については，下記の
URLにある『HP A7173A PCI-X Dual Channel Ultra320 SCSI Host Bus Adapter
Installation Guide』を参照してください。

http://docs.hp.com/en/netcom.html

3.6.3 例

図 3–9では， SCSIデバイスに共用アクセスするために SCSIインターコネクトを使
用しているOpenVMS Cluster構成を示しています。ホスト間通信のために，別のイ
ンターコネクト (この例では LAN)が使用されることに注意してください。
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図 3–9 共用 SCSIインターコネクトを使用する 3ノードOpenVMS Cluster構成
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図 3–10は 2ノードのOpenVMS Integrityサーバ構成を示しています。ホスト間
のOpenVMS Cluster通信には 2つ目のインターコネクトとして LANが必要なこ
とに注意してください。OpenVMS Cluster通信は SCA (System Communications
Architecture)通信とも呼ばれます。

3–24 OpenVMS Clusterインターコネクトの構成



OpenVMS Clusterインターコネクトの構成
3.6マルチホスト SCSI OpenVMS Clusterシステム

図 3–10 2ノードOpenVMS Integrity Clusterシステム

������� ��	���

��
���
������

������� ��	���

��
���
������

���	���
�	������� ������

���	���
�	������� ������

�������
�
�

���

���

���

�� 

���

���

���

�� 

!

!

!

!

"

"

"

"


�

#�


$

#$


�

#�


$

#$

���� �� ���� ��

3.7 SAS (Serial Attached SCSI) (Integrityのみ)

OpenVMS Clusterシステムはストレージ・インターコネクトとして SASをサポー
トします。 SASは，シリアル通信 (一度に 1ビット)を使用して SCSIストレージ・
デバイスとの間でデータを伝送するための 2地点間アーキテクチャです。 SASは，
SASデバイスと差分信号方式を使用して信頼性が高く高速なシリアル通信を実現しま
す。

SASはファイバーチャネルのハイエンド機能 (マルチイニシエータのサポートや全二
重通信など)と SATAの物理インタフェース (優れた互換性と投資保護)を組み合わせ
て，性能と信頼性と従来の SCSI技術の使い勝手をすべて合わせ持っています。
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3.8 マルチホストFibre Channel OpenVMS Clusterシステム

OpenVMS Clusterシステムでは，ストレージ・インターコネクトとして FCインタ
ーコネクトがサポートされます。 Fibre Channelは ANSI標準のネットワーク/スト
レージ・インターコネクトであり，高速伝送機能や，長距離のインターコネクトな
ど，他のインターコネクトより優れた数多くの機能を備えています。ノード間通信の
ために第 2のインターコネクトが必要です。

3.8.1 設計

OpenVMS Alphaでは，最新の『HP StorageWorks Heterogeneous Open SAN
Design Reference Guide』およびData Replication Manager (DRM)のユーザ・マ
ニュアルに説明があるように， Fibre Channel SAN構成がサポートされるようにな
りました。この構成では，最大 500メートルのマルチモード・ファイバと，最大 100
キロメートルのシングルモード・ファイバのマルチスイッチ Fibre Channelファブ
リックをサポートします。さらに，DRM構成では，Open Systems Gatewayおよ
び波長分割多重化装置を使って，長距離のサイト間リンク (ISL)が可能となります。
OpenVMSは，非OpenVMSシステムに対し，ファブリックとHSGストレージの共
用をサポートします。

OpenVMSは， StorageWorksのマニュアルに記述されている数のホスト，スイッ
チ，およびストレージ・コントローラをサポートしています。一般に，ホストおよび
ストレージ・コントローラの上限は，使用できるファブリック接続の数によります。

ホスト・ベースの RAID (ホスト・ベースのシャドウイングを含む)とMSCPサーバ
が共用 Fibre Channelストレージ・デバイスに対してサポートされます。これらの構
成では，マルチパス・サポートが提供されます。

これらの構成の詳細については，『OpenVMS Cluster構成ガイド』を参照してくだ
さい。
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4
OpenVMS Clusterオペレーティング環境

この章では，OpenVMS Clusterオペレーティング環境の準備について説明します。

4.1 オペレーティング環境の準備

クラスタ・オペレーティング環境を準備するには，クラスタ内のコンピュータを構成
する前に，最初のOpenVMS Clusterノードで多くの手順を実行しなければなりませ
ん。以下の表はこれらの作業について説明しています。

作業 参照先

コンピュータ，インターコネクト，デバイスに対するすべてのハードウェア接
続を確認する。

詳細については，適切な
ハードウェア・マニュア
ルを参照。

すべてのマイクロコードおよびハードウェアが正しいリビジョン・レベルに設
定されているかどうか確認する。

サポート担当者に問い合
わせる。

OpenVMSオペレーティング・システムをインストールする。 第 4.2節

OpenVMS Clusterライセンスも含めて，すべてのソフトウェア・ライセンス
をインストールする。

第 4.3節

レイヤード製品をインストールする。 第 4.4節

サテライト・ブートのために LANCPまたは DECnetを構成し，起動する。 第 4.5節

4.2 OpenVMSオペレーティング・システムのインストール

システム・ディスクには，OpenVMSオペレーティング・システムのバージョンが 1
つだけ存在できます。したがって，OpenVMSオペレーティング・システムをインス
トールまたはアップグレードする場合，以下の操作が必要です。

• 各 Integrityサーバ・システムのディスクにOpenVMS Integrityオペレーティン
グ・システムをインストールします。

• 各 AlphaシステムのディスクにOpenVMS Alphaオペレーティング・システムを
インストールします。

注意

OpenVMS IntegrityおよびOpenVMS Alphaの混成アーキテクチャ・クラスタ
がサポートされます。
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4.2.1 システム・ディスク

システム・ディスクは， Integrityシステムと Alphaシステムの間で共用できない数
少ないリソースの 1つです。

ブートした後， Integrityサーバ・システムと Alphaシステムは，システム・ディス
クも含めて，OpenVMS Cluster内のどのディスクにあるデータにも共用アクセスで
きます。たとえば， Integrityサーバ・システムは Alphaシステムのディスクをデー
タ・ディスクとしてマウントすることができ， Alphaシステムは Integrityサーバ・
システムのディスクをデータ・ディスクとしてマウントすることができます。

注意

DECnet for OpenVMS (フェーズ IV)と DECnet-Plus (フェーズ V)の両方のバ
ージョンの DECnetを実行しているOpenVMS Clusterでは， DECnet用のシ
ステム・ディスクと， DECnet-Plus用のシステム・ディスクが別々に必要で
す。詳細については， DECnet-Plusのマニュアルを参照してください。

4.2.2 インストールの場所

以下のガイドラインに従って，共通システム・ディスクを設定できます。

クラスタで使用するシステム・ディスク 実行するインストールまたはアップグレード

すべてのコンピュータ・メンバに対して
1つの共通システム・ディスク

クラスタ全体で共通システム・ディスクに 1回だけ，インス
トールまたはアップグレードする。

1つ以上の共通システム・ディスクと 1
つ以上のローカル (個々の)・システム・
ディスクの組み合わせ

以下のいずれかを実行する。

• 各システム・ディスクに対して 1回ずつ，インストール
またはアップグレードする。

または

• 共通システム・ディスクに対して 1回ずつ，インス
トールまたはアップグレードした後， CLUSTER_
CONFIG.COMプロシージャを実行して，システム・デ
ィスクの複製を作成する (この結果，システムはそれぞれ
独自のローカル・システム・ディスクを保有することが
できる)。

注意: クラスタに複数の共通システム・ディスクが含まれる場合，第 5章の説明に従って，後でシステ
ム・ファイルを調整して，クラスタ・オペレーティング環境を定義しなければならない。

関連項目: システム・ディスクの複製を作成する方法については，第 8.5節を参照。

例: OpenVMS Clusterが 10台のコンピュータで構成され，そのうちの 4台は共通の
Itegrityサーバ・システム・ディスクからブートされ， 2台は第 2の共通の Integrity
システム・ディスクからブートされ， 2台は共通の Alphaシステム・ディスクからブ
ートされ， 2台は独自のローカル・システム・ディスクからブートされる場合，イン
ストール操作を 5回実行する必要があります。
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4.2.3 必要な情報

表 4–1には，OpenVMSオペレーティング・システムのインストール・プロシージ
ャで出力される質問と，その質問に対する応答によって，システム・パラメータがど
のような影響を受けるかを示しています。出力されるプロンプトの中で， 2つのプロ
ンプトは，ノードがDECnetを稼動しているかどうかに応じて異なります。この表に
はまた， JUPITRというノードで実行されているインストール手順の例も示されてい
ます。

重要: 実際にインストールを開始する前に，質問に対する応答を確認しておいてくだ
さい。

バージョンに関する注意: ハードウェアおよびファームウェアの必要なバージョン番
号については，適切なバージョンのOpenVMSリリース・ノートを参照してくださ
い。OpenVMS Clusterに複数のバージョンのオペレーティング・システムがある場
合，リリース・ノートで互換性を確認してください。

関連項目: インストールの詳細については，適切なOpenVMSアップグレードおよび
インストール・マニュアルを参照してください。

表 4–1 インストールを実行するのに必要な情報

プロンプト 応答 パラメータ

Will this node be a cluster
member (Y/N)?

応答 システム構成 VAXclusterパラメータの設定

N CIおよび DSSI
ハードウェアが
存在しない。

0 —ノードは OpenVMS Clusterに参
加しない。

N CIおよび DSSI
ハードウェアが
存在する。

1 —ノードは， CIまたは DSSIハード
ウェアを介して OpenVMS Clusterに
自動的に参加する。

Y 2 —ノードは OpenVMS Clusterに参
加する。

VAXCLUSTER

What is the node’s DECnet
node name?

ノードが DECnetを実行している場合，このプロンプト，次のプロンプト
および SCSSYSTEMIDプロンプトが表示される。 DECnetノード名また
は DECnet-Plusノード・エイリアス (たとえば JUPITR)を入力する。ノ
ード・エイリアスが定義されていない場合は， SCSNODEは 1～ 6文字
の任意の英数字の名前に設定できる。名前でドル記号( $ )またはアンダス
コア( _ )を使用することはできない。

SCSNODE

(次ページに続く)
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表 4–1 (続き) インストールを実行するのに必要な情報

プロンプト 応答 パラメータ

What is the node’s DECnet
node address?

DECnetノード・アドレスを入力する (たとえば， 2.211は有効なアドレ
スである)。アドレスが割り当てられていない場合は，とりあえず 0と入
力し， DECnetを起動するときに有効なアドレスを入力する (この章の後
半を参照)。

DECnet-Plusの場合は，ノードがフェーズ IV互換アドレスで構成されて
いるときに，この質問が出力される。フェーズ IV互換アドレスが構成さ
れていない場合は， SCSSYSTEMIDシステム・パラメータは任意の値に
設定できる。

SCSSYSTEMID

What is the node’s SCS
node name?

ノードが DECnetを実行していない場合，前の 2つのプロンプトの代わり
に，このプロンプトと次のプロンプトが表示される。このノードの固有名
を 1～ 6文字の英数字で入力する。少なくとも 1文字は英字でなければな
らない。名前でドル記号( $ )およびアンダスコア( _ )を使用することはでき
ない。

SCSNODE

What is the node’s
SCSSYSTEMID number?

この番号はこのクラスタ内で固有の値でなければならない。
SCSSYSTEMIDは 48ビットのシステム識別番号の下位 32ビットで
ある。

ノードが DECnet for OpenVMSを実行している場合は，以下の公式を使
用して， DECnetアドレスから値を計算する。

SCSSYSTEMID = (DECnet-area-number * 1024) + (DECnet-node-
number)

例: DECnetアドレスが 2.211の場合，値は以下のように求められる。

SCSSYSTEMID = (2 * 1024) + 211 = 2259

SCSSYSTEMID

Will the Ethernet be used
for cluster communications
(Y/N)? 応答 NISCS_LOAD_PEA0パラメータの設定と動作

N 0 — PEDRIVERをロードしない1。クラスタ通信ではイ
ーサネットまたは FDDIが使用されない。

Y 1 —イーサネットまたは FDDIを介してクラスタ通信を
行うことができるように， PEDRIVERをロードする。

NISCS_LOAD_
PEA0

Will the IP interconnect
be used for cluster
communications (Y/N)? 応答 NISCS_USE_UDPパラメータの設定と動作

N 0 — Cluster over IPは無効で，クラスタ通信に LANイ
ンターコネクトを使用する。

Y 1 — Cluster over IPは有効で， TCP/IPスタックを使
用して通信する。クラスタ通信のために，ブート時に
TCP/IPドライバ，そしてそのあと PEDRIVER認証情
報がロードされる。 IPマルチキャストおよびユニキャス
トを使用して helloパケットが送信される。

NISCS_USE_
UDP

1PEDRIVERは， NISCAプロトコルを実装し，ローカル LANポートとリモート LANポートの間の通信を制御する LANポ
ート・エミュレータ・ドライバである。

(次ページに続く)
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表 4–1 (続き) インストールを実行するのに必要な情報

プロンプト 応答 パラメータ

Enter this cluster’s group
number:

1～ 4095または 61440～ 65535の範囲の値を入力する (第 2.5節を参
照)。この値は SYS$COMMON:[SYSEXE]ディレクトリの CLUSTER_
AUTHORIZE.DATファイルに格納される。

なし

Enter this cluster’s
password:

クラスタ・パスワードを入力する。パスワードは 1～ 31文字の英数
字でなければならず，ドル記号( $ )とアンダスコア( _ )も使用できる (第
2.5節を参照)。この値は， SYS$COMMON:[SYSEXE]ディレクトリの
CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイルにスクランブル形式で格納され
る。

なし

Reenter this cluster’s
password for verification:

パスワードを再入力する。 なし

Will JUPITR be a disk
server (Y/N)?

応答 MSCP_LOADパラメータの設定と動作

N 0 — MSCPサーバはロードされない。 OpenVMS
Clusterのすべてのノードがすべての共用ストレージに
直接アクセスすることができ， LANフェールオーバを
必要としない構成の場合，これが適切な設定である。

Y 1 —デフォルトの CPUロード・キャパシティを使用し
て，MSCP_SERVE_ALLパラメータによって指定され
る属性でMSCPサーバをロードする。

MSCP_LOAD

Will JUPITR serve HSC or
RF disks (Y/N)?

応答 MSCP_SERVE_ALLパラメータの設定と動作

Y 1 —使用可能なすべてのディスクをサービスする。

N 2 —ローカルに接続されているディスク (HSC， HSJ，
RFを除く)だけをサービスする。

MSCP_
SERVE_ALL

(次ページに続く)
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表 4–1 (続き) インストールを実行するのに必要な情報

プロンプト 応答 パラメータ

Enter a value for JUPITR’s
ALLOCLASS parameter:2

値はシステム構成に応じて異なる。

• システム・ディスクがデュアル・パス・ディスクに接続されている場
合は，両方のストレージ・コントローラで使用される 1～ 255の値を
入力する。

• システムが共用 SCSIあるいは SASバスに接続されており (そのバス
上のストレージを別のシステムと共用する)， SCSIあるいは SASデ
ィスクの命名のためにポート割り当てクラスを使用しない場合は， 1
～ 255の値を入力する。この値は， SCSIあるいは SASバスに接続
されているすべてのシステムおよびディスクで使用しなければならな
い。

関連項目: ポート割り当てクラスの詳細については，第 6.2.1項を参
照。

• システムが Volume Shadowing for OpenVMSを使用する場合， 1～
255の値を入力する。

関連項目: 詳細については，『Volume Shadowing for OpenVMS説
明書』を参照。

• 上記のいずれにも該当しない場合は， 0を入力する。

ALLOCLASS

Does this cluster contain a
quorum disk [N]?

構成に応じて， Yまたは Nを入力する。 Yを入力すると，クォーラム・
ディスクの名前が求められるので，クォーラム・ディスクのデバイス名を
入力する。 (クォーラム・ディスクについては，第 2章を参照。)

DISK_
QUORUM

2デバイスの命名規則については，第 6.2節を参照。
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4.3 ソフトウェア・ライセンスのインストール

インストール・プロシージャの最後に行うリブート時に，オペレーティング・システ
ム・ソフトウェアと OpenVMS Clusterソフトウェアのライセンスをインストールし
なければならないことを警告するメッセージが表示されます。OpenVMS Clusterソ
フトウェアでは，OpenVMS License Management Facility (LMF)がサポートされ
ています。クラスタに含まれているシステムのライセンス・ユニットは，無制限のシ
ステム利用ベースで割り当てられます。

4.3.1 ガイドライン

システムが使用可能な状態になったら，すべてのOpenVMS Clusterライセンスと，
レイヤード製品およびDECnetのすべてのライセンスをただちにインストールしま
す。ライセンスのインストールの手順については，ソフトウェア・キットに添付され
ているリリース・ノートと，『OpenVMS License Management Utility Manual』を
参照してください。また，各 SPDにも，ライセンスに関する補足情報が説明されて
います。

ソフトウェア・ライセンスをインストールする場合は，以下のガイドラインに従って
ください。

• OpenVMS Cluster内の各 Alphaプロセッサに対して，OpenVMS Cluster
Software for Alphaライセンスをインストールします。

• OpenVMS Cluster内の各 Integrityサーバに対して，OpenVMS Cluster
Software for Integrityのライセンスをインストールします。

• OpenVMS Clusterシステムのすべてのノードで実行されるレイヤード製品のライ
センスをインストールまたはアップグレードします。

• Alphaオプションを含むOpenVMS PAK (Product Authorization Keys)は，
Alphaプロセッサでのみロードおよび使用できます。 Integrityオプションを含む
PAKは， Integrityサーバ・プロセッサでのみロードおよび使用できます。ただ
し，すべてのプロセッサ (Integrityおよび Alpha)で共用されているライセンス・
データベース (LDB)に PAKを格納することは可能です。

• Activity PAK (concurrent PAKや n-user PAKとも呼びます)や Personal Use
PAK (RESERVE_UNITSオプションによって識別)などの PAKは， Alphaシス
テムで動作します。

• PCL PAK (per core licensing)などの PAKタイプは， Integrityサーバでのみサ
ポートされます。

• ライセンス管理コマンドは，クラスタ内の各ノードから発行できます，
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4.4 レイヤード製品のインストール

他のノードを OpenVMS Clusterに追加する前に，レイヤード製品をインストールし
ておけば，OpenVMS Clusterシステムにノードを追加するときに，そのノードにも
ソフトウェアが自動的にインストールされます。

注意: 複数のシステム・ディスク (Integrityサーバまたは Alpha)を使用するクラスタ
の場合，各システム・ディスクに対して個別にインストールを実行しなければなりま
せん。

4.4.1 手順

表 4–2では，共通システム・ディスクにレイヤード製品をインストールする操作につ
いて説明しています。

表 4–2 共通システム・ディスクへのレイヤード製品のインストール

フェーズ 操作

インストールの前 システムに応じて，以下の 1つ以上の手順を実行する。

1. 各ノードのシステム・パラメータを調べ，必要に応じて値を変更する。システム・パラメータ値の
調整については，レイヤード製品のインストール・ガイドまたはリリース・ノートを参照する。

2. 必要に応じて， DCLコマンド SET LOGINS/INTERACTIVE=0を使用して，ディスクからブー
トする各ノードでログインを禁止する。ブロードキャスト・メッセージを送信して，インストール
が実行されることをユーザに通知する。

インストール 製品固有のインストール情報については，レイヤード製品のマニュアルを参照する。各システム・ディ
スクに対して 1回ずつ，インストールを実行する。

(次ページに続く)
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表 4–2 (続き) 共通システム・ディスクへのレイヤード製品のインストール

フェーズ 操作

インストール後 必要に応じて，以下の 1つ以上の手順を実行する。

1. 必要に応じて，各ノードの SYS$SPECIFICディレクトリに製品固有のファイルを作成する
(SYS$SPECIFICにディレクトリを作成しなければならないかどうかは，インストール・ユーティ
リティから指示される)。ファイルとディレクトリを作成する場合，ファイルの場所を正確に指定
しなければならない。

• SYS$SYSROOTの代わりに SYS$SPECIFICまたは SYS$COMMONを使用する。

• SYS$SYSTEMの代わりに SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]または SYS$COMMON:[SYSEXE]を
使用する。

関連項目: ディレクトリ構造の詳細については，第 5.3節を参照。

2. インストール・プロシージャで指示があった場合は， SYS$SPECIFICのファイルを変更する。こ
のシステム・ディスクからブートする各ノードでファイルを変更する。

3. 各ノードをリブートして，以下のことを確認する。

• レイヤード製品を正しく実行できるように，ノードが設定されたかどうか。

• ノードで最新のレイヤード製品のバージョンが実行されているかどうか。

4. レイヤード製品のインストールで IVP (Installation Verification Procedure)を実行しなかった場
合は，手動で実行する。 IVPは OpenVMS Cluster内の少なくとも 1つのノードから実行しなけ
ればならないが，このシステム・ディスクからブートするすべてのノードから実行することが望ま
しい。

4.5 サテライト・ブート・サービスの構成と起動

最初のOpenVMS Clusterコンピュータでオペレーティング・システムと必要なライ
センスをインストールした後，サテライト・ブート・サービスを構成し，起動するこ
とができます。 LANCPユーティリティまたはDECnetソフトウェアのどちらか一方
または両方を使用できます。

OpenVMS Clusterサテライトをブートする場合は， LANCPを使用することをお勧
めします。 LANCPは，OpenVMSオペレーティング・システム，バージョン 6.2以
降に添付されています。これは汎用のMOPブート・サービスを提供するもので，
OpenVMS Clusterにサテライトをブートするときに使用できます (LANCPは，ター
ミナル・サーバ， LAN常駐プリンタ， Xターミナルからの要求も含めて，すべての
種類のMOPダウンライン・ロード要求をサービスすることができ， LAN環境をカ
スタマイズするのに使用できます)。

DECnetは，OpenVMS ClusterサテライトをブートするためのMOPブート・サー
ビスを提供しており，アプリケーションのタスク間通信も含めて，他のローカル・エ
リア・ネットワーク・サービスやワイド・エリア・ネットワーク・サービスも提供し
ています。
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注意

DECnetの代わりに LANCPを使用し， DECnetフェーズ IVから DECnet-
Plusに移行する計画もある場合は，以下の手順を実行してください。

1. LAN$POPULATE.COMを使用して，サテライト・ブート (MOPダウンラ
イン・ロード・サービス)のために， DECnetを LANCPに変更します。

2. DECnetフェーズ IVから DECnet-Plusに移行します。

クラスタ構成コマンド・プロシージャには， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMと
CLUSTER_CONFIG.COMの 2種類があります。 CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
では， LANCPを使用して，サテライトをブートするためにMOPサービスを提供し
ます。 CLUSTER_CONFIG.COMでは，同じ目的でDECnetを使用します。

LANCPとDECnetのどちらか一方または両方を選択する場合は，以下のことを考慮
してください。

• クラスタでどのようなアプリケーションを実行するか。

クラスタやネットワーク内の異なるノードで実行されるプログラム間の通信に
は，一般にDECnetタスク間通信が使用されます。この一般的な方法に依存する
プログラムを実行する場合は，DECnetを実行する必要があります。このような
プログラムを実行しない場合は，DECnetを実行する必要はありません。

• DECnetを必要とするアプリケーションをクラスタ内の特定のノードに制限する
かどうか。

DECnetタスク間通信を必要とするアプリケーションを実行する場合，そのよ
うなアプリケーションをクラスタ内の一部のノードで実行し，それらのノード
でのみDECnetを使用するように制限することができます。他のノードでは
LANCPソフトウェアを使用することができ，他のネットワーク・サービスには
HP TCP/IP Services for OpenVMSなどの他のネットワークを利用できます。

• 同じ目的で 2種類のソフトウェアを管理するかどうか。

サテライトのブートにDECnetをすでに使用している場合，その目的で他の種類
のソフトウェアを新たに導入するのは面倒かもしれません。新しいソフトウェア
を導入するには，そのソフトウェアの学習と管理に時間が必要です。

• LANCP MOPサービスは，以下に示すように，OpenVMS Cluster内でDECnet
MOPサービスと共存できます。

異なるシステムで実行する。

たとえば，DECnet MOPサービスを LANの一部のシステムで有効にし，
LAN MOPを他のシステムで有効にします。

同じシステムの異なる LANデバイスで実行する。

たとえば，システム上で使用可能な LANデバイスの一部でDECnet MOPサ
ービスを有効にし，他のデバイスで LAN MOPを有効にします。
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同じシステムの同じ LANデバイスで実行するが，サービスの対象となるノー
ドを異なる設定にする。

たとえば，DECnet MOPと LAN MOPの両方を有効にしますが， LAN
MOPが応答するノードを制限しておきます。このようにすれば，残りのノー
ドに対してはDECnet MOPが応答できます。

LANCPとDECnetの構成方法については，この後の説明を参照してください。

4.5.1 LANCPユーティリティの構成と起動

ローカル・エリア・ネットワーク (LAN)を構成するには， LANCP (LAN Control
Program)ユーティリティを使用します。また，DECnetの代わりに LANCPユーテ
ィリティを使用したり，DECnetに加えてこのユーティリティを使用することで，
OpenVMS Cluster内のサテライトのブートをサポートしたり，ターミナル・サーバ
や LAN常駐プリンタ， Xターミナルからの要求も含めて，すべての種類のMOPダ
ウンライン・ロード要求をサービスすることもできます。

関連項目: LANCPユーティリティを使用して LANを構成する方法については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』と『OpenVMSシステム管理ユーティリテ
ィ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

4.5.2 LANCPによるサテライト・ノードのブート

LANCPユーティリティは，汎用のMOPブート・サービスを提供し，サテライトを
OpenVMS Clusterにブートするために使用できます。また，ターミナル・サーバ，
LAN常駐プリンタ， Xターミナルからの要求も含めて，すべての種類のMOPダウ
ンライン・ロード要求をサービスすることもできます。この目的で LANCPを使用す
るには，すべてのOpenVMS ClusterノードでOpenVMSバージョン 6.2以上が実行
されていなければなりません。

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMクラスタ構成コマンド・プロシージャでは，サテラ
イトのブートのためのMOPサービスの提供に，DECnetの代わりに LANCPが使用
されます。

注意: DECnetの代わりに LANCPを使用し，DECnet for OpenVMS (フェーズ IV)
からDECnet-Plusへの移行も計画している場合は，以下の手順を実行してくださ
い。

1. LAN$POPULATE.COMを使用して，サテライトのブート (MOPダウンライン・
ロード・サービス)のために，DECnetを LANCPに変更します。

2. DECnet for OpenVMSからDECnet-Plusに移行します。
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4.5.3 LANCPで使用されるデータ・ファイル

LANCPでは，以下のデータ・ファイルが使用されます。

• SYS$SYSTEM:LAN$DEVICE_DATABASE.DAT

このファイルには，ローカル・ノードのデバイスに関する情報が格納されま
す。デフォルト設定では，ファイルはSYS$SPECIFIC:[SYSEXE]に作成さ
れ，システムはこの場所からファイルを検索します。しかし，システム論理
名LAN$DEVICE_DATABASEを再定義すれば，ファイル名またはファイルの格
納場所を変更できます。

• SYS$SYSTEM:LAN$NODE_DATABASE.DAT

このファイルには， LANCPがブート・サービスを提供する対象となるノ
ードに関する情報が格納されます。このファイルは，OpenVMS Cluster
内の Integrityサーバ， Alphaシステム，および VAXシステムのすべての
ノードで共用しなければなりません。デフォルト設定では，このファイル
はSYS$COMMON:[SYSEXE]に作成され，システムはこの場所からファイルを検
索します。しかし，システム論理名LAN$NODE_DATABASEを再定義すれば，
ファイル名またはファイルの場所を変更できます。

4.5.4 新規インストールでの LAN MOPサービスの使用

新規インストールでサテライトのブートのために LAN MOPサービスを使用するに
は，以下の手順を実行します。

1. LANCPのスタートアップ・コマンドを追加します。

LANCPはシステム・スタートアップ・プロシージャの一部として起動しなけれ
ばなりません。このためには， SYS$MANAGER:SYSTARTUP_VMS.COMの中
で， LAN$STARTUPコマンド・プロシージャを実行する行からコメント文字を
削除します。OpenVMS Clusterシステムで複数のシステム・ディスクが使用さ
れる場合は， LANCP構成ファイルの場所を定義するための論理名の説明につい
て，第 4.5.3項を参照してください。

$ @SYS$STARTUP:LAN$STARTUP

ここでシステムをリブートするか，またはシステム管理者のアカウントから上記
のコマンド・プロシージャを起動して， LANCPを起動しなければなりません。

2. 第 8章の説明に従って，OpenVMS Clusterシステムを構成し，サテライ
トを追加します。 CLUSTER_CONFIG.COMの代わりに， CLUSTER_
CONFIG_LAN.COMコマンド・プロシージャを使用します。 CLUSTER_
CONFIG.COMを起動したときに， LANCPプロセスがすでに起動されている場
合は， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMに切り換えるオプションが表示されま
す。
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4.5.5 既存のインストールでの LAN MOPサービスの使用

サテライト・ブートのためにDECnet MOPサービスから LAN MOPサービスに移行
するには，以下の手順を実行します。

1. LANCPデータベースの論理名を再定義します。

この手順は，必ず実行しなければならないわけではありません。 LANCPで
使用されるデータ・ファイル， LAN$DEVICE_DATABASEと LAN$NODE_
DATABASEをシステム・ディスクから移動する場合は，システム論理名を再定義
します。定義はシステム・スタートアップ・ファイルに追加します。

2. LANCPを使用して， LAN$DEVICE_DATABASEを作成します。

最初の LANCP DEVICEコマンドを実行すると，パーマネント・データベース
LAN$DEVICE_DATABASEが作成されます。データベースを作成し，使用可能
なデバイスの一覧を取得するには，以下のコマンドを入力します。

$ MCR LANCP
LANCP> LIST DEVICE /MOPDLL
%LANCP-I-FNFDEV, File not found, LAN$DEVICE_DATABASE
%LANACP-I-CREATDEV, Created LAN$DEVICE_DATABASE file

Device Listing, permanent database:
--- MOP Downline Load Service Characteristics ---

Device State Access Mode Client Data Size
------ ----- ----------- ------ ---------
ESA0 Disabled NoExlusive NoKnownClientsOnly 246 bytes
FCA0 Disabled NoExlusive NoKnownClientsOnly 246 bytes

3. LANCPを使用して，MOPブートのために LANデバイスを有効にします。

デフォルト設定では， LANデバイスのMOPブート機能は無効に設定されていま
す。MOPブート機能を有効に設定する LANデバイスを判断します。その後，
LANCPユーティリティでDEFINEコマンドを使用して，MOPブート要求をサ
ービスするように，パーマネント・データベースでこれらのデバイスを有効にし
ます。以下の例を参照してください。

LANCP> DEFINE DEVICE ESA0:/MOP=ENABLE

4. LAN$POPULATE.COM (SYS$EXAMPLESにあります)を実行して，MOPブ
ート情報を取得し，サイト固有の LAN$DEFINEおよび LAN$DECNET_MOP_
CLEANUPを作成します。

LAN$POPULATEは，すべてのMOPブート情報をDECnetフェーズ IVの
NETNODE_REMOTE.DATファイルまたはDECnet-Plus NCLコマンド SHOW
MOP CLIENT * ALLの出力から取り出します。

DECnetフェーズ IVサイトの場合， LAN$POPULATEプロシージャは，デフォ
ルト設定ですべてのDECnetエリア (1～ 63)をスキャンします。 1つだけ，また
は 2～ 3つのDECnetエリアからだけ，システムをMOPブートする場合は，エ
リア番号を P1パラメータとしてプロシージャに渡すことで，一度に 1つのエリア
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だけで LAN$POPULATEプロシージャが動作するように設定できます。以下の
例も参照してください (ログを含む)。

$ @SYS$EXAMPLES:LAN$POPULATE 15

LAN$POPULATE - V1.0

Do you want help (Y/N) <N>:

LAN$DEFINE.COM has been successfully created.

To apply the node definitions to the LANCP permanent database,
invoke the created LAN$DEFINE.COM command procedure.

HP recommends that you review LAN$DEFINE.COM and remove any
obsolete entries prior to executing this command procedure.

A total of 2 MOP definitions were entered into LAN$DEFINE.COM

5. LAN$DEFINE.COMを実行して， LAN$NODE_DATABASEに情報を取り込み
ます。

LAN$DEFINEは， LANCPダウンライン・ロード情報を LANノード・データベ
ース， SYS$COMMON:[SYSEVE]LAN$NODE_DATABASE.DATファイルに取
り込みます。 LAN$DEFINE.COMを確認し，実行する前に古くなったエントリ
を削除しておくようにしてください。

以下のシーケンスでは，作成した LAN$DEFINE.COMプロシージャが画面に表
示され，実行されています。

$ TYPE LAN$DEFINE.COM

$ !
$ ! This file was generated by LAN$POPULATE.COM on 16-DEC-1996 09:20:31
$ ! on node CLU21.
$ !
$ ! Only DECnet Area 15 was scanned.
$ !
$ MCR LANCP
Define Node PORK /Address=08-00-2B-39-82-85 /File=APB.EXE -

/Root=$21$DKA300:<SYS11.> /Boot_type=Alpha_Satellite
Define Node JYPIG /Address=08-00-2B-A2-1F-81 /File=APB.EXE -

/Root=$21$DKA300:<SYS10.> /Boot_type=Alpha_Satellite
EXIT

$ @LAN$DEFINE

%LANCP-I-FNFNOD, File not found, LAN$NODE_DATABASE
-LANCP-I-CREATNOD, Created LAN$NODE_DATABASE file
$

以下の例では，DECnet-Plusから LANCPに移行するために，
LAN$POPULATEが作成した LAN$DEFINE.COMコマンド・プロシージャ
を示しています。

4–14 OpenVMS Clusterオペレーティング環境



OpenVMS Clusterオペレーティング環境
4.5サテライト・ブート・サービスの構成と起動

$ ! LAN$DEFINE.COM - LAN MOP Client Setup
$ !
$ ! This file was generated by LAN$POPULATE.COM at 8-DEC-1996 14:28:43.31
$ ! on node BIGBOX.
$ !
$ SET NOON
$ WRITE SYS$OUTPUT "Setting up MOP DLL clients in LANCP...
$ MCR LANCP
SET NODE SLIDER
/ADDRESS=08-00-2B-12-D8-72/ROOT=BIGBOX$DKB0:<SYS10.>/BOOT_TYP
E=VAX_satellite/FILE=NISCS_LOAD.EXE
DEFINE NODE SLIDER
/ADDRESS=08-00-2B-12-D8-72/ROOT=BIGBOX$DKB0:<SYS10.>/BOOT_TYP
E=VAX_satellite/FILE=NISCS_LOAD.EXE
EXIT
$ !
$ WRITE SYS$OUTPUT "DECnet Phase V to LAN MOPDLL client migration complete!"
$ EXIT

6. LAN$DECNET_MOP_CLEANUP.COMを実行します。

LAN$DECNET_MOP_CLEANUP.COMを使用して，クライアントのMOP
ダウンライン・ロード情報をDECnetデータベースから削除できます。
LAN$DECNET_MOP_CLEANUP.COMを確認して，実行する前に古くなっ
たエントリを削除しておいてください。

以下の例では，DECnet-Plusから LANCPに移行するために，
LAN$POPULATEによって作成された LAN$DECNET_MOP_CLEANUP.COM
コマンド・プロシージャを示しています。

注意: DECnet-Plusから移行する場合，追加クリーンアップが必要です。NCL
スクリプト (*.NCL)を手動で変更しなければなりません。

$ ! LAN$DECNET_MOP_CLEANUP.COM - DECnet MOP Client Cleanup
$ !
$ ! This file was generated by LAN$POPULATE.COM at 8-DEC-1995 14:28:43.47
$ ! on node BIGBOX.
$ !
$ SET NOON
$ WRITE SYS$OUTPUT "Removing MOP DLL clients from DECnet database..."
$ MCR NCL
DELETE NODE 0 MOP CLIENT SLIDER
EXIT
$ !
$ WRITE SYS$OUTPUT "DECnet Phase V MOPDLL client cleanup complete!"
$ EXIT

7. LANCPを起動します。

LANCPを起動するには，以下の方法でスタートアップ・コマンド・プロシージャ
を実行します。
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$ @SYS$STARTUP:LAN$STARTUP
%RUN-S-PROC_ID, identification of created process is 2920009B
$

システム・スタートアップ・プロシージャの一部として，すべてのブート・ノ
ードに対して LANCPを起動しなければなりません。この操作を実行するに
は，サイト固有のスタートアップ・ファイル (SYS$MANAGER:SYSTARTUP_
VMS.COM)に以下の行を指定します。

$ @SYS$STARTUP:LAN$STARTUP

LAN$DEVICE_DATABASEまたは LAN$NODE_DATABASEの論理名を定義し
ている場合は， LANCPを起動する前に，スタートアップ・ファイルにこれらの
論理名が定義されていることを確認してください。

8. DECnet MOPブートを無効にします。

サテライト・ブートに LANCPを使用する場合は，MOP要求を取り扱うため
にDECnetは不要になります。この場合，適切なNCPコマンド (DECnet for
OpenVMS)またはNCLコマンド (DECnet-Plus)を使用して，この機能を無効に
設定できます。

LANCPユーティリティの詳細については，『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』と『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参
照してください。

4.5.6 DECnetの構成

DECnetネットワークの構成には通常，表 4–3に示すように，複数の操作が必要で
す。DECnetの 2つのバージョンを実行するOpenVMS Clusterでは，DECnet for
OpenVMS (フェーズ IV)のシステム・ディスクと，DECnet-Plus (フェーズ V)のシ
ステム・ディスクが必要です。

注意: DECnet for OpenVMSでは，DNA (Digital Network Architecture)フェー
ズ IVが実装されています。DECnet-Plusでは，DNAフェーズ Vが実装されていま
す。この後の説明は，DECnet for OpenVMS製品だけに適用されます。

関連項目: 対応するDECnet-Plusの構成情報については，DECnet-Plusのマニュア
ルを参照してください。
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表 4–3 DECnetネットワークの構成手順

手順 操作

1 システム管理者としてログインし， NETCONFIG.COMコマンド・プロシージャを実行する。ノードに関する情
報が求められたら，適切な情報を入力する。 DECnet-Plusノードは NET$CONFIGURE.COMコマンド・プロ
シージャを実行する。

関連項目: これらのプロシージャの例については， DECnet for OpenVMSまたは DECnet-Plusのマニュアルを
参照。

2 ノードで同じ LANに対して複数の LANアダプタ接続が使用されており，通信用に DECnetも使用されている
場合は， LANデバイスの 1つを除き，他のすべてのデバイスでDECnetの使用を無効にしなければならない。

無効にするには， NETCONFIG.COMプロシージャを実行した後，同じ LANまたは拡張 LANに接続されてい
るアダプタに割り当てられた 1つのラインおよびサーキットを除き，他のすべてを DECnet構成データベースか
ら削除する。

たとえば，以下のコマンドを実行して NCPを起動し， LANデバイス XQB0が DECnetを使用することを禁止
する。

$ RUN SYS$SYSTEM:NCP
NCP> PURGE CIRCUIT QNA-1 ALL
NCP> DEFINE CIRCUIT QNA-1 STA OFF
NCP> EXIT
関連項目:

OpenVMS Cluster構成で LANセグメントに接続を分散する操作の詳細については，『OpenVMS Cluster構成
ガイド』を参照。

1つの LANアダプタを除き，他のすべてのアダプタに関連するルーティング・サーキットを削除する操作の詳細
については， DECnet-Plusのマニュアルを参照 (DECnet-Plusノードで拡張アドレッシングが使用されており，
どのルーティング・サーキットでもフェーズ IV互換アドレッシングが使用されていない場合は， LANアダプタ
は問題にならない)。

3 リモート・ノード・データをクラスタ単位で使用可能にする。 NETCONFIG.COMは
SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]ディレクトリにパーマネント・リモート・ノード・データベース・ファイル
NETNODE_REMOTE.DATを作成する。このファイルには，リモート・ノード・データが格納される。こ
のデータを OpenVMS Cluster全体で使用できるようにするには，ファイルを SYS$COMMON:[SYSEXE]ディ
レクトリに移動する。

例: 以下のコマンドを入力して， DECnet情報がクラスタ全体で使用できるようにする。

$ RENAME SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]NETNODE_REMOTE.DAT SYS$COMMON:[SYSEXE]NETNODE_REMOTE.DAT
構成で複数のシステム・ディスクを使用する場合は， SYLOGICALS.COMで以下のコマンドを使用することに
より，共通の NETNODE_REMOTE.DATファイルを自動的に設定できる。

$ DEFINE/SYSTEM/EXE NETNODE_REMOTE ddcu:[directory]NETNODE_REMOTE.DAT
注意: 同じ方法で，共通の NETOBJECT.DATファイルをクラスタ単位で設定することを推奨する。

DECdnsは，ノード・データ (ネームスペース)の管理のために DECnet-Plusノードで使用される。 DECnet-
Plusの場合，セッション・コントロール・アプリケーションがオブジェクトを置換する。

(次ページに続く)
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表 4–3 (続き) DECnetネットワークの構成手順

手順 操作

4 クラスタ・エイリアスの使用をサポートするために，ルータ・ノードを指定して有効にする。クラスタ・エイリ
アスに参加するノードのうち，少なくとも 1つのノードをレベル 1ルータとして構成しなければならない。

Integrityサーバおよび Alphaシステムでは， NETCONFIG.COMプロシージャがルーティングに関する質問を
出力しないため，レベル 1ルーティングの指定は手動で行わなければならない。

構成に Integrityノードと Alphaノードの組み合わせが含まれるのかどうかに応じて，いずれか 1つの Alphaノ
ードでレベル 1ルーティングを手動で有効にする必要があります (下記の例を参照)。

例: Alphaノードでレベル 1ルーティングを有効に設定しなければならない場合は， Alphaシステムで NCPユ
ーティリティを起動してこの操作を実行する。以下の例を参照。

$ RUN SYS$SYSTEM:NCP
NCP> DEFINE EXECUTOR TYPE ROUTING IV
注意: Integrityサーバおよび Alphaシステムでは，クラスタ・エイリアス操作を有効にするためにだけ，レベル
1ルーティングがサポートされる。

5 必要に応じて，クラスタ・エイリアスを定義する。クラスタ・エイリアスを定義する場合は， NCPユーティリテ
ィを起動する。これらのコマンドを使用して指定した情報は， DECnetパーマネント・エグゼキュータ・データ
ベースに登録され，ネットワークを起動するときに有効になる。

例: 以下の NCPコマンドは SOLARをエイリアスとして設定する。

$ RUN SYS$SYSTEM:NCP
NCP> DEFINE NODE 2.1 NAME SOLAR
NCP> DEFINE EXECUTOR ALIAS NODE SOLAR
NCP> EXIT
$
関連項目: クラスタ・エイリアスについては，第 4.5.8項を参照。他のコンピュータに対してエイリアス操作を有
効にする方法については，第 4.5.9項を参照。 DECnet-Plusノードでクラスタ・エイリアスを設定する方法につ
いては， DECnet-Plusのマニュアルを参照。

注意: DECnet for OpenVMSノードと DECnet-Plusノードでクラスタ・エイリアスを共用することはできな
い。

4.5.7 DECnetの起動

DECnet-Plusを使用している場合は，ネットワークを起動するための手順を実行する
必要はありません。NET$CONFIGURE.COMプロシージャを使用してノードを構成
した後，次回リブートするときに，DECnet-Plusが自動的に起動されます。

DECnet for OpenVMSを使用している場合は，システム・プロンプトに対して以下
のコマンドを入力して，ネットワークを起動します。

$ @SYS$MANAGER:STARTNET.COM

OpenVMS Clusterコンピュータをブートするたびに，ネットワークが確実に起動さ
れるようにするには，そのコマンド・ラインを適切なスタートアップ・コマンド・フ
ァイルに追加します (スタートアップ・コマンド・ファイルについては，第 5.5節を
参照)。
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4.5.8 クラスタ・エイリアスとは

クラスタ・エイリアスは，OpenVMS Clusterシステムの 1つのネットワーク・ノー
ド識別子として機能します。クラスタ・エイリアスが有効に設定されている場合は，
すべてのOpenVMS Clusterノードは，ネットワークの他の部分から 1つのノードと
して認識されます。

クラスタ内のコンピュータは，DECnetネットワーク内の他のコンピュータとの通
信でエイリアスを使用できます。たとえば，ネットワークに接続され，OpenVMS
Clusterのサービスを利用するアプリケーションは，エイリアスを使用しなければな
りません。エイリアスを使用すれば，少なくとも 1つのOpenVMS Clusterメンバが
クライアント・プログラムの要求を処理できるときに，リモート・アクセスが成功す
ることが保証されます。

規則:

• DECnet for OpenVMS (フェーズ IV)では，最大 64台のOpenVMS Clusterコン
ピュータがクラスタ・エイリアスに参加できます。クラスタに 64台以上のコンピ
ュータがある場合は，エイリアスに参加する 64台のコンピュータを決定し，その
コンピュータでエイリアスを定義します。

エイリアス・ノード識別子を使用するOpenVMS Clusterノードのうち，少なく
とも 1つのノードはレベル 1ルーティングを有効にしておかなければなりませ
ん。

Integrityサーバおよび Alphaノードでは，複数のサーキット間のルーティン
グはサポートされません。しかし，クラスタ・エイリアス操作を可能にするた
めのルーティングはサポートされます。レベル 1ルーティングは，クラスタ・
エイリアスの使用を有効にする場合にだけサポートされます。この制限された
機能を有効にするには，DVNETEXT PAKを使用しなければなりません。

Integrityサーバ， Alphaシステム，および VAXシステムで同じエイリアス・
ノード・アドレスを共用するすべてのクラスタ・ノードは，同じエリアに存在
しなければなりません。

• DECnet-Plusでは，最大 96台のOpenVMS Clusterコンピュータがクラスタ・
エイリアスに参加できます。

DECnet-Plusでは，クラスタ・メンバをルーティング・ノードとして設定する必
要はありませんが，DECnet-Plusシステムに対してクラスタ・エイリアスを使用
するには，隣接するフェーズ Vルータが必要です。

• 1つのクラスタ・エイリアスには，DECnet for OpenVMSとDECnet-Plusのい
ずれか一方を実行するノードだけを含むことができますが，両方を実行するノー
ドを含むことはできません。
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4.5.9 エイリアス操作の有効化

クラスタ・エイリアスを定義し，第 4.5.6項の説明に従ってルーティングを有効にし
た後で，他のコンピュータを起動し，クラスタ内で稼動している状態にした後，それ
らのコンピュータに対してエイリアス操作を有効に設定できます。エイリアス操作を
有効に設定するには (つまり，コンピュータが，エイリアスに対して送信された接続
要求を受け付けることができるようにするには)，以下の手順を実行します。

1. システム管理者としてログインし， SYSMANユーティリティを起動します。以
下の例を参照してください。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN>

2. SYSMAN>プロンプトに対して，以下のコマンドを入力します。

SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SET PROFILE/PRIVILEGES=(OPER,SYSPRV)
SYSMAN> DO MCR NCP SET EXECUTOR STATE OFF
%SYSMAN-I-OUTPUT, command execution on node X...

.

.

.
SYSMAN> DO MCR NCP DEFINE EXECUTOR ALIAS INCOMING ENABLED
%SYSMAN-I-OUTPUT, command execution on node X...

.

.

.
SYSMAN> DO @SYS$MANAGER:STARTNET.COM
%SYSMAN-I-OUTPUT, command execution on node X...

.

.

.

注意: サテライト・ノードに対して，エイリアス操作を有効に設定することは推奨で
きません。

関連項目: DECnet for OpenVMSネットワーキングおよびクラスタ・エイリアスの
詳細については，『DECnet for OpenVMS Networking Manual』と『DECnet for
OpenVMS Network Management Utilities』を参照してください。DECnet-Plusに
関する同様の情報については，DECnet-Plusのマニュアルを参照してください。

4.5.10 TCP/IPの構成

TCP/IPの構成および起動方法については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Installation and Configuration』および『HP TCP/IP Services for OpenVMS
Version 5.7 Release Notes』を参照してください。
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5
共用環境の準備

どのOpenVMS Cluster環境でも，リソースはできるだけ共用することが最適です。
リソースを共用すると，作業をクラスタ全体で分散できるため，簡単に作業負荷のバ
ランスをとることができます。

5.1 共用可能なリソース

全部ではありませんが，大部分のリソースはOpenVMS Clusterのノード間で共用で
きます。以下の表は共用できるリソースを示しています。

共用可能なリソース 説明

システム・ディスク 同じアーキクテクチャ1のすべてのメンバは， 1つのシステム・ディスクを共用で
き，各メンバが独自のシステム・ディスクを保有することもでき，メンバがこの 2
つの方法の組み合わせを利用することもできる。

データ・ディスク すべてのメンバはどのデータ・ディスクも共用できる。ローカル・ディスクの場
合，MSCPサーバを使用してディスクをクラスタ全体でアクセス可能として設定
しない限り，アクセスはローカル・ノードだけに制限される。

テープ・ドライブ すべてのメンバはテープ・ドライブを共用できる (ただし，すべてのメンバが同
時にアクセスできるというわけではない)。ローカル・テープ・ドライブの場合，
TMSCPサーバを使用して，テープをクラスタ全体からアクセス可能として設定し
ない限り，アクセスはローカル・ノードに制限される。 DSAテープだけは，すべ
ての OpenVMS Clusterメンバにサービスを提供できる。

バッチ・キューとプ
リント・キュー

ジョブが実際に実行されているプロセッサとは無関係に，ユーザは， OpenVMS
Cluster内のどのキューにもバッチ・ジョブを登録できる。汎用キューは，使用可
能なプロセッサ間で負荷のバランスをとることができる。

アプリケーション ほとんどのアプリケーションは，シングル・システムの場合と同様に， OpenVMS
Clusterで動作できる。アプリケーション設計者は， OpenVMS Clusterの複数の
ノードで同時に動作し，ファイル内のデータを共用するアプリケーションを構築す
ることもできる。

利用者登録ファイル すべてのノードは，すべてのシステムで，同じアクセスに対して共通の利用者登録
ファイル (UAF)を使用することができ，複数の UAFを使用してノード固有のク
ォータを有効にすることもできる。共通の UAFを使用する場合，ユーザ・パスワ
ード，ディレクトリ，上限，クォータ，特権はすべてのシステムで同一になる。

1システム・ディスクのデータは， Integrityサーバと Alphaシステムの間で共用できる。しかし，
Integrityノードを Alphaシステムのディスクからブートすることはできず， Alphaノードを Integrityシ
ステムのディスクからブートすることもできない。
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5.1.1 ローカル・リソース

以下の表は，ローカル・ノードだけからアクセスできるリソースを示しています。

共用できないリソース 説明

メモリ OpenVMS Clusterの各メンバは独自のメモリを管理しなければならない。

ユーザ・プロセス OpenVMS Clusterのメンバでユーザ・プロセスが生成される場合，プロセス
はローカル・メモリを使用して，そのコンピュータで完了しなければならな
い。

プリンタ キューを通じて入力を受け付けないプリンタは，そのプリンタが直接接続され
ている OpenVMS Clusterメンバからだけ使用される。キューを通じて入力を
受け付けるプリンタは， OpenVMS Clusterのどのメンバからもアクセス可能
である。

5.1.2 構成例

図 5–1に示すのは， Integrityサーバと Alphaシステムで FC SANストレージを共
有するOpenVMS Clusterシステムです。それぞれのアーキテクチャで自身のシステ
ム・ディスクを持っています。

図 5–1 アーキテクチャ混成クラスタでのリソースの共用 (Integrityおよび Alpha)

VM-1122A-AI

LAN

HSG HSV HSG HSV

FC Switch FC Switch

Integrity
server

Integrity
server

AlphaAlpha
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5.1.3 アーキテクチャ混成クラスタにおけるストレージ

ここでは，OpenVMS IntegrityサーバおよびOpenVMS Alphaシステムで構成され
るアーキテクチャ混成クラスタにおけるシステム・ディスクも含めたストレージに関
する規則について説明します。

図 5–2に示すのは，ローカルに接続されたストレージと共有 Storage Area Network
(SAN)を持つOpenVMS IntegrityおよびOpenVMS Alphaシステムのアーキテクチ
ャ混成クラスタを単純化した図です。

図 5–2 アーキテクチャ混成クラスタにおけるリソースの共有 (Integrityおよび Alpha)

VM-1120A-AI
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アーキテクチャ混成OpenVMS Clusterシステムにおける Integrityサーバ・システ
ムの特性は以下のとおりです。

• ローカル・ディスクあるいは共有 Fibre ChannelディスクにOpenVMS Integrity
のシステム・ディスクが必要です。

• サービスされている Alphaディスクと Alphaテープを使用できます。

• SANディスクおよびテープを使用できます。

• 同じ SANデータ・ディスクを Alphaシステムと共有することができます。

• ディスクとテープを他の Integrityサーバおよび Alphaシステムのどちらのクラス
タ・メンバに対しても提供することができます。

アーキテクチャ混成OpenVMS Clusterシステムにおける Alphaシステムの特性は以
下のとおりです。

• 他の Alphaクラスタ・メンバと共有可能なOpenVMS Alphaのシステム・ディス
クが必要です。

• ローカルに接続されたディスクとテープを使用できます。
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• ディスクとテープを他の Integrityサーバおよび Alphaシステムに対して提供する
ことができます。

• Integrityサーバがサービスするデータ・ディスクを使用できます。

• SANディスクおよびテープを使用できます。

• 同じ SANデータ・ディスクを Integrityサーバと共有することができます。

5.2 共通環境クラスタと多重環境クラスタ

処理のニーズに応じて，すべての環境ファイルがクラスタ単位で共用される環境，ま
たは一部のファイルはクラスタ単位で共用され，他のファイルは特定のコンピュータ
からだけアクセス可能な環境のいずれかを準備できます。

以下の表は，共通環境クラスタと多重環境クラスタの特徴を示しています。

クラスタの種類 特徴 利点

共通環境

オペレーティング環境
は OpenVMS Cluster
内のすべてのノードで
同一である。

環境は以下のように設定される。

• すべてのノードが同じプログラム，アプリケーション，
ユーティリティを実行する。

• すべてのユーザが同じ種類のユーザ・アカウントを持
ち，同じ論理名が定義される。

• すべてのユーザがストレージ・デバイスおよびキューに
対して共通のアクセス権を持つことができる (アクセス
権は，アクセス制御リスト[ACL]保護が各ユーザに対し
てどのように設定されているかに応じて異なる)。

• すべてのユーザが構成内のどのノードにもログインで
き，他のすべてのユーザと同じ環境で作業する。

共通バージョンのシステム・ファ
イルを使用するため，管理が簡単
である。

多重環境

オペレーティング環境
はノードごとに変更で
きる。

個々のプロセッサまたは一部のプロセッサが以下のように設
定される。

• ユーザが実行するタスクの種類と使用するリソースに応
じて，複数のアクセス権が提供される。

• 他のノードでは使用できないリソースを共用できる。

• 他のプロセッサが一般的なタイムシェアリング作業を実
行している間，制限されたリソースを使用して専門化さ
れた機能を実行する。

• ユーザはログインしているノード固有の環境で作業する
ことができる。

一部のデータだけをコンピュータ
間で共用し，しかも特定のコンピ
ュータが特別なニーズに対応でき
るように設定したい場合に効果的
である。
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5.3 共通システム・ディスクのディレクトリ構造

オペレーティング・システムのインストールまたはアップグレード・プロシージャ
で，共通システム・ディスクが作成されます。ほとんどのオペレーティング・システ
ム・ファイルとオプションの製品ファイルは，このシステム・ディスクの共通のルー
ト・ディレクトリに格納されます。

5.3.1 ディレクトリ・ルート

システム・ディスクのディレクトリ構造は， Integrityサーバ・システムと Alphaシ
ステムで同一です。システム・ディスクが Alpha用の場合も VAX用の場合も，ディ
レクトリ構造全体，つまり，共通ルートと各コンピュータのローカル・ルートは同じ
ディスクに格納されます。インストールまたはアップグレードが完了した後，第 8章
で説明する CLUSTER_CONFIG.COMあるいは CLUSTER_CONFIG_LAN.COMコ
マンド・プロシージャを使用して，クラスタにブートするときに使用されるローカ
ル・ルートを新しい各コンピュータに対して作成します。

通常のシステム・ディレクトリの他に，各ローカル・ルートに
は[VMS$COMMON]のディレクトリ・エイリアスである[SYSn.SYSCOMMON]ディ
レクトリが格納されます。これは，クラスタ共通ファイルが実際に格納されるクラス
タ共通ルート・ディレクトリです。コンピュータをクラスタに追加する際，コマン
ド・プロシージャは共通ルート・ディレクトリ・エイリアスを定義します。

5.3.2 ディレクトリ構造の例

図 5–3は， JUPITRと SATURNというコンピュータのディレクトリ構造を示して
います。この 2台のコンピュータは共通システム・ディスクから実行されます。デ
ィスクのマスタ・ファイル・ディレクトリ (MFD)には，ローカル・ルート (JUPITR
の場合は SYS0， SATURNの場合は SYS1)と，クラスタ共通ルート・ディレクト
リ[VMS$COMMON]が格納されています。
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図 5–3 共通システム・ディスクのディレクトリ構造
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5.3.3 検索順序

論理名 SYS$SYSROOTは，最初はローカル・ルート
(SYS$SYSDEVICE:[SYS0.SYSEXE])を指し，次に共通ルート
(SYS$COMMON:[SYSEXE])を指す検索リストとして定義されています。した
がって，システム・ディレクトリの論理名 (SYS$SYSTEM， SYS$LIBRARY，
SYS$MANAGERなど)は， 2つのディレクトリを指します。

図 5–4は，論理名 SYS$SYSTEMがファイル指定で使用されているときに，共通シ
ステム・ディスクのディレクトリがどのように検索されるかを示しています。
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図 5–4 共通システム・ディスクでのファイルの検索順序

SYS$SYSROOT:[SYSEXE]file

SYS$SYSTEM:file

SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]file

SYS$COMMON:[SYSEXE]file

[SYS0.SYSEXE]file (for JUPITR)

[SYS1.SYSEXE]file (for SATURN)

[SYS0.SYSCOMMON.SYSEXE]file (for JUPITR)

[SYS1.SYSCOMMON.SYSEXE]file (for SATURN)

VM-0002A-AI

重要: 共通システム・ディスクのシステム・ファイルを操作する場合は，この検索順
序を念頭に置いておかなければなりません。コンピュータ固有のファイルは，常に該
当するコンピュータのシステム・サブディレクトリに格納し，更新しなければなりま
せん。

例

1. MODPARAMS.DATは SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]に格納しておかなければ
なりません。これは， JUPITRでは[SYS0.SYSEXE]であり， SATURNで
は[SYS1.SYSEXE]です。したがって， JUPITRにログインするときに，
JUPITRの新しいMODPARAMS.DATファイルを作成するには，以下のコマ
ンドを入力します。

$ EDIT SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]MODPARAMS.DAT

ファイルが作成された後， JUPITRにログオンするときに，以下のコマンドを使
用してファイルを変更することができます。

$ EDIT SYS$SYSTEM:MODPARAMS.DAT

このコマンドを入力したときに，MODPARAMS.DATファイルが
JUPITRの SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]ディレクトリに存在せず，
SYS$COMMON:[SYSEXE]ディレクトリにMODPARAMS.DATファイルが
ある場合，このコマンドは共通ディレクトリのMODPARAMS.DATファイルを編
集します。MODPARAMS.DATファイルがいずれのディレクトリにもない場合
は，このコマンドは JUPITRの SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]ディレクトリにファ
イルを作成します。

2. 同じ共通システム・ディスクからブートされる他のコンピュータにログインする
ときに， JUPITRのMODPARAMS.DATを変更するには，以下のコマンドを入
力します。

$ EDIT SYS$SYSDEVICE:[SYS0.SYSEXE]MODPARAMS.DAT
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3. 1つのクラスタ共通システム・ディスクを使用するクラスタ内で，クラスタ共通シ
ステム登録ファイルのレコードを変更するには，任意のコンピュータから以下の
コマンドを入力します。

$ SET DEFAULT SYS$COMMON:[SYSEXE]
$ RUN SYS$SYSTEM:AUTHORIZE

4. 同じクラスタ共通システム・ディスクからブートされる別のコンピュータにログ
インするときに，コンピュータ固有のシステム登録ファイルのレコードを変更す
るには，デフォルト・ディレクトリを特定のコンピュータに設定しなければなり
ません。たとえば， JUPITRコンピュータのコンピュータ固有のシステム登録フ
ァイル (SYSUAF.DAT)を設定している場合，以下に示すように， AUTHORIZE
を起動する前に，デフォルト・ディレクトリを JUPITRコンピュータの固有
の[SYSEXE]ディレクトリに設定する必要があります。

$ SET DEFAULT SYS$SYSDEVICE:[SYS0.SYSEXE]
$ RUN SYS$SYSTEM:AUTHORIZE

5.4 クラスタワイド論理名

OpenVMSバージョン 7.2でサポートされたクラスタワイド論理名により，共用可能
な論理名の便利さと使いやすさが OpenVMS Clusterシステムでも利用可能です。ク
ラスタワイド論理名はOpenVMS IntegrityとOpenVMS Alphaの単一アーキテクチ
ャ・クラスタでも，あるいはアーキテクチャ混成クラスタのどちらでも利用可能で
す。

既存のアプリケーションは，アプリケーション・コードを変更せずに，クラスタワイ
ド論理名を利用できます。ただし，アプリケーションから (直接的または間接的に)参
照される論理名テーブルを少しだけ変更しなければなりません。

デフォルト設定では，新しい論理名はローカルでのみ有効です。クラスタワイド論理
名は，ある論理名テーブルの属性です。新しい論理名をクラスタ単位で有効になるよ
うに設定するには，クラスタワイド論理名テーブルにその論理名を作成しなければな
りません。

クラスタワイド論理名の最も重要な機能は以下のとおりです。

• 新しいノードがクラスタに参加する場合，現在設定されているクラスタワイド論
理名全部を自動的に受け取ります。

• クラスタワイド論理名または論理名テーブルが作成，変更，削除されると，その
変更はOpenVMSバージョン 7.2以降が稼動するクラスタ内の他のすべてのノー
ドに自動的に伝達されます。クラスタ単位のテーブルに対するセキュリティ・プ
ロファイルの変更も，この方法で自動的に伝達されます。

• クラスタ単位の名前の変換によってパフォーマンスができるだけ低下しないよう
に，変換はローカルに行われます。
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• LNM$CLUSTER_TABLEと LNM$SYSCLUSTER_TABLEは，OpenVMSバー
ジョン 7.2以降が稼動するすべてのシステムに存在するため，クラスタワイド論
理名を使用するプログラムとコマンド・プロシージャは，クラスタに接続されて
いないシステムでも開発，テスト，実行することができます。

5.4.1 デフォルトのクラスタワイド論理名テーブル

クラスタワイド論理名をサポートするために，オペレーティング・システムは，
表 5–1に示すように，システム・スタートアップ時に 2つのクラスタワイド論理名テ
ーブルとそれぞれの論理名を作成します。これらの論理名テーブルと論理名は，プロ
セス論理名テーブル，ジョブ論理名テーブル，グループ論理名テーブル，システム論
理名テーブルに加えて提供されるものです。クラスタワイド論理名テーブルの名前は
システム論理名ディレクトリ LNM$SYSTEM_DIRECTORYに格納されます。

表 5–1 デフォルトのクラスタワイド論理名テーブルと論理名

名前 目的

LNM$SYSCLUSTER_TABLE クラスタワイド・システム論理名のデフォルト・テーブ
ル。出荷時には何も登録されていない。このテーブル
は，クラスタワイド論理名を使用して環境をカスタマイ
ズするシステム管理者を対象に提供される。このテーブ
ルに登録されている名前は，誰でも使用することがで
き， SHOW LOGICAL/SYSTEMに， LNM$SYSTEM
のテーブル名， LNM$DCL_LOGICAL (DCLのデフォル
ト・テーブル検索リスト)， LNM$FILE_DEV (システム
と RMSのデフォルト)のいずれかを指定して，論理名を
変換することができる。

LNM$SYSCLUSTER LNM$SYSCLUSTER_TABLEの論理名。
LNM$SYSCLUSTER_TABLEを参照するときに便利
なように提供される。形式は， LNM$SYSTEM_TABLE
およびその論理名である LNM$SYSTEMと同じであ
る。

LNM$CLUSTER_TABLE LNM$SYSCLUSTER_TABLEも含めて，すべてのクラ
スタワイド論理名テーブルの親テーブル。親テーブルと
して LNM$CLUSTER_TABLEを使用して新規テーブル
を作成すると，そのテーブルはクラスタ単位で使用可能
になる。

LNM$CLUSTER LNM$CLUSTER_TABLEの論理名。
LNM$CLUSTER_TABLEを参照するときに便利な
ように提供される。

5.4.2 変換順序

LNM$SYSTEMの定義は， LNM$SYSCLUSTERを含むように拡張されてい
ます。システム論理名を変換する場合，検索順序は LNM$SYSTEM_TABLE，
LNM$SYSCLUSTER_TABLEです。システムのデフォルト・テーブル名であ
る LNM$FILE_DEVと LNM$DCL_LOGICALSの定義には， LNM$SYSTEM
が含まれているため，これらのデフォルト・テーブルを使用する変換には，
LNM$SYSCLUSTERに指定されている定義が含まれます。
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論理名の解釈に関する現在の優先順位はそのまま保存されます。 LNM$FILE_DEV
に対して変換されるクラスタワイド論理名は，システム論理名の後に，最後に解釈さ
れます。論理名が解釈される順序は，図 5–5に示すように，プロセス –>ジョブ –>グ
ループ –>システム –>クラスタの順です。

図 5–5 LNM$FILE_DEVによって指定される変換順序

Process
Table

Job
Table

Group
Table

Cluster
Table

LMN$FILE_DEV

LMN$PROCESS

LMN$PROCESS_TABLE
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1
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LMN$SYSTEM_TABLE LMN$SYSCLUSTER

8 Shareable

9 Shareable

System
Table

LMN$SYSCLUSTER_TABLE

10 Shareable

11
Clusterwide
shareable

VM-0003A-AI

5.4.3 クラスタワイド論理名テーブルの作成

以下の目的で，クラスタワイド論理名テーブルを追加作成しなければならないことが
あります。

• マルチプロセス・クラスタワイド・アプリケーションを使用するため。

• UICグループのメンバを共用するため。

クラスタワイド論理名テーブルを作成するには，親テーブルに対する作成 (C)アクセ
ス権と LNM$SYSTEM_DIRECTORYに対する書き込み (W)アクセス権を保有する
か，または SYSPRV (システム)特権が必要です。

共有論理名テーブルは，UICベースで保護されています。ユーザの各クラス (システ
ム (S)，オーナ (O)，グループ (G)，およびワールド (W))には， 4つのアクセス・タイ
プ， (読み込み (R)，書き込み (W)，作成 (C)，削除 (D))が認められています。

クラスタワイド論理名テーブルは，プロセス論理名テーブル，ジョブ論理名テー
ブル，グループ論理名テーブルの場合と同じ方法で追加作成できます。つまり，
CREATE/NAME_TABLEコマンドを使用するか，$CRELNTシステム・サービスを
使用します。クラスタワイド論理名テーブルを作成する場合は，/PARENT_TABLE
修飾子を使用し，修飾子の値としてクラスタワイド・テーブル名を指定します。既存
のクラスタワイド・テーブルを親テーブルとして使用すると，新規テーブルもクラス
タ単位になります。
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以下の例では，クラスタワイド論理名テーブルの作成方法を示しています。

$ CREATE/NAME_TABLE/PARENT_TABLE=LNM$CLUSTER_TABLE -
_$ new-clusterwide-logical-name-table

5.4.4 クラスタワイド論理名テーブルに関係するエイリアスの競合

クラスタワイド論理名テーブルに関係するエイリアスの競合は，他の種類の論理名テ
ーブルのエイリアスの競合とは異なる方法で処理されます。表 5–2では，競合の種類
とその結果を示しています。

表 5–2 エイリアスの競合と結果

競合の種類 結果

既存のクラスタワイド・テーブルと
同じ名前および同じアクセス・モー
ドで論理テーブルを作成した。

新しいローカル・テーブルは作成されない。条件
値SS$_NORMALが返される。これは，サービスは正常終
了したが，論理名テーブルがすでに存在することを示
す。すべてのノードで既存のクラスタワイド・テーブル
とその名前が有効になる。

既存のローカル・テーブルと同じ名
前および同じアクセス・モードでク
ラスタワイド・テーブルを作成し
た。

新しいクラスタワイド・テーブルが作成される。条件
値SS$_LNMCREATEDが返される。これは，論理名テーブ
ルが作成されたことを示す。ローカル・テーブルとその
名前は削除される。クラスタワイド・テーブルが DCL
コマンド DEFINEを使用して作成されている場合は，
以下のメッセージが表示される。

DCL-I-TABSUPER, previous table table_name has
been superseded
クラスタワイド・テーブルが$CRELNTシステム・サ
ービスを使用して作成された場合は，$CRELNTは条
件値SS$_SUPERSEDEを返す。

既存のクラスタワイド・テーブルと
同じ名前および同じアクセス・モー
ドでクラスタワイド・テーブルを作
成した。

新しいクラスタワイド・テーブルは作成されない。条件
値SS$_NORMALが返される。これは，サービスは正常終
了したが，論理名テーブルがすでに存在することを示
す。$CRELNTシステム・サービスの CREATE-IF属
性の設定とは無関係に，既存のテーブルとそのすべての
名前が有効なままになる。このため，既存のテーブル名
が他のノードから誤って削除されるのを防止できる。

5.4.5 クラスタワイド論理名の作成

クラスタワイド論理名を作成するには，論理名を登録するテーブルに対して，書き込
み (W)アクセス権が必要です。あるいは， LNM$SYSCLUSTERにだけクラスタワ
イド論理名を作成する場合は， SYSNAM特権が必要です。アクセス・モード (ユー
ザ，スーパーバイザなど)を指定した場合を除き，作成する論理名のデフォルト・ア
クセス・モードは，名前を作成したときのアクセス・モードになります。DCLコマ
ンドを使用して名前を作成した場合は，デフォルト・アクセス・モードはスーパーバ
イザ・モードになります。プログラムで名前を作成した場合は，通常，アクセス・モ
ードはユーザ・モードになります。
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クラスタワイド論理名を作成する場合，論理名の定義にクラスタワイド論理名テーブ
ルの名前を指定しなければなりません。クラスタワイド論理名は，DCLコマンドま
たは$CRELNMシステム・サービスを使用して作成できます。

以下の例では，DEFINEコマンドを使用して，デフォルトのクラスタワイド論理名
テーブル LNM$CLUSTER_TABLEにクラスタワイド論理名を作成する方法を示して
います。

$ DEFINE/TABLE=LNM$CLUSTER_TABLE logical-name equivalence-string

作成したクラスタワイド論理名テーブルに登録されるクラスタワイド論理名を作
成するには，DEFINEコマンドを使用して新しいクラスタワイド論理名を定義
し，/TABLE修飾子に新しいクラスタワイド・テーブルの名前を指定します。以下の
例を参照してください。

$ DEFINE/TABLE=new-clusterwide-logical-name-table logical-name -
_$ equivalence-string

注意

既存のクラスタワイド論理名と同じアクセス・モードおよび同じ等価名と属
性を使用して，新しいクラスタワイド論理名を作成しようとすると，既存の
名前は削除されず，メッセージもリモート・ノードに送信されません。この
動作は，他の種類の論理名テーブルに対して同様の操作を実行したときと異
なります。他の種類の論理名の場合は，既存の名前が削除され，新しい名前
が作成されます。クラスタワイド論理名の場合は，このように異なる動作を
行うことで，パフォーマンスを向上しています。

条件値SS$_NORMALが返されます。サービスは正常終了しますが，新しい論理
名は作成されません。

5.4.6 管理のガイドライン

クラスタワイド論理名を使用する場合は，以下のガイドラインに従ってください。

1. 特定の論理名はクラスタ単位で使用しないでください。

以下の論理名はクラスタ単位で使用できません。

• メールボックス名。メールボックス・デバイスはノードにローカルであるた
め，クラスタ単位では使用できません。

• SYS$NODEと SYS$NODE_FULLNAMEは LNM$SYSTEM_TABLEに登録
しなければならず，ノード固有です。

• LMF$LICENSE_TABLE。
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2. LNM$SYSTEMの定義は変更しないでください。

LNM$SYSTEMは現在， LNM$SYSTEM_TABLE， LNM$SYSCLUSTER_
TABLEとして定義されています。この 2つのテーブルの順序を逆にしないでくだ
さい。順序を入れ替えると，/SYSTEM修飾子を使用して作成された名前または
LNM$SYSTEMに登録されている名前が LNM$SYSCLUSTER_TABLEに登録
され，クラスタ単位で使用されるようになります。この結果，さまざまなシステ
ム障害が発生します。たとえば，MOUNT/SYSTEMコマンドはマウントされて
いるボリュームに対してクラスタワイド論理名を作成しようとしますが，その結
果，エラーが発生します。

3. LNM$SYSTEMの内容は LNM$SYSTEMに保存しておいてください。

LNM$SYSTEMに登録されている論理名を LNM$SYSCLUSTERにマージしな
いでください。 LNM$SYSTEMに登録されている多くのシステム論理名にはシス
テム・ルートが含まれており，ノード固有のデバイスまたはノード固有のディレ
クトリのどちらか一方，またはその両方が含まれています。

4. サイトで使用されている論理名の命名規則に従ってください。

混乱を招く名前や競合する名前を避けるために，システム固有の論理名に対して 1
つの命名規則を設定し，クラスタワイド論理名に対して別の命名規則を設定しま
す。

5. 自分のサイトの論理名にドル記号 ($)を使用しないようにします。これは，
OpenVMSソフトウェアで名前にドル記号が使用されるからです。

6. クラスタワイド論理名データベースに一貫性がない場合，クラスタワイド論理名
操作がストールされることを認識してください。

システムのクラスタワイド論理名データベースが完全に初期化されていない場
合，システムの初期化時にこのような現象が発生することがあります。また，ク
ラスタ・サーバ・プロセスがクラスタワイド論理名データベースの更新を完了し
ていない場合や，ノードがクラスタに追加されたり，クラスタから削除された後
の再同期化でこのような状況が発生することもあります。再びデータベースの整
合性が確立されたら，クラスタワイド論理名操作の処理はただちに再開されま
す。

5.4.7 アプリケーションでのクラスタワイド論理名の使用

$TRNLNMシステム・サービスと$GETSYIシステム・サービスは，クラスタワイド
論理名固有の属性を提供します。ここでは，これらの属性について説明します。ま
た，クラスタワイド・テーブルの作成に関連する部分では，$CRELNTの使い方に
ついても説明します。アプリケーションでの論理名の使用の詳細については，『HP
OpenVMS Programming Concepts Manual』を参照してください。
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5.4.7.1 $TRNLNMシステム・サービスのクラスタワイド属性

$TRNLNMシステム・サービスでは，以下の 2つのクラスタワイド属性が提供され
ます。

• LNM$V_CLUSTERWIDE

• LNM$M_INTERLOCKED

クラスタワイド論理名に対して LNM$_ATTRIBUTESアイテムを求めると，
LNM$V_CLUSTERWIDEが出力属性としてアイテム・リストに返されます。

LNM$M_INTERLOCKEDは，attr引数ビットであり，このビットをセットしておく
と，現在処理中のクラスタワイド論理名の変更が完了してから，名前が変換されるよ
うになります。デフォルト設定では， LNM$M_INTERLOCKEDはセットされませ
ん。アプリケーションでクラスタワイド論理名の最新の定義を使用する必要がある場
合は，変換を要求する際にこの属性を指定することで，処理中のすべての変更が完了
するまで，変換をストールさせることができます。

シングル・システムで，あるプロセスが論理名データベースの共用可能部分を変更す
ると，その変更はそのノードの他のプロセスからただちに確認できます。さらに，変
更がまだ完了していない場合は，他のプロセスは共用可能論理名を変換したり，変更
することができません。

一方，あるプロセスがクラスタワイド論理名データベースを変更すると，その変更は
そのノードではただちに確認できますが，変更が他のノードに伝達されるまでには少
し時間がかかります。デフォルト設定では，クラスタワイド論理名の変換はストール
されません。したがって，異なるノードのプロセスが 1つの論理名を変換し，変更が
まだ完了していないときに，異なる等価名を取得する可能性があります。

LNM$M_INTERLOCKEDを使用すると，アプリケーションでクラスタワイド論理
名の最新の定義を必ず受け取ることができるようになります。

5.4.7.2 $GETSYIシステム・サービスのクラスタワイド属性

$GETSYIシステム・サービスに，クラスタワイド属性 SYI$_CWLOGICALSが追
加されました。 SYI$_CWLOGICALSを指定すると，$GETSYIは，クラスタワイ
ド論理名データベースが CPU上で初期化されているときは 1，初期化されていない
ときは 0を返します。この値は論理値 (1または 0)であるため，アイテム記述子のバ
ッファ長フィールドは 1 (バイト)でなければなりません。非クラスタ・システムで
は，SYI$_CWLOGICALSの値は常に 0です。

5.4.7.3 $CRELNTシステム・サービスによるクラスタワイド・テーブルの作成

$CRELNTを使用してクラスタワイド・テーブルを作成する場合は，テーブル名を指
定しなければなりません。OpenVMSでは，クラスタワイド・テーブルに対してデフ
ォルト名が与えられません。これは，デフォルト名を使用すると， SYSPRV特権を
持たないプロセスが共用可能テーブルを作成することができるからです。
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5.4.8 クラスタワイド論理名の定義およびアクセス

ブート・ノードでクラスタワイド論理名データベースを初期化するには，他のノード
にメッセージを送信し，データベースの内容を含む CLUSTER_SERVERプロセスの
応答メッセージが必要です。ブート・ノードにある CLUSTER_SERVERプロセス
は，等価な名前とテーブルを作成するために，システム・サービスを呼び出します。
この初期化にかかる時間は，クラスタワイド論理名データベースのサイズや，クラス
タ・インターコネクトのスピード，そして応答ノードの CLUSTER_SERVERプロセ
スの応答性などの状況によって変わります。

ブート・ノードにあるクラスタワイド論理名データベースのコピーが，その他のクラ
スタにある論理名データベースと同じになるまでに，ブート・ノードでクラスタ単
位名またはテーブルを作成または削除しようとすると，気づかないうちにストール
されます。デフォルトでは変換はストールされないため，データベースが一致する
前にクラスタ単位名を変換しようとすると，タイミングによって失敗したり，成功
したりします。データベースが一致するまで変換をストールするようにするには，
F$TRNLNM CASE引数を INTERLOCKEDに指定します。

5.4.8.1 SYSTARTUP_VMS.COM内でのクラスタワイド論理名の定義

一般に，システム管理者は SYLOGICALS.COMコマンド・プロシージャを編集
して，システム・スタートアップ時に有効になるサイト固有の論理名を定義しま
す。しかし，クラスタワイド論理名を定義する場合，第 5.4.8.2項にある論理名以
外は，できるだけ SYSTARTUP_VMS.COMコマンド・プロシージャ内で定義す
ることをお勧めします。クラスタワイド論理名を SYSTARTUP_VMS.COM内で
定義することをお勧めするのは， SYSTARTUP_VMS.COMがブート・プロセスで
SYLOGICALS.COMよりずっと後の段階で実行されるからです。

OpenVMSスタートアップは， CLUSTER_SERVERプロセスなどの作成したプロ
セスによるアクションを除けば，単一の流れで同期がとれています。 CLUSTER_
SERVERはスタートアップ時の初期の段階に作成されますが， SYLOGICALS.COM
実行時では，ブート・ノードのクラスタワイド論理名データベースのコピーの初期化
が完了していないことがあります。このような場合， SYLOGICALS.COMにあるク
ラスタ単位の定義によりスタートアップがストールされ，システムが運用開始するま
での時間が余計にかかります。

OpenVMSでは， SYSTARTUP_VMS.COMが実行される前にクラスタワイド・デー
タベースを初期化してしまうようにしています。

5.4.8.2 SYLOGICALS.COM内での特定の論理名の定義

LMF$LICENSE，NET$PROXY， VMS$OBJECTSなど，特定の論理名を有効
にするには， SYSTARTUP_VMS.COMを起動するよりも前に，スタートアップ
の初期の段階でこれらの論理名を定義する必要があります。このような論理名の
ほとんどは， SYLOGICALS.COMに定義しますが， VMS$OBJECTSは例外で
SYSECURITY.COMで定義し，それ以外の名前は SYCONFIG.COMで定義します。
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名前をクラスタワイド論理名として定義するには， SYSTARTUP_VMS.COMで
これらの名前を定義することをお勧めしていますが， SYLOGICALS.COMと
SYSECURITY.COMにも同様な作業を行う必要があります。この作業を行うと，ス
タートアップの時間がかかる可能性がありますので注意してください。

代わりに，従来の方法で，すべてのノードで名前をシステム・ワイド論理名として同
一の定義を用いて定義することもできます。

5.4.8.3 スタートアップ・コマンド・プロシージャで条件付き定義を使用

すべてのクラスタ・ノードに共通なスタートアップ・コマンド・プロシージャ部分で
クラスタワイド論理名を定義する場合は，条件付き定義を使用するようにしてくださ
い。たとえば次のようになります。

$ IF F$TRNLNM("CLUSTER_APPS") .EQS. "" THEN -
_$ DEFINE/TABLE=LNM$SYSCLUSTER/EXEC CLUSTER_APPS -
_$ $1$DKA500:[COMMON_APPS]

条件付き定義を使用すると，意図に反した定義が行われるのを防止できます。たとえ
ば，システム管理者が SYSTARTUP_VMS.COMにも定義されている名前を再定義
し，新しい定義が一時的なものであるために， SYSTARTUP_VMS.COMを変更しな
かったとします。新しいノードがクラスタに参加すると，そのノードは最初にその新
しい定義を受け取ります。しかし，新しいノードが SYSTARTUP_VMS.COMを実行
すると，そのノード自体も含めて，クラスタ内のすべてのノードは元の値に戻されて
しまいます。

条件付き定義を SYLOGICALS.COMまたは SYSECURITY.COMに含める場合，
F$TRNLNM CASE引数を INTERLOCKEDに指定し，変換が完了する前にクラス
タワイド論理名の初期化が完了しているようにします。この引数指定と条件付き定義
の例を以下に示します。

$ IF F$TRNLNM("CLUSTER_APPS",,,,"INTERLOCKED") .EQS. "" THEN -
_$ DEFINE/TABLE=LNM$SYSCLUSTER/EXEC CLUSTER_APPS -
_$ $1$DKA500:[COMMON_APPS]

注意

F$GETSYI ("CWLOGICALS")は，クラスタに接続されていないシステムでは
常に FALSEを返します。クラスタ環境と非クラスタ環境の両方で動作するよ
うに設計されているプロシージャでは，最初に現在の環境がクラスタ環境で
あるかどうか判断し，クラスタ環境の場合は，クラスタワイド論理名が初期
化されるかどうかを判断しなければなりません。
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5.4.9 クラスタワイド論理名の表示

OpenVMS Version 8.2でDCLコマンド SHOW LOGICALに/CLUSTER修飾子が追
加されています。 SHOW LOGICAL/CLUSTERコマンドを実行した場合，次の例の
ようにすべてのクラスタワイド論理名が表示されます。

$ SHOW LOGICAL/CLUSTER

(LNM$CLUSTER_TABLE)

(LNM$SYSCLUSTER_TABLE)

"MSCPMOUNT$_AMALFI_LAST" = "2005-10-10 14:25:03.74"
"MSCPMOUNT$_AMALFI_LOGINTIM" = " 8-OCT-2005 01:02:22.17"
"MSCPMOUNT$_AMALFI_NEXT" = "2005-10-10 14:40:03.74"
"MSCPMOUNT$_AMALFI_PID" = "26200462"
.
.
.
"MSCPMOUNT$_ETNA_LAST" = "2005-10-10 14:25:18.78"
"MSCPMOUNT$_ETNA_LOGINTIM" = " 8-OCT-2005 07:44:37.89"
"MSCPMOUNT$_ETNA_NEXT" = "2005-10-10 14:40:18.79"
"MSCPMOUNT$_ETNA_PID" = "26A0044E"
.
.
.
"MSCPMOUNT$_MILAN_LAST" = "2005-10-10 14:25:19.64"
"MSCPMOUNT$_MILAN_LOGINTIM" = " 8-OCT-2005 07:22:08.05"
"MSCPMOUNT$_MILAN_NEXT" = "2005-10-10 14:40:19.64"
"MSCPMOUNT$_MILAN_PID" = "26600458"
.
.
.
"MSCPMOUNT$_ORVIET_LAST" = "2005-10-10 14:29:25.94"
"MSCPMOUNT$_ORVIET_LOGINTIM" = "30-SEP-2005 09:38:27.38"
"MSCPMOUNT$_ORVIET_NEXT" = "2005-10-10 14:44:26.61"
"MSCPMOUNT$_ORVIET_PID" = "25600139"
.
.
.
"MSCPMOUNT$_TURIN_LAST" = "2005-10-10 14:39:59.59"
"MSCPMOUNT$_TURIN_LOGINTIM" = "10-OCT-2005 09:22:48.46"
"MSCPMOUNT$_TURIN_NEXT" = "2005-10-10 14:54:59.59"
"MSCPMOUNT$_TURIN_PID" = "2760012C"
"PREPOPULATE_NEXT_STREAM$IGNORE_BUILD_MASTER_944" = "1"

(CLU$ICC_ORBS_AMALFI)

"ICC$ORB_ICC$PID_26200450_U" = "T"
= "M\.v....k...............　..　..　..　....AMALFI::ICC$PID_26200450_U....."

"ICC$ORB_REG$SERVER_E" = "T"
= "p.O<....e...............　..　..　..　....AMALFI::REG$SERVER_E044........"

"ICC$ORB_REG$SERVER_K" = "T"
= "p.O<....e...............　..　..　..　....AMALFI::REG$SERVER_K044........"

"ICC$ORB_REG$SERVER_U" = "T"
= "p.O<....e...............　..　..　..　....AMALFI::REG$SERVER_U044........"
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(CLU$ICC_ORBS_ETNA)

(CLU$ICC_ORBS_MILAN)

(CLU$ICC_ORBS_ORVIET)

"ICC$ORB_ICC$PID_26000450_U" = "T"
= "VQ.p....k...............　..　..　..　....ETNA::ICC$PID_26000450_U......."

(CLU$ICC_ORBS_TURIN)

.

.

.
(ICC$REGISTRY_TABLE)

5.5 スタートアップ・コマンド・プロシージャの調整

コンピュータがブートされた直後に，サイトに依存しないコマンド・プロシージャ
SYS$SYSTEM:STARTUP.COMが実行されてシステムが起動され，一連のスタート
アップ・イベントが制御されます。 STARTUP.COMプロシージャは，クラスタ固有
およびノード固有のタスクを実行するその他の多くのスタートアップ・コマンド・プ
ロシージャを呼び出します。

ここでは，適切なクラスタ固有スタートアップ・コマンド・プロシージャや他のシス
テム・ファイルを設定することによって，他のコンピュータをクラスタに追加する前
に，最初にインストールしたコンピュータでOpenVMS Clusterオペレーティング環
境を準備する方法について説明します。

関連項目: スタートアップ・コマンド・プロシージャの詳細については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』も参照してください。

5.5.1 OpenVMSスタートアップ・プロシージャ

OpenVMSオペレーティング・システムには，複数のスタートアップ・コマンド・プ
ロシージャが添付されています。 SYS$SYSTEM:STARTUP.COMコマンド・プロシ
ージャは，OpenVMSがブートされた直後に実行され，以下の表に説明するサイト固
有のスタートアップ・コマンド・プロシージャを起動します。

プロシージャ名 起動元 機能

SYS$MANAGER:
SYPAGSWPFILES.COM

SYS$SYSTEM:
STARTUP.COM

ページ・ファイルとスワップ・ファイル (自動的にインストールされ
るプライマリ・ページ・ファイルとプライマリ・スワップ・ファイ
ル以外のファイル)をインストールするためにコマンドを追加するフ
ァイル。

SYS$MANAGER:
SYCONFIG.COM

SYS$SYSTEM:
STARTUP.COM

特殊デバイスを接続し，デバイス I/Oドライバをロードする。

SYS$MANAGER:
SYSECURITY.COM

SYS$SYSTEM:
STARTUP.COM

セキュリティ監査サーバを起動する前に，セキュリティ監査ファイ
ルとセキュリティ・アーカイブ・ファイルの場所を定義する。
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プロシージャ名 起動元 機能

SYS$MANAGER:
SYLOGICALS.COM

SYS$SYSTEM:
STARTUP.COM

システムワイド論理名を作成し，システム・コンポーネントをエグ
ゼクティブ・モードの論理名として定義する (クラスタワイド論理名
は SYSTARTUP_VMS.COMに定義しなければならない)。クラスタ
共通ディスクはこのプロシージャの最後でマウントできる。

SYS$MANAGER:
SYSTARTUP_VMS.COM

SYS$SYSTEM:
STARTUP.COM

以下の多くのスタートアップ機能とログイン機能を実行する。

• システム・ディスクを除き，他のすべてのボリュームをマウン
トする。

• デバイスの属性を設定する。

• クラスタワイド論理名を定義する。

• バッチ・キューとプリント・キューを初期化し，起動する。

• イメージをインストールする。

• レイヤード製品を起動する。

• DECnetソフトウェアを起動する。

• 最新のシステム障害を分析する。

• 古いオペレータ・ログ・ファイルを消去する。

• LATネットワークを起動する (使用する場合)。

• 会話型ユーザの最大数を定義する。

• システムが起動され，稼動していることを通知する。

• ユーザがログインすることを許可する。

ディレクトリ SYS$COMMON:[SYSMGR]には，編集可能な各コマンド・プロシージ
ャのテンプレート・ファイルが格納されています。システムのスタートアップおよび
ログイン属性のカスタマイズの例として，コマンド・プロシージャ・テンプレート
(SYS$COMMON:[SYSMGR]*.TEMPLATE)を利用すると便利です。

5.5.2 スタートアップ・プロシージャの作成

OpenVMS Cluster共用環境を準備する場合，最初に SYSTARTUP_VMSコマンド・
プロシージャを作成します。各コンピュータは，スタートアップ時にこのプロシージ
ャを実行して，オペレーティング環境を定義します。

SYSTARTUP_VMS.COMプロシージャは以下の方法で準備します。
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手順 操作

1 各コンピュータの SYS$SPECIFIC:[SYSMGR]ディレクトリで， SYSTARTUP_
VMS.TEMPLATEファイルを編集して，以下のように SYSTARTUP_VMS.COMプロシ
ージャを設定する。

• 以下のようなコンピュータ固有のスタートアップ機能を実行する。

デュアル・ポート・ディスクとローカル・ディスクの設定

デバイス・ドライバのロード

ローカル・ターミナルとターミナル・サーバ・アクセスの設定

• 共通スタートアップ・プロシージャの起動 (この後の説明を参照)

2 すべてのコンピュータに共通のスタートアップ・コマンドを格納した共通コマンド・プロシ
ージャを作成する。共通プロシージャには以下のコマンドを格納できる。

• イメージのインストール

• 論理名の定義

• キューの設定

• 物理的にアクセス可能なマス・ストレージ・デバイスの設定とマウント

• 他の共通のスタートアップ機能の実行

注意: これらのコマンドは，共通プロシージャから起動される個々のコマンド・プ
ロシージャに格納することもできる。たとえば， SYS$EXAMPLESディレクトリの
MSCPMOUNT.COMファイルは，クラスタ・ディスクをマウントするために通常使用さ
れるコマンドを格納した共通コマンド・プロシージャの例である。この例には，プロシージ
ャの各フェーズを説明するコメントが含まれている。

3 共通プロシージャを共通システム・ディスクまたは他のクラスタ・アクセス可能ディスクの
SYS$COMMON:[SYSMGR]ディレクトリに格納する。

重要: 共通プロシージャは通常，共通システム・ディスクの SYS$COMMON:[SYSMGR]デ
ィレクトリに格納されるが，クラスタ全体でアクセス可能で，プロシージャの起動時にマウ
ントされているディスクであれば，どのディスクにでも格納できる。各コンピュータに対し
て共通プロシージャのコピーを作成する場合，変更時に必ず各コピーを更新することを忘れ
ないようにしなければならない。

5.5.3 既存のプロシージャの組み合わせ

既存のコンピュータの組み合わせで構築されるOpenVMS Clusterシステムのスター
トアップ・プロシージャを作成するには，コンピュータ固有の SYSTARTUP_VMS
プロシージャと共通スタートアップ・コマンド・プロシージャの両方を各コンピュー
タで比較し，必要な調整を行わなければなりません。たとえば，各コンピュータのプ
ロシージャを比較し，同じ論理名を定義するコマンドを共通の SYSTARTUP_VMS
コマンド・プロシージャに指定することができます。

共通のプロシージャに指定するコマンドを選択した後，OpenVMS Clusterコンピュ
ータのいずれかで共通プロシージャを作成することができます。
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5.5.4 複数のスタートアップ・プロシージャの使用

多重環境クラスタを定義するには， 1つ以上のシステム・ファイルのコンピュータ固
有のバージョンを設定します。たとえば，URANUSで通常より大きなワーキング・
セット・クォータを割り当てる場合は， SYSUAF.DATのコンピュータ固有のバージ
ョンを作成し，そのファイルをシステムのルート・ディレクトリに格納します。その
ディレクトリは共通システム・ディスクのURANUSのルート，またはURANUSで
設定した個々のシステム・ディスクに格納できます。

多重環境OpenVMS Clusterの SYSTARTUPコマンド・ファイルおよび SYLOGIN
コマンド・ファイルを作成するには，以下の操作を実行します。

手順 操作

1 コンピュータ固有の論理名やシンボルを定義するコマンドなど，コンピュータ固有の設定に
しておく要素を SYSTARTUP_VMS.COMに指定する。

2 これらのファイルを各コンピュータの SYS$SPECIFICルートに格納する。

例: JUPITR， SATURN， PLUTOというコンピュータで構成される 3メンバ・クラ
スタについて考えてみましょう。 JUPITRと SATURNのタイムシェアリング環境は
同じです。しかし， PLUTOでは特定のユーザ・グループ用のアプリケーションが実
行されます。このクラスタでは， JUPITRと SATURNに対しては，これらのコンピ
ュータで同一の環境を定義する共通の SYSTARTUP_VMSコマンド・プロシージャ
を作成できます。しかし， PLUTOのコマンド・プロシージャは異なります。このコ
マンド・プロシージャには， PLUTOの特別なアプリケーション環境を定義するため
のコマンドを指定しなければなりません。

5.6 OpenVMS Clusterシステムのセキュリティの提供

OpenVMSセキュリティ・サブシステムは，すべての登録情報とプロジェクト・セキ
ュリティ・プロファイルがクラスタ内のすべてのノードで一貫性のあるものであるこ
とを保証します。OpenVMSオペレーティング・システムでは，個別のクラスタ・メ
ンバで異なるセキュリティ・ドメインをサポートするのに必要な分離レベルを適用で
きないため，複数のセキュリティ・ドメインはサポートされません。

5.6.1 セキュリティ・チェック

OpenVMS Clusterシステムでは，セキュリティ・チェックの結果，クラスタ内のど
のノードからも同じ応答が返されるように保証するアクセス制御を調整するために，
個々のノードで共通の登録情報が使用されます。OpenVMSオペレーティング・シス
テムは以下の方法で基本的な保護レベルを提供します。

• 登録されているユーザは，OpenVMS Clusterのどのメンバでもプロセスを実行
できます。
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• プロセスは登録ユーザの代わりに，クラスタ・オブジェクトへのアクセスを要求
します。

• 調整ノードは，共通登録データベースのコピーと，アクセスされるオブジェクト
のセキュリティ・プロファイルを比較することで，結果を判断します。

OpenVMSオペレーティング・システムは，ファイルの保護とキューの保護に関して
同じ方式を提供し，デバイス，ボリューム，ロック・リソース・ドメインなど，クラ
スタで確認できる他のすべてのオブジェクトを統合します。

OpenVMSバージョン 7.3からは，あらゆるタイプの不正侵入に対する保護をクラス
タ全体に拡張し，クラスタ単位侵入検出機能を提供します。各個別システムの侵入デ
ータおよび情報は，クラスタ全体を保護するために統合されます。バージョン 7.3以
前では，システムは個別に保護されていました。

SECURITY_POLICYシステム・パラメータは，各システムでローカル侵入データベ
ースまたはクラスタ単位侵入データベースのいずれかを管理するように制御します。
デフォルト設定はクラスタワイド・データベースであり，この設定を使用しているす
べてのクラスタ・メンバに対する未許可の侵入の試みと，侵入イベントの状態がすべ
て記録されます。クラスタ単位侵入データベースを使用しているクラスタ・メンバ
は，クラスタ・メンバが攻撃を受けている場合，または侵入イベントが記録されたか
どうかを知ることができます。 1つのシステムに記録されたイベントにより，そのク
ラスタにある別のシステムではアクションが制限されます (たとえば，ログインを試
みたユーザはよりきびしく監視され，制限時間内のログイン試行回数が制限されま
す。制限時間または制限回数を超えた場合は，そのユーザはログインすることができ
ません)。

OpenVMS Clusterシステムを設定するときのクラスタ・マネージャの動作は，シス
テムのセキュリティ操作に影響を与える可能性があります。この後の説明を参照すれ
ば，OpenVMS Clusterのセキュリティ管理を容易に行うことができます。

シングル・セキュリティ・ドメインを確保するための最も簡単な方法は，OpenVMS
Clusterシステムのどこからでもアクセス可能な 1つ以上のディスクに，以下の各フ
ァイルのコピーを 1つずつ格納しておく方法です。複数のシステム・ディスクを使用
するようにクラスタが構成されている場合は，システム論理名 (第 5.8節を参照)を使
用することで，各ファイルのコピーが 1つしか存在しないことを確認できます。

OpenVMSセキュリティ・ドメインは，以下のファイルに格納されているデータによ
って制御されます。

SYS$MANAGER:VMS$AUDIT_SERVER.DAT
SYS$SYSTEM:NETOBJECT.DAT
SYS$SYSTEM:NETPROXY.DAT
TCPIP$PROXY.DAT
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DAT
SYS$SYSTEM:QMAN$MASTER.DAT
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SYS$SYSTEM:RIGHTSLIST.DAT
SYS$SYSTEM:SYSALF.DAT
SYS$SYSTEM:SYSUAF.DAT
SYS$SYSTEM:SYSUAFALT.DAT
SYS$SYSTEM:VMS$PASSWORD_HISTORY.DATA
SYS$SYSTEM:VMSMAIL_PROFILE.DATA
SYS$LIBRARY:VMS$PASSWORD_DICTIONARY.DATA
SYS$LIBRARY:VMS$PASSWORD_POLICY.EXE

注意: 共用ファイルを使用することだけが，シングル・セキュリティ・ドメインを実
現するための方法ではありません。クラスタ内の複数のノードで，これらの 1つ以
上のファイルのコピーを複数使用しなければならないこともあります。たとえば，
Alphaノードでは，システム固有の利用者登録ファイル (SYSUAF)を導入して，異な
るノード間で異なるメモリ管理ワーキング・セット・クォータを設定することができ
ます。クラスタ内の各ノードから使用できるセキュリティ情報が同一である限り，こ
のような構成は完全にサポートされます。

5.6.2 OpenVMS Clusterのセキュリティに関連するファイル

表 5–3では，シングル・セキュリティ・ドメインが確実に存在するように，すべての
クラスタ・メンバ間で共通でなければならないセキュリティ関連ファイルについて説
明しています。

注意:

• これらのファイルの一部は，要求された場合にだけ作成されるもので，すべての
構成に存在するわけではありません。

• ファイルはすべてのノードに存在するか，すべてのノードに存在しないかのどち
らかです。

• あるノードで必須ファイルが作成されると，そのファイルはただちにクラスタの
他のすべてのノードで作成するか，または共通に参照されなければなりません。

以下の表では，表 5–3でファイルに対して使用しているキーワードを説明していま
す。

表のキーワード 意味

必須 シングル・セキュリティ環境が存在することを保証するために，すべてのクラス
タ・メンバで共通にしておかなければならないデータがファイルに格納されている
ことを示す。

推奨 サイト・セキュリティ管理者またはシステム管理者の裁量で共通に設定することが
できるデータがファイルに格納されていることを示す。しかし，推奨ファイルも同
期をとっておくことが望ましい。

共用環境の準備 5–23



共用環境の準備
5.6 OpenVMS Clusterシステムのセキュリティの提供

表 5–3 セキュリティ・ファイル

ファイル名 内容

CLUSTER_AUTHORIZE.DAT クラスタ登録ファイル SYS$COMMON:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DAT
には無秩序な形態でクラスタ・グループ番号とクラスタ・パスワードが含まれる。
CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイルは SYSPRV特権を持つユーザのみアクセス可
能。

PE$IP_CONFIG.DAT
[推奨]

IPユニキャストを使用する Cluster over IP構成のために，リモート・ノード IPアドレ
スは SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルの既存のクラスタ・メンバ・ファイ
ルに存在するべきである。異なる IPマルチキャスト・ドメインにあるリモート・ノード
は， IPユニキャスト・メッセージング技術を使用してクラスタに参加することができ
る。

VMS$AUDIT_SERVER.DAT
[推奨]

セキュリティ監査に関連する情報。たとえば，有効に設定されているセキュリティ監査
イベントの一覧や，システム・セキュリティ監査ジャーナル・ファイルの宛先が格納さ
れている。このファイルのコピーが複数存在する場合は， SET AUDITコマンドを実行
した後，すべてのコピーを更新しなければならない。

OpenVMS Clusterシステム管理者は，セキュリティ監査ジャーナル・ファイルに割り当
てられている名前が次の場所として解釈されるようにしなければならない。

SYS$COMMON:[SYSMGR]SECURITY.AUDIT$JOURNAL
規則: 監査ジャーナル・ファイルをシステム・ディスク以外の場所に移動しなければな
らない場合 (または複数のシステム・ディスクを使用している場合)，クラスタ内のすべ
てのノードで同じように監査ジャーナルをリダイレクトしなければならない。コマン
ドSET AUDIT/JOURNAL=SECURITY/DESTINATION= file-nameを使用し，クラスタ
全体で同じファイルに解釈されるファイル名を指定する。

変更は，監査サーバ・データベースSYS$MANAGER:VMS$AUDIT_SERVER.DATで自
動的に行われる。このデータベースはまた，どのイベントが有効に設定されるのか，お
よび監査システムによるリソースの使用の監視方法を識別し，システムがリブートされ
るたびに，監査システムの設定を復元する。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，監査ドメインが分
割される可能性がある。

関連項目: 詳細については，『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照。

NETOBJECT.DAT
[必須]

DECnetオブジェクト・データベース。たとえば，既知の DECnetサーバ・アカウン
トとパスワードの一覧がこのファイルに格納される。このファイルのコピーが複数存在
する場合は， NCPコマンド SET OBJECTまたは DEFINE OBJECTを使用するたび
に，すべてのコピーを更新しなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，何の説明もなくネ
ットワーク・ログイン障害が発生したり，不正なネットワーク・アクセスが実行される
可能性がある。シングル・コピーの管理の詳細については，第 5.8.1項を参照。

関連項目: 対応する NCLコマンドの説明については， DECnet-Plusのマニュアルを参
照。

(次ページに続く)
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表 5–3 (続き) セキュリティ・ファイル

ファイル名 内容

NETPROXY.DATおよび
NET$PROXY.DAT
[必須]

ネットワーク・プロキシ・データベース。 OpenVMS Authorizeユーティリティで管理
される。このファイルのコピーが複数存在する場合は， UAFプロキシ・コマンドを実行
した後，すべてのコピーを更新しなければならない。

注意: NET$PROXY.DATファイルと NETPROXY.DATファイルは同じファイルであ
る。 NET$PROXY.DATは DECnet-Plus用のファイルであり， NETPROXY.DATは
DECnet for OpenVMS用のファイルである。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，何の説明もなくネ
ットワーク・ログイン障害が発生したり，不正なネットワーク・アクセスが実行される
可能性がある。シングル・コピーの管理の詳細については，第 5.8.1項を参照。

関連項目: 複数の NETPROXY.DATファイルと RIGHTSLIST.DATファイルを調整する
方法については，付録 Bを参照。

TCPIP$PROXY.DAT このデータベースでは，リモートの NFSクライアント・ユーザには， OpenVMS，ロ
ーカルの NFSクライアント・ユーザには UNIX流の識別子を提供し，リモート・プロ
セスにプロキシ・アカウントを提供する。このファイルの詳細については，『TCP/IP
Services for OpenVMS Management』を参照。

QMAN$MASTER.DAT
[必須]

マスタ・キュー・マネージャ・データベース。このファイルには，すべての共用バッ
チ・キューとプリント・キューのセキュリティ情報が格納される。

規則: 2つ以上のノードが共用キュー登録システムに参加する場合は，このファイルの
1つのコピーを共用ディスク上で管理しなければならない。シングル・コピーの管理の詳
細については，第 5.8.1項を参照。

RIGHTSLIST.DAT
[必須]

ライト識別子データベース。このファイルは， OpenVMS Authorizeユーティリティお
よびさまざまなライト識別子システム・サービスで管理される。このファイルのコピー
が複数存在する場合は，識別子または保有者レコードを変更した後，すべてのコピーを
更新しなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，不正なシステム・
アクセスが実行されたり，保護されているオブジェクトに対して不正なアクセスが実行
されることがある。シングル・コピーの管理の詳細については，第 5.8.1項を参照。

関連項目: 複数の NETPROXY.DATファイルと RIGHTSLIST.DATファイルを調整する
方法については，付録 Bを参照。

SYSALF.DAT
[必須]

システムのオートログイン機能データベース。 OpenVMS SYSMANユーティリティに
よって管理される。このファイルのコピーが複数存在する場合は， SYSMAN ALFコマ
ンドを実行した後，すべてのコピーを更新しなければならない。

注意: このファイルはすべての構成に存在するわけではない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，何の説明もなくロ
グイン障害が発生したり，不正なシステム・アクセスが実行されることがある。シング
ル・コピーの管理の詳細については，第 5.8.1項を参照。

(次ページに続く)
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表 5–3 (続き) セキュリティ・ファイル

ファイル名 内容

SYSUAF.DAT
[必須]

システム利用者登録ファイル。このファイルは OpenVMS Authorizeユーティリティで
管理され，$SETUAIシステム・サービスを使用して変更できる。このファイルのコピー
が複数存在する場合は，各ユーザ・レコードに対して SYSUAFおよび関連の$SETUAI
コードの同期をとるようにしなければならない。以下の表は， SYSUAFのフィールドお
よびそれに関連する$SETUAIのアイテム・コードを示している。

内部フィールド名 $SETUAIアイテム・コード

UAF$R_DEF_CLASS UAI$_DEF_CLASS

UAF$Q_DEF_PRIV UAI$_DEF_PRIV

UAF$B_DIALUP_ACCESS_P UAI$_DIALUP_ACCESS_P

UAF$B_DIALUP_ACCESS_S UAI$_DIALUP_ACCESS_S

UAF$B_ENCRYPT UAI$_ENCRYPT

UAF$B_ENCRYPT2 UAI$_ENCRYPT2

UAF$Q_EXPIRATION UAI$_EXPIRATION

UAF$L_FLAGS UAI$_FLAGS

UAF$B_LOCAL_ACCESS_P UAI$_LOCAL_ACCESS_P

UAF$B_LOCAL_ACCESS_S UAI$_LOCAL_ACCESS_S

UAF$B_NETWORK_ACCESS_P UAI$_NETWORK_ACCESS_P

UAF$B_NETWORK_ACCESS_S UAI$_NETWORK_ACCESS_S

UAF$B_PRIME_DAYS UAI$_PRIMEDAYS

UAF$Q_PRIV UAI$_PRIV

UAF$Q_PWD UAI$_PWD

UAF$Q_PWD2 UAI$_PWD2

UAF$Q_PWD_DATE UAI$_PWD_DATE

UAF$Q_PWD2_DATE UAI$_PWD2_DATE

UAF$B_PWD_LENGTH UAI$_PWD_LENGTH

UAF$Q_PWD_LIFETIME UAI$_PWD_LIFETIME

UAF$B_REMOTE_ACCESS_P UAI$_REMOTE_ACCESS_P

UAF$B_REMOTE_ACCESS_S UAI$_REMOTE_ACCESS_S

UAF$R_MAX_CLASS UAI$_MAX_CLASS

UAF$R_MIN_CLASS UAI$_MIN_CLASS

UAF$W_SALT UAI$_SALT

UAF$L_UIC Not applicable

注意: SYSUAFファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，何の説明も
なくログイン障害が発生したり，不正なシステム・アクセスが実行されることがある。
シングル・コピーの管理の詳細については，第 5.8.1項を参照。

関連項目: OpenVMS Clusterで共通の SYSUAF.DAT登録ファイルのさまざまな要素
を作成および管理する方法の詳細については，付録 Bを参照。

(次ページに続く)
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表 5–3 (続き) セキュリティ・ファイル

ファイル名 内容

SYSUAFALT.DAT
[必須]

システム代替利用者登録ファイル。このファイルは SYSUAF.DATのバックアップとし
て機能し， SYSUAFALTシステム・パラメータによって有効に設定される。このファイ
ルのコピーが複数存在する場合は，このファイルの登録レコードを変更した後，すべて
のコピーを更新しなければならない。

注意: このファイルはすべての構成に存在するわけではない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，何の説明もなくロ
グイン障害が発生したり，不正なシステム・アクセスが実行されることがある。

VMS$PASSWORD_
HISTORY.DATA
[推奨]

システム・パスワード履歴データベース。システム・パスワード変更機能によって管理
される。このファイルのコピーが複数存在する場合は，パスワードを変更した後，すべ
てのコピーを更新しなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，システム・パスワ
ード・ポリシーの違反が発生することがある。

VMSMAIL_PROFILE.DATA
[推奨]

システム・メール・データベース。このファイルは OpenVMS Mailユーティリティで管
理され，すべてのシステム・ユーザのメール・プロファイルが格納されている。たとえ
ば，システムで使用されているすべてのメール転送アドレスの一覧がこのファイルに格
納される。このファイルのコピーが複数存在する場合は，メール転送を変更した後，す
べてのコピーを更新しなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，情報が不正に漏洩
される可能性がある。

VMS$PASSWORD_
DICTIONARY.DATA
[推奨]

システム・パスワード辞書。システム・パスワード辞書とは，アカウント・パスワード
として使用することができない英語の単語や文節を登録した一覧である。このファイル
のコピーが複数存在する場合は，サイト固有の単語を追加した後，すべてのコピーを更
新しなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，システム・パスワ
ード・ポリシーの違反が発生することがある。

VMS$PASSWORD_POLICY.EXE
[推奨]

サイト固有のパスワード・フィルタ。サイト・セキュリティ管理者またはシステム管理
者が作成およびインストールする。このファイルのコピーが複数存在する場合は，すべ
てのコピーが同一でなければならない。

注意: このファイルの複数のコピーの同期を正しくとっておかないと，システム・パスワ
ード・ポリシーの違反が発生することがある。

注意: システム管理者はローカル・パスワード・ポリシーを適用するために，このファイ
ルをイメージとして作成できる。これはアーキテクチャ固有のイメージ・ファイルであ
り，アーキテクチャの異なるシステム間で共用することはできない。

5.7 ネットワーク・セキュリティ

ネットワーク・セキュリティは，ネットワーク全体で相互運用性と統一されたセキュ
リティ・アプローチを促進するものでなければなりません。ネットワーク・セキュリ
ティは以下の 3つの分野に大きく分類できます。

• 利用者登録

IPで接続されたクラスタ・システムでは，安全でないWANを経由するクラスタ
通信では確実に暗号化と認証を行うようにしてください。

• OpenVMS Clusterメンバシップの管理
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IPを使用して接続したクラスタ・システムでは，図 5–6に示すようにクラスタ通
信に使用する IPサブネットを安全なゲートウェイを使用して一般のインターネッ
トから分離してください。

図 5–6 クラスタ・トラフィックを保護するための仮想プライベート・ネットワーク
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• セキュリティ監査ログ・ファイルの使用

OpenVMS Clusterシステム管理者は，クラスタ内通信に関して，DECnetソフトウ
ェアを一貫性のある方法で使用しなければなりません。

5.7.1 メカニズム

必要なネットワーク・セキュリティのレベルに応じて，プロトコル暗号化/復号化など
の他のセキュリティ・メカニズムが，クラスタ全体でセキュリティ保護をどのように
促進することができるかを考慮しなければならないことがあります。

関連項目: 『OpenVMSシステム・セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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5.8 システム・ファイルの調整

システム・ファイルを調整するには，以下のガイトラインに従います。

設定するもの 関連項目

新たにインストールされたシ
ステムで構成される共通環境
OpenVMS Cluster

これらのファイルを作成するには，『OpenVMSシステム管理者マ
ニュアル』を参照する。新たにインストールされたオペレーティン
グ・システムのファイルは， DECが提供するアカウントに関するフ
ァイルを除き，空白であるため，調整はほとんど必要ない。

1台以上のコンピュータが，コン
ピュータ固有のファイル使用して
稼動している OpenVMS Cluster

コンピュータ固有のファイルからファイルの共通コピーを作成する
には，付録 Bを参照する。

5.8.1 調整手順

1つの共通システム・ディスクを使用する共通環境クラスタでは，各システム・ファ
イルの共通のコピーを使用し，ファイルは共通システム・ディスク，またはすべての
クラスタ・ノードにマウントされているディスクの SYS$COMMON:[SYSEXE]ディ
レクトリに格納します。この他の操作は不要です。

複数の共通 Integrityシステム・ディスクまたは複数の共通の Alphaシステム・ディ
スクを使用するOpenVMS Clusterシステムにおいて共通ユーザ環境を準備するに
は，これらのディスクに格納されているシステム・ファイルを調整しなければなりま
せん。

規則: 表 5–4で説明する手順には，以下の規則が適用されます。

• 共通リソースを格納しているディスクは， SYLOGICALS.COMプロシージャな
ど，システム・スタートアップ・プロシージャの早い時点でマウントしなければ
なりません。

• OpenVMS Clusterのリブートのたびに，必ずディスクがマウントされるようにし
なければなりません。
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表 5–4 ファイルの調整手順

手順 操作

1 SYSUAF.DATファイルと NETPROXY.DATファイルの場所を判断する。複数のシステム・
ディスクを使用するクラスタでは，システム・ディスクではない 1つのディスクに共通シス
テム・ファイルを格納しておくと，システム管理がはるかに容易になる。

2 SYS$SYSTEM:SYSUAF.DATと SYS$SYSTEM:NETPROXY.DATをシステム・ディスク以
外の場所にコピーする。

3 SYS$SYSTEM:RIGHTSLIST.DATと SYS$SYSTEM:VMSMAIL_PROFILE.DATAを，
SYSUAF.DATおよび NETPROXY.DATと同じディレクトリにコピーする。

4 各システム・ディスクで SYS$COMMON:[SYSMGR]SYLOGICALS.COMファイルを編集
し，クラスタ共通ファイルの場所を指定する論理名を定義する。

例: ファイルが$1$DGA16に格納される場合は，論理名を以下のように定義する。

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC SYSUAF -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]SYSUAF.DAT

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC NETPROXY -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]NETPROXY.DAT

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC RIGHTSLIST -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]RIGHTSLIST.DAT

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC VMSMAIL_PROFILE -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]VMSMAIL_PROFILE.DATA

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC NETNODE_REMOTE -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]NETNODE_REMOTE.DAT

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC NETNODE_UPDATE -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSMGR]NETNODE_UPDATE.COM

$ DEFINE/SYSTEM/EXEC QMAN$MASTER -
$1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]

5 リブートのたびにシステム・ディスクが正しくマウントされるようにするには，以下の操作
を実行する。

1. SYS$EXAMPLES:CLU_MOUNT_DISK.COMファイル
を[VMS$COMMON.SYSMGR]ディレクトリにコピーし，構成に適合するように編
集する。

2. SYLOGICALS.COMを編集し，共用ファイルを格納しているシステム・ディスクをマウ
ントするためのコマンドを，適切なボリューム・ラベルを使用して指定する。

例: システム・ディスクが$1$DGA16の場合は，以下のコマンドを指定する。

$ @SYS$SYSDEVICE:[VMS$COMMON.SYSMGR]CLU_MOUNT_DISK.COM $1$DGA16: volume-
label

6 キューイング・システムを起動する準備ができたら，キューおよびジャーナル・ファイルを
クラスタ全体で利用可能なディスクに移動する。クラスタ共通ディスクに十分な空き領域が
ある場合は，そのディスクが最適である。

以下のコマンドを入力する。

$ START/QUEUE/MANAGER $1$DGA16:[VMS$COMMON.SYSEXE]

5.8.2 ネットワーク・データベース・ファイル

LANおよび複合インターコネクト・クラスタのOpenVMS Clusterシステムでは，
SYS$MANAGER:NETNODE_UPDATE.COMファイルも調整しなければなりませ
ん。このファイルには，サテライトの重要なすべてのネットワーク構成データが格納
されています。NETNODE_UPDATE.COMは，サテライトを追加または削除するた
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びに更新され，サテライトのイーサネットまたは FDDIハードウェア・アドレスを変
更するたびに更新されます。このファイルの詳細については，第 10.4.2項を参照して
ください。

DECnet for OpenVMSソフトウェアを使用して構成されたOpenVMS Clusterシス
テムでは，NETNODE_REMOTE.DATも調整しなければなりません。これはリモー
ト・ノード・ネットワーク・データベースです。

5.9 クラスタのシステム時刻

コンピュータがクラスタに参加すると，クラスタは参加するコンピュータのシステム
時刻をクラスタの現在の時刻に設定しようとします。システム時刻はクラスタの各コ
ンピュータで同じ値になるはずですが，時刻が正しく設定される保証はありません。
また，システム時刻がクラスタ全体で同じ値になるように調整されるわけでもありま
せん (たとえば，クロック速度の異なるコンピュータでは，同じ時刻になるような保
護機能はありません)。

複数のタイム・ゾーンにまたがっているOpenVMS Clusterシステムでは，すべての
ノードで 1つのクラスタ単位の共通時刻を使用しなければなりません。共通時刻を使
用すると，OpenVMS Clusterのすべてのメンバで，統一されたタイムスタンプが使
用されるようになります (たとえば，アプリケーション間やファイル・システム・イ
ンスタンス間で)。

5.9.1 システム時刻の設定

クラスタ全体で時刻を設定するには， SYSMANの CONFIGURATION SET TIME
コマンドを使用します。このコマンドは，すべてのノードの時刻が特定の範囲内に
設定されていない場合，警告を出します。 SET TIMEコマンドの詳細については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。
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OpenVMS Clusterシステムの最も重要な機能の 1つは，複数のシステム間でデバイ
スとファイルをアクセスできるようにする機能です。

従来のコンピューティング環境では， 1台のシステムがストレージ・サブシステムに
直接接続されていました。システムはネットワークを介して他のシステムと接続する
ことができますが，そのシステムがシャットダウンされると，ネットワーク上の他の
システムは，ダウンされたシステムに接続されているディスクや他のデバイスにアク
セスできなくなります。

OpenVMS Clusterシステムでは，ディスクとテープは 1つまたは複数のメンバから
アクセス可能になるように設定できます。したがって， 1台のコンピュータがシャッ
トダウンされても，他のコンピュータはそのデバイスにアクセスできます。

6.1 データ・ファイルの共用

クラスタ・アクセス可能デバイスは，OpenVMS Clusterで重要な役割を果たしま
す。データ・ファイルまたはアプリケーションをクラスタ・アクセス可能デバイスに
格納しておくと，コンピュータは各共通ファイルのシングル・コピーを共用できるよ
うになるからです。データの共用は，以下のサーバ間で可能です。

• Integrityサーバ間

• Integrityサーバと AlphaServerシステム間

• AlphaServerシステム間

さらに，同じOpenVMSクラスタ・システムでサポートされている複数のシステム
は，同時に共用ディスク・ファイルに書き込みを行うことができます。この機能によ
って，OpenVMS Cluster内の複数のシステムが 1つのシステム・ディスクを共用で
き，複数のシステムが同じディスクからブートでき，オペレーティング・システム・
ファイルやユーティリティを共用して，ディスク領域を節約し，システム管理を単純
化することができるのです。

注意: テープの場合，複数のシステムが同時に 1つのテープ・ファイルにアクセスす
ることはできません。
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6.1.1 アクセス方式

ビジネス・ニーズに応じて，特定のデバイスへのアクセスを，そのデバイスに直接
接続されている (ローカルな)コンピュータのユーザに制限しなければならないこと
があります。また，ディスクやテープをサービス対象のデバイスとして設定して，
OpenVMS Cluster内のすべてのコンピュータのどのユーザでも，そのデバイスを割
り振り，利用できるようにすることもできます。

表 6–1は，さまざまなアクセス方式を示しています。

表 6–1 デバイスへのアクセス方式

方式 デバイスへのアクセス 説明 図

ローカル デバイスに直接接続されているコンピュ
ータに制限される。

他のシステムにサービスを提供するよう
に設定できる。

図 6–3

デュアル・ポート 2つの物理ポートのいずれかを使用す
る。各ポートは別々のコントローラに接
続することができる。 1台のコントロー
ラで障害が発生しても，他のコントロー
ラにフェールオーバすることで，デュア
ル・ポート・ディスクは動作を続行でき
る。

いずれかのコントローラが使用可能な限
り，デバイスはクラスタ内のすべてのシ
ステムからアクセスできる。

図 6–1

共用 複数のシステムへの共用インターコネク
トを介してアクセスできる。

共用インターコネクトに接続されていな
いシステムにサービスするように設定で
きる。

図 6–2

サービス MSCPまたは TMSCPサーバ・ソフトウ
ェアがロードされているコンピュータを
通じてアクセスできる。

MSCPおよび TMSCPサービスについて
は，第 6.3節を参照。

図 6–2と
図 6–3

デュアル・パス 複数のパスを通じてアクセスできる。 1つのパスで障害が発生した場合，デバ
イスは他のパスを介してアクセスされ
る。割り当てクラスを使用することが必
要である (パスに依存しない固有の名前を
提供する方法については，第 6.2.1項を
参照)。

図 6–2

注意: 個々のディスクへのパスは，一部のノードからはローカルであり，他のノードからはサービスされるように見えること
がある。

6.1.2 例

ストレージ・サブシステムが特定のシステムに直接接続されている場合は，ホスト・
システムに依存するため，サブシステムの可用性は低下します。このような構成の可
用性を向上するために，OpenVMS Clusterシステムではデュアル・ポート，デュア
ル・パス，MSCPサービス， TMSCPサービスがサポートされています。

図 6–1では，デュアル・ポート構成を示しています。この構成には， 2台のコンピュ
ータにディスクが別々に接続されています。どちらか一方のコンピュータが使用可能
である限り，クラスタ内の他のシステムからディスクにアクセスできます。
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図 6–1 デュアル・ポート・ディスク
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注意: Volume Shadowing for OpenVMSを使用して，ディスクをシャドウイングす
ることができます。デュアル・ポートとシャドウイングによって提供されるシステム
障害からの自動的な回復機能は，ユーザにとって透過的であり，オペレータの介入は
必要ありません。

図 6–2は， FCおよび Ethernetのデュアル・パス構成を示しています。ディスク・
デバイスには，共用 SCSIインターコネクトを通じてアクセス可能です。また， LAN
上のクライアント・ノードは，MSCPサービスを介してディスク・デバイスにアク
セスできます。

規則:デュアルパスのDSAディスクは CPUに直接接続されているため，システム・
ディスクとして使用できません。デバイスは一度に 1つのコントローラにしか接続さ
れないので， 1台のサーバ・ノードだけが，デバイスのローカル接続を使用できま
す。 2番目のサーバ・ノードはMSCP (または TMSCPサーバ)経由でデバイスにア
クセスします。デバイスを現在提供しているコンピュータに障害がある場合，他のコ
ンピュータが障害を検出し，そのデバイスをローカル接続から使用できなくします。
それによって，そのデバイスはクラスタでそのまま使用できます。
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図 6–2 デュアル・パス・ディスク
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デュアル・パス・ディスクまたはデュアル・パス・テープは，以下の条件が満たされ
る場合，クラスタに対してデバイスをサービスする 2台のコンピュータ間でフェール
オーバすることができます。

• 各コンピュータで同じデバイス・コントローラ名が生成され，同じ割り当てクラ
スが指定されていること。この結果，デバイスは両方のシステムで同じ名前を持
つようになります (割り当てクラスについては，第 6.2.1項参照)。

• 2台のコンピュータで，ディスクに対してMSCPサーバを実行しているか，テー
プに対して TMSCPサーバを実行しているか，またはその両方のサーバを実行し
ていること。

注意

これらの要件を満たさないと，データの整合性が損なわれる可能性がありま
す。

図 6–3に示すように，HSGストレージ・デバイスまたはHSVストレージ・デバイ
スは， 2つのストレージ・サブシステム間でデュアル・ポート接続に設定することが
できます。
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図 6–3 クラスタ・アクセス可能デバイスを含む構成
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設計により，HSGおよびHSVディスクとテープは，同じスター・カプラに接続さ
れているOpenVMS Clusterのすべてのノードから直接アクセスできます。したがっ
て，デバイスがデュアル・ポート接続になっている場合，自動的にデュアル・パスに
もなります。 FCによって接続されているコンピュータは，デバイスに接続されてい
るいずれかのサブシステムを通るパスによって，デュアル・ポートHSGデバイスま
たはHSVデバイスにアクセスできます。どららかのサブシステムで障害が発生して
も，アクセスはもう一方のサブシステムにフェールオーバされます。

注意: フェールオーバで使用されるパスを制御するには，特定のパスを介してディス
クへのアクセスが強制的に行われれように，優先パスを指定することができます。優
先パス機能については，第 6.1.3項を参照してください。

FCストレージ・デバイスについての詳細は，『OpenVMS Cluster構成ガイド』の
SCSIと Fibre Channelストレージに対するマルチパス構成に関する章を参照してく
ださい。
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6.1.3 優先パスの指定

RAシリーズ・ディスクやMSCPサーバを介してアクセスされるディスクも含めて，
DSAディスクに対して優先パスの指定がサポートされます (テープの場合，この機能
は使用できません)。優先パスがディスクに対して指定されると，MSCPディスク・
クラス・ドライバは以下の目的でそのパスを使用します。

• DCLコマンドMOUNTを使用して最初にディスクを検索し，そのディスクをオ
ンラインにする処理

• すでにマウントされているディスクをフェールオーバする処理

さらに，マウントされているディスクのフェールオーバを開始して，ディスクを強制
的に優先パスに設定したり，MSCPサーバによってアクセスされるディスクに対し
て負荷バランス情報を使用することができます。

優先パスを指定するには， SET PREFERRED_PATH DCLコマンドを使用する
か，$QIO関数 (IO$_SETPRFPATH)を使用し， P1パラメータにカウント付き
ASCII文字列のアドレス (.ASCIC)を指定します。この文字列は，HSGまたはHSV
のノード名であるか，優先パスとして設定されるOpenVMSシステムのノード名で
す。

規則: ノード名は，ローカル・ノードから認識されるMSCPサーバを稼動している既
存のノードと一致しなければなりません。

関連項目: DCLコマンド SET PREFERRED_PATHの使用方法については，
『OpenVMS DCLディクショナリ: N–Z』を参照してください。

IO$_SETPRFPATH関数の使用方法については，『OpenVMS I/O User’s Reference
Manual』を参照してください。

6.2 OpenVMS Clusterストレージ・デバイスの命名
注意

Fibre Channelデバイスの命名規則については，『OpenVMS Cluster構成ガ
イド』の Fibre Channelに関する章で説明しています。ここでは，その他のす
べてのデバイスの命名規則について説明します。

OpenVMSオペレーティング・システムでは，デバイス名はddcuという形式です。た
だし，

• ddは，デバイスの種類を表す定義済みコードです。

• cは，定義済みコントローラ指定です。

• uは，ユニット番号です。
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SCSIの場合，コントローラ名は，システム構成をもとにOpenVMSで割り当てられ
ます。ユニット番号は， SCSIバス IDとデバイスの論理ユニット番号 (LUN)によっ
て決定されます。

デバイス名はOpenVMS Cluster内で固有の名前でなければならず，クラスタのす
べてのメンバが同じデバイスに対して同じ名前を使用しなければならないため，
OpenVMSでは以下に示すように，デバイス名に接頭辞が追加されます。

• デバイスが 1台のコンピュータに接続されている場合は，デバイス名の先頭にそ
のコンピュータの名前が付加されます。

node$ddcu

ただし，nodeはデバイスが接続されてるシステムの SCSノード名です。

• デバイスが複数のコンピュータに接続されている場合は，デバイス名のノード名
の部分は，以下に示すように，ドル記号と数字 (使い方に応じて，ノード割り当て
クラスまたはポート割り当てクラス)に変更されます。

$allocation-class$ddcu

• SASディスクは， SCSIデバイスと同じデバイス命名規則，すなわちターゲッ
ト LUNによるナンバリングに従います。このため， ID 1で LUN 0の SASタ
ーゲット上のディスクはDKA100というデバイス名になります。 SASテープ
に関しては， Fibre Channelの命名規則，すなわちDGAtxx:が使用されます。
SYSGENパラメータ SAS_NAMINGは，テープで SCSIナンバリングを使用する
のにも利用できます。

6.2.1 割り当てクラス

割り当てクラスの目的は，一意で変化しないデバイス名を提供することです。デ
バイス名は共用デバイス，ファイル，データを一意に識別するために，OpenVMS
Cluster分散ロック・マネージャがOpenVMS機能 (RMSや XQPなど)と組み合わせ
て使用します。

複数のパスを介してストレージ・デバイスにアクセスできるようなOpenVMS
Cluster構成では，割り当てクラスが必要です。割り当てクラスを使用しないと，デ
バイスへのアクセス・パスが変化したときに，ノード名に依存するデバイス名も変化
します。

OpenVMSバージョン 7.1より前のバージョンでは，ノード・ベースの割り当てクラ
スのみがありました。これを割り当てクラスと呼んでいました。OpenVMSバージョ
ン 7.1で， 2番目の種類であるポート割り当てクラスが導入されました。これは単一
のインターコネクトに固有のものであり，そのインターコネクトに接続されているす
べてのデバイスに割り当てられます。ポート割り当てクラスは， SCSIデバイスの名
前付け用に元々設計されました。これらの使用は，デバイス・タイプ (フロッピィ・
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ディスク， PCI RAIDコントローラ・ディスク，および IDEディスク)を追加するた
めに拡張されて使われています。

ポート割り当てクラスを使用するかどうかは任意です。これは，第 6.2.3項に示すよ
うに特定の構成で発生する可能性のある，デバイス名および構成の競合を解決できる
ようになっています。

以前のノード・ベースの割り当てクラスとそれよりも新しいポート割り当てクラスを
区別するために，以前の割り当てクラスにノード割り当てクラスという名前がつけら
れました。

OpenVMSバージョン 7.2よりも前では，同じマルチパス・デバイスに直接アクセス
するノードはすべて，ノード割り当てクラスに対して 0以外の同じ値を使用する必要
がありました。OpenVMSバージョン 7.2でMSCP_SERVE_ALLシステム・パラメ
ータが導入されました。このシステム・パラメータで，すべてのディスクにサービス
するか，またはノード割り当てクラスの異なるものを除外するように設定できます。

注意

SCSIデバイスが複数のホストに接続されていて，ポート割り当てクラスが
使用されていない場合は，同じマルチパス・デバイスに直接アクセスするノ
ードはすべて， 0以外の同じノード割り当てクラスを使用する必要がありま
す。

マルチパスMSCPコントローラにも割り当てクラス・パラメータがあり，接続され
ているノードの割り当てクラスに対応するように設定されます (割り当てクラスが一
致しない場合，ノードに接続されているデバイスをサービスすることができません)。

6.2.2 ノード割り当てクラスの指定

ノード割り当てクラスは，コンピュータ，HSGまたはHSVコントローラに割り当て
ることができます。ノード割り当てクラスは 1～ 255の数値であり，システム管理者
が割り当てます。

ノード割り当てクラスのデフォルト値は 0です。ノード割り当てクラスの値として
0が適切なのは，ローカルのシングル・パス・ディスクをサービスする場合だけで
す。ノード割り当てクラス 0が割り当てられた場合，サービスされるデバイスの名前
は，node-name$device-nameという構文を使用して付けられます。つまり，デバイス
名の接頭辞はノード名になります。

ノード割り当てクラスの値を指定する場合，以下の規則が適用されます。

1. サテライトをサービスする場合，サービスする側のコンピュータとコントローラ
に 0以外の同じノード割り当てクラス値を割り当てなければなりません。
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2. ノード割り当てクラス値が 0以外のコンピュータ上のすべてのクラスタ・アクセ
ス可能デバイスには，クラスタ全体で固有の名前を与えなければなりません。た
とえば， 2台のコンピュータのノード割り当てクラスの値が同一である場合，そ
の 2台のコンピュータの両方にDGA0という名前のローカル・ディスクまたは
MUA0という名前のテープを接続することはできません。この規則はHSGおよ
びHSVサブシステムにも適用されます。

システム管理者は，ディスクとテープのそれぞれにノード割り当てクラスを割り当て
ます。ディスクのノード割り当てクラスとテープのノード割り当てクラスは，同一で
なくてもかまいません。

ノード割り当てクラス名は以下のように作成されます。

$disk-allocation-class$device-name
$tape-allocation-class$device-name

注意

ノード割り当てクラス値およびデバイス・ユニット番号を正しく設定しない
と，データの整合性が侵される可能性があり，ロックの競合が発生して，正
常なクラスタ動作ができなくなることがあります。

図 6–5では， JUPITRコンピュータとNEPTUNコンピュータを通じてデバイ
ス$1$DUA17と$1$MUA12にアクセスするサテライト・ノードを追加しています。
この構成では，デバイスへのアクセス・パスとは無関係に，サテライト・ノードが
統一されたデバイス名を使用することができるように， JUPITRコンピュータと
NEPTUNコンピュータにノード割り当てクラスが必要です。

注意: すべてのサーバ，HSG，HSVサブシステムに対して同じノード割り当てクラ
ス値を使用すれば，通常，システム管理は簡単になります。 1～ 255の数値を任意に
選択できます。しかし，ノード割り当てクラス値を変更するには，クラスタ全体をシ
ャットダウンして，リブートしなければなりません (第 8.6節を参照)。コンピュータ
とコントローラに対して共通のノード割り当てクラスを使用する場合は，すべてのデ
バイスに固有のユニット番号が割り当てられていることを確認してください。

6.2.2.1 コンピュータでのノード割り当てクラス値の割り当て

ノード割り当てクラスは 2種類の方法で割り当てることができます。それは，
CLUSTER_CONFIG.COMまたは CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使用する方法
(第 8.4節を参照)と， AUTOGENを使用する方法 (以下の表を参照)です。
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手順 操作

1 システム・ディスクからブートされる各ノードで，ルート・ディレクト
リ[SYSn.SYSEXE]MODPARAMS.DATを編集する。以下の例では，MODPARAMS.DAT
ファイルを示している。ここに示したエントリは単なる例であり，特定のパラメータの推奨
設定値を示すものではない。

!
! Site-specific AUTOGEN data file. In an OpenVMS Cluster
! where a common system disk is being used, this file
! should reside in SYS$SPECIFIC:[SYSEXE], not a common
! system directory.
!
! Add modifications that you want to make to AUTOGEN’s
! hardware configuration data, system parameter
! calculations, and page, swap, and dump file sizes
! to the bottom of this file.

SCSNODE="NODE01"
SCSSYSTEMID=99999
NISCS_LOAD_PEA0=1
VAXCLUSTER=2
MSCP_LOAD=1
MSCP_SERVE_ALL=1
ALLOCLASS=1
TAPE_ALLOCLASS=1

2 AUTOGENを起動して，システム・パラメータ値を設定する。

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN start-phase end-phase
3 クラスタ全体をシャットダウンして，リブートすることにより，新しい値を有効にする。

6.2.2.2 DSAディスクおよびテープのノード割り当てクラスの例

図 6–4は， 2台のコンピュータ間でデュアル・パス接続されているDSAディスクと
テープを示しています。
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図 6–4 コンピュータ間でデュアル・パス接続されているディスクとテープ

Ethernet

$1$DGA8
URANUS$DGA8
NEPTUN$DGA8

VM-6655-GE

TAPE_ALLOCLASS=1
$1$MUB6

URANUS$MUB6
NEPTUN$MUB6

TAPE_ALLOCLASS=1
ALLOCLASS=1

URANUS NEPTUN

ALLOCLASS=1

ARIEL OBERON

この構成で，以下のことに注意してください。

• URANUSとNEPTUNは，ローカルに接続されているディスクにアクセスする
か，または他のコンピュータのMSCPサーバを通じてディスクにアクセスしま
す。

• サテライト ARIELとOBERONが$1$DGA8にアクセスする場合には，
URANUSまたはNEPTUNを介したパスが作成されます。

• たとえば，URANUSノードがシャットダウンされている場合，サテライトは
NEPTUNを介してデバイスにアクセスできます。URANUSがリブートされる
と，URANUSまたはNEPTUNを介してアクセスできるようになります。

6.2.2.3 複合インターコネクトの場合のノード割り当てクラスの例

図 6–5では，複合インターコネクト・クラスタでデバイス名を指定する典型的な方法
を示しています。この図では，各 FCコンピュータに対して関連するシステム・パラ
メータ値を設定する方法も示しています。
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図 6–5 複合インターコネクト・クラスタでのデバイス名
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Fibre Channel

この構成で，以下のことに注意してください。

• ディスクとテープは， VOYGR1および VOYGR2というHSGまたはHSVサブ
システムにデュアル・パス接続されています。これらのサブシステムはスター・
カプラを介して JUPITR， SATURN，URANUS，NEPTUNに接続されていま
す。

• MSCPサーバと TMSCPサーバは JUPITRとNEPTUNにロードされ (MSCP_
LOAD = 1， TMSCP_LOAD = 1)， ALLOCLASSパラメータと TAPE_
ALLOCLASSパラメータは，これらのコンピュータおよび両方のHSGサブ
システムまたはHSVサブシステムで同じ値 (1)に設定されています。

注意: 最適な可用性のためには， 2台以上の FC接続されたコンピュータがクラスタ
に対して，HSGデバイスまたはHSVデバイスをサービスすべきです。
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6.2.2.4 ノード割り当てクラスと RAID Array 210および 230デバイス

StorageWorks RAID Array 210または 230サブシステムに RAIDデバイスが接続
されている場合， 0以外のノード割り当てクラスを使用すると，クラスタ環境で実
行中にデバイス名の問題が発生することがあります。この場合は， RAIDデバイス
に$n$DRcuという名前が付けられます。ただし，nは (0以外の)ノード割り当てクラ
スであり，cはコントローラ名，uはユニット番号です。

クラスタ内の複数のノードが同じ (0以外の)ノード割り当てクラスを持ち，これらの
ノードに RAIDコントローラが接続されている場合，異なる RAIDデバイスに同じ
名前 (たとえば$1$DRA0)が割り当てられることがあります。このような問題がある
と，データが壊れる可能性があります。

このような問題を防止するには，DR_UNIT_BASEシステム・パラメータを使用し
ます。このパラメータを使用すると，DRデバイスには，指定したDR_UNIT_BASE
値から順に番号が付けられます。たとえば，ノード割り当てクラスが$1，コントロー
ラ名が Aのときに，あるクラスタ・メンバのDR_UNIT_BASEを 10に設定すると，
RAIDコントローラによって生成される最初のデバイス名は$1$DRA10になり，次の
名前は$1$DRA11，その次の名前は$1$DRA12になります。

DRデバイス名が固有の名前になるようにするには，作成されるデバイス番号が重な
り合わないように，各クラスタ・メンバでDR_UNIT_BASEの値を設定します。た
とえば， 3つのクラスタ・メンバでDR_UNIT_BASEの値を 10， 20， 30に設定す
ることができます。各クラスタ・メンバに接続されているデバイスの台数が 10台以
下の場合は，DRデバイス番号は固有の値になります。

6.2.3 ポート割り当てクラスを使用する理由

ノード割り当てクラスが 0以外の値の場合，デバイスが共用インターコネクトで接続
されているかどうかとは無関係に，接続されているすべてのデバイスに対して，ノー
ド割り当てクラスがデバイス名の接頭辞になります。クラスタ内で固有の名前を確保
するには，デバイスがプライベート・バスにある場合でも，ディスク・デバイス名
のddcuの部分 (たとえばDKB0)が割り当てクラスの中で固有の値になるようにしなけ
ればなりません。

DIGITAL Storage Architecture (DSA)デバイスの場合，システム管理者は，固有の
値になるように大きなユニット番号空間から適切な値を選択できるため，この制限は
かなり簡単に回避できます。しかし，コントローラ名とユニット番号の両方をハード
ウェア構成で決定される SCSIのような他のデバイス・タイプの場合は，この制限の
回避はもう少し困難です。

たとえば，図 6–6に示す構成では，各システムにアダプタ名 Aのプライベート SCSI
バスが接続されています。固有の名前を取得するには，ユニット番号が異なる値でな
ければなりません。このため，構成に含むことができるデバイスの最大数は 2つのバ
スで最大 8台になります (1つ以上のバスでワイド・アドレッシングを使用できる場合

クラスタ・ストレージ・デバイス 6–13



クラスタ・ストレージ・デバイス
6.2 OpenVMS Clusterストレージ・デバイスの命名

は 16)。この結果，空の StorageWorksドライブ・ベイが発生し，システムの最大記
憶容量が小さくなってしまいます。

図 6–6 ノード割り当てクラスを使用する SCSIデバイス名
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6.2.3.1 デバイス名での SCSIコントローラ名の制約

SCSIデバイス名の一部は，デバイスにアクセスするときに使用される SCSIコント
ローラによって決定されます (たとえば，DKBnの B)。したがって，各ノードが各デ
バイスに対して同じ名前を使用するようにするには，共用 SCSIバスに接続されてい
るすべての SCSIコントローラで同じOpenVMSデバイス名を使用しなければなりま
せん。図 6–6では，各ホストはコントローラ PKBによって共用 SCSIバスに接続さ
れています。

この要求を満たすには，共用 SCSIバスの構成が難しくなります。これは，システム
管理者が SCSIコントローラ・デバイス名の割り当てに関して，ほとんどあるいはま
ったく制御できなくなるからです。特に， 1台以上のシステムに以下のものが接続さ
れている場合，異なるシステム・タイプでコントローラ名を一致させるのは困難で
す。

• SCSIクラスタでサポートされていない内蔵 SCSIコントローラ

• 一部のコントローラを SCSIクラスタにとって不適切なものとする長い内部ケー
ブル
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6.2.3.2 ポート割り当てクラスによって解除された制約

ポート割り当てクラスには，以下の 2つの利点があります。

• システム管理者は，ノード単位ではなく，ポート固有の割り当てクラス値を指定
できます。

• ポートに 0以外のポート割り当てクラスが割り当てられている場合，そのポート
を通じてアクセスされるデバイスのコントローラ名は常に Aになります。

SCSI， IDE，フロッピィ・ディスクおよび PCI RAIDコントローラ・デバイスの名
前を指定するときに，ポート割り当てクラスを使用すると，第 6.2.2.4項，第 6.2.3
項および第 6.2.3.1項で説明した構成の制約が解除されます。第 6.2.2.4項にある
DR_UNIT_BASEシステム・パラメータを使用する必要はありません。各バスに固有
の割り当てクラス値を与えることができるため，ディスク・デバイス名のddcuの部分
(たとえばDKB0)がすべてのバスで固有の値である必要はなくなります。さらに，デ
バイス名の異なるコントローラを同じバスに接続できるようになります。これは，デ
ィスク・デバイス名がコントローラ名に依存しないようになるためです。

図 6–7は，図 6–6と同じ構成を示していますが， CHUCKという名前のホストと，
左下の SCSIバスに追加ディスクが接続されている点が異なります。この図では，デ
バイス名でポート割り当てクラスが使用されています。共用される SCSIインター
コネクトに対しては，ポート割り当てクラス 116が使用されており，共用されない
SCSIインターコネクトに対しては，ポート割り当てクラス 0が使用されています。
この構成でポート割り当てクラスを使用すれば，以下に示すように，これまで不可能
だったことが可能になります。

• ポートのポート割り当てクラスが同一である限り (この例では 116)，共用 SCSIイ
ンターコネクトに接続されている他のアダプタの名前 (PKB)と異なる名前 (PKA)
を持つアダプタを接続できます。

• コントローラ名と番号が同一 (DKA300)である 2台のディスクを使用できます。
これは，各ディスクが共用されない SCSIインターコネクトに接続されるためで
す。
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図 6–7 ポート割り当てクラスを使用するデバイス名
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6.2.4 ポート割り当てクラスの指定

ポート割り当てクラスは， 1つのインターコネクトに接続されているすべてのポート
に対する指定です。ポート割り当てクラスは，デバイス名でノード割り当てクラスの
代わりに使用されます。

ポート割り当てクラスには，以下の 3種類があります。

• マルチホスト・インターコネクトまたはシングルホスト・インターコネクトに接
続されているデバイスに対しては， 1～ 32767のポート割り当てクラスを使用し
ます。

• シングル・ホスト・インターコネクトに接続されているデバイスに対しては，ポ
ート割り当てクラス 0を使用します。

• ポート割り当てクラスが有効でない場合は，ポート割り当てクラス -1を使用しま
す。

3種類のポート割り当てクラスにはそれぞれの命名規則があります。
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6.2.4.1 マルチホスト・インターコネクトに接続されているデバイスのポート割り当てクラ
ス

マルチホスト・インターコネクトに接続されているデバイスのポート割り当てクラス
には，以下の規則が適用されます。

1. 有効なポート割り当てクラスは 1～ 32767の範囲です。

2. ポート割り当てクラスを使用する場合，デバイス名のコントローラ名は，実際の
コントローラ名とは無関係に，常に Aになります。$GETDVIのアイテム・コー
ドDVI$_DISPLAY_DEVNAMは実際のポート名を表示します。

1台のシステムに複数のDKA100ディスクが接続される可能性があるため，省
略名 (DK100など)ではなく，完全に指定された名前 (たとえば$101$DKA100や
ABLE$DKA100など)を使用することが重要になります。

3. 各ポート割り当てクラスは，クラスタ内で固有の値でなければなりません。

4. ポート割り当てクラスが他のノードのテープまたはディスクのノード割り当てク
ラスの値と重複することは認められません。

5. MSCPがデバイスをサービスする対象となる各ノードには， 0以外の同一の割り
当てクラス値を割り当てなければなりません。

表 6–2に，この種のポート割り当てクラスを使用するデバイス名の例を示します。

表 6–2 ポート割り当てクラス 1～ 32767を使用するデバイス名の例

デバイス名 説明

$101$DKA0 ポート割り当てクラスは 101である。 DKはディスク・デバイス・
カテゴリを示し， Aはコントローラ名， 0はユニット番号である。

$147$DKA0 ポート割り当てクラスは 147である。 DKはディスク・デバイス・
カテゴリを示し， Aはコントローラ名， 0はユニット番号である。

6.2.4.2 シングルホスト・インターコネクトに接続されているデバイスのポート割り当てク
ラス 0

シングルホスト・インターコネクトに接続されているデバイスのポート割り当てクラ
ス 0には，以下の規則が適用されます。

1. ポート割り当てクラスは，デバイス名の一部にはなりません。その代わり，デバ
イスが接続されているノードの名前がデバイス名の最初の部分になります。

2. デバイス名の中のコントローラ名の部分は，デバイスが接続されているコントロ
ーラの指定と同じです (これは， 0より大きいポート割り当てクラスに対するもの
であるため， Aに変更されません)。

ポート割り当てクラス 0を使用するデバイス名の例を表 6–3に示しています。
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表 6–3 ポート割り当てクラス 0を使用するデバイス名の例

デバイス名 説明

ABLE$DKD100 ABLEは，デバイスが接続されているノードの名前である。 Dは接
続されているコントローラの指定である。 0以外のポート割り当てク
ラスに対しては，コントローラ指定は Aにならない。このデバイス
のユニット番号は 100である。$0$というポート割り当てクラスはデ
バイス名に含まれない。

BAKER$DKC200 BAKERは，デバイスが接続されているノードの名前であり， Cは接
続されているコントローラの指定であり， 200はユニット番号であ
る。$0$というポート割り当てクラスはデバイス名に含まれない。

6.2.4.3 ポート割り当てクラス -1

ポート割り当てクラス -1は，ポート割り当てクラスが使用されていないことを示しま
す。この場合，ノード割り当てクラスが使用されます。コントローラ名は既定の名前
から変更されません (システム構成に基づいてOpenVMSが割り当てます。ノード割
り当てクラスの影響を受けません)。

6.2.4.4 ポート割り当てクラスの実装方法

ポート割り当てクラスは，OpenVMS Alphaバージョン 7.1から登場し，OpenVMS
VAXでサポートされています。 VAXコンピュータは， Alphaシステムに接続されて
いるディスクのうち，ポート割り当てクラスを使用しているディスクを名前でサービ
スできます。

ポート割り当てクラスを実装するには，以下の操作が必要です。

• ポート割り当てクラスの使用を有効にします。

• 1つ以上のポート割り当てクラスを割り当てます。

• 少なくとも共用 SCSIバス上のノードをリブートします。

ポート割り当てクラスの使用の有効化
ポート割り当てクラスの使用を有効にするには，新しい SYSGENパラメータ
DEVICE_NAMINGを 1に設定しなければなりません。このパラメータのデフォルト
設定は 0です。さらに， SCSSYSTEMIDHシステム・パラメータを 0に設定しなけ
ればなりません。このように設定されているかどうか確認してください。

ポート割り当てクラスの割り当て
OpenVMS Cluster構成プロシージャ， CLUSTER_CONFIG.COM (または
CLUSTER_CONFIG_LAN.COM)を使用して， 1つ以上のポート割り当てクラス
を割り当てることができます。

CLUSTER_CONFIG.COMまたは CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使用してポ
ート割り当てクラスを割り当てることができない場合 (たとえば，プライベート・
システム・ディスクからブートして既存のクラスタのメンバになる場合)，新しい
SYSBOOT SET/CLASSコマンドを使用できます。
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以下の例では，新しい SYSBOOT SET/CLASSコマンドを使用して，既存のポート割
り当てクラス 152を PKBポートに割り当てる方法を示しています。

SYSBOOT> SET/CLASS PKB 152

SYSINITプロセスは，この新しい名前が後続のブートでも確実に使用されるように
します。

ポート割り当てクラスの割り当てを解除するには，クラス番号を指定せずに，ポート
名を入力します。以下の例を参照してください。

SYSBOOT> SET/CLASS PKB

ポートと割り当てクラスのマッピングは，標準テキスト・ファイルである
SYS$SYSTEM:SYS$DEVICES.DATに格納されます。 SYS$DEVICES.DATを変更
するには， CLUSTER_CONFIG.COM (または CLUSTER_CONFIG_LAN.COM)コ
マンド・プロシージャを使用するか，または特殊な場合は SYSBOOTを使用します。

6.2.4.5 SCSIインターコネクトに対するクラスタ単位のリブートの要件

デバイスの割り当てクラスを変更すると，デバイス名も変化します。クラスタ単位の
リブートを行うと，すべてのノードが確実にデバイスを新しい名前で認識するように
なります。つまり，通常のデバイス・ロックとファイル・ロックの状態が確実に一貫
したものとなります。

デバイス名が変化したときに，必ずしもクラスタ全体をリブートする必要はありませ
ん。この後説明するように， SCSIバスを共用するノードだけをリブートすることが
できます。この操作が可能な条件と，その結果もここで説明します。

1. 名前が変更されたデバイスをすべてのノードからディスマウントします。

この操作が常に可能なわけではありません。特に，ノードでシステム・ディスク
として使用されているディスクをディスマウントすることはできません。ディス
クがディスマウントされないと，新しいデバイス名を使用して同じディスクをマ
ウントしようとしても，以下のエラーが発生します。

%MOUNT-F-VOLALRMNT, another volume of same label already mounted

したがって，ディスクをディスマウントできないノードはリブートする必要があ
ります。

2. SCSIバスに接続されているすべてのノードをリブートします。

これらのノードをリブートする前に， SCSIバスに接続されているディスクが，
リブートされないノードでディスマウントされていることを確認してください。
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注意

OpenVMSでは， SCSIバスの名前が，同じバスにすでにアクセスしている別
のノードと異なる名前付けになる場合，ノードをブートできないようになっ
ています (このチェックは，手順 1のディスマウントのチェックとは無関係に
行われます)。

SCSIバスに接続されているノードがリブートされた後，デバイスには新しい名前
が付けられます。

3. デバイスをシステム単位またはクラスタ単位でマウントします。

元の名前でマウントされているディスクが他のノードにない場合は，新しい名前
を使用してディスクをシステム単位またはクラスタ単位でマウントできます。新
しいデバイス名は，互換性のあるソフトウェアを稼動しているすべてのノードで
確認することができ，これらのノードもディスクをマウントし，通常のようにア
クセスすることができます。

リブートされていないノードでは，新しいデバイス名だけでなく，古いデバイス
名も表示されます。しかし，古いデバイス名を使用することはできません。古い
名前でデバイスにアクセスすると，そのデバイスはオフラインになります。古い
名前は，ノードをリブートするまで消去されません。

6.3 MSCPおよびTMSCPによってサービスされるディスクとテープ

MSCPサーバと TMSCPサーバは，ローカルに接続されているディスクおよびテープ
をすべてのクラスタ・メンバから利用できるようにします。ローカルに接続されてい
るディスクとテープは，自動的にクラスタ全体でアクセスできるようになるわけでは
ありません。これらのデバイスへのアクセスは，ディスクの場合はMSCPサーバ，
テープの場合は TMSCPサーバを使用して，クラスタ・アクセス可能デバイスとして
設定しない限り，ローカル・コンピュータに制限されます。

6.3.1 サーバの有効化

ディスクまたはテープをすべてのOpenVMS Clusterコンピュータからアクセスでき
るようにするには，MSCPサーバまたは TMSCPサーバに対して以下の操作が必要
です。

• 表 6–4の説明に従って，ローカル・コンピュータにこれらのサーバをロードしま
す。

• 表 6–5の説明に従って，MSCPおよび TMSCPシステム・パラメータを設定する
ことで，これらのサーバが機能するようにします。
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表 6–4 MSCP_LOADおよび TMSCP_LOADパラメータの設定

パラメータ 値 意味

MSCP_LOAD 0 MSCP_SERVERをロードしない。これはデフォルト設定
である。

1 デフォルトの CPU負荷容量を使用して，MSCP_SERVE_
ALLパラメータによって指定される属性でMSCPサーバ
をロードする。

>1 MSCP_SERVE_ALLパラメータによって指定される属
性でMSCPサーバをロードする。 CPU負荷容量として
MSCP_LOADの値を使用する。

TMSCP_LOAD 0 TMSCPサーバをロードせず，テープをサービスしない (デ
フォルト値)。

1 TMSCPサーバをロードし，すべてのローカル・テープ，
および TAPE_ALLOCLASSの値が一致するすべてのマル
チホスト・テープも含めて，すべての使用可能なテープを
サービスする。

表 6–5は，MSCPおよび TMSCPサーバを構成するために，MSCP_SERVE_ALL
および TMSCP_SERVE_ALLに対して指定できるシステム・パラメータ値を示して
います。初期値は，インストール・プロシージャまたはアップグレード・プロシージ
ャを実行するときの応答，または第 8章で説明している CLUSTER_CONFIG.COM
コマンド・プロシージャを使用して構成を設定するときの応答によって決定されま
す。

OpenVMSバージョン 7.2以降，サービス・タイプはビット・マスクとして実装され
ています。システムが実行するサービス・タイプを指定するには，表 6–5で適切なタ
イプを確認し，その値を指定します。一部のシステムの場合は，システム・ディスク
のサービスとローカルに接続されているディスクのサービスのように， 2種類のサー
ビス・タイプを指定しなければならないことがあります。このような組み合わせを指
定するには，各タイプの値を加算し，合計を指定します。

注意

OpenVMSバージョン 7.1-xまたはそれ以前のバージョンを稼動しているシス
テムを含む複合バージョン・クラスタでは，使用可能なすべてのディスクの
サービスは，割り当てクラスがシステムのノード割り当てクラス (バージョン
7.2より前のバージョンでの意味)と一致するすべてのディスクのサービスに
制限されます。このタイプのサービスを指定するには，値として 9を使用し
ます (つまり，ビット 0とビット 3がセットされます)。
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表 6–5 MSCP_SERVE_ALLパラメータと TMSCP_SERVE_ALLパラメータの設定

パラメータ ビット
セットした
ときの値 意味

MSCP_SERVE_ALL 0 1 使用可能なすべてのディスク (ローカルに接続されているデ
ィスクと， HSxおよび DSSIコントローラに接続されている
ディスク)をサービスする。ビット 3がセットされていない
場合は，システムの割り当てクラス (ALLOCLASSパラメー
タによって設定された値)と異なる割り当てクラスを持つデ
ィスクもサービスされる。

1 2 ローカルに接続されているディスク (HSxおよび DSSI以外
のディスク)をサービスする。サーバは I/Oトラフィックを
監視せず，負荷のバランス調整にも参加しない。

2 4 システム・ディスクをサービスする。これはデフォルト設定
である。クラスタ内の他のノードが，システム・ディスクを
サービスできるこのシステムに依存している場合，この設定
は重要である。この設定を使用すると，システムが障害を起
こしているリモート・システム・ディスクへの I/Oを実行し
ようとしたときに発生する可能性がある，わかりにくい競合
に関する問題を防止することができる。詳細については第
6.3.1.1項を参照。

3 8 ビット 0によって指定されるサービスを制限する。システム
の割り当てクラス (ALLOCLASSパラメータによって設定)
と異なる割り当てクラスを持つディスクを除き，他のすべて
のディスクがサービスされる。

これはバージョン 7.2より前の動作である。 OpenVMSバー
ジョン 7.1-xまたはそれ以前のバージョンを稼動しているシ
ステムがクラスタに含まれており，使用可能なすべてのディ
スクをサービスする場合は， 9を指定しなければならない。
この値は，このビットとビット 0をセットした結果である。

4 15 デフォルトではビット 4は設定されず，このため
DUDRIVERはユニット番号が 9999よりも大きなデバイス
を受け入れます。クライアント側では，MSCP_SERVE_
ALLパラメータでビット 4が設定されている場合 (10000バ
イナリ)，クライアントはユニット番号が 9999より大きなデ
バイスを拒否し，以前の動作がそのまま残ります。

TMSCP_SERVE_ALL 0 1 使用可能なすべてのテープ (ローカルに接続されているテー
プと， HSxおよび DSSIコントローラに接続されているテ
ープ)をサービスする。ビット 3がセットされていない場合
は，システムの割り当てクラス (ALLOCLASSパラメータに
よって設定)と異なる割り当てクラスを持つテープもサービ
スされる。

1 2 ローカルに接続されている (HSxおよび DSSI以外の)テープ
をサービスする。

3 8 ビット 0によって指定されるサービスを制限する。システム
の割り当てクラス (ALLOCLASSパラメータによって設定)
と異なる割り当てクラスを持つテープを除き，他のすべての
テープがサービスされる。

これはバージョン 7.2より前のバージョンの動作である。
OpenVMSバージョン 7.1-xまたはそれ以前のバージョンを
稼動するシステムがクラスタに含まれており，使用可能なす
べてのテープをサービスしたい場合は， 9を指定しなければ
ならない。この値は，このビットとビット 0をセットした結
果である。

4 15 デフォルトではビット 4は設定されず，このため
TUDRIVERはユニット番号が 9999よりも大きなデバ
イスを受け入れます。クライアント側では， TMSCP_
SERVE_ALLパラメータでビット 4が設定されている場合
(10000バイナリ)，クライアントはユニット番号が 9999よ
り大きなデバイスを拒否し，以前の動作がそのまま残りま
す。
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現在，サービス・タイプはビット・マスクとして実装されていますが，ビット 0とビ
ット 1によって指定される 0， 1， 2という値は元の意味から変更されていません。
これらの値は以下の表に示すとおりです。

値 説明

0 どのディスク (テープ)もサービスしない。これはデフォルト設定である。

1 使用可能なすべてのディスク (テープ)をサービスする。

2 ローカルに接続されている (HSxおよび DSSI以外の)ディスク (テープ)だけをサー
ビスする。

6.3.1.1 システム・ディスクのサービス

クラスタ内の他のノードが，システム・ディスクをサービスできるこのシステムに依
存している場合，システム・ディスクをサービスするためにMSCP_SERVE_ALLシ
ステム・パラメータのビット 2を設定することが重要です。このように設定しておく
と，障害が発生したシステムに接続されているリモート・システム・ディスクに対し
て I/Oを完了しようとするときに発生する可能性のある，わかりにくい競合の問題を
予防できます。

以下の一連のイベントは，システム・ディスクのサービスが禁止されているときに
(つまり，ビット 2がセットされていないとき)，競合の問題がどのように発生するか
について説明しています。

• システムをリブートすると，MSCP_SERVE_ALLの設定はサービスを禁止する
ように変更されます。

• サービスするシステムでクラッシュが発生します。

• サーバ・システムのシステム・ディスクに対して I/Oを実行していたクライアン
ト・システムは，そのシステム・ディスクのリソースに対してロックを保有して
います。

• クライアント・システムはマウント確認を開始します。

• サービスを提供するシステムはブートしようとしますが，クライアント・システ
ムによってシステム・ディスクに対してロックが保有されているため，ブートで
きません。

• MVTIMEOUTシステム・パラメータによって設定された時間が経過した後，ク
ライアントのマウント確認プロセスが時間切れになり，クライアント・システム
はロックを解放します。ロックが解放されるまでの時間は数時間に及ぶことがあ
ります。

• サービスを提供するシステムはリブートできるようになります。
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6.3.1.2 MSCPおよび TMSCPシステム・パラメータの設定

これらのシステム・パラメータを設定するには，以下のいずれかの方法を使用しま
す。

• コンピュータのMODPARAMS.DATファイルにこれらのパラメータの適切な値を
指定し， AUTOGENを実行します。

• CLUSTER_CONFIG.COMまたは CLUSTER_CONFIG_LAN.COMプロシージ
ャを実行し， CHANGEオプションを選択して，ディスクとテープに対してこれ
らの操作を実行します。

このいずれかの方法を使用すると，サービスを提供するコンピュータがリブートされ
るときに，サービスされるデバイスがアクセス可能になります。さらにサーバは，後
でシステムに追加された適切などのデバイスも自動的にサービスします。たとえば，
新しいドライブがHSCサブシステムに接続されると，デバイスは動的に構成されま
す。

注意: SCSI保持コマンド修飾子は TMSCPサーバでサポートされていません。保持
操作はテープをサービスするノードから実行しなければなりません。

6.4 MSCP I/O負荷のバランス調整

MSCP I/O負荷バランス調整機能には，以下の利点があります。

• I/O応答が速くなります。

• OpenVMS Clusterのメンバ間で作業負荷のバランスをとることができます。

OpenVMS Clusterソフトウェアでは，静的と動的の 2種類のMSCP I/O負荷バラン
ス調整が提供されます。静的な負荷バランス調整は，それぞれのサーバ・システムの
負荷容量をもとに Integrityサーバと Alphaシステムの両方で行われます。

6.4.1 負荷容量

Integrityサーバと Alphaシステムの負荷容量の見積りは，弊社があらかじめ決めて
いるものです。これらの負荷容量の値は，MSCP静的負荷バランス調整と動的負荷
バランス調整で使用可能なサービス・キャパシティを計算するときに使用されます。
MSCP_LOADパラメータに異なる負荷容量を指定すれば，これらのデフォルト設定
を変更できます。

MSCPサーバの負荷容量の値 (デフォルト値またはMSCP_LOADによって指定した
値)は，負荷バランス調整機能で使用される見積り値です。これらの値がシステムの
実際のMSCPサービス・キャパシティを変更することはありません。
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システムのMSCPサービス・キャパシティは，そのパワー， LANアダプタのパフォ
ーマンス，他の処理負荷の影響など，多くの要素に依存します。使用可能なサービ
ス・キャパシティは，第 6.4.2項の説明に従って各MSCPサーバで計算されますが，
この値は単に，クライアント・システム (たとえばサテライト)がサービスされるディ
スクにアクセスするときに，どのサーバ・システムを使用するかを選択するときの処
理を調整するためにだけ使用されます。

6.4.2 使用可能なサービス・キャパシティ

負荷容量の値は，使用可能なサービス・キャパシティを計算するために，各MSCP
サーバで使用されます。

使用可能なサービス・キャパシティは以下の方法で計算されます。

手順 計算

1 各MSCPサーバは，送信されてきた読み込み要求と書き込み要求の数を数え，定期的にこの
値を 1秒間の要求数に変換する。

2 各MSCPサーバは，負荷容量から 1秒間の要求数を減算して，使用可能なサービス・キャパ
シティを求める。

6.4.3 静的負荷バランス調整

MSCPサーバは，使用可能なサービス・キャパシティをMSCPクラス・ドライバ
(DUDRIVER)に定期的に送信します。ディスクがマウントされるか，またはディス
クで障害が発生すると，DUDRIVERは使用可能なサービス・キャパシティが最大の
サーバをそのディスクに割り当てます (TMSCPサーバはこのマウント機能を実行し
ません)。この初期割り当てを静的負荷バランス調整と呼びます。

6.4.4 特殊な目的でのMSCP I/O負荷バランス調整の無効化

一部の構成では，クラスタ内の 1つ以上のシステムをプライマリ I/Oサーバとして指
定し，他のシステムで I/Oトラフィックを制限しなければならないことがあります。
この目標を達成するには，MSCPサーバで使用されるデフォルトの負荷容量の値を
無効にします。たとえば，クラスタが 2台の Alphaシステムと 1台のVAX 6000-400
システムで構成され， VAXシステムに対してMSCPでサービスされる I/Oトラフィ
ックを削減したい場合は，たとえば 50などの小さなMSCP_LOADの値を VAXに割
り当てることができます。 2台の Alphaシステムは，それぞれ負荷容量値が 340で起
動され， VAXシステムは負荷容量値が 50で起動されるため，MSCPによってサー
ビスされるサテライトは，大部分の I/Oトラフィックを Alphaシステムに送信するよ
うになります。
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6.5 Mountユーティリティによるクラスタ・ディスクの管理

ローカルに接続されているディスクをクラスタ内の他のノードからアクセスできるよ
うにするには，ディスクが接続されているコンピュータにMSCPサーバ・ソフトウ
ェアをロードしなければなりません (第 6.3.1項を参照)。さらに，Mountユーティリ
ティと適切な修飾子 (/CLUSTER，/SYSTEM，/GROUPのいずれか)を使用して，各
ディスクをマウントしなければなりません。複数のディスクのマウントは，コマン
ド・プロシージャを使用して自動化できます。 SYS$EXAMPLESディレクトリに格
納されているサンプル・コマンド・プロシージャMSCPMOUNT.COMを参照してく
ださい。

Mountユーティリティには，再マウント操作でディスクを自動的に再構築するかど
うかを指定する他の修飾子もあります。データ・ディスクとシステム・ディスクとで
は，適切な再構築手法は異なります。

ここでは，これらの目的でMountユーティリティを使用する方法について説明しま
す。

6.5.1 クラスタ・ディスクのマウント

すべてのコンピュータ間で共用されるディスクをマウントするには，以下の表に示す
方法でMOUNTコマンドを指定します。

マウントする場合 設定

システム・スタートアップ時

ディスクが 1台のシステムに接続されてい
て，クラスタ内の他のすべてのノードから
使用できるように設定する場合

ディスクがマウントされるコンピュータでMOUNT
/CLUSTER device-nameを使用する。このコマンドが実
行された時点でクラスタ内でアクティブであるすべてのコン
ピュータで，ディスクがマウントされる。最初に，ディスク
はローカルでマウントされる。次に，マウント操作が正常終
了すると，ディスクはクラスタ内の他のノードでマウントさ
れる。

コンピュータにディスクが直接接続されて
いない場合

コンピュータでアクセスしなければならない各ディスクに
対して，そのコンピュータで MOUNT/SYSTEM device-
nameを使用する。ディスクは 1台のシステムに接続するこ
とができ， HSxコントローラによってアクセスされる共用
ディスクに接続することもできる。マウント操作が正常終了
すると，ディスクはクラスタに参加しているコンピュータで
マウントされる。

システムが稼動されているとき

ディスクを追加する場合 ディスクがマウントされるコンピュータでMOUNT
/CLUSTER device-nameを使用する。このコマンドが実
行された時点でクラスタ内でアクティブなすべてのコンピュ
ータで，ディスクがマウントされる。最初に，ディスクはロ
ーカルでマウントされる。次に，マウント操作が正常終了す
ると，ディスクはクラスタ内の他のノードでマウントされ
る。
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クラスタ内のシステムがブート (またはシャットダウン)される順序とは無関係に，
可能な場合必ずディスクがマウントされるようにするには，上記の表の説明に従
って，スタートアップ・コマンド・プロシージャでMOUNT/CLUSTERおよび
MOUNT/SYSTEMを使用しなければなりません。

注意: システム・ディスクまたはグループ・ディスクだけは，クラスタ全体またはク
ラスタ・メンバの一部でマウントできます。/SYSTEM修飾子または/GROUP修飾子
を指定せずにMOUNT/CLUSTERを入力すると，/SYSTEMであるものと解釈され
ます。また，/SYSTEM修飾子または/GROUP修飾子を使用してマウントされる各ク
ラスタ・ディスクには，固有のボリューム・ラベルを付けなければなりません。

6.5.2 共用ディスクのマウントの例

3メンバ・クラスタ内のすべてのコンピュータが COMPANYDOCSというディ
スクを共用したいとしましょう。ディスクを共用するには，以下の例に示すよう
に， 3台のコンピュータのいずれかがMOUNT/CLUSTERコマンドを使用して
COMPANYDOCSをマウントできます。

$ MOUNT/CLUSTER/NOASSIST $1$DUA4: COMPANYDOCS

3台のコンピュータのうち， 2台だけがディスクを共用するように設定する場合は，
以下の例に示すように， 2台のコンピュータがどちらも同じMOUNTコマンドを使
用してディスクをマウントしなければなりません。

$ MOUNT/SYSTEM/NOASSIST $1$DUA4: COMPANYDOCS

スタートアップ時にディスクをマウントするには，スタートアップ時に起動される共
通のコマンド・プロシージャまたはコンピュータ固有のスタートアップ・コマンド・
ファイルにMOUNTコマンドを指定します。

注意: /NOASSIST修飾子は，ディスクのマウントを複数回実行するように設計され
ているコマンド・プロシージャで使用されます。ディスクは一時的にオフラインにな
ったり，その他の何らかの理由でマウントできなくなることがあります。数回マウン
ト操作を実行した後，ディスクをマウントできない場合，プロシージャは処理を続行
します。デフォルト設定である/ASSIST修飾子を使用すると，ディスクをただちにマ
ウントできないときに，コマンド・プロシージャは処理を停止し，オペレータに問い
合わせます。

6.5.3 コマンド・プロシージャによるクラスタ・ディスクのマウント

クラスタ・ディスクを構成するには，ディスクをマウントするためのコマンド・プロ
シージャを作成します。サイト固有の SYSTARTUPプロシージャから起動される別
のコマンド・プロシージャ・ファイルに，クラスタ・ディスクをマウントするコマン
ドを指定することもできます。クラスタ環境に応じて，以下のいずれかの方法でコマ
ンド・プロシージャを設定できます。
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• 共通プロシージャのコピーを作成し，それを別のファイルとして保存すること
で，クラスタ内の各コンピュータ固有のファイルを作成できます。

• 共用ディスクに，コンピュータに依存しない共通のファイルを作成できます。

どちらの方法の場合も，各コンピュータはサイト固有の SYSTARTUPプロシージャ
から共通プロシージャを起動できます。

例: システムの SYS$EXAMPLESディレクトリに格納されている
MSCPMOUNT.COMファイルは，クラスタ・ディスクをマウントするために一
般に使用されるコマンドが格納されているサンプル・コマンド・プロシージャです。
この例には，プロシージャの各段階を説明するコメントが含まれています。

6.5.4 ディスクの再構築操作

ファイルが作成または拡張されるときに，ディスク I/O操作をできるだけ少なくし，
パフォーマンスを向上するために，OpenVMSファイル・システムではあらかじめ割
り当てられたファイル・ヘッダとディスク・ブロックのキャッシュが管理されていま
す。

ディスクが不正にディスマウントされると (たとえば，システム障害が発生した場
合や， SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMを実行せずにクラスタから削除された場
合)，あらかじめ割り当てられているこの領域が一時的に使用できなくなります。ディ
スクが再びマウントされると，MOUNTはディスクをスキャンしてこの領域を回復
します。この処理をディスクの再構築操作と呼びます。

6.5.5 クラスタ・ディスクの再構築

クラスタに接続されていないコンピュータでは，あらかじめ割り当てられた領域を回
復するためのMOUNTスキャン操作は，単にブート処理を長引かせるだけです。し
かし，OpenVMS Clusterシステムでは，この操作はクラスタ内のすべてのユーザ・
プロセスの応答時間を長引かせる可能性があります。特定のディスクに対してスキャ
ンが実行されている間，そのディスクに対する大部分の動作は実行できません。

注意: 特に，ディスクに多くのファイルが含まれている場合や，ユーザ数が多い場
合，ディスク上のファイルに読み込みまたは書き込みを実行しようとしているユー
ザ・プロセスで数分以上の遅延が発生することがあります。

再構築操作は，OpenVMS Clusterのコンピュータのスタートアップでディスク
へのアクセスを遅らせる可能性があるため，クラスタ・ディスクのマウント・プ
ロシージャでは，なるべく/NOREBUILD修飾子を使用することをお勧めします。
MOUNT/NOREBUILDを指定すると，失われた領域を回復するためにディスクがス
キャンされることがないので，コンピュータがディスクをマウントするときに発生す
る遅延時間を最低限に抑えることができます。
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関連項目: システム・ディスクの再構築の詳細については，第 6.5.6項を参照してく
ださい。ディスクの再構築およびシステム・ディスクのスループットを向上する方法
の詳細については，第 9.7.1項を参照してください。

6.5.6 システム・ディスクの再構築

ほとんどのシステムの動作はシステム・ディスクへのアクセスを必要とするため，シ
ステム・ディスクの再構築は特に重要です。システム・ディスクの再構築が実行され
ている場合，そのディスクを使用するどのコンピュータでも，動作はほとんど実行さ
れません。

他のディスクと異なり，システム・ディスクはブート・シーケンスの初期の段
階で自動的にマウントされます。再構築が必要で，システム・パラメータ ACP_
REBLDSYSDの値が 1の場合は，システム・ディスクはブート・シーケンスで再構
築されます (ACP_REBLDSYSDシステム・パラメータのデフォルト設定は 1であ
り，この値はシステム・ディスクを再構築しなければならないことを指定します)。以
下の例外があります。

設定 説明

サテライトでは， ACP_REBLDSYSDパ
ラメータを 0に設定しなければならない。

このように設定すると，ブート・シーケンスの初期の段階で
システム・ディスクがマウントされるときに，サテライトが
システム・ディスクを再構築しないようにすることができ，
サテライトがクラスタに参加するときに，このような再構築
によって発生する遅延時間を回避することができる。

ブート・サーバでは， ACP_REBLDSYSD
をデフォルト値の 1に設定しなければなら
ず，ブート・サーバでディスクをマウント
するプロシージャでは，/REBUILD修飾子
を使用しなければならない。

このようにすると，ブート・サーバのリブートの時間が長く
なる可能性があるが，予想しないシャットダウンが発生した
後，システム・ディスクの領域が確実に使用可能になる。

クラスタが起動され，実行された後，システム管理者は失われたディスク領域を回復
するために， SET VOLUME/REBUILDコマンドを実行するバッチ・プロシージャ
をキューに登録することができます。このようなプロシージャは，ディスクへのアク
セスがブロックされてもユーザが不便を感じない時刻 (たとえば毎日午前 0時から午
前 6時の間)に実行できます。 SET VOLUME/REBUILDコマンドは，再構築が必要
であるかどうかを判断するので，プロシージャでは，通常マウントされる各ディスク
に対してコマンドを実行できます。

推奨: これらのプロシージャを以下のコンピュータで実行すれば，プロシージャの実
行時間を短縮し，ディスク・アクセスで発生する遅延時間を短縮することができま
す。

• 強力なコンピュータ

• 再構築されるボリュームに対して直接アクセスできるコンピュータ

さらに，それぞれ異なるディスク・セットを再構築するプロシージャを 2つ以上同時
に実行することもできます。
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注意: ディスクをマウントするときに，以下の条件のいずれか一方または両方が満た
される場合は，定期的に SET VOLUME/REBUILDコマンドを含むプロシージャを
実行して，ディスクを再構築することが重要です。

• ディスクがMOUNT/NOREBUILDコマンドによってマウントされる場合

• ACP_REBLDSYSDシステム・パラメータが 0に設定される場合

ディスク・ボリュームを再構築しないと，使用可能な領域が失われ，アプリケーショ
ンがファイルを作成および拡張することができなくなることがあります。

6.6 OpenVMS Cluster全体でのディスクのシャドウイング

ボリューム・シャドウイング (ディスク・ミラーリングとも呼ぶこともあります)は，
データを複数のディスクに複製することで，高いデータ可用性を達成します。 1つの
ディスクで障害が発生しても，他のディスクがアプリケーションおよびユーザ I/O要
求のサービスを続行できます。

6.6.1 目的

Volume Shadowing for OpenVMSソフトウェアは，シングル・ノードから大規模な
OpenVMS Clusterシステムに至るまで，すべてのOpenVMS構成にわたってデータ
可用性を提供するので，最も必要とされる場所でデータ可用性を提供することができ
ます。

Volume Shadowing for OpenVMSソフトウェアは，RAID 1 (redundant arrays
of independent disks)テクノロジを実装したものです。 Volume Shadowing for
OpenVMSは，ディスク・デバイス障害が発生しても，システムやアプリケーション
の動作が中断されるのを防止します。複数のディスクにデータを複製することで，ボ
リューム・シャドウイングはメディアの劣化，通信パス障害，コントローラ障害やデ
バイス障害などによって，ストレージ・サブシステムがシステム全体をダウンさせる
ようなシングル・ポイント障害になるのを明瞭に防止します。

6.6.2 シャドウ・セット

最大 6つの互換性のあるディスク・ボリュームをマウントしてシャドウ・セットを作
成できます。図 6–8では，互換性のある 3つのディスク・ボリュームを使用してシャ
ドウ・セットを作成しています。シャドウ・セット内の各ディスクをシャドウ・セッ
ト・メンバと呼びます。 Volume Shadowing for OpenVMSは，シャドウ・セット・
デバイスを論理的に結合して，仮想ユニットと呼ぶ 1つの仮想デバイスとして表現し
ます。つまり，仮想ユニットによって表されるシャドウ・セットの複数のメンバは，
オペレーティング・システムやユーザにとって可用性の高い 1つのディスクとして認
識されます。
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図 6–8 3つのメンバで作成されるシャドウ・セット

ZK−5156A−GE

Physical Device #1
Physical Device #2
Physical Device #3

Virtual Unit

6.6.3 I/O機能

アプリケーションやユーザは，シャドウイングされていない I/O操作の場合と同じコ
マンドおよびプログラム言語構文やセマンティックを使用して，シャドウ・セットか
らデータを読み込んだり，シャドウ・セットにデータを書き込むことができます。シ
ステム管理者は，シャドウイングされていないディスクの場合と同じコマンドやユー
ティリティを使用して，シャドウ・セットの管理と監視を行います。唯一の相違点
は，個々のデバイスではなく，仮想ユニットを介してアクセスされるという点です。

関連項目: シャドウイング製品の機能の詳細については，『Volume Shadowing for
OpenVMS』を参照してください。

6.6.4 サポートされるデバイス

1台のワークステーションまたは大規模なデータ・センタに対して，有効なシャドウ
イング構成は以下のとおりです。

• すべてのMSCP準拠DSAドライブ

• すべての SASデバイス

• READL (read long)コマンドとWRITEL (write long)コマンドを実装し， SCSI
ディスク・ドライバ (DKDRIVER)を使用するすべての StorageWorks SCSIディ
スクとコントローラ，および一部のサード・パーティ SCSIデバイス

制限事項: READLコマンドとWRITELコマンドをサポートしない SCSIディス
クは，シャドウイング・データの修復 (ディスクの不正ブロック・エラー)機能
をサポートしないため，これらのディスクがシャドウイング・メンバになること
はできません。サポートされない SCSIディスクを使用すると，メンバはシャド
ウ・セットから削除される可能性があります。

データ・ディスクとシステム・ディスクをシャドウイングすることができます。し
たがって，システム・ディスクからブートされるシステムにとって，そのディスク
がシングル・ポイント障害になることはありません (そのディスクで障害が発生して
も，システム全体がダウンすることはありません)。システム・ディスクのシャドウ
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イングは特に，共通システム・ディスクを複数のコンピュータのブートで使用する
OpenVMS Clusterシステムで重要です。

Volume Shadowing for OpenVMSでは，クォーラム・ディスクのシャドウイングは
サポートされません。これは，ボリューム・シャドウイングではOpenVMS分散ロッ
ク・マネージャが使用されますが，ロックを有効にする前に，クォーラム・ディスク
を利用しなければならないからです。

『Volume Shadowing for OpenVMS Software Product Description』 (SPD 27.29.xx)
に定義されている有効なディスク構成に含まれていないシャドウ・セット・メンバの
場所は特に制限されません。

6.6.5 シャドウ・セットの上限

スタンドアロンまたはOpenVMS Clusterシステムでデフォルトで最大 500のシャド
ウ・セット (それぞれに 1から 6のメンバが存在)をマウントできます。 500を超える
シャドウ・セットが必要な場合は， SYSGENパラメータ SHADOW_MAX_UNITを
増やす必要があります。サポートされるシャドウ・セットの数は，コントローラやデ
バイスの種類には無関係です。シャドウ・セットはパブリック・ボリュームまたはプ
ライベート・ボリュームとしてマウントできます。

上限を変更する場合は，『Volume Shadowing for OpenVMS Software Product

Description』 (SPD 27.29.xx)を参照してください。

6.6.6 シャドウイングされたディスクの分散

シャドウイングはコントローラに依存しない設計であるため，コントローラの接続や
OpenVMS Clusterシステム内での位置とは無関係に，シャドウ・セットを管理する
ことができ，データ可用性を向上し，非常に柔軟性の高い構成を提供するのに役立ち
ます。

クラスタ単位のシャドウイングの場合，メンバはOpenVMS Clusterシステム内のど
こに配置してもかまわず，サポートされるOpenVMS Clusterインターコネクトを介
してMSCPサーバからサービスを受けることができます。

図 6–9は，シャドウ・セット・メンバ・ユニットを，異なるノードにあるローカル・
コントローラとオンライン接続する方法を示しています。この図で，ディスク・ボ
リュームは ATABOYおよび ATAGRLのそれぞれにローカルです。MSCPサーバは
LANあるいは IPネットワークを介してシャドウ・セット・メンバにアクセスする機
能を提供します。ディスク・ボリュームは各ノードにローカルですが，ディスクは同
じシャドウ・セットのメンバです。あるノードにローカルなメンバ・ユニットは，
MSCPサーバを介してリモート・ノードからアクセスできます。
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図 6–9 MSCPサーバを経由してアクセスされるシャドウ・セット
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Shadow Set

OpenVMS Clusterシステムでマウントされるシャドウ・セットの場合，クラスタ内
のあるノードでシャドウ・セットをマウントまたはディスマウントしても，システム
の他のノードで実行されているアプリケーションやユーザ機能には影響ありません。
たとえば，OpenVMS Clusterシステムのあるノードから仮想ユニットをディスマウ
ントしても，マウントされている他のノードでは，シャドウ・セットは動作を続行し
ます。

シャドウ・セットに関するその他の注意事項:

• 個々のディスク・ボリュームがアクティブ・シャドウ・セットのメンバとしてす
でにマウントされている場合，ディスク・ボリュームを別のノードで同時にスタ
ンドアロン・ディスクとしてマウントすることはできません。

• システム・ディスクはシャドウイングできます。シャドウイングされたシステ
ム・ディスクからブートされるノードはすべて，以下の条件を満たさなければな
りません。

Volume Shadowing for OpenVMSライセンスが必要です。

システム・ディスク・シャドウ・セットの中で，ブート・デバイスと同じ物理
メンバを指定しなければなりません。
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7
クラスタ・キューの設定と管理

この章では，OpenVMS Clusterシステム固有のキューイングについて説明します。
OpenVMS Clusterシステムでは，スタンドアロン・コンピュータでキューを管理す
るために使用されるコマンドと同じコマンドを使用して，キューが設定および制御さ
れるため，この章の説明では，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』で説明して
いるスタンドアロン・システムでのキュー管理について，ある程度の知識があるもの
と仮定しています。

注意: キューイングの互換性については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』
を参照してください。

7.1 はじめに

ユーザは，ジョブが実際に実行されているプロセッサとは無関係に，OpenVMS
Clusterシステム内のどのキューにもジョブを登録できます。汎用キューは使用可能
なプロセッサ間で作業負荷のバランスをとることができます。

システム管理者は， 1つまたは複数のキュー・マネージャを使用して，OpenVMS
Clusterシステム全体のバッチ・キューとプリント・キューを管理することができま
す。ほとんどのシステムでは， 1つのキュー・マネージャだけで十分ですが，クラス
タ内のノード間でバッチ作業とプリント作業の負荷を分散する場合は，複数のキュ
ー・マネージャを使用すると便利です。

バッチ・キューとプリント・キューの属性を設定した後，システム管理者がクラスタ
全体でキューを使用可能にするために特別な処理をする必要はありません。この処理
は分散キュー・マネージャが行います。

7.2 キューの可用性の制御

分散キュー・マネージャは，クラスタの状態遷移中にノードがクラスタに追加された
り，クラスタから削除されるときに，キューイング・システムがその影響を受けない
ようにします。以下の表は，分散キュー・マネージャがどのように動作するかを示し
ています。
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状況 動作 説明

キュー・マネージャが
実行されているノードが
OpenVMS Clusterシス
テムから削除された

キュー・マネージャは自動的に別
のノードにフェールオーバされ
る。

このフェールオーバは透過的に行わ
れるため，ユーザが意識する必要はな
い。

ノードがクラスタに追加
された

キュー・マネージャは自動的に新
しいノードをサービスする。

システム管理者が新しいノードでキュ
ーイングを開始するためにコマンドを
入力する必要はない。

OpenVMS Clusterシス
テムがリブートされた

デフォルト設定により，キューイ
ング・システムは自動的に再起動
される。

したがって，スタートアップ・コマン
ド・プロシージャにキューイングのた
めのコマンドを指定する必要はない。

オペレーティング・システムは，
キューイング・データベースに定
義されているパラメータを使用し
て，自動的にキューイング・シス
テムを復元する。

これは，キューイング・システムを起
動するときに，定義した属性がキュー
イング・データベースに保存されるか
らである。

キューを制御するために，キュー・マネージャはキューとジョブに関する情報を格納
したクラスタ単位のキュー・データベースを管理します。キュー・マネージャを 1つ
だけ使用する場合も，複数使用する場合も， 1つのキュー・データベースだけがクラ
スタで共用されます。すべてのプロセスの情報を 1つのデータベースに保存しておく
と，どのコンピュータから要求されたジョブも任意のキューで実行できます (必要な
マス・ストレージ・デバイスが使用可能な場合)。

7.3 キュー・マネージャの起動とキュー・データベースの作成

スタンドアロン・コンピュータの場合と同様に，キュー・マネージャは START
/QUEUE/MANAGERコマンドを使用して起動します。しかし，OpenVMS Cluster
システムでは，フェールオーバ・リストと，キュー・マネージャの固有の名前も指定
できます。/NEW_VERSION修飾子を指定すると，新しいキュー・データベースが作
成されます。

以下のコマンドの例では，キュー・マネージャの起動方法を示しています。

$ START/QUEUE/MANAGER/NEW_VERSION/ON=(GEM,STONE,*)

以下の表では，このサンプル・コマンドの各コンポーネントについて説明していま
す。

コマンド 機能

START/QUEUE/MANAGER SYS$QUEUE_MANAGERという 1つのクラスタ単位のキュー・マネー
ジャを作成する。
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コマンド 機能

/NEW_VERSION SYS$COMMON:[SYSEXE]に新しいキュー・データベースを作成する。
このデータベースには以下の 3つのファイルが格納される。

• QMAN$MASTER.DAT (マスタ・ファイル)

• SYS$QUEUE_MANAGER.QMAN$QUEUES (キュー・ファイル)

• SYS$QUEUE_MANAGER.QMAN$JOURNAL (ジャーナル・ファイ
ル)

規則: /NEW_VERSION修飾子は，キュー・マネージャを最初に起動す
る場合，または新しいキュー・データベースを作成する場合にだけ指定す
る。

/ON=(node-list)
[optional]

キュー・マネージャを実行しているノードがクラスタから削除されるとき
に，キュー・マネージャになることができるノードの一覧を指定する。以
下の例を参照。

• キュー・マネージャ・プロセスが GEMノードで開始される。

• キュー・マネージャが GEMノードで実行されているときに， GEM
がクラスタから削除されると，キュー・マネージャは STONEノード
にフェールオーバされる。

• ノード・リストの最後のノードには，アスタリスク・ワイルドカー
ド( * )を指定する。これにより，リストに指定されていない他のノー
ドは任意の順序でキュー・マネージャを起動できることが示される。

規則: 完全なノード名を指定しなければならない。ノード名の一部と
してアスタリスク・ワイルドカード文字を指定することはできない。

特定のノードがキュー・マネージャとして実行されないように削除す
る場合は，ノード・リストにアスタリスク・ワイルドカード文字を指
定しない。

/NAME_OF_MANAGER
[optional]

固有の名前をキュー・マネージャに割り当てることができる。複数のキュ
ー・マネージャを実行する場合は，固有のキュー・マネージャ名が必要で
ある。たとえば，/NAME_OF_MANAGER修飾子を使用すると，デフォ
ルト名の SYS$QUEUE_MANAGERではなく，キュー・マネージャの名
前を使用してキュー・ファイルとジャーナル・ファイルが作成される。た
とえば，/NAME_OF_MANAGER=PRINT_MANAGER修飾子をコマン
ドに追加すると，以下のファイルが作成される。

QMAN$MASTER.DAT
PRINT_MANAGER.QMAN$QUEUES
PRINT_MANAGER.QMAN$JOURNAL

複数のシステム・ディスクを使用する OpenVMS Clusterシステムの場合の規則:

• ファイルが格納されているシステム・ディスクからブートされないシステムの場合，マスタ・ファイル
およびキュー・ファイルとジャーナル・ファイルの両方の場所を指定する。

関連項目: キュー・データベース・ファイルを他のデバイスまたはディレクトリに保存する場合は，そ
の方法について『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照する。

• OpenVMS Cluster全体でアクセス可能なデバイスとディレクトリを指定する。

• 各ノードの SYS$COMMON:SYLOGICALS.COMスタートアップ・コマンド・プロシージャに，同じ
ようにデバイスとディレクトリを定義する。
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7.4 追加キュー・マネージャの起動

複数のキュー・マネージャを実行すると，クラスタ全体でバッチ・ジョブとプリン
ト・ジョブが分散され，作業負荷のバランスをとることができます。たとえば，
CPUまたはメモリが不足しているクラスタでは，バッチ・キューとプリント・キュ
ーに対して個別にキュー・マネージャを作成できます。このようにすると，バッチ・
キュー・マネージャをあるノードで実行し，プリント・キュー・マネージャを別のノ
ードで実行できます。

7.4.1 コマンドの形式

追加キュー・マネージャを起動するには， START/QUEUE/MANAGERコマンド
に/ADD修飾子と /NAME_OF_MANAGER修飾子を指定します。/NEW_VERSION
修飾子は指定しません。以下の例を参照してください。

$ START/QUEUE/MANAGER/ADD/NAME_OF_MANAGER=BATCH_MANAGER

7.4.2 データベース・ファイル

複数のキュー・マネージャが 1つのQMAN$MASTER.DATマスタ・ファイルを共用
しますが，各キュー・マネージャに対してキュー・ファイルとジャーナル・ファイル
は追加作成されます。追加ファイルにはそれぞれ，以下の形式で名前が付けられま
す。

• name_of_manager.QMAN$QUEUES

• name_of_manager.QMAN$JOURNAL

デフォルト設定では，キュー・データベースとそのファイルは
SYS$COMMON:[SYSEXE]に保存されます。キュー・データベース・ファイル
を他の場所に格納する場合は，第 7.6節の指示に従ってください。

7.5 キューイング・システムの停止

STOP/QUEUE/MANAGER/CLUSTERコマンドを入力すると，キュー・マネー
ジャは停止され， START/QUEUE/MANAGERコマンドを入力するまで (/NEW_
VERSION修飾子を指定せずに)，キューイング要求は拒否されます。

以下のコマンドは， PRINT_MANAGER というキュー・マネージャを停止する方法
を示しています。

$ STOP/QUEUE/MANAGER/CLUSTER/NAME_OF_MANAGER=PRINT_MANAGER
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規則: キュー・マネージャがOpenVMS Cluster システムで実行されているかどう
かとは無関係に，コマンド・ラインに/CLUSTER修飾子を指定する必要がありま
す。/CLUSTER修飾子を指定しないと，コマンドはキュー・マネージャを停止せず
に，デフォルト・ノードのすべてのキューを停止します (これは， STOP/QUEUE
/ON_NODEコマンドを入力するのと同じです)。

7.6 キュー・データベース・ファイルの移動

キュー・データベースのファイルは，デフォルトの SYS$COMMON:[SYSEXE]か
ら，クラスタ単位でマウントされているディスク，またはクラスタ単位のキュー・ス
キームに参加しているコンピュータからアクセスできるディスクに移動できます。た
とえば，実行される処理が少ない共用ディスクにデータベースを格納しておけば，シ
ステムのパフォーマンスを向上できます。

7.6.1 格納場所に関するガイドライン

マスタ・ファイルQMAN$MASTERは，キュー・ファイルおよびジャーナル・ファ
イルとは別の場所に格納できますが，キュー・ファイルとジャーナル・ファイルは同
じディレクトリに格納しなければなりません。あるキュー・マネージャのキュー・フ
ァイルとジャーナル・ファイルは，他のキュー・マネージャのキュー・ファイルおよ
びジャーナル・ファイルと別の場所に格納できます。

指定するディレクトリは，クラスタ内のすべてのノードからアクセスできなけれ
ばなりません。ディレクトリ指定が隠し論理名の場合は，クラスタ内の各ノードの
SYS$COMMON:SYLOGICALS.COMスタートアップ・コマンド・プロシージャに
同じように定義しなければなりません。

関連項目: キュー・データベース・ファイルの作成または移動の詳細については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。OpenVMS Cluster
のバッチ/プリント・システムを設定する共通のプロシージャの例については，第
7.12節も参照してください。

7.7 プリント・キューの設定

プリント・キューを設定するには，OpenVMS Clusterシステムに最適なキュー構成
の種類を判断しなければなりません。各コンピュータに接続されているプリント・デ
バイスの台数と種類，およびプリント・ジョブを処理する方法に応じて，複数の選択
肢があります。たとえば，以下のことを決定する必要があります。

• 各コンピュータでどのプリント・キューを設定するのか

• プリント・ジョブの処理をクラスタ全体で分散するために，クラスタ単位の汎用
キューを設定するかどうか
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• スタートアップ時間を短縮したり，可用性を向上するために，自動起動キューを
設定するかどうか

クラスタにとって適切な方式を判断した後，キューを作成することができます。
図 7–1は，アクティブ・コンピュータ JUPITR， SATURN，URANUS で構成され
るクラスタのプリンタ構成を示しています。

図 7–1 プリンタ構成の例
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7.7.1 キューの作成

OpenVMS Clusterのプリント・キューは，スタンドアロン・コンピュータの場合と
同じ方法で設定します。しかし，OpenVMS Clusterシステムでは，作成する各キュ
ーに対して固有の名前を指定しなければなりません。

7.7.2 コマンドの形式

プリント・キューを作成して名前を付けるには，DCLプロンプトに対して，以下の
形式で INITIALIZE/QUEUEコマンドを指定します。
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$ INITIALIZE/QUEUE/ON=node-name::device[/START][/NAME_OF_MANAGER=name-of-manager] queue-name

修飾子 説明

/ON キューが割り当てられるコンピュータとプリンタを指定する。
/START修飾子を指定すると，キューが起動される。

/NAME_OF_MANAGER 複数のキュー・マネージャを実行している場合は，修飾子を使用し
てキュー・マネージャを指定しなければならない。

7.7.3 キューの可用性の確保

自動起動機能を使用すれば，OpenVMS Clusterでスタートアップを単純にし，実
行キューの可用性を向上することができます。自動起動キューが実行されているノ
ードがOpenVMS Clusterから削除されると，キューは自動的に，自動起動が有効
に設定されている次の使用可能なノードにフェールオーバされます。自動起動は特
に LATキューで便利です。 LATプリンタは通常，複数のシステムのユーザあるいは
OpenVMS Clusterシステムのユーザ間で共用されるため， LATキューが使用できな
くなると，多くのユーザに影響があります。

自動起動キューを作成する場合の形式:

キューを実行できるノードのリストを指定して自動起動キューを作成するには，以下
の形式でDCLコマンド INITIALIZE/QUEUEを使用します。

INITIALIZE/QUEUE/AUTOSTART_ON=(node-name::device:,node-name::device:, . . .
) queue-name

/AUTOSTART_ON修飾子を使用する場合， INITIALIZE /QUEUEコマンドに
/START修飾子を指定するか，または START/QUEUEコマンドを入力することによ
り，最初に自動起動できるようにキューを有効にしておかなければなりません。しか
し，キューが動作できるノードに対して ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンド
が入力されるまで，キューでジョブの処理を開始することはできません。汎用キュー
を自動起動キューとして指定することはできません。

規則: 汎用キューは自動起動キューとして指定できません。/ON修飾子と
/AUTOSTART_ON修飾子のどちらも指定することはできません。

関連項目: 自動起動が無効に設定されるタイミングの設定方法については，第 7.13節
を参照してください。

7.7.4 例

以下のコマンドを実行すると，図 7–2に示した JUPITRに対してローカル・プリン
ト・キューが割り当てられ，キューが起動されます。
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$ INITIALIZE/QUEUE/ON=JUPITR::LPA0/START/NAME_OF_MANAGER=PRINT_MANAGER JUPITR_LPA0
$ INITIALIZE/QUEUE/ON=JUPITR::LPB0/START/NAME_OF_MANAGER=PRINT_MANAGER JUPITR_LPB0

図 7–2 プリント・キューの構成
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7.8 クラスタ単位の汎用プリント・キューの設定

クラスタ単位のキュー・データベースを使用すると，クラスタ全体で機能する汎用キ
ューを設定できます。クラスタ単位の汎用キューに登録されるジョブは，クラスタ内
での位置とは無関係に，割り当てられていて使用可能な任意のプリント・キューに格
納されます。しかし，印刷のためにキューに登録されるファイルは，プリンタが接続
されているコンピュータからアクセスできなければなりません。

7.8.1 構成例

図 7–3は，クラスタ単位の汎用プリント・キューを示しています。クラスタ内のすべ
ての LPA0プリンタのキューは， SYS$PRINTというクラスタ単位の汎用キューに割
り当てられます。
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クラスタ単位の汎用プリント・キューは， 1回だけ初期化し，起動する必要がありま
す。最も効率よくキューを起動するには，OpenVMS Clusterの各コンピュータで実
行される共通のコマンド・プロシージャを作成します (第 7.12.3項を参照)。

図 7–3 クラスタ単位の汎用プリント・キュー構成
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7.8.2 コマンドの例

以下のコマンドは，クラスタ単位の汎用キュー SYS$PRINTを初期化し，起動しま
す。

$ INITIALIZE/QUEUE/GENERIC=(JUPITR_LPA0,SATURN_LPA0,URANUS_LPA0)/START SYS$PRINT
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SYS$PRINTキューに登録されたジョブは，割り当てられているプリント・キュ
ーのうち，使用可能な任意のキューに格納されます。したがって，この例では，
SYS$PRINTキューに登録される JUPITRからのプリント・ジョブは， JUPITR_
LPA0， SATURN_LPA0，URANUS_LPA0のいずれにでも登録することができま
す。

7.9 実行バッチ・キューの設定

一般に，実行バッチ・キューは，スタンドアロン・コンピュータの場合と同じ手順
で，OpenVMS Clusterの各コンピュータで設定します。この方法の詳細について
は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

7.9.1 操作を開始する前に

バッチ・キューを設定する前に，クラスタにとってどのキュー構成が最適であるかを
判断しなければなりません。システム管理者はクラスタでバッチ・ジョブを効率よく
処理できるようにバッチ・キューを設定しなければなりません。たとえば，以下の操
作が必要です。

• 各コンピュータで実行する処理の種類を判断します。

• これらの処理ニーズに適合するように，ローカル・バッチ・キューを設定しま
す。

• クラスタ全体でバッチ・ジョブ処理を分散するために，クラスタ単位の汎用キュ
ーを設定するかどうかを判断します。

• スタートアップを単純化するために，自動起動キューを使用するかどうかを判断
します。

ニーズに最適な方式を判断した後，キューを設定するためにコマンド・プロシージャ
を作成できます。図 7–4は， JUPITR， SATURN，URANUSというコンピュータ
で構成されるクラスタのバッチ・キューの構成を示しています。
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図 7–4 バッチ・キューの構成例
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7.9.2 バッチ・コマンドの形式

固有の名前を指定してバッチ・キューを作成するには，以下の形式でDCLコマンド
INITIALIZE/QUEUE/BATCHを指定します。

$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/ON=node::[/START][/NAME_OF_MANAGER=name-of-manager] queue-name

修飾子 説明

/ON バッチ・キューが実行されるコンピュータを指定する。

/START キューを起動する。

/NAME_OF_MANAGER 複数のキュー・マネージャを実行している場合は，キュー・マネー
ジャの名前を指定する。

7.9.3 自動起動コマンドの形式

自動起動バッチ・キューは，DCLコマンド INITIALIZE/QUEUE/BATCHを使用し
て初期化および起動できます。以下のコマンド形式を使用します。

$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/AUTOSTART_ON=node::queue-name
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/AUTOSTART_ON修飾子を使用する場合は， INITIALIZE/QUEUEコマンド
に/START修飾子を指定するか，または START/QUEUEコマンドを入力することに
より，自動起動できるようにキューを最初に起動しておかなければなりません。しか
し，キューが動作できるノードで ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが入力
されるまで，キューでジョブの処理を開始することはできません。

規則: 汎用キューを自動起動キューとして設定することはできません。/ONと
/AUTOSTART_ONをどちらも指定することはできません。

7.9.4 例

以下のコマンドは，図 7–4に示した JUPITR， SATURN，URANUSに対してロー
カル・バッチ・キューを割り当てます。

$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/ON=JUPITR::/START/NAME_OF_MANAGER=BATCH_QUEUE JUPITR_BATCH
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/ON=SATURN::/START/NAME_OF_MANAGER=BATCH_QUEUE SATURN_BATCH
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/ON=URANUS::/START/NAME_OF_MANAGER=BATCH_QUEUE URANUS_BATCH

OpenVMS Clusterの各コンピュータのバッチ・ジョブは，デフォルトで
SYS$BATCHキューに登録されるため，クラスタ全体でバッチ・ジョブの処理
を分散するクラスタ単位の汎用バッチ・キューとしてこのキューを設定するために，
論理名を定義することを考慮しなければなりません (例 7–2を参照)。しかし，このよ
うな論理名の定義が必要なのは，共通環境クラスタを使用している場合だけです。

7.10 クラスタ単位の汎用バッチ・キューの設定

OpenVMS Clusterシステムでは，コンピュータ間でバッチ処理を分散して，処理リ
ソースの使用のバランスをとることができます。この作業負荷の分散は，ローカル・
バッチ・キューを 1つ以上のクラスタ単位の汎用バッチ・キューに割り当てることで
行うことができます。これらの汎用バッチ・キューは，割り当てられているバッチ・
キューのうち，使用可能なキューにバッチ・ジョブを格納することにより，クラスタ
全体でバッチ処理を制御します。クラスタ単位の汎用バッチ・キューは，例 7–2に示
す方法で作成できます。

クラスタ単位の汎用バッチ・キューは， 1回だけ初期化して起動する必要がありま
す。これらの操作を最も効率よく実行するには，OpenVMS Clusterの各コンピュー
タで実行される共通のコマンド・プロシージャを作成します (例 7–2を参照)。

7.10.1 構成例

図 7–5では，OpenVMS Clusterの各コンピュータのバッチ・キューが
SYS$BATCHというクラスタ単位の汎用バッチ・キューに割り当てられていま
す。ユーザは特定のキュー (たとえば JUPITR_BATCHや SATURN_BATCH)にジョ
ブを登録することができ，特にキューを指定する必要がない場合は，デフォルト設定
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でクラスタ単位の汎用キュー SYS$BATCHに登録することができます。汎用キュー
は，クラスタ内で割り当てられているキューのうち，使用可能なキューにジョブを登
録します。

割り当てられているキューを 2つ以上使用可能な場合は，割り当てられているすべて
のキューの中で，比率 (実行中のジョブ/ジョブの上限)が最低であるキューがオペレ
ーティング・システムによって選択されます。

図 7–5 クラスタ単位の汎用バッチ・キューの構成

ZK1636GE

JUPITR_BATCH

SATURN_BATCH URANUS_PRINT

SYS$BATCH

SATURN_PRINT

JUPITR_PRINT

JUPITRJUPITER

URANUSSATURN

Ethernet

7.11 ローカル・バッチ・キューの起動

通常，ローカル・バッチ実行キューは，スタートアップ時にバッチ・ジョブを実行し
てレイヤード製品を起動するために使用されます。この理由から，例 7–1のコマン
ド・プロシージャに示すように，これらのキューは ENABLE AUTOSTARTコマン
ドが実行される前に起動しなければなりません。
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7.11.1 スタートアップ・コマンド・プロシージャ

ローカル・バッチ実行キューは，各ノードのスタートアップ・コマンド・プロシージ
ャ SYSTARTUP_VMS.COMで起動します。共通のスタートアップ・コマンド・プロ
シージャを使用する場合は，以下のようなコマンドをプロシージャに追加します。

$ SUBMIT/PRIORITY=255/NOIDENT/NOLOG/QUEUE=node_BATCH LAYERED_PRODUCT.COM
$ START/QUEUE node_BATCH
$ DEFINE/SYSTEM/EXECUTIVE SYS$BATCH node_BATCH

キューが起動される前に，優先順位の高いバッチ・ジョブとしてスタートアップ・コ
マンド・プロシージャ LAYERED_PRODUCT.COMをキューに登録しておけば，キ
ューのジョブの上限とは無関係に，ジョブは直ちに実行されます。コマンド・プロシ
ージャがキューに登録される前にキューが起動されると，ユーザ・バッチ・ジョブの
スケジューリングによってキューがジョブの上限に到達してしまう可能性があり，ス
タートアップ・ジョブが待機しなければならなくなります。

7.12 共通のコマンド・プロシージャの使用

キューを作成した後，バッチ・ジョブとプリント・ジョブの処理を開始するためにキ
ューを起動しなければなりません。さらに，システムをリブートするたびに，キュー
が起動されるように，自動起動キューに対して自動起動を有効にするか，または非自
動起動キューに対して START/QUEUEコマンドを入力する必要があります。その場
合，必要なコマンドを指定したコマンド・プロシージャを作成します。

7.12.1 コマンド・プロシージャ

たとえば，QSTARTUP.COMという共通のコマンド・プロシージャを作成
し，それを共用ディスクに格納できます。この方法では，各ノードが共通の
QSTARTUP.COMプロシージャの同じコピーを共用できます。各ノードは，
SYSTARTUPの共通バージョンから共通のQSTARTUP.COMプロシージャを起動し
ます。また，キューを起動するコマンドを，個別のQSTARTUP.COMファイルでは
なく，共通の SYSTARTUPファイルに格納しておくこともできます。

7.12.2 例

例 7–1は，OpenVMS Clusterキューを作成するためのコマンドを示しています。
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例 7–1 OpenVMS Clusterキューを作成するためのコマンドの例

$
1
$ DEFINE/FORM LN_FORM 10 /WIDTH=80 /STOCK=DEFAULT /TRUNCATE
$ DEFINE/CHARACTERISTIC 2ND_FLOOR 2

.

.

.
2
$ INITIALIZE/QUEUE/AUTOSTART_ON=(JUPITR::LPA0:)/START JUPITR_PRINT
$ INITIALIZE/QUEUE/AUTOSTART_ON=(SATURN::LPA0:)/START SATURN_PRINT
$ INITIALIZE/QUEUE/AUTOSTART_ON=(URANUS::LPA0:)/START URANUS_PRINT

.

.

.
3
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START/ON=JUPITR:: JUPITR_BATCH
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START/ON=SATURN:: SATURN_BATCH
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START/ON=URANUS:: URANUS_BATCH

.

.

.
4
$ INITIALIZE/QUEUE/START -
_$ /AUTOSTART_ON=(JUPITR::LTA1:,SATURN::LTA1,URANUS::LTA1) -
_$ /PROCESSOR=LATSYM /FORM_MOUNTED=LN_FORM -
_$ /RETAIN=ERROR /DEFAULT=(NOBURST,FLAG=ONE,NOTRAILER) -
_$ /RECORD_BLOCKING ln03$PRINT
$
$ INITIALIZE/QUEUE/START -
_$ /AUTOSTART_ON=(JUPITR::LTA2:,SATURN::LTA2,URANUS::LTA2) -
_$ /PROCESSOR=LATSYM /RETAIN=ERROR -
_$ /DEFAULT=(NOBURST,FLAG=ONE,NOTRAILER) /RECORD_BLOCKING -
_$ /CHARACTERISTIC=2ND_FLOOR LA210$PRINT
$
5
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES/ON=SATURN
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES/ON=JUPITR
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES/ON=URANUS
6
$ INITIALIZE/QUEUE/START SYS$PRINT -
_$ /GENERIC=(JUPITR_PRINT,SATURN_PRINT,URANUS_PRINT)
$
7
$ INITIALIZE/QUEUE/BATCH/START SYS$BATCH -
_$ /GENERIC=(JUPITR_BATCH,SATURN_BATCH,URANUS_BATCH)
$
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例 7–1の各コマンドまたはコマンド・グループの説明については，以下の表を参照し
てください。

コマンド 説明

1 すべてのプリンタ・フォームと属性を定義する。

2 ローカル・プリント・キューを初期化する。この例では，これらのキューは自動起動キ
ューであり，ノードで ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが実行されるときに
自動的に起動される。自動起動キューを起動するために/START修飾子が指定されている
が，自動起動が有効に設定されるまで，ジョブの処理は開始されない。

システムのリブートのたびに自動起動を有効にするには，例 7–2に示すように，
ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドをキュー・スタートアップ・コマンド・
プロシージャに追加する。

3 サテライト・ノードも含めて，すべてのノードでローカル・バッチ・キューを初期化し，
起動する。この例では，ローカル・バッチ・キューは自動起動キューではない。

4 リモート LATプリンタのキューを初期化する。この例では，これらのキューは自動起動
キューであり， 3つのノードのいずれかで実行するように設定される。 3つのノードの最
初のノードでキューが起動され， ENABLE AUTOSTARTコマンドが実行される。

自動起動キューを実行できる各ノードで， LATスタートアップ・コマンド・プロ
シージャ LAT$SYSTARTUP.COMに論理デバイス LTA1と LTA2の設定を指定し
なければならない。詳細については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の
LAT$SYSTARTUP.COMの編集の説明を参照。

これらの自動起動キューを起動するために/START修飾子が指定されているが，自動起動
が有効に設定されるまで，ジョブの処理は開始されない。

5 自動起動を有効にして，自動起動キューを自動的に起動する。この例では，自動起動は最
初に SATURNノードで有効に設定されるため，キュー・マネージャは複数のノードのい
ずれかで動作するように設定されている自動起動キューを起動する。

6 汎用出力キュー SYS$PRINTを初期化し，起動する。これは自動起動キューではない (汎
用キューを自動起動キューとして設定することはできない)。しかし，システムがシャッ
トダウンされても，汎用キューは自動的に停止しないため，ノードのリブートのたびにキ
ューを再起動する必要はない。

7 汎用バッチ・キュー SYS$BATCHを初期化し，起動する。これは汎用キューであるた
め，ノードがシャットダウンされても停止されない。したがって，ノードのリブートのた
びにキューを再起動する必要はない。
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7.12.3 例

例 7–2は，共用ディスクに格納されている共通のQSTARTUPコマンド・プロシージ
ャの使い方を示しています。

例 7–2 OpenVMS Clusterキューを起動するための共通のプロシージャ

$!
$! QSTARTUP.COM -- Common procedure to set up cluster queues
$!
$!
1
$ NODE = F$GETSYI("NODENAME")
$!
$! Determine the node-specific subroutine
$!
$ IF (NODE .NES. "JUPITR") .AND. (NODE .NES. "SATURN") .AND. (NODE .NES. "URANUS")
$ THEN
$ GOSUB SATELLITE_STARTUP
$ ELSE
2
$!
$! Configure remote LAT devices.
$!
$ SET TERMINAL LTA1: /PERM /DEVICE=ln03 /WIDTH=255 /PAGE=60 -

/LOWERCASE /NOBROAD
$ SET TERMINAL LTA2: /PERM /DEVICE=LA210 /WIDTH=255 /PAGE=66 -

/NOBROAD
$ SET DEVICE LTA1: /SPOOLED=(ln03$PRINT,SYS$SYSDEVICE:)
$ SET DEVICE LTA2: /SPOOLED=(LA210$PRINT,SYS$SYSDEVICE:)
3
$ START/QUEUE/BATCH ’NODE’_BATCH
$ GOSUB ’NODE’_STARTUP
$ ENDIF
$ GOTO ENDING
$!
$! Node-specific subroutines start here
$!
4
$ SATELLITE_STARTUP:
$!
$! Start a batch queue for satellites.
$!
$ START/QUEUE/BATCH ’NODE’_BATCH
$ RETURN

(次ページに続く)
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例 7–2 (続き) OpenVMS Clusterキューを起動するための共通のプロシージャ
$!
5
$JUPITR_STARTUP:
$!
$! Node-specific startup for JUPITR::
$! Setup local devices and start nonautostart queues here
$!
$ SET PRINTER/PAGE=66 LPA0:
$ RETURN
$!
$SATURN_STARTUP:
$!
$! Node-specific startup for SATURN::
$! Setup local devices and start nonautostart queues here
$!

.

.

.
$ RETURN
$!
$URANUS_STARTUP:
$!
$! Node-specific startup for URANUS::
$! Setup local devices and start nonautostart queues here
$!

.

.

.
$ RETURN
$!
$ENDING:
6
$! Enable autostart to start all autostart queues
$!
$ ENABLE AUTOSTART/QUEUES
$ EXIT

例 7–2に示した共通のQSTARTUP.COMコマンド・プロシージャの各部分の説明に
ついては，以下の表を参照してください。

コマンド 説明

1 プロシージャを実行するノードの名前を指定する。

2 すべての大型ノードで， LATによって接続されているリモート・デバイスを設定す
る。これらのデバイスのキューは自動起動キューであり，このプロシージャの最後に
ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが実行されるときに自動的に起動される。

この例では，これらの自動起動キューは 3つのノードのいずれかで実行されるように設定
されている。最初のノードで ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが実行される
と，キューは起動される。 3つのノードのいずれかが稼動していて，自動起動が有効に設
定されている限り，キューは実行状態になる。
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コマンド 説明

3 大型ノードでローカル・バッチ・キューを起動する。この例では，ローカル・バッチ・キ
ューは自動起動キューではないため， START/QUEUEコマンドを使用して起動しなけれ
ばならない。

4 サテライト・ノードでローカル・バッチ・キューを起動する。

5 各ノードはそれぞれのサブルーチンを実行する。 JUPITRノードでは，ライン・プリ
ンタ・デバイス LPA0:を設定する。このデバイスのキューは自動起動キューであり，
ENABLE AUTOSTART/QUEUESコマンドが実行されたときに自動的に起動される。

6 すべての自動起動キューを起動するために，自動起動を有効化する。

7.13 シャットダウン時の自動起動の無効化

デフォルト設定では，シャットダウン・プロシージャのシャットダウン・シーケンス
の最初に自動起動が無効に設定されます。自動起動が無効に設定されると，フェール
オーバ・リストに指定されている自動起動キューは別のノードにフェールオーバされ
ます。また，自動起動を無効にすることにより，クラスタ内の別のノードで実行され
ている自動起動キューが，シャットダウン中のノードにフェールオーバされないよう
にします。

7.13.1 オプション

シャットダウン・シーケンスで自動起動が無効に設定されるタイミングは，以下のい
ずれかの方法で変更できます。

オプション 説明

1 論理名 SHUTDOWN$DISABLE_AUTOSTARTを以下のように定義する。

$ DEFINE/SYSTEM/EXECUTIVE SHUTDOWN$DISABLE_AUTOSTART number-of-minutes
number-of-minutes の値は，シャットダウンの前に自動起動が無効に設定されるタイミン
グ (分)を指定する。この論理名定義を SYLOGICALS.COMに追加できる。number-of-
minutes の値はノードのデフォルト値である。この値がシャットダウン・シーケンス全体
の時間 (分)より大きい場合は，自動起動はシーケンスの最初に無効に設定される。

2 シャットダウン・プロシージャで DISABLE_AUTOSTART number-of-minutesオプシ
ョンを指定する (number-of-minutes の値を指定すると， SHUTDOWN$DISABLE_
AUTOSTART論理名に対して指定されている値は無効になる)。

関連項目: シャットダウン・シーケンスで自動起動が無効に設定されるタイミングを
変更する方法については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してくだ
さい。
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8
OpenVMS Clusterシステムの構成

この章では，クラスタ構成コマンド・プロシージャの概要を示し，コマンド・プロシ
ージャを実行する前に必要な，構成の前処理についても説明します。その後，コマン
ド・プロシージャと構成の前処理の重要な機能について， AUTOGEN.COMの実行
も含めて説明します。

8.1 クラスタ構成プロシージャの概要

OpenVMS Clusterシステムの構成および再構成のために， CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMと CLUSTER_CONFIG.COMという 2種類の類似したコマンド・プ
ロシージャが用意されています。どちらのプロシージャを使用するかは，クラス
タ内のサテライト・ブートに LANCPユーティリティを使用するのか，DECnet
を使用するのかに応じて異なります。 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMでは，サ
テライト・ブート・サービスのために LANCPユーティリティが提供されます。
CLUSTER_CONFIG.COMでは，サテライト・ブート・サービスのためにDECnet
が提供されます。

また， Integrityサーバの構成には CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを， Alpha
システムの構成には CLUSTER_CONFIG_LAN.COMあるいは CLUSTER_
CONFIG.COMのどちらかを使用してください。 Cluster over IPの構成に使用でき
るのは CLUSTER_CONFIG_LAN.COMのみです。

サテライト環境では，クラスタの構成に使用したコマンド・プロシージャ
を確認したい場合があります。クラスタの構成に CLUSTER_CONFIGあ
るいは CLUSTER_CONFIG_LANのどちらを使用したのかを確認するには
SYS$SYSTEM:MODPARAMS.DATファイルを参照してください。クラスタを構成
する際，コマンド・プロシージャはMODPARAMS.DATファイルにコメントを追加
します。

CLUSTER_CONFIGを使用した場合， ADD操作時にMODPARAMS.DATに次のよ
うなコメントが追加されます.

! CLUSTER_CONFIG creating for ADD operation on 4-APR-2009 14:21:00.89

CLUSTER_CONFIG_LANの場合は，次のようなコメントです。

! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for ADD operation on 5-APR-2009 14:21:00.89
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CHANGE操作でも似たようなコメントが追加されます。MODPARAMS.DATに複
数のエントリがある場合，最後のエントリに，クラスタの構成に最後に使用されたプ
ロシージャが表記されています。サテライト・ブート・サービスを選択する際の考慮
点については，第 4.5節を参照してください。

ここで説明する構成プロシージャを使用すると， OpenVMS Clusterシステムの構成
に必要な大部分の作業を自動化できます。CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは
CLUSTER_CONFIG.COMを起動すると，以下の構成オプションが表示されます。

• Add a computer to the cluster (コンピュータをクラスタに追加する)

• Remove a computer from the cluster (コンピュータをクラスタから削除する)

• Change a computer’s characteristics (コンピュータの属性を変更する)

• Create a duplicate system disk (システム・ディスクの複製を作成する)

• Make a directory structure for a new root on a system disk (システム・ディス
クに新しいルートのディレクトリ構造を作成する)

• Delete a root from a system disk (システム・ディスクからルートを削除する)

適切なオプションを選択することで，OpenVMSユーティリティを直接起動せずに，
クラスタを簡単にしかも確実に構成できます。表 8–1は，各構成オプションに対して
構成プロシージャが実行する機能を示しています。

この章で使用するクラスタ構成コマンド・プロシージャという用語は， CLUSTER_
CONFIG_LAN.COMと CLUSTER_CONFIG.COMの両方を示しています。 2つの
構成プロシージャから出力される質問は， LANCPとDECnetに関係する部分を除
き，同一です。

注意: これらのコマンド・プロシージャで出力される質問に関するヘルプを表示する
には，質問に対して疑問符 (?)を入力します。
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表 8–1 クラスタ構成機能の要約

オプション 実行される機能

ADD ノードをクラスタ・メンバとして有効にする。

• クラスタ共通システム・ディスクで新しいコンピュータのルート・ディレクトリ
を設定し，コンピュータのシステム・パラメータ・ファイル (Integrity システム
の場合は I64VMSSYS.PAR， Alphaシステムの場合は APLHAVMSSYS.PAR)と
MODPARAMS.DATを SYS$SPECIFIC:[SYSEXE] ディレクトリに作成する。

• 新しいコンピュータのページ・ファイルとスワップ・ファイルを作成する
(PAGEFILE.SYSと SWAPFILE.SYS)。

• クラスタ・クォーラム・ディスクを設定する (省略可能)。

• コンピュータがディスク・サーバとして追加される場合は，新しいコンピュータに対し
て ALLOCLASSパラメータを使用してディスク割り当てクラス値とポート割り当てク
ラス値 (Alphaの場合のみ)のいずれか一方または両方を設定する。コンピュータがテ
ープ・サーバとして追加される場合は， TAPE_ALLOCLASSパラメータを使用してテ
ープ割り当てクラス値を設定する。

注意: 共用 SCSIバス上で Alphaコンピュータを構成し，ポート割り当てクラスを使用
しない場合は， ALLOCLASSは 0より大きい値に設定しなければならない。

• 新しいコンピュータの初期 (一時)スタートアップ・プロシージャを作成する。この初
期プロシージャは，以下の操作を実行する。

NETCONFIG.COMを実行して，ネットワークを構成する。

AUTOGENを実行して，コンピュータのシステム・パラメータ値を設定する。

通常のスタートアップ・プロシージャを使用して，コンピュータをリブートする。

• 新しいコンピュータがサテライト・ノードの場合は，構成プロシージャは以下のファイ
ルを更新する。

新しいコンピュータを追加するために構成プロシージャが実行されるコンピュータ
のネットワーク・データベース。

ローカル・コンピュータの SYS$MANAGER:NETNODE_UPDATE.COMコマン
ド・プロシージャ (第 10.4.2項を参照)。

(次ページに続く)
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表 8–1 (続き) クラスタ構成機能の要約

オプション 実行される機能

REMOVE クラスタ・メンバとして有効にしたノードを無効にする。

• 別のコンピュータのルート・ディレクトリとその内容をローカル・コンピュー
タのシステム・ディスクから削除する。削除されるコンピュータがサテライト
の場合は，クラスタ構成コマンド・プロシージャはローカル・コンピュータで
SYS$MANAGER:NETNODE_UPDATE.COMを更新する。

• ローカル・コンピュータで，パーマネントおよび運用時リモート・ノード・ネットワー
ク・データベースを更新する。

• クォーラム・ディスクを削除する。

CHANGE CHANGEメニューを表示し，以下の目的で適切な情報を要求する。

• ローカル・コンピュータをディスク・サーバとして有効または無効に設定する。

• ローカル・コンピュータをブート・サーバとして有効または無効に設定する。

• ローカル・コンピュータでクラスタ通信のために IPを有効または無効に設定する。

• ローカル・コンピュータでクラスタ通信のためにイーサネットまたは FDDI LANを有
効または無効に設定する。

• ローカル・コンピュータでクォーラム・ディスクを有効または無効に設定する。

• サテライトのイーサネットまたは FDDIハードウェア・アドレスを変更する。

• ローカル・コンピュータをテープ・サーバとして有効または無効に設定する。

• ローカル・コンピュータの ALLOCLASSまたは TAPE_ALLOCLASSの値を変更す
る。

• ローカル・コンピュータの共用 SCSIポート割り当てクラス値を変更する。

• ローカル・コンピュータでノード間クラスタ通信のためにMEMORY CHANNELを有
効または無効に設定する。

CREATE ローカル・コンピュータのシステム・ディスクを複製し，新しいディスクからすべてのシス
テム・ルートを削除する。

MAKE システム・ディスクに新しいルートのディレクトリ構造を作成する。

DELETE システム・ディスクからルートを削除する。

8.1.1 システム構成の前処理

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャを
起動してOpenVMS Clusterシステムを構成する前に，表 8–2に説明する作業を実行
しなければなりません。
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表 8–2 構成の前処理

作業 手順

コンピュータが DECdtmを使用
するかどうかを判断する。

DECdtmサービスを使用するコンピュータをクラスタに追加したり，クラスタから削除
する場合は，データの整合性を維持するために多くの作業を実行しなければならない。

関連項目: OpenVMS Clusterシステムで DECdtmを設定する方法については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の DECdtmサービスに関する章を参照。

クラスタで DECdtmサービスを使用するかどうかわからない場合は，以下のコマンドを
入力する。

$ SET PROCESS /PRIVILEGES=SYSPRV
$ RUN SYS$SYSTEM:LMCP
LMCP> SHOW LOG
クラスタで DECdtmサービスが使用されていない場合は， SHOW LOGコマンドは‘‘file
not found’’というエラー・メッセージを表示する。クラスタで DECdtmサービスが使用
されている場合は，トランザクションに関する情報を保存するために DECdtmが使用す
るファイルの一覧が表示される。

サテライト・ブート・サービスを
提供するネットワーク・ソフトウ
ェアが起動され，実行されている
ことと，すべてのコンピュータが
LANに接続されていることを確認
する。

サテライト・ブートのために LANCPユーティリティを使用するノードの場合，
LANCPユーティリティを実行し， LANCPコマンド LIST DEVICE/MOPDLLを入力
して，システムの LANデバイスの一覧を表示する。

$ RUN SYS$SYSTEM:LANCP
LANCP> LIST DEVICE/MOPDLL
DECnet for OpenVMSを実行するノードの場合は， DCLコマンド SHOW NETWORK
を入力して，ネットワークが起動され，実行されているかどうかを判断する。

$ SHOW NETWORK

Product: DECNET Node: CHBOSE Address(es): 25.169
Product: TCP/IP Node: chbose.ind.hp.com Address(es): 18.156.235.23
この例では， CHBOSEノードは DECnet for OpenVMSを実行しており，
chbose.ind.hp.comは TCP/IPを実行している。 DECnetが起動されていない場合
は，‘‘SHOW-I-NONET, Network Unavailable’’というメッセージが表示される。

DECnet-Plusを実行しているノードの場合は， DECnet-Plusネットワークが起動
され，実行されているかどうかを判断する方法について，『DECnet for OpenVMS
Network Management Utilities』を参照。

(次ページに続く)
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表 8–2 (続き) 構成の前処理

作業 手順

MOPおよびディスク・サーバを
選択する。

サテライト・ノードを含むすべての OpenVMS Clusterでは，少なくとも 1つのMOP
(Maintenance Operations Protocol)およびディスク・サーバが必要である。可能な場合
は，複数のコンピュータをMOPおよびディスク・サーバとして選択する。複数のサー
バを選択しておくと，可用性を向上でき，多くの LANアダプタの間で作業負荷を分散で
きる。

MOPおよびディスク・サーバを選択する場合は，以下のガイドラインに従う。

• MOPサーバがシステム・ディスクに直接アクセスできることを確認する。

• ディスク・サーバがサービスするストレージに直接アクセスできることを確認す
る。

• クラスタ内で最も強力なコンピュータを選択する。あまり強力でないコンピュータ
を選択すると，作業量の多いサテライトを数多くサービスしたり，多くのサテライ
トを同時にブートするときに，過負荷状態になる可能性がある。しかし， 1つの強
力なサーバを選択するより， 2台以上の中程度のサーバを選択する方が，パフォー
マンスを向上できることがある。

• ほとんど同じパワーのコンピュータが複数ある場合は，すべてのコンピュータをブ
ート・サーバとして使用することができる。この方法では，最適な状態で負荷のバ
ランスをとることができる。さらに， 1台のコンピュータで障害が発生したり，シ
ャットダウンされても，他のコンピュータがサテライトをサービスできる。

• 演算パワーの他に，サーバを選択するためのもう 1つの重要な要素がある。それは
LANアダプタの速度である。サーバを選択する場合は，クラスタ内で帯域幅の最も
大きい LANアダプタを装備したサーバを選択しなければならない。

• IPを使用してクラスタを接続している場合，その IPアドレス上の LANアダプタは
SCSにして構成され使用されることに注意する。

特権付きアカウントにログインし
ていることを確認する。

特権付きアカウントにログインする。

規則: サテライトを追加する場合は，ブート・サーバでシステム管理者のアカウントにロ
グインしなければならない。このプロシージャでは特権付きシステム操作が実行される
ため，プロセス特権 SYSPRV， OPER， CMKRNL， BYPASS， NETMBXが必要であ
る。

クラスタ共通ファイルを調整す
る。

構成に 2つ以上のシステム・ディスクが含まれる場合は，第 5章の説明に従ってクラス
タ共通ファイルを調整する。

必要に応じて，ターミナルへのブ
ロードキャスト・メッセージを禁
止する。

コンピュータを追加および削除する場合，このような多くのメッセージが作成され
る。メッセージを禁止するには， DCLコマンド REPLY/DISABLE=(NETWORK,
CLUSTER)を入力する。 OPCOMメッセージの制御の詳細については，第 10.5節も参
照。

クラスタ構成プロシージャから出
力される質問に対する応答をあら
かじめ準備しておく。

クラスタ構成コマンド・プロシージャから要求されるデータについては，表 8–3を参
照。
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8.1.2 クラスタ構成プロシージャから要求されるデータ

以下の表は，クラスタ構成コマンド・プロシージャから出力される質問と，各質問へ
の応答方法を示しています。この表はまた，プロシージャを起動する前に，質問に対
する応答を準備する際にも利用できます。

質問の多くは構成に応じて異なるため，表 8–3では，出力される順ではなく，構成の
種類に応じて質問が並べられています。

表 8–3 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデータ

必要な情報 指定または取得方法

すべての構成

ルート・ディレクトリが作成され
るクラスタ・システム・ディスク
のデバイス名

SYS$SYSDEVICE:論理名の変換であるデフォルト・デバイス名をそのまま使用すると
きは， Returnキーを押す。または共通システム・ディスクを指す論理名を指定する。

クラスタ・システム・ディスクに
登録されているコンピュータのル
ート・ディレクトリ名

プロシージャから提供されるデフォルトをそのまま使用するときは， Returnキーを押
す。または SYSxという形式で名前を指定する。

• システム・ディスクに直接アクセスできる Integrityサーバあるいは Alphaシステ
ムの場合，有効な 16進値の範囲はより大きくなる。 VAXの範囲の 1～ 9または A
～ Dと， 10～ FFFFの範囲の両方が含まれる。 SYSEと SYSFはシステム用に予
約される。

• サテライトの場合，xは 10～ FFFFの値でなければならない。

ワークステーション・ウインド
ウ・システム

システム管理者が指定する。ワークステーション・ソフトウェアは，ワークステーショ
ン・サテライトを追加する前にインストールしなければならない。インストールしてい
ないと，インストールされていないことがプロシージャから示される。

(次ページに続く)
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表 8–3 (続き) CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデー
タ

必要な情報 指定または取得方法

すべての構成

ページ・ファイルとスワップ・フ
ァイルの場所とサイズ

この情報は，コンピュータをクラスタに追加する場合にだけ要求される。デフォルトの
サイズと場所をそのまま使用する場合は， Returnキーを押す (プロシージャから表示さ
れる角括弧で囲まれたデフォルト・サイズは最小値である。デフォルトの場所はクラス
タ・システム・ディスクのデバイス名である)。

構成にサテライト・ノードが含まれる場合は，サテライトのページ・ファイルとスワッ
プ・ファイルをサテライトのローカル・ディスクに格納することで (このようなディスク
を使用可能な場合)，パフォーマンスを向上できる。パフォーマンスを向上できるかどう
かは， OpenVMS Clusterシステム・ディスクとネットワークの構成に応じて異なる。

サテライトのローカル・ディスクにページ・ファイルとスワップ・ファイルを設定する
場合，クラスタ構成プロシージャはブート・サーバのシステム・ディスクのサテライト
の [SYSn.SYSEXE] ディレクトリに SATELLITE_PAGE.COMというコマンド・プロシ
ージャを作成する。 SATELLITE_PAGE.COMプロシージャは以下の機能を実行する。

• node-name_SCSSYSTEMIDという形式で，クラスタ内で固有のボリューム・ラベ
ルを使用して，サテライトのローカル・ディスクをマウントする。

関連項目: ボリューム・ラベルの変更方法については，第 8.6.5項を参照。

• ページ・ファイルとスワップ・ファイルをサテライトのローカル・ディスクにイン
ストールする。

注意: シャドウイングされたページ・ディスクおよびスワップ・ディスクには，
新しく追加されたノードに，専用の‘‘ローカル’’ディスク (つまり，ホスト・ベース
のシャドウイング・ディスク (DSxxx)，またはホスト・ベースの RAIDディスク
(DPxxxx)，または DECramディスク (MDAxxxx))をマウントするように，適切な構
文で SATELLITE_PAGE.COMに MOUNTおよび INITコマンドを編集する必要があり
ます。 CLUSTER_CONFIG(_LAN).COMでは， SHADOW， RAID，または DECram
ディスクに必要な MOUNTおよび INITコマンドを作成しません。

注意: サテライトのページ・ファイルとスワップ・ファイルを (たとえばサテライトのロ
ーカル・ディスクからブート・サーバのシステム・ディスクへあるいはその逆へ)移動し
たり，ファイル・サイズを変更するには，以下の操作を行う。

1. 以下に示すように，新しい PAGEファイルと SWAPファイルを共用ディスクに作成
する。

$ MCR SYSGEN CREATE device:[dir] PAGEFILE.SYS/SIZE=block-count
注意: ページ・ファイルとスワップ・ファイルがシャドウ・セットに対して作成され
る場合は，それに応じて SATELLITE_PAGEを編集しなければならない。

2. SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]PAGEFILE.SYSと SWAPFILE.SYSファイルの名前を
PAGEFILE.TMPおよび SWAPFILE.TMPに変更する。

3. リブートし，.TMPファイルを削除する。

4. ファイルをロードするように， SYS$MANAGER:SYPAGSWPFILES.COMプロシ
ージャを変更する。

(次ページに続く)
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表 8–3 (続き) CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデー
タ

必要な情報 指定または取得方法

すべての構成

ローカル・コンピュータの割り当
てクラス (ALLOCLASSまたは
TAPE_ALLOCLASS)パラメータ
の値

ALLOCLASSパラメータは，ノード割り当てクラスに対して使用でき， Alphaコンピュ
ータではポート割り当てクラスに対しても使用できる。割り当てクラスの指定の詳細に
ついては，第 6.2.1項を参照。

クォーラム・ディスクの物理デバ
イス名

システム管理者が指定する。

DECnet for OpenVMSを実行しているシステム

コンピュータの DECnetフェーズ
IVのノード・アドレス

DECnetノード・アドレスに関しては，以下の方法で取得する。

• コンピュータを追加する場合は，ネットワーク管理者がアドレスを指定する。

• コンピュータを削除する場合は， SHOW NETWORKコマンドを使用する (表 8–2
を参照)。

コンピュータの DECnetノード名 ネットワーク管理者が指定する。名前は 1～ 6文字の英数字でなければならず，ドル記
号( $ )とアンダスコア( _ )を使用することはできない。

(次ページに続く)
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表 8–3 (続き) CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデー
タ

必要な情報 指定または取得方法

DECnet-Plusを実行するシステム

コンピュータの DECnetフェーズ
IVノード・アドレス (フェーズ IV
互換性が必要な場合)

DECnetノード・アドレスに関しては，以下の方法で取得する。

• コンピュータを追加する場合は，ネットワーク管理者がアドレスを指定する。

• コンピュータを削除する場合は， SHOW NETWORKコマンドを使用する (表 8–2
を参照。)

ノードの DECnetフルネーム ネットワーク管理者に支援してもらってフルネームを判断する。以下の要素で構成され
る文字列を入力する。

• ネームスペース名とコロン (:)。これは省略可能である。

• ピリオド (.)によって指定されるルート・ディレクトリ。

• 0以上の階層ディレクトリ。文字列とピリオド (.)によって指定される。

• 単純名とディレクトリ名の組み合わせによって，ノードが一意に識別される。以下
の例を参照。

.SALES.NETWORKS.MYNODE
MEGA:.INDIANA.JONES
COLUMBUS:.FLATWORLD

このノードの SCSノード名 OpenVMS Clusterノード名を入力する。この名前は 6文字以下の英数字文字列である。

DECnet同意語 DECnet同意語を定義するときは Returnキーを押す。これはノードのフルネームの短縮
名である。それ以外の場合は Nと入力する。

このノードの同意名 6文字以下の英数字文字列を入力する。デフォルト設定では，フルネームの最後の単純名
の最初の 6文字である。以下の例を参照。

同意名: BLACKH

注意: ノードの同意名が OpenVMS Clusterノード名と同じである必要はない。

このノードのMOPサービス・ク
ライアント名

ノードがブート・サーバとして構成される場合，ノードのMOPサービス・クライアン
トの名前を入力する。デフォルト設定では， OpenVMS Clusterノード名である (たとえ
ば SCSノード名)。この名前が OpenVMS Clusterノード名と同じである必要はない。

サテライト・ブートのために TCP/IPまたは LANCPユーティリティ，もしくは両方を実行するシステム

コンピュータの SCSノード名
(SCSNODE)と SCSシステム ID
(SCSSYSTEMID)

これらのプロンプトについては，第 4.2.3項を参照。システムが TCP/IPを実行してい
る場合，クラスタ・ノード名 (SCSNODE)は TCP/IPホスト名と一致する必要がないた
め，プロシージャから TCP/IPホスト名を要求しない。 TCP/IPホスト名は 7文字以上
とし，一方， SCSNODE名は 6文字以下とする。システムが DECnetと IPの両方を実
行している場合，プロシージャは DECnetのデフォルトを使用する。

(次ページに続く)
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表 8–3 (続き) CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデー
タ

必要な情報 指定または取得方法

LAN構成

クラスタ・グループ番号とパスワ
ード

この情報は， CHANGEオプションを選択した場合にだけ要求される。クラスタ・グル
ープ番号とパスワードの割り当ての詳細については，第 2.5節を参照。

サテライトの LANハードウェ
ア・アドレス

アドレスは xx-xx-xx-xx-xx-xx という形式である。ハードウェア・アドレスを指定する場
合は，ハイフンも指定しなければならない。ハードウェア・アドレスを調べるには，サ
テライトのコンソールで以下のコマンドを実行してください。

Integrityサーバの場合:

Shell> lanaddress
Alphaシステムの場合:

>>> SHOW NETWORK
これらのコマンドは，サテライト・ブートに使用できる LANデバイスのハードウェア・
アドレスを表示します。 LANCPで SHOW CONFIGを実行して調べることもできま
す。

(次ページに続く)
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表 8–3 (続き) CLUSTER_CONFIG_LAN.COMおよび CLUSTER_CONFIG.COMから要求されるデー
タ

必要な情報 指定または取得方法

IP構成

UDPポート番号 UDPポート番号は，クラスタ通信に使用されるポート番号です。 UDPポート番号は，
そのクラスタのすべてのメンバで同じでなければなりません。また，同じ UDPポート番
号を他のクラスタで使用していないこと，および，他のアプリケーションでこのポート
番号を使用していないことを確認してください。

IPマルチキャスト・アドレス IPマルチキャストを有効にする場合は，クラスタ用の IPマルチキャスト・アドレスを
入力します。デフォルトでは，この IPマルチキャスト・アドレスは， 239.242.x.yの範
囲の管理者によって指定された IPマルチキャスト・アドレスから選択されます。最後の
2つの値， xおよび yはクラスタ・グループ番号より生成されます。たとえば，クラス
タ・グループ番号が 1985の場合，マルチキャストは以下のように計算されます。

X= 1985/256
Y= 1985 - (256 *x)
システム管理者は，デフォルトのマルチキャスト・アドレスをその環境でユニークなア
ドレスに置き換えることができます。

IPユニキャスト・アドレス IPユニキャストを使用してリモート・ノードを見つけるようにノードを構成する場合
は，クラスタの既存のメンバあるいは新しいメンバの IPユニキャスト・アドレスが必要
になります。

IPアドレス クラスタの設定を行うローカル・システムの IPアドレスです。

ゲートウェイおよびネットワー
ク・マスク

構成オプションでオプション 4を選択して TCP/IPゲートウェイとネットワーク・マス
クのアドレスを Cluster over IPデータベースに追加します。

IPインタフェース・アドレス 選択したアドレスに対する構成オプションでオプション 4を選択し， Cluster over IPデ
ータベースに追加します。次の例のように，インタフェース情報がデフォルト・ルート
とともに TCPIP$CLUSTER.DATに入力されます。

interface=IE0,EIA0,10.0.1.2,255.255.255.0

default_route=10.0.1.1

サテライト・ブート用の IPイン
タフェース・アドレス

サテライト・ブートに使用する IPインタフェースを選択します。

Alphaシステムの場合:

• サテライトのコンソールで次のコマンドを実行します。

>>> SHOW DEVICE
この出力から， IPアドレスが構成されクラスタ通信に使用される LANインタフェ
ースは EIA0になります。

Integrityサーバの場合:

• IPインタフェース名は EIあるいは EWのどちらかで始まります。それが最初のイ
ンタフェースであれば， EIA0あるいは EWA0になります.使用するインタフェー
スのMACアドレスは Shellプロンプトから取得します。

Integrityサーバでインタフェース情報を取得するには， EFIシェルで次のコマンド
を実行します。

Shell>lanaddress
アクティブなインタフェースが EIA0と想定される場合， EIA0でサテライトを構成
します。 EIA0でブートできない場合はそのあと EWA0で試してみます。
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8.1.3 プロシージャの起動

必要な準備が完了した後，クラスタ構成プロシージャを起動して，OpenVMS
Clusterシステムを構成できます。システム管理者・アカウントにログインし，デ
フォルトが SYS$MANAGERであることを確認します。その後，以下に示すように
DCLコマンド・プロンプトに対してプロシージャを起動します。

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN

または

$ @CLUSTER_CONFIG

注意

複数のセッションを同時に起動しないでください。クラスタ構成セッション
は一度に 1つだけ実行できます。

どちらのプロシージャも，起動されると，以下の情報およびメニューを表示します
(この時点での CLUSTER_CONFIG_LAN.COMと CLUSTER_CONFIG.COMの相
違点は，表示されるコマンド・プロシージャ名だけです)。選択したメニュー・オプシ
ョンに応じて，各プロシージャで会話しながら構成情報が求められます (表 8–3の説
明に従って，応答をあらかじめ準備しておいてください)。

Cluster/IPCI Configuration Procedure
CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet Phase IV is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

CALVIN is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for CALVIN.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]:
.
.

.

.

.
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この章では，クラスタ構成プロシージャを実行する方法を示すために，多くのサンプ
ル・セッションを用意しています。 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMプロシージャ
と CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャは Integrityシステムと Alphaシステム
の両方で同じように機能しますが，使用するコンピュータ・システムの種類に応じ
て，表示される質問や形式が少し異なることがあります。

8.2 コンピュータの追加

ほとんどの場合，OpenVMS Clusterのアクティブ・コンピュータで CLUSTER_
CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを起動し， ADD機能を選択
して，コンピュータをOpenVMS Clusterのメンバとして有効にします。しかし，状
況によっては，コンピュータを追加するために追加手順を実行しなければならないこ
とがあります。必要な操作を判断するには，表 8–4の説明を参照してください。

表 8–4 OpenVMS Clusterにコンピュータを追加するための準備

場合 操作

OpenVMS Clusterに最初のサテライ
ト・ノードを追加する場合。

以下の操作を実行する。

1. クラスタ・ブート・サーバとして有効にするコンピュータに
ログインする。

2. クラスタ構成プロシージャを起動し，第 8.4節の説明に従っ
て CHANGE機能を実行し，ローカル・コンピュータをブー
ト・サーバとして有効にする。

3. CHANGE機能が終了した後， ADD機能を実行してサテラ
イトをクラスタに追加する。

クラスタが DECdtmサービスを使用
する場合。

クラスタにコンピュータを追加したときに，そのコンピュータの
トランザクション・ログを作成しなければならない。トランザク
ション・ログの作成方法については，『OpenVMSシステム管理
者マニュアル』の DECdtmサービスの章を参照。

クラスタ共通システム・ディスクから
ブートされる CIで接続されたコンピ
ュータを追加する場合。

コンピュータをクラスタにブートする前に，そのコンピュータの
新しいデフォルト・ブートストラップ・コマンド・プロシージャ
を作成しなければならない。この方法については，各コンピュー
タのインストール/操作ガイドを参照。

複数の共通システム・ディスクを使用
するクラスタにコンピュータを追加す
る場合。

コンピュータが追加される各システム・ディスクに対して異なる
デバイス名を使用しなければならない。この理由から，クラスタ
構成プロシージャはデフォルト・デバイス名として，ローカル・
システムの SYS$SYSDEVICE:の論理ボリューム名 (たとえば
DISK$MARS_SYS1)を表示する。

異なるデバイス名を使用すると，システム・ディスクに同じ名
前のルートが含まれる場合でも，追加する各コンピュータが固
有のルート・ディレクトリ指定を持つようになる。たとえば，
DISK$MARS_SYS1:[SYS10]と DISK$MARS_SYS2:[SYS10]。

ボーツ・メンバをクラスタに追加する
場合。

ADD機能が終了した後，第 8.6節の説明に従ってクラスタを再
構成しなければならない。

注意

ADD機能が完了する前に，ローカル・コンピュータまたは新しいコンピュー
タで障害が発生した場合は，正常な状態に復旧した後， REMOVEオプション
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を使用して不正なデータを消去し， ADDオプションを再起動しなければなり
ません。 REMOVEオプションについては，第 8.3節を参照してください。

8.2.1 会話型ブートストラップ操作の制御

クラスタ構成コマンド・プロシージャを使用してサテライトをクラスタに追加する場
合，サテライトに対して会話型ブートストラップ操作を許可するかどうかがプロシー
ジャから質問されます (デフォルトはNo)。

デフォルトを選択すると，サテライトのシステム・パラメータ・ファイルのNISCS_
CONV_BOOTシステム・パラメータは 0に設定されたままになり，会話型ブート
ストラップ操作は無効になります。パラメータ・ファイル (Integrityシステムの場
合は I64VMSSYS.PAR， Alphaシステムの場合は ALPHAVMSSYS.PAR)は，ブー
ト・サーバのシステム・ディスクのサテライトのルート・ディレクトリにあります
(device:[SYSx.SYSEXE])。このパラメータを 1に設定すれば，いつでも特定のサテラ
イトに対して会話型ブートストラップ操作を有効にできます。

例:

デバイス$1$DGA11のルート 10からブートされるOpenVMS Alphaサテライトに対
してこのような操作を有効にするには，以下の操作を実行します。

手順 操作

1 ブート・サーバでシステム管理者としてログインする。

2 Integrityシステムあるいは Alphaシステムで， System Generationユーティリティ
(SYSGEN)を起動し，以下のコマンドを入力する。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSGEN
SYSGEN> USE $1$DGA11:[SYS10.SYSEXE]ALPHAVMSSYS.PAR
SYSGEN> SET NISCS_CONV_BOOT 1
SYSGEN> WRITE $1$DGA11:[SYS10.SYSEXE]ALPHAVMSSYS.PAR
SYSGEN> EXIT
$

3 サテライトのMODPARAMS.DATファイルを編集し， NISCS_CONV_BOOTを 1に設定す
る。

8.2.2 共通の AUTOGENパラメータ・ファイル

ノードまたはサテライトをOpenVMS Clusterに追加する場合，クラスタ構成コマン
ド・プロシージャは以下のいずれかの行をMODPARAMS.DATファイルに追加しま
す。
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追加されるノード 追加される行

サテライト・ノード 以下の行が MODPARAMS.DATファイルに追加される。

AGEN$INCLUDE_PARAMS SYS$MANAGER:AGEN$NEW_SATELLITE_DEFAULTS.DAT
サテライト・ノード
以外のノード

以下の行が MODPARAMS.DATファイルに追加される。

AGEN$INCLUDE_PARAMS SYS$MANAGER:AGEN$NEW_NODE_DEFAULTS.DAT

AGEN$NEW_SATELLITE_DEFAULTS.DATファイルと AGEN$NEW_NODE_
DEFAULTS.DATファイルには，クラスタ内のすべてのサテライト・ノードまたはサ
テライト・ノード以外のノードに共通の AUTOGENパラメータの設定が格納されま
す。これらのファイルを使用すると，共通のシステム・パラメータをどちらか一方の
ファイルまたは両方のファイルに格納して管理することができるため，システム管理
が単純になります。共通パラメータを追加または変更する場合，クラスタのすべての
ノードでMODPARAMS.DATファイルを変更する必要はありません。

初期状態では，これらのファイルにはパラメータ設定は格納されていません。
AGEN$NEW_SATELLITE_DEFAULTS.DATファイルと AGEN$NEW_NODE_
DEFAULTS.DATファイルを必要に応じて変更して，システム・パラメータを追加
または変更します。たとえば， AGEN$NEW_SATELLITE_DEFAULTS.DATファ
イルを編集し，MIN_GBLPAGECNTパラメータを 5000に設定することができま
す。 AUTOGENは，MIN_GBLPAGECNTパラメータをはじめ， AGEN$NEW_
SATELLITE_DEFAULTS.DATファイルに格納されている他のすべてのパラメータ
の設定をクラスタ内のすべてのサテライト・ノードに共通に適用します。

AUTOGENは，最初に実行されるときと，その後実行されるたびに，
AGEN$NEW_SATELLITE_DEFAULTS.DATファイルまたは AGEN$NEW_
NODE_DEFAULTS.DATファイルのパラメータ設定を使用します。

8.2.3 例

例 8–1，例 8–2，例 8–3では， BHAGATで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使
用して，DECnet for OpenVMSを実行しているブート・サーバ，DECnet-Plusを
実行しているブート・サーバ，およびサテライト・ノードをそれぞれ追加する方法を
示しています。

ここでは， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使用して， IPCIを使用する 2ノード
のDTクラスタを作成および構成する方法， IPCIクラスタに新しいノードを追加す
る方法，共有システム・ディスクを持つ IPCIクラスタに新しいノードを追加する方
法，および IPCIクラスタに Integrityサーバ・サテライト・ノードを追加する方法に
ついて説明します。
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例 8–1 ブート・サーバとして追加するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
セッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 1

This ADD function will add a new IA64 node to the cluster.

WARNING: If the node being added is a voting member, EXPECTED_VOTES for
every cluster member must be adjusted. For complete instructions
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual.

CAUTION: If this cluster is running with multiple system disks and
common system files will be used, please, do not proceed
unless appropriate logical names are defined for cluster
common files in SYLOGICALS.COM. For instructions, refer to
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

If this cluster will run IPCI, then TCP/IP installed on the system
should be version 5.7 and above or else IPCI configuration will be
aborted.

Do you want to continue [Y]? Return

Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? Y

Will the node be a satellite [Y]? N
What is the node’s SCS node name? MOON
What is the node’s SCSSYSTEMID number? 24.123

NOTE: 24.123 equates to an SCSSYSTEMID of 24699
Will MOON be a boot server [Y]? Return

TCP/IP BOOTP and TFTP services must be enabled on IA64 boot nodes.

Use SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG.COM on MOON to enable BOOTP and TFTP service
after MOON has booted into the cluster.

This procedure will now ask you for the device name of MOON’s system root.
The default device name (DISK$BHAGAT_831H1:) is the logical volume name of
SYS$SYSDEVICE:.

(次ページに続く)
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例 8–1 (続き) ブート・サーバとして追加するための会話型 CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMセッションの例

What is the device name for MOON’s system root [default DISK$BHAGAT_831H1:]?
What is the name of MOON’s system root [SYS1]? Return

Creating directory tree SYS1 ...
System root SYS1 created

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? N

CAUTION: If you do not define port allocation classes later in this
procedure for shared SCSI buses, all nodes sharing a SCSI bus
must have the same non-zero ALLOCLASS value. If multiple
nodes connect to a shared SCSI bus without the same allocation
class for the bus, system booting will halt due to the error or
IO AUTOCONFIGURE after boot will keep the bus offline.

WARNING: If BHAGAT is sharing the same SCSI bus with MOON, then BHAGAT’s
ALLOCLASS parameter or port allocation class for the shared bus
must be changed from 0 to the same non-zero value that will be
entered for MOON. Use the CHANGE option of
CLUSTER_CONFIG_LAN.COM to change BHAGAT’s ALLOCLASS
parameter before MOON is booted.

Enter a value for MOON’s ALLOCLASS parameter [1]: Return

Does this cluster contain a quorum disk [N]? Return

Size of pagefile for MOON [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary pagefile will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary pagefile [10000]? Return

Size of swap file for MOON [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary swap file will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary swap file [8000]? Return

Each shared SCSI bus must have a positive allocation class value. A shared
bus uses a PK adapter. A private bus may use: PK, DR, DV, DQ.

When adding a node with SCSI-based cluster communications, the shared
SCSI port allocation classes may be established in SYS$DEVICES.DAT.
Otherwise, the system’s disk allocation class will apply.

A private SCSI bus need not have an entry in SYS$DEVICES.DAT. If it has an
entry, its entry may assign any legitimate port allocation class value:

n where n = a positive integer, 1 to 32767 inclusive
0 no port allocation class and disk allocation class does not apply
-1 system’s disk allocation class applies (system parameter ALLOCLASS)

When modifying port allocation classes, SYS$DEVICES.DAT must be updated
for all affected nodes, and then all affected nodes must be rebooted.
The following dialog will update SYS$DEVICES.DAT on MOON.

Enter [RETURN] to continue:

There are currently no entries in SYS$DEVICES.DAT for MOON.
After the next boot, any SCSI controller on MOON will use
MOON’s disk allocation class.

(次ページに続く)
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例 8–1 (続き) ブート・サーバとして追加するための会話型 CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMセッションの例

Assign port allocation class to which adapter [RETURN for none]: Return

Will a disk local only to MOON (and not accessible at this time to BHAGAT)
be used for paging and swapping (Y/N)? N

If you specify a device other than DISK$BHAGAT_831H1: for MOON’s
page and swap files, this procedure will create PAGEFILE_MOON.SYS
and SWAPFILE_MOON.SYS in the <SYSEXE> directory on the device you
specify.

What is the device name for the page and swap files [DISK$BHAGAT_831H1:]?
%SYSGEN-I-CREATED, BHAGAT$DKA100:<SYS1.SYSEXE>PAGEFILE.SYS;1 created
%SYSGEN-I-CREATED, BHAGAT$DKA100:<SYS1.SYSEXE>SWAPFILE.SYS;1 created

The configuration procedure has completed successfully.

MOON has been configured to join the cluster.
The first time MOON boots, AUTOGEN.COM will run automatically.
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例 8–2 DECnet-Plusを実行するコンピュータを追加するための会話型 CLUSTER_
CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an Alpha System

DECnet-Plus is installed on this node.
Alpha satellites will use LANCP, not DECnet, for MOP downline loading.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BISMIL is an Alpha system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an Alpha node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BISMIL.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 1

This ADD function will add a new Alpha node to the cluster.

WARNING: If the node being added is a voting member, EXPECTED_VOTES for
every cluster member must be adjusted. For complete instructions
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual.

CAUTION: If this cluster is running with multiple system disks and
common system files will be used, please, do not proceed
unless appropriate logical names are defined for cluster
common files in SYLOGICALS.COM. For instructions, refer to
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

If this cluster will run IPCI, then TCP/IP installed on the system
should be version 5.7 and above or else IPCI configuration will be
aborted.

Do you want to continue [Y]? Return

Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? Y

Will the node be a satellite [Y]? N
What is the node’s SCS node name? MOON

DECnet is running on this node. Even though you are configuring a LAN-
based cluster, the DECnet database will provide some information and
may be updated.

What is the node’s DECnet fullname? local:.MOON
Do you want to define a DECnet synonym [Y]? N
What is the MOP service client name for this node [MOON]? VENUS
What is the node’s SCSSYSTEMID number? 24.123

NOTE: 24.123 equates to an SCSSYSTEMID of 24699
Will MOON run DECnet [Y]? Return

(次ページに続く)
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Note:
This procedure will not update any network databases
with information about MOON. You must do that
yourself.

Will MOON be a boot server [Y]? Return

This procedure will now ask you for the device name of MOON’s system root.
The default device name (DISK$ALPHA732:) is the logical volume name of
SYS$SYSDEVICE:.

What is the device name for MOON’s system root [default DISK$ALPHA732:]?
What is the name of MOON’s system root [SYS1]? Return

Creating directory tree SYS1 ...
System root SYS1 created

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? N

CAUTION: If you do not define port allocation classes later in this
procedure for shared SCSI buses, all nodes sharing a SCSI bus
must have the same non-zero ALLOCLASS value. If multiple
nodes connect to a shared SCSI bus without the same allocation
class for the bus, system booting will halt due to the error or
IO AUTOCONFIGURE after boot will keep the bus offline.

WARNING: If BISMIL is sharing the same SCSI bus with MOON, then BISMIL’s
ALLOCLASS parameter or port allocation class for the shared bus
must be changed from 0 to the same non-zero value that will be
entered for MOON. Use the CHANGE option of
CLUSTER_CONFIG_LAN.COM to change BISMIL’s ALLOCLASS
parameter before MOON is booted.

Enter a value for MOON’s ALLOCLASS parameter [1]: Return

Does this cluster contain a quorum disk [N]? Return

Size of pagefile for MOON [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary pagefile will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary pagefile [10000]? Return

Size of swap file for MOON [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary swap file will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary swap file [8000]? Return

Each shared SCSI bus must have a positive allocation class value. A shared
bus uses a PK adapter. A private bus may use: PK, DR, DV, DQ.

When adding a node with SCSI-based cluster communications, the shared
SCSI port allocation classes may be established in SYS$DEVICES.DAT.
Otherwise, the system’s disk allocation class will apply.

A private SCSI bus need not have an entry in SYS$DEVICES.DAT. If it has an
entry, its entry may assign any legitimate port allocation class value:

n where n = a positive integer, 1 to 32767 inclusive
0 no port allocation class and disk allocation class does not apply
-1 system’s disk allocation class applies (system parameter ALLOCLASS)

(次ページに続く)
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When modifying port allocation classes, SYS$DEVICES.DAT must be updated
for all affected nodes, and then all affected nodes must be rebooted.
The following dialog will update SYS$DEVICES.DAT on MOON.

Enter [RETURN] to continue: Return

There are currently no entries in SYS$DEVICES.DAT for MOON.
After the next boot, any SCSI controller on MOON will use
MOON’s disk allocation class.

Assign port allocation class to which adapter [RETURN for none]:
Will a local (non-HSx) disk on MOON and not on a hierarchical storage
controller be used for paging and swapping (Y/N)? N

If you specify a device other than DISK$ALPHA732: for MOON’s
page and swap files, this procedure will create PAGEFILE_MOON.SYS
and SWAPFILE_MOON.SYS in the <SYSEXE> directory on the device you
specify.

What is the device name for the page and swap files [DISK$ALPHA732:]?
%SYSGEN-I-CREATED, BISMIL$DKB100:<SYS1.SYSEXE>PAGEFILE.SYS;1 created
%SYSGEN-I-CREATED, BISMIL$DKB100:<SYS1.SYSEXE>SWAPFILE.SYS;1 created

The configuration procedure has completed successfully.

MOON has been configured to join the cluster.

Before booting MOON, you must create a new default
bootstrap command procedure for MOON. For instructions,
see your processor-specific installation and operations guide.

The first time MOON boots, NET$CONFIGURE.COM and
AUTOGEN.COM will run automatically.

The following parameters have been set for MOON:

VOTES = 1
QDSKVOTES = 1

After MOON has booted into the cluster, you must increment
the value for EXPECTED_VOTES in every cluster member’s
MODPARAMS.DAT. You must then reconfigure the cluster, using the
procedure described in the "OpenVMS Cluster Systems" manual.
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例 8–3 ローカル・ページ・ファイルとスワップ・ファイルを持つサテライトを追加
するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 1

This ADD function will add a new IA64 node to the cluster.

WARNING: If the node being added is a voting member, EXPECTED_VOTES for
every cluster member must be adjusted. For complete instructions
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual.

CAUTION: If this cluster is running with multiple system disks and
common system files will be used, please, do not proceed
unless appropriate logical names are defined for cluster
common files in SYLOGICALS.COM. For instructions, refer to
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

If this cluster will run IPCI, then TCP/IP installed on the system
should be version 5.7 and above or else IPCI configuration will be
aborted.

Do you want to continue [Y]? Return

Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? N

Will the node be a satellite [Y]? Return

What is the node’s SCS node name? GOMTHI

DECnet is running on this node. Even though you are configuring a LAN-
based cluster, the DECnet database will provide some information and
may be updated.

What is the node’s DECnet fullname? local:.GOMTHI
Do you want to define a DECnet synonym [Y]? N
What is the node’s SCSSYSTEMID number? 25.171

NOTE: 25.171 equates to an SCSSYSTEMID of 25771

(次ページに続く)
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WARNING:
The DECnet databases on BHAGAT will not be updated with
information on GOMTHI. You must see to it that network
databases on this and all other cluster members are updated.
For help, refer to the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

Does GOMTHI need to be registered in the DECnet namespace [N]? Return

What is the Cluster Alias fullname? Return

Will GOMTHI run DECnet [Y]? Return

This procedure will now ask you for the device name of GOMTHI’s system root.
The default device name (DISK$BHAGAT_SYS:) is the logical volume name of
SYS$SYSDEVICE:.

What is the device name for GOMTHI’s system root [default DISK$BHAGAT_SYS:]?
What is the name of GOMTHI’s system root [SYS10]? Return

What is GOMTHI’s LAN adapter hardware address? 00-30-6E-4C-BB-1A
What is GOMTHI’s TCP/IP address? 16.181.160.129
Would you like GOMTHI added as a TCP/IP host shortcut for 16.181.160.129 [Y]? Return

What is GOMTHI’s TCP/IP gateway or gateways (leave blank if none)? 16.181.160.1
What is GOMTHI’s TCP/IP network mask [255.255.255.0]? 255.255.252.0

NOTE: Make sure to set the VMS_FLAGS console variable
to 0,200000 on node GOMTHI so it will use
the memory-disk method to boot as a satellite.
The command to update this variable from the
console EFI shell of GOMTHI is:
set vms_flags "0,200000"

Allow conversational bootstraps on GOMTHI [N]? Return

The following workstation windowing options are available:

1. No workstation software
2. DECwindows Workstation Software

Enter choice [1]: Return

Creating directory tree SYS10 ...
System root SYS10 created

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? N
Will GOMTHI be a disk server [N]? Y
Enter a value for GOMTHI’s ALLOCLASS parameter [0]: Return

Updating BOOTP database with satellite information for GOMTHI...
Size of pagefile for GOMTHI [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary pagefile will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary pagefile [10000]? Return

Size of swap file for GOMTHI [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary swap file will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary swap file [8000]? Return

NOTE: IA64 satellite node GOMTHI requires DOSD if capturing the
system state in a dumpfile is desired after a system crash.

(次ページに続く)
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Will a local disk on GOMTHI be used for paging and swapping (Y/N)? Y

This procedure will now wait until GOMTHI is a member of
the cluster. Once GOMTHI joins the cluster, this procedure
will ask you which local disk it can use for paging and swapping.

Please boot GOMTHI now. Make sure the default boot device is
set to the appropriate clustered-disk access path: LAN device for
satellite nodes; or shared-bus (CI/DSSI/SCSI/FC) disk device. See
the hardware user manual or the console help command for instructions
to do this.

Waiting for GOMTHI to boot...
Waiting for GOMTHI to boot...
Waiting for GOMTHI to boot...
Waiting for GOMTHI to boot...
Waiting for GOMTHI to boot...

Node GOMTHI is now a cluster member. This procedure will pause
for up to 4 minutes, while attempting to detect local disks on
GOMTHI, to use for paging and swapping.

The local disks on GOMTHI are:

Device Device Error Volume Free Trans Mnt
Name Status Count Label Blocks Count Cnt
GOMTHI$DQA0: Online 0
GOMTHI$DKA0: Online 0
GOMTHI$DKA100: Online 0
GOMTHI$DKB200: Online 0

If the paging and swapping disk you plan to use is not displayed,
it may not yet be configured. Please wait a few moments and hit
a carriage return for an updated display.

Which disk can be used for paging and swapping? GOMTHI$DKA100:
May this procedure INITIALIZE GOMTHI$DKA100 [Y]? N

In order to ensure that this disk has a unique volume name this
procedure wishes to change its name from [GOMTHI_831H1] to
[GOMTHI_25771]. If the satellite being added may also be booted
standalone and refers to this disk by name you may retain the old volume
name if there are no other disks with the same name in this cluster.

May the volume name of this disk be changed to GOMTHI_25771 [Y]? N
%DELETE-W-SEARCHFAIL, error searching for SYS$COMMON:[SYSMGR]CLU2020042F.TMP1;*
-RMS-E-FNF, file not found

Mounting GOMTHI$DKA100...

What is the file specification for the pagefile on
GOMTHI$DKA100: [ <SYSEXE>PAGEFILE.SYS ]? Return

%CREATE-I-CREATED, GOMTHI$DKA100:<SYSEXE> created
%SYSGEN-I-CREATED, GOMTHI$DKA100:<SYSEXE>PAGEFILE.SYS;1 created

What is the file specification for the swapfile on
GOMTHI$DKA100: [ <SYSEXE>SWAPFILE.SYS ]? Return

%SYSGEN-I-CREATED, GOMTHI$DKA100:<SYSEXE>SWAPFILE.SYS;1 created

(次ページに続く)
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SATELLITE_PAGE.COM and INSTALL_PAGE.COM will now be created for local
page/swap disk/file installation.

****** ! SHADOWED PAGE or SWAP DISK WARNING ! ******
**** Edit these procedures to include any ****
**** local configuration commands necessary for ****
**** shadowed disk mounting, prior to reboot. ****
*****************************************************

AUTOGEN will now reconfigure and reboot GOMTHI automatically.
These operations will complete in a few minutes, and a
completion message will be displayed at your terminal.

Waiting for GOMTHI to reboot...
Waiting for GOMTHI to reboot...

The configuration procedure has completed successfully.

8.2.3.1 IPを使用した 2ノードの耐障害性クラスタの作成と構成

Cluster over IPを使用して 2ノードの耐障害性クラスタを作成し構成することがで
きます。ノードORCHIDは SITE Aのスタンドアロン・ノードで， SITE Bのノー
ド TULIPは既にクラスタのメンバ (唯一のメンバ)です。このシナリオでは， TULIP
では Cluster over IPは構成されていません。 SITE Aと SITE Bは，同じ LAN/ビ
ル/地点でも異なる LAN/ビル/地点でも構いません。 SITE Aと SITE Bとの間は IP
による接続が確立されており，サポートされているサイト間距離の範囲内でなければ
なりません。
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手順 1:ノード TULIPで Cluster over IPを有効に設定

ノード TULIP (OpenVMS Alphaノード)で Cluster over IP機能を有効にするには，
ノード TULIPで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMプロシージャを実行し，以下のよ
うに適切なオプションを選択します。

例 8–4 Cluster over IPを有効にするためのノード TULIPの設定

TULIP$@SYS$MANAGER:CLUSTER_CONFIG_LAN
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an Alpha System

DECnet-Plus is installed on this node.
Alpha satellites will use LANCP, not DECnet, for MOP downline loading.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with the execution of
this procedure, you may want to mute extra notes and
explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

TULIP is an Alpha system and currently a member of a cluster so the following
functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an Alpha node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for TULIP.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3 1

CHANGE Menu

1. Enable TULIP as a boot server.
2. Disable TULIP as a boot server.
3. Enable a quorum disk for TULIP
4. Disable a quorum disk for TULIP.
5. Enable TULIP as a disk server.
6. Disable TULIP as a disk server.
7. Change TULIP’s ALLOCLASS value.
8. Enable TULIP as a tape server.
9. Disable TULIP as a tape server.
10. Change TULIP’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an Alpha satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on TULIP.
13. Disable Cluster Communication using IP on TULIP.
14. Enable the LAN for cluster communications on TULIP.
15. Disable the LAN for cluster communications on TULIP.
16. Enable Memory Channel for cluster communications on TULIP.
17. Disable Memory Channel for cluster communications on TULIP.
18. Change TULIP’s shared SCSI port allocation class value.
19. Return to MAIN menu.

(次ページに続く)
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Enter choice [19]: 12 2
ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? Y 3
UDP port number to be used for Cluster Communication over IP[49152]?Y 4
Enable IP multicast for cluster communication(Y/N)[Y]? Y 5
What is the IP multicast address[239.242.7.193]? Return 6
What is the TTL (time to live) value for IP multicast packets [32]? Return 7
Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]? Return 8
What is the unicast address [Press Enter to end the list]? 10.0.1.2 9
What is the unicast address[Press Enter to end the list]? Return 1 0

*****************************************************************
Cluster Communications over IP has been enabled. Now
CLUSTER_CONFIG_LAN will run the SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG
procedure. Please select the IP interfaces to be used for
Cluster Communications over IP (IPCI). This can be done
selecting "Core Environment" option from the main menu
followed by the "Interfaces" option. You may also use
this opportunity to configure other aspects.

****************************************************************

Press Enter to continue.

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 1 1 1

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2 1 2

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=TULIP, Active=TULIP

Configuration options:

(次ページに続く)
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0 - Set The Target Node (Current Node: TULIP)
1 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
2 - 10.0.2.2/23 TULIP Configured,Active
3 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
4 - 10.0.2.224/23 *noname* Configured,Active
I - Information about your configuration
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2 1 3

HP TCP/IP Services for OpenVMS Address Configuration Menu (Node: TULIP)

IE0 10.0.2.2/23 TULIP Configured, Active IE0

Configuration options

1 - Change address
2 - Set "TULIP" as the default hostname
3 - Delete from configuration database
4 - Add to IPCI database
5 - Deactivate from live system
6 - Add standby aliases to configuration database (for failSAFE IP)
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 4 1 4

Updated Interface in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

Updated Default Route in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;
Added address IE1:10.0.2.2 to IPCI database

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=TULIP, Active=TULIP

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node:tulip)
1 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
2 - 10.0.2.2/23 TULIP Configured,IPCI,Active
3 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
4 - 10.0.2.224/23 *noname* Configured,Active
I - Information about your configuration
[E]- Exit menu

Enter configuration option: E 1 5

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: E

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu
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Configuration options:

2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: E
The configuration procedure has completed successfully.

Tulip has been enabled for IP communications 1 6

Please run AUTOGEN to reboot TULIP:

TULIP$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT 1 7

説明

1 TULIPは Cluster over IPが有効になっていないシングルメンバ・クラスタです。オプション
3を選択することにより，このノードで Cluster over IPが有効になるようにクラスタ・メンバ
の属性を変更することができます。

2 オプション 12を選択して Cluster over IPを有効にします。このオプションを選択すると，
SYSGENパラメータ NISCS_USE_UDPが 1に設定され， PEDRIVERでクラスタ通信に IP
を使用することが可能になります。ただし，ノードのリブートが必要です。クラスタ・イン
ターコネクトとして LANが選択されていない場合，このオプションは次回のリブート時に
PEDRIVERをロードするように NISCS_LOAD_PEA0を 1に設定します。

3 クラスタ通信での IPの使用を有効にします。

4 クラスタ通信に使用する UDPポート番号。 UDPポート番号はクラスタ内のすべてのメンバ
で同じでなければなりません。また，他のクラスタで同じ UDPポート番号を使用していない
ことを確認してください。このポート番号は，他のアプリケーションで使用していてもいけま
せん。

5 ご使用の環境でクラスタ・ノード間の IPマルチキャスト・トラフィックが可能な場合は，ク
ラスタ通信に IPマルチキャストを使用するよう設定することができます。ご使用の環境で IP
マルチキャスティングが可能かどうかはネットワーク管理者に確認してください。

6 IPマルチキャストを有効にする場合は，そのクラスタの IPマルチキャスト・アドレスを入力
します。デフォルトでは，この IPマルチキャスト・アドレスは， 239.242.x.yの範囲で管理者
により選択された IPマルチキャスト・アドレスから選択されます。最後の 2つの値， xおよ
び yは，クラスタのグループ番号から生成されます。上記の例ではクラスタ・グループ番号は
1985で，以下のように計算されます。

X= 1985/256
Y= 1985 - (256 *x)システム管理者は，デフォルトのマルチキチャスト・アドレスをその環
境でユニークなアドレスに置き換えることができます。

7 TTLは IPマルチキャスト・パケットが有効でいられる時間です。 IPマルチキャスト・パケ
ットに許可するホップ数を指定します。

8 IPマルチキャスト・アドレスでは到達できないクラスタのリモート・ノードに対して IPユニ
キャスト・アドレスを入力する場合は， Yesと応答します。
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説明

9 この例では， 10.0.1.2はノード ORCHIDの IPユニキャスト・アドレスです。 IPマルチキャ
ストが選択されていますが，この例では SITE Aと SITE Bとの間の IPマルチキャスト接続
は存在しないと仮定されているため， ORCHIDの IPアドレスが入力されています。
注意:クラスタの IPアドレスのリストを入力してください。[4]，[6]，[7]および[9]で入力した
すべての情報は， SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルに登録されます。次の例に
示すように PE$IP_CONFIG.DATファイルが生成されます。また，リモート・ノードがクラ
スタに参加できるように，ローカル・ノードの PE$IP_CONFIG.DATにあるユニキャスト・
リストにもリモート・ノードの IPアドレスが含まれなければなりません。
この例では， TULIPは ORCHIDの IPアドレスを持ち， ORCHIDは TULIPの IPアドレス
を持たなければなりません。

! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 10-JUL-
2008 14:14:06.57
multicast_address=239.242.7.193
ttl=32
udp_port=49152
unicast=10.0.1.2

1 0 ユニキャスト・リストを入力した後 Returnキーを押してください。

1 1 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMは TCPIP$CONFIG.COMを起動し，クラスタ通信に使用す
る IPインタフェースを構成します。core environmentオプションを選択してください。
TCP/IPは既に構成されていると仮定すると，このノードにはサブネットの外からネットワー
クの接続を確認できます。

1 2 core environmentメニューからインタフェース・オプションを選択してください。

1 3 クラスタ通信用の適切なインタフェースを選択してください。この例では，オプション 2が選
択されています。

1 4 選択したアドレスに対する構成オプションで，オプション 4を選択し IPCIデータベー
スに追加します。次の例のように，インタフェース情報がデフォルト・ルートとともに
TCPIP$CLUSTER.DATに入力されます。

interface=IE0,EIA0,10.0.2.2,255.255.254.0
default_route=10.0.2.1

1 5 TCP/IP構成プロシージャを終了し CLUSTER_CONFIG_LAN.COMに戻ります。

1 6 クラスタの構成に進みます。

1 7 システムをリブートしたあと， AUTOGENを実行します。 ORCHIDでクラスタ通信に LAN
に加えて IPを使用して PEDRIVERが起動され， TULIPへの参加が可能になります。
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手順 2:クラスタ・メンバとしてノードORCHIDを構成

Cluster over IPが有効になるようにORCHIDを構成するには，次の例のようにノー
ドORCHIDで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行し，適切なオプションを選択
します。

例 8–5 Cluster over IPを有効にするためのノードORCHIDの構成

ORCHID$ @SYS$MANAGER:CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure
CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84

Executing on an IA64 System
DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline
loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with the execution of this
procedure, you may want to mute extra notes and
explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

This IA64 node is not currently a cluster member.

MAIN Menu

1. ADD ORCHID to existing cluster, or form a new cluster.
2. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
3. DELETE a root from a system disk.
4. EXIT from this procedure.

Enter choice [4]: 1 1
Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? N
What is the node’s SCS node name? ORCHID

IA64 node, using LAN/IP for cluster communications. PEDRIVER will be loaded.
No other cluster interconnects are supported for IA64 nodes.

Enter this cluster’s group number: 1985
Enter this cluster’s password:
Re-enter this cluster’s password for verification:

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? Y 2
UDP port number to be used for Cluster Communication over IP[49152]? Return 3
Enable IP multicast for cluster communication(Y/N)[Y]? Y Return 4
What is IP the multicast address[239.242.7.193]? Return 5
What is the TTL (time to live) value for IP multicast packets [32]? Return 6
Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]? Return 7
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.2 8
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? Return 9

********************************************************************
Cluster Communications over IP has been enabled. Now
CLUSTER_CONFIG_LAN will run the SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG procedure.
Pleas select the IP interfaces to be used for Cluster Communications
over IP (IPCI). This can be done selecting "Core Environment" option
from the main menu followed by the "Interfaces" option. You may
also use this opportunity to configure other aspects.
*********************************************************************

Press Return to continue ...

(次ページに続く)
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例 8–5 (続き) Cluster over IPを有効にするためのノードORCHIDの構成

TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

%TCPIP-I-IPCI, TCP/IP Configuration is limited to IPCI.
-TCPIP-I-IPCI, Rerun TCPIP$CONFIG after joining the cluster.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=Not Configured, Active=nodeg

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: ORCHID)
1 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
2 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 1 1 0

* IPCI Address Configuration *

Only IPCI addresses can be configured in the current environment.
After configuring your IPCI address(es) it will be necessary to
run TCPIP$CONFIG once your node has joined the cluster.

IPv4 Address may be entered with CIDR bits suffix.
E.g. For a 16-bit netmask enter 10.0.1.1/16

Enter IPv4 Address []:10.0.1.2/24 1 1

Default netmask calculated from class of IP address: 255.0.0.0

IPv4 Netmask may be entered in dotted decimal notation,
(e.g. 255.255.0.0), or as number of CIDR bits (e.g. 16)

Enter Netmask or CIDR bits [255.0.0.0]: 255.255.254.0 1 2

Requested configuration:

Node : ORCHID
Interface: IE0
IPCI : Yes
Address : 10.0.1.2/23
Netmask : 255.255.254.0 (CIDR bits: 23)

* Is this correct [YES]:
Updated Interface in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT; 1 3

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=Not Configured, Active=ORCHID

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: ORCHID)
1 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
2 - 10.0.1.2 /23 *noname* IPCI
3 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
[E] - Exit menu

(次ページに続く)
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例 8–5 (続き) Cluster over IPを有効にするためのノードORCHIDの構成

Enter configuration option: E1 4

Enter your Default Gateway address []: 10.0.1.11 5

* The default gateway will be: 10.0.1.1. Correct [NO]: YES
Updated Default Route in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;
TCPIP-I-IPCIDONE, Finished configuring IPCI address information 1 6

Will ORCHID be a boot server [Y]? Return 1 7

TCP/IP BOOTP and TFTP services must be enabled on IA64 boot nodes.

Use SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG.COM on ORCHID to enable BOOTP and TFTP
services after ORCHID has booted into the cluster.

Enter a value for ORCHID’s ALLOCLASS parameter [7]:
Does this cluster contain a quorum disk [N]? Return

The EXPECTED_VOTES system parameter of members of a cluster indicates the total
number of votes present when all cluster members are booted, and is used to determine
the minimum number of votes (QUORUM) needed for cluster operation.

EXPECTED_VOTES value for this cluster: 1

Warning: Setting EXPECTED_VOTES to 1 allows this node to boot without
being able to see any other nodes in the cluster. If there is
another instance of the cluster in existence that is unreachable via SCS but shares
common drives (such as a Fibrechannel fabric)this may result in severe disk corruption.

Do you wish to re-enter the value of EXPECTED_VOTES [Y]? N

The use of a quorum disk is recommended for small clusters to maintain cluster
quorum if cluster availability with only a single cluster node is a requirement.

For complete instructions, check the section on configuring a cluster in
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

WARNING: ORCHID will be a voting cluster member. EXPECTED_VOTES for
this and every other cluster member should be adjusted at
a convenient time before a reboot. For complete instructions,
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS
Cluster Systems" manual.

Execute AUTOGEN to compute the SYSGEN parameters for your configuration and reboot
ORCHID with the new parameters. This is necessary before ORCHID can become a cluster member.

Do you want to run AUTOGEN now [Y]? N

Please run AUTOGEN to reboot ORCHID:

ORCHID$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT 1 8

説明

1 ノード ORCHID iは現在スタンドアロンの Integrityサーバ・ノードで，このノードをクラス
タのメンバとして構成します。クラスタ通信には LANあるいは IPのみを使用し，その他のイ
ンターコネクトはサポートされません。

2 YESと応答してクラスタ通信に LANに加えて IPを選択してください。 SYSGENパラメー
タ NISCS_USE_UDPが 1に設定され，ノードをリブートすると PEDRIVERは LANに加え
て IPをクラスタ通信に使用します。
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説明

3 クラスタ通信に使用する UDPポート番号。 UDPポート番号はクラスタ内のすべてのメンバ
で同じでなければなりません。また，他のクラスタで同じ UDPポート番号を使用していない
ことを確認してください。このポート番号は，他のアプリケーションで使用していてもいけま
せん。

4 ご使用の環境でクラスタ・ノード間の IPマルチキャスト・トラフィックが可能な場合は，ク
ラスタ通信に IPマルチキャストを使用するよう設定することができます。ご使用の環境で IP
マルチキャスティングが可能かどうかはネットワーク管理者に確認してください。

5 IPマルチキャストを有効にする場合は，そのクラスタの IPマルチキャスト・アドレスを入力
します。デフォルトでは，この IPマルチキャスト・アドレスは， 239.242.x.yの範囲で管理者
により選択された IPマルチキャスト・アドレスから選択されます。最後の 2つの値， xおよ
び yは，クラスタのグループ番号から生成されます。上記の例ではクラスタ・グループ番号は
1985で，以下のように計算されます。

X= 1985/256
Y= 1985 - (256 *x)システム管理者は，デフォルトのマルチキチャスト・アドレスをその環
境でユニークなアドレスに置き換えることができます。

6 TTLは IPマルチキャスト・パケットが有効でいられる時間です。 IPマルチキャスト・パケ
ットに許可するホップ数を指定します。

7 IPマルチキャスト・アドレスでは到達できないクラスタのリモート・ノードに対して IPユニ
キャスト・アドレスを入力する場合は， Yesと応答します。

8 この例では， 10.0.2.2はノード TULIPの IPユニキャスト・アドレスです。 IPマルチキャス
トが選択されていますが，この例では SITE Aと SITE Bとの間の IPマルチキャスト接続は
存在しないと仮定されているため， TULIPの IPアドレスが入力されています。
注意:クラスタの IPアドレスのリストを入力してください。[2]，[3]，[5]，[6]および[7]で入力
したすべての情報は， SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルに登録されます。
次の例に示すように PE$IP_CONFIG.DATファイルが生成されます。
また，リモート・ノードがクラスタに参加できるように，ローカル・ノードの PE$IP_
CONFIG.DATにあるユニキャスト・リストにもリモート・ノードの IPアドレスが含まれなけ
ればなりません。

この例では， ORCHIDは TULIPの IPアドレスを持ち， TULIPは ORCHIDの IPアドレス
を持たなければなりません。 ORCHIDの SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATの例を次に示しま
す。

! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 10-JUL-
2008 14:14:06.57
multicast_address=239.242.7.193
ttl=32
udp_port=49152
unicast=10.0.2.2

9 ユニキャスト・リストを入力した後 Returnキーを押してください。

1 0 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMは TCPIP$CONFIG.COMを起動し，クラスタ通信に使
用する IPインタフェースを構成します。現在， ORCHIDはスタンドアロン・ノードで，
CLUSTER_CONFIG_LANプロシージャによって TCPIP$CONFIGが起動されると， TCP
/IP構成は IPCIに限定されます。クラスタ通信を有効にするためにインタフェース IE0が選
択されます。注意: TCPIP$CONFIGは， FTPや TELNETなどの他の TCP/IP構成がクラス
タに参加した後に起動する必要があります。

1 1 IE0インタフェースの IPv4アドレスは 10.0.1.2です。

1 2 IE0インタフェースのネットワーク・マスクは 255.255.254.0です。

1 3 IE0インタフェース情報とネットワーク・マスクは TCPIP$CLUSTER.DATファイルに入力さ
れます。

1 4 クラスタ通信のためのインタフェースを選択した後， interfaceメニューを終了しすます。

1 5 インタフェース IE0のデフォルト・ゲートウェイ・アドレスを入力します。 Cluster over IP
通信のためのデフォルト・ゲートウェイ・アドレスを 1とだけ指定します。
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説明

1 6 インタフェースとデフォルト・ゲートウェイを選択した後， TCPIP$CONFIGはデフォルトの
ルートあるいはゲートウェイ情報で TCPIP$CLUSTER.DATをアップデートします。これで，
IPを使用したクラスタ通信に必要となる TCPIP$CONFIGの処理が完了します。インタフェ
ース情報とデフォルト・ルートは TCPIP$CLUSTER.DATファイルに次のように入力されま
す。

interface=IE0,EIA0,10.0.1.2,255.255.254.0
default_route=10.0.1.1

1 7 クラスタの構成に進みます。

1 8 システムのリブート後， AUTOGENを実行します。 ORCHIDの PEDRIVERは LANに加え
て IPをクラスタ通信に使用して起動され， TULIPに参加できるようになります。

8.2.3.2 Cluster over IP環境への新しいノードの追加

ここでは，新しいノード JASMINを既存の 2ノード・クラスタに追加する方法につ
いて説明します。ノードORCHIDおよび TULIPは， SITE Aおよび SITE Bにある
2ノード・クラスタのメンバです。インターコネクトとして IPを使用してノードを構
成する方法については，第 8.2.3.1項を参照してください。

手順 1: IP接続の確認

ノード JASMINとノードORCHIDおよび TULIPとの間で IP接続か可能であるこ
とを確認してください。 TCP/IPの PINGユーティリティを使用して， JASMINと
他のノード，すなわちORCHIDおよび TULIPとの IPの接続状況をテストします。

PINGが失敗する場合は， JASMINがORCHIDと TULIPの両方に接続できるよう
に TCP/IP構成を適切に設定してください。

手順 2: CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの実行

ノード JASMINで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行します。 JASMINはス
タンドアロン・ノードなので，第 8.2.3.1項で説明する手順を実行します。ユニキャ
スト・リストを入力する間，以下の例に示す手順を実行してください。

Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]? Return

What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.3.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.1.2 1
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? Return

SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DAT file generated in node JASMIN shown below
! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 10-JUL-2008 14:14:06.57
multicast_address=239.242.7.193
ttl=32
udp_port=49152
unicast=10.0.3.2
Unicast=10.0.2.2
Unicast=10.0.1.2
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1 ノード JASMINを構成する際に， JASMIN，ORCHIDおよび TULIPの IPアド
レスを入力します。

注意

ユニキャスト・リストはクラスタ内のすべてのノードで一貫していなければ
なりません。このため， JASMINでユニキャスト・リストを入力する一方
で，そのクラスタの 3つのすべてのノード (すなわち JASMIN，ORCHIDお
よび TULIP)の IPアドレスを入力してください。システム管理をやりやすく
するために，ユニキャスト・リストと共にローカル・ノードの IPアドレスを
入力することもできます。

手順 3:構成プロシージャの完了

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの処理を続け，クラスタ構成処理を完了させます。
詳細は第 8.2.3.1項を参照してください。

手順 4: PE$IP_CONFIG.DATファイルの更新

ノードがクラスタに参加するには，そのクラスタのすべてのメンバで一貫し
た PE$IP_CONFIG.DATを持つことが必要です。ノード JASMINで作成した
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルを他のノード，すなわちORCHIDお
よび TULIPへコピーしてください。

手順 5:ユニキャスト・リストのリフレッシュ

ORCHIDおよび TULIPの両方で PE$IP_CONFIG.DATの新しいユニキャスト・リ
ストを更新するには， PEDRIVERに対して次のコマンドを実行してください。

$MC SCACP RELOAD

SYSMANを使用してこのコマンドをクラスタ・ワイドで実行することもできます。

注意

ノード検出に IPユニキャスト・アドレスが使用される場合は次のルールが適
用されます。既存のメンバの SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイル
に IPアドレスが登録されているノードのみクラスタに参加できます。

手順 6: AUTOGENの実行とノードのリブート

JASMINを最初にブートした後， AUTOGEN.COMの実行により，ノードORCHID
および LOTUSで構成される既存のクラスタに参加できます。

JASMIN$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT
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8.2.3.3 システム・ディスクを共有する Cluster over IP環境への新しいノードの追加

ここでは，新しいノード JASMINを追加して TULIPとシステム・ディスクを共有す
る方法について説明します。現在，ORCHIDおよび TULIPが SITE Aおよび SITE
Bで 2ノード・クラスタのメンバとなっています。

手順 1:インタフェース情報の入手

ノード JASMINはOpenVMS Alphaノードで，ノード TULIPのシステム・ディス
クと直接接続されます。この構成で，Nodeノード JASMINはネットワークで接続さ
れ，まだブートされていません。

Cluster over IPを構成するためには， JASMINのインタフェース情報が必要になり
ます。この情報は， JASMINの>>>プロンプトで次のコマンドを実行することにより
取得できます。

P00>>>SHOW DEVICE
dga5245.1003.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5245.1004.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1001.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1002.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dka0.0.0.2004.0 DKA0 COMPAQ BD03685A24 HPB7
dka100.1.0.2004.0 DKA100 COMPAQ BD01864552 3B08
dka200.2.0.2004.0 DKA200 COMPAQ BD00911934 3B00
dqa0.0.0.15.0 DQA0 HL-DT-ST CD-ROM GCR-8480 2.11
dva0.0.0.1000.0 DVA0
eia0.0.0.2005.0 EIA0 00-06-2B-03-2D-7D
pga0.0.0.3.0 PGA0 WWN 1000-0000-c92a-78e9
pka0.7.0.2004.0 PKA0 SCSI Bus ID 7
pkb0.6.0.2.0 PKB0 SCSI Bus ID 6 5.57
P00>>>

この出力から， IPアドレスが構成されクラスタ通信に使用されるインタフェースは
EIA0です。

Integrityサーバ・システムでインタフェース情報を入手するには， EFIシェルで次
のコマンドを実行してください。

shell>fs0:
fs0:\> cd efi
fs0:\EFI> cd vms
fs0:\EFI\VMS> vms_show device
VMS: EIA0 00-30-6E-F3-EC-6E
EFI: Acpi(HWP0002,0)/Pci(3|0)/Mac(00306EF3EC6E)
VMS: DKA100 HP 36.4GST336754LC HPC2
EFI: Acpi(HWP0002,100)/Pci(1|0)/Scsi(Pun1,Lun0)
VMS: DKA0 HP 36.4GMAS3367NC HPC3 X8_3_XBJL
EFI: fs0: Acpi(HWP0002,100)/Pci(1|0)/Scsi(Pun0,Lun0)
VMS: EWA0 00-30-6E-F3-3C-28
EFI: Acpi(HWP0002,100)/Pci(2|0)/Mac(00306EF33C28)
fs0:\EFI\VMS>
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この出力から，インタフェースは EIA0になります。ここで fs0:は，共有システム・
ディスクのパーティションです。

手順 2: CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの実行

ノード TULIPで次のコマンドを実行してください。

TULIP$ @SYS$SYSROOT:[SYSMGR]CLUSTER_CONFIG_LAN.COM;1

Cluster/IPCI Configuration Procedure
CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an Alpha System

DECnet Phase IV is installed on this node.
Alpha satellites will use LANCP, not DECnet, for MOP downline loading.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

TULIP is an Alpha system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an Alpha node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for Tulip.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 1

This ADD function will add a new Alpha node to the cluster.

WARNING: If the node being added is a voting member, EXPECTED_VOTES for
every cluster member must be adjusted. For complete
instructions check the section on configuring a cluster in the
"OpenVMS Cluster Systems" manual.

CAUTION: If this cluster is running with multiple system disks and
common system files will be used, please, do not proceed
unless appropriate logical names are defined for cluster
common files in SYLOGICALS.COM. For instructions, refer to
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

Do you want to continue [Y]?Y
Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? Y
Will the node be a satellite [Y]? N
What is the node’s SCS node name? JASMIN
What is the node’s SCSSYSTEMID number? 14487
Will JASMIN be a boot server [Y]?Y

This procedure will now ask you for the device name of JASMIN’s system root.
The default device name (DISK$TULIPSYS:) is the logical volume name of

SYS$SYSDEVICE:.
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What is the device name for JASMIN’s system root
[default DISK$TULIPSYS:]?
What is the name of JASMIN’s system root [SYS3]?SYS3

Creating directory tree SYS3 ...
System root SYS3 created

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? Y
UDP port number to be used for Cluster Communication over IP[49152]? Return

Enable IP multicast for cluster communication(Y/N)[Y]?Y
What is the IP multicast address[224.0.0.3]? Return

What is the TTL (time to live) value for IP multicast packets [1] ? Return

Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]?Y
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.1.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.3
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? Return

*****************************************************************
Cluster Communications over IP has been enabled. Now
CLUSTER_CONFIG_LAN will run the SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG
procedure. Please select the IP interfaces to be used for
Cluster Communications over IP (IPCI). This can be done
selecting "Core Environment" option from the main menu
followed by the "Interfaces" option. You may also use
this opportunity to configure other aspects.

****************************************************************

Press Return to continue ...

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 1

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=TULIP, Active=TULIP

Configuration options:
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0 - Set The Target Node (Current Node: TULIP)
1 - WE0 Menu (EWA0: TwistedPair 1000mbps)
2 - 10.0.2.2/8 Tulip Configured,IPCI
3 - WE1 Menu (EWB0: TwistedPair 1000mbps)
4 - WE2 Menu (EWC0: TwistedPair 1000mbps)
5 - WE3 Menu (EWD0: TwistedPair 1000mbps)
6 - WE4 Menu (EWE0: TwistedPair 1000mbps)
7 - WE5 Menu (EWF0: TwistedPair 1000mbps)
8 - WE6 Menu (EWG0: Multimode 10000mbps)
9 - WE7 Menu (EWH0: TwistedPair 1000mbps)
10 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
11 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)

Enter configuration option or press ENTER key to continue: 0 1
Enter name of node to manage [TULIP]: JASMIN
JASMIN is not currently a cluster member.
* Continue configuring JASMIN [NO]: Y 2
Enter system device for JASMIN [$10$DGA165:]:3
Enter system root for JASMIN []: SYS3 4

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=Not Configured

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: JASMIN - $10$DGA165:[sys3.])
A - Add an Interface
[E] - Exit menu

Enter configuration option: A
Enter controller name (e.g. EIA or EWC, etc): [ENTER when done] EIA 5

Controller Name : EIA
TCP/IP Interface Name : IE0

* Is this correct [NO]: Y
Interface Menu: IE0

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface IE0 Configuration Menu (Node: JASMIN)

Configuration options:

1 - Add a primary address on IE0
2 - Add an alias address on IE0
3 - Enable DHCP client to manage address on IE0
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 1 6
* Is this address used by Clusters over IP (IPCI) [NO]: Y 7

IPv4 Address may be entered with CIDR bits suffix.
E.g. For a 16-bit netmask enter 10.0.1.1/16

Enter IPv4 Address []: 10.0.2.3
Default netmask calculated from class of IP address: 255.0.0.0

IPv4 Netmask may be entered in dotted decimal notation,
(e.g. 255.255.0.0), or as number of CIDR bits (e.g. 16)

Enter Netmask or CIDR bits [255.0.0.0]:
Enter hostname []: JASMIN

Requested configuration:
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Node : JASMIN
Interface: IE0
IPCI : Yes
Address : 10.0.2.3/8
Netmask : 255.0.0.0 (CIDR bits: 8)
Hostname : JASMIN

* Is this correct [YES]:Y
Added hostname JASMIN (10.0.2.3) to host database

NOTE:
The system hostname is not configured.
It will now be set to jasmin (10.0.2.3).
This can be changed later via the Interface Configuration Menu.

Updated system hostname in configuration database

Added address IE0:10.0.2.3 to configuration database
Updated Interface in IPCI configuration file: $10$DGA165:[SYS3.SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

Updated Default Route in IPCI configuration file: $10$DGA165:[SYS3.SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=JASMIN

Configuration options:
0 - Set The Target Node (Current Node: JASMIN - $10$DGA165:[sys3.]
1 - IE0 Menu (EIA0:)
2 - 10.0.2.3/8 JASMIN Configured,IPCI
I - Information about your configuration
A - Add an Interface
[E] - Exit menu

Enter configuration option:

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option:

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option:
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SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DAT file generated in node JASMIN’s root shown below

! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 15-JUL-2008 15:23:56.05
multicast_address=224.0.0.3
ttl=1
udp_port=49152
unicast=10.0.2.3
unicast=10.0.2.2
unicast=10.0.1.2

SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DAT file generated in node JASMIN’s root shown below

interface=IE0,EIA0,10.0.2.3,255.0.0.0
default_route=16.116.40.1

説明

1 TCP/IP構成でオプション 0を選択し，クラスタに追加する新しいノードとしてターゲット・
ノードを JASMINに設定します。

2 構成プロシージャを進め，ノード JASMINの構成を行います。

3 JASMINのシステム・デバイス，すなわち$10$DGA165を入力します。

4 JASMINのルート，すなわち SYS3を入力します。

5 クラスタ・トラフィックのために IPを構成するコントローラの情報を入力します。この情報
は，この構成手順の最初に説明したように， JASMINシステムのコンソールから入手したコ
ントローラの情報です。

6 IE0 (コントローラ EIAの IPインタフェース名)にプライマリ・アドレスを追加するためのオ
プションを選択します。

7 Cluster over IPで IE0の使用を有効にし，残りの構成処理に進みます。

手順 3:構成プロシージャの完了

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの処理を続け，クラスタ構成手順を完了させます。
詳細は第 8.2.3.1項を参照してください。

手順 4: PE$IP_CONFIG.DATファイルの更新

ノードがクラスタに参加するには，そのクラスタのすべてのメンバで一貫し
た PE$IP_CONFIG.DATを持つことが必要です。ノード JASMINで作成した
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルを他のノード，すなわちORCHIDお
よび TULIPへコピーしてください。

手順 5:ユニキャスト・リストのリフレッシュ

ORCHIDおよび TULIPの両方で PE$IP_CONFIG.DATの新しいユニキャスト・リ
ストを更新するには， PEDRIVERに対して次のコマンドを実行してください。

$MC SCACP RELOAD

SYSMANを使用してクラスタ・ワイドでコマンドを実行することも可能です。
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注意

ノード検出に IPユニキャスト・アドレスが使用される場合は次のルールが適
用されます。既存のメンバの SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイル
に IPアドレスが登録されているノードのみクラスタに参加できます。

手順 6: AUTOGENの実行とノードのリブート

JASMINを最初にブートすると， AUTOGEN.COMが自動的に実行されます。これ
で， JASMINはORCHIDおよび LOTUSで構成される既存のクラスタに参加できま
す。

JASMIN$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

8.2.3.4 Cluster over IP環境への Integrityサーバ・サテライト・ノードの追加

ここでは，既存の 2ノード・クラスタへのサテライト・ノードの追加方法について
説明します。 JASMINは Integrityサーバ・サテライト・ノードで，このノードを
ORCHIDおよび TULIPの 2つのノードを持つクラスタに追加します。 TULIPは，
このサテライト・ノードのブート・サーバです。

注意

Alphaおよび Integrityのどちらの場合も，サテライト・ノードおよびそのブ
ート・サーバは同じ LANセグメント上に存在しなければなりません。

手順 1:サテライト・ブートのためのインタフェースの選択

サテライト・ブートに使用するインタフェースを選択する際，そのサテライト・ノー
ドにはOpenVMSが稼動するディスクが接続されていないことを前提とします。
注意: Alphaシステムをサテライト・ノードとして追加する場合は，>>>プロンプト
に対して次のコマンドを実行することにより情報を入手できます。

P00>>>SHOW DEVICE
dga5245.1003.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5245.1004.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1001.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1002.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dka0.0.0.2004.0 DKA0 COMPAQ BD03685A24 HPB7
dka100.1.0.2004.0 DKA100 COMPAQ BD01864552 3B08
dka200.2.0.2004.0 DKA200 COMPAQ BD00911934 3B00
dqa0.0.0.15.0 DQA0 HL-DT-ST CD-ROM GCR-8480 2.11
dva0.0.0.1000.0 DVA0
eia0.0.0.2005.0 EIA0 00-06-2B-03-2D-7D
pga0.0.0.3.0 PGA0 WWN 1000-0000-c92a-78e9
pka0.7.0.2004.0 PKA0 SCSI Bus ID 7
pkb0.6.0.2.0 PKB0 SCSI Bus ID 6 5.57
P00>>>
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この出力から， IPアドレスを構成しクラスタ通信に使用する LANインタフェースは
EIA0になります。

注意

Alphaコンソールは，サテライト・システムのネットワーク・ロードにMOP
プロトコルを使用します。MOPプロトコルはルーティング可能ではないた
め，サテライト・ブート・サーバおよびそれらがブートするすべてのサテラ
イトは，同一 LAN上に存在しなければなりません。また， Alphaサテライ
ト・ノードによるシステム・ディスクへのアクセスを可能にするためには，
ブート・サーバはクラスタ通信のための LANデバイスを少なくとも 1つ持っ
ている必要があります。

Integrityサーバ・システムでは,インタフェース名は EIあるいは EWのどちらかで
始まります。それが最初のインタフェースである場合， EIA0あるいは EWA0となり
ます。インタフェースのMACアドレスは Shellプロンプトから調べます。 Integrity
サーバでインタフェース情報を調べる場合は， EFIシェルで次のコマンドを実行して
ください。

Shell> lanaddress

LAN Address Information

LAN Address Path
----------------- ----------------------------------------
Mac(00306E4A133F) Acpi(HWP0002,0)/Pci(3|0)/Mac(00306E4A133F))
*Mac(00306E4A02F9) Acpi(HWP0002,100)/Pci(2|0)/Mac(00306E4A02F9))

Shell>

アクティブなインタフェースが EIA0の場合， EIA0でサテライトを構成してくださ
い。 EIA0でブートしない場合は EWA0を試してください。

手順 2: CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの実行

ブート・サーバ・ノード TULIPで CLUSTER_CONFIG_LANを実行し，以下の例
のように適切なオプションを選択してください。

TULIP$ @SYS$SYSROOT:[SYSMGR]CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure
CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading

TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

TULIP is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:
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MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for TULIP.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]:

This ADD function will add a new IA64 node to the cluster.

WARNING: If the node being added is a voting member, EXPECTED_VOTES for
every cluster member must be adjusted. For complete instructions
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual.

CAUTION: If this cluster is running with multiple system disks and
common system files will be used, please, do not proceed
unless appropriate logical names are defined for cluster
common files in SYLOGICALS.COM. For instructions, refer to
the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

Do you want to continue [Y]? Y
Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? N

Will the node be a satellite [Y]? Return

What is the node’s SCS node name? JASMIN
What is the node’s SCSSYSTEMID number? 25482

WARNING:
DECnet is not running.
No DECnet databases will be updated with information on JASMIN.

Does JASMIN need to be registered in the DECnet namespace [N]? Return

What is the Cluster Alias fullname?

This procedure will now ask you for the device name of JASMIN’s system root.
The default device name (DISK$TULIPSYS:) is the logical volume name of
SYS$SYSDEVICE:.

What is the device name for JASMIN’s system root [default DISK$TULIPSYS:]? Return

What is the name of JASMIN’s system root [SYS14]? Return

What is JASMIN’s LAN adapter hardware address? 00-30-6E-4A-02-F9 1
What is JASMIN’s TCP/IP address [10.0.2.3]? Return 2
What is JASMIN’s TCP/IP gateway or gateways (leave blank if none)? 10.0.2.1 3
What is JASMIN’s TCP/IP network mask [255.255.255.0]? 255.255.254.0 4

NOTE: Make sure to set the VMS_FLAGS console variable
to 0,200000 on node JASMIN so it will use
the memory-disk method to boot as a satellite.
The command to update this variable from the
console EFI shell of JASMIN is:
set vms_flags "0,200000"

Allow conversational bootstraps on JASMIN [N]? Return

The following workstation windowing options are available:

1. No workstation software
2. DECwindows Workstation Software
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Enter choice [1]:
Creating directory tree SYS14 ...
System root SYS14 created

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? Y 5
UDP port number to be used for Cluster Communication over IP[49152]? Return 6
Enable IP multicast for cluster communication(Y/N)[Y]? Y 7
What is IP the multicast address[224.0.0.3]? Return

What is the TTL (time to live) value for IP multicast packets [1] ? 32]? Return 8
Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]? Y 9
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.3
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.1.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? Return

*****************************************************************
Cluster Communications over IP has been enabled. Now
CLUSTER_CONFIG_LAN will run the SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG
procedure. Please select the IP interfaces to be used for
Cluster Communications over IP (IPCI). This can be done
selecting "Core Environment" option from the main menu
followed by the "Interfaces" option. You may also use
this opportunity to configure other aspects.

****************************************************************

Press Return to continue ...

Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 1

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 2

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=[], Active=[]

Configuration options:
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0 - Set The Target Node (Current Node: TULIP)
1 - IE0 Menu (EIA0: TwistedPair 100mbps)
2 - 15.146.235.222/23 *noname* Configured
3 - 15.146.235.254/23 [] IPCI
4 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
5 - 15.146.235.222/23 *noname* Configured,Active
I - Information about your configuration
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 0 1 0

Enter name of node to manage [TULIP]: JASMIN
JASMIN is not currently a cluster member.
* Continue configuring JASMIN [NO]: YES 1 1

Enter system device for JASMIN [DSA2:]: 1 2

Enter system root for JASMIN []: SYS14 1 3

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=JASMIN

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: JASMIN - DSA2:[SYS14]
A - Add an Interface
[E] - Exit menu

Enter configuration option: a
Enter controller name (e.g. EIA or EWC, etc): [ENTER when done] EIA 1 4

Controller Name : EIA
TCP/IP Interface Name : IE0

* Is this correct [NO]: y
Interface Menu:IE0

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface IE0 Configuration Menu (Node: JASMIN)

Configuration options:

1 - Add a primary address on IE0
2 - Add an alias address on IE0
3 - Enable DHCP client to manage address on IE0
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 1 1 5

* Is this address used by Clusters over IP (IPCI) [NO]: Y 1 6

IPv4 Address may be entered with CIDR bits suffix.
E.g. For a 16-bit netmask enter 10.0.1.1/16

Enter IPv4 Address []: 10.0.2.3
Default netmask calculated from class of IP address: 255.0.0.0

IPv4 Netmask may be entered in dotted decimal notation,
(e.g. 255.255.0.0), or as number of CIDR bits (e.g. 16)

Enter Netmask or CIDR bits [255.0.0.0]:
Enter hostname []: JASMIN

Requested configuration:

Node : JASMIN
Interface: IE0
IPCI : Yes
Address : 10.0.2.3/8
Netmask : 255.0.0.0 (CIDR bits: 8)
Hostname : jasmin
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* Is this correct [YES]:
Added hostname jasmin (10.0.2.3) to host database

NOTE:
The system hostname is not configured.
It will now be set to jasmin (10.0.2.3).
This can be changed later via the Interface Configuration Menu.

Updated system hostname in configuration database

Added address IE1:10.0.2.3 to configuration database
Updated Interface in IPCI configuration file: DSA2:[SYS14.SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

Updated Default Route in IPCI configuration file: DSA2:[SYS14.SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=JASMIN

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: JASMIN - DSA2:[SYS14.])
1 - IE1 Menu (EIB0:)
2 - 10.0.2.3/8 JASMIN Configured,IPCI
I - Information about your configuration
A - Add an Interface
[E] - Exit menu

Enter configuration option:

HP TCP/IP Services for OpenVMS Core Environment Configuration Menu

Configuration options:

1 - Domain
2 - Interfaces
3 - Routing
4 - BIND Resolver
5 - Time Zone
A - Configure options 1 - 5
[E] - Exit menu

Enter configuration option: E

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: E

SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DAT file generated in node JASMIN’s root shown below
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! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 15-JUL-2008 15:23:56.05
multicast_address=224.0.0.3
ttl=32
udp_port=49152
unicast=10.0.2.3
unicast=10.0.2.2
unicast=10.0.1.2

SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DAT file generated in node JASMIN’s root shown below

interface=IE0,EIA0,10.0.2.3,255.0.0.0
default_route=16.116.40.1

注意

アクティブなインタフェースが EIAである場合 EIAでサテライトを構成して
ください。 EIAでブートしない場合は EIBを試してください。間違ったイン
タフェース名を指定した場合，サテライト・ノードはエラーメッセージを表
示してブートに失敗します。

説明

1 LANアダプタのハードウェア・アドレスを入力します。

2 TCP/IPアドレスを入力します。

3 TCP/IPゲートウェイを入力します。

4 TCP/IPネットワーク・マスク・アドレスを入力します。

5 クラスタ通信用の IPを有効にします。

6 クラスタ通信に使用する UDPポート番号。 UDPポート番号はクラスタ内のすべての
メンバで同じでなければなりません。また，他のクラスタで同じ UDPポート番号を
使用していないことを確認してください。このポート番号は，他のアプリケーション
で使用していてもいけません。

7 IPマルチキャストを有効にする場合は，そのクラスタの IPマルチキャスト・ア
ドレスを入力します。デフォルトでは，この IPマルチキャスト・アドレスは，
239.242.x.yの範囲で管理者により選択された IPマルチキャスト・アドレスから選択
されます。最後の 2つの値， xおよび yは，クラスタのグループ番号から生成されま
す。上記の例ではクラスタ・グループ番号は 1985で，以下のように計算されます。

X= 1985/256
Y= 1985 - (256 *x)システム管理者は，デフォルトのマルチキチャスト・アドレス
をその環境でユニークなアドレスに置き換えることができます。マルチキャスト・ア
ドレスは，クラスタ・グループ番号をもとに変更されるか，あるいは.DATファイルに
追加することができます。

8 TTLは IPマルチキャスト・パケットが有効でいられる時間です。 IPマルチキャス
ト・パケットに許可するホップ数を指定します。

9 IPマルチキャスト・アドレスでは到達できないクラスタのリモート・ノードに対して
IPユニキャスト・アドレスを入力する場合は， Yesと応答します。

1 0 TCP/IP構成でオプション 0を選択し，クラスタに追加する新しいノードとしてター
ゲット・ノードを JASMINに設定します。

1 1 ノード JASMINを構成するための手順を進めます。

1 2 JASMINのシステム・デバイス，すなわち DSA2を入力します。

1 3 JASMINのルート，すなわち SYS14を入力します。

1 4 クラスタ通信に IPを構成するコントローラの情報を入力します。この構成手順の最初
に説明したように,コントローラ情報は JASMINのコンソールから取得できます。
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説明

1 5 IE0 (コントローラ EIAの IPインタフェース名)にプライマリ・アドレスを追加する
ためのオプションを選択します。

1 6 Cluster over IPでの IE0の使用を可能にし，残りの構成手順を進めます。

手順 3: CLUSTER_CONFIG_LAN.COMプロシージャの実行

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの実行を続け，クラスタ構成処理を完了させます。

Adjusting protection on DSA2:[SYS14.][SYSEXE]PE$IP_CONFIG.DAT;1
Will JASMIN be a disk server [N]? Y
Enter a value for JASMIN’s ALLOCLASS parameter [0]: 15
Updating BOOTP database with satellite information for JASMIN..
Size of pagefile for JASMIN [RETURN for AUTOGEN sizing]?

A temporary pagefile will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary pagefile [10000]? Return

Size of swap file for JASMIN [RETURN for AUTOGEN sizing]? Return

A temporary swap file will be created until resizing by AUTOGEN. The
default size below is arbitrary and may or may not be appropriate.

Size of temporary swap file [8000]? Return

NOTE: IA64 satellite node JASMIN requires DOSD if capturing the
system state in a dumpfile is desired after a system crash.

Will a local disk on JASMIN be used for paging and swapping (Y/N)? N

If you specify a device other than DISK$TULIPSYS: for JASMIN’s
page and swap files, this procedure will create PAGEFILE_JASMIN.SYS
and SWAPFILE_JASMIN.SYS in the <SYSEXE> directory on the device you
specify.

What is the device name for the page and swap files [DISK$TULIPSYS:]? Return

%SYSGEN-I-CREATED, DSA2:<SYS14.SYSEXE>PAGEFILE.SYS;1 created
%SYSGEN-I-CREATED, DSA2:<SYS14.SYSEXE>SWAPFILE.SYS;1 created

The configuration procedure has completed successfully.

これでノード JASMINはクラスタに参加するように構成されます。この後 JASMIN
をリブートすると AUTOGEN.COMが自動的に実行されます。

手順 4: PE$IP_CONFIG.DATファイルの更新

ノードがクラスタに参加するには，そのクラスタのすべてのメンバで一貫した
PE$IP_CONFIG.DATを持つことが必要です。ノード JASMINのルートで作成した
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルを他のノード，すなわちORCHIDお
よび TULIPへコピーしてください。

手順 5:ユニキャスト・リストのリフレッシュ

OpenVMS Clusterシステムの構成 8–51



OpenVMS Clusterシステムの構成
8.2コンピュータの追加

ORCHIDおよび TULIPの両方で， PE$IP_CONFIG.DATファイルのユニキャス
ト・リストを更新するために PEDRIVERに対して次のコマンドを入力してくださ
い。

$MC SCACP RELOAD

SYSMANを使用してクラスタ・ワイドでコマンドを実行することもできます。

注意

ノード検出に IPユニキャスト・アドレスが使用される場合は次のルールが適
用されます。既存のメンバの SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイル
に IPアドレスが登録されているノードのみクラスタに参加できます。

手順 6: AUTOGENの実行とノードのリブート

この後 JASMINを最初にブートすると AUTOGEN.COMが自動的に実行されます。
これで JASMINが，ノードORCHIDおよび TULIPで構成される既存のクラスタに
参加できるようになります。

JASMIN$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

8.2.3.5 ロジカル LANフェールオーバ・セットを備えた Cluster over IP環境への Integrity
サーバ・ノードの追加

ここでは, JASMINおよび TULIPで構成される既存の 2ノード・クラスタにノード
ORCHIDを追加する方法について説明します。ロジカル LANフェールオーバ・セッ
トはORCHIDに作成および構成されてます。ローカル LANカードで障害が発生して
もロジカル LANフェールオーバ・セットで構成されている他のインタフェースに切
り替えられ，ORCHIDは動作し続けます。

手順 1:ロジカル LANフェールオーバ・セットの構成

ロジカル LANフェールオーバ・セットを作成するために以下のコマンドを実行しま
す。

$ MC LANCP
LANCP>DEFINE DEVICE LLB/ENABLE/FAILOVER=(EIA0, EIB0))

システムをリブートします。リブート中，以下のようなコンソール・メッセージが表
示されます。

%LLB0, Logical LAN event at 2-SEP-2008 14:52:50.06
%LLB0, Logical LAN failset device created

手順 2: CLUSTER_CONFIG_LANの実行
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ノードORCHIDで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行し，以下のように適切な
オプションを選択します。

ORCHID$@SYS$MANAGER:CLUSTER_CONFIG_LAN
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

This IA64 node is not currently a cluster member.

MAIN Menu

1. ADD ORCHID to existing cluster, or form a new cluster.
2. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
3. DELETE a root from a system disk.
4. EXIT from this procedure.

Enter choice [4]: 1
Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? n
What is the node’s SCS node name? orchid

IA64 node, using LAN/IP for cluster communications. PEDRIVER will be loaded.
No other cluster interconnects are supported for IA64 nodes.

Enter this cluster’s group number: 1985
Enter this cluster’s password:
Re-enter this cluster’s password for verification:

ENABLE IP for cluster communications (Y/N)? Y
UDP port number to be used for Cluster Communication over IP[49152]? Return

Enable IP multicast for cluster communication(Y/N)[Y]? Return

What is IP the multicast address[239.242.7.193]? 239.242.7.193
What is the TTL (time to live) value for IP multicast packets [32]? Return

Do you want to enter unicast address(es)(Y/N)[Y]? Return

What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.1.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.3
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? 10.0.2.2
What is the unicast address[Press [RETURN] to end the list]? Return

*****************************************************************
Cluster Communications over IP has been enabled. Now
CLUSTER_CONFIG_LAN will run the SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG
procedure. Please select the IP interfaces to be used for
Cluster Communications over IP (IPCI). This can be done
selecting "Core Environment" option from the main menu
followed by the "Interfaces" option. You may also use
this opportunity to configure other aspects.

****************************************************************
Press Return to continue ...

TCP/IP Network Configuration Procedure

This procedure helps you define the parameters required
to run HP TCP/IP Services for OpenVMS on this system.

%TCPIP-I-IPCI, TCP/IP Configuration is limited to IPCI.
-TCPIP-I-IPCI, Rerun TCPIP$CONFIG after joining the cluster.
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HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=Not Configured, Active=nodeg

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: ORCHID)
1 - LE0 Menu (LLA0: TwistedPair 100mbps)
2 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
[E] - Exit menu

Enter configuration option: 1

* IPCI Address Configuration *

Only IPCI addresses can be configured in the current environment.
After configuring your IPCI address(es) it will be necessary to
run TCPIP$CONFIG once your node has joined the cluster.

IPv4 Address may be entered with CIDR bits suffix.
E.g. For a 16-bit netmask enter 10.0.1.1/16

Enter IPv4 Address []:10.0.1.2
Default netmask calculated from class of IP address: 255.0.0.0

IPv4 Netmask may be entered in dotted decimal notation,
(e.g. 255.255.0.0), or as number of CIDR bits (e.g. 16)

Enter Netmask or CIDR bits [255.0.0.0]: 255.255.255.0

Requested configuration:

Node : ORCHID
Interface: IE0
IPCI : Yes
Address : 10.0.1.2/24
Netmask : 255.255.254.0 (CIDR bits: 23)

* Is this correct [YES]:
Updated Interface in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.
DAT;

HP TCP/IP Services for OpenVMS Interface & Address Configuration Menu

Hostname Details: Configured=Not Configured, Active=nodeg

Configuration options:

0 - Set The Target Node (Current Node: ORCHID)
1 - LE0 Menu (LLA0: TwistedPair 100mbps)
2 - 10.0.1.2/24 ORCHID IPCI
3 - IE1 Menu (EIB0: TwistedPair 100mbps)
[E] - Exit menu

Enter configuration option: E
Enter your Default Gateway address []: 10.0.1.1
* The default gateway will be: 10.0.1.1 Correct [NO]: YES
Updated Default Route in IPCI configuration file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;
TCPIP-I-IPCIDONE, Finished configuring IPCI address information.

SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DAT file generated in node ORCHID’s root shown below
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! CLUSTER_CONFIG_LAN creating for CHANGE operation on 15-JUL-2008 15:23:56.05
multicast_address=239.242.7.193
ttl=32
udp_port=49152
unicast=10.0.2.3
unicast=10.0.2.2
unicast=10.0.1.2

SYS$SYSTEM:TCPIP$CLUSTER.DAT file generated in node ORCHID’s root shown below

interface=LE1,LLB0,10.0.1.2,255.0.0.0
default_route=10.0.1.1

手順 3:構成手順の完了

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMの実行を続け，クラスタ構成処理を完了させます。
詳細は第 8.2.3.1項を参照してください。

手順 4: PE$IP_CONFIG.DATファイルの更新

ノードがクラスタに参加するには，そのクラスタのすべてのメンバで一貫し
た PE$IP_CONFIG.DATを持つことが必要です。ノード JASMINで作成した
SYS$SYSTEM:PE$IP_CONFIG.DATファイルを他のノード，すなわちORCHIDお
よび TULIPへコピーしてください。

手順 5:ユニキャスト・リストのリフレッシュ

ORCHIDおよび TULIPの両方で， PE$IP_CONFIG.DATファイルのユニキャス
ト・リストを更新するために PEDRIVERに対して次のコマンドを実行してくださ
い。

$MC SCACP RELOAD

SYSMANを使用してクラスタ・ワイドでコマンドを実行することもできます。

手順 6: AUTOGENの実行とノードのリブート

この後ORCHIDを最初にリブートすると AUTOGEN.COMが自動的に実行されま
す。これで，ORCHIDは，ノード JASMINおよび LOTUSで構成される既存のクラ
スタに参加できるようになります。

ORCHID$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

8.2.4 クォーラム・ディスクの追加

1つ以上のノードでクォーラム・ディスクを有効にするには，表 8–5の説明に従って
クラスタ構成プロシージャを使用します。

OpenVMS Clusterシステムの構成 8–55



OpenVMS Clusterシステムの構成
8.2コンピュータの追加

表 8–5 クォーラム・ディスク・ウォッチャを追加するための準備

状況 操作

他のクラスタ・ノードがすでにク
ォーラム・ディスク・ウォッチャ
として有効に設定されている場合

以下の操作を実行する。

1. クォーラム・ディスク・ウォッチャとして有効に設定されるコ
ンピュータにログインし， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMま
たは CLUSTER_CONFIG.COMを実行する。

2. CHANGE機能を実行し，メニュー項目 7を選択してクォーラ
ム・ディスクを有効にする (第 8.4節を参照)。

3. 現在のシステム・パラメータを更新し，ノードをリブートする
(第 8.6.1項を参照)。

クラスタにクォーラム・ディス
ク・ウォッチャが含まれていない
場合

以下の操作を実行する。

1. クォーラム・ディスク・ウォッチャとして有効にする各ノード
に対して，上記の手順 1と 2を実行する。

2. 第 8.6節の説明に従ってクラスタを再構成する。

8.3 コンピュータの削除

コンピュータをOpenVMS Clusterメンバとして無効に設定するには，以下の操作を
実行します。

1. メンバを削除した結果，クォーラムに達しなくなるかどうかを判断します。
SHOW CLUSTERコマンドを使用して， CL_QUORUMと CL_VOTESの値を表
示します。

メンバを削除した結果 操作

クォーラムが不足する場
合

以下の操作を実行する。

注意: OpenVMS Clusterシステム全体をリブートできる状態に
なるまで，これらの操作を実行してはならない。この操作では，ク
ラスタのクォーラムが削減されるため，削除されるノードが行うボ
ーツによって，クラスタ・パーティションが作成される可能性があ
る。

• AUTOGENパラメータ・ファイルと現在のシステム・パラメー
タ・ファイルの EXPECTED_VOTESパラメータをリセットす
る (第 8.6.1項を参照)。

• クラスタをシャットダウンし (第 8.6.2項を参照)，削除するノー
ドを除いてリブートする。

注意: 削除するノードで自動リブートを指定していないことを確
認する。
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メンバを削除した結果 操作

クォーラムが不足しない
場合

以下の操作を実行する。

• SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMコマンド・プロシージャを
起動して，削除するノードで通常のシャットダウンを実行する
(第 8.6.3項を参照)。

• ノードがボーツ・メンバの場合は， DCLコマンド SET
CLUSTER/EXPECTED_VOTESを使用してクォーラムの値
を削減する。

関連項目: 期待されるボーツの調整については，第 10.11節も参照してください。

2. アクティブなOpenVMS Clusterコンピュータで CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを起動して， REMOVEオプショ
ンを選択します。

3. 追加操作が必要であるかどうかについては，表 8–6の説明を参照して判断してく
ださい。

表 8–6 OpenVMS Clusterからコンピュータを削除するための準備

状況 操作

ボーツ・メンバを削除する場合 REMOVE機能が完了した後，第 8.6節の説明に従ってクラスタ
を再構成しなければならない。

削除されるコンピュータのページ・フ
ァイルとスワップ・ファイルがコンピ
ュータのルート・ディレクトリ階層構
造と同じディスクに存在しない場合

REMOVE機能はこれらのファイルを削除しない。例 8–6に示す
ように，ファイルが削除されないことを警告するメッセージが表
示される。ファイルを削除する場合は， REMOVE機能が完了し
た後，削除しなければならない。

DECdtmサービスを使用するクラス
タからコンピュータを削除する場合

『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の DECdtmサービス
に関する章の説明に従って操作を実行する。その説明には，コン
ピュータをクラスタから安全に削除して，データの整合性を維持
する方法が示されている。

注意: REMOVE機能でコンピュータのルート・ディレクトリ構造全体が削除される
場合は，ディレクトリ・ファイルを削除しているときに，OpenVMS RMS情報メッ
セージが作成されます。これらのメッセージは無視してもかまいません。

8.3.1 例

例 8–6は， BHAGATで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使用して，サテライト
GOMTHIをクラスタから削除する方法を示しています。

例 8–6 ローカル・ページ・ファイルとスワップ・ファイルを保有するサテライトを
削除するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

(次ページに続く)
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例 8–6 (続き) ローカル・ページ・ファイルとスワップ・ファイルを保有するサテラ
イトを削除するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッシ
ョンの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 2

The REMOVE command disables a node as a cluster member.

o It deletes the node’s root directory tree.
o If the node has entries in SYS$DEVICES.DAT, any port allocation
class for shared SCSI bus access on the node must be re-assigned.

If the node being removed is a voting member, EXPECTED_VOTES
in each remaining cluster member’s MODPARAMS.DAT must be adjusted.
The cluster must then be rebooted.

For instructions, see the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

CAUTION: The REMOVE command does not remove the node name from any
network databases. Also, if a satellite has been set up for booting
with multiple hardware addresses, the satellite’s aliases are not
cleared from the LANACP boot database.

What is the node’s SCS node name? GOMTHI
Verifying BOOTP satellite node database...
Verifying that $1$DKA0:[SYS10] is GOMTHI’s root...

Are you sure you want to remove node GOMTHI (Y/N)? Y

WARNING: GOMTHI’s page and swap files will not be deleted.
They do not reside on $1$DKA0:.

Deleting directory tree $1$DKA0:<SYS10...>

(次ページに続く)
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例 8–6 (続き) ローカル・ページ・ファイルとスワップ・ファイルを保有するサテラ
イトを削除するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッシ
ョンの例

%DELETE-I-FILDEL, $1$DKA0:<SYS10.SYS$I18N.LOCALES>SYSTEM.DIR;1 deleted (16 blocks)
.
.
.
.
%DELETE-I-FILDEL, $1$DKA0:<SYS10>VPM$SERVER.DIR;1 deleted (16 blocks)
%DELETE-I-TOTAL, 21 files deleted (336 blocks)
%DELETE-I-FILDEL, $1$DKA0:<0,0>SYS10.DIR;1 deleted (16 blocks)

System root $1$DKA0:<SYS10> deleted.
Updating BOOTP database...
Removing rights identifier for GOMTHI...
The configuration procedure has completed successfully.

8.3.2 クォーラム・ディスクの削除

1つ以上のノードでクォーラム・ディスクを無効にするには，表 8–7の説明に従って
クラスタ構成コマンド・プロシージャを使用します。

表 8–7 クォーラム・ディスク・ウォッチャを削除するための準備

場合 操作

他のクラスタ・ノードがクォーラ
ム・ディスク・ウォッチャとして
まだ有効に設定されている場合。

以下の操作を実行する。

1. クォーラム・ディスク・ウォッチャの設定を無効にするコンピ
ュータにログインし， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは
CLUSTER_CONFIG.COMを実行する。

2. CHANGE機能を実行し，メニュー項目 7を選択してクォーラ
ム・ディスクを無効にする (第 8.4節を参照)。

3. ノードをリブートする (第 8.6.7項を参照)。

すべてのクォーラム・ディスク・
ウォッチャが無効に設定される場
合。

以下の操作を実行する。

1. クォーラム・ディスクが有効に設定されているすべてのコンピ
ュータに対して，上記手順 1と 2を実行する。

2. 第 8.6節の説明に従ってクラスタを再構成する。

8.4 コンピュータの属性の変更

処理要件が変化すると，既存のOpenVMS Clusterにサテライトを追加したり， 1つ
のインターコネクト (たとえば CIインターコネクトやDSSIインターコネクト，ある
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いはHSCサブシステム)だけを利用しているOpenVMS Clusterを，複数のインター
コネクトを利用するように変更しなければならないことがあります。

表 8–8では，クラスタ構成コマンド・プロシージャのメイン・メニューから
CHANGEオプションを選択して実行できる操作について説明しています。

注意: サテライトの LAN (イーサネットまたは FDDI)ハードウェア・アドレスを変更
する操作以外のすべての操作は，属性を変更する対象となるコンピュータで実行しな
ければません。

表 8–8 クラスタ構成プロシージャの CHANGEオプション

オプション 実行される操作

ローカル・コンピュータをディス
ク・サーバとして有効にする。

MODPARAMS.DATで MSCP_LOADパラメータの値を 1に設定し，MSCP_SERVE_
ALLパラメータの値を1または 2に設定することにより，MSCPサーバをロードする。

ディスク・サーバとして設定され
ているローカル・コンピュータを
無効にする。

MSCP_LOADを 0に設定する。

ローカル・コンピュータをブー
ト・サーバとして有効にする。

サテライトを含む OpenVMS Clusterを設定している場合は，サテライトをクラスタに
追加する前に，この操作を 1回だけ実行する必要がある。この操作を実行すると，コン
ピュータがサテライトからのオペレーティング・システム・ロード要求をサービスする
ために使用する LANアダプタ・サーキットに対して，MOPサービスが有効になる。コ
ンピュータをブート・サーバとして有効にすると，そのコンピュータはサテライトに対
してシステム・ディスクをサービスしなければならないため，自動的にディスク・サー
バになる (まだディスク・サーバになっていない場合)。

ブート・サーバとして設定されて
いるローカル・コンピュータを無
効にする。

コンピュータのアダプタ・サーキットに対して， DECnet MOPサービスを無効にす
る。

ローカル・コンピュータで IPに
よるクラスタ通信を有効にする。

MODPARAMS.DATで NISCS_LOAD_PEA0の値を 1に設定することによりポート・
ドライバ PEDRIVERをロードする。また，MODPARAMS.DATで NISCS_USE_
UDPを 1に設定して IP構成ファイルのロードを有効にする。ローカル・コンピュ
ータのシステム・ディスクでにクラスタ・セキュリティ・データベース・ファイル
SYS$SYSTEM:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DATを作成する。

ローカル・コンピュータで IPに
よるクラスタ通信を無効にする。

NISCS_USE_UDPを 0に設定する。

ローカル・コンピュータでクラス
タ通信のために LANを有効にす
る。

MODPARAMS.DATで NISCS_LOAD_PEA0パラメータを 1に設定すること
により，ポート・ドライバ PEDRIVERをロードする。ローカル・コンピュー
タのシステム・ディスクにクラスタ・セキュリティ・データベース・ファイル
SYS$SYSTEM:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DATを作成する。

注意: NISCS_LOAD_PEA0パラメータが 1に設定される場合， VAXCLUSTERシス
テム・パラメータは 2に設定しなければならない。このようにすると，クラスタ内で共
用リソースへのアクセスが調整され，誤ってデータが破壊されるのを防止できる。

ローカル・コンピュータでクラス
タ通信のために有効に設定されて
いる LANを無効にする。

NISCS_LOAD_PEA0を 0に設定する。

ローカル・コンピュータでクォー
ラム・ディスクを有効にする。

MODPARAMS.DATで， DISK_QUORUMシステム・パラメータをデバイス名に設定
し， QDSKVOTESの値を 1 (デフォルト値)に設定する。

ローカル・コンピュータでクォー
ラム・ディスクを無効に設定す
る。

MODPARAMS.DATで， DISK_QUORUMシステム・パラメータを空白値に設定す
る。 QDSKVOTESの値を 1に設定する。

(次ページに続く)

8–60 OpenVMS Clusterシステムの構成



OpenVMS Clusterシステムの構成
8.4コンピュータの属性の変更

表 8–8 (続き) クラスタ構成プロシージャの CHANGEオプション

オプション 実行される操作

サテライトの LANハードウェ
ア・アドレスを変更する。

LANデバイスの交換が必要な場合は，サテライトのハードウェア・アドレスを変
更する。パーマネントおよび運用時ネットワーク・データベースと NETNODE_
UPDATE.COMがローカル・コンピュータで更新される。

規則: この操作は，サテライトのブート・サーバとして有効に設定される各コンピュー
タで実行しなければならない。

ローカル・コンピュータをテー
プ・サーバとして有効にする。

MODPARAMS.DATで， TMSCP_LOADパラメータの値を 1に， TMSCP_SERVE_
ALLパラメータの値を 1または 2に設定することにより， TMSCPサーバをロードす
る。

テープ・サーバとして設定されて
いるローカル・コンピュータを無
効にする。

TMSCP_LOADを 0に設定する。

ローカル・コンピュータのノード
割り当てクラス値を変更する。

MODPARAMS.DATでコンピュータの ALLOCLASSパラメータの値を設定する。

ローカル・コンピュータのテープ
割り当てクラス値を変更する。

MODPARAMS.DATでコンピュータの TAPE_ALLOCLASSパラメータの値を 1～
255に設定する。デフォルト値は 0である。このノードがデュアル・ポート・テープ
にローカル接続されている場合や，他のクラスタ・メンバに対してマルチホスト・テ
ープ (たとえば TFnnまたは HSCで接続されたテープ)をサービスする場合は，テープ
割り当てクラス・パラメータを 0以外の値に指定しなければならない。サテライトの
TAPE_ALLOCLASSの値は通常， 0に設定される。

ローカル・コンピュータのポート
割り当てクラス値を変更する。

コンピュータに接続されているすべてのデバイスに対して，MODPARAMS.DATでコン
ピュータの ALLOCLASSパラメータの値を設定する。

MEMORY CHANNELを有効に
する。

MC_SERVICES_P2を 1に設定して， PMDRIVER (PMA0)クラスタ・ドライバをロー
ドする。このシステム・パラメータを設定すると，ノード間クラスタ通信のためにロー
カル・コンピュータでMEMORY CHANNELが有効になる。

MEMORY CHANNELを無効に
する。

MC_SERVICES_P2を 0に設定して， PMDRIVER (PMA0)クラスタ・ドライバがロー
ドされないようにする。 0に設定すると，ノード間クラスタ通信インターコネクトとし
てローカル・コンピュータで MEMORY CHANNELが無効になる。

8.4.1 準備

通常，既存のクラスタの構成を変更するために，クラスタ構成コマンド・プロシージ
ャを使用する場合は，その前に多くの作業を行う必要があります。

表 8–9では，複数の典型的な構成の変更を示し，その変更に必要な手順も示していま
す。
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表 8–9 OpenVMS Cluster構成の変更に必要な作業

作業 手順

サテライト・ノードを追加する。 これらの操作は，クラスタ・ブート・サーバとして有効にするコンピュータで実行す
る。

1. CHANGE機能を実行して，最初にインストールされるコンピュータをブート・サー
バとして有効にする (例 8–9を参照)。

2. ADD機能を実行してサテライトを追加する (第 8.2節を参照)。

3. 第 8.6節に示した構成の後処理に関する説明に従って，クラスタを再構成する。

サテライト・ノードを含むよう
に，既存の CIまたは DSSIクラ
スタを変更する。

すべてのコンピュータで LAN (イーサネットまたは FDDI)を介したクラスタ通信を有効
にし， 1台以上のコンピュータをブート・サーバとして有効にするには，以下の操作を
実行する。

1. 各コンピュータでシステム管理者としてログインし， CLUSTER_CONFIG_
LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを起動し， CHANGE機能を実行し
て LAN通信を有効にする。

規則: この操作はすべてのコンピュータで実行しなければならない。

注意: クラスタ構成プロシージャの CHANGE機能を使用してサテライト・ノードを
追加するには，その前に OpenVMS Clusterのすべてのシステム・ディスクでクラ
スタ・グループ番号とパスワードを設定しておく必要がある。

2. CHANGE機能を実行して， 1台以上のコンピュータをブート・サーバとして有効
にする。

3. 第 8.6節の構成の後処理の説明に従って，クラスタを再構成する。

CIおよび DSSIインターコネクト
を含むように，既存の LANベー
スのクラスタを変更する。

ここで説明する操作を実行する前に，新しい構成に含む予定のコンピュータおよび HSC
サブシステムまたは RFディスクが正しくインストールされ，正しく動作するかどうか
確認しなければならない。

既存の LANベースのクラスタ構成に CIインターコネクトおよび DSSIインターコネク
トを追加するために使用する方法は，現在のブート・サーバが CIまたは DSSIコンピュ
ータとして構成可能であるかどうかに応じて異なる。

(次ページに続く)
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表 8–9 (続き) OpenVMS Cluster構成の変更に必要な作業

作業 手順

注意: 以下の手順では，サテライト・ルートを格納しているシステム・ディスクが HSC
ディスク (CI構成の場合)または RFディスク (DSSI構成の場合)に存在するものと仮定
している。

• ブート・サーバを CIコンピュータまたは DSSIコンピュータとして構成できる場合
は，以下の操作を実行する。

1. ブート・サーバにシステム管理者としてログインし，イメージ・バックアップ操
作を実行して，現在のシステム・ディスクを HSCサブシステムまたは RFスト
レージ・デバイスのディスクにバックアップする (バックアップ操作の詳細につ
いては，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュア
ル』を参照)。

2. コンピュータのデフォルト・ブートストラップ・コマンド・プロシージャを変更
して，コンピュータが HSCまたは RFディスクからブートされるようにする。
各システムのインストール・ガイドおよび操作ガイドの指示に従う。

3. クラスタをシャットダウンする。最初にサテライトをシャットダウンし，次にブ
ート・サーバをシャットダウンする。

4. HSCまたは RFストレージ・サブシステムで新たに作成されたシステム・ディ
スクからブート・サーバをブートする。

5. サテライトをリブートする。

• 現在のブート・サーバを CIまたは DSSIコンピュータとして構成できない場合は，
以下の操作を実行する。

1. 以前のローカル・エリア・クラスタをシャットダウンする。最初にサテライトを
シャットダウンし，次にブート・サーバをシャットダウンする。

2. 新しい CIコンピュータの HSCシステム・ディスクまたは新しい DSSIコンピ
ュータの RFディスクに OpenVMSオペレーティング・システムをインストー
ルする。クラスタ通信のために LANを有効にするかどうかインストール・プロ
シージャから質問されたら， YESと応答する。

3. インストールが完了したら，システム管理者としてログインし，第 4章の説明
に従って DECnet for OpenVMSネットワークを構成し，起動する。

4. CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMの
CHANGE機能を実行して，コンピュータをブート・サーバとして有効にす
る。

5. 新たに追加されたコンピュータにシステム管理者としてログインし，
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMの ADD
機能を実行して，以前の LANクラスタ・メンバ (以前のブート・サーバも含む)
をサテライトとして追加する。

• 第 8.6節の構成の後処理の説明に従って，クラスタを再構成する。

(次ページに続く)
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表 8–9 (続き) OpenVMS Cluster構成の変更に必要な作業

作業 手順

スタンドアロン・コンピュータを
OpenVMS Clusterコンピュータ
に変換する。

スタンドアロン・コンピュータで CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_
CONFIG.COMを実行して，以下のいずれかの操作を実行する。

• システム・ディスクを保有するスタンドアロン・コンピュータを既存のクラスタに
追加する。

• オペレーティング・システムのインストール時にコンピュータがクラスタ・コンピ
ュータとして設定されていない場合は，新しいクラスタを形成するようにスタンド
アロン・コンピュータを設定する。

• 第 8.6節の構成の後処理の説明に従って，クラスタを再構成する。

例 8–13を参照。この例では，スタンドアロン・コンピュータ PLUTOで CLUSTER_
CONFIG.COMを使用して， PLUTOをクラスタ・ブート・サーバに変換する方法を示
している。

クラスタで DECdtmサービスを使用する場合は，コンピュータをクラスタに追加すると
きに，そのコンピュータのトランザクション・ログを作成しなければならない。この操
作方法については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の DECdtmサービスに関
する章を参照。

ディスク・サービス機能またはテ
ープ・サービス機能を有効または
無効に設定する。

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを起動して，デ
ィスク・サービス機能またはテープ・サービス機能を有効または無効に設定した後，
REBOOTオプションを使用して AUTOGENを実行することで，ローカル・コンピュー
タをリブートする (第 8.6.1項を参照)。

注意: クラスタ構成コマンド・プロシージャでMODPARAMS.DATの値を設定また
は変更すると，新しい値は常にファイルの最後に追加されるため，以前の値は無効に
なります。場合によっては，ファイルを編集し，以前の値を指定している行を削除す
ることもあります。

8.4.2 例

例 8–7から例 8–13までは， CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを使用して以下の操
作を実行する方法を示しています。

• コンピュータをディスク・サーバとして有効にします (例 8–7)。

• コンピュータの ALLOCLASSの値を変更します (例 8–8)。

• コンピュータをブート・サーバとして有効にします (例 8–9)。

• 共通システム・ディスクからブートされるサテライト・ノードの新しいハードウ
ェア・アドレスを指定します (例 8–10)。

• コンピュータをテープ・サーバとして有効にします (例 8–11)。

• コンピュータの TAPE_ALLOCLASSの値を変更します (例 8–12)。

• スタンドアロン・コンピュータをクラスタ・ブート・サーバに変換します
(例 8–13)。
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例 8–7 ローカル・コンピュータをディスク・サーバとして有効にするための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 5

Enter a value for BHAGAT’s ALLOCLASS parameter [1]:
The configuration procedure has completed successfully.

BHAGAT has been enabled as a disk server. In MODPARAMS.DAT:

MSCP_LOAD has been set to 1
MSCP_SERVE_ALL has been set to 2

Please run AUTOGEN to reboot BHAGAT:

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

(次ページに続く)
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例 8–7 (続き) ローカル・コンピュータをディスク・サーバとして有効にするための
会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

If you have changed BHAGAT’s ALLOCLASS value, you must reconfigure the
cluster, using the procedure described in the OpenVMS Cluster Systems manual.

例 8–8 ローカル・コンピュータの ALLOCLASS値を変更するための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 7

(次ページに続く)
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例 8–8 (続き) ローカル・コンピュータの ALLOCLASS値を変更するための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

Enter a value for BHAGAT’s ALLOCLASS parameter [1]: 2
The configuration procedure has completed successfully.

Since you have changed BHAGAT’s ALLOCLASS value, you must reconfigure
the cluster, using the procedure described in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual. This includes running AUTOGEN for BHAGAT as
shown below, before rebooting the cluster:

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

If you have changed BHAGAT’s ALLOCLASS value, you must reconfigure the
cluster, using the procedure described in the OpenVMS Cluster Systems manual.

例 8–9 ローカル・コンピュータをブート・サーバとして有効にするための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

(次ページに続く)
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例 8–9 (続き) ローカル・コンピュータをブート・サーバとして有効にするための会
話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 1

Enter a value for BHAGAT’s ALLOCLASS parameter [1]: Return

The configuration procedure has completed successfully.

BHAGAT has been enabled as a boot server. Disk serving and
LAN capabilities are enabled automatically. If BHAGAT was
not previously set up as a disk server, please run AUTOGEN
to reboot BHAGAT:

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

If you have changed BHAGAT’s ALLOCLASS value, you must reconfigure the
cluster, using the procedure described in the OpenVMS Cluster Systems manual.

例 8–10 サテライトのハードウェア・アドレスを変更するための会話型 CLUSTER_
CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

(次ページに続く)
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例 8–10 (続き) サテライトのハードウェア・アドレスを変更するための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 11

What is the node’s SCS node name? gomthi
Note: The current hardware address entry for GOMTHI is 00-30-6E-4C-BB-1A.

What is GOMTHI’s new LAN adapter hardware address? 00-30-6E-4C-BA-2A
The configuration procedure has completed successfully.

例 8–11 ローカル・コンピュータをテープ・サーバとして有効にするための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

(次ページに続く)
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例 8–11 (続き) ローカル・コンピュータをテープ・サーバとして有効にするための
会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 8

Enter a value for BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS parameter [0]: Return

Should BHAGAT serve any tapes it sees, local and remote [Y]? Return

BHAGAT has been enabled as a tape server. In MODPARAMS.DAT,
TMSCP_LOAD has been set to 1
TMSCP_SERVE_ALL has been set to 1

Please run AUTOGEN to reboot BHAGAT:

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

If you have changed BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value, you must reconfigure
the cluster, using the procedure described in the "OpenVMS Cluster
Systems" manual.

例 8–12 ローカル・コンピュータの TAPE_ALLOCLASS値を変更するための会話型
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

(次ページに続く)
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例 8–12 (続き) ローカル・コンピュータの TAPE_ALLOCLASS値を変更するための
会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 3

CHANGE Menu

1. Enable BHAGAT as a boot server.
2. Disable BHAGAT as a boot server.
3. Enable a quorum disk for BHAGAT.
4. Disable a quorum disk for BHAGAT.
5. Enable BHAGAT as a disk server.
6. Disable BHAGAT as a disk server.
7. Change BHAGAT’s ALLOCLASS value.
8. Enable BHAGAT as a tape server.
9. Disable BHAGAT as a tape server.
10. Change BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value.
11. Change an IA64 satellite node’s LAN adapter hardware address.
12. Enable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
13. Disable Cluster Communication using IP on BHAGAT.
14. Change BHAGAT’s shared SCSI port allocation class value.
15. Reset an IA64 satellite node’s boot environment file protections.
16. Return to MAIN menu.

Enter choice [16]: 10

Enter a value for BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS parameter [0]: 1

If you have changed BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value, you must reconfigure
the cluster, using the procedure described in the "OpenVMS Cluster
Systems" Manual. This includes running AUTOGEN for BHAGAT as
shown below, before rebooting the cluster:

$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA REBOOT

(次ページに続く)
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例 8–12 (続き) ローカル・コンピュータの TAPE_ALLOCLASS値を変更するための
会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

If you have changed BHAGAT’s TAPE_ALLOCLASS value, you must reconfigure
the cluster, using the procedure described in the OpenVMS Cluster Systems
manual.

例 8–13 スタンドアロン・コンピュータをクラスタ・ブート・サーバに変換するため
の会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
IA64 platform support is in procedure CLUSTER_CONFIG_LAN.COM.

The currently running procedure, CLUSTER_CONFIG.COM, will call
it for you.

Cluster/IPCI Configuration Procedure
CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84

Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

This IA64 node is not currently a cluster member.

MAIN Menu

1. ADD MOON to existing cluster, or form a new cluster.
2. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
3. DELETE a root from a system disk.
4. EXIT from this procedure.

Enter choice [4]: 1
Is the node to be a clustered node with a shared SCSI/FIBRE-CHANNEL bus (Y/N)? N

What is the node’s SCS node name? moon

DECnet is running on this node. Even though you are configuring a LAN-
based cluster, the DECnet database will provide some information and
may be updated.

Do you want to define a DECnet synonym [Y]? N
IA64 node, using LAN for cluster communications. PEDRIVER will be loaded.
No other cluster interconnects are supported for IA64 nodes.

Enter this cluster’s group number: 123
Enter this cluster’s password:
Re-enter this cluster’s password for verification:

Will MOON be a boot server [Y]? Return

TCP/IP BOOTP and TFTP services must be enabled on IA64 boot nodes.

Use SYS$MANAGER:TCPIP$CONFIG.COM on MOON to enable BOOTP and TFTP services
after MOON has booted into the cluster.

Enter a value for MOON’s ALLOCLASS parameter [0]: Return

Does this cluster contain a quorum disk [N]? Return

(次ページに続く)
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例 8–13 (続き) スタンドアロン・コンピュータをクラスタ・ブート・サーバに変換
するための会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMセッションの例

The EXPECTED_VOTES system parameter of members of a cluster indicates the
total number of votes present when all cluster members are booted, and is
used to determine the minimum number of votes (QUORUM) needed for cluster
operation.

EXPECTED_VOTES value for this cluster: 1

Warning: Setting EXPECTED_VOTES to 1 allows this node to boot without
being able to see any other nodes in the cluster. If there is
another instance of the cluster in existence that is unreachable
via SCS but shares common drives (such as a Fibrechannel fabric)
this may result in severe disk corruption.

Do you wish to re-enter the value of EXPECTED_VOTES [Y]? N

The use of a quorum disk is recommended for small clusters to maintain
cluster quorum if cluster availability with only a single cluster node is
a requirement.

For complete instructions, check the section on configuring a cluster
in the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

WARNING: MOON will be a voting cluster member. EXPECTED_VOTES for
this and every other cluster member should be adjusted at
a convenient time before a reboot. For complete instructions,
check the section on configuring a cluster in the "OpenVMS
Cluster Systems" manual.

Execute AUTOGEN to compute the SYSGEN parameters for your configuration
and reboot MOON with the new parameters. This is necessary before
MOON can become a cluster member.

Do you want to run AUTOGEN now [Y]? Return

Running AUTOGEN -- Please wait.

%AUTOGEN-I-BEGIN, GETDATA phase is beginning.
.
.
.

8.5 システム・ディスクの複製の作成

実行中の Integrityコンピュータを Integrity共通システム・ディスクに追加する操作
や，実行中の Alphaコンピュータを Alpha共通システム・ディスクに追加する操作
を続行すると，最終的にディスクのストレージまたは I/Oキャパシティが満杯になり
ます。その場合，増加した負荷に対応するために 1つ以上の共通システム・ディスク
を追加できます。

メモ: システム・ディスクを異なるアーキテクチヤ間で共用することはできません。
また，システム・ディスクは，それを作成したシステムとはアーキテクチャが異なる
システムでは使用できません。
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8.5.1 準備

CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを使用して，追
加システム・ディスクを設定します。第 5章の説明に従ってクラスタ共通ファイルを
調整した後，以下の操作を実行します。

1. 追加システム・ディスクとして使用できる適切なスクラッチ・ディスクを選択し
ます。

2. システム管理者としてログインします。

3. CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを起動し
て， CREATEオプションを選択します。

8.5.2 例

例 8–14に示すように，クラスタ構成コマンド・プロシージャは以下の操作を実行し
ます。

1. 現在のシステム・ディスクと新しいシステム・ディスクのデバイス名を求めるプ
ロンプトを表示します。

2. 現在のシステム・ディスクを新しいシステム・ディスクにバックアップします。

3. すべてのディレクトリ・ルート (SYS0を除く)を新しいディスクから削除しま
す。

4. 新しいディスクをクラスタ単位でマウントします。

注意: プロシージャがディレクトリ・ファイルを削除している間，OpenVMS RMS
エラー・メッセージが表示されます。これらのメッセージは無視してもかまいませ
ん。

例 8–14 会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COM CREATEセッションの例

$ @CLUSTER_CONFIG_LAN.COM
Cluster/IPCI Configuration Procedure

CLUSTER_CONFIG_LAN Version V2.84
Executing on an IA64 System

DECnet-Plus is installed on this node.
IA64 satellites will use TCP/IP BOOTP and TFTP services for downline loading.
TCP/IP is installed and running on this node.

Enter a "?" for help at any prompt. If you are familiar with
the execution of this procedure, you may want to mute extra notes
and explanations by invoking it with "@CLUSTER_CONFIG_LAN BRIEF".

BHAGAT is an IA64 system and currently a member of a cluster
so the following functions can be performed:

MAIN Menu

(次ページに続く)
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例 8–14 (続き) 会話型 CLUSTER_CONFIG_LAN.COM CREATEセッションの例

1. ADD an IA64 node to the cluster.
2. REMOVE a node from the cluster.
3. CHANGE a cluster member’s characteristics.
4. CREATE a duplicate system disk for BHAGAT.
5. MAKE a directory structure for a new root on a system disk.
6. DELETE a root from a system disk.
7. EXIT from this procedure.

Enter choice [7]: 4

The CREATE function generates a duplicate system disk.

o It backs up the current system disk to the new system disk.

o It then removes from the new system disk all system roots.

WARNING: Do not proceed unless you have defined appropriate logical names
for cluster common files in SYLOGICALS.COM. For instructions,
refer to the "OpenVMS Cluster Systems" manual.

Do you want to continue [N]? Y

This procedure will now ask you for the device name of the current
system disk. The default device name (DISK$BHAGAT_SYS:) is the logical
volume name of SYS$SYSDEVICE:.

What is the device name of the current system disk [DISK$BHAGAT_SYS:]?
What is the device name of the new system disk?
.
.
.

8.6 構成の後処理

ボーツ・メンバの追加や削除，あるいはクォーラム・ディスクの有効化や無効化な
ど，一部の構成機能では， 1つ以上の追加操作が必要です。

これらの操作は表 8–10に示すとおりであり，クラスタ全体の整合性に影響します。
CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを実行して構成
を大きく変更した後，実行しなければならない操作については，表の説明を参照して
ください。

表 8–10 クラスタを再構成するのに必要な操作

クラスタ構成プロシージ
ャを実行する目的 必要な後処理

ボーツ・メンバを追加ま
たは削除する。

第 8.6.1項の説明に従って，クラスタ内のすべてのノードの AUTOGENパラ
メータ・ファイルと現在のシステム・パラメータ・ファイルを更新する。

(次ページに続く)
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表 8–10 (続き) クラスタを再構成するのに必要な操作

クラスタ構成プロシージ
ャを実行する目的 必要な後処理

クォーラム・ディスクを
有効にする。

以下の操作を実行する。

1. 第 8.6.1項の説明に従って，クラスタ内のすべてのクォーラム・ウォッチ
ャの現在のシステム・パラメータ・ファイルと AUTOGENパラメータ・
ファイルを更新する。

2. クォーラム・ディスク・ウォッチャとして有効に設定されているノード
をリブートする (第 2.3.9項)。

関連項目: クォーラム・ディスクの追加の詳細については，第 8.2.4項も参
照。

クォーラム・ディスクを
無効にする。

以下の操作を実行する。

注意: これらの操作は， OpenVMS Clusterシステム全体をリブートできる
状態になるまで実行してはならない。この操作ではクラスタのクォーラムが
削減されるため，削除されるクォーラム・ディスクによって行われるボーツ
の結果，クラスタがパーティションに分割される可能性がある。

1. 第 8.6.1項の説明に従って，クラスタ内のすべてのクォーラム・ウォッチ
ャの現在のシステム・パラメータ・ファイルと AUTOGENパラメータ・
ファイルを更新する。

2. クォーラム・ディスクを削除した結果，クォーラムが不足しないかどう
か評価する。

条件 操作

クォーラムが不足し
ない場合

以下の操作を実行する。

1. DCLコマンド SET CLUSTER
/EXPECTED_VOTESを使用して，クォ
ーラムの値を削減する。

2. クォーラム・ディスク・ウォッチャとして無
効に設定されたノードをリブートする (クォ
ーラム・ディスク・ウォッチャについては，
第 2.3.9項を参照)。

クォーラムが不足す
る場合

クラスタ全体をシャットダウンしてリブートする。

関連項目: クラスタのシャットダウンについては，第 8.6.2項を参照。

関連項目: クォーラム・ディスクの削除の詳細については，第 8.3.2項も参
照。

サテライト・ノードを追
加する。

以下の操作を実行する。

• 他のクラスタ・メンバで運用時ネットワーク・データベースを更新する
(第 8.6.4項)。

• 必要に応じて，サテライトのローカル・ディスク・ラベルを変更する (第
8.6.5項)。

(次ページに続く)
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表 8–10 (続き) クラスタを再構成するのに必要な操作

クラスタ構成プロシージ
ャを実行する目的 必要な後処理

クラスタ通信のために
LANまたは IPを有効ま
たは無効に設定する。

現在のシステム・パラメータ・ファイルを更新し， LANまたは IPを有効ま
たは無効に設定したノードをリブートする (第 8.6.1項)。

割り当てクラス値を変更
する。

現在のシステム・パラメータ・ファイルを変更し，クラスタ全体のシャット
ダウンおよびリブートを行います (8.6.1および 8.6.2を参照)。

クラスタ・グループ番号
またはパスワードを変更
する。

クラスタ全体をシャットダウンしてリブートする (第 8.6.2項と第 8.6.7項)。

8.6.1 パラメータ・ファイルの更新

クラスタ構成コマンド・プロシージャ (CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは
CLUSTER_CONFIG.COM)を使用すると，実行されているノードの AUTOGENパ
ラメータ・ファイルのパラメータを変更できます。

ボーツ・クラスタ・メンバを追加または削除する場合や，クォーラム・ディスクを有
効または無効に設定する場合など，他のすべてのクラスタ・メンバの AUTOGENフ
ァイルも更新しなければならないことがあります。

以下の表に示すいずれかの方法を使用します。

方法 説明

MODPARAMS.DATファ
イルを更新する。

すべてのクラスタ・メンバの[SYSx.SYSEXE]ディレクトリの
MODPARAMS.DATを編集し， EXPECTED_VOTESシステム・パラメ
ータの値を適切に調整する。

たとえば，ボーツ・メンバを追加する場合や，クォーラム・ディスクを有効
にする場合は，新しいメンバに割り当てられるボーツ数 (通常は 1)だけ，値
を加算しなければならない。ボーツ数 1のボーツ・メンバを追加し，そのコ
ンピュータでボーツ数 1のクォーラム・ディスクを有効にする場合は，値を
2だけ加算しなければならない。

AGEN$ファイルを更新す
る。

適切な AGEN$インクルード・ファイルでパラメータ設定を更新する。

• サテライトの場合は， SYS$MANAGER:AGEN$NEW_SATELLITE_
DEFAULTS.DATを編集する。

• サテライト以外の場合
は，SYS$MANAGER:AGEN$NEW_NODE_DEFAULTS.DAT.を編
集する。

関連項目: これらのファイルについては，第 8.2.2項を参照。

現在のシステム・パラメータ・ファイル (I64VMSSYS.PARまたは
ALPHAVMSSYS.PAR)も更新して，次のリブート時に変更が有効になるように
しなければなりません。
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以下の表で説明するいずれかの方法を使用します。

方法 説明

SYSMANユ
ーティリティ

以下の操作を実行する。

1. システム管理者としてログインする。

2. SYSMANユーティリティを実行して，クラスタのすべてのノードで EXPECTED_
VOTESシステム・パラメータを更新する。以下の例を参照。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
SYSMAN> PARAM USE CURRENT
SYSMAN> PARAM SET EXPECTED_VOTES 2
SYSMAN> PARAM WRITE CURRENT
SYSMAN> EXIT

AUTOGEN
ユーティリテ
ィ

以下の操作を実行する。

1. システム管理者としてログインする。

2. AUTOGENユーティリティを実行して，クラスタのすべてのノードで EXPECTED_
VOTESシステム・パラメータを更新する。以下の例を参照。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
SYSMAN> DO @SYS$UPDATE:AUTOGEN GETDATA SETPARAMS
SYSMAN> EXIT

SHUTDOWNまたは REBOOTオプションは指定しない。

ヒント: この後，ノードをシャットダウンする場合は，上記の DO
@SYS$UPDATE:AUTOGENコマンド行で， SETPARAMSの代わりに SHUTDOWNま
たは REBOOTを指定できる。

どちらの方法でも， Alphaコンピュータの場合はコンピュータの
ALPHAVMSSYS.PARファイル， Integrityコンピュータの場合は I64VMSSYS.PAR
ファイルの値が更新されます。これらの変更を有効にするには，第 8.6.2項の説明に
従ってクラスタをシャットダウンするか，または第 8.6.3項の説明に従ってノードを
シャットダウンします。

8.6.2 クラスタのシャットダウン

SYSMANユーティリティを使用すると，クラスタ内の 1つのノードからクラスタ全
体をシャットダウンできます。通常のシャットダウンを実行するには，以下の操作を
実行します。

1. クラスタ内の任意のノードでシステム管理者のアカウントにログインします。
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2. SYSMANユーティリティを実行し， SET ENVIRONMENT/CLUSTERコマンド
を指定します。 SHUTDOWN NODEコマンドに/CLUSTER_SHUTDOWN修飾
子を忘れずに指定してください。以下の例を参照してください。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SHUTDOWN NODE/CLUSTER_SHUTDOWN/MINUTES_TO_SHUTDOWN=5 -
_SYSMAN> /AUTOMATIC_REBOOT/REASON="Cluster Reconfiguration"
%SYSMAN-I-SHUTDOWN, SHUTDOWN request sent to node
%SYSMAN-I-SHUTDOWN, SHUTDOWN request sent to node
SYSMAN>

SHUTDOWN message on BHAGAT from user SYSTEM at BHAGAT Batch 11:02:10
BHAGAT will shut down in 5 minutes; back up shortly via automatic reboot.
Please log off node BHAGAT.
Cluster Reconfiguration
SHUTDOWN message on BHAGAT from user SYSTEM at BHAGAT Batch 11:02:10
PLUTO will shut down in 5 minutes; back up shortly via automatic reboot.
Please log off node PLUTO.
Cluster Reconfiguration

詳細については，第 10.6節を参照してください。

8.6.3 1つのノードのシャットダウン

OpenVMS Cluster内で 1つのノードを停止するには， SYSMAN SHUTDOWN
NODEコマンドと適切な SET ENVIRONMENTコマンドを組み合わせて使用する
か， SHUTDOWNコマンド・プロシージャを使用します。以下の表では，これらの
方法について説明しています。
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方法 説明

SYSMANユーテ
ィリティ

以下の操作を実行する。

1. OpenVMS Clusterの任意のノードでシステム管理者のアカウントにログインす
る。

2. SYSMANユーティリティを実行してノードをシャットダウンする。以下の例を参
照。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> SET ENVIRONMENT/NODE=JUPITR
Individual nodes: JUPITR
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SHUTDOWN NODE/REASON="Maintenance" -
_SYSMAN> /MINUTES_TO_SHUTDOWN=5
ヒント: クラスタ内の複数のノードをシャットダウンするには， SET
ENVIRONMENT/NODEコマンドに複数のノード名をカンマで区切って入力
する。以下のコマンドは JUPITRノードと SATURNノードをシャットダウンす
る。

SYSMAN> SET ENVIRONMENT/NODE=(JUPITR,SATURN)

SHUTDOWNコ
マンド・プロシ
ージャ

以下の操作を実行する。

1. シャットダウンするノードでシステム管理者のアカウントにログインする。

2. SHUTDOWNコマンド・プロシージャを起動する。以下の例を参照。

$ @SYS$SYSTEM:SHUTDOWN

詳細については，第 10.6節を参照してください。

8.6.4 ネットワーク・データの更新

サテライトを追加する場合は，使用するクラスタ構成コマンド・プロシージャ
(CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COM)で，ブート・
サーバのパーマネント・リモート・ノード・ネットワーク・データベースと運用時リ
モート・ノード・ネットワーク・データベース (NETNODE_REMOTE.DAT)が更新
されます。しかし，他のクラスタ・メンバの運用時データベースは自動的に更新され
ません。

クラスタ全体で新しいデータを共用するには，他のすべてのクラスタ・メンバで運用
時データベースを更新しなければなりません。システム管理者としてログインし，
SYSMANユーティリティを起動し， SYSMAN>プロンプトに対して以下のコマンド
を入力します。
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$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SET PROFILE/PRIVILEGES=(OPER,SYSPRV)
SYSMAN> DO MCR NCP SET KNOWN NODES ALL
%SYSMAN-I-OUTPUT, command execution on node X...

.

.

.
SYSMAN> EXIT
$

NETNODE_REMOTE.DATファイルは， SYS$COMMON:[SYSEXE] ディレクトリ
に格納されていなければなりません。

8.6.5 サテライトのローカル・ディスク・ラベルの変更

サテライト・ノードのローカル・ページ・ディスクとスワップ・ディスクのボリュー
ム・ラベルを変更する場合は，サテライトをクラスタに追加した後，以下の操作を行
います。

手順 操作

1 システム管理者としてログインし，以下の形式で DCLコマンドを入力する。

SET VOLUME/LABEL=volume-label device-spec[:]

注意: SET VOLUMEコマンドを実行するには，ボリュームのインデックス・ファイルに対
して書き込みアクセス権 (W)が必要である。ボリュームの所有者でない場合は，システム利
用者識別コード (UIC)または SYSPRV特権が必要である。

2 新しいラベルを反映するように，ブート・サーバのシステム・ディスク
で[SYSn.SYSEXE]SATELLITE_PAGE.COMプロシージャを更新する。

8.6.6 割り当てクラス値の変更

HSGあるいはHSVサブシステムで割り当てクラス値を変更しなければならない場合
は，クラスタ全体をシャットダウンした状態で変更しなければなりません。

関連項目: 割り当てクラス値を変更する場合は，第 6.2.2.1項を参照してください。

8.6.7 リブート

以下の表では，サテライトおよびストレージ・サブシステムのブート操作について説
明しています。
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構成に含まれるサブシステム 必要な操作

HSGおよび HSVサブシステ
ム

すべての HSGサブシステムと HSVサブシステムを設定し，リブート
した後，各コンピュータをリブートする。

サテライト・ノード サテライトをリブートする前に，ブート・サーバをリブートする。

複数のメッセージが新たに表示されることがある。たとえば，
CLUSTER_CONFIG.COMの CHANGE機能を使用して， LANを
介したクラスタ通信を有効にすると， LAN OpenVMS Clusterセキュ
リティ・データベースがロードされていることを示すメッセージが表示
される。

関連項目: サテライトのブートの詳細については，第 9.3節も参照。

ディスクをサービスするすべてのコンピュータで，MSCPサーバがロードされてい
ることを示すメッセージが表示されます。

構成の設計どおりにすべてのディスクがサービスされているかどうか確認するには，
ディスクをサービスしているノードのシステム・プロンプト ($)に対して， SHOW
DEVICE/SERVEDコマンドを入力します。たとえば，以下の表示はDSSI構成を示
しています。

$ SHOW DEVICE/SERVED

Device: Status Total Size Current Max Hosts
$1$DIA0 Avail 1954050 0 0 0
$1$DIA2 Avail 1800020 0 0 0

注意: ミニマム・スタートアップ (システム・パラメータ STARTUP_P1をMINに設
定した状態)を使用して，ノードを既存のOpenVMS Clusterにブートすると，多く
のプロセス (たとえば CACHE_SERVER， CLUSTER_SERVER， CONFIGURE)が
起動されません。OpenVMS Clusterシステムでこのようなノードを稼動する場合
は，これらのプロセスを手動で起動するようにしてください。これらのプロセスを起
動しないでノードを実行すると，クラスタが正常に機能しなくなります。

関連項目: これらのプロセスを手動で起動する方法については，『OpenVMSシステ
ム管理者マニュアル』を参照してください。

8.6.8 ローカル・ディスクにOpenVMSがインストールされている構成のサテライ
トのリブート (Alphaのみ)

サテライト・ノードは，システム障害や電源障害から復旧したときに，自動的にリブ
ートされるように設定できます。

リブートの動作はシステムごとに異なります。多くのシステムにはコンソール変数が
用意されていて，デフォルトでどのデバイスからブートするかを指定できます。しか
し，一部のシステムでは，ブート可能なデバイスを自動的に検出するブート・スニッ
ファがあらかじめ定義されています。以下の表はリブートの条件を示しています。
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条件 追加条件 結果

自動リブートのための
ブート・デバイスを指
定することが認められ
ていない (つまり，ブー
ト・スニッファが定義
されている)場合

オペレーティング・シ
ステムがシステムの
ローカル・ディスクに
インストールされてい
る。

サテライト MOPのロードを要求するのではなく，ローカル・デ
ィスクからブートされる。この状況を回避するには，自動リブー
トが行われる操作 (たとえば， REBOOTオプションを指定した
SYS$SYSTEM:SHUTDOWN.COMの実行や，サテライトをクラス
タに追加するための CLUSTER_CONFIG.COMの使用など)を許可す
る前に，以下のいずれかの方法を実行しなければならない。

• ローカル・ディスクでディレクトリ・ファイル
ddcu:[000000]SYS0.DIRの名前をddcu:[000000]SYSx.DIRに変
更する (ただし， SYSxは SYS0， SYSE， SYSF以外のルート
である)。その後，以下に示すように， DCLコマンド SET FILE
/REMOVEを入力して，ブート・イメージ SYSBOOT.EXEの以前
のディレクトリ・エントリを削除する。

$ RENAME DUA0:[000000]SYS0.DIR DUA0:[000000]SYS1.DIR
$ SET FILE/REMOVE DUA0:[SYSEXE]SYSBOOT.EXE

• ローカル・ディスクを無効にする。操作方法については，各コンピ
ュータのインストールおよび操作ガイドを参照。サテライトのロー
カル・ディスクがページングおよびスワッピングのために使用され
ている場合，この方法は使用できない。

8.7 フィードバック付きAUTOGENの実行

AUTOGENには，フィードバックと呼ぶ機能があります。この機能は，通常の
システム操作で収集されたデータを調べ，フィードバック・オプション付きで
AUTOGENを実行するときに，収集されたデータをもとにシステム・パラメータを
調整します。たとえば，ディスク要求を処理するためにバッファ領域が解放されるの
を待っているディスク・サーバの各インスタンスがシステムによって記録されます。
この情報をもとに， AUTOGENは十分な領域が割り当てられるように，ディスク・
サーバのバッファ・プールのサイズを自動的に設定できます。

『OpenVMSシステム管理者マニュアル』の説明に従って，
SYS$UPDATE:AUTOGEN.COMを手動で実行します。

8.7.1 利点

コンピュータが最初にクラスタに追加されるときに，適切な構成になっているよう
にするには，初期ブート・シーケンスの一部として自動的にフィードバック付きで
AUTOGENを実行することができます。この操作を行うには，コンピュータが実際
に使用できるようになる前に，追加のリブートが必要になりますが，コンピュータの
パフォーマンスをかなり向上できます。

AUTOGENを実行するときは，なるべくフィードバック・オプションを使用するこ
とをお勧めします。フィードバック・オプションを使用しないと，特に複雑な構成
で， AUTOGENがリソースの利用パターンを予測するのが困難になります。クラス
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タに含まれるコンピュータとディスクの台数や，実行されているアプリケーションの
種類などのさまざまな要素によって，最適なパフォーマンスを実現するためにシステ
ム・パラメータを調整する必要があります。

また， SYSGENユーティリティを使用してシステム・パラメータを変更するより
も，フィードバック・オプションを使用して AUTOGENを実行する方法をお勧めし
ます。これは， AUTOGENが以下の操作を行うからです。

• MODPARAMS.DATファイルと AGEN$ファイルで変更されたパラメータを使用
します (MODPARAMS.DATに記録された変更は，OpenVMSオペレーティン
グ・システムを更新するときに失われます)。

• 変更を反映するように，他のシステム・パラメータを再構成します。

8.7.2 初期値

コンピュータが最初にOpenVMS Clusterに追加されるときに，通常，コンピュータ
のシステム・リソースを制御するシステム・パラメータが，以下に示すように複数の
手順で調整されます。

1. クラスタ構成コマンド・プロシージャ (CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは
CLUSTER_CONFIG.COM)は，ミニマム環境でコンピュータをブートするのに
適切な初期パラメータを設定します。

2. コンピュータがブートされるときに， AUTOGENが自動的に実行されて，静的オ
ペレーティング・システムのサイズが調整され (動的フィードバック・データは使
用されません)，コンピュータがOpenVMS Cluster環境にリブートされます。

3. 新たに追加されたコンピュータを 1日以上，通常の状況で使用した後，フィード
バック・オプション付きで AUTOGENを実行して，OpenVMS Cluster環境のパ
ラメータを手動で調整しなければなりません。

4. クラスタ構成や運用環境が大幅に変更された場合をはじめ，そのような変更が行
われないときでも定期的に，フィードバック・オプション付きで AUTOGENを実
行して，パラメータを手動で再調整する必要があります。

最初の AUTOGEN操作 (CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_
CONFIG.COMから開始される操作)は，ミニマム環境でしかもフィードバックなし
で実行されるため，新たに追加されたコンピュータはOpenVMS Cluster環境で実行
するのに適切な構成になっていない可能性があります。この理由から，第 8.7.3項お
よび第 8.7.4項で説明しているような追加の構成方式を実装しなければならないこと
があります。
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8.7.3 妥当なフィードバックの取得

コンピュータを最初にOpenVMS Clusterにブートする場合，コンピュータの多くの
リソースの利用状況は，現在のOpenVMS Cluster構成によって判断されます。コン
ピュータの数，ディスク・サーバの数，使用可能またはマウントされているディスク
の数などは，一定の必要最低限のリソースとして解釈されます。この必要最低限のリ
ソースは，コンピュータを継続的に使用しても変化しないため，必要なリソースに関
するフィードバック情報は直ちに有効になります。

しかし，通常のユーザの活動によって影響を受ける情報など，他のフィードバッ
ク情報は，直ちには提供されません。これは，‘‘ユーザ’’だけがシステム・スター
トアップ・プロセスだからです。この時点でフィードバック・オプション付きで
AUTOGENを実行しても，一部のシステム値は適切な値より低い値に設定される可
能性があります。

最初のプロダクション・ブートの最後に，シミュレートされたユーザ負荷を実行する
ことで， AUTOGENは確実に妥当なフィードバック情報を活用できるようになりま
す。オペレーティング・システムに添付されているUETP (User Environment Test
Package)には，このような負荷をシミュレートするテストが含まれています。この
テスト (UETP LOADフェーズ)は初期プロダクション・ブートの一部として実行で
き，その後，ユーザにログインを許可する前に，フィードバック付きで AUTOGEN
を実行します。

この手法を実装するには，第 8.7.4項の手順 1に示したようなコマンド・ファイルを
作成し，クラスタの共通 SYSTARTUPプロシージャからコンピュータのローカル・
バッチ・キューにファイルを登録します。コマンド・ファイルは条件に応じてUETP
LOADフェーズを実行し， AUTOGENフィードバックを実行してコンピュータをリ
ブートします。

8.7.4 AUTOGENを実行するためのコマンド・ファイルの作成

以下のサンプル・ファイルに示すように，UETPではコンピュータが最初にクラスタ
に追加されるときに，そのコンピュータで実行される典型的なユーザ負荷を指定でき
ます。UETPを実行すると，フィードバック付きでコンピュータをリブートするとき
に， AUTOGENがそのコンピュータの適切なシステム・パラメータ値を設定するの
に必要なデータが生成されます。しかし，UETPのユーザ負荷のデフォルト設定で
は，コンピュータがタイムシェアリング・システムとして利用されると想定されてい
ます。この計算では，シングル・ユーザ・ワークステーションにとっては大きすぎる
システム・パラメータ値が求められる可能性があります。特に，ワークステーション
に大きなメモリ・リソースが搭載されている場合は，計算される値が大きくなりすぎ
ます。したがって，サンプル・ファイルに示すように，ユーザ負荷のデフォルト設定
を変更しなければならない可能性があります。
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以下の操作を行います。

1. 以下のようなコマンド・ファイルを作成します。

$!
$! ***** SYS$COMMON:[SYSMGR]UETP_AUTOGEN.COM *****
$!
$! For initial boot only, run UETP LOAD phase and
$! reboot with AUTOGEN feedback.
$!
$ SET NOON
$ SET PROCESS/PRIVILEGES=ALL
$!
$! Run UETP to simulate a user load for a satellite
$! with 8 simultaneously active user processes. For a
$! CI connected computer, allow UETP to calculate the load.
$!
$ LOADS = "8"
$ IF F$GETDVI("PAA0:","EXISTS") THEN LOADS = ""
$ @UETP LOAD 1 ’loads’
$!
$! Create a marker file to prevent resubmission of
$! UETP_AUTOGEN.COM at subsequent reboots.
$!
$ CREATE SYS$SPECIFIC:[SYSMGR]UETP_AUTOGEN.DONE
$!
$! Reboot with AUTOGEN to set SYSGEN values.
$!
$ @SYS$UPDATE:AUTOGEN SAVPARAMS REBOOT FEEDBACK
$!
$ EXIT

2. クラスタの共通 SYSTARTUPファイルを編集し，ファイルの最後に以下のコ
マンドを追加します。キューがすでに起動されていて，新たに追加されたコン
ピュータでバッチ・キューが実行されているものと仮定しています。UETP_
AUTOGEN.COMをコンピュータのローカル・バッチ・キューに登録します。

$!
$ NODE = F$GETSYI("NODE")
$ IF F$SEARCH ("SYS$SPECIFIC:[SYSMGR]UETP_AUTOGEN.DONE") .EQS. ""
$ THEN
$ SUBMIT /NOPRINT /NOTIFY /USERNAME=SYSTEST -
_$ /QUEUE=’NODE’_BATCH SYS$MANAGER:UETP_AUTOGEN

$ WAIT_FOR_UETP:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Waiting for UETP and AUTOGEN... ’’F$TIME()’"
$ WAIT 00:05:00.00 ! Wait 5 minutes
$ GOTO WAIT_FOR_UETP
$ ENDIF
$!

注意: UETPは， SYSTESTというユーザ名のもとで実行しなければなりませ
ん。
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8.7フィードバック付き AUTOGENの実行

3. CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMを実行し
て，コンピュータを追加します。

コンピュータをブートすると，UETP_AUTOGEN.COMが実行されて，指定したユ
ーザ負荷がシミュレートされ，次にフィードバック・オプション付きで AUTOGEN
を実行してリブートが行われ，適切なシステム・パラメータ値が設定されます。
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大規模なOpenVMS Clusterシステムの構築

この章では，およそ 20台またはそれ以上の多くのコンピュータを含むOpenVMS
Clusterシステムを構築する場合のガイドラインを示し，役立つプロシージャについ
ても説明します (構成の制限については，『OpenVMS Cluster Software Software

Product Description』 (SPD)を参照してください)。通常，このようなOpenVMS
Clusterシステムには，多くのサテライトが含まれます。

この章で説明する手法は， 20台以下のコンピュータを含む一部のクラスタにとって
も役立ちます。この章では，次のことについて説明します。

• ブート

• MOPおよびディスク・サーバの可用性

• 複数のシステム・ディスク

• 共用リソースの可用性

• ホット・システム・ファイル

• システム・ディスク領域

• システム・パラメータ

• ネットワークの問題

• クラスタ・エイリアス

9.1 クラスタの設定

大規模なクラスタを新たに構築する場合，インストール時に数回 AUTOGENを実行
し，クラスタをリブートするように準備しなければなりません。クラスタに最初に追
加されるコンピュータに対して AUTOGENが設定するパラメータは，おそらく他の
コンピュータを後で追加するときは適切ではありません。ブート・サーバとディス
ク・サーバに対して，パラメータの再調整が重要です。

この問題を解決するための 1つの方法として，新しいコンピュータまたはストレー
ジ・インターコネクトを追加するたびに，定期的にUETP_AUTOGEN.COMコマン
ド・プロシージャ (第 8.7.4項を参照)を実行して，コンピュータをリブートする方法
があります。たとえば，コンピュータ，ストレージ，インターコネクトの数が 10%増
加するたびに，UETP_AUTOGEN.COMを実行します。最適な結果を得るには，最
終的なOpenVMS Cluster環境とできるだけ近い状態で，最後にプロシージャを実行
する必要があります。
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新しい大規模なOpenVMS Clusterを設定するには，以下の操作を行います。

手順 作業

1 CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは CLUSTER_CONFIG.COMコマンド・プロシージ
ャを使用して，ブート・サーバとディスク・サーバを構成する (第 8章を参照)。

2 OpenVMS Cluster環境にとって必要なすべてのレイヤード製品とサイト固有のアプリケーシ
ョンをインストールする。すべてをインストールできない場合は，できるだけ多くインスト
ールする。

3 最終的な OpenVMS Cluster環境で使用されるプロシージャとできるだけ近い状態になるよ
うに，クラスタ・スタートアップ・プロシージャを準備する。

4 クラスタ構成コマンド・プロシージャを使用して，少数のサテライトを追加する (2～ 3台程
度)。

5 クラスタをリブートして，スタートアップ・プロシージャが予測どおりに動作することを確
認する。

6 スタートアップ・プロシージャが正しく動作することを確認した後，各コンピュータのロー
カル・バッチ・キューで UETP_AUTOGEN.COMを実行して，クラスタをリブートし，プ
ロダクション環境の初期値を設定する。クラスタがリブートされると，すべてのコンピュー
タのパラメータの設定が妥当な設定になっているはずである。しかし，設定に問題がないか
どうか確認する。

7 サテライトを追加して，サテライトの台数を 2倍にする。その後，各コンピュータのローカ
ル・バッチ・キューで UETP_AUTOGENを再実行して，クラスタをリブートし，新たに追
加したサテライトに対応できるように，値を適切に設定する。

8 すべてのサテライトが追加されるまで，上記の手順を繰り返す。

9 すべてのサテライトが追加されたら，各コンピュータのローカル・バッチ・キューで UETP_
AUTOGENを最後にもう一度実行して，クラスタをリブートし，プロダクション環境の値を
新たに設定する。

最適なパフォーマンスを実現するには，各コンピュータで同時にUETP_AUTOGEN
を実行しないようにしなければなりません。そうすると，このプロシージャではユー
ザ負荷がシミュレートされますが，その値はおそらく，最終的なプロダクション環境
の値より要求の厳しいものになるからです。このため，新しいコンピュータを追加す
るときに，UETP_AUTOGENを複数のサテライト (少し前にパラメータを調整した
サテライト)で実行するようにします。この手法を利用すると，サテライトがクラス
タに追加された後，間もなく AUTOGENを再実行しても，ほとんど設定が変化しな
いため，効率を向上できます。

たとえば， 30台のサテライトが追加された後，クラスタ全体をリブートすると， 28
番目に追加されたサテライトに対しては，システム・パラメータ値があまり調整され
ません。これは，初期設定の一部としてそのサテライトがUETP_AUTOGENを実行
した後， 2台のサテライトだけがクラスタに追加されたからです。
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9.2 ブートに関する一般的な考慮点

ここでは，ブートに関する 2つの一般的な考慮点について説明します。それは，並列
ブートとブート時間の最短化です。

9.2.1 並列ブート

並列ブートは，電源あるいはサイト障害が発生した後にすべてのノードが同時にリブ
ートすることにより発生します。この結果，インターコネクト上で顕著な I/O負荷が
発生します。また，同期化に SCSトラフィックが必要とされるため，ネットワーク
上の処理が増えることになります。すべてのサテライトがオペレーティング・システ
ムをリロードしようとするので，ブートサーバが利用可能になると一斉にブートが始
まり負荷が高まります。このためログインできるようになるまでに時間がかかること
があります。

9.2.2 ブート時間の最短化

大規模なクラスタでは，適切な時間内に必要な数のノードをブートできるだけの十
分なキャパシティを確保するように，注意深く構成する必要があります。 96台のサ
テライトをリブートすると， I/Oボトルネックが発生する可能性があり，OpenVMS
Clusterのリブート時間は数時間に及ぶ可能性があります。ブート時間をできるだけ
短縮するには，以下の方法を利用します。

• 注意深い構成手法

『OpenVMS Cluster構成ガイド』には，コンピュータ，システム・ディスク，イ
ンターコネクトのキャパシティと構成に関するデータが示されています。

• 適切なシステム・ディスク・スループット

十分なシステム・ディスク・スループットを達成するには，通常，複数の手法を
組み合わせる必要があります。詳細については，第 9.7節を参照してください。

• 十分なネットワーク帯域幅

1つのGigabit Ethernetだけで，大規模なOpenVMS Clusterの必要条件を満
たすことができる十分な帯域幅を確保することはできません。同様に， 1つの
Gigabit Ethernetアダプタだけでは，それがボトルネックになる可能性があり，
特にディスク・サーバの場合はアプリケーションによる同期化で負荷が高い場
合，その可能性が高くなります。この結果， SCSトラフィックが高くなります。
SCS用のアダプタを増やすと，この種の帯域幅の制限を解決することができま
す。

表 9–2の手順 1に示す手法を利用すれば，十分なネットワーク帯域幅を確保でき
ます。

• 必要なレイヤード製品とデバイスだけのインストール
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9.2.3 Cluster over IPにおけるブートに関する一般的な考慮事項

OpenVMSクラスタは，クラスタ内の他のノードとの通信および SCSトラフィック
の受け渡しに TCP/IPを使用することができます。クラスタ通信に TCP/IPを使用す
るためには，そのようにノードを構成する必要があります。 Cluster over IPを使用
するようにOpenVMSノードを構成する方法については，第 8.2.3.1項を参照してく
ださい。この機能を有効にした後，ブート初期段階で TCP/IPがロードされます。
OpenVMSエグゼクティブは，クラスタ内の他のノードと SCSメッセージを交換で
きるようにブート処理の早い段階で TCP/IP execletをロードするように修正されてい
ます。この機能は，ブート時にロードされる構成ファイルも使用します。これらの構
成ファイルは構成時に正しく生成されたものであることを確認してください。ブート
時の注意事項を以下に示します。

• クラスタ内の他のノードと TCP/IP接続が可能であることを確認してください。

• クラスタで使用する IPマルチキャスト・アドレスでルーティング可能なことを確
認してください。

• IPユニキャストを使用する場合，そのノードの IPアドレスがすべてのノードの
PE$IP_CONFIG.DATファイルに登録されていることを確認してください (新し
い IPアドレスのロードにはMC SCACP RELOADコマンドを使用します)。

9.3 サテライトのブート

OpenVMS Clusterのサテライト・ノードは，ブートの初期段階で 1つの LANアダ
プタを使用します。サテライトが複数の LANアダプタを使用するように構成され
ている場合は，システム管理者はコンソール BOOTコマンドを使用して，ブートの
初期段階でどのアダプタを使用するかを指定できます。システムが起動されたら，
OpenVMS Clusterは使用可能なすべての LANアダプタを使用します。このように
柔軟性があるため，アダプタが故障したり，ネットワークで問題が発生しても，適切
に対応することができます。

Alphaおよび Integrityクラスタ・サテライトではネットワーク・ブート・デバイス
は LAN Failover Setのプロスペクティブ・メンバにはなれません。たとえば， EWA
および EWBで構成される LAN Failover Set， LLAを作成した場合，システム・ブ
ート時にアクティブにするためには， LANデバイス EWAあるいは EWB経由でサテ
ライトとしてシステムをブートすることはできません。

サテライト・ノードの構成およびブートのためのプロシージャとユーティリティは，
Integrityシステムと Alphaシステムで異なります。
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9.3.1 Alphaサテライトと Integrityサーバ・サテライトの違い

Alphaサテライトと Integrityサーバ・サテライトとの相違点を表 9–1に示します。

表 9–1 Alphaサテライトと Integrityサーバ・サテライトの違い

Alpha Integrityサーバ

ブート・プロトコル MOP PXE(BOOTP/DHCP/TFTP)

クラッシュ・ダンプ リモート・システム・ディスクへのクラ
ッシュ・ダンプ，あるいは DOSD (Dump
Off the System Disk)によりローカル・デ
ィスクへのクラッシュ・ダンプが可能。

DOSDを必要とする。リモート・
ディスクへのクラッシュ・ダンプは
不可。

エラー・ログ・バッ
ファ

リモート・システム・ディスクへ常に書き
込む。

エラー・ログ・バッファは DOSD
と同じディスクに書き込まれる。

ファイル・プロテク
ション

標準のシステム・ディスクと違いは無い。 すべてのロード可能 execletが
W:RE (デフォルト)で，特定の
ファイルは VMS$SATELLITE_
ACCESS識別子による ACLアクセ
スを持つ。

9.4 サテライト・ノードの構成とブート

サテライトのブートを行う場合は，以下の表 9–2の項目を参照してください。

表 9–2 サテライト・ブートのためのチェックリスト

手順 操作

1 ディスク・サーバ LANアダプタを構成する。

OpenVMS Clusterシステムでは，ディスクをサービスするための動作によって LANにかな
りの量の I/Oトラフィックが発生するため，ブート・サーバとディスク・サーバはクラスタ
内で帯域幅の最も広いアダプタを使用しなければならない。また， LANアダプタ間で負荷
を分散するために，サーバは 1つのシステムで複数の LANアダプタを使用することもでき
る。

十分なネットワーク帯域幅を提供するには，以下の方法を利用する。

十分な帯域幅を持つネットワーク・アダプタを選択する。

トラフィックを分けて，合計帯域幅を増やすためにスイッチを使用する。

MOPおよびディスク・サーバで複数の LANアダプタを使用する。

スイッチまたはより高速な LANを使用し，低速 LANセグメントに展開する。

複数の個別ネットワークを使用する。

十分なパワーを備えたコンピュータを選択し，複数のサーバ・ノードを構成して負荷を
共用することで，十分なMOPおよびディスク・サーバの CPUキャパシティを提供す
る。

(次ページに続く)
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表 9–2 (続き) サテライト・ブートのためのチェックリスト

手順 操作

2 MOPサーバ・ノードとシステム・ディスク・サーバ・ノードがクラスタ・メンバとしてまだ
構成されていない場合は，第 8.4節の説明に従って，クラスタ構成コマンド・プロシージャ
を使用して，各 Alphaノードを構成する。複数のブート・サーバとディスク・サーバを使用
して，可用性を向上し，複数のクラスタ・ノードに I/Oトラフィックを分散する。

3 ディスクをサービスするために追加メモリを構成する。

4 OpenVMS Clusterにブートする各サテライトに対して， Alphaノードでクラス構成プロシ
ージャを実行する。

9.4.1 1つの LANアダプタからのブート

サテライトをブートするには，以下のコマンドを入力します。

>>> BOOT LAN-adapter-device-name

この例で，LAN-adapter-device-nameには，有効な LANアダプタ名を指定します。た
とえば， EZA0や XQB0を指定できます。

会話型ブートを実行しなければならない場合は， Alphaシステム・コンソール・プロ
ンプト(>>>)に対して以下のコマンドを入力します。

>>> b -flags 0,1 eza0

この例で， -flagsは flagsコマンド・ライン修飾子を表しており，値は以下のいずれ
かである。

• システム・ルート番号

‘‘0’’ は，システム・ルート[SYS0]からブートするようにコンソールに指示する。
サテライト・ノードをブートする場合は，ブート・ノードのネットワーク・デー
タベースからシステム・ルートが取り込まれるため，この指定は無視される。

• 会話型ブート・フラグ

‘‘1’’ は，ブートを会話方式で行わなければならないことを示す。

引数 eza0は，ブートのために使用する LANアダプタである。

最後に，このブート・コマンド・ラインにロード・ファイルが指定されていないこと
に注意する必要がある。サテライト・ブートの場合，ロード・ファイルはDECnetま
たは LANCPデータベースのノード記述の一部である。

ブートが失敗した場合は，以下の操作を行います。

• 構成で認められていて，ネットワーク・データベースが正しく設定されている場
合は，別の LANアダプタを使用してブート・コマンドを再入力します (第 9.4.4
項を参照)。
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• サテライト・ブートの問題の解決方法については，第 C.2.5項を参照してくださ
い。

9.4.2 デフォルト・ブート・アダプタの変更

デフォルト・ブート・アダプタを変更するには，代替 LANアダプタの物理アドレス
が必要です。このアドレスを使用して，MOPサーバのDECnetまたは LANCPデー
タベースのサテライトのノード定義を更新して，サテライトが認識されるようにしま
す (第 9.4.4項を参照)。追加する LANアダプタを見つけるには SHOW CONFIGコ
マンドを使用します。

9.4.3 複数の LANアダプタからのブート (Alphaのみ)

Alphaシステムでは，ブートのために複数の LANアダプタを使用することで，可用
性を向上できます。これは，MOPサーバおよびディスク・サーバへのアクセスが異
なる LANアダプタを介して可能になるからです。複数のアダプタ・ブートを使用す
るには，以下の表に示す操作を実行します。

手順 操作

1 追加 LANアダプタの物理アドレスを取得する。

2 これらのアドレスを使用して，一部の MOPサーバの DECnetまたは LANCPデータベース
に格納されているノード定義を更新して，サテライトが認識されるようにする (第 9.4.4項を
参照)。

3 サテライトが DECnetデータベースにすでに定義されている場合は，手順 4を実行する必要
がない。サテライトが DECnetデータベースに定義されていない場合は， Alphaネットワ
ーク・データベースに SYS$SYSTEM:APB.EXEダウンライン・ロード・ファイルを指定す
る。

4 ブート・コマンド・ラインに複数の LANアダプタを指定する (アダプタの名前を取得するに
は， SHOW DEVICEまたは SHOW CONFIGコンソール・コマンドを使用する)。

以下のコマンド・ラインは， Alphaシステムで 1つの LANアダプタからブートす
る場合に使用するコマンドと同じですが (第 9.4.2項を参照)，ブート・デバイスとし
て， eza0と ezb0の 2つの LANアダプタが指定されている点が異なります。

>>> b -flags 0,1 eza0, ezb0

このコマンド・ラインでは，以下の処理が実行されます。

ステージ 実行される処理

1 MOPブートが最初のデバイス (eza0)から行われる。ブートできない場合は，MOPブート
が次のデバイス (ezb0)から行われる。ネットワーク・デバイスからブートするときに，どの
デバイスからも MOPブートを行うことができない場合は，コンソールは最初のデバイスか
らもう一度開始する。
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ステージ 実行される処理

2 MOPロードが完了すると，ブート・ドライバはすべての LANアダプタで NISCAプロトコ
ルを起動する。 NISCAプロトコルは，システム・ディスク・サーバにアクセスして，オペ
レーティング・システムのロードを完了するために使用される (付録 Fを参照)。

9.4.4 代替 LANアダプタを使用してブートするためのサテライトの有効化

OpenVMSでは，DECnetまたは LANCPデータベースで 1つのリモート・ノード・
テーブルに対して，ハードウェア・アドレス属性が 1つだけサポートされます。複数
の LANアダプタが接続されているサテライトでクラスタにブートするときに，どの
LANアダプタも使用できるようにするには，以下の 2種類の方法のいずれかを使用
できます。

• それぞれの追加 LANアダプタに対して，擬似ノードを定義します。

• 異なるブート・ノードに対して，異なるノード・データベースを作成し，管理し
ます。

追加 LANアダプタに対する擬似ノードの定義
異なるDECnetアドレスまたは LANCPアドレスを使用して，擬似ノードを定義する
場合は，以下の操作を行います。

• アドレスが，既存のノード定義と同じクラスタ・サテライト・ルート・ディレ
クトリを指していることを確認します (擬似ノードとサテライトを対応付けるた
め)。

• 代替 LANアダプタのハードウェア・アドレスを擬似ノード定義に指定します。

DECnetの場合は，表 9–3に示す手順に従います。 LANCPの場合は，表 9–4に示
す手順に従います。

表 9–3 DECnet MOPサービスを使用して擬似ノードを定義する手順

手順 説明

1 以下の NCPコマンドを使用して，ノードの既存の定義を表
示する。

$ RUN SYS$SYSTEM:NCP
NCP> SHOW NODE node-name CHARACTERISTICS

このコマンドは，ハードウェア・アドレス，ロー
ド・アシスト・エージェント，ロード・アシス
ト・パラメータなど，サテライトの属性の一覧を
表示する。

(次ページに続く)
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表 9–3 (続き) DECnet MOPサービスを使用して擬似ノードを定義する手順

手順 説明

2 以下に示すように， NCPコマンド・プロンプトに対して，
固有の DECnetアドレスとノード名を定義することによ
り，擬似ノードを作成する。

DEFINE NODE pseudo-area.pseudo-number -
NAME pseudo-node-name -
LOAD FILE APB.EXE -
LOAD ASSIST AGENT SYS$SHARE:NISCS_LAA.EXE -
LOAD ASSIST PARAMETER disk$sys:[<root.>] -
HARDWARE ADDRESS xx-xx-xx-xx-xx-xx

この例は Alphaノードの例である。

表 9–4 LANCP MOPサービスを使用して擬似ノードを定義する手順

手順 説明

1 以下の LANCPコマンドを使用して，ノードの既存の定義を
表示する。

$ RUN SYS$SYSTEM:LANCP
LANCP> SHOW NODE node-name

このコマンドは，ハードウェア・アドレスやルー
ト・ディレクトリ・アドレスなど，サテライトの
属性の一覧を表示する。

2 以下に示すように， LANCPコマンド・プロンプトに対し
て，固有の LANCPアドレスとノード名を定義することによ
り，擬似ノードを作成する。

DEFINE NODE pseudo-node-name -
/FILE= APB.EXE -
/ROOT=disk$sys:[<root.>] -
/ADDRESS=xx-xx-xx-xx-xx-xx

この例は Alphaノードの例である。

異なるブート・ノードに対する異なるノード・データベースの作成
異なるブート・ノードに対して異なるDECnetまたは LANCPデータベースを作成す
る場合は，以下の操作を行います。

• 1つの LANアダプタからブートされるシステムがMOPサーバのサブセットから
応答を受信するように，データベースを設定します。異なる LANアダプタからの
同じシステム・ブートは，異なるMOPサーバのサブセットから応答を受信しま
す。

• 各データベースで，同じノード定義に対して異なる LANアドレスを指定します。

手順はDECnetの場合も LANCPの場合も類似していますが，データベース・ファ
イル名，ユーティリティ，コマンドは異なります。DECnetプロシージャの場合は，
表 9–5を参照してください。 LANCPプロシージャの場合は，表 9–6を参照してく
ださい。
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表 9–5 異なる DECnetノード・データベースを作成する手順

手順 説明

1 異なるファイルを参照するように，異なるノードで論理名
NETNODE_REMOTEを異なる値に定義する。

論理名 NETNODE_REMOTEは，作成している
リモート・ノード・ファイルのワーキング・コピ
ーを指す。

2 各ノードのシステム固有の領域に NETNODE_
REMOTE.DATファイルを格納する。

各ブート・サーバで，サテライトのアダプタのいずれかと一
致する固有のアドレスとしてハードウェア・アドレスが定義
されていることを確認する。 NCPコマンド・プロンプトに
対して，以下のコマンドを入力する。

DEFINE NODE area.number -
NAME node-name -
LOAD FILE APB.EXE -
LOAD ASSIST AGENT SYS$SHARE:NISCS_LAA.EXE -
LOAD ASSIST PARAMETER disk$sys:[<root.>] -
HARDWARE ADDRESS xx-xx-xx-xx-xx-xx

システム・ルート 0からのシステム・ブー
トの場合，[SYS0.SYSEXE]に格納されて
いる NETNODE_REMOTE.DATファイル
は[SYS0.SYSCOMMON.SYSEXE]に格納されて
いるファイルより優先する。

NETNODE_REMOTE.DATファイルが相互のコ
ピーである場合は，ノード名， LOAD FILE，ロ
ード・アシスト・エージェント，ロード・アシス
ト・パラメータはすでに設定されている。新しい
ハードウェア・アドレスだけを指定しなければな
らない。

デフォルト・ハードウェア・アドレスは
NETUPDATE.COMに格納されるため， 2
番目のブート・サーバでこのファイルを編集しな
ければならない。

表 9–6 異なる LANCPノード・データベースを作成する手順

手順 説明

1 異なるファイルを参照するように，論理名 LAN$NODE_
DATABASEを異なるノードで異なる値に定義する。

論理名 LAN$NODE_DATABASEは，作成して
いるリモート・ノード・ファイルのワーキング・
コピーを指す。

2 各ノードのシステム固有の領域に LAN$NODE_
DATABASE.DATファイルを格納する。

各ブート・サーバで，サテライトのアダプタの 1つと一致す
る固有のアドレスとしてハードウェア・アドレスが定義され
ていることを確認する。 LANCPコマンド・プロンプトに対
して，以下のコマンドを入力する。

DEFINE NODE node-name -
/FILE= APB.EXE -
/ROOT=disk$sys:[<root.>] -
/ADDRESS=xx-xx-xx-xx-xx-xx

LAN$NODE_DATABASE.DATファイルが相互
のコピーである場合は，ノード名と FILE修飾子
および ROOT修飾子の値はすでに設定されてい
る。新しいアドレスだけを指定すればよい。

サテライトがMOPサーバからMOPダウンライン・ロードを受信すると，サテライ
トはブートしている LANアダプタを使用して，システム・ディスクをサービスして
いるどのノードにも接続できます。実行時ドライバのロードが完了するまで，サテ
ライトはブート・コマンド・ラインに指定された LANアダプタを独占的に使用し
ます。その後，サテライトは実行時ドライバを使用するように変更され，すべての
LANアダプタでローカル・エリアOpenVMS Clusterプロトコルを起動します。

NCPコマンドの構文の詳細については，『DECnet for OpenVMS Network
Management Utilities』を参照してください。
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DECnet-Plusの場合: DECnet-Plusを実行しているOpenVMS Clusterでは，複数
の LANアダプタを使用するサテライトをサポートするために，同じ操作を実行する
必要はありません。サテライトをダウンライン・ロードするためのDECnet-Plusの
サポートでは， LANアダプタ・アドレスの一覧を指定したエントリをデータベー
スに登録できます。詳細については，DECnet-Plusのマニュアルを参照してくださ
い。

9.4.5 MOPサービスの構成

ブート・ノードで， CLUSTER_CONFIG.COMは，DECnetデータベースから最初
に検出されたサーキットで DECnet MOPダウンライン・ロード・サービスを有効に
します。

DECnet for OpenVMSを実行しているシステムで，以下のコマンドを使用して，サ
ーキットの状態とサービス (MOPダウンライン・ロード・サービス)の状態を表示し
ます。

$ MCR NCP SHOW CHAR KNOWN CIRCUITS

.

.

.
Circuit = SVA-0

State = on
Service = enabled

.

.

.

この例では，サーキット SVA-0がON状態であり，MOPダウンライン・サービスが
有効に設定されていることが示されています。これは，サテライトに対してMOPダ
ウンライン・ロードをサポートするための正しい状態です。

追加の LANアダプタ (サーキット)でMOPサービスを有効に設定する操作は，手動
で行わなければなりません。たとえば，以下のNCPコマンドを入力して，サーキッ
トQNA-1に対してサービスを有効にします。

$ MCR NCP SET CIRCUIT QNA-1 STATE OFF
$ MCR NCP SET CIRCUIT QNA-1 SERVICE ENABLED STATE ON
$ MCR NCP DEFINE CIRCUIT QNA-1 SERVICE ENABLED

関連項目: 詳細については，『DECnet for OpenVMS Network Management
Utilities』を参照してください。
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9.4.6 サテライト・ブートの制御

サテライト・ブート処理は多くの方法で制御できます。表 9–7には，DECnet for
OpenVMS固有の例が示されています。DECnet-Plusの例については，DECnet-
Plusのマニュアルを参照してください。

表 9–7 サテライト・ブートの制御

方法 説明

MOPサーバで一時的に MOPサービスを無効にする方法

MOPサーバが独自のスタートアップ操作を完了できるまで，以下に
示すように DECnet Ethernetサーキットを‘‘Service Disabled’’ 状態
に設定することにより，ブート要求を一時的に無効にできる。

1. MOPサーバのスタートアップ時に MOPサービスを無効にする
には，以下のコマンドを入力する。

$ MCR NCP DEFINE CIRCUIT MNA-1 -
_$ SERVICE DISABLED
$ @SYS$MANAGER:STARTNET
$ MCR NCP DEFINE CIRCUIT MNA-1 -
_$ SERVICE ENABLED

2. 後で MOPサービスを再び有効にするには，コマンド・プロシー
ジャに以下のコマンドを入力して，コマンドが迅速に実行される
ようにし，ユーザに対する DECnetサービスが中断されないよ
うにする。

$ MCR NCP
NCP> SET CIRCUIT MNA-1 STATE OFF
NCP> SET CIRCUIT MNA-1 SERVICE ENABLED
NCP> SET CIRCUIT MNA-1 STATE ON

この方法では， MOPサーバがサテライトをサービス
することが禁止される。しかし，サテライトが他の
MOPサーバからブートを要求することは禁止されな
い。

ブートを要求しているサテライトが応答を受信できな
い場合は，しばらくしていくつかのブート要求を行
う。したがって， MOPサービスが再び有効にされた
後，サテライトのブートは通常より長い時間がかかる
可能性がある。

1. MNA-1は MOPサービス・サーキットを表す。

これらのコマンドを入力した後，運用時データベ
ースでサービスが無効に設定される。サービスを
永久に無効に設定してはならない。

2. 左記の方法でサービスを再び有効にする。

個々のサテライトに対して MOPサービスを無効にする方法

ノード単位で一時的に要求を無効にして， DECnetデータベースか
らノードの情報を消去することができる。 NCPを使用して MOPサ
ーバで DECnetデータベースからノードの情報を消去した後，ブー
トを制御するために必要に応じてノードを再び有効にする。

1. 特定のノードに対してMOPサービスを無効にするには，以下の
コマンドを入力する。

$ MCR NCP
NCP> CLEAR NODE satellite HARDWARE ADDRESS

2. そのノードに対してMOPサービスを再び有効にするには，以下
のコマンドを入力する。

$ MCR NCP
NCP> SET NODE satellite ALL

この方法では，サテライトが別の MOPサーバからブ
ート・サービスを要求することは禁止されない。

1. コマンドを入力した後，サービスは運用時データ
ベースで無効に設定される。サービスを永久に無
効設定にしてはならない。

2. 左記に示す方法でサービスを再び有効にする。

(次ページに続く)
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表 9–7 (続き) サテライト・ブートの制御

方法 説明

シャットダウン時にサテライトをコンソール・プロンプト・モードに設定する方法

電源が復旧したときに，サテライトが (リブートされるのではなく)
停止するように設定するには，以下のいずれかの方法を使用する。

1. VAXcluster Console System (VCS)を使用する。

2. Haltまたは電源投入時にコンソール・モードで停止する。

Alphaコンピュータの場合:

>>> SET AUTO_ACTION HALT

3. 以下の一覧の指示に従って， HALT命令が実行されるときに，
コンソール・モードで停止するようにサテライトを設定する。

a. リブート時に HALT命令を実行するイメージがロードされ
るように，以下の NCPコマンドを入力する。

$ MCR NCP
NCP> CLEAR NODE node LOAD ASSIST PARAMETER
NCP> CLEAR NODE node LOAD ASSIST AGENT
NCP> SET NODE node LOAD FILE -
_ MOM$LOAD:READ_ADDR.SYS

b. 以下の SYSMANコマンドを使用してサテライトをシャット
ダウンし，即時リブートを指定する。

$ MCR SYSMAN
SYSMAN> SET ENVIRONMENT/NODE=satellite
SYSMAN> DO @SYS$UPDATE:AUTOGEN REBOOT

c. サテライトを通常の方法でブートするように設定する場合
は，以下の NCPコマンドを入力して， OpenVMSが後でロ
ードされるようにする。

$ MCR NCP

NCP> SET NODE satellite ALL

DECnet Trigger操作を使用する予定がある場合は，
サテライトがコンソール・モードになるような HALT
命令を実行するプログラムを使用することが重要であ
る。これは，システムがコンソール・モードの間，リ
モート・トリガをサポートするシステムだけがサテラ
イトをサポートするからである。

1. 電源が復旧したときや HALT命令が実行されたと
きに，自動的にリブートされるのではなく，停止
するように，一部の (全部ではない)サテライトを
設定することができる。

注意: 設定は不揮発性 RAMに保存されるため，
SETコマンドは各システムで 1回入力するだけで
よい。

2. サテライト・ノードの Ethernetアドレスを検出
するために通常使用される READ_ADDR.SYSプ
ログラムも，終了時に HALT命令を実行する。

重要: 表 9–7の説明に従って SET HALTコマンドを設定した場合，電源障害が発生
した後，電源が復旧しても，サテライトは自動的にリブートされず，コンソール・プ
ロンプトで停止します。大規模な電源障害の場合は，この動作が適切ですが，サテラ
イトの電源コードに誰かがつまずいたような場合は，サテライトを使用できなくなる
ため不便です。

以下の操作を実行するバッチ・ジョブを定期的に実行するようにすれば，このように
してダウン状態になっているサテライトをスキャンし，起動することができます。

1. DCLレキシカル関数 F$GETSYIを使用して，クラスタ内の各ノードが正常に動
作しているかどうか確認します。

2. CLUSTER_MEMBERレキシカル・アイテムを確認します。
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3. 現在，クラスタのメンバでないサテライトに対して，NCP TRIGGERコマンドを
実行します。

9.5 サテライト・ノードの構成とブート (Integrityサーバ)

サテライト

OpenVMS Version 8.3システムあるいはセルベース・システムの nPartitionは，サ
テライトとして使用することができます。 nPartitionのサポートにはファームウェア
のアップグレードが必要な場合があります。

サテライト・ブートはコア I/O LANアダプタ経由でのみサポートされます。クラッ
シュ・ダンプとエラー・ログを保管するために，各サテライト・システムは少なくと
も 1つのローカル・ディスクが必要です。ディスクレス・システムは，ソフトウェア
の異常終了の際にクラッシュ・ダンプを取ることはできません。

ブート・サーバ

OpenVMS Version 8.3がサポートするすべての Integrityサーバはブート・サーバと
してサポートされます。現時点では Integrityサテライト・システムに対するクロス
アーキテクチャ・ブートはサポートしていなため， Integrityサテライト・システム
を含むクラスタでは，ブート・ノードとして動作する Integrityサーバ・システムが
少なくとも 1つ必要になります。

必要なソフトウェア

• OpenVMS Version 8.3以上

• HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.6以上

他のサテライト・システムと同様に，システム・ソフトウェアはそのクラスタの 1つ
あるいは複数のノードによってサービスされるディスクから提供されます。サテライ
ト・システム・ディスクはブート・サーバのシステム・ディスクと同じ場合もありま
すが，必ずしもそうである必要はありません。 Alphaサテライトの場合，ブート・サ
ーバにシステム・ディスクがマウントされていることが推奨されますが必須ではあり
ません。一方 Integrityサテライト・システムでは，ブート・サーバにシステム・デ
ィスクがマウントされていなければなりません。

TCP/IPはブート・サーバのシステム・ディスクにインストールされていなければな
りません。OpenVMS Version 8.3は，ブート・サーバのディスクとサテライト・シ
ステムのディスクが異なる場合，両方にインストールされていなければなりません。

TCP/IPは， BOOTP， TFTP，および 1つ以上のインタフェースを有効にして構成
しなければなりません。少なくとも 1つのインタフェースは，各サテライト・シス
テムから見えるセグメントに接続されていなければなりません。ブート・サーバと
すべてのサテライト・システムには IPアドレスが必要です。 TCP/IP Services for
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OpenVMSの構成については，『HP TCP/IP Services for OpenVMS Version 5.6イ
ンストレーション/コンギュレーション・ガイド』を参照してください。

9.5.1 サテライト・システムからの情報の収集

サテライト・システムにいずれかのバージョンの OpenVMSがインストールされたロ
ーカル・ディスクが接続されている場合，ログインしてください。あるいは，インス
トールDVDからブートしてオプション 8 (Execute DCL commands and procedures)
を選択し，次のコマンドを実行してください。

$ LANCP :== $LANCP
$ LANCP SHOW CONFIG

LAN Configuration:
Device Parent Medium/User Version Link Speed Duplex Size MAC Address Current Address Type
------------- ----------- ------- ---- ----- ------ ---- ----------------- --------------- ----------
EIB0 Ethernet X-16 Up 1000 Full 1500 00-13-21-5B-86-49 00-13-21-5B-86-49 UTP i82546
EIA0 Ethernet X-16 Up 1000 Full 1500 00-13-21-5B-86-48 00-13-21-5B-86-48 UTP i82546

ブートに使用するアダプタのMACアドレスを書き留めてください。ブート・サー
バでサテライト・システムを定義する際にこのMACアドレスが必要になります。
"Current Address"の値が "MAC Address"の値と異なる場合は， "MAC Address"の
値を使用してください。

9.5.2 サテライト・システムにおけるブートおよびクラッシュ・ダンプに関する設
定

サテライトのローカル・ディスクにOpenVMSがインストールされている場合はログ
インしてください。OpenVMSがインストールされたローカル・ディスクがない場合
は，インストールDVDからブートしてオプション 8 (Execute DCL commands and
procedures)を選択してください。ブートに使用するネットワーク・アダプタをブー
ト・メニューのオプションに追加するには SYS$MANAGER:BOOT_OPTIONS.COM
を使用してください。このプロシージャはこのネットワーク・エントリがサテライ
ト・ブート用であるかどうか尋ね，その場合はブート・エントリに対し，サテライ
ト・ブートに必要なMemory Diskブート・オプション・フラグ (0x200000)を設定し
ます。

そのシステムを主にサテライト・ブートに使用したい場合は，ネットワーク・ブ
ート・オプションをポジション 1に設定してください。またサテライト・システム
は，クラッシュ・ダンプのためと，リブートやクラッシュ時のエラー・ログ・バッ
ファの内容の保管のためにDOSD (Dump Off the System Disk)を必要とします。
BOOT_OPTIONS.COMは，DOSD デバイス・リストの管理にも使用できます。こ
の際，DOSDデバイス・リストを作成することができます。DOSDデバイス・リス
トの設定については，『HP OpenVMSシステム管理者マニュアル (下巻)』を参照し
てください。
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9.5.3 ブート・サーバでのサテライト・システムの設定

Integrityサーバ・サテライト・システムは PXEプロトコルでブートします。
OpenVMSでは， PXEは TCP/IP製品の BOOTPによって処理されます。クラス
タ環境でブート・サーバとして 1つ以上の Integrityサーバを使用している場合，
BOOTPデータベースを共通ディスク上に置くようにしてください。 TCP/IPコンポ
ーネントの構成については， TCP/IPのドキュメントを参照してください。サテライ
ト・システムを設定する際には， TCP/IPのインストールおよび構成が完了してお
り，そのシステムで TCP/IPが実行されていることが必要です。

ブート・サーバとして機能させる Integrityサーバ・システムにシステム管理者アカ
ウントあるいは必要な特権付きアカウントにログインし，コマンド・プロシージャ
SYS$MANAGER:CLUSTER_CONFIG_LAN.COMを実行してください (DECnetを
使用してサテライト・ノードを構成する CLUSTER_CONFIG.COMは， Integrity
サーバ・システムをサポートしません)。しかし， Integrityサーバ・システムでは
CLUSTER_CONFIG.COMが CLUSTER_CONFIG_LANを自動的に起動します。
CLUSTER_CONFIG_LANは，サテライト・システムの構成に利用できるメニュー
方式のコマンド・プロシージャです。このメニューは状況依存で，アーキテクチャや
インストールされている製品によって異なります。 CLUSTER_CONFIG_LANコマ
ンド・プロシージャについては，システム管理者マニュアルを参照してください。

Integrityサーバ・サテライトを追加するための必須情報は，そのノードの SCSノー
ド名， SCSシステム ID，およびハードウェア・アドレスです。また，そのサテライ
トの IPアドレス，ネットワーク・マスク，ゲートウェイ・アドレスも知っておく必
要があります。これらの情報についての説明は TCP/IPのドキュメントを参照してく
ださい。このプロシージャは，そのサテライトのシステム・ルートを作成します。

CLUSTER_CONFIG_LANはサテライト・システムをブート可能にするためのすべ
てのステップを実行するようになっています。ローカル・ページング・ファイルおよ
びローカル・スワッピング・ファイルを選択する場合，それらのファイルが作成され
るようにサテライト・システムをクラスタ内にブートするためのプロンプトが表示さ
れます。そうでない場合，ページング・ファイルおよびスワッピング・ファイルはサ
ービスする側のシステム・ディスクに作成され，そのサテライトのブートはユーザの
都合の良いときに実行できます。

9.5.4 サテライトのブート

ブート・メニューにオプションを追加してある場合は，そのオプションを選択しま
す。そうでない場合は，ハードウェアのドキュメントを参照して，ネットワーク・
アダプタからブートするための手順を確認してください。なお，環境変数 VMS_
FLAGSにメモリ・ディスク・ブート・フラグ (0x200000)が含まれるように設定され
ていることを確認してください。ネットワークから VMS_LOADERが取得されると
システムはブートの進捗状況を示すシステム・メッセージを表示し，ブートシーケン
スを開始するためのファイルがダウンロードされるたびにコンソール・デバイスにド
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ット文字が出力され，最後に， IPB (プライマリ・ブートストラップ・イメージ)がロ
ードされたことを示すメッセージが表示されます。

以下に例を示します。

Loading.: Satellite Boot EIA0 Mac(00-13-21-5b-86-48)
Running LoadFile()
CLIENT MAC ADDR: 00 13 21 5B 86 48
CLIENT IP: 16.116.43.79 MASK: 255.255.248.0 DHCP IP: 0.240.0.0
TSize.Running LoadFile()
Starting: Satellite Boot EIA0 Mac(00-13-21-5b-86-48)
Loading memory disk from IP 16.116.43.78
............................................................................
Loading file: $13$DKA0:[SYS10.SYSCOMMON.SYSEXE]IPB.EXE from IP 16.116.43.78
%IPB-I-SATSYSDIS, Satellite boot from system device $13$DKA0:
HP OpenVMS Industry Standard 64 Operating System, Version V8.3
Copyright 1976-2006 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

最初にフル・ブートを実行した際，サテライト・システムは AUTOGENを実行しリ
ブートされます。

9.5.5 サテライト・システムにおけるその他の作業

まだDOSD用のダンプ・ファイルを作成していない場合は作成します。
SYS$STARTUP:SYCONFIG.COMファイルを編集して，DOSDデバイスをマ
ウントするためのコマンドを追加します。エラー・ログ・バッファが復元されるよう
にするには，DOSDデバイスは SYCONFIGでマウントする必要があります。

9.6 IPインターコネクトでのサテライトのブート (Integrityおよび
Alpha)

Alphaサテライト・ノードの場合，サテライト・ノードとそのブート・サーバは同じ
LAN上に存在しなければなりません。サテライト・ブートに使用するインタフェー
スを選択するには，サテライト・ノードはOpenVMSを実行するディスクが接続され
ていないことを前提とします。 Alphaシステムをサテライト・ノードとして追加して
いる場合，>>>プロンプトで次のコマンドを実行することにより必要な情報が得られ
ます。
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P00>>>show device
dga5245.1003.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5245.1004.0.3.0 $1$DGA5245 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1001.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dga5890.1002.0.3.0 $1$DGA5890 COMPAQ HSV110 (C)COMPAQ 3028
dka0.0.0.2004.0 DKA0 COMPAQ BD03685A24 HPB7
dka100.1.0.2004.0 DKA100 COMPAQ BD01864552 3B08
dka200.2.0.2004.0 DKA200 COMPAQ BD00911934 3B00
dqa0.0.0.15.0 DQA0 HL-DT-ST CD-ROM GCR-8480 2.11
dva0.0.0.1000.0 DVA0
eia0.0.0.2005.0 EIA0 00-06-2B-03-2D-7D
pga0.0.0.3.0 PGA0 WWN 1000-0000-c92a-78e9
pka0.7.0.2004.0 PKA0 SCSI Bus ID 7
pkb0.6.0.2.0 PKB0 SCSI Bus ID 6 5.57
P00>>>

この出力では LANインタフェースは EIA0で， IPアドレスがそのインタフェースに
定義され，クラスタ構成に使用されます。

注意

Alphaコンソールは，サテライト・システムのネットワーク・ロードにMOP
プロトコルを使用します。MOPプロトコルはルータブルではないので，サテ
ライト・ブート・サーバおよびそこからブートされるすべてのサテライトは
同じ LAN上に存在しなければなりません。また， Alphaサテライト・ノード
がシステム・ディスクにアクセスできるように，ブート・サーバはクラスタ
通信に使用できる LANデバイスを少なくとも 1つは待っていなければなりま
せん。

Integrityサーバ・システムでは，インタフェース名は EIあるいは EWのどちらかで
始まります。たとえば最初のインタフェースであれば EIA0あるいは EWA0になりま
す。インタフェースのMACアドレスは Shellプロンプトから取得します。 Integrity
サーバでインタフェース情報を取得するには， EFIシェルで次のコマンドを実行しま
す。

Shell> lanaddress

LAN Address Information

LAN Address Path
----------------- ----------------------------------------
Mac(00306E4A133F) Acpi(HWP0002,0)/Pci(3|0)/Mac(00306E4A133F))
*Mac(00306E4A02F9) Acpi(HWP0002,100)/Pci(2|0)/Mac(00306E4A02F9))

Shell>

アクティブなインタフェースは EIA0と想定されるので EIA0でサテライトを構成し
ます。 EIA0でブートしない場合は，その後 EWA0で試してみます。サテライト・ノ
ードの構成については第 8.2.3.4項を参照してください。
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9.7 システム・ディスクのスループット

十分なシステム・ディスクのスループットを達成するには，以下の手法を組み合わせ
て使用することが必要です。

手法 関連項目

ブート時にディスクが再構築されるのを回避する。 第 9.7.1項

システム・ディスクから作業負荷を軽減する。 第 9.7.2項

複数のシステム・ディスクを構成する。 第 9.7.3項

Volume Shadowing for OpenVMSを使用する。 第 6.6節

9.7.1 ディスクの再構築の回避

OpenVMSファイル・システムは，あらかじめ割り当てられているファイル・ヘッダ
とディスク・ブロックを格納したキャッシュを管理しています。システム障害が発生
した場合などのように，ディスクが正しくディスマウントされていない場合，このあ
らかじめ割り当てられた領域が一時的に使用できなくなります。ディスクが再びマウ
ントされると，OpenVMSはディスクをスキャンして，その領域を回復します。この
処理をディスクの再構築と呼びます。

大規模なOpenVMS Clusterシステムでは，妥当な時間内にノードをブートできるよ
うに十分なキャパシティを確保しておかなければなりません。ブート時にディスクの
再構築の影響をできるだけ少なくするには，以下の変更を行うことを考慮します。

操作 結果

少なくともサテライト・ノードで，すべて
のユーザ・ディスクに対して DCLコマン
ド MOUNT/NOREBUILDを使用する。ユ
ーザ・ディスクをマウントするスタートア
ップ・プロシージャにこのコマンドを登録
する。

サテライト・ノードがディスクを再構築するように設定する
のは不適切であるが，サテライトまたは別のノードで障害が
発生した後，サテライトが最初にリブートされる場合は，こ
の動作が発生する可能性がある。

少なくともサテライト・ノードに対して，
システム・パラメータ ACP_REBLDSYSD
を 0に設定する。

このように設定しておくと，ブート・プロセスの初期段階で
OpenVMSによってシステム・ディスクが暗黙にマウントさ
れるときに，再構築操作が実行されるのを防止できる。

システムの負荷がそれほど高くない時刻
に， SET VOLUME/REBUILDコマンド
を使用することにより，通常の勤務時間帯
にディスクの再構築が実行されないように
する。コンピュータが起動された後，バッ
チ・ジョブまたはコマンド・プロシージャ
を実行して，各ディスク・ドライブに対し
て SET VOLUME/REBUILDコマンドを
実行する。

ディスクの再構築操作を行うと，そのディスクに対する大部
分の I/O処理がブロックされるため，ユーザの応答時間が低
下する可能性がある。 SET VOLUME/REBUILDコマンド
は再構築が必要であるかどうか判断するので，ジョブはすべ
てのディスクに対してコマンドを実行できる。このジョブは
作業負荷の低い時間に，できるだけ強力なノードで実行す
る。

注意

大規模なOpenVMS Clusterシステムでは，大量のディスク領域をキャッシュ
にあらかじめ割り当てることができます。多くのノードがクラスタから突然
削除された場合 (たとえば電源障害が発生した場合)，この領域は一時的に使
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用できなくなります。通常，ほとんどディスクが満杯の状態でシステムが稼
動している場合は，ブート時にサーバ・ノードで再構築を無効にしないでく
ださい。

9.7.2 作業負荷の軽減

OpenVMS Cluster全体のブートでは，システム・ディスクのスループットに関する
問題が発生しますが，その他に安定した状態での操作 (ログイン，アプリケーション
の起動， PRINTコマンドの実行など)でも，特定のシステム・ファイルへのアクセス
によって応答時間に影響することがあります。

パフォーマンス・ツールや監視ツール (第 1.5.2項に示したツールなど)を使用し
て，ホット・システム・ファイルを特定し，以下の表に示した手法を利用して，シス
テム・ディスクでホット・ファイルに対する I/O操作を削減することができます。

可能性のあるホット・ファイル 役立つ方法

ページ・ファイルとスワップ・フ
ァイル

コンピュータの追加時に CLUSTER_CONFIG_LAN.COMまたは
CLUSTER_CONFIG.COMを実行して，ページ・ファイルとスワッ
プ・ファイルのサイズと場所を指定する場合は，以下の方法でファ
イルを移動する。

• コンピュータのページ・ファイルとスワップ・ファイルをシス
テム・ディスクから移動する。

• サテライトにローカル・ディスクがある場合，そのディスクに
サテライトのページ・ファイルとスワップ・ファイルを設定す
る。

以下の利用頻度の高いファイル
をシステム・ディスクから移動す
る。

• SYSUAF.DAT

• NETPROXY.DAT

• RIGHTSLIST.DAT

• ACCOUNTNG.DAT

• VMSMAIL_PROFILE.DATA

• QMAN$MASTER.DAT

• レイヤード製品および他のア
プリケーション・ファイル

以下のいずれかの方法を使用する。

• 第 5章の説明に従って，ファイルの新しい場所を指定する。

• HSCサブシステムまたは RF/RZディスクでキャッシュを使用
して，実際のシステム・ディスク・スループットを改善する。

• ソリッドステート・ディスクを構成に追加する。これらのデバ
イスは待ち時間が短く，通常の磁気ディスクより多くの要求を
処理することができる。ソリッドステート・ディスクはシステ
ム・ディスクとして利用でき，またシステム・ファイルを格納
するためにも使用できる。

• DECramソフトウェアを使用して，MOPサーバに RAMdisk
を作成し，選択した読み取り専用のホット・ファイルのコピー
を格納して，ロード時間を短縮する。 RAMdiskはシステム内の
メイン・メモリの領域であり，データを格納するように設定さ
れているが，ディスクであるかのようにアクセスされる。

これらのファイルをシステム・ディスクから別のディスクに移動すると，システム・
ディスクに対する大部分の書き込み操作を行わないようにすることができます。その
結果，読み込み/書き込み率を向上でき， Volume Shadowing for OpenVMSを使用し
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ている場合は，システム・ディスクでのシャドウイングのパフォーマンスを最大限に
向上できます。

9.7.3 複数のシステム・ディスクの構成

大規模なクラスタに含まれるコンピュータの数と，実行される作業に応じて， 1つの
システム・ディスクを構成するのか，複数のシステム・ディスクを構成するのか，そ
の長所と短所を評価しなければなりません。

1つのシステム・ディスクは管理が簡単ですが，大規模なクラスタでは， 1つのシス
テム・ディスクで提供できるキャパシティより多くのシステム・ディスク I/Oキャパ
シティが必要になることがあります。満足できるパフォーマンスを達成するために，
複数のシステム・ディスクが必要になることがあります。しかし，複数のシステム・
ディスクを管理する場合は，システム管理作業が増加することを考慮しなければなり
ません。

複数のシステム・ディスクが必要かどうか判断する場合は，以下のことを考慮してく
ださい。

• 同時に実行されるユーザ操作

多くのサテライトを含むクラスタでは，これらのサテライトで実行されるユーザ
操作の量と種類がシステム・ディスクの負荷に影響し，したがって， 1つのシス
テム・ディスクでサポートできるサテライトの数にも影響します。以下の例を参
照してください。

条件 結果 説明

多くのユーザが同時にアクティブ
になるか，または複数のアプリケ
ーションを同時に実行する。

システム・ディスクの負荷はかな
り大きくなる可能性がある。複数
のシステム・ディスクが必要にな
る可能性がある。

一部の OpenVMS Clusterシステムの場合，すべ
てのユーザが常にアクティブであることを想定し
て構成しなければならない。このような作業状況
では，パフォーマンスを低下させずにピーク時の
負荷を処理できるような，大規模でコストのかか
る OpenVMS Clusterシステムが必要になる可能
性がある。

少ない数のユーザが同時にアクテ
ィブになる。

1つのシステム・ディスクで多く
のサテライトをサポートできる可
能性がある。

ほとんどの構成の場合，大部分のユーザが同時に
アクティブになる可能性は低い。このような典型
的な作業状況では，小規模でそれほどコストのか
からない OpenVMS Clusterシステムを構成でき
るが，負荷のピーク時にはパフォーマンスがある
程度低下する可能性がある。
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条件 結果 説明

大部分のユーザが長期間にわたっ
て 1つのアプリケーションを実行
する。

多くの I/O要求をアプリケーショ
ン・データ・ディスクに渡すこと
ができる場合は， 1つのシステ
ム・ディスクで多くのサテライト
をサポートできる。

OpenVMS Clusterシステムの各ワークステーショ
ン・ユーザは専用のコンピュータを保有している
ため，大規模な演算中心ジョブをその専用コンピ
ュータで実行するユーザは， OpenVMS Cluster
システム内の他のコンピュータのユーザに大きな
影響を与えない。クラスタに接続されているワー
クステーションの場合，重要な共用リソースはデ
ィスク・サーバである。したがって，ワークステ
ーション・ユーザが I/O集約型ジョブを実行する
場合は，同じディスク・サーバを共用する他のワ
ークステーションに与える影響が顕著になる可能
性がある。

• 並列ブート処理

OpenVMS Clusterのすべてのコンピュータが同時にアクティブになることはほ
とんどありませんが，クラスタがリブートされる場合はこのような状況になりま
す。すべてのサテライトがオペレーティング・システムの再ロードを待機し，ブ
ート・サーバが使用可能になると直ちに，並列にブートを開始します。このブー
ト処理では，ブート・サーバ，システム・ディスク，インターコネクトに大きな
I/O負荷がかかります。

注意: 複数のシステム・ディスクを構成し，コンピュータのシステム・ルートを
これらのディスクに等しく分散すれば，クラスタ全体のブート時間を短縮できま
す。この手法では，全体的なシステム・ディスク I/Oキャパシティを拡大できる
という利点がありますが，必要なシステム管理作業が増加するという欠点もあり
ます。たとえば，レイヤード製品をインストールしたり，OpenVMSオペレーテ
ィング・システムをアップグレードする場合，各システム・ディスクに対して 1
回ずつ操作を繰り返さなければなりません。

• システム管理

システム・ディスクを追加すると，管理しなければならないシステム・ディスク
の数に比例して，システム管理作業の負荷が増大するため，システム・ディスク
の数は必要なパフォーマンス・レベルを達成するのに必要最低限の数にする必要
があります。

複数のシステム・ディスクを作成する別の方法として， Volume Shadowing for
OpenVMSがあります。ボリューム・シャドウイングを使用すると， 1つのシステ
ム・ディスクの読み込み I/Oキャパシティを増大することができ，しかも管理しなけ
ればならないシステム・ディスクの数を必要最低限に抑えることができます。これ
は，インストールやアップグレードを，ボリューム・シャドウイングされたシステ
ム・ディスクに対して 1回だけ適用すればよいからです。大量のシステム・ディスク
I/Oが必要なクラスタの場合，複数のシステム・ディスクを使用し，各システム・デ
ィスクをシャドウ・セットとして構成することができます。

複数のシステム・ディスクを管理するための方法として，システム・ディスクのクロ
ーンがあります。システム・ディスクをクローンするには，以下の操作を行います。
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• すべてのOpenVMS Clusterノードに対して，ルートを持つシステム・ディスク
(またはシャドウ・セット)を作成します。

• このディスクをマスタ・コピーとして使用し，このシステム・ディスクですべて
のソフトウェア・アップグレードを実行します。

• マスタ・コピーを他のディスクにバックアップして，クローンされたシステム・
ディスクを作成します。

• 固有の名前になるように，ボリューム名を変更します。

• システム・ファイルをシステム・ディスクから移動しなかった場合は，
SYLOGICALS.COMスタートアップ・ファイルがマスタ・システム・ディス
クのシステム・ファイルを指すようにしなければなりません。

• アップグレードを行う前に，最後にアップグレードした後でクローンされ
たディスクから必要な変更を保存しておかなければなりません。たとえば，
MODPARAMS.DATおよび AUTOGENフィードバック・データ，請求のための
アカウンティング・ファイル，パスワードの履歴などを保存しておく必要があり
ます。

9.8 システム・ディスクの領域の節約

サテライト・ルート用の基本ファイルは，ほとんど領域を必要としないため， 1つの
システム・ディスクに 96以上のルートを簡単に格納できます。しかし，各サテライ
ト・ノードに対して個別のダンプ・ファイルを使用する場合や，すべてのサテライ
ト・ノードのページ・ファイルとスワップ・ファイルをシステム・ディスクに格納す
る場合は，ディスク領域がすぐに満杯になります。

9.8.1 手法

ディスク領域がすべて使用されてしまうのを回避するには，すべてのサテライトまた
はサテライト・ノードのグループに対して共通のダンプ・ファイルを設定します。デ
バッグの目的で，各MOPサーバとディスク・サーバに対して個別のダンプ・ファイ
ルを作成しておくと最適です。また，ページ・ファイルとスワップ・ファイルをシス
テム・ディスクに格納するのではなく，サテライト・ノードのローカル・ディスクに
格納することもできます。さらに，MOPサーバとディスク・サーバのページ・ファ
イルとスワップ・ファイルをシステム・ディスクから移動することもできます。

関連項目: ダンプ・ファイルの管理方法の計画については，第 10.7節を参照してくだ
さい。
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9.9 システム・パラメータの調整

OpenVMS Clusterシステムが拡大していくと，多くのノードに対応できるようにす
るために，OpenVMS内の特定のデータ構造を拡張しなければならなくなります。し
かし，拡張できない場合は (たとえば，非ページング・プールが不足しているため)，
診断が困難な問題が断続的に発生する可能性があります。クラスタ内の高いトラフィ
ックに対応し，クラスタ・トラフィックによるユーザ・データへの干渉を避けるた
め，クラスタ通信のための別のネットワークを用意することをお勧めします。

クラスタが拡大する場合は， FEEDBACKオプション付きで AUTOGENを頻繁に実
行することで，多くのパラメータの設定を調整できるようにしなければなりません。
AUTOGENの実行の詳細については，第 8.7節を参照してください。

FEEDBACKオプション付きで AUTOGENを実行する他に，以下のパラメータを調
べ，手動で調整しなければなりません。

• SCSRESPCNT

• CLUSTER_CREDITS

SCS接続は必要な場合にだけ割り当てられ，最大 65,000の上限まで拡張されるよう
になりました。

9.9.1 SCSRESPCNTパラメータ

説明: SCSRESPCNTパラメータは，システムで使用できる応答記述子テーブル
(RDT)のエントリの数を制御します。 2つのノード間で実行されている各メッセージ
交換に対して， RDTエントリが必要です。

エントリの不足の症状: エントリが不足すると，エントリが使用可能になるまでメッ
セージ転送が遅延するため，パフォーマンスが低下します。

RDTエントリの不足の判断方法: 以下に示すように SDAユーティリティを使用し
て，十分な数の RDTを使用できないために待ち状態になっている要求がないかどう
か，各システムを確認します。

SDA> READ SYS$SYSTEM:SCSDEF
%SDA-I-READSYM, reading symbol table SYS$COMMON:[SYSEXE]SCSDEF.STB;1
SDA> EXAM @SCS$GL_RDT + RDT$L_QRDT_CNT
8044DF74: 00000000 "...."
SDA>

不足の解決方法: SDA EXAMINEコマンドが 0以外の値を表示した場合は， RDT
待ちが発生しています。通常の操作でこの値が増大する場合は， SCSRESPCNTの値
を大きくしてください。
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9.9.2 CLUSTER_CREDITSパラメータ

説明: CLUSTER_CREDITSパラメータは， VMS$VAXcluster通信を受信するため
にノードが割り当てる接続ごとのバッファの数を指定します。このシステム・パラメ
ータは動的ではありません。つまり，値を変更した場合，変更したノードをリブート
しなければなりません。

デフォルト: デフォルト値は 10です。非常にロック・レートの高いクラスタの場合，
デフォルト値では不足することがあります。

クラスタ・クレジットの問題の症状: クレジットが不足すると，クレジットを使用で
きるようになるまでメッセージ転送が遅延するため，パフォーマンスが低下します。
SHOW CLUSTERコマンドでは，クレジット待ち (credit waits)として表示されま
す。

クレジット待ちが発生しているかどうかの判断方法: 以下に示す手順で SHOW
CLUSTERユーティリティを使用します。

1. SHOW CLUSTER/CONTINUOUSを実行します。

2. REMOVE SYSTEM/TYPE=HSと入力します。

3. ADD LOC_PROC, CR_WAITと入力します。

4. SET CR_WAIT/WIDTH=10と入力します。

5. リモート・ノードの VMS$VAXcluster接続に対して，ログに記録されている
CR_WAITS (クレジット待ち)の数が常に増加しているかどうかを確認します。理
想的な状態では，クレジット待ちは発生しないはずです。しかし，非常に負荷の
高い状況では，ときどきクレジット待ちが発生します。

クレジット待ちの増加の解決方法:

1分間に 2回以上， CR_WAITSの数が増加する場合は，以下の操作を行います。

1. ログに記録されているノードで， CLUSTER_CREDITSパラメータの値を 5だけ
大きくします。パラメータは， SHOW CLUSTERを実行しているノードではな
く，リモート・ノードで変更しなければなりません。

2. ノードをリブートします。

すべてのノードで CLUSTER_CREDITSパラメータの値が同一である必要はありま
せん。
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9.10 ネットワーク・インスタビリティの最小化

ネットワーク・インスタビリティも OpenVMS Clusterの動作に影響します。表 9–8
は，典型的なネットワークの問題をできるだけ発生しないようにするための手法を示
しています。

表 9–8 ネットワークの問題をできるだけ発生しないようにする手法

手法 説明

RECNXINTERVALパラ
メータを調整する。

RECNXINTERVALシステム・パラメータは， OpenVMS Clusterシステ
ムがノードと連絡できなくなったときに，そのノードを構成から削除するま
での待ち時間を秒数で指定する。多くの大規模な OpenVMS Cluster構成で
は， RECNXINTERVALパラメータは 40秒に設定されている (デフォルト
値は 20秒である)。

RECNXINTERVALの値を大きくすると，アプリケーションの一時停止が
長くなる可能性がある。特に，ノードが OpenVMS Clusterシステムから異
常な状態で削除されるときは，このような状況が発生する。一時停止は，
RECNXINTERVALによって指定される秒数だけ接続マネージャが待機する
ことによって発生する。

ネットワークを保護す
る。

LANインターコネクトに接続されているクラスタでは， LANが OpenVMS
Clusterシステムの一部であるかのように取り扱う。たとえば， 20台のサテ
ライトがハングしているときに，不特定のユーザが ThinWireセグメントを
切断して，新しい PCを接続できるような環境を認めない。

IPインターコネクトで動作しているクラスタの場合， VPN型のセキュリテ
ィで IPネットワークが保護されるようにする。

ハードウェアおよび構成
を注意深く選択する。

特定のハードウェアは大規模な OpenVMS Clusterシステムで使用するのに
適さない。

• ネットワーク・コンポーネントの中には，軽い負荷では適切に動作する
が，トラフィックが高くなると，正常に動作できなくなるものがある。
正常に動作しないと，パケットが紛失したり，壊れる可能性があり，そ
の結果，パケットを再送しなければならなくなる。その結果，パフォー
マンスが低下し， OpenVMS Cluster構成の安定性に影響する。

• 完全なライン速度でフィルタリングや転送を行うことができないブリッ
ジや，混雑した状況を適切に処理できないリピータには注意する。

• 適切な OpenVMS Cluster構成と機能を判断するには，『OpenVMS
Cluster構成ガイド』を参照する。

LAVC$FAILURE_
ANALYSIS機能を使
用する。

ネットワーク障害を切り分ける方法については，第 D.5節を参照する。

9.11 DECnetクラスタ・エイリアス

少なくとも 1つのOpenVMS Clusterメンバがクライアント・プログラムの要求を処
理できるときに，リモート・アクセスが正常に行われるように，OpenVMS Cluster
に対してクラスタ・エイリアスを定義しなければなりません。
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クラスタ・エイリアスは，OpenVMS Clusterシステムの 1つのネットワーク・ノー
ド識別子として機能します。クラスタ内のコンピュータは，DECnetネットワーク内
の他のコンピュータとの通信でエイリアスを使用できます。DECnet for OpenVMS
を稼動しているノードは，DECnet-Plusを稼動しているノードと別の固有のクラス
タ・エイリアスを使用できます。さらに，DECnet-Plusを稼動しているクラスタ
は， VAXに対して 1つのクラスタ・エイリアス， Alphaに対して別のもう 1つのク
ラスタ・エイリアス，さらに VAXと Alphaの両方に対して別のエイリアスを使用で
きます。

注意: 1つのクラスタ・エイリアスに，DECnet for OpenVMSまたはDECnet-Plus
のどちらか一方を稼動しているノードを含むことができますが，両方を含むことは
できません。また，DECnet for OpenVMSとDECnet-Plusの両方を稼動している
OpenVMS Clusterでは，複数のシステム・ディスク (それぞれに 1つずつ)が必要で
す。

関連項目: OpenVMS Clusterシステムでのクラスタ・エイリアスの設定と使用の詳
細については，第 4章を参照してください。
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OpenVMS Clusterシステムの保守

クラスタが起動され，動作するようになったら，サイト固有の日常の保守操作を行う
ことができます。たとえば，ディスクのバックアップやユーザ・アカウントの追加，
ソフトウェアのアップグレードやインストール，フィードバック・オプション付きの
AUTOGENの定期的な実行，システムのパフォーマンスの監視などを行うことがで
きます。

現在の構成データの記録を管理することも必要です。特に，ハードウェア・コンポー
ネントやソフトウェア・コンポーネントの変更は記録しておく必要があります。サテ
ライト・ノードを含むクラスタを管理する場合は， LANの動作を監視することが重
要です。

以下の特殊な保守操作が必要になることがあります。

• 予測しないコンピュータ障害が発生した後のクラスタ・クォーラムの復元

• 条件付きシャットダウン操作の実行

• LANおよび複合インターコネクト・クラスタでのセキュリティ機能の実行

10.1 データとファイルのバックアップ

定期的なシステム管理手順の一部として，OpenVMS Backupユーティリティを使用
して，オペレーティング・システム・ファイル，アプリケーション・ソフトウェア・
ファイル，関連ファイルを別のデバイスにコピーしなければなりません。

OpenVMS Clusterで行う一部のバックアップ操作は，シングルOpenVMSシステム
の場合と同じです。たとえば，使用中のディスクの追加型バックアップや，非共用デ
ィスクのバックアップは同じです。

クラスタで使用するバックアップ・ツールとしては，表 10–1に示すものがありま
す。

OpenVMS Clusterシステムの保守 10–1



OpenVMS Clusterシステムの保守
10.1データとファイルのバックアップ

表 10–1 バックアップ方法

ツール 使い方

オンライン・バックアッ
プ

以下のディスクをバックアップするために，実行中のシステムから使用す
る。

• システムのローカル・ディスク

• システム・ディスク以外のクラスタ共用可能ディスク

• システム・ディスク

注意: バックアップを実行する時点で書き込みのためにオープンされているフ
ァイルは，正しくバックアップされないことがある。

メニュー・ドリブン OpenVMS Alphaディストリビューション CD-ROMにアクセスできる場合
は，ディスクに格納されているメニュー・システムを使用して，システムを
バックアップする。このメニュー・システムは， CD-ROMをブートしたと
きに自動的に表示され，以下の操作が可能である。

DCL環境を開始し，その環境からシステム・ディスクでバックアップお
よび復元操作を実行できる (スタンドアロン BACKUPの代わりに使用で
きる)。

POLYCENTER Software Installationユーティリティを使用して，オペ
レーティング・システムとレイヤード製品をインストールまたはアップ
グレードできる。

関連項目: メニューを使用する手順については，『OpenVMSインストレーシ
ョン・ガイド[翻訳版]』と『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照。

アプリケーションやユーザの要件に応じて，バックアップ・プロセスは定期的に実行
するようにしてください。バックアップ・スケジュールを作成する際は，ユーザとア
プリケーションによるシステムの利用が少ない時刻にバックアップを行うように調整
してください。

関連項目: OpenVMS Backupユーティリティの詳細については，『OpenVMSシス
テム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル (上巻)』を参照してください。

10.2 OpenVMSオペレーティング・システムの更新

OpenVMSオペレーティング・システムを更新する場合は，表 10–2の手順に従いま
す。

表 10–2 OpenVMSオペレーティング・システムのアップグレード

手順 操作

1 システム・ディスクをバックアップする。

(次ページに続く)
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表 10–2 (続き) OpenVMSオペレーティング・システムのアップグレード

手順 操作

2 各システム・ディスクに対して 1回ずつ，更新手順を実行する。

3 必須アップデートをインストールする。

4 そのシステム・ディスクからブートされる各ノードで AUTOGENを実行する。

5 UETP (User Environment Test Package)を実行して，インストールをテストする。

6 OpenVMS Backupユーティリティを使用して，新しいシステム・ボリュームのコピーを
作成する。

関連項目: 詳細については，適切なOpenVMSアップグレードおよびインストール・
マニュアルを参照してください。

10.2.1 ローリング・アップグレード

OpenVMSオペレーティング・システムでは，複数のオペレーティング・システムを
使用しているOpenVMS Clusterシステムは，システム・ソフトウェアをアップグレ
ードする間もサービスを提供できます。このプロセスをローリング・アップグレー
ドと呼びます。これは，すべてのノードがアップグレードされるまで，各ノードが順
にアップグレードされ，リブートされるからです。

システムを 1つのシステム・ディスクから 2つ以上のシステム・ディスクに移行しな
ければならない場合は，以下の操作を行います。

手順 操作

1 第 8.5節の手順に従って，ディスクの複製を作成する。

2 システム・ファイルの調整については，第 5.8節の説明に従う。

ここに示した各関連項目は，システム・ディスクを追加し，複数のシステム・デ
ィスクに共通のユーザ環境を準備することにより，キュー・データベース，ライ
トリスト，プロキシ，メール，その他のファイルなどの共用システム・ファイルを
OpenVMS Cluster システム全体で使用可能にするときに参照すると役立ちます。

10.3 LANネットワーク障害の分析

OpenVMSオペレーティング・システムでは， LANで発生したOpenVMS Cluster
ネットワーク障害を分析するのに役立つサンプル・プログラムが提供されています。
SYS$EXAMPLES:LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARプログラムを編集して，利用
することにより，障害が発生しているネットワーク・コンポーネントを検出し，切り
分けることができます。ネットワーク障害分析プログラムを利用すると，障害が発生
しているネットワーク・コンポーネントを検出して切り分けるのに必要な時間を短縮
することができ，その結果，クラスタの可用性を大幅に向上できます。
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関連項目: ネットワーク障害分析プログラムの詳細については，付録 Dを参照してく
ださい。

10.4 構成データの記録

OpenVMS Clusterシステムを効果的に管理するには，すべてのハードウェア・コン
ポーネントとソフトウェア・コンポーネントの現在の状態，およびこれらのコンポー
ネントに対して行った変更に関する正確な記録を保存しておかなければなりません。
クラスタ・コンポーネントを変更すると，クラスタ全体の動作に大きな影響がある可
能性があります。障害が発生した場合は，この記録を調べて，問題の診断に役立てる
ことができます。

構成に関する現在の記録の管理は，日常の操作にとっても，問題が発生したときのト
ラブルシューティングにとっても必要です。

10.4.1 レコード情報

構成レコードには，少なくとも以下の情報を含まなければなりません。

• 物理的なクラスタ構成を示すダイアグラム (LAN構成ダイアグラムの保存方法に
ついては，付録 Dを参照)

• すべてのコンピュータの SCSNODEおよび SCSSYSTEMIDパラメータ値

• VOTESおよび EXPECTED_VOTESパラメータ値

• すべてのコンピュータのDECnet名とアドレス

• クラスタ関連システム・パラメータの現在の値，特にHSCサブシステムとコンピ
ュータの ALLOCLASSおよび TAPE_ALLOCLASSの値

関連項目: クラスタ・システム・パラメータについては，付録 Aを参照。

• CIによって接続されているすべてのコンピュータのデフォルト・ブートストラッ
プ・コマンド・プロシージャの名前と場所

• クラスタ・ディスク・デバイスとテープ・デバイスの名前

• LANおよび複合インターコネクト・クラスタで，サテライトの LANハードウェ
ア・アドレス

• LANアダプタの名前

• LANセグメントまたはリングの名前

• LANブリッジおよびスイッチの名前とポート設定

• ワイヤリング・コンセントレータの名前，またはDELNIまたはDEMPRアダプ
タの名前

• すべてのハードウェア・コンポーネントのシリアル番号

10–4 OpenVMS Clusterシステムの保守



OpenVMS Clusterシステムの保守
10.4構成データの記録

• ハードウェア・コンポーネントまたはソフトウェア・コンポーネントに対して行
った変更 (サイト固有のコマンド・プロシージャを含む)，および変更の日時

10.4.2 サテライト・ネットワーク・データ

CLUSTER_CONFIG.COMを初めて実行してサテライトを追加する場合，この
プロシージャはブート・サーバの SYS$SPECIFIC:[SYSMGR] ディレクトリに
NETNODE_UPDATE.COMファイルを作成します (共通環境クラスタの場合は，こ
のファイル名を SYS$COMMON:[SYSMGR] ディレクトリに変更する必要がありま
す。第 5.8.2項を参照してください)。このファイルは，サテライトを追加または削除
するときや， Ethernetハードウェア・アドレスを変更するたびに更新されます。こ
のファイルには，サテライトの重要なすべてのネットワーク構成データが格納されて
います。

サイトで予測しない状況が発生して，構成データが失われた場合は，NETNODE_
UPDATE.COMを使用して復元できます。また，個々のサテライトのデータを取得し
なければならない場合も，このファイルを読み込むことができます。ファイルはとき
どき編集して，古くなったエントリを削除しておく必要があります。

例 10–1は，サテライト EUROPAとGANYMDがクラスタに追加された後，ファイ
ルの内容がどのようになるかを示しています。

例 10–1 NETNODE_UPDATE.COMファイルの例

$ RUN SYS$SYSTEM:NCP
define node EUROPA address 2.21
define node EUROPA hardware address 08-00-2B-03-51-75
define node EUROPA load assist agent sys$share:niscs_laa.exe
define node EUROPA load assist parameter $1$DGA11:<SYS10.>
define node EUROPA tertiary loader sys$system:tertiary_vmb.exe
define node GANYMD address 2.22
define node GANYMD hardware address 08-00-2B-03-58-14
define node GANYMD load assist agent sys$share:niscs_laa.exe
define node GANYMD load assist parameter $1$DGA11:<SYS11.>
define node GANYMD tertiary loader sys$system:tertiary_vmb.exe

関連項目: DECnet-PlusのNCLコマンドについては，DECnet-Plus のマニュアル
を参照してください。

10.5 OPCOMメッセージの制御

サテライトをクラスタに追加した状態では，OPCOM (Operator Communication
Manager)は以下のデフォルト設定になっています。

• OpenVMS Cluster構成で，ワークステーションを除く他のすべてのシステム:

OPA0:がすべてのメッセージ・クラスに対して有効に設定されます。
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ログ・ファイル SYS$MANAGER:OPERATOR.LOGがすべてのクラスに対し
てオープンされます。

• OpenVMS Cluster構成内のワークステーションの場合，OPCOMプロセスが実
行されている場合でも，

OPA0:は有効に設定されません。

ログ・ファイルはオープンされません。

10.5.1 OPCOMのデフォルト設定の変更

表 10–3は，コマンド・プロシージャ SYS$MANAGER:SYLOGICALS.COMで以下
のシステム論理名を定義して，OPCOMのデフォルト設定を変更する方法を示してい
ます。

表 10–3 OPCOMシステム論理名

システム論理名 機能

OPC$OPA0_ENABLE TRUEに定義されている場合は， OPA0:はオペレータ・コンソールとして有効になる。
FALSEに定義されている場合は， OPA0:はオペレータ・コンソールとして有効に設定さ
れない。 DCLは Tまたは Yから始まる文字列，および奇数の整数を TRUEであると解釈
し，他のすべての値を FALSEであると解釈する。

OPC$OPA0_CLASSES OPA0:で有効に設定されるオペレータ・クラスを定義する。論理名は，許可されているクラ
スの検索リスト，クラスのリスト，またはその組み合わせのいずれでもかまわない。以下の
例を参照。

$ DEFINE/SYSTEM OP$OPA0_CLASSES CENTRAL,DISKS,TAPE
$ DEFINE/SYSTEM OP$OPA0_CLASSES "CENTRAL,DISKS,TAPE"
$ DEFINE/SYSTEM OP$OPA0_CLASSES "CENTRAL,DISKS",TAPE
OPC$OPA0_ENABLEが定義されていない場合でも， OPC$OPA0_CLASSESを定義でき
る。この場合，クラスは，有効に設定されているどのオペレータ・コンソールに対しても使
用されるが，オペレータ・コンソールを有効に設定するかどうかは，デフォルトを使用して
判断される。

OPC$LOGFILE_ENABLE TRUEに定義されている場合は，オペレータ・ログ・ファイルがオープンされる。 FALSE
に定義されている場合は，ログ・ファイルはオープンされない。

OPC$LOGFILE_CLASSES ログ・ファイルに対して有効に設定されるオペレータ・クラスを定義する。論理名は，許可
されているクラスの検索リスト，カンマで区切ったリスト，その 2つの組み合わせのいず
れでもかまわない。 OPC$LOGFILE_ENABLEシステム論理名が定義されていない場合で
も，このシステム論理名を定義できる。その場合，クラスは，オープンされているどのロ
グ・ファイルに対しても使用されるが，ログ・ファイルをオープンするかどうかは，デフォ
ルトを使用して判断される。

OPC$LOGFILE_NAME ログ・ファイルの名前を定義するために，デフォルト
名 SYS$MANAGER:OPERATOR.LOGと組み合わせて使用される情報を指定する。ロ
グ・ファイルがシステム・ディスク以外のディスクに書き込まれる場合は，ディスクをマウ
ントするコマンドを SYLOGICALS.COMコマンド・プロシージャに指定しなければならな
い。
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10.5.2 例

以下の例では，OPC$OPA0_CLASSESシステム論理名を使用して，有効に設定する
オペレータ・クラスを定義する方法を示しています。以下のコマンドを使用すると，
SECURITYクラス・メッセージはOPA0に表示されなくなります。

$ DEFINE/SYSTEM OPC$OPA0_CLASSES CENTRAL,PRINTER,TAPES,DISKS,DEVICES, -
_$ CARDS,NETWORK,CLUSTER,LICENSE,OPER1,OPER2,OPER3,OPER4,OPER5, -
_$ OPER6,OPER7,OPER8,OPER9,OPER10,OPER11,OPER12

大規模なクラスタでは，状態遷移 (コンピュータがクラスタに追加されたり，
クラスタから削除される状態)で，ブート・サーバのコンソール・デバイスに
多くの複数行のOPCOMメッセージが生成されます。DCLコマンド REPLY
/DISABLE=CLUSTERを適切なサイト固有のスタートアップ・コマンド・ファイル
に指定するか，またはシステム管理者のアカウントから会話方式でコマンドを入力す
ることにより，このようなメッセージが表示されないようにすることができます。

10.6 クラスタのシャットダウン

SYSMANユーティリティの SHUTDOWNコマンドには，OpenVMS Clusterのコ
ンピュータをシャットダウンするために， 5つのオプションが用意されています。

• NONE (デフォルト)

• REMOVE_NODE

• CLUSTER_SHUTDOWN

• REBOOT_CHECK

• SAVE_FEEDBACK

これらのオプションについて，以下で説明します。

10.6.1 NONEオプション

デフォルトの SHUTDOWNオプションであるNONEを選択すると，シャットダウ
ン・プロシージャはスタンドアロン・コンピュータをシャットダウンする場合の通常
の操作を実行します。間もなくクラスタに再び追加する予定のあるコンピュータをシ
ャットダウンする場合は，デフォルト・オプションNONEを指定できます。その場
合，そのコンピュータがクラスタに間もなく再追加されるものと，オペレーティン
グ・システムが判断するため，クラスタ・クォーラムは調整されません。

"Shutdown options [NONE]:"プロンプトに対する応答として，DISABLE_
AUTOSTART=nオプションを指定できます。ただし，nは，シャットダウン・シ
ーケンスで自動起動キューが無効に設定されるまでの分数です。詳細については，第
7.13節を参照してください。
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10.6.2 REMOVE_NODEオプション

長時間にわたってクラスタに再び追加される予定のないコンピュータをシャットダウ
ンする場合は， REMOVE_NODEオプションを使用します。たとえば，コンピュー
タに必要な新しいハードウェアが納入されるのを待っている場合や，コンピュータを
当面スタンドアロン操作用に使用する場合などがあります。

REMOVE_NODEオプションを使用する場合は，削除されるコンピュータのボーツ
がクォーラム値に加算されないことを反映するために，クラスタの残りの部分のアク
ティブ・クォーラムが現在の値より小さい値に調整されます。シャットダウン・プ
ロシージャは， SET CLUSTER/EXPECTED_VOTES コマンドを実行することによ
り，クォーラムを再調整します。その場合，第 10.11節で説明する通常の制約が適用
されます。

注意: システム管理者は，新しい構成を反映するように，OpenVMS Clusterの他の
コンピュータで EXPECTED_VOTESシステム・パラメータを変更しなければなりま
せん。

10.6.3 CLUSTER_SHUTDOWNオプション

CLUSTER_SHUTDOWNオプションを選択すると，コンピュータが通常のシャット
ダウンでクラスタから削除される時点まで，すべてのシャットダウン操作が実行され
ます。クラスタから削除される時点に到達すると，クラスタ内の他のすべてのノード
が同じ時点に到達するまで，コンピュータは待機状態になります。すべてのノードが
シャットダウン操作を完了すると，同期のとれた 1つの操作でクラスタ全体が消去さ
れます。この方式では，個々のノードが独立してシャットダウンを完了するわけでは
なく，状態遷移を起動したり，クォーラムなしでクラスタから削除される可能性がな
いという利点があります。

CLUSTER_SHUTDOWNを実行する場合は，OpenVMS Clusterのすべてのコンピ
ュータでこのオプションを指定しなければなりません。いずれかのコンピュータが含
まれていないと，クラスタ単位のシャットダウンは実行できません。

10.6.4 REBOOT_CHECKオプション

REBOOT_CHECKオプションを選択すると，シャットダウン・プロシージャは，コ
ンピュータを正しくリブートするのに必要な基本システム・ファイルが存在するかど
うか確認し，不足するファイルがある場合は，そのことを通知します。このようなフ
ァイルは，処理を続行する前に復元しなければなりません。すべてのファイルが存在
する場合は，以下の情報メッセージが表示されます。

%SHUTDOWN-I-CHECKOK, Basic reboot consistency check completed.
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注意: REBOOT_CHECKオプションは単独で使用することができ， REMOVE_
NODEまたは CLUSTER_SHUTDOWNオプションと組み合わせて使用することも
できます。 REBOOT_CHECKを他のオプションのいずれかと組み合わせて選択する
場合は，カンマで区切ったリストとしてオプションを指定しなければなりません。

10.6.5 SAVE_FEEDBACKオプション

AUTOGENフィードバック操作を有効に設定するには， SAVE_FEEDBACKオプシ
ョンを使用します。

注意: このオプションは，典型的な作業負荷を反映できるだけの十分長い時間，コン
ピュータが実行された場合にだけ選択します。

関連項目: AUTOGENフィードバックの詳細については，『OpenVMSシステム管
理者マニュアル』を参照してください。

10.6.6 TCP/IPのシャットダウン

インターコネクトとして IPを使用するクラスタでは， TCP/IP接続をシャットダウン
すると，そのノードと既存のクラスタ・メンバ間の接続が失われます。この結果，ク
ラスタのクォーラムがハングし， CLUEXITクラッシュをもたらします。このため，
TCP/IPをシャットダウンする前に，すべてのソフトウェア・アプリケーションをク
ローズしてください。

TCP/IPのシャットダウンの例を以下に示します。

$@SYS$MANAGER:TCPIPCONFIG
Checking TCP/IP Services for OpenVMS configuration database files.

HP TCP/IP Services for OpenVMS Configuration Menu

Configuration options:

1 - Core environment
2 - Client components
3 - Server components
4 - Optional components
5 - Shutdown HP TCP/IP Services for OpenVMS
6 - Startup HP TCP/IP Services for OpenVMS
7 - Run tests
A - Configure options 1 - 4
[E] - Exit configuration procedure

Enter configuration option: 5
Begin Shutdown...

TCPIP$SHUTDOWN has detected the presence of IPCI configuration
file: SYS$SYSROOT:[SYSEXE]TCPIP$CLUSTER.DAT;

If you are using TCP/IP as your only cluster communication
channel, then stopping TCP/IP will cause this system to
CLUEXIT. Remote systems may also CLUEXIT.
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Non-interactive. Continuing with TCP/IP shutdown ...

10.7 ダンプ・ファイル

OpenVMS Clusterシステムで 1つの共通システム・ディスクを使用する場合も，複
数のシステム・ディスクを使用する場合も，ダンプ・ファイルを管理する方法を計画
しなければなりません。

10.7.1 サイズと作成に関する制御

1つのシステム・ディスクを使用する大規模なクラスタの場合，ダンプ・ファイル
の管理が特に重要です。たとえば， 1 GBのOpenVMS Alphaコンピュータでは，
AUTOGENが 350,000ブロック以上のダンプ・ファイルを作成します。

ソフトウェアで検出されるシステム障害が発生すると，各コンピュータは分析のため
に，システム・ディスク上にメモリの内容を圧縮形式の選択型ダンプ・ファイルとし
て書き込みます。 AUTOGENは，物理メモリのサイズとプロセス数をもとにファイ
ルのサイズを計算します。システム・ディスク領域が制限されている場合 (大規模な
クラスタに対して 1つのシステム・ディスクだけを使用する場合は，おそらくこのケ
ースにあてはまります)，サテライトに対してダンプ・ファイルを作成しないように指
定することを検討してください。

各コンピュータに対して，ダンプ・ファイルのサイズと，ダンプ・ファイルを
作成するかどうかを制御できます。この 2つを制御するには， AUTOGENシ
ンボルDUMPSTYLEとDUMPFILEに対して適切な値を，コンピュータの
MODPARAMS.DATファイルに指定します。たとえば表 10–4に示すようにダン
プ・ファイルを指定してください。

表 10–4 AUTOGENダンプ・ファイル・シンボル

指定する値 結果

DUMPSTYLE = 9 圧縮形式の選択型ダンプ・ファイルが作成される (デフォルト)

DUMPFILE = 0 ダンプ・ファイルは作成されない

DUMPFILE = n 作成されるダンプ・ファイルのサイズ

ダンプ・ファイルおよびDOSDD (Dump Off System Disk)についての詳細は
『OpenVMSシステム管理者マニュアル (下巻)』を参照してください。

注意

ダンプ・ファイルなしでコンピュータを構成することもできますが，ダン
プ・ファイルがないと，システム障害の原因を判断するのが困難になった
り，不可能になる可能性があります。

10–10 OpenVMS Clusterシステムの保守



OpenVMS Clusterシステムの保守
10.7ダンプ・ファイル

ダンプ・ファイルのサイズと場所の制御には AUTOGENおよびMODPARAMS.DAT
を使用することをお勧めします。ただし，必要な場合は SYSGENユーティリティを
使用することも可能です。以下に示すのは， SYSGENを使用してメモリの大きなシ
ステムでシステム・ダンプ・ファイルのサイズを変更する例です。

$ MCR SYSGEN
SYSGEN> USE CURRENT
SYSGEN> SET DUMPSTYLE 9
SYSGEN> WRITE CURRENT
SYSGEN> CREATE SYS$SYSTEM:SYSDUMP.DMP/SIZE=350000
SYSGEN> EXIT
$ @SHUTDOWN

350,000ブロックのダンプ・ファイル・サイズは，約 1 GBのメモリに対応できるだ
けの十分なサイズです。このサイズは通常，システム障害を分析するのに必要な情報
を格納できるだけの十分な大きさです。

システムをリブートした後， SYSDUMP.DMPは消去してもかまいません。

10.7.2 ダンプ・ファイルの共用

ダンプ・ファイルの領域を節約するためのもう 1つの方法として，複数のコンピュー
タ間で 1つのダンプ・ファイルを共用する方法があります。この方法では，切り分け
られたコンピュータ障害を分析することができますが，複数のコンピュータで同時に
障害が発生したり，最初の障害を分析する前に 2台目のコンピュータで障害が発生し
た場合，ダンプは失われます。ブート・サーバの障害は，他のコンピュータの障害よ
り，クラスタ操作に大きな影響を与えるため，問題を迅速に分析することができるよ
うに，ブート・サーバではフル・ダンプ・ファイルを構成しなければなりません。

異なるハードウェア・アーキテクチャ間でダンプ・ファイルを共用することはできま
せん。しかし， 1つのダンプ・ファイルを複数の Alphaコンピュータで共用したり，
別のダンプ・ファイルを複数の Integrityサーバで共用したり，さらに別のダンプ・
ファイルを複数の VAXコンピュータで共用することは可能です。各オペレーティン
グ・システムに対して，以下の操作を行います。

手順 操作

1 フル・ダンプ・ファイルを使用するのか，選択型ダンプ・ファイルを使用するのかを判断
する。選択型ダンプ・ファイルをお勧めします。

2 サテライトで必要とされる最大ダンプ・ファイルのサイズを判断する。
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手順 操作

3 クラスタ内でメモリ構成が最大のサテライトを選択し，以下の操作を実行する。

1. そのサテライトの MODPARAMS.DATファイルに DUMPSTYLE = 9 (または
DUMPSTYLE = 8)を指定する。

2. サテライトのMODPARAMS.DATファイルから DUMPFILEシンボルを削除する。

3. そのサテライトで AUTOGENを実行して，ダンプ・ファイルを作成する。

4 ダンプ・ファイルの名前を SYS$COMMON:[SYSEXE]SYSDUMP-COMMON.DMP
に変更するか，または SYSDUMP-COMMON.DMPという新しいダンプ・ファイル
をSYS$COMMON:[SYSEXE]に作成する。

5 独自のダンプ・ファイルを持つ各システム毎に，古いシステム固有ダンプ・ファイルの名
前を変更する。

$ RENAME SYS$SYSDEVICE:[SYSn.SYSEXE]SYSDUMP.DMP .OLD
コマンド行の値nは，各システムのルート (SYS0や SYS1など)。システムがリブートさ
れたときにオペレーティング・システムがそのファイルをダンプ・ファイルとして使用し
ないようにファイル名を変更する。

6 ダンプ・ファイルを共用する各サテライトに対して，以下の操作を実行する。

1. システム固有のルートにダンプ・ファイルのファイル同意語エントリを作成する。た
とえば，ルート SYS1Eを使用してサテライトの同意語を作成するには，以下のよう
なコマンドを入力する。

$ SET FILE SYS$COMMON:[SYSEXE]SYSDUMP-COMMON.DMP -
_$ /ENTER=SYS$SYSDEVICE:[SYS1E.SYSEXE]SYSDUMP.DMP

2. 以下の行をサテライトのMODPARAMS.DATファイルに追加する。

DUMPFILE = 0
DUMPSTYLE = 0 (or DUMPSTYLE = 1)

7 各ノードをリブートして，新しい共通ダンプ・ファイルにマッピングできるようにする。
オペレーティング・システム・ソフトウェアは，システムがリブートされるまで，クラッ
シュ・ダンプのために新しいファイルを使用することができない。

8 リブートした後，各システム固有のルートから SYSDUMP.OLDファイルを削除する。
SYSDUMP.DMPというファイルを削除してはならない。このファイルの名前を変更し，
リブートした後，手順 5と手順 7の説明に従ってファイルを削除する。

10.8 OpenVMS Clusterメンバーシップの整合性の管理

複数の LANクラスタおよび複合インターコネクト・クラスタが 1つの拡張 LANに
共存するため，オペレーティング・システムでは個々のクラスタの整合性を確保し，
登録されていないコンピュータがクラスタにアクセスするのを防止するような機能を
提供しています。

以下の機能は，クラスタの整合性を確保できるように設計されています。

• クラスタ登録ファイル (SYS$COMMON:[SYSEXE]CLUSTER_
AUTHORIZE.DAT)。
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このファイルは，オペレーティング・システムのインストール時または
CLUSTER_CONFIG.COMの CHANGE機能の実行時に初期化されます。このフ
ァイルは SYSMANユーティリティによって管理されます。

• サテライトの会話型ブートストラップ操作の制御。

クラスタ・グループ番号とパスワードの目的は，登録されていないコンピュータがク
ラスタに誤ってアクセスするのを防止することです。通常の状況では，システム管理
者はインストール時，または CLUSTER_CONFIG.COMを実行して (例 8–13を参
照)，OpenVMS Clusterシステム内で動作するようにスタンドアロン・コンピュータ
を変換するときに，クラスタ・グループ番号とパスワードを指定します。

OpenVMS Clusterシステムでは，これらの機能を使用して，クラスタの整合性を保
護し，以下のような状況で発生する可能性のある問題を防止しています。

• 新しいクラスタを設定するときに，システム管理者は同じ Ethernet上の既存のク
ラスタと同じグループ番号を指定します。

• ローカル・システム・ディスクにアクセスできるサテライト・ユーザは，サテラ
イトのコンソールで会話型 SYSBOOT操作を実行することにより，クラスタに参
加しようとします。

関連項目: これらの機能の詳細については，第 10.8.1項と第 8.2.1項を参照してくだ
さい。

10.8.1 クラスタ・グループ・データ

クラスタ登録ファイル SYS$COMMON:[SYSEXE]CLUSTER_AUTHORIZE.DATに
は，クラスタ・グループ番号と (スクランブル形式の)クラスタ・パスワードが格納さ
れます。 CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイルは， SYSPRV特権を持つユーザだ
けがアクセスできます。

通常の状況では， CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイル内のレコードを会話方
式で変更する必要はありません。しかし，セキュリティがおかされている疑いが
ある場合は，クラスタ・パスワードを変更しなければなりません。その場合には，
SYSMANユーティリティを使用して，パスワードを変更します。

クラスタ・パスワードを変更するには，以下の操作を実行します。

手順 操作

1 SYSMANユーティリティを起動する。

2 システム管理者としてブート・サーバにログインする。

3 以下のコマンドを入力する。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN>
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手順 操作

4 SYSMAN>プロンプトに対して，以下のいずれかの CONFIGURATIONコマンドを入力
する。

• CONFIGURATION SET CLUSTER_AUTHORIZATION

ディレクトリ SYS$COMMON:[SYSEXE]でクラスタ登録ファイ
ルCLUSTER_AUTHORIZE.DATを更新する (このファイルが存在しない場合は，
SETコマンドが作成する)。このコマンドには以下の修飾子を指定できる。

/GROUP_NUMBER —クラスタ・グループ番号を指定する。グループ番号は 1
～ 4095または 61440～ 65535の範囲でなければならない。

/PASSWORD —クラスタ・パスワードを指定する。パスワードは 1～ 31文字
の長さであり，英数字，ドル記号( $ )，アンダスコア( _ )を使用できる。

• CONFIGURATION SHOW CLUSTER_AUTHORIZATION

クラスタ・グループ番号を表示する。

• HELP CONFIGURATION SET CLUSTER_AUTHORIZATION

コマンドの機能を説明する。

5 構成に複数のシステム・ディスクが含まれている場合は，各ディスクに CLUSTER_
AUTHORIZE.DATのコピーが必要である。 SYSMANユーティリティを実行して，すべ
てのコピーを更新しなければならない。

注意:グループ番号またはパスワードを変更する場合は，クラスタ全体をリブートしなければならない。操
作方法については，第 8.6節を参照。

10.8.2 例

例 10–2は， SYSMANユーティリティを使用してクラスタ・パスワードを変更する
方法を示しています。

例 10–2 クラスタ・パスワードを変更するための SYSMANセッションの例

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> SET ENVIRONMENT/CLUSTER
%SYSMAN-I-ENV, current command environment:

Clusterwide on local cluster
Username SYSTEM will be used on nonlocal nodes

SYSMAN> SET PROFILE/PRIVILEGES=SYSPRV
SYSMAN> CONFIGURATION SET CLUSTER_AUTHORIZATION/PASSWORD=NEWPASSWORD
%SYSMAN-I-CAFOLDGROUP, existing group will not be changed
%SYSMAN-I-CAFREBOOT, cluster authorization file updated
The entire cluster should be rebooted.
SYSMAN> EXIT
$

10.9 LANあるいは IP構成のパケット・サイズの調整

LAN構成の最大パケット・サイズは，NISCS_MAX_PKTSZシステム・パラメータ
を使用して調整できます。
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10.9.1 LANおよび IPの場合のシステム・パラメータの設定

OpenVMSバージョン 7.3から，オペレーティング・システム (PEdriver)は，システ
ムに接続されているすべての仮想サーキットの最大パケット・サイズを自動的に検出
します。システムのインターコネクトの最大パケット・サイズが，デフォルトのパケ
ット・サイズ設定よりも小さい場合， PEdriverはデフォルトのパケット・サイズを
自動的に縮小します。

OpenVMS V8.4以降，OpenVMSは，UDPを利用したHP TCP/IP Servicesをク
ラスタ通信に使用できます。NISCS_MAX_PKTSZは LANチャネル・ぺイロード・
サイズにのみ作用します。 IPチャネル・ペイロード・サイズに影響を及ぼすには
NISCS_UDP_PKTSZパラメータを使用します。NISCS_UDP_PKTSZパラメータに
ついての詳細はHELPを参照してください。

10.9.2 NISCS_MAX_PKTSZの使用方法

このパラメータの現在値，デフォルト値，最小値，および最大値を取得するには，次
のコマンドを実行します。

$ MC SYSGEN SHOW NISCS_MAX_PKTSZ

NISCS_MAX_PKTSZを使用してパケット・サイズを縮小すると，メモリ消費を少な
くすることができます。しかし，パケット・サイズを縮小すると，一定量以上のデー
タを送信するのにより多くのパケットが必要になるため，ブロック・データ転送によ
り CPU使用率が増大することもあります。ロック・メッセージ・パケットは最小値
よりも小さいため，NISCS_MAX_PKTSZの設定はロック機能の性能には影響しませ
ん。

すべての LANパスで最小のパケット・サイズの LANパスにあわせた共通のパケッ
ト・サイズを使うように，NISCS_MAX_PKTSZを用いることもできます。共通のパ
ケット・サイズを使用すれば，低速でパケット・サイズの小さいネットワークにフェ
ールダウンした時に，パケット・サイズの縮小による VC封鎖を回避することができ
ます。

ワークステーションなどのメモリに制約があるシステムで，巨大パケットを使用する
FDDIまたはギガビット・イーサネットのような大きいサイズのパケットを使うネッ
トワーク・パスへのアダプタがある場合，NISCS_MAX_PKTSZパラメータの値を縮
小して，メモリを大切に使ってください。

10.9.3 NISCS_UDP_PKTSZの使用方法

このパラメータは，任意の IPネットワークでNISCAが送信する最大のパケットにお
けるユーザ・データ領域の上限サイズをバイト数で指定します。
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NISCS_UDP_PKTSZは，ネットワーク通信パスで IPによるクラスタ通信に使用す
るパケット・サイズを，システム管理者が変更するのを可能にします。

PEdriverは，パケットで伝送するデータの最大量をNISCS_UDP_PKTSZを使用し
て計算します。

IPチャネル経由の最大ペイロードは，以下の 3つのパラメータのいずれかで定義され
ます。 3つの値のうち最小のものが有効になります。

• NISCS_UDP_PKTSZ SYSGENパラメータ

• 1500バイト

• TCP/IPがサポートするインタフェースの IP_MTU

注意

このパラメータは IPチャネル・ペイロードにのみ作用し， LANチャネル・
ペイロードには影響を与えません。 LANチャネル・ペイロードは NISCS_
MAX_PKTSZパラメータで制御されます。

10.9.4 パラメータ・ファイルの編集

NISCS_MAX_PKTSZあるいはNISCS_UPD_PKTSZパラメータの値を変更する
場合は，変更されたパケット・サイズを AUTOGENが計算で反映できるように，
SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]MODPARAMS.DATファイルを編集します。

10.10 プロセス・クォータの判断

Alphaシステムでは， SYSUAF.DATに登録されているプロセス・クォータのデフォ
ルト値が， VAXシステムの SYSUAF.DATのデフォルト値より大きな値であることが
よくあります。このような場合，OpenVMS Clusterの Alphaシステムまたは VAX
システムで実行される可能性のあるプロセスに対して，値をどのように設定すればよ
いでしょうか。デュアル・アーキテクチャOpenVMS Cluster構成でプロセスが生成
されるときに，クォータがプロセスにどのように割り当てられるかを理解しておけ
ば，この作業を管理するのに役立ちます。

10.10.1 クォータ値

新しいプロセスで使用されるクォータは，OpenVMS LOGINOUTソフトウェアによ
って決定されます。 LOGINOUTは，OpenVMS AlphaシステムとOpenVMS VAXシ
ステムで同じように動作します。システムにユーザがログインしてプロセスが起動さ
れると， LOGINOUTは以下の 2つの値のうち，大きい方の値を使用します。

• そのプロセスの SYSUAF.DATレコードに定義されているクォータの値
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• OpenVMS Cluster内のホスト・ノードで定義されている対応する PQL_
Mquotaシステム・パラメータの現在の値

例: LOGINOUTは，アカウントの ASTLMプロセス上限の値 (共通の SYSUAF.DAT
に定義されている値)を，OpenVMS Cluster内の Alphaホスト・システムまたは
VAXホスト・システムの PQL_MASTLMシステム・パラメータの値と比較します。

10.10.2 PQLパラメータ

PQL_MのMという英字は，minimumを表します。 PQL_Mquotaシステム・パラ
メータは，クォータの最小値を設定します。次に示す SYSMAN表示の Currentと
Defaultというカラムで (実際の表示から加工されています)，ほとんどの場合，各
PQL_Mquotaパラメータの現在 (Current)の値が，システムで定義されているデフォ
ルト (Default)の値よりも大きくなっていることに注意してください。

$ RUN SYS$SYSTEM:SYSMAN
SYSMAN> PARAMETER SHOW/PQL

%SYSMAN-I-USEACTNOD, a USE ACTIVE has been defaulted on node I64MOZ
Node I64MOZ: Parameters in use: ACTIVE
Parameter Name Current Default Minimum Maximum Unit Dynamic
-------------- ------- ------- ------- ------- ---- -------
PQL_DASTLM 24 24 4 -1 Ast D
PQL_MASTLM 4 4 4 -1 Ast D
PQL_DBIOLM 32 32 4 -1 I/O D
PQL_MBIOLM 4 4 4 -1 I/O D
PQL_DBYTLM 262144 262144 128000 -1 Bytes D
PQL_MBYTLM 128000 128000 128000 -1 Bytes D
PQL_DCPULM 0 0 0 -1 10Ms D
PQL_MCPULM 0 0 0 -1 10Ms D
PQL_DDIOLM 32 32 4 -1 I/O D
PQL_MDIOLM 4 4 4 -1 I/O D
PQL_DFILLM 128 128 2 -1 Files D
PQL_MFILLM 2 2 2 -1 Files D
PQL_DPGFLQUOTA 700000 700000 512000 -1 Pagelets D
PQL_MPGFLQUOTA 512000 512000 512000 -1 Pagelets D
PQL_DPRCLM 32 32 0 -1 Processes D
PQL_MPRCLM 0 0 0 -1 Processes D
PQL_DTQELM 16 16 0 -1 Timers D
PQL_MTQELM 0 0 0 -1 Timers D
PQL_DWSDEFAULT 53417 32768 16384 -1 Pagelets
PQL_MWSDEFAULT 53417 16384 16384 -1 Pagelets
PQL_DWSQUOTA 106834 65536 32768 -1 Pagelets D
PQL_MWSQUOTA 106834 32768 32768 -1 Pagelets D
PQL_DWSEXTENT 1619968 131072 65536 -1 Pagelets D
PQL_MWSEXTENT 1619968 65536 65536 -1 Pagelets D
PQL_DENQLM 2048 2048 64 -1 Locks D
PQL_MENQLM 64 64 64 -1 Locks D
PQL_DJTQUOTA 8192 8192 0 -1 Bytes D
PQL_MJTQUOTA 0 0 0 -1 Bytes D
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この表示で，多くの PQL_Mquotaパラメータの値は，デフォルト値から現在の値に
増えています。通常，システムでフィードバック付きの AUTOGENが定期的に実
行されるとこのような状況が発生します。もちろん，MODPARAMS.DATまたは
SYSMANで値を変更することにより， PQL_Mquotaの値が変化する場合もありま
す。OpenVMS Clusterで Integrityサーバと Alphaコンピュータの両方で共通の
SYSUAF.DATを使用する計画がある場合， PQL_Mquotaパラメータは動的なパラメ
ータであることに注意してください。

10.10.3 例

以下の表は，OpenVMS Cluster環境の Integrityサーバと Alphaコンピュータで一
般的に使用される SYSUAF.DATシナリオとその結果を示しています。

表 10–5 共通の SYSUAF.DATシナリオと予測される結果

値を設定するレ
ベル

プロセスが起動される
場所 結果

Alphaレベル Alphaノード 適切と思われる値で実行される。

Integrityノード LOGINOUTは SYSUAFで定義されているより低い
Integrityサーバ・レベル値を無視し， Alphaシステム
の各クォータの現在の PQL_Mquotaの値を使用する。この
方法を選択した場合は， PQL_Mquotaシステム・パラメー
タの現在の値を監視する。必要に応じて Alphaシステム
で，MODPARAMS.DATの適切な PQL_Mquotaの値を大
きくする。

Integrityレベル Integrityノード 適切と思われる値で実行される。

Alphaノード LOGINOUTは， SYSUAFに定義されているより低い
Integrityレベルの値を無視し， Alphaシステムの各クォ
ータの現在の PQL_Mquotaの値を使用する。この方法を
選択した場合は， PQL_Mquotaシステム・パラメータの
現在の値を監視する。必要に応じて Alphaシステムで，
MODPARAMS.DATの適切な PQL_Mquotaの値を大きくす
る。

OpenVMS Cluster環境で共通に使用する SYSUAF.DATのための値を決める場合，
OpenVMS Alphaシステムの SYSUAF.DATに対して通常割り当てる高いプロセス・
クォータ値を試してみることができます。 Integrityサーバに大きな空きメモリ・リ
ソースがある場合は，OpenVMS Clusterの Integrityノードで生成されるプロセス
に対して， Alphaレベルの高いプロセス・クォータを使用しても問題ありません。

Integrityシステムと Alphaシステムのプロセスにとって適切な値を判断するには，
試行錯誤を繰り返します。各プロセスにとって適切な上限値とクォータ値を判断する
場合，以下の要因を考慮する必要があります。

• 使用可能なメモリの容量

• CPUの処理能力

• アプリケーションの平均的な作業負荷
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• アプリケーションの最大作業負荷

10.11 クラスタ・クォーラムの復元

OpenVMS Clusterシステムを使用している間，コンピュータがクラスタに追加され
たり，削除されることがあります。たとえば，クラスタの処理能力を拡張するために
コンピュータをクラスタに追加しなければならないことがあり，ハードウェア・エラ
ーや致命的なソフトウェア・エラーが発生したためにコンピュータをシャットダウン
しなければならないこともあります。接続管理ソフトウェアは，これらのクラスタの
状態の変化を調整し，クラスタの動作を制御します。

あるコンピュータがシャットダウンされると，接続マネージャの支援のもとに，残り
のコンピュータは，シャットダウンされるコンピュータを削除して，クラスタを再構
成します。コンピュータで障害が発生しても，クラスタのボーツ (投票)の総数がクラ
スタのクォーラム値より大きい限り，操作を続行できます。クラスタのボーツの総数
がクラスタ・クォーラム値より小さくなると，クラスタはすべてのプロセスの実行を
中止します。

10.11.1 ボーツの復元

プロセスの実行を再開するには，クラスタのボーツの総数がクラスタ・クォーラム値
に等しいか，それ以上の値になるように復元しなければなりません。多くの場合，コ
ンピュータがクラスタに追加されたり，いったん削除されたコンピュータが再び追加
されると，必要なボーツが追加されます。しかし，コンピュータがクラスタに追加さ
れるのを待ち，ボーツの値を大きくするという方法は，必ずしも簡単または便利な解
決方法ではありません。たとえば，別の解決方法として，すべてのコンピュータをい
ったんシャットダウンして，クォーラム値を小さくしてすべてのコンピュータをリブ
ートする方法があります。

コンピュータで障害が発生した後， Show Clusterユーティリティを実行して，
VOTES， EXPECTED_VOTES， CL_VOTES， CL_QUORUMフィールドの値を
確認しなければならないことがあります (これらのフィールドの詳細については，
『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照して
ください)。 VOTESフィールドと EXPECTED_VOTESフィールドには，各クラス
タ・メンバの設定が表示されます。 CL_VOTESフィールドと CL_QUORUMフィー
ルドには，クラスタのボーツの総数と現在のクラスタ・クォーラム値が表示されま
す。

これらの値を確認するには，以下のコマンドを入力します。

$ SHOW CLUSTER/CONTINUOUS

COMMAND> ADD CLUSTER
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注意: SHOW CLUSTERコマンドを会話方式で入力する場合は， SHOW
CLUSTERコマンドの一部として/CONTINUOUS修飾子を指定しなければなり
ません。この修飾子を指定しないと， SHOW CLUSTERコマンドはDCLコマンド
SHOW CLUSTERから返されるクラスタ状態情報を表示し，DCLコマンド・レベル
に戻ります。

Show Clusterユーティリティからの表示で， CL_VOTESの値が CL_QUORUMの
値に等しい場合は，残りのボーツ・メンバで障害が発生したとき，クラスタは操作を
続行できません。これらのコンピュータのいずれかがシャットダウンされると，クラ
スタ内のすべてのプロセスの動作が停止します。

10.11.2 クラスタ・クォーラム値の削減

クラスタのプロセスの動作が中断されないようにするには，表 10–6の説明に従って
クラスタ・クォーラム値を小さくします。

表 10–6 クラスタ・クォーラムの値の削減

手法 説明

DCLコマンド SET CLUSTER
/EXPECTED_VOTESを使用し
て，クラスタ・クォーラムを指定
した値に調整する。

値を指定しなかった場合は，オペレーティング・システムが適切な値を計算する。コマ
ンドを 1台のコンピュータで入力すると，新しい値はクラスタ全体に伝達される。コマ
ンドを入力すると，オペレーティング・システムが新しい値を報告する。

推奨: 通常， SET CLUSTER/EXPECTED_VOTESコマンドは，コンピュータがかなり
長い時間クラスタから削除される場合にだけ使用する (このコマンドの詳細については，
『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照)。

例: たとえば，クラスタ・クォーラムが 2に設定されるように，期待されるボーツを変更
する場合は，以下のコマンドを入力する。

$ SET CLUSTER/EXPECTED_VOTES=3
この結果，計算されるクォーラム値は， (3 + 2)/2 = 2になる。

注意: SET CLUSTER/EXPECTED_VOTESコマンドにどのような値を指定しても，現
在のボーツ数より大きい値にクォーラムを増やすことはできず，現在のボーツ数の半分
以下の値にクォーラムを減少させることもできない。

以前，クラスタ・メンバであったコンピュータをクラスタに再び追加できる状態にな
ったら，すべてのコンピュータの MODPARAMS.DATで EXPECTED_VOTESシステ
ム・パラメータを元の値にリセットし，第 8.6節の説明に従ってクラスタを再構成しな
ければならない。 SET CLUSTER/EXPECTED_VOTESコマンドを使用してクラスタ・
クォーラムを大きくする必要はない。コンピュータがクラスタに再び追加される場合
は，クォーラム値が自動的に増大されるからである。

IPC Qコマンドを使用して，クォ
ーラムを再計算する。

Qコマンドの詳細については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照。

クラスタ関連のシャットダウン・
オプションのいずれかを選択す
る。

シャットダウン・オプションの詳細については，第 10.6節を参照。

10.12 クラスタのパフォーマンス

場合によっては，アプリケーションとシステム全体の監視およびチューニングが，パ
フォーマンスの問題に関係することがあります。チューニングでは，パフォーマンス
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を向上するために，システムおよびネットワーク・プロセスに関する情報が収集さ
れ，報告されます。アクティブ・システムとそのアプリケーションに関する情報を収
集するのに役立つように，多くのツールが提供されています。

10.12.1 SHOWコマンドの使用

以下の表は，OpenVMSオペレーティング・システムで利用できる SHOWコマンド
について簡単に説明しています。この表に示す SHOW DEVICEコマンドと修飾子を
使用してください。

コマンド 目的

SHOW DEVICE/FULL 以下の情報も含めて，デバイスの完全な状態を表示する。

• クラスタからディスクを使用できるかどうか。

• ディスクがMSCPでサービスされるのか，デュアル・ポートなのか。

• プライマリ・ホストとセカンダリ・ホストの名前と種類。

• コマンドを入力したシステムでディスクがマウントされてるいるかどう
か。

• ディスクがマウントされているクラスタ内のシステム。

SHOW DEVICE/FILES ボリュームでオープンされているすべてのファイルの名前と，そのファイル
に関連するプロセス名およびプロセス識別子 (PID)の一覧を表示する。この
コマンドは以下の操作を実行する。

• このノードでのみオープンされたファイルのリストを表示する。

• ディスクでオープンされているすべてのファイルを検索する。ディスク
がマウントされている各ノードで SHOW DEVICE/FILESコマンドまた
は SYSMANコマンドを使用できる。

SHOW DEVICE
/SERVED

コマンドを入力したノードで， MSCPサーバによってサービスされているデ
ィスクに関する情報を表示する。以下の修飾子を使用して，表示される情報
を細かく指定できる。

• /HOST修飾子は，ローカル MSCPサーバを通じてデバイスがオンライ
ンに設定されているプロセッサの名前と，デバイスの数を表示する。

• /RESOURCE修飾子は，MSCPサーバから使用できるリソース， I/O
バッファとして使用できる非ページング動的メモリの総容量， I/O要求
パケットの数を表示する。

• /COUNT修飾子は，MSCPサーバが起動されてからこれまで実行した
I/O操作の各サイズと各種類の数を表示する。

• /ALL修飾子は， SHOW DEVICE/SERVEDコマンドに対してリストさ
れるすべての情報を表示する。

SHOW CLUSTERコマンドは，OpenVMS Clusterシステムに関してさまざまな情
報を表示します。出力される表示では，クラスタ全体として見たビューではなく， 1
つのノードから見たときのクラスタのビューが提供されます。
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関連項目: 『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』
には，すべての SHOWコマンドと Show Clusterユーティリティに関する詳細な説
明が記載されています。

10.12.2 Monitorユーティリティの使用

以下の表は，OpenVMS Monitorユーティリティを使用して，ディスク I/Oのボ
トルネックを突き止める方法を示しています。 I/Oボトルネックが発生すると，
OpenVMS Clusterシステムはハングしたように見えます。

手順 操作

1 どのクラスタ単位ディスクで問題が発生しているかを判断するには，以下の操作を実行す
る。

1. MONITOR/NODEコマンドを使用して，ディスク I/Oに関してノード単位の要約を
作成する。

2. 以下の説明を参照して，MSCPによってサービスされるディスクの ‘‘row sum’’ カラ
ムを調整する。

• サービスする側のノードの I/Oレートには，ローカル要求と他のノードからのす
べての要求が含まれる。

• 他のノードの I/Oレートには，そのノードからの要求が含まれる。

• リモート・ノードからの要求は， row sumカラムで 2回数えられる。

3. row sumの値が 1秒間に 8 I/Oより大きいディスクを書きとめる。

4. クラスタで問題があるディスクの一覧から以下のディスクを削除する。

• 共用されていないディスク

• アプリケーション専用のディスク

• バックアップ中のディスク

2 各ノードで，問題のある可能性のあるディスクの影響を判断する。

• 特定のノードからの要求によってディスクの I/Oの量が不適切になっている場合は，
そのノードに問題がある可能性が最も高い。

• ディスク I/Oがクラスタ全体に均一に拡散している場合は，問題はクラスタの過負荷
状態にあると考えられる。

• 特定のノードでディスクの平均キュー長が 0.2未満の場合は，そのディスクがノード
に与える影響はほとんどない。
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手順 操作

3 問題がある各ディスクで，以下のことを判断する。

• いずれかのノードのページ・ファイルとスワップ・ファイルがディスクに格納されて
いないかどうか。

• 共通に使用されるプログラムやデータ・ファイルがディスクに格納されていないかど
うか (SHOW DEVICE/FILESコマンドを使用する)。

• ディスクにデフォルト・ディレクトリを格納しているユーザが問題の原因になってい
ないかどうか。

10.12.3 HP Availability Managerの使用

HP Availability Managerは，リアルタイム監視/診断/修正ツールであり，シス
テム管理者がシステムの可用性とスループットを向上するために使用します。
Availability Managerは，OpenVMS Integrity，OpenVMS AlphaまたはWindows
ノード上で稼働します。

オペレーティング・システムに標準添付されている 2つの製品は，システム管理者が
CPUの利用状況，メモリの不足，ロックの競合，ハングしたプロセスや制御がきか
なくなったプロセス， I/O，ディスク，ページ・ファイル，スワップ・ファイルなど
に関して，システム・リソースの利用状況の問題を修正するのに役立ちます。

Availability Managerは，OpenVMS AlphaまたはWindowsのいずれかのノー
ドから，拡張 LANにある 1つ以上のOpenVMSを監視することができます。
Availability Managerは，複数のOpenVMSノードから同時に，システム・データお
よびプロセス・データを収集します。そしてデータを分析し，ネイティブ Java GUI
を使って出力を表示します。

DECamdsは複数のノード (VAXと Alpha)から同時にデータを収集し，分析し，すべ
ての出力を集中化されたDECwindowsディスプレイに送信します。DECamdsを使
用すると，以下に示すように，可用性に関する問題を監視し，対応するのに役立ちま
す。

• リソースの可用性に関する問題をユーザに警告し，さらに調査するための方法を
説明し，可用性を向上するための対処法を示します。

• 拡張 LANの内部でリモート・ノードの管理を集中化します。

• リモート・ノードがハングしている場合でも，ノードおよびプロセス・パラメー
タの調整も含めて，リアルタイムでの介入が可能です。

• 広範囲にわたるカスタマイズ・オプションを使用して，サイト固有の要件に対応
することができます。
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関連項目: Availability Managerについての詳細は，下記のURLの『HP OpenVMS
Availability Manager User’s Guide』を参照してください。

http://h71000.www7.hp.com/openvms/products/availman/index.html

DECamdsの詳細については，『DECamds User’s Guide』を参照してください。

10.12.4 LANの実行状態の監視

LANの実行状態は定期的に監視することが重要です。 SCACPを使用して，デフォル
ト・ポートの設定および表示， LANデバイスの起動と終了，チャネルへの優先値の
割り当ての他， LANの実行状態も監視できます。

関連項目: SCACPの詳細については，『OpenVMSシステム管理ユーティリティ・
リファレンス・マニュアル (上巻)』を参照してください。

以下のようなNCPコマンドを使用すると， 12時間ごとに実行状態を報告する便利
な監視プロシージャを設定できます。イベント 0.2 (自動ライン・カウンタ)に対して
DECnetイベント・ログを有効にしておかなければなりません。

関連項目: DECnet for OpenVMSのイベント・ログの詳細については，『DECnet
for OpenVMS Network Management Utilities』を参照してください。

以下のコマンドの例で， BNA-0は Ethernetラインのライン IDです。

NCP> DEFINE LINE BNA-0 COUNTER TIMER 43200
NCP> SET LINE BNA-0 COUNTER TIMER 43200

各タイマ間隔 (この場合は 12時間)で，DECnetはカウンタ・データをDECnetイベ
ント・ログに送信するイベントを作成します。クラスタのパフォーマンスが低下した
場合は，イベント・ログを調べ，クラスタの標準値を超えているカウンタ値がないか
どうか確認してください。すべてのコンピュータでカウンタ値が同じように増加して
いる場合は， Ethernet構成全般に問題があると考えられます。一方，あるコンピュ
ータだけのカウンタ値が増加している場合は，おそらくそのコンピュータに問題があ
るか， Ethernetインタフェース・デバイスに問題があります。

RBMS，DECelms，DECmcc， LAN Traffic Monitor (LTM)などのレイヤード製品
を弊社の LANブリッジのいずれかと組み合わせて使用すると， LANトラフィック・
レベルを監視できます。

なお，これらの製品のいくつかは現在はHPではサポートしていません。
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10.12.5 LANあるいは PEDRIVER Fast Path設定

以下のようなコマンドを実行して， SCS通信が有効になっている同じ CPU上の
LAN DEVICEおよび PEDRIVERを保管します。

SET DEVICE EWA/Pref=1
SET DEVICE PEA0/Pref=1

クラスタ通信のインターコネクトとして IPを使用するノードでは， LAN， BG，お
よび PEデバイスが同じ CPU上にあることを確認してください。 CPUが飽和状態に
なった場合は，別の CPUにデバイスをロードさせます。
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A
クラスタ・システム・パラメータ

システムをクラスタに正しくブートするには，特定のシステム・パラメータを各クラ
スタ・コンピュータで設定しておかなければなりません。表 A–1では，クラスタ構成
で使用されるシステム・パラメータを示しています。

A.1 パラメータ値

Alphaコンピュータでは，一部のシステム・パラメータの単位はページレットであ
り，他のパラメータの単位はページです。 AUTOGENは，ハードウェア・ページ・
サイズを判断し， PARAMS.DATファイルに記録します。

注意

AUTOGENの推奨値を確認する場合や， SYSGENを使用してシステム・パ
ラメータを設定する場合は，各パラメータの単位を注意深く確認してくださ
い。

表 A–1では，特定の構成で調整が必要になる可能性のあるOpenVMS Cluster構成固
有のシステム・パラメータについて説明しています。表 A–2では，OpenVMSで使
用するために確保されているOpenVMS Cluster固有のシステム・パラメータについ
て説明しています。

関連項目: クラスタおよびボリューム・シャドウイング・システム・パラメータも含
めて，システム・パラメータの詳細については，『OpenVMSシステム管理ユーティ
リティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。
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表 A–1 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

ALLOCLASS コンピュータのディスク割り当てクラスとして割り当てられる 0～ 255の数値を指定
する。デフォルト値は 0である。

CHECK_CLUSTER VAXCLUSTERパラメータのサニティ・チェックとして機能する。 CHECK_
CLUSTERが 1に設定されている場合， SYSBOOTは警告メッセージを出力し，
VAXCLUSTERパラメータが 0に設定されていることを検出すると，会話型ブートを
強制的に行う。

CLUSTER_CREDITS ノードが VMS$VAXcluster通信を受信するために割り当てる接続ごとのバッファの数
を指定する。

SHOW CLUSTERコマンドで， VMS$VAXcluster接続のクレジット待ちの数として
高い値が表示された場合は，相手のノードで CLUSTER_CREDITSの値を大きくする
ことを検討する必要がある。しかし，大規模なクラスタ構成では，この値を不要に大き
な値に設定すると，大量の非ページング・プールが消費される。各受信バッファのサイ
ズは少なくとも SCSMAXMSGバイトでなければならないが，使用されるトランスポー
トに応じてかなり大きくなる可能性がある。

クラスタ内のすべてのノードで CLUSTER_CREDITSの値を同じに設定する必要はな
い。小さなシステムやメモリが制限されているシステムでは， CLUSTER_CREDITS
のデフォルト値が適切である。

CWCREPRC_
ENABLE

非特権ユーザが別の OpenVMS Clusterノードでプロセスを生成できるかどうかを制御
する。デフォルト値は 1であり，その場合，非特権ユーザは別のノードで同じ UICを
使用して独立プロセスを生成できる。値が 0の場合は，ユーザが別のノードでプロセス
を生成するために， DETACH特権または CMKRNL特権が必要である。

DISK_QUORUM 省略可能なクォーラム・ディスクの物理デバイス名を ASCII文字列で指定したもの。
ASCIIのスペースは，クォーラム・ディスクが使用されていないことを示す。ディ
スクへの直接接続 (MSCPサーバのサービスを受けない)が可能な 1台以上のクラス
タ・コンピュータで DISK_QUORUMを定義しなければならない。これらのコンピュ
ータはクォーラム・ディスク・ウォッチャと呼ばれる。残りのコンピュータ (DISK_
QUORUMの値が空白値であるコンピュータ)は，通信相手の最初のウォッチャ・コン
ピュータによって定義された名前を認識する。

DR_UNIT_BASE DRデバイス (StorageWorks RAID Array 200 Family論理 RAIDドライブ)の
ユニット番号をカウントするときのベース値を指定する。 DR_UNIT_BASE
は，固有の RAIDデバイス番号を生成するための方法である。 DRデバイス
には，DR_UNIT_BASEの値から始まる番号が付けられ，その値から順にカ
ウントされる。たとえば，DR_UNIT_BASEを 10に設定すると，デバイス名
は$1$DRA10，$1$DRA11などのようになる。同じ (0以外の)割り当てクラスを共
用するすべてのクラスタ・メンバで，DR_UNIT_BASEを重複しない適切な値に設定し
ておけば， 2つの RAIDデバイスが同じ名前にならないようにすることができる。

EXPECTED_VOTES 初期クォーラム値を求めるために使用される設定を指定する。この設定は，可能なクラ
スタ・メンバが保有しているすべての VOTES (ボーツ)の合計である。

デフォルト値は 1である。接続マネージャはクォーラム値を，クラスタ分断されない値
に設定する (第 2.3節を参照)。クォーラムを計算するには，以下の公式が使用される。

estimated quorum = (EXPECTED_VOTES + 2)/2

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

LAN_FLAGS
(Integrityおよび
Alpha)

LAN_FLAGSはローカルエリア・ネットワーク・ポート・ドライバとサポート・コー
ドで機能を有効にするビット・マスクである。 LAN_FLAGSのデフォルト値は 0であ
る。

ビットの定義は以下のとおり。

ビット 説明

0 デフォルト値のゼロは， ATMデバイスを SONETモードで実行することを
示す。 1を設定した場合，このビットは， ATMデバイスを SDHモードで
実行することを示す。

1 このビットを設定すると， LANポート・ドライバおよびサポート・コード
における ATMトレース・メッセージおよびデバッグ・メッセージの一部が
有効になる。

2 このビットを設定すると， LANポート・ドライバおよびサポート・コード
におけるすべての ATMトレース・メッセージおよびデバッグ・メッセージ
が有効になる。

3 このビットを設定すると，すべての ATMアダプタで UNI 3.0を実する。
ビット 3およびビット 4がオフ (0)の場合， ATM UNIバージョンの自動
検出が有効となる。

4 このビットを設定すると，すべての ATMアダプタで UNI 3.1を実行す
る。ビット 3およびビット 4がオフ (0)の場合， ATM UNIバージョンの
自動検出が有効となる。

5 このビットを設定すると，すべての Gigabit Ethernetアダプタでオートネ
ゴシエーションを無効にする。

6 このビットを設定すると，すべての Gigabit Ethernetアダプタでジャンボ
フレームを有効にする。

7 予約

8 このビットを設定すると，フロー制御をサポートするすべての LANアダプ
タでフロー制御の使用を無効にする。

9 予約

10 予約

11 このビットを設定すると， LANドライバのエラー・ログ・エントリの記録
を無効にする。

12 このビットを設定すると，ほとんどの LANドライバで，転送要求に対する
3～ 4秒のタイムアウトの代わりに 1～ 1.2秒の早いタイムアウトが有効に
なる。

13 このビットを設定すると， LANデバイスに要求したが完了しなかった送
信 (送信タイムアウト)は，正常終了 (SS$_NORMAL)でなくエラー状態
(SS$_ABORT)で完了する。

LOCKDIRWT ロック・マネージャ・ディレクトリ・システムの重み。ロック・マネージャ・ディレク
トリのどの部分がこのシステムによって処理されるかを指定する。ほとんどのシステム
で，デフォルト値が適切である。

LOCKRMWT ロック・マネージャのリマスターの重み。このパラメータとリモート・ノードからのロ
ック・リマスターの重みとを組み合わせて，ロック・ツリーのリマスタリングに必要な
処理のレベルを決定する。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

MC_SERVICES_P0
(動的)

このノードがバグチェックまたはシャットダウンされたときに，クラスタ内の他の
MEMORY CHANNELノードが動作を続行するかどうかを制御する。

値が 1の場合は，このノードがバグチェックまたはシャットダウンされると，
MEMORY CHANNELクラスタ内の他のノードはバグチェック・コードMC_
FORCED_CRASHで異常終了する。

デフォルト値は 0である。 1に設定するのは，デバッグの場合にだけ制限する必要があ
る。それ以外の場合，このパラメータはデフォルトにしておかなければならない。

MC_SERVICES_P2
(静的)

PMDRIVER (PMA0) MEMORY CHANNELクラスタ・ポート・ドライバをロード
するかどうかを指定する。 PMDRIVERは，MEMORY CHANNELクラスタ・ポー
ト・ドライバとして機能する新しいドライバである。このドライバはMCDRIVER
(MEMORY CHANNELデバイス・ドライバおよびデバイス・インタフェース)と連携
動作して，MEMORY CHANNELクラスタ機能を提供する。 PMDRIVERがロードさ
れていないと，MEMORY CHANNELインターコネクト上でクラスタ接続が確立され
ない。

MC_SERVICES_P2のデフォルト値は 1である。このデフォルト値を使用すると，シ
ステムをブートしたときに， PMDRIVERがロードされる。

この値は変更しないことを推奨する。このパラメータ値は，MEMORY CHANNELで
接続されているすべてのノードで同じ値に設定しなければならない。

MC_SERVICES_P3
(動的)

サポートされるタグの最大数を指定する。最大値は 2048であり，最小値は 100であ
る。

デフォルト値は 800である。この値は変更しないことを推奨する。

このパラメータ値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同じ
値に設定しなければならない。

MC_SERVICES_P4
(静的)

サポートされる領域の最大数を指定する。最大値は 4096，最小値は 100である。

デフォルト値は 200である。この値は変更しないことを推奨する。

このパラメータ値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同じ
値に設定しなければならない。

MC_SERVICES_P6
(静的)

MEMORY CHANNELのメッセージ・サイズを指定する。これはフリー・キューまた
はワーク・キューのエントリのボディである。最大値は 65536，最小値は 544である。
デフォルト値は 992であり，非常にメモリが制限されたシステムを除き，他のすべての
場合に適切な値である。

メモリが制限されたシステムの場合，デフォルト値である 992を少し小さくすること
で，MEMORY CHANNELのメモリの消費量を削減できる。この値は常に以下の計算
結果以上でなければならない。

1. SCS_MAXMSGと SCS_MAXDGの大きい方の値を選択する。

2. 値を次のクォドワードに切り上げる。

このパラメータ値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同じ
値に設定しなければならない。

(次ページに続く)
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A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

MC_SERVICES_P7
(動的)

このノードでのクラスタの実行状態に関するメッセージを表示するかどうかを指定す
る。値は 0， 1， 2のいずれかに設定できる。値の意味は以下のとおりである。

値 意味

0 非表示モード—情報メッセージはコンソールにもエラー・ログにも表示さ
れない。

1 表示モード—MCDRIVERと PMDRIVERの両方からの情報メッセージが
コンソールとエラー・ログに表示される。

2 表示モードと同じであり，さらに PMDRIVERストールおよび回復メッセ
ージも表示される。

デフォルト値は 0である。MEMORY CHANNELで発生した問題をデバッグする場合
や，MC_SERVICES_P9パラメータを調整する場合を除き，この値は変更しないこと
を推奨する。

MC_SERVICES_P9
(静的)

1つのチャネルのフリー・キューの初期エントリの数を指定する。最大値は 2048，最
小値は 10である。

MC_SERVICES_P9は動的パラメータではない。したがって，変更するたびにシステ
ムをリブートしなければ，変更は有効にならない。

デフォルト値は 150である。この値は変更しないことを推奨する。

このパラメータ値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同じ
値に設定しなければならない。

MPDEV_AFB_
INTVL (ディスク
のみ)

秒単位の自動フェールバック間隔を指定する。自動フェールバック間隔は，同一のデバ
イスに対してMSCPパスから直接パスへの別のフェールバックをシステムが行おうと
するまでの最小限の秒数である。

自動フェールバックを有効にするには，MPDEV_POLLERを ONに設定する必要があ
る。MPDEV_AFB_INTVLを 0に設定すると，ポーラを無効にせずに自動フェールバ
ックを無効にできる。省略時の設定は 300秒である。

MPDEV_D1 (ディス
クのみ)

オペレーティング・システムによる使用のために予約されている。

MPDEV_D2 (ディス
クのみ)

オペレーティング・システムによる使用のために予約されている。

MPDEV_D3 (ディス
クのみ)

オペレーティング・システムによる使用のために予約されている。

MPDEV_D4 (ディス
クのみ)

オペレーティング・システムによる使用のために予約されている。

MPDEV_ENABLE ON ( 1 )に設定されている場合は，マルチパス・セットの作成を有効にする。 OFF
( 0 )に設定されている場合，追加マルチパス・セットの作成と既存のマルチパス・セッ
トへの新しいパスの追加は禁止される。しかし，既存のマルチパス・セットは有効であ
る。デフォルトは ONである。

MPDEV_REMOTEとMPDEV_AFB_INTVLは，MPDEV_ENABLEが OFFに設定
されても影響はない。

MPDEV_
LCRETRIES (デ
ィスクのみ)

直接パスから他のコントローラに移動する前に，論理ユニットがオンラインであるコン
トローラへの直接パスに対して，または，デバイスへのMSCPがサービスを行うパス
への直接パスに対して，システムのリトライ回数を制御する。指定できるリトライ回数
は 1～ 256である。デフォルト値は 1である。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

MPDEV_POLLER ON ( 1 )に設定されている場合，マルチパス・セット・メンバへのパスのポーリングを
有効にする。ポーリングを行うと，非アクティブ・パスで発生したエラーを早期に検出
できる。パスが使用できなくなったり，サービスに戻された場合，システム管理者に
は OPCOMメッセージによってそのことが通知される。 OFF ( 0 )に設定されている場
合，マルチパス・ポーリングは無効になる。デフォルト値は ONである。自動フェール
バック機能を使用する場合，このパラメータは ONに設定する必要がある。

MPDEV_REMOTE
(ディスクのみ)

ON ( 1 )に設定されている場合，MSCPによってサービスされるディスクがマルチパ
ス・セットのメンバになることを許可する。 OFF ( 0 )に設定されている場合，追加マ
ルチパス・セットの作成で SCSIまたは Fibre Channelデバイスへのローカル・パス
だけが使用される。MPDEV_REMOTEはデフォルトで有効になる。ただし，このパ
ラメータが OFFに設定されても，遠隔パスを持つ既存のマルチパス設定には影響しな
い。

サービスされるパスに対してマルチパス・フェールオーバを使用するには，共用 SCSI
/Fibre Channelデバイスへの直接アクセスのあるすべてのシステムに対してMPDEV_
REMOTEを有効にする必要がある。この機能を提供する最初のリリースは OpenVMS
Alphaバージョン 7.3-1である。このため，MPDEV_REMOTEを有効にするすべての
ノードは OpenVMS Alphaバージョン 7.3-1 (またはそれ以降)を実行している必要があ
る。

MPDEV_ENABLEが OFF (0)に設定されている場合，マルチパス・セットへの新しい
すべてのパスの追加が無効になっているので，MPDEV_REMOTEの設定は影響を与
えない。デフォルト値は ONである。

MSCP_BUFFER このバッファ領域は，クライアント・システムとローカル・ディスクの間でデータを転
送するためにサーバが使用する領域である。

MSCP_BUFFERはMSCPサーバのローカル・バッファ領域に割り当てられるページ
レット数を指定する。

VAXシステムでは，MSCP_BUFFERはMSCPサーバのローカル・バッファ領域に割
り当てられるページ数を指定する。

MSCP_CMD_TMO OpenVMS MSCPサーバがMSCPコマンドの時間切れを検出するために使用する秒数
を指定する。MSCPサーバは，約 40秒とMSCP_CMD_TMOパラメータの値を加算
した時間内にコマンドを完了しなければならない。

通常，MSCP_CMD_TMOの値は 0に設定しておくと適切である。値が 0の場合は，
OpenVMSの以前のリリースと同じ動作になる (以前のリリースには，MSCP_CMD_
TMOシステム・パラメータはなかった)。 0以外の設定にすると，MSCPコマンドが
時間切れになるまでの時間を延長することができる。

コマンドの時間切れエラーがクライアント・ノードのログに記録されている場合，
OpenVMSサーバでこのパラメータを 0以外の値に設定すると，ログに記録されるエラ
ーの数を削減できる。このパラメータの値を大きくすると，クライアントで発生する
MSCPコマンドの時間切れの数を削減できるが，故障しているデバイスを検出するまで
の時間が長くなる。

コマンド時間切れエラーの数を削減しなければならない場合は，初期値として 60を設
定する。時間切れエラーが引き続き記録される場合は， 20秒刻みでこの値を大きくす
ることができる。

MSCP_CREDITS 1つのクライアント・システムからアクティブになることができる未処理の I/O要求の
数を指定する。

MSCP_LOAD MSCPサーバがロードされるかどうかを制御する。サーバをロードし，デフォルトの
CPUロード・レートを使用する場合は， 1を指定する。 1より大きい値を指定する
と，サーバがロードされ，指定した値が一定のロード・レートとして使用される。デフ
ォルト設定では，この値は 0に設定され，サーバはロードされない。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

MSCP_SERVE_ALL ディスクのサービスを制御する。設定はシステムのブート時に有効になる。システムが
稼動している間に設定を変更することはできない。

OpenVMS V7.2以降，サービス・タイプはビット・マスクとして実装。システムが実
行するサービスの種類を指定するには，以下の表から適切な種類を確認して，その値を
指定する。一部のシステムでは，システム・ディスクのサービスとローカル接続ディス
クのサービスのように， 2種類のサービスを指定しなければならないことがある。この
ような組み合わせを指定するには，各種類の値を加算し，合計を指定する。

OpenVMS V7.1-xまたはそれ以前のバージョンを稼動しているシステムを含む複合バー
ジョン・クラスタでは，使用可能なすべてのディスクのサービスは，システムのノー
ド割り当てクラス (V7.2以前の意味)と一致しない割り当てクラスを持つディスクを除
き，他のすべてのディスクのサービスに制限される。この種のサービスを指定するに
は，値として 9を使用する (ビット 0とビット 3がセットされる)。

次の表は各ビットによって制御されるサービスの種類とその 10進数を示している。

ビットと値 説明

ビット 0 (1) 使用可能なすべてのディスク (ローカルに接続されているディスクと，
HSxおよび DSSIコントローラに接続されているディスク)をサービス
する。ビット 3がセットされていない場合は，システムの割り当てクラ
ス (ALLOCLASSパラメータによって設定)と異なる割り当てクラスが
割り当てられているディスクもサービスされる。

ビット 1 (2) ローカルに接続されている (HSxおよび DSSIコントローラに接続され
ていない)ディスクをサービスする。

ビット 2 (4) システム・ディスクをサービスする。これはデフォルトの設定である。
クラスタ内の他のノードがシステム・ディスクのサービスに関してこの
システムに依存している場合は，この設定が重要である。この設定は，
障害が発生しているリモート・システムのシステム・ディスクに対し
て， I/Oを実行しようとしたときに発生する可能性のある不明瞭な競合
の問題を防止する。

ビット 3 (8) ビット 0によって指定されるサービスを制限する。システムの割り当て
クラス (ALLOCLASSパラメータ)によって設定される割り当てクラス
と異なる割り当てクラスが割り当てられているディスクを除き，他のす
べてのディスクがサービスされる。

これは V7.2より前のバージョンの動作である。 OpenVMS V7.1-xまた
はそれ以前のバージョンを稼動しているシステムがクラスタに含まれて
おり，使用可能なすべてのディスクをサービスする場合は，このビット
とビット 0をセットする必要があるため，値として 9を指定しなければ
ならない。

ビット 4
(15)

デフォルトではビット 4は設定されず， DUDRIVERは 9999より大き
なユニット番号のデバイスのサービスを行います。クライアント側で
は，MSCP_SERVE_ALLパラメータでビット 4が設定されている場合
(10000バイナリ)，クライアントはユニット番号 9999より大きなデバイ
スのサービスを拒否し，それまでの動作を維持します。

現在，サービスの種類はビット・マスクとして実装されているが，ビット 0とビット 1
によって指定される 0， 1， 2という値は元の意味のままである。

• 0 —どのディスクもサービスしない (以前の OpenVMSバージョンのデフォルト)。

• 1 —使用可能なすべてのディスクをサービスする。

• 2 —ローカル接続 (HSxおよび DSSI以外の)のディスクだけをサービスする。

MSCP_LOADシステム・パラメータが 0の場合は，MSCP_SERVE_ALLは無視され
る。このシステム・パラメータの詳細については，第 6.3.1項を参照。

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

NISCS_CONV_
BOOT

OpenVMS Clusterサテライトとしてブートするときに，コンピュータで会話型ブート
ストラップを有効にするかどうかを指定する。デフォルト値は 0であり，会話型ブート
ストラップが無効であることを指定する。値が 1の場合は，会話型ブートストラップが
有効になる。

NISCS_LAN_
OVRHD

OpenVMSバージョン 7.3から，このパラメータは使用できない。このパラメータは以
前のバージョンでは， LANパケットに外部の暗号化デバイスに使用される暗号化フィ
ールド用の領域を確保。 PEDRIVERは現バージョンから，外部の暗号化デバイスに必
要なパケット・サイズの縮小を含め， LANパスが配布できる最大パケット・サイズを
自動的に決定する。

NISCS_LOAD_PEA0 ローカル・エリア・ネットワーク (LAN)あるいは IPでクラスタ通信を有効にするため
に，ポート・ドライバ (PEDRIVER)をロードするかどうかを指定する。デフォルト値
は 0であり，ドライバはロードされない。

注意: NISCS_LOAD_PEA0パラメータを 1に設定する場合は， VAXCLUSTERシ
ステム・パラメータを 2に設定しなければならない。このようにすると， OpenVMS
Cluster内の共用リソースへのアクセスを調整することができ，データが誤って破壊さ
れるのを防止できる。

(次ページに続く)
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A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

NISCS_MAX_PKTSZ LANネットワークで NISCAが送信する最大パケットのユーザ・データ・エリアのサ
イズの上限をバイトで指定する。

NICSC_MAX_PKTSZにより，システム管理者はネットワーク通信パス上のクラスタ
通信に使用するパケット・サイズを変更できる。 PEDRIVERは，システムに接続され
ている仮想サーキットで使用できる最大パケット・サイズをこのパラメータで設定した
上限までサポートするように，メモリを自動的に割り当てる。

デフォルト値は， OpenVMS Integrityと OpenVMS Alphaで異なる。

Integrityおよび Alphaでは，性能を最適化するために，デフォルト値は OpenVMSが
現在サポートしている最大パケット・サイズとなっている。

PEDRIVERは， LANあるいは IPパケットの最大送信データ量を計算するため，以下
のように NISCS_MAX_PKTSZを使用する。

LAN パケット・サイズ <= LAN ヘッダ (イーサネット形式でパディング)
+ NISCS_MAX_PKTSZ
+ NISCS チェックサム (データ・チェックが有効な場合のみ)
+ LAN CRC またはFCS

PEDRIVERで自動的に使用する実際のパケット・サイズは，以下のいずれかの理由か
ら NISCS_MAX_PKTSZの上限よりも小さくなることがある。

• LANパス単位で，ローカルおよびリモート LANアダプタや，介在する LAN機器
を含め 2つのノード間の LANパスではもっと小さいサイズでしか送信できないと
PEDRIVERが判断した場合。

つまり，ラージ・パケット LAN機器によりエンド・ツー・エンド接続された，ラ
ージ・パケット LANアダプタを接続しているノードのみ，ラージ・パケットを使
用できる。ラージ・パケット LANに接続されていても，エンド・ツー・エンドの
パスにイーサネット・セグメントを含んでいるノードでは，イーサネット・パケッ
トのパケット・サイズ (1498バイト)に制限される。

• 性能の理由により， PEDRIVERは非ページング・ルックアサイド・リストからパ
ケットを割り当てることができるように，パケット・サイズの上限をさらに設ける
こともある。

実際のメモリ割り当てには，実際の LANパケットに加えて， PEDRIVERおよび LAN
ドライバで使用する必要なデータ構造オーバヘッドが含まれる。

以下の表に， LANタイプ毎にサポートされる最大パケット・サイズを使用するのに必
要な NISCS_MAX_PKTSZの最小値を示す。

LANのタイプ NISCS_MAX_PKTSZの最小値

Ethernet 1498

Gigabit Ethernet 8192

10 Gigabit Ethernet 8192

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

いくつかの Gigabit Ethernetアダプタの最大パケット・サイズは NISCS_MAX_
PKTSZの最大値 (8192バイト)よりも大きなことに注意。 Gigabit Ethernet (パケット
サイズは Ethernetよりも大きい)でジャンボフレームを有効にする方法については，
LAN_FLAGSパラメータを参照。

OpenVMS Alpha Version 7.3-2以降で， Broadcom BCM5703チップ (TIGON3)ネ
ットワーク・インタフェース・カード (NIC)である DEGXA Gigabit Ethernetアダ
プタをサポートする。この DEGXA Gigabit Ethernetアダプタの導入により，既存の
Gigabit Ethernetも LANデバイスあるいはクラスタ通信デバイスとして引き続きサポ
ートする。

なお OpenVMS Version 8.4以降では， OpenVMSは UDPプロトコルを使用したクラ
スタ通信に HP TCP/IP Servicesを使用できる。 NISCS_MAX_PKTSZは， LANチャ
ネルのペイロード・サイズにのみ影響を与える。 IPチャネル・ペイロード・サイズの
変更については NISCS_UDP_PKTSZシステム・パラメータの項を参照。

NISCS_PORT_SERV PEDRIVERポート・サービスのフラグ・ビットを提供する。ビット 0と 1 (10進
値 3)は，データ・チェックを有効にする。その他のビットは今後の使用のため
予約されている。 OpenVMSバージョン 7.3-1から， SCACPコマンド SET VC
/CHECKSUMMINGを使用して，特定のノードへの VCのデータ・チェックを指定で
きる。これは実行中のシステムで行うことができる (詳細については，『OpenVMSシ
ステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』の SCACPに関する記述を参
照)。

一方， NISCS_PORT_SERVの設定を変更するには，リブートが必要になる。さら
に，このパラメータは，設定されるノードと，クラスタの他のノードの間のすべての仮
想サーキットに適用される。

NISCS_PORT_SERVには AUTOGEN属性がある。

NISCS_PORT_SERVは PEdriverデータ圧縮を有効にするのに使用できる。 SCACP
の SET VCコマンドで，指定した PEdriver VCによる圧縮データの送信を有効無効に
するための/COMPRESSIONあるいは/NOCOMPRESSION修飾子を使用できる。デ
フォルトは/NOCOMPRESSION。

NISCS_PORT_SERVシステム・パラメータのビット 2を設定することにより， VC
の圧縮の使用を有効にすることも可能。/NOCOMPRESSION修飾子は， NISCS_
PORT_SERVのビット 2の設定のより有効になった圧縮設定を変更しない。詳細は，
『HP OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』および
『HP OpenVMS Availability Manager User’s Guide』の SCACPユーティリティの章
と NISCS_PORT_SERVの説明を参照。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

NISCS_UDP_PKTSZ このパラメータは， IPネットワークで NISCAが送信する最大パレットのユーザ・デ
ータ領域の上限サイズをバイト数で指定する。

システム管理者は NISCS_UDP_PKTSZを使用して，ネットワーク通信パス上で IPに
よるクラスタ通信に使用するパケット・サイズを変更できる。

PEDRIVERは NISCS_UDP_PKTSZを使用して，パケットで送信するデータの最大量
を計算する。

IPチャネル上での最大ペイロードは，以下の 3つのパラメータのいずれかで定義され
る。 3つのうち最小の値が有効になる。

• NISCS_UDP_PKTSZ

• 1500バイト

• TCP/IPスタックがサポートするインタフェースの IP_MTU

このパラメータは IPチャネル・ペイロードにのみ影響し， LANチャネル・ペイロー
ドには影響しない。 LANチャネル・ペイロードは NISCS_MAX_PKTSZで制御され
る。

NISCS_USE_UDP NISCS_USE_UDPが 1に設定されている場合， PEdriverは LANドライバに加えて
IPをクラスタ通信に使用する。 1のビット設定は，構成ファイルの IPCI構成情報を
ロードする。これはブート・シーケンス中にロードされる。 SYS$SYSTEM:PE$IP_
CONFIG.DATと SYS$SYSTEM:TCPIPCLUSTER.DATの 2つの構成ファイルが IP
Clusterインターコネクトに使用される。

PASTDGBUF クラスタ・ポート・ドライバの構成ポーラのために，キューに初期登録されるデータグ
ラム受信バッファの数を指定する。この初期値は必要に応じてシステム操作時に拡張さ
れる。

MEMORY CHANNELデバイスはこのパラメータを無視する。

QDSKINTERVAL ディスク・クォーラムのポーリング間隔を秒数で指定する。最大値は 32767，最小値
は 1，デフォルト値は 3である。値を小さくすると，オーバヘッド・コストが高くなる
が，応答性は向上する。

このパラメータは，各クラスタ・コンピュータで同じ値に設定しなければならない。

QDSKVOTES クォーラム・ディスクがクラスタのボーツの総数に貢献するボーツ数を指定する。
最大値は 127，最小値は 0，デフォルト値は 1である。このパラメータは， DISK_
QUORUMが定義されている場合だけ使用される。

RECNXINTERVAL 接続マネージャが別のコンピュータとの間で切断された接続を再び確立する間隔を秒数
で指定する。この時間内に新しい接続を確立できない場合，接続を復旧できないほど大
きな障害があることが宣言され，このコンピュータまたは相手のコンピュータをクラス
タから削除しなければならない。このパラメータ値を小さい値に設定すると，特定のシ
ステム障害に対して迅速に応答できるようになるが，パラメータ値を大きくすると，障
害から復旧できる可能性が高くなる。

このパラメータは，各クラスタ・コンピュータで同じ値に設定しなければならない。ま
た，このパラメータは LANブリッジ障害に対する OpenVMS Clusterシステムの許容
度にも影響する (第 3.2.10項を参照)。

SCSBUFFCNT Integrityサーバおよび Alphaシステムでは必要に応じて SCSバッファが割り当てら
れ， SCSBUFFCNTは OpenVMSでの使用のために予約される。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

SCSCONNCNT Directory Service Listenで使用されるものも含めて，すべてのシステム・アプリケー
ションで使用するために構成されている SCS接続の数の初期値。初期値は必要に応じ
てシステムで拡張される。

SCSポートがシステムで構成されていない場合は，このパラメータは無視される。ど
の SCSハードウェアの組み合わせでも，デフォルト値が適切である。

注意: AUTOGENは， VAXシステムでのみ，このパラメータに関するフィードバッ
クを提供する。

SCSNODE1 コンピュータの名前を指定する。このパラメータは動的でない。

SCSNODEは 6文字以内の文字列として指定する。文字列は引用符で囲む。

コンピュータが OpenVMS Clusterの内部にある場合は，クラスタ内で固有の値を指定
する。ヌル文字列は指定しない。

コンピュータが DECnet for OpenVMSを稼動している場合，値は DECnetノード名と
同じでなければならない。

SCSRESPCNT SCSRESPCNTは，すべてのシステム・アプリケーションで使用するために構成されて
いる応答記述子テーブル・エントリ (RDTE)の総数である。

SCSまたは DSAポートがシステムで構成されていない場合は，このパラメータは無視
される。

SCSSYSTEMID1 コンピュータを識別する番号を指定する。このパラメータは動的ではない。
SCSSYSTEMIDは 48ビットのシステム識別番号の下位 32ビットである。

コンピュータが OpenVMS Clusterの内部にある場合は，クラスタ内で固有の値を指定
しなければならない。

コンピュータが DECnet for OpenVMSを稼動している場合は，以下の公式を使用し
て， DECnetアドレスから値を計算する。

SCSSYSTEMID = (DECnet-area-number * 1024)
+ DECnet-node-number
例: DECnetアドレスが 2.211の場合は，値は以下のように計算される。

SCSSYSTEMID = (2 * 1024) + 211 = 2259
SCSSYSTEMIDH 48ビットのシステム識別番号の上位 16ビットを指定する。このパラメータは 0に設定

しなければならない。将来， OpenVMSで使用するために確保されている。

TAPE_ALLOCLASS コンピュータに接続されているテープ・デバイスのテープ割り当てクラスとして割り当
てられる 0～ 255の数値を指定する。デフォルト値は 0である。

TIMVCFAIL 仮想サーキット障害を検出するのに必要な時間を指定する。デフォルト値を使用するこ
とを推奨する。さらに， CPUの数が 3台以下の OpenVMS Clusterシステムの場合の
み，この値を小さくし，クラスタ内の各コンピュータで同じ値を使用し，クラスタ I/O
に対して専用の LANセグメントを使用することを推奨する。

TMSCP_LOAD TMSCPサーバがロードされるかどうかを制御する。サーバをロードし，使用可能なす
べての TMSCPテープをサービスすることを設定する場合は，値として 1を指定する。
デフォルト設定では，値は 0に設定され，サーバはロードされない。

1コンピュータがクラスタ内の別のコンピュータから認識された後， SCSSYSTEMIDまたは SCSNODEパラメータの値は，
両方を変更するか，またはクラスタ全体をリブートしなければ，変更することができない。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

TMSCP_SERVE_
ALL

テープのサービスを制御する。この設定はシステム・ブート時に有効になる。システム
の稼働中に設定を変更することはできない。

OpenVMSバージョン 7.2以降，サービス・タイプはビット・マスクとして実装される
ようになった。システムが実行するサービスの種類を指定するには，以下の表から適切
な種類を確認して，その値を指定する。一部のシステムでは，割り当てクラスが一致し
ないテープを除き，他のすべてのテープをサービスするなど， 2種類のサービスを指定
しなければならないことがある。このような組み合わせを指定するには，各種類の値を
加算し，合計を指定する。

OpenVMSバージョン 7.1-xまたはそれ以前のバージョンを稼動しているシステムを含
む複合バージョン・クラスタでは，使用可能なすべてのテープのサービスは，システム
の割り当てクラス (バージョン 7.2以前の意味)と一致しない割り当てクラスを持つテー
プを除き，他のすべてのテープのサービスに制限される。この種のサービスを指定する
には，値として 9を使用する (ビット 0とビット 3がセットされる)。

以下の表は，各ビットによって制御されるサービスの種類と 10進数を示している。

ビット
セットした
ときの値 説明

ビット 0 1 使用可能なすべてのテープ (ローカルに接続されているテー
プと， HSxおよび DSSIコントローラに接続されているテ
ープ)をサービスする。ビット 3がセットされていない場合
は，システムの割り当てクラス (ALLOCLASSパラメータに
よって設定)と異なる割り当てクラスが割り当てられている
テープもサービスされる。

ビット 1 2 ローカルに接続されている (HSxおよび DSSIコントローラ
に接続されていない)テープをサービスする。

ビット 2 なし 予約。

ビット 3 8 ビット 0によって指定されるサービスを制限する。システム
の割り当てクラス (ALLOCLASSパラメータによって設定)
と異なる割り当てクラスが割り当てられているテープを除
き，他のすべてのテープをサービスする。

これはバージョン 7.2以前の動作である。クラスタに
OpenVMSバージョン 7.1-xまたはそれ以前のバージョンを
稼動するシステムが含まれており，使用可能なすべてのテー
プをサービスする場合は，このビットとビット 0をセットし
た結果である 9を指定しなければならない。

ビット 4 15 デフォルトではビット 4は設定されない。このため，
TUDRIVERはユニット番号が 9999より大きなデバイスを
受け入れる。クライアント側で TMSCP_SERVE_ALLパラ
メータでビット 4が設定されている場合 (10000バイナリ)，
そのクライアントは 9999よりも大きなユニット番号のデバ
イスを拒否し，それまでの動作がそのまま適用される。

サービスの種類はビット・マスクとして実装されるようになったが，ビット 0とビット
1によって指定される 0， 1， 2という値は元の意味のままである。

• 0 —どのテープもサービスしない (OpenVMSの以前のバージョンのデフォルト)。

• 1 —使用可能なすべてのテープをサービスする。

• 2 —ローカルに接続されている (HSxおよび DSSIコントローラに接続されていな
い)テープだけをサービスする。

TMSCP_LOADシステム・パラメータが 0の場合は， TMSCP_SERVE_ALLは無視さ
れる。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–1 (続き) 調整可能なクラスタ・システム・パラメータ

パラメータ 説明

VAXCLUSTER コンピュータがクラスタに参加するのか，クラスタを形成するのかを制御する。このパ
ラメータには以下の 3種類の値のいずれかを指定できる。

• 0 —コンピュータがクラスタに参加しないことを指定する。

• 1 — SCSをサポートするハードウェア (CIまたは DSSI)が存在する場合や，
NISCS_LOAD_PEA0が 1に設定されている場合，つまり，ローカル・エリア・ネ
ットワーク (LAN)あるいは IPでクラスタ通信が有効に設定されている場合，コン
ピュータがクラスタに参加しなければならないことを指定する。

• 2 —コンピュータがクラスタに参加しなければならないことを指定する。

クラスタ内で動作するコンピュータでは，このパラメータを必ず 2に設定しなければな
らず， UDAディスク・コントローラからブートされ，クラスタに参加しないコンピュ
ータでは 0，それ以外のコンピュータでは 1 (デフォルト)に設定しなければならない。

注意: NISCS_LOAD_PEA0システム・パラメータが 1に設定されている場合，
VAXCLUSTERパラメータは 2に設定しなければならない。このようにすると，
OpenVMS Clusterシステム内の共用リソースへのアクセスが調整され，データが誤っ
て破壊されるのを防止できる。 NISCS_LOAD_PEA0パラメータが 1に設定されてい
て， VAXCLUSTERパラメータが 0に設定されている場合，共用リソースでデータが
破壊される可能性がある。

VOTES コンピュータがクォーラムに貢献するボーツ数を指定する。デフォルトは 1である。

表 A–2は，どのような場合も調整が必要ないシステム・パラメータを示しています。
これらのパラメータは，システムのデバッグで使用するためにだけ提供されているも
のです。弊社のサポート担当から特に指示された場合を除き，これらのパラメータを
変更しないでください。これらのパラメータを誤って調整すると，クラスタ障害が発
生することがあります。

表 A–2 OpenVMSでのみ使用するために確保されているクラスタ・システム・パラメータ (Integrity
および Alpha)

パラメータ 説明

MC_SERVICES_P1 (動的) このパラメータの値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノー
ドで同じでなければならない。

MC_SERVICES_P5 (動的) このパラメータは，デフォルト値の 8000000から変更してはならない。このパ
ラメータの値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同
じでなければならない。

MC_SERVICES_P8 (静的) このパラメータは，デフォルト値の 0から変更してはならない。このパラメータ
の値は，MEMORY CHANNELで接続されているすべてのノードで同じでなけ
ればならない。

MPDEV_D1 マルチパス・システム・パラメータ。

(次ページに続く)
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クラスタ・システム・パラメータ
A.1パラメータ値

表 A–2 (続き) OpenVMSでのみ使用するために確保されているクラスタ・システム・パラメータ
(Integrityおよび Alpha)

パラメータ 説明

PE4 SYSGENパラメータ PE4は， PEDRIVERドライバの重要なパラメータを調整
するのに使用される。 PE4値は，以下のようなパラメータが含まれます。

パラメータ PE4ビット デフォルト 単位

Listen Timeout <7:0> 8 秒

HELLO Interval <15:8> 30 0.1秒 (100ms)

CC Ticks/Second <23:16> 50

Piggyback Ack Delay <31:24> 10 0.01秒 (10ms)

これらのパラメータはデフォルト値を使用することをお勧めします。また，変更
する場合は HPサポートに相談することをお勧めします。

PRCPOLINTERVAL 接続マネージャやMSCPディスクなどの SCSアプリケーションを他のコンピュ
ータから検索するために使用されるポーリング間隔を秒数で指定する。各コンピ
ュータは各間隔で最大 1回ずつポーリングされる。

このパラメータの値を小さくすると，ポーリング・オーバヘッドが高くなるが，
新しいコンピュータやサーバが検出されるまでの時間を短縮できる。

SCSMAXMSG 1つの連続したメッセージに含まれるシステム・アプリケーション・デー
タの最大バイト数。 1つのメッセージが消費する物理メモリ・サイズは，
SCSMAXMSGの値にバッファ管理のオーバヘッドを加算した値である。

システムで SCSポートが構成されていない場合は，このパラメータは無視され
る。

SCSMAXDG 1つのデータグラムに含まれるアプリケーション・データの最大バイト数を指定
する。

システムで SCSポートが構成されていない場合は，このパラメータは無視され
る。

SCSFLOWCUSH 新しい受信バッファをリモート SCSに通知するために， SCSが開始する受信バ
ッファの下限値を指定する。各接続に対して， SCSは使用可能な受信バッファ
の数を追跡する。 SCSは，この値を接続のリモート側の SCSに通信する。しか
し，新しい受信バッファが追加されるたびに， SCSがこの操作を実行する必要
はない。このような場合，受信バッファの数が SCSFLOWCUSHの値以下であ
れば， SCSは新しい受信バッファをリモート SCSに通知する。

システムで SCSポートが構成されていない場合は，このパラメータは無視され
る。
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B
共通ファイルの作成

ここでは，コンピュータ固有の利用者登録ファイル (UAF)から共通のファイルを作成
するガイドラインを示します。また， RIGHTSLIST.DATファイルのマージについて
も説明します。

コンピュータ固有の登録ファイルの設定方法については，『OpenVMSシステム・セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。

B.1 共通のSYSUAF.DATファイルの作成

共通の SYSUAF.DATファイルを作成するには，表 B–1の手順に従います。

表 B–1 共通の SYSUAF.DATファイルの作成

手順 操作

1 各コンピュータで SYSUAF.DATのリストを印刷する。このリストを印刷するには，
AUTHORIZEを起動し，以下に示すように AUTHORIZEコマンド LISTを指定する。

$ SET DEF SYS$SYSTEM
$ RUN AUTHORIZE
UAF> LIST/FULL [*,*]

(次ページに続く)
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共通ファイルの作成
B.1共通の SYSUAF.DATファイルの作成

表 B–1 (続き) 共通の SYSUAF.DATファイルの作成

手順 操作

2 リストを利用して，各コンピュータのアカウントを比較する。リスト上で必要な変更をマー
クする。以下の例を参照。

• 不要なアカウントは削除する。

• UICが適切に設定されているかどうか確認する。

ユーザ UIC

クラスタ内の各ユーザ・アカウントを調べ，固有の利用者識別コード (UIC)が割
り当てられているかどうか確認する。たとえば， OpenVMS Clusterメンバであ
る VENUSに JONESというユーザ・アカウントがあり，MARSコンピュータの
SMITHというユーザ・アカウントと同じ UICが割り当てられているとする。コン
ピュータ VENUSとMARSが結合されてクラスタを形成すると，同じ UICを持つ
アカウント JONESと SMITHがクラスタ環境内に存在するようになる。これらの
アカウントの UICが区別されなければ，各ユーザはクラスタ内のさまざまなオブジ
ェクトに対して同じアクセス権を保有するようになる。この場合，各アカウントに
固有の UICを割り当てる必要がある。

グループ UIC

同じ種類の作業を実行するアカウントには，同じグループ UICを割り当てるように
する。おそらくシングル・コンピュータ環境内のアカウントはこの規則に従ってい
る。しかし，クラスタ内で同じ作業を実行するユーザ・グループが各コンピュータ
にあり，それぞれのローカル・コンピュータで固有のグループ UICが割り当てられ
ている可能性がある。規則として，特定の作業カテゴリのグループ UICは，クラス
タ内の各コンピュータで同一でなければならない。たとえば， VENUSのデータ入
力アカウントには，MARSのデータ入力アカウントと同じグループ UICを割り当
てなければならない。

注意: 特定のユーザの UICを変更する場合，そのユーザの既存のファイルおよびディレ
クトリの所有者 UICも変更しなければならない。このような変更を行うには， DCLコ
マンド SET FILEと SET DIRECTORYを使用する。これらのコマンドの詳細について
は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照。

3 マスタ SYSUAF.DATとして， 1台のコンピュータから SYSUAF.DATファイルを選択す
る。

注意: Alphaシステムでの SYSUAFプロセス制限やクォータの設定については,『A
Comparison of System Management on OpenVMS AXP and OpenVMS VAX』1を参照。

1このマニュアルはアーカイブとして保管されているが， OpenVMS Documentation CD-ROMに
PostScript形式で格納されている。

(次ページに続く)
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B.1共通の SYSUAF.DATファイルの作成

表 B–1 (続き) 共通の SYSUAF.DATファイルの作成

手順 操作

4 マスタ SYSUAF.DATを所有しているコンピュータで Convertユーティリティ (CONVERT)
を実行することにより，他のコンピュータの SYSUAF.DATファイルをマスタ SYSUAF.DAT
にマージする (CONVERTの詳細については，『OpenVMS Record Management Utilities
Reference Manual』を参照)。 CONVERTを使用してファイルをマージするには，
CONVERTを実行するコンピュータから各 SYSUAF.DATファイルにアクセスできなけ
ればならない。

構文: UAFをマスタ SYSUAF.DATファイルにマージするには，以下の形式で CONVERT
コマンドを指定する。

CONVERT SYSUAF1,SYSUAF2,...SYSUAFn MASTER_SYSUAF
特定のユーザ名が複数のソース・ファイルに指定されている場合，マージされたファイルに
は，最初に検出された名前だけが登録される。

例: 以下のコマンドの例では， 2つの入力ファイルの内容を組み合わせて，新しい
SYSUAF.DATファイルが作成される。

$ SET DEFAULT SYS$SYSTEM
$ CONVERT/MERGE [SYS1.SYSEXE]SYSUAF.DAT, -
_$ [SYS2.SYSEXE]SYSUAF.DAT SYSUAF.DAT
この例の CONVERTコマンドは，[SYS1.SYSEXE]SYSUAF.DATファイル
と[SYS2.SYSEXE]SYSUAF.DATファイルのレコードをローカル・コンピュータの
SYSUAF.DATファイルに追加する。

CONVERTを実行した後，他の SYSUAF.DATファイルのレコードを含むマスタ
SYSUAF.DATが作成される。

5 各コンピュータの SYSUAF.DATファイルの初期リストでマークした変更に従って，
AUTHORIZEを使用してマスタ SYSUAF.DATでアカウントを変更する。

6 マスタ SYSUAF.DATファイルを SYS$COMMON:[SYSEXE]に格納する。

7 ノード固有のすべての SYSUAF.DATファイルを削除する。

B.2 RIGHTSLIST.DATファイルのマージ

RIGHTSLIST.DATファイルをマージしなければならない場合は，以下のコマンドを
使用します。

$ ACTIVE_RIGHTSLIST = F$PARSE("RIGHTSLIST","SYS$SYSTEM:.DAT")
$ CONVERT/SHARE/STAT ’ACTIVE_RIGHTSLIST’ RIGHTSLIST.NEW
$ CONVERT/MERGE/STAT/EXCEPTION=RIGHTSLIST_DUPLICATES.DAT -
_$ [SYS1.SYSEXE]RIGHTSLIST.DAT, [SYS2.SYSEXE]RIGHTSLIST.DAT RIGHTSLIST.NEW
$ DUMP/RECORD RIGHTSLIST_DUPLICATES.DAT
$ CONVERT/NOSORT/FAST/STAT RIGHTSLIST.NEW ’ACTIVE_RIGHTSLIST’

この例に示したコマンドは，OpenVMS Clusterの 2台のコンピュータの
RIGHTSLIST.DATファイルを現在のデフォルト・ディレクトリのマスタ
RIGHTSLIST.DATファイルに追加します。 RIGHTSLIST.DATファイルの作成
と管理の詳細については，システムのセキュリティ・ガイドを参照してください。
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C
クラスタのトラブルシューティング

C.1 コンピュータ障害の診断

ここでは，以下のトラブルシューティング操作を実行するのに役立つ情報をまとめま
す。

• コンピュータのブートまたはクラスタへの参加での障害

• クラスタのハング

• CLUEXITバグチェック

• ポート・デバイスの問題

C.1.1 予備チェックリスト

診断手順を開始する前に，以下の確認を行ってください。

• すべてのクラスタ・ハードウェア・コンポーネントが正しく接続されており，正
しく動作しているかどうか確認します。

• 『OpenVMS Cluster Software Software Product Description (SPD 29.78.xx)』
に指定されている要件に従って，OpenVMS Clusterコンピュータとマス・スト
レージ・デバイスが構成されていることを確認します。

• サテライトをクラスタに追加する場合は，『OpenVMS Cluster Software SPD』
に指定されている要件に従って， LANが構成されていることを確認しなければ
なりません。また，第 4章で説明した手順に従って，ネットワークを正しく構成
し，起動したかどうかも確認しなければなりません。

予備チェックを実行し，必要に応じて適切な処置を実行した後，コンピュータがまだ
ブートできなかったり，クラスタに参加できない場合は， C.2～ C.3項の手順に従っ
て，障害からの回復を試みてください。

C.1.2 ブート・イベント・シーケンス

診断手順と回復手順を効果的に実行するには，コンピュータがブートし，クラスタに
参加するときに，どのようなイベントが実行されるかを理解しておく必要がありま
す。ここでは，これらのイベントの概要を示し，コンソールに表示される典型的なメ
ッセージも示します。
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クラスタのトラブルシューティング
C.1コンピュータ障害の診断

発生するイベントは，コンピュータが新しいクラスタにブートされる最初のコンピュ
ータであるのか，アクティブ・クラスタでブートされているのかに応じて異なりま
す。また，一部のイベント (パスワードとグループ番号が格納されているクラスタ・
データベースのロードなど)は， LANあるいは IPを利用したOpenVMS Clusterシ
ステムでのみ発生します。

通常のイベント・シーケンスは表 C–1に示すとおりです。

表 C–1 ブート・イベント・シーケンス

手順 操作

1 コンピュータがブートする。コンピュータがサテライトの場合は，以下のようなメッセージ
に，サテライトをダウンライン・ロードしたMOPサーバの名前と LANアドレスが表示され
る。この時点で，サテライトは MOPサーバとの通信を完了しており， OpenVMS Cluster
通信機能を使用してシステム・ディスク・サーバとの通信を続行している。

%VAXcluster-I-SYSLOAD, system loaded from Node X...

ブート中のコンピュータに対して， OpenVMS ‘‘バナー・メッセージ’’が以下の形式で表示さ
れる。

operating-system Version n.n dd-mmm-yyyy hh:mm.ss

2 コンピュータがクラスタを作成するか，またはクラスタに参加しようとすると，以下のメッ
セージが表示される。

waiting to form or join an OpenVMS Cluster system
コンピュータが LANベースの OpenVMS Clusterのメンバである場合は，クラスタ・セキ
ュリティ・データベース (クラスタ・パスワードとグループ番号が格納されている)がロード
される。必要に応じて，MSCPサーバと TMSCPサーバもロードできる。

%VAXcluster-I-LOADSECDB, loading the cluster security database
%MSCPLOAD-I-LOADMSCP, loading the MSCP disk server
%TMSCPLOAD-I-LOADTMSCP, loading the TMSCP tape server
コンピュータが IPベースの OpenVMS Clusterのメンバである場合，クラスタ・セキュリテ
ィ・データベース， MSCPサーバおよび TMSCPサーバとともに， IP構成ファイルもロー
ドされる。

%VMScluster-I-LOADIPCICFG, loading the IP cluster configuration file
%VMScluster-S-LOADEDIPCICFG, Successfully loaded IP cluster configuration file
IPベースのクラスタ通信のために IPインタフェースと TCP/IPサービスが有効にされる。
マルチキャスト・アドレスおよびユニキャスト・アドレスが IPバスWE0のリストに追加さ
れ， Helloパケットを送信します。

%PEA0, Configuration data for IP clusters found
%PEA0, IP Multicast enabled for cluster communication, Multicast address, 224.0.0.3
%PEA0, Cluster communication enabled on IP interface, WE0
%PEA0, Successfully initialized with TCP/IP services
%PEA0, Remote node Address, 16.138.185.68, added to unicast list of IP bus, WE0
%PEA0, Remote node Address, 15.146.235.222, added to unicast list of IP bus, WE0
%PEA0, Remote node Address, 15.146.239.192, added to unicast list of IP bus, WE0
%PEA0, Hello sent on IP bus WE0
%PEA0, Cluster communication successfully initialized on IP interface , WE0

(次ページに続く)
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クラスタのトラブルシューティング
C.1コンピュータ障害の診断

表 C–1 (続き) ブート・イベント・シーケンス

手順 操作

3 コンピュータがクラスタを検出すると，そのクラスタに参加しようとする。クラスタが検出
されると，接続マネージャは以下の形式で 1つ以上のメッセージを表示する。

%CNXMAN, Sending VAXcluster membership request to system X...
クラスタを検出できない場合，クォーラムを確立できるだけの十分なボーツ数があるとき (つ
まり，十分な数のボーツ・コンピュータがブートされているとき)は，接続マネージャはクラ
スタを作成する。

4 ブート・コンピュータがクラスタに参加すると，接続マネージャは以下の形式のメッセージ
を表示する。

%CNXMAN, now a VAXcluster member -- system X...
コンピュータのブート中にクォーラムが失われた場合や，コンピュータが 2分間のブート中
にクラスタに参加できない場合は，接続マネージャは以下のようなメッセージを表示する。

%CNXMAN, Discovered system X...
%CNXMAN, Deleting CSB for system X...
%CNXMAN, Established "connection" to quorum disk
%CNXMAN, Have connection to system X...
%CNXMAN, Have "connection" to quorum disk
最後の 2つのメッセージは，すでに確立されている接続を示している。

5 クラスタにクォーラム・ディスクが含まれている場合は，以下のメッセージも表示されるこ
とがある。

%CNXMAN, Using remote access method for quorum disk
%CNXMAN, Using local access method for quorum disk
最初のメッセージは，ディスクが使用できない状態であるか， MSCPサーバを介してアクセ
スされるために，接続マネージャがクォーラム・ディスクに直接アクセスできないことを示
している。ディスクに直接アクセス可能なクラスタ内の別のコンピュータが，ディスクに対
して信頼性のある接続が確立されているかどうかを確認しなければならない。

2番目のメッセージは，接続マネージャがクォーラム・ディスクに直接アクセスでき，ディ
スクに直接アクセスできないコンピュータにディスクの状態情報を提供できることを示して
いる。

注意: クォーラム・ディスクがまだ構成されていないために，最初は接続マネージャがクォ
ーラム・ディスクを確認できないことがある。その場合，接続マネージャは，最初はリモー
ト・アクセスを使用し，後でローカル・アクセスに切り換える。

6 コンピュータがクラスタに参加した後，通常のスタートアップ・プロシージャが実行され
る。最初に実行される機能の 1つとして， OPCOMプロセスが起動される。

%%%%%%%%%%% OPCOM 15-JAN-1994 16:33:55.33 %%%%%%%%%%%
Logfile has been initialized by operator _X...$OPA0:
Logfile is SYS$SYSROOT:[SYSMGR]OPERATOR.LOG;17

%%%%%%%%%%% OPCOM 15-JAN-1994 16:33:56.43 %%%%%%%%%%%
16:32:32.93 Node X... (csid 0002000E) is now a VAXcluster member

7 他のコンピュータがクラスタに参加すると， OPCOMは以下のようなメッセージを表示す
る。

%%%%% OPCOM 15-JAN-1994 16:34:25.23 %%%%% (from node X...)
16:34:24.42 Node X... (csid 000100F3)

received VAXcluster membership request from node X...

この後，スタートアップ・プロシージャが続行されると，さまざまなメッセージが表
示され，スタートアップ・イベントが報告されます。
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ヒント: トラブルシューティングのために，スタートアップ・プロセスの各フェー
ズ，たとえばディスクのマウントやキューの起動などを報告するメッセージをサイト
固有のスタートアップ・プロシージャに指定することができます。

C.2 サテライトのブート障害

サテライトを正しくブートするには，サテライトが LANあるいは IPを介してMOP
サーバと通信しなければなりません。この通信を確認するには，DECnetイベント・
ログ機能を使用できます。以下の操作を実行してください。

手順 操作

1 MOPサーバにシステム管理者としてログインする。

2 管理レイヤ・イベントのイベント・ロギングがまだ有効に設定されていない場合は，以下の
NCPコマンドを入力して有効にする。

NCP> SET LOGGING MONITOR EVENT 0.*
NCP> SET LOGGING MONITOR STATE ON

3 以下の DCLコマンドを入力して，ダウンライン・ロード・イベントを報告する DECnetメ
ッセージをターミナルが受信できるようにする。

$ REPLY/ENABLE=NETWORK
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手順 操作

4 サテライトをブートする。サテライトと MOPサーバが通信でき，すべてのブート・パラメ
ータが正しく設定されている場合は，以下のようなメッセージが MOPサーバのターミナル
に表示される。

DECnet event 0.3, automatic line service
From node 2.4 (URANUS), 15-JAN-1994 09:42:15.12
Circuit QNA-0, Load, Requested, Node = 2.42 (OBERON)
File = SYS$SYSDEVICE:<SYS10.>, Operating system
Ethernet address = 08-00-2B-07-AC-03

DECnet event 0.3, automatic line service
From node 2.4 (URANUS), 15-JAN-1994 09:42:16.76
Circuit QNA-0, Load, Successful, Node = 2.44 (ARIEL)
File = SYS$SYSDEVICE:<SYS11.>, Operating system
Ethernet address = 08-00-2B-07-AC-13

場合 対処法

サテライトが MOPサーバ (VAX
または Alpha)と通信できない。

そのサテライトに対するメッセージは表示されない。
LANケーブル接続またはアダプタ・サービスに問題があ
ると考えられる。

DECnetデータベースにサテラ
イトのデータが正しく指定され
ていない (たとえば，ハードウェ
ア・アドレスが不正である)。

以下のようなメッセージに正しいアドレスが表示され，
ロードが要求されたことが示される。

DECnet event 0.7, aborted service
request

From node 2.4 (URANUS) 15-JAN-1994
Circuit QNA-0, Line open error
Ethernet address=08-00-2B-03-29-99
ノード名，ノード・アドレス，システム・ルートが表示
されていないことに注意する。

サテライト・ブートのトラブルシューティングについては， C.2.2～ C.2.5項を参照
してください。トラブルシューティングの説明では，システム・パラメータが正しく
設定されているかどうか確認することが頻繁に求められます。

C.2.1 接続メッセージの表示

会話型ブートで接続メッセージの表示を有効にするには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 サテライトの NISCS_CONV_BOOTシステム・パラメータを 1に設定することにより，会
話型ブートを有効に設定する。 Integrityおよび Alphaシステムでは，ディスク・サーバの
システム・ルートで I64VMSSYS.PARファイルおよび ALPHAVMSSYS.PARファイルをそ
れぞれ更新する。
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手順 操作

2 会話型ブートを実行する。

Integrityおよび Alphaシステムでは，コンソールから以下のコマンドを入力する。

>>> b -flags 0,1
VAXシステムでは，レジスタ R5のビット<0>をセットする。たとえば， VAXstation 3100
システムでは，コンソールから以下のコマンドを入力する。

>>> B/1
3 接続メッセージを確認する。

サテライト・ブートで接続メッセージを表示して，大規模なクラスタのどのシステムがブー
ト・プロセスでクラスタ・サテライトにシステム・ディスクをサービスしているかを判断す
る。ブートの問題が発生した場合は，この表示を利用することで，システム・ディスクを現
在サービスしているシステムの問題を切り分けるのに役立つ。その後，サーバ・システムに
複数の LANアダプタがある場合は，特定の LANアダプタを切り分けることができる。

4 LANアダプタを切り分ける。

LANアダプタを切り分けるには， 1つのアダプタだけが接続された状態でリブートを行う。
つまり，サーバ・システムで 1つの LANアダプタを除き，他のすべてのアダプタを切断
し，サテライトをリブートする。そのアダプタがシステム・ディスク・サーバに接続されて
いるときに，サテライトが正しくブートされる場合は，他の LANアダプタに対しても同じ手
順を実行する。問題のあるアダプタを突き止めることができるまで，この操作を繰り返す。

C.2.2 OpenVMS Clusterのサテライトのブートに関する一般的なトラブルシュー
ティング

サテライトをブートできない場合は，ここで説明する手順に従って，OpenVMS
Clusterシステムで問題点を診断し，修正します。
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手順 操作

1 ブート・デバイスが使用可能であるかどうか確認する。複数のシステム・ディスクからサテ
ライトがブートされるようなクラスタの場合は，このチェックが特に重要である。

2 DECnetネットワークが起動され，動作しているかどうか確認する。

3 クラスタ・グループ・コードとパスワードを確認する。クラスタ・グループ・コードとパス
ワードは， CLUSTER_CONFIG.COMプロシージャを使用して設定される。

4 正しい OpenVMS Integrityライセンス， OpenVMS Alphaライセンス，および OpenVMS
VAXライセンスをインストールしたかどうか確認する。

5 各サテライト・ノードで，以下のようにシステム・パラメータの値が設定されているかどう
か確認する。

VAXCLUSTER = 2
NISCS_LOAD_PEA0 = 1
NISCS_USE_UDP=0 or 1 based on LAN or IP interconnect
NISCS_LAN_OVRHD = 0
NISCS_MAX_PKTSZ = 14981

SCSNODEはコンピュータの名前である。
SCSSYSTEMIDはコンピュータ識別番号である。
VOTES = 0

SCSパラメータ値は，システム構成に応じて異なる設定になる。

関連項目: これらの SCSパラメータの設定方法については，付録 Aを参照。

1 Ethernetアダプタの場合， NISCS_MAX_PKTSZの値は 1498である。 Gigabit Ethernetおよび 10
Gb Eithernetアダプタの場合，この値は 8192である。
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手順 操作

ブートできないサテライト・ノードでシステム・パラメータ値を確認するには， OpenVMS
Clusterで実行中のシステムのうち，サテライト・ノードのローカル・ノードにアクセスでき
るシステムで， SYSGENユーティリティを起動する (SYSGENユーティリティは，同じ種
類のオペレーティング・システムを稼動しているノードから起動しなければならない。たと
えば， Alphaサテライト・ノードをトラブルシューティングする場合は， Alphaシステムで
SYSGENユーティリティを実行しなければならない)。システム・パラメータが以下のよう
に設定されているかどうか確認する。

手順 操作

A システム・ディスクからサテライト・ノードのローカル・ルートを検索する。
以下の例は， DECnet for OpenVMSを実行している Alphaシステムの例であ
る。

$ MCR NCP SHOW NODE HOME CHARACTERISTICS

Node Volatile Characteristics as of 10-JAN-1994 09:32:56

Remote node = 63.333 (HOME)

Hardware address = 08-00-2B-30-96-86
Load file = APB.EXE
Load Assist Agent = SYS$SHARE:NISCS_LAA.EXE
Load Assist Parameter = ALPHA$SYSD:[SYS17.]
この例のローカル・ルートは ALPHA$SYSD:[SYS17.]である。

関連項目: NCLコマンドを使用する場合については， DECnet-Plusのマニュ
アルを参照。

B システム・プロンプトに対して SHOW LOGICALコマンドを入力して，
ALPHA$SYSDの論理名を変換する。

$ SHO LOG ALPHA$SYSD
"ALPHA$SYSD" = "$69$DUA121:" (LNM$SYSTEM_TABLE)

C サテライトのローカル・ディスクにアクセスできるシステムで，
SYSGENユーティリティを起動する (この例では，パラメータ・ファイル
I64VMSSYS.PARあるいは ALPHAVMSSYS.PARを使用して Integrityシス
テムあるいは Alphaシステムで SYSGENユーティリティを起動します)。以
下の例は，サテライト・ノードのローカル・ルートにあるシステム・パラメ
ータ・ファイルを使用して， SYSGENコマンド USEを入力し，その後，
SHOWコマンドを入力して問題のパラメータを確認する方法を示している。

$ MCR SYSGEN

SYSGEN> USE $69$DUA121:[SYS17.SYSEXE]ALPHAVMSSYS.PAR
SYSGEN> SHOW VOTES
Parameter
Name Current Default Min. Max. Unit Dynamic
--------- ------- ------- --- ----- ---- -------
VOTES 0 1 0 127 Votes
SYSGEN> EXIT
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C.2.3 MOPサーバのトラブルシューティング

MOPサーバの問題を診断し，修正するには，ここで説明する手順を実行します。

手順 操作

1 第 C.2.2項で説明した手順を実行する。

2 NCPサーキットの状態がオンであるかどうかと，サービスが有効に設定されているかどうか
を確認する。以下のコマンドを入力して NCPユーティリティを実行し， NCPサーキットの
状態を確認する。

$ MCR NCP
NCP> SHOW CIRCUIT ISA-0 CHARACTERISTICS

Circuit Volatile Characteristics as of 12-JAN-1994 10:08:30

Circuit = ISA-0

State = on
Service = enabled
Designated router = 63.1021
Cost = 10
Maximum routers allowed = 33
Router priority = 64
Hello timer = 15
Type = Ethernet
Adjacent node = 63.1021
Listen timer = 45

3 サービスが有効に設定されていない場合は，以下のような NCPコマンドを入力して，有効に
設定することができる。

NCP> SET CIRCUIT circuit-id STATE OFF
NCP> DEFINE CIRCUIT circuit-id SERVICE ENABLED
NCP> SET CIRCUIT circuit-id SERVICE ENABLED STATE ON
DEFINEコマンドはパーマネント・データベースを更新し，ネットワークを次回起動すると
きに，サービスが有効に設定されるようにする。サーキットがオフの間， DECnetトラフィ
ックは中断される。

4 ロード・アシスト・パラメータがシステム・ディスクおよびサテライトのシステム・ルート
を指していることを確認する。

5 サテライトのシステム・ディスクがMOPサーバ・ノードでマウントされているかどうか確
認する。

6 Integrityサーバ・システムあるいは Alphaシステムで，ロード・ファイルが APB.EXEで
あることを確認する。

7 MOPブートの場合，サテライト・ノードのパラメータ・ファイル (Integrityおよ
び Alphaコンピュータの場合は ALPHAVMSYS.PAR， VAXコンピュータの場合は
VAXVMSSYS.PAR)がサテライト・システム・ルートの[SYSEXE]ディレクトリに格納
されていなければならない。

8 CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイルがサテライト・システム・ルート
の[SYSCOMMON.SYSEXE]ディレクトリに格納されていることを確認する。
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C.2.4 ディスク・サーバのトラブルシューティング

ディスク・サーバの問題を診断し，修正するには，ここで説明する操作を実行しま
す。

手順 操作

1 第 C.2.2項で説明した手順を実行する。

2 各サテライト・ノードに対して，以下のシステム・パラメータの値を確認する。

MSCP_LOAD = 1
MSCP_SERVE_ALL = 1

3 システム・ディスクをサービスするディスク・サーバは，ディスクに直接接続されていなけ
ればならない。

C.2.5 サテライト・ブートのトラブルシューティング

サテライト・ブートの問題を診断し，修正するには，ここで説明する操作を実行しま
す。

手順 操作

1 第 C.2.2項，第 C.2.3項，第 C.2.4項で説明した操作を実行する。

2 各サテライト・ノードに対して， VOTESシステム・パラメータが 0に設定されているかど
うか確認する。

3 NCPユーティリティを実行し，以下のコマンドを入力してノード属性を表示することに
より，MOPサーバで DECnetネットワーク・データベースを確認する。以下の例では，
UTAHという Alphaノードに関する情報が表示されている。

$ MCR NCP
NCP> SHOW NODE UTAH CHARACTERISTICS
Node Volatile Characteristics as of 15-JAN-1994 10:28:09

Remote node = 63.227 (UTAH)

Hardware address = 08-00-2B-2C-CE-E3
Load file = APB.EXE
Load Assist Agent = SYS$SHARE:NISCS_LAA.EXE
Load Assist Parameter = $69$DUA100:[SYS17.]
ロード・ファイルは APB.EXEでなければならない。さらに， Alphaノードをブートする場
合，ブート・コマンド・ラインに指定した各 LANアダプタに対して，ロード・アシスト・パ
ラメータが同じシステム・ディスクおよびルート番号を指さなければならない。
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手順 操作

4 NCP表示から以下の情報を確認する。

手順 操作

A ノードの DECnetアドレスを確認する。

B ロード・アシスト・エージェントが SYS$SHARE:NISCS_LAA.EXEであるこ
とを確認する。

C ロード・アシスト・パラメータがサテライト・システム・ディスクと正しいル
ートを指していることを確認する。

D ハードウェア・アドレスがサテライトの Ethernetアドレスと一致することを
確認する。サテライトのコンソール・プロンプトに対して，表 8–3に示した
情報を使用して，サテライトの現在の LANハードウェア・アドレスを取得す
る。

NCPによって表示されたハードウェア・アドレスの値と，サテライトのコ
ンソールに表示されるアドレスを比較する。値は同一でなければならず，
SYS$MANAGER:NETNODE_UPDATE.COMファイルに指定されている値
と一致しなければならない。値が一致しない場合は，適切な調整を行う必
要がある。たとえば，サテライトの LANアダプタを最近交換した場合は，
CLUSTER_CONFIG.COMの CHANGE機能を実行して，適切なMOPサー
バでネットワーク・データベースと NETNODE_UPDATE.COMを更新しなけ
ればならない。

5 会話型ブートを実行して，サテライトのブートでなぜ問題が発生したのか，その正確な理由
を突き止める。会話型ブート・プロシージャでは，ネットワーク・ブートに関する問題を解
決するのに役立つメッセージが表示される。メッセージには，ネットワークの状態情報や，
サテライトとシステム・ディスク・サーバの間の通信プロセスに関する情報が示される。

関係項目: Alphaシステムの場合のブート・メッセージについては，第 C.2.6項を参照。
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C.2.6 Alphaブート・メッセージ (Alphaのみ)

Alphaシステムでは，表 C–2に示したメッセージが表示されます。

表 C–2 Alphaのブート・メッセージ (Alphaのみ)

メッセージ 説明

%VMScluster-I-MOPSERVER, MOP server for downline load was node UTAH

このメッセージには， DECnet MOPダウンライン・ロードを提供するシス
テムの名前が表示される。このメッセージは，MOPロードを実行しているコ
ンソールから，ロードされたイメージに，制御が正しく転送されたことを確認
する。

このメッセージが表示されない場合は，
MOPロードが失敗したか，MOPによって
不正なファイルがダウンライン・ロードされ
たと考えられる。

%VMScluster-I-BUSONLINE, LAN adapter is now running 08-00-2B-2C-CE-E3

このメッセージには，ブート・コマンドに指定された Ethernetまたは FDDI
アダプタの LANアドレスが表示される。複数の LANデバイスをブート・コ
マンド・ラインに指定した場合は，複数行が表示されることがある。ブート・
サテライトは，クラスタ・マルチキャスト・アドレスにメッセージを送信する
ことにより，システム・ディスクを探すことができるようになる。

このメッセージが表示されない場合は， LAN
アダプタが正しく初期化されていない。物理
的なネットワーク接続を確認する。 FDDIの
場合は，アダプタはリング上になければなら
ない。

%VMScluster-I-VOLUNTEER, System disk service volunteered by node EUROPA AA-00-04-00-4C-FD

このメッセージには，サテライト・システム・ディスクをサービスしているシ
ステムの名前が表示される。このシステムは，ブート・サテライトがシステ
ム・ディスクのサーバを探すために送信したマルチキャスト・メッセージに応
答している。

このメッセージが表示されない場合は，以下
の 1つ以上の状況によって問題が発生してい
ると考えられる。

サテライトとブート・サーバの間の
ネットワーク・パスが破壊されている
か，またはローカル・エリア OpenVMS
Clusterマルチキャスト・メッセージを
フィルタリングしている。

システム・ディスクがサービスされてい
ない。

システム・ディスクに格納されている
CLUSTER_AUTHORIZE.DATファイル
が他のクラスタ・メンバのファイルと一
致しない。

%VMScluster-I-CREATECH, Creating channel to node EUROPA 08-00-2B-2C-CE-E2 08-00-2B-12-AE-A2

このメッセージには，ローカル LANアダプタの LANアドレス (最初のアド
レス)と，ネットワークを介して通信パスを形成しているリモート LANアダ
プタの LANアドレス (2番目のアドレス)が表示される。これらのアダプタ
は，ブートのために NISCA仮想サーキットをサポートするのに使用できる。
複数の LANアダプタをブート・コマンド・ラインに指定した場合や，システ
ム・ディスクをサービスしているシステムに複数の LANアダプタが接続され
ている場合は，複数のメッセージが表示されることがある。

これらのメッセージが期待した数だけ表示
されない場合は，アドレスが表示されない
LANアダプタに関連してネットワークの
問題が発生している可能性がある。 Local
Area OpenVMS Cluster Network Failure
Analysis Programを使用して，詳細なトラ
ブルシューティングを行う (第 D.5節を参
照)。

(次ページに続く)
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表 C–2 (続き) Alphaのブート・メッセージ (Alphaのみ)

メッセージ 説明

%VMScluster-I-OPENVC, Opening virtual circuit to node EUROPA

このメッセージには，ブート・プロセスで通信のために使用される NISCA仮
想サーキットを確立したシステムの名前が表示される。ブートでは，この仮想
サーキットを使用して，リモートMSCPサーバに接続される。

%VMScluster-I-MSCPCONN, Connected to a MSCP server for the system disk, node EUROPA

このメッセージには，サテライト・システム・ディスクを実際にサービスして
いるシステムの名前が表示される。

このメッセージが表示されない場合は，シス
テム・ディスクをサービスしていると主張し
たシステムがディスクをサービスすることが
できない状態である。 OpenVMS Clusterの
構成を確認する。

%VMScluster-W-SHUTDOWNCH, Shutting down channel to node EUROPA 08-00-2B-2C-CE-E3 08-00-2B-12-AE-A2

このメッセージには，ローカル LANアダプタの LANアドレス (最初のアド
レス)と，通信できなくなったリモート LANアダプタ LANアドレス (2番目
のアドレス)が表示される。障害の種類に応じて，ブート・システムまたはシ
ステム・ディスクをサービスしているシステムに複数の LANアダプタが接続
されている場合は，複数のメッセージが表示されることがある。

%VMScluster-W-CLOSEVC, Closing virtual circuit to node EUROPA

このメッセージには，名前が表示されたシステムと NISCA通信を実行できな
いことが示される。

%VMScluster-I-RETRY, Attempting to reconnect to a system disk server

このメッセージには，システム・ディスクをサービスしている別のシステムを
探すことが示される。 LANアダプタが再初期化され，すべての通信が再起動
される。

%VMScluster-W-PROTOCOL_TIMEOUT, NISCA protocol timeout

ブート・ノードとリモート・システムの間の接続が切断されたか，またはリモ
ート・システムがブート・システムからの要求に応答しなくなったことを示
す。どちらの場合も，ブート・システムが障害を宣言し，ブート・サーバへの
接続を再確立する。
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C.3 コンピュータがクラスタに参加できない障害

コンピュータがクラスタに参加できない場合は，ここで説明する手順を実行して，原
因を判断します。

C.3.1 OpenVMS Clusterソフトウェアのロードの確認

OpenVMS Clusterソフトウェアがロードされているかどうか確認するには，以下の
操作を行います。

手順 操作

1 第 C.1.2項に示した接続マネージャ (%CNXMAN)メッセージを探す。

2 このようなメッセージが表示されない場合は，おそらくブート時に OpenVMS Clusterソフ
トウェアがロードされていない。会話モードでコンピュータをリブートする。 SYSBOOT>プ
ロンプトに対して， VAXCLUSTERパラメータを 2に設定する。

3 LANまたは複合インターコネクトを介して通信している OpenVMS Clusterシステムの場
合， NISCS_LOAD_PEA0を 1に設定し， VAXCLUSTERを 2に設定する。これらのパラ
メータは，コンピュータの MODPARAMS.DATファイルでも設定しなければならない (会話
モードでコンピュータをブートする方法については，インストール・ガイドおよび操作ガイ
ドを参照)。

4 LAN上の OpenVMS Clusterシステムの場合，クラスタ・セキュリティ・データベース・フ
ァイル (SYS$COMMON:CLUSTER_AUTHORIZE.DAT)が存在することと，このクラスタ
に対して正しいグループ番号を指定したことを確認する (第 10.8.1項を参照)。

C.3.2 ブート・ディスクとルートの確認

コンピュータが正しいディスクおよびシステム・ルートからブートされたかどうかを
確認するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 %CNXMANメッセージが表示され，会話型リブートの後，コンピュータがクラスタに参加
できない場合は，すべてのアクティブ・コンピュータでコンソール出力を確認し， 1台以上
のコンピュータで既知のコンピュータまたはローカル・コンピュータと競合するリモート・
コンピュータを検出したことを示すメッセージが出力されていないかどうか調べる。このよ
うなメッセージは， 2台のコンピュータが同じシステム・ルートからブートされたことを示
している。

2 コンピュータのブートストラップ・コマンド・プロシージャ (コンソール・メディア)を変更
しなければならないことがわかった場合は，クラスタ内ですでに稼動している別のプロセッ
サでこの操作を実行できる。

稼動しているプロセッサのコンソール・メディアを変更するメディアと交換し， Exchange
ユーティリティとテキスト・エディタを使用して，必要な変更を行う。ブート・コマンド・
ファイルの確認と編集の方法については，適切なプロセッサのインストールおよび操作ガイ
ドを参照。

C.3.3 SCSNODEパラメータと SCSSYSTEMIDパラメータの確認

クラスタに参加するには，コンピュータの SCSNODEパラメータと SCSSYSTEMID
パラメータを固有の値に設定しなければなりません。
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手順 操作

1 現在の値が既存の OpenVMS Clusterコンピュータに対して設定した値と重複していないか
どうか確認する。値を確認するには，会話型ブートストラップ操作を実行する。

2 SCSNODEまたは SCSSYSTEMIDの値が固有の値でない場合は，以下のいずれかの操作を
行う。

• 両方の値を変更する。

• 他のすべてのコンピュータをリブートする。

注意: 値を変更するには，会話型ブートストラップ操作を実行する。しかし，将来のブ
ートストラップ操作が信頼性の高い方法で行われるようにするには，コンピュータの
MODPARAMS.DATファイルでこれらのパラメータに対して適切な値を指定する。

変更するパラメータ 操作

SCSNODEパラメータ DECnetノード名も変更する。これは，両方の名前が
同じでなければならないからである。

以前に OpenVMS Cluster
のメンバであったノードの
SCSNODEパラメータまたは
SCSSYSTEMIDパラメータ

DECnetノード番号も変更する。これは，両方の値が
同じでなければならないからである。クラスタ全体を
リブートする。

C.3.4 クラスタ・セキュリティ情報の確認

クラスタ・グループ・コードとパスワードを確認するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 データベース・ファイル SYS$COMMON:CLUSTER_AUTHORIZE.DATが存在するかどう
か確認する。

2 複数のシステム・ディスクを使用しているクラスタの場合は，各システム・ディスクに対し
て正しい (同じ)グループ番号とパスワードが指定されているかどうか確認する。

関連項目: SYSMANユーティリティを使用してグループ番号を表示し， CLUSTER_
AUTHORIZE.DATファイルでパスワードを再設定する方法については，第 10.8節を参照。

C.4 スタートアップ・プロシージャの完了障害

コンピュータがブートされ，クラスタに参加した後，スタートアップ・プロシージャ
が完了する前に，つまり，システムにログインする前に，ハングしているように見え
る場合は，スタートアップ・プロシージャを実行できるだけの十分な時間を確保した
かどうか確認します。
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状態 対処法

サイトで標準的な時間が経過した
後も，スタートアップ・プロシー
ジャを完了できない。

OpenVMS Clusterの別のコンピュータからプロシージャにアクセス
し，適切な調整を行う。たとえば，必要なすべてのデバイスが構成
され，使用可能な状態であるかどうか確認する。 NPAGEDYNやペ
ージ・ファイル領域など，システム・リソースが不足しているため
に，このような障害が発生することもある。

NPAGEDYNパラメータの値が小
さすぎないかどうか確認する。

会話型ブートストラップ操作を実行して，このパラメータの値を大
きくする。 SYSBOOTを使用して現在の値を確認し，値を 2倍にす
る。

ページ・ファイル領域が不足
している可能性があり，別の
OpenVMS Clusterコンピュータ
を利用できる。

そのコンピュータにログインし， System Generationユーティリテ
ィ (SYSGEN)を使用して，問題のコンピュータに対して適切なペー
ジ・ファイル領域を提供する。

注意: ブート・コンピュータでページ・ファイル領域が不足すると，
他のコンピュータがハングすることがある。

以上の調整を行っても，コンピュ
ータがスタートアップ・プロシー
ジャを完了できない。

コンパックのサポート担当者に連絡する。

C.5 LANコンポーネント障害の診断

LANコンポーネント障害 (たとえば LANブリッジの破損)が発生したときのトラブ
ルシューティングの手法については，第D.5節を参照してください。その付録では，
Local Area OpenVMS Cluster Network Failure Analysis Programを使用する方法
についても説明しています。

断続的に LANコンポーネント障害 (たとえばパケットの損失)が発生すると， SCS
(System Communications Services)メッセージをOpenVMS Clusterの他のノード
に配布しているNISCAトランスポート・プロトコルで問題が発生する可能性があり
ます。 LANアナライザ・ツールを使用してトラブルシューティングを行う方法と，
このツールを使用する場合の必要条件については，付録 Fを参照してください。

C.6 クラスタのハングの診断

以下のような状態が発生すると，OpenVMS Clusterコンピュータはプロセスまたは
システム動作を中断します (つまりハングします)。

状態 参照先

クラスタ・クォーラムが失われた。 第 C.6.1項

共用クラスタ・リソースにアクセスできない。 第 C.6.2項

C.6.1 クラスタ・クォーラムが失われた

OpenVMS Clusterのクォーラム・アルゴリズムは，OpenVMS Clusterのコンピ
ュータ間で動作を調整し，共用クラスタ・リソースの整合性を確保します (クオーラ
ム・アルゴリズムの詳細については，第 2章を参照してください)。クラスタ構成が変
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更された場合，たとえばボーツ・コンピュータがクラスタから削除されたり，クラス
タに追加された場合，クォーラムが確認されます。クォーラムが失われると，クラス
タ内のすべてのコンピュータで実行されていたプロセスや I/O動作は停止されます。

クォーラムが失われたことに関する情報と，クォーラムが失われた原因になったクラ
スタ単位のイベントに関する情報がOPCOMプロセスに送信されます。このプロセス
は，指定されたオペレータ・ターミナルにメッセージをブロードキャストします。ま
た，この情報は各コンピュータのオペレータ・コンソール (OPA0)にもブロードキャ
ストされますが，そのターミナルでブロードキャスト動作が明示的に無効に設定され
ている場合は，ブロードキャストされません。しかし，OPCOMがオペレータ・ター
ミナルにメッセージを送信できるようになる前に，クォーラムが失われることもある
ため，OPA0に送信されるメッセージは，クォーラムが失われた原因となったイベン
トに対する最も信頼性の高い情報源です。

クォーラムが失われた場合，ノードを追加するか，ノードをリブートすることによ
り，ボーツ数を追加します。

関連項目: クラスタ・クォーラムについては，第 10.11節も参照してください。

C.6.2 クラスタ・リソースにアクセスできない

共用クラスタ・リソースへのアクセスは，分散ロック・マネージャによって調整され
ます。特定のプロセスがリソース (たとえば共用データ・ファイル)に対するロックを
獲得すると，そのリソースに対して互換性のないロックを要求したクラスタ内の他の
プロセスは，元のロックが解放されるまで待たなければなりません。元のプロセスが
かなり長い時間にわたってロックを保持している場合，そのロックが解放されるのを
待っている他のプロセスはハングしているように見えることがあります。

場合によっては，システム動作で長期間にわたってリソースに対する制限付きロック
を取得しなければならないことがあります。たとえば，ボリュームの再構築を実行す
るには，システム・ソフトウェアが再構築するボリュームに対して排他的ロックを獲
得します。このロックが保有されている間，他のプロセスはディスク・ボリューム上
で領域を割り当てることができません。このような操作を実行しようとすると，プロ
セスはハングしているように見えることがあります。

システムの操作にとって必要なデータが格納されているファイルへのアクセスは，分
散ロック・マネージャによって調整されます。この理由から，プロセスがこれらのリ
ソースのいずれかに対してロックを取得した後，そのプロセスの処理ができなくなっ
た場合，クラスタはハングしているように見えることがあります。

たとえば，プロセスが書き込みアクセスのためにシステム登録ファイル
(SYS$SYSTEM:SYSUAF.DAT)の一部をロックした場合，この状況が発生する
ことがあります。同じユーザ名や類似したユーザ名を持つアカウントへのログイン
や，そのユーザ名へのメールの送信など，ファイルのその部分へのアクセスが必要な
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操作は，元のロックが解放されるまで実行されません。通常，このロックは迅速に解
放されるため，ユーザがロック操作に気付くことはありません。

しかし，ロックを保有しているプロセスを処理できなくなった場合，他のプロセスも
待ち状態になります。登録ファイルはログイン時に使用され，多くのプロセス生成操
作 (たとえばバッチ・ジョブやネットワーク・ジョブなど)でも使用されるため，クラ
スタ内でブロックされたプロセスが急増します。このような状況でも，分散ロック・
マネージャは正常に機能しているため，ブロードキャスト・メッセージや他の手段に
よって問題が発生したことがユーザに通知されることはありません。

C.7 CLUEXITバグチェックの診断

オペレーティング・システムがバグチェック操作を実行するのは，正常なシステム動
作を損なう可能性がある状況や，データの整合性をおかす危険性のある条件を検出し
た場合だけです。CLUEXITバグチェックは，接続マネージャによって開始される一
種のバグチェックです。接続マネージャは，協調動作する OpenVMS Clusterコンポ
ーネントの相互関係を管理する OpenVMS Clusterソフトウェアのコンポーネントで
す。このようなバグチェックの大部分は，ハードウェア障害 (特に通信パスの障害)，
構成エラー，システム管理エラーから発生した状況によって起動されます。

C.7.1 バグチェックの原因になる状況

CLUEXITバグチェックが実行される最も一般的な状況は，以下のとおりです。

可能性のあるバグチェックの原因 対処法

2台のコンピュータの間のクラスタ接続が，
RECNXINTERVALに指定されている秒数より長い
時間破壊されている。その後，接続は修復できない
ほど破壊されていることが宣言される。後で接続が
再確立されると，コンピュータの 1台が CLUEXIT
バグチェックでシャットダウンされる。

この状況は以下の場合に発生する可能性がある。

• 電源障害が発生した後，バッテリ・バックアッ
プによって修復されたとき

• SCS通信リンクが修復された後

• RECNXINTERVALパラメータに指定されて
いる秒数より長い時間，コンピュータが停止さ
れ，オペレータ・コンソールから入力された
CONTINUEコマンドによって再起動された後

接続が破壊された原因を判断し，問題を解決
する。たとえば，電源障害から修復するの
に， RECNXINTERVALの秒数より長い時
間がかかる場合は，すべてのコンピュータで
RECNXINTERVALパラメータの値を大きくしな
ければならない。

クラスタ分断が発生した。クラスタのメンバが別の
クラスタのメンバへの接続を検出したか，または確
立したか，あるいはフォーリン・クラスタがクォー
ラム・ファイルから検出された。

すべてのコンピュータで EXPECTED_VOTESの
設定を確認する。
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可能性のあるバグチェックの原因 対処法

コンピュータで SCSMAXMSGシステム・パラメー
タに対して指定されている値が小さすぎる。

OpenVMS Clusterのすべてのコンピュータで，
SCSMAXMSGの値が少なくともデフォルト値以上
に設定されているかどうか確認する。

C.8 ポート通信

ここでは，ポート通信の問題の診断に役立つ，ポート通信の詳細について説明しま
す。

C.8.1 LAN通信

Ethernetあるいは FDDIインターコネクトを含むクラスタでは， LAN上のコンピ
ュータを見つけるのにマルチキャスト・スキームが使用されます。ポート・エミュ
レータ・ドライバ (PEDRIVER)は，クラスタ・グループ番号から得られたクラスタ
固有のマルチキャスト・アドレスに対し，約 3秒ごとに各 LANアダプタを通して
HELLOデータグラム・メッセージを送信します。このドライバは，他のコンピュー
タからこの種のメッセージを受け取ることも可能です。オープンな仮想サーキットを
現在共有しないコンピュータからHELLOデータグラム・メッセージを受け取った場
合，サーキットを作成しようとします。現在オープンは仮想サーキットで他のコンピ
ュータからHELLOデータグラム・メッセージを受け取った場合，そのリモート・コ
ンピュータが動作可能なことを示しています。

仮想サーキットの作成には標準の 3つのメッセージ交換ハンドシェークが使用されま
す。ハンドシェーク・メッセージには，伝送するコンピュータに関する情報およびコ
ンピュータ・パスワードの記録などが含まれます。これらのパラメータは受信側のコ
ンピュータで確認され，検証に成功した場合のみハンドシェークが継続されます。こ
のようにして，各コンピュータは他のコンピュータを認証します。最後のメッセージ
の後，仮想サーキットはオープンされ，両方のコンピュータで使用できるようになり
ます。

C.8.2 SCS (System Communications Services)接続

ディスク・クラス・サーバ，接続マネージャ，MSCPおよび TMSCPサーバなどの
システム・サービスは， SCS (System Communications Services)というプロトコ
ルを使用してコンピュータ間で通信します。 SCSは主に，システム間プロセス接
続の確立と終了，およびこれらの接続を介したメッセージ・トラフィックのフロー
制御を行います。 SCSはポート・ドライバ (たとえば PADRIVER， PBDRIVER，
PEDRIVER， PIDRIVER)と， SCSLOA.EXEというオペレーティング・システム
のロード可能な部分 (システム初期化時に自動的にロードされる部分)で実装されてい
ます。
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仮想サーキットがオープンされている場合は，コンピュータは定期的にリモート・コ
ンピュータを調べ，リモート・コンピュータが提供しているシステム・サービスがな
いかどうか確認します。 SCSディレクトリ・サービスは，コンピュータが提供して
いるサービスを認識できるようにするためのサービスであり，コンピュータとHSC
サブシステムの両方に常に存在します。システム・サービスが他のコンピュータおよ
びHSCサブシステムから対応するサービスを検出すると， SCS接続を相互に確立し
ます。これらの接続は全二重であり，特定の仮想サーキットに関連付けられます。通
常，複数の接続が 1つの仮想サーキットに関連付けられます。

C.9 ポート障害の診断

ここでは，通信パスの階層と，障害が発生する場所について説明します。

C.9.1 通信パスの階層構造

SCS，ポート・ドライバ，ポート自体の組み合わせによって，通信パスの階層構造が
サポートされます。ここでは，最も基本的なレベルから順に説明します。

• 物理ワイヤ。 Ethernetは 1本の同軸ケーブルです。ポートは，使用されていない
方のパスを選択しますが，両方のパスが使用されていない場合は，任意のパスを
選択します (ケーブルとスター・カプラで実装され，ポートによって管理されま
す)。

• 仮想サーキット (LANポート・エミュレータ・ドライバ (PEDRIVER)で一部が実
装され， SCSソフトウェアで一部が実装されます)。

• SCS接続 (システム・ソフトウェアで実装されます)。

C.9.2 障害の発生場所

障害は，各通信レベルおよび各コンポーネントで発生する可能性があります。表 C–3
で説明しているように，あるレベルの障害が別の障害を招くことがあります。

表 C–3 ポート障害

通信レベル 障害

ワイヤ LAN障害が発生するか，または切断された場合，障害の性質に応じて， LANト
ラフィックが停止するか，または中断される。すべてのトラフィックは，障害の発
生していないパスに送られる。ワイヤが修復されると，修復はポート・ポーリング
によって自動的に検出され，すべてのポートで正常な操作が再開される。

(次ページに続く)
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表 C–3 (続き) ポート障害

通信レベル 障害

仮想サーキット 2つのポート間のパスが動作しなくなった場合，仮想サーキットで障害が発生
し，仮想サーキットはクローズされる。他のコンピュータからのマルチキャス
ト HELLOデータグラム・メッセージあるいはの着信トラフィックが無い場合，
LANに対するパス障害があると判断される。

仮想サーキットで障害が発生すると，そのサーキット上のすべての SCS接続はク
ローズされる。仮想サーキットが再び確立されると，ソフトウェアは自動的に接続
を再確立する。通常，仮想サーキットの再確立には，問題が解決された後，数秒か
かる。

LANアダプタ LANアダプタ・デバイスで障害が発生すると，そのデバイスを再起動しようとす
る試みが行われる。試行を繰り返しても再起動できない場合，そのアダプタを使用
しているすべてのチャネルが破壊される。チャネルは 2つ 1組の LANアドレスで
あり， 1つはローカル・アドレス，もう 1つはリモート・アドレスである。仮想
サーキットに対してオープンされている最後のチャネルで障害が発生すると，仮想
サーキットがクローズされ，接続は破壊される。

SCS接続 ソフトウェア・プロトコルで障害が発生するか，またはソフトウェアがハードウェ
アの誤動作を検出すると，接続は終了する。他の接続は，仮想サーキットの場合と
同様に，通常は影響を受けない。接続の終了は，特定の状況でエラー回復のための
機能として使用されることがある。最も一般的な例として，コンピュータで利用で
きる非ページング・プールが不足する場合，このような状況が発生する。

コンピュータ オペレータ・シャットダウン，バグチェック，または停止によって，コンピュータ
で障害が発生すると，クラスタ内の他のすべてのコンピュータは，シャットダウン
しているコンピュータのポートに対する仮想サーキットの障害として，シャットダ
ウンを記録する。

C.9.3 仮想サーキットの確認

通信に関する問題を診断するには，表 C–4の説明に従って， Show Clusterユーティ
リティを起動します。
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表 C–4 仮想サーキットの状態の確認方法

手順 操作 調べる対象

1 SHOW CLUSTERコマンド ADD CIRCUIT,CABLE_STATUS
を入力して， SHOW CLUSTERのレポートをカスタマイズす
る。このコマンドは， SHOW CLUSTERを実行しているコンピ
ュータから見たときの，すべての仮想サーキットに関する情報ク
ラスを追加する。 CABLE_STATUSは，ローカル・システム上
の CIインタフェースからリモート・システム上の CIインタフェ
ースまでのサーキットのパスの状態を示す。

主に，障害があるコンピュータに対して
OPEN状態の仮想サーキットがあるかどう
かをチェックする。仮想サーキットをオー
プンできない問題と，仮想サーキットをオ
ープン状態に維持できない問題の一般的な
原因は以下のとおりである。

• どちらか一方にポート・エラーがあ
る。

• ケーブル・エラーがある。

• ソフトウェアに問題があるために，ポ
ートがオフラインに設定されている。

• 両側で非ページング・プールが不足し
ている。

• SCSNODE， SCSSYSTEMID，
PAMAXPORT， PANOPOLL，
PASTIMOUT， PAPOLLINTERVAL
システム・パラメータの値が正しく設
定されていない。

2 クラスタ内の各アクティブ・コンピュータから SHOW
CLUSTERを実行して，各コンピュータから障害があるコン
ピュータを見たときに，そのビューが他の各コンピュータのビュ
ーと一致するかどうかを確認する。

状態 対処法

すべてのアクティブ・コンピュー
タから障害のあるコンピュータを
見たときのビューが一致してい
る。

問題は障害のあるコンピュ
ータにあると考えられる。

複数のアクティブ・コンピュータ
の中の 1台だけで，新しいコンピ
ュータで障害が発生していること
が検出された。

その特定のコンピュータに
問題がある可能性がある。

障害のあるコンピュータに対して仮想サー
キットをオープンできない場合は， SHOW
CLUSTERの表示の一番下の部分を確認す
る。

• 障害のあるコンピュータのポートに対
するサーキットに関する情報。部分的
にオープン状態になっている仮想サー
キットは，表示の一番下に示される。
サーキットが OPEN以外の状態で示さ
れる場合は，ローカル・ポートとリモ
ート・ポートの間の通信は実行されて
おり，障害はおそらくポートまたはケ
ーブル・ハードウェアより高いレベル
にあると考えられる。

• 障害があるポートに対するパス Aとパ
ス Bの両方が正常であるかどうか確認
する。どちらか一方のパスが正常に動
作していないと，コンピュータはクラ
スタに参加できないことがある。

C.9.4 LAN接続の確認

第D.4節で説明している Local Area OpenVMS Cluster Network Failure Analysis
Programでは，HELLOデータグラム・メッセージを使用して， PEDRIVERで使用
されるネットワーク・パス (チャネル)を継続的にチェックします。このチェック・プ
ロセスをネットワークの物理的な記述と組み合わせると，以下のことが可能になりま
す。
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• 障害のあるネットワーク・コンポーネントを切り分けることができます。

• 障害のあるチャネルをひとまとめにし，それを物理ネットワーク記述にマッピン
グできます。

• チャネル障害に関連する共通のコンポーネントを切り分けることができます。

C.10 ポート・デバイスのエラー・ログ・エントリの分析

エラー・ログに記録されたイベントを監視すると，問題を予測し，回避するのに役立
ちます。エラーの総数 (DCLコマンド SHOW DEVICES device-nameによって表示)
から，エラーが増加しているかどうか判断することができます。その場合，エラー・
ログを確認しなければなりません。

C.10.1 エラー・ログの確認

DCLコマンド ANALYZE/ERROR_LOGは， Error Logユーティリティを起動し
て，エラー・ログ・ファイルの内容を報告します。

関連項目: Error Logユーティリティの詳細については，『OpenVMSシステム管理
ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照してください。

エラー・ログ・エントリの中には，単に情報を提供するだけのものと，操作が必要な
ものがあります。

表 C–5 情報を提供するエラー・ログ・エントリとその他のエントリ

エラーの種類 操作が必要か 目的

情報エラー・ログ・エントリに対しては，操作は必要ない。たとえば，ク
ラスタ内のコンピュータをシャットダウンすると，そのコンピュータとの
間に仮想サーキットをオープンしている他のすべてのアクティブ・コンピ
ュータのエラー・ログにエントリが作成される。このようなコンピュータ
は，イベントに対して最大 3つのエラーを記録する。

• Path A received no response. (パス Aが応答を受信しなかった。)

• Path B received no response. (パス Bが応答を受信しなかった。)

• The virtual circuit is being closed. (仮想サーキットがクローズされ
ている。)

不要 これらのメッセージは正常終了
メッセージであり，シャットダ
ウンされたコンピュータとの間
のサーキットの状態が変化した
ことを反映するものである。

(次ページに続く)

クラスタのトラブルシューティング C–23



クラスタのトラブルシューティング
C.10ポート・デバイスのエラー・ログ・エントリの分析

表 C–5 (続き) 情報を提供するエラー・ログ・エントリとその他のエントリ

エラーの種類 操作が必要か 目的

その他のエラー・ログ・エントリは，パフォーマンスの低下や，致命的で
ない問題がハードウェアにあることを示す。このような状況では，オペレ
ーティング・システムは問題なく操作を続行できる。

必要 致命的でない問題 (たとえば 1
つの CIパスが失われたなど)が
深刻な問題 (たとえば両方のパ
スが失われたなど)にならない
ようにするには，これらの問題
を早期に検出することが重要で
ある。

C.10.2 形式

> LAN上でエラーや他のイベントが発生すると，ポート・ドライバは以下の 2種類の
形式のいずれかで，システム・エラー・ログに情報を記録します。

• デバイス・アテンション

LANのデバイス・アテンション・エントリは通常， LANアダプタ・デバイスの
エラーを記録します。

• ログ・メッセージ

ログ・メッセージ・エントリは，エラー・データを含むメッセージ・パケット
や，エラー状況を示すメッセージ・パケットを受信したことを記録します。

これらの形式については，第 C.10.4項を参照してください。

C.10.3 LANのデバイス・アテンション・エントリ

例 C–1は， LANのデバイス・アテンション・エントリを示しています。

例 C–1 LANのデバイス・アテンション・エントリ

**** V3.4 ********************* ENTRY 337 ******************************** 1

Logging OS 1. OpenVMS
System Architecture 2. Alpha
OS version XC56-BL2
Event sequence number 96.
Timestamp of occurrence 16-SEP-2009 16:33:03 2
Time since reboot 0 Day(s) 0:50:08
Host name PERK

System Model AlphaServer ES45 Model 2 3

Entry Type 98. Asynchronous Device Attention

---- Device Profile ----
Unit PERK$PEA0 4
Product Name NI-SCA Port

(次ページに続く)
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例 C–1 (続き) LANのデバイス・アテンション・エントリ

---- NISCA Port Data ----
Error Type and SubType x0700 Device Error, Fatal Error Detected by

Datalink5
Status x0000120100000001 6
Datalink Device Name EIA2: 7
Remote Node Name 8
Remote Address x0000000000000000 9
Local Address x000063B4000400AA 1 0

Error Count 1. Error Occurrences This Entry 1 1

----- Software Info -----
UCB$x_ERRCNT 2. Errors This Unit

以下の表は，例 C–1に示した LANのデバイス・アテンション・エントリについて説
明しています。

エントリ 説明

1 最初の 4行はエントリの見出しである。これらの行には，このエラー・ログ・ファイルでの
エントリの番号，アーキテクチャ， OSバージョン，およびこのエラーのシーケンス番号が
示される。ログ・ファイルの各エントリには，このような見出しが記録される。

2 この行には，日付と時刻が示される。

3 次の 2行には，システム・モデルとエントリの種類が示される。

4 この行には，エントリが記録される原因になったサブシステムとコンポーネントの名前が示
される。

5 この行には，エントリの原因が示される。この例では， LANドライバが致命的なエラーのた
めにデータ・リンクをシャットダウンしている。可能であれば，データ・リンクは自動的に
再起動される。

6 最初のロングワードは， LANドライバから返された I/O終了状態を示している。 2番目の
ロングワードは， LANドライバから PEDRIVERドライバに渡された VCIイベント・コー
ドである。

7 DATALINK NAMEは，エラーが発生した LANデバイスの名前である。

8 REMOTE NODEは，パケットの送信先のリモート・ノードの名前である。 0が表示された
場合は，リモート・ノードが使用可能な状態でないか，またはパケットがエラーに関連付け
られていないことを示す。

9 REMOTE ADDRは，パケットの送信先のリモート・ノードの LANアドレスである。 0が
表示された場合は，パケットがエラーに関連付けられていないことを示す。

1 0 LOCAL ADDRはローカル・ノードの LANアドレスである。

1 1 ERROR CNT。一部のエラーは非常に高い率で発生する可能性があるため，一部のエラー・
ログ・エントリは，エラーが複数回発生したことを表す。このフィールドは，その回数を示
している。エントリのタイムスタンプの前の 3秒間に発生したエラーが数えられる。

C.10.4 ログ・メッセージ・エントリ

ログ・メッセージ・エントリは，ポート・ドライバが解釈できないデータや，状態
フィールドにエラー・コードを含む応答を LANポートが受信したときに作成されま
す。
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C.10.5 エラー・ログ・エントリの説明

ここでは， CIおよび LANポートのエラー・ログ・エントリについて説明します。各
エントリの後に，関連するポート・ドライバ (たとえば PADRIVER， PBDRIVER，
PEDRIVER)について簡単に説明し，システム管理者が実行すべき操作についても説
明します。コンパックのサポートに連絡し，クラッシュ・ダンプを保存するように求
められている場合は，エラーの発生後，できるだけ早くクラッシュ・ダンプをとるこ
とが重要です。 CIエントリの場合，パス Aとパス 0は同じパスであり，パス Bとパ
ス 1も同じパスです。

表 C–6はエラー・ログ・メッセージを示しています。

表 C–6 すべてのデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 結果 ユーザの対処

BIIC FAILURE ポート・ドライバがポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗すると，デバイ
スがオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。

11/750 CPU MICROCODE NOT
ADEQUATE FOR PORT

ポート・ドライバは再試行せずに，ポート
をオフラインに設定する。さらに，コンピ
ュータが HSCサブシステムからブートさ
れるか，またはクラスタに参加しているた
めに，このポートが必要な場合は，コンピ
ュータは UCODEREVコード・バグチェ
ックでバグチェックを行う。

必要なコンピュータ・マイクロコード・
リビジョンの詳細については，最新の
OpenVMS Cluster Software SPDの適切
な節を参照。必要に応じて，コンパック
のサポートに連絡する。

PORT MICROCODE REV NOT
CURRENT, BUT SUPPORTED

ポート・ドライバは，マイクロコードが現
在のレベルでないことを検出したが，正常
に動作を続行する。このエラーは単に警告
としてのみ記録される。

マイクロコードを更新する必要がある
場合は，コンパックのサポートに連絡す
る。

DATAGRAM FREE QUEUE
INSERT FAILURE

ポート・ドライバがポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

DATAGRAM FREE QUEUE
REMOVE FAILURE

ポート・ドライバがポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

FAILED TO LOCATE PORT
MICROCODE IMAGE

ポート・ドライバがデバイスをオフライン
としてマークしたが，再試行は行わない。

コンソール・ボリュームにマイクロコ
ード・ファイル CI780.BIN (CI780，
CI750， CIBCIのいずれかの場合)，また
は CIBCA–AA用のマイクロコード・ファ
イル CIBCA.BINが格納されているかど
うか確認する。その後，コンピュータを
リブートする。

(次ページに続く)
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表 C–6 (続き) すべてのデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 結果 ユーザの対処

HIGH PRIORITY COMMAND
QUEUE INSERT FAILURE

ポート・ドライバがポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

MSCP ERROR LOGGING
DATAGRAM RECEIVED

HSCサブシステムからエラー・メッセー
ジを受信すると，ポート・ドライバはエラ
ーをログに記録し，他の操作を行わない。
適切な HSCコンソール・コマンドを使用
して， HSC情報エラー・ログ・データグ
ラムの送信を無効にする必要がある。この
ようなデータグラムは，エラー・ログ・デ
ータ・ファイルでかなり多くの領域を使用
するからである。

エラー・ログ・データグラムは，何らか
の理由で (たとえば， HSCコンソールで
用紙切れが発生した場合など) HSCコン
ソールで収集できない場合にだけ，読み
込む必要がある。ログに記録されたこの
情報は， HSCコンソールに記録されたメ
ッセージと重複する。

INAPPROPRIATE SCA
CONTROL MESSAGE

ポート・ドライバはリモート・ポートへの
ポート間仮想サーキットをクローズしてい
る。

コンパックのサポートに連絡する。ロー
カル・コンピュータとリモート・コンピ
ュータからエラー・ログおよびクラッシ
ュ・ダンプを保存する。

INSUFFICIENT NON-PAGED
POOL FOR INITIALIZATION

ポート・ドライバはデバイスをオフライン
としてマークし，再試行を行わなかった。

NPAGEDYNまたは NPAGEVIRの値を
大きくして，コンピュータをリブートす
る。

LOW PRIORITY CMD QUEUE
INSERT FAILURE

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

MESSAGE FREE QUEUE
INSERT FAILURE

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

MESSAGE FREE QUEUE
REMOVE FAILURE

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

MICRO-CODE VERIFICATION
ERROR

ポートにロードされたばかりのマイクロコ
ードを読み込んでいるときに，ポート・ド
ライバがエラーを検出した。ドライバはポ
ートを再初期化しようとする。 50回失敗
した後，デバイスはオフラインとしてマー
クされる。

コンパックのサポートに連絡する。

(次ページに続く)
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表 C–6 (続き) すべてのデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 結果 ユーザの対処

NO PATH-BLOCK DURING
VIRTUAL CIRCUIT CLOSE

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。ロー
カル・コンピュータからエラー・ログと
クラッシュ・ダンプを保存する。

NO TRANSITION FROM
UNINITIALIZED TO
DISABLED

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。

PORT ERROR BIT(S) SET ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

maintenance timer expirationビットは，
PASTIMOUTシステム・パラメータの
値が小さすぎるために，大きくしなけれ
ばならないことを示している可能性があ
る。特に，ローカル・コンピュータが特
権付きユーザ作成ソフトウェアを実行し
ている場合は，この状況が発生する。他
のすべてのビットについては，コンパッ
クのサポートに問い合わせる。

PORT HAS CLOSED VIRTUAL
CIRCUIT

リモート・ポートに対してローカル・ポー
トがオープンした仮想サーキットをポー
ト・ドライバがクローズした。

仮想サーキットがクローズされた理由
については，エラー・ログ・エントリ
の PPD$B_STATUSフィールドを確認
する。リモート・コンピュータで障害
が発生した場合や，リモート・コンピ
ュータがシャットダウンされた場合は，
このエラーが発生するのが正常である。
PEDRIVERの場合は， PPD$B_OPCフ
ィールドの値を無視する。この値は不明
のオペレーション・コードである。

PEDRIVERがこれらのエラーを数多くロ
グに記録した場合， LANまたはリモー
ト・システムに問題があるか，または非
ページング・プールがローカル・システ
ムで不足している可能性がある。

PORT POWER DOWN ポート・ドライバがポート操作を停止し，
電力がポート・ハードウェアに供給される
ようになるのを待っている。

ポート・ハードウェアへの電力を復旧す
る。

PORT POWER UP ポート・ドライバがポートを再初期化し，
ポート操作を再起動した。

処置は必要ない。

RECEIVED CONNECT
WITHOUT PATH-BLOCK

ポート・ドライバがポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。ロー
カル・コンピュータからエラー・ログと
クラッシュ・ダンプを保存する。

REMOTE SYSTEM CONFLICTS
WITH KNOWN SYSTEM

リモート・コンピュータの
SCSSYSTEMIDおよび SCSNODEの
値が，仮想サーキットがすでにオープンさ
れている他のコンピュータの設定と同じで
あることを構成ポーラが検出した。

できるだけ速やかに新しいコンピュータ
をシャットダウンする。 SCSYSTEMID
および SCSNODEの値を固有の値に設
定してリブートする。新しいコンピュー
タは，操作に必要な時間だけ稼動させ，
直ちにシャットダウンする。クラスタを
実行しているときに，他の仮想サーキッ
ト障害がクラスタ内で発生しているとき
に， IDが競合する 2台のコンピュータが
ポーリングすると，クラスタ内のコンピ
ュータは CLUEXITバグチェックでシャ
ットダウンされる可能性がある。

(次ページに続く)
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表 C–6 (続き) すべてのデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 結果 ユーザの対処

RESPONSE QUEUE REMOVE
FAILURE

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエラーは，インターロックされてい
るキューへのアクセス権を取得できな
いために発生する。問題の原因として，
CIハードウェアの故障，メモリ， SBI
(11/780)， CMI (11/750)， BI (8200，
8300， 8800)の競合が考えられる。

SCSSYSTEMID MUST BE SET
TO NON-ZERO VALUE

ポート・ドライバは，再試行を実行せずに
ポートをオフラインに設定する。

会話型ブートによってコンピュータを再
起動し， SCSSYSTEMIDを正しい値に
設定する。同時に， SCSNODEが空白以
外の正しい値に設定されていることを確
認する。

SOFTWARE IS CLOSING
VIRTUAL CIRCUIT

ポート・ドライバはリモート・ポートへの
仮想サーキットをクローズする。

仮想サーキットがクローズされた原因に
ついては，エラー・ログ・エントリを確
認する。たとえば，両方のパスで送信障
害または受信障害が発生すると，このエ
ラーが発生する。このようなエラーは，
このリモート・コンピュータに対するパ
スが正常でないことを示す， 1つまたは 2
つの前のエラー・ログ・エントリから検
出されることがある。

SOFTWARE SHUTTING DOWN
PORT

ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗すると，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

ポートを再初期化できない原因を他のエ
ラー・ログ・エントリから確認する。

UNEXPECTED INTERRUPT ポート・ドライバはポートを再初期化しよ
うとしている。 50回失敗した後，デバイ
スはオフラインとしてマークされる。

コンパックのサポートに連絡する。

UNRECOGNIZED SCA
PACKET

ポート・ドライバは，リモート・ポートに
対する仮想サーキットをクローズする。仮
想サーキットがすでにクローズされている
場合，ポート・ドライバはリモート・ポー
トからのデータグラムの受信を禁止する。

コンパックのサポートに連絡する。こ
のエントリが記録されているエラー・ロ
グ・ファイルを保存し，ローカル・コン
ピュータとリモート・コンピュータの両
方からクラッシュ・ダンプを保存する。

VIRTUAL CIRCUIT TIMEOUT ポート・ドライバは，ローカル CIポート
がリモート・ポートに対してオープンした
仮想サーキットをクローズする。このよう
なクローズが行われるのは，リモート・コ
ンピュータが CIマイクロコード・バージ
ョン 7以上を実行している場合か，ローカ
ル・コンピュータから送信されたメッセー
ジにリモート・コンピュータが応答できな
い場合である。

リモート・コンピュータが停止またはシ
ャットダウンされている場合や，障害が
発生している場合は，このエラーが発生
するのは正常である。このエラーは，ロ
ーカル・コンピュータの TIMVCFAILシ
ステム・パラメータの値が小さすぎるこ
とを意味することがある。特に，リモー
ト・コンピュータが特権付きユーザ作成
ソフトウェアを実行している場合は，こ
のような状況が発生する。

INSUFFICIENT NON-
PAGED POOL FOR VIRTUAL
CIRCUITS

ポート・ドライバは，プールが不足してい
るために仮想サーキットをクローズする。

DCLコマンド SHOW MEMORYを入力
して必要なプールを判断した後，適切な
システム・パラメータを調整する。
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表 C–7の説明は， LANデバイスにだけ適用されます。

表 C–7 LANデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 終了状態 説明 ユーザの対処

FATAL ERROR
DETECTED BY
DATALINK

最初のロングワード
は SS$_NORMAL
(00000001)， 2番
目のロングワードは
(00001201)

LANドライバがデバイスでローカル・エ
リア OpenVMS Clusterプロトコルを停止
した。 SYS$LAVC_STOP_BUSルーチン
が正常終了すると，この終了状態が返され
る。 SYS$EXAMPLESに示す LAVC$STOP_
BUS.MARプログラムまたはユーザ作成プ
ログラムから， SYS$LAVC_STOP_BUS
ルーチンが呼び出される。ローカル・エ
リア OpenVMS Clusterプロトコルは，
SYS$LAVC_START_BUSルーチンが正しく
実行されるまで，指定されたデバイスで停止
したままの状態になる。 SYS$LAVC_START_
BUSルーチンは， SYS$EXAMPLESにある
LAVC$START_BUS.MARプログラムまたは
ユーザ作成プログラムから呼び出される。

デバイス上のプロトコルが
誤って停止された場合は，
SYS$EXAMPLESにある
LAVC$START_BUSプログ
ラムをアセンブルして実行
することにより，プロトコ
ルを再起動する。

関連項目: ローカル・エリ
ア OpenVMS Clusterサン
プル・プログラムの説明に
ついては，付録 Dを参照。
それ以外の場合，このエラ
ー・メッセージは無視して
もかまわない。

最初のロングワードは
(00000001)以外の任意
の値， 2番目のロング
ワードは (00001201)

致命的なエラーが発生したために， LANド
ライバはデバイスをシャットダウンし， SS$_
OPINCOMPLで未処理のすべての送信を返し
ている。 LANデバイスは自動的に再起動され
る。

このエラーがそれほど頻繁
に発生しないのであれば，
特に問題はない。このエラ
ーが頻繁に発生したり，こ
のエラーが発生するときに
リモート・コンピュータと
の接続が切断されたり，再
確立される場合は，ハード
ウェアに問題がある可能性
がある。 LANアダプタの
正しいリビジョン・レベル
を確認するか，またはコン
パックのサポートに連絡す
る。

最初のロングワードは
(未定義)， 2番目のロン
グワードは (00001200)

致命的なエラーが発生した後， LANドライ
バがデバイスを正常に再起動した。通常，
このエラー・ログ・メッセージの前に，最
初の終了状態ロングワードが 00000001以外
の値で， 2番目の終了状態ロングワードが
00001201であるエラー・ログ・メッセージ
FATAL ERROR DETECTED BY DATALINK
が記録される。

処置は必要ない。

TRANSMIT
ERROR FROM
DATALINK

SS$_OPINCOMPL
(000002D4)

エラーが発生したために，ドライバがコント
ローラとすべてのユーザをシャットダウンし
なければならないので， LANドライバがデー
タ・リンクを再起動している (FATAL ERROR
DETECTED BY DATALINKを参照)。

SS$_DEVREQERR
(00000334)

LANコントローラがパケットを 16回送信し
ようとしたが，遅延時間が長すぎるか，衝突が
発生したために失敗した。この状況は， LAN
トラフィックが大量であることを示している。

(次ページに続く)
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表 C–7 (続き) LANデバイスのポート・メッセージ

メッセージ 終了状態 説明 ユーザの対処

SS$_DISCONNECT
(0000204C)

送信中または送信後にキャリアが切れた。リン
クが切れている時に送信しようとした場合も含
まれる。

ポート・エミュレータはこ
のようなエラーから自動的
に回復するが，このような
エラーが数多く発生する場
合は， LANコントローラに
障害があるか，または LAN
が過負荷状態であることを
示している。このいずれか
の可能性がある場合は，コ
ンパックのサポートに連絡
する。

INVALID
CLUSTER
PASSWORD
RECEIVED

コンピュータがクラスタに参加するときに，こ
のクラスタに対して使用したクラスタ・グルー
プ番号は正しかったが，パスワードが不正だっ
た。ポート・エミュレータはメッセージを破棄
する。 LANの別のクラスタが同じクラスタ・
グループ番号を使用していることが原因である
と考えられる。

同じ LAN上のすべてのクラ
スタに固有のクラスタ・グ
ループ番号を割り当てる。

NISCS
PROTOCOL
VERSION
MISMATCH
RECEIVED

コンピュータがクラスタに参加するときに，こ
のクラスタで使用されているバージョンと互換
性のないクラスタ LANプロトコルのバージョ
ンを使用した。

互換性のあるプロトコル
を使用するオペレーティン
グ・システム・バージョン
をインストールするか，ま
たはクラスタ・グループ番
号を変更して，コンピュー
タが別のクラスに参加する
ようにする。

C.11 OPA0エラー・メッセージのログとブロードキャスト

ポート・ドライバは特定のエラー条件を検出すると，それをログに記録しようとしま
す。ポート・ドライバは，以下の状況で，OPA0エラー・ブロードキャストと標準的
なエラー・ログの両方を実行しようとします。

• システム・ディスクがまだマウントされていない場合

• システム・ディスクがマウントの確認を行っている場合

• マウントの確認で，システム・ディスク・ドライブに不正なボリュームが含まれ
ている場合

• システム・ディスクのマウントの確認が時間切れになった場合

• ローカル・コンピュータがクラスタに参加しているときに，クォーラムが失われ
た場合

この説明では，システム・デバイスとエラー・ログ・デバイスが 1つで，同一である
ものと仮定しています。
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以下の表は，エラー・ログの方法とその信頼性を示しています。

方法 信頼性 説明

エラー・ログ・デバイスへの標
準的なエラー・ロギング

状況によっては，エラー・ログ・デバイスにエラー
を記録する操作が失敗することがある。これらの失
敗は，エラー状況をログに記録しようとしたとき
に，エラー・ログ・デバイスにアクセスできないた
めに発生することがある。

ポート・ドライバはクラスタで中
心的な役割を果たすため，このよ
うな場合，エラー・ログ情報が紛
失すると，問題を診断して修正す
るのが困難になる。

エラー状態に関する特定のメッ
セージを OPA0にブロードキ
ャストする (この操作は，ポー
ト・ドライバがエラー状態をエ
ラー・ログ・デバイスに記録す
ることに加えて実行される)。

一部のエラー状態は， OPA0エラー・ブロードキャ
ストが実行される方法では報告されない可能性があ
るため，このエラー・レポート方法は完全に信頼性
があるものではない。たとえば，ポート・ドライバ
が最初のエラー状態を OPA0にブロードキャストで
きるようになる前に， 2番目のエラー状態が検出さ
れると，この状況が発生する。このような場合，最
初のエラー状態がより重要なエラーであると考えら
れるため，そのエラーだけが OPA0に報告される。

この第 2の重複するエラー・ログ
方式は，この方式を使用しなけれ
ば失われる可能性があるポート・
デバイス・エラー状態に関する一
部の情報を少なくとも収集するこ
とができる。

注意: 特定のエラー状態は，エラー・ログ・デバイスにアクセス可能であるかどうか
とは無関係に，必ずOPA0にブロードキャストされます。一般に，ポートが永久的ま
たは一時的にシャットダウンされるようなエラーは，この場合に該当します。

C.11.1 OPA0エラー・メッセージ

各エラー状態に対して 1つのOPA0エラー・メッセージが常にログに記録されます。
各エラー・メッセージのテキストは， Error Logユーティリティを使用して，対応す
る標準のエラー・ログ・エントリを書式化することによって表示される要約テキスト
に類似しています (Error Logユーティリティの要約メッセージとその説明について
は，第 C.10.5項を参照してください)。

表 C–8はOPA0エラー・メッセージを示しています。この表は，エラーの種類に応
じて分類されています。多くのOPA0エラー・メッセージには，リモート・ポート番
号， CIパケット情報 (フラグ，ポート・オペレーション・コード，応答状態，ポート
番号フィールドなど)，特定の CIポート・レジスタなど，オプション情報が一部含ま
れています。コードは，メッセージがOPA0に常に記録されるのか，システム・デバ
イスにアクセスできない場合にだけ記録されるのかを指定します。

表 C–8 OPA0メッセージ

エラー・メッセージ
常に記録またはアクセ
ス不能時のみ

初期化時のソフトウェア・エラー

%PEA0, Configuration data for IP cluster not found 常に記録

%Pxxn, Insufficient Non-Paged Pool for Initialization 常に記録

(次ページに続く)
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表 C–8 (続き) OPA0メッセージ

エラー・メッセージ
常に記録またはアクセ
ス不能時のみ

初期化時のソフトウェア・エラー

%Pxxn, Failed to Locate Port Micro-code Image 常に記録

%Pxxn, SCSSYSTEMID has NOT been set to a Non-Zero Value 常に記録

ハードウェア・エラー

%Pxxn, BIIC failure—BICSR/BER/CNF xxxxxx/xxxxxx/xxxxxx 常に記録

%Pxxn, Micro-code Verification Error 常に記録

%Pxxn, Port Transition Failure—CNF/PMC/PSR xxxxxx/xxxxxx/xxxxxx 常に記録

%Pxxn, Port Error Bit(s) Set—CNF/PMC/PSR xxxxxx/xxxxxx/xxxxxx 常に記録

%Pxxn, Port Power Down 常に記録

%Pxxn, Port Power Up 常に記録

%Pxxn, Unexpected Interrupt—CNF/PMC/PSR xxxxxx/xxxxxx/xxxxxx 常に記録

キュー・インターロック障害

%Pxxn, Message Free Queue Remove Failure 常に記録

%Pxxn, Datagram Free Queue Remove Failure 常に記録

%Pxxn, Response Queue Remove Failure 常に記録

%Pxxn, High Priority Command Queue Insert Failure 常に記録

%Pxxn, Low Priority Command Queue Insert Failure 常に記録

%Pxxn, Message Free Queue Insert Failure 常に記録

%Pxxn, Datagram Free Queue Insert Failure 常に記録

ケーブルの状態変化通知

%Pxxn, Path #0. Has gone from GOOD to BAD—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Path #1. Has gone from GOOD to BAD—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Path #0. Has gone from BAD to GOOD—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Path #1. Has gone from BAD to GOOD—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Cables have gone from UNCROSSED to CROSSED—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Cables have gone from CROSSED to UNCROSSED—REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

1ポート・ドライバが影響を受けるコンピュータのリモート SCSノード名を識別できる場合，ドライバは‘‘REMOTE PORT
xxx’’というテキストを‘‘REMOTE SYSTEM X...’’に置き換える。ただし， X...はリモート・コンピュータでのシステム・パラメ
ータ SCSNODEの値である。リモート SCSノード名が提供されない場合は，ポート・ドライバは既存のメッセージ形式を使
用する。
CIポート・レジスタの略称:

CNF —構成レジスタ
PMC —ポート保守/制御レジスタ
PSR —ポート状態レジスタ

CIポート・レジスタの詳細については， CIハードウェアのマニュアルも参照。

(次ページに続く)
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表 C–8 (続き) OPA0メッセージ

エラー・メッセージ
常に記録またはアクセ
ス不能時のみ

ケーブルの状態変化通知

%Pxxn, Path #0. Loopback has gone from GOOD to BAD—REMOTE PORT1 xxx 常に記録

%Pxxn, Path #1. Loopback has gone from GOOD to BAD—REMOTE PORT1 xxx 常に記録

%Pxxn, Path #0. Loopback has gone from BAD to GOOD—REMOTE PORT1 xxx 常に記録

%Pxxn, Path #1. Loopback has gone from BAD to GOOD—REMOTE PORT1 xxx 常に記録

%Pxxn, Path #0. Has become working but CROSSED to Path #1.— REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

%Pxxn, Path #1. Has become working but CROSSED to Path #0.— REMOTE PORT1 xxx アクセス不能時のみ

1ポート・ドライバが影響を受けるコンピュータのリモート SCSノード名を識別できる場合，ドライバは‘‘REMOTE PORT
xxx’’というテキストを‘‘REMOTE SYSTEM X...’’に置き換える。ただし， X...はリモート・コンピュータでのシステム・パラメ
ータ SCSNODEの値である。リモート SCSノード名が提供されない場合は，ポート・ドライバは既存のメッセージ形式を使
用する。
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C.12 Integrityサーバのサテライト・ブートのメッセージ

表 C–9に Integrityサーバのサテライト・ブートのメッセージを表示します。

表 C–9 Integrityサーバのサテライト・ブートのメッセージ

ブート・メッセージ コメント

MACアドレス

Booting over the network
Loading.: EIA0 Mac(00-17-a4-51-ce-4a)

このメッセージは，ブートに使用されている
サテライト・システムの MACアドレスを表
示します。

BOOTPデータベース

Client MAC Address: 00 17 A4 51 CE 4A ./
Client IP Address: 15.146.235.22
Subnet Mask: 255.255.254.0
BOOTP Server IP Address: 15.146.235.23
DHCP Server IP Address: 0.240.0.0
Boot file name: $2$DKA0:[SYS10.SYSCOMMON.SYSEXE]
VMS_LOADER.EFI

このメッセージは，サテライト・システムの
BOOTPデータベースを表示します。サテラ
イトの構成中にブート・サーバで提供される
すべての情報が表示されます。

スモールメモリ構成

ERROR: Unable to allocate aligned memory

%VMS_LOADER-I-Cannot allocate 256Meg for memory disk.
Falling back to 64Meg.

%VMS_LOADER-I-Memorydisk allocated at:0x0000000010000000

ネットワーク経由で OpenVMS Integrity
システムをブートする場合，あるいは
OpenVMSを Integrity VMのゲスト OS
としてブートする際， OpenVMSはメイン・
メモリからメモリ・ディスクを割り当てま
す。 OpenVMS Version 8.4では，このメモ
リ・ディスクのデフォルト・サイズは 256
MBです。ただし，スモールメモリ構成の古
いシステムではこのサイズを割り当てること
はできないため，次のようなエラー・メッセ
ージが表示されます。

Unable to allocate aligned memory.
このメッセージが表示された後， OpenVMS
は 64 MBのみを割り当て，イニシャル・ブ
ートではいくつかの新しいドライバを除外す
るという代替策を採用し，そのようなアクシ
ョンを取ったことを示すフォールバック・メ
ッセージが表示されます。その他のエラー・
メッセージを伴わずにこのフォールバック・
メッセージが表示された場合は，最初に表示
されたエラー・メッセージは無視できます。

Bootの進捗

Retrieving File Size.
Retrieving File (TFTP).

Starting: EIA0 Mac(00-17-a4-51-ce-4a)
Loading memory disk from IP 15.146.235.23
..................................................
Loading file: $2$DKA0:[SYS10.SYSCOMMON.SYSEXE]IPB.EXE
from IP 15.146.235.23
%IPB-I-SATSYSDIS, Satellite boot from system device $2$DKA0:

システムは，ネットワークから VMS_
LOADERが取得されるとシステム・メッ
セージの形式でブートの進捗を詳しく表示し
ます。ブートシーケンスを開始するためのフ
ァイルがダウンロードされるたびにコンソー
ル・デバイスにドット文字が出力され，最後
に， IPB (プライマリ・ブートストラップ・
イメージ)がロードされたことを示すメッセ
ージが表示されます。

注意: Integrityサーバのサテライト・ノードのハードウェア・アドレスを複数の目的
のために登録した場合，そのサテライト・ノードのブートは失敗する場合がありま
す。
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たとえば，あるクラスタの Integrityサーバ・ノードが同じMACアドレスを使用し
て別のクラスタで Infoserverブート・ノードとして構成されている場合，クラスタ
でその Integrityサーバ・ノードのサテライト・ブートを実行しようとしたときに，
Integrityサーバ・サテライト・ノードはサテライト・ブートに失敗します。

これは， Integrityサーバ・サテライト・ノードのハードウェア・アドレスが
Integrityサーバ・サテライト・ノードとして登録されているのに加え， Infoserver
ブート・ノードとしても登録されているるためです。

たとえば次のような出力が表示されます。

Loading.: eib0 Mac(00-0e-7f-7e-08-d9)
Running LoadFile()

CLIENT MAC ADDR: 00 0E 7F 7E 08 D9
CLIENT IP: 16.116.42.85 MASK: 255.0.0.0 DHCP IP: 0.240.0.0

TSize.Running LoadFile()

Starting: eib0 Mac(00-0e-7f-7e-08-d9)

Loading memory disk from IP 16.116.40.168

Unable to open SYS$MEMORYDISK.DAT

FATAL ERROR: Unable to boot using memorydisk method.

この例の 16.116.40.168は， Alpha Infoserverノードの IPアドレスです。
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LAN制御のためのサンプル・プログラム

ここでは， LANアダプタでNISCAプロトコルを起動および停止するサンプル・プ
ログラム，および LANネットワーク障害分析を有効にするためのサンプル・プログ
ラムについて説明します。以下のプログラムは SYS$EXAMPLESに格納されていま
す。

プログラム 説明

LAVC$START_BUS.MAR 指定された LANアダプタで NISCAプロトコルを起動する。

LAVC$STOP_BUS.MAR 指定された LANアダプタで NISCAプロトコルを停止する。

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MAR LANネットワーク障害分析を有効にする。

LAVC$BUILD.COM サンプル・プログラムをアセンブルおよびリンクする。

関連項目: NISCAプロトコルは，イーサネット LANを介して，クラスタ内の他の
ノードにメッセージを伝達するプロトコルです。詳細については付録 Fを参照してく
ださい。

D.1 プログラムの目的

ポート・エミュレータ・ドライバ PEDRIVERは，クラスタ内のすべての LANアダ
プタでNISCAプロトコルを起動します。

LAVC$START_BUS.MARとLAVC$STOP_BUS.MARは，プロトコルの種類に従って
ネットワークの負荷を分割すること，つまり，すべての LANアダプタ上でNISCA
プロトコルを実行したくないと考えているクラスタ管理者を対象に提供されます。

関連項目: ネットワーク障害分析プログラムの編集と使用については，第D.5節を参
照してください。

D.2 NISCAプロトコルの起動

SYS$EXAMPLESに格納されているサンプル・プログラム LAVC$START_
BUS.MARは，指定された LANアダプタでNISCAプロトコルを起動します。

このプログラムをビルドするには，以下の操作を行います。
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手順 操作

1 LAVC$START_BUS.MARファイルと LAVC$BUILD.COMファイルを SYS$EXAMPLES
からローカル・ディレクトリにコピーする。

2 以下のコマンドを使用して，サンプル・プログラムをアセンブルおよびリンクする。

$ @LAVC$BUILD.COM LAVC$START_BUS.MAR

D.2.1 プロトコルの起動

LANアダプタでプロトコルを起動するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 PHY_IO特権が割り当てられているアカウントを使用する。 LAVC$START_BUS.EXEを実
行するには，このようなアカウントが必要である。

2 フォーリン・コマンド (DCLシンボル)を定義する。

3 フォーリン・コマンド (LAVC$START_BUS.EXE)の後に，プロトコルを起動する LANアダ
プタの名前を指定して実行する。

例: 以下の例では，NISCAプロトコルを LANアダプタ ETA0で起動する方法を示し
ています。

$ START_BUS:==$SYS$DISK:[ ]LAVC$START_BUS.EXE
$ START_BUS ETA

D.3 NISCAプロトコルの停止

SYS$EXAMPLESに格納されているサンプル・プログラム LAVC$STOP_BUS.MAR
は，指定された LANアダプタでNISCAプロトコルを停止します。

注意

すべての LANアダプタで NISCAプロトコルを停止すると，サテライトがハ
ングし，クラスタ・システムは CLUEXITバグチェックで異常終了することが
あります。

プログラムを作成するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 LAVC$STOP_BUS.MARファイルと LAVC$BUILD.COMファイルを SYS$EXAMPLESか
らローカル・ディレクトリにコピーする。

2 以下のコマンドを使用して，サンプル・プログラムをアセンブルおよびリンクする。

$ @LAVC$BUILD.COM LAVC$STOP_BUS.MAR
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D.3.1 プロトコルの停止

LANアダプタでNISCAプロトコルを停止するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 PHY_IO特権が割り当てられているアカウントを使用する。 LAVC$STOP_BUS.EXEを実
行するには，このようなアカウントが必要である。

2 フォーリン・コマンド (DCLシンボル)を定義する。

3 フォーリン・コマンド (LAVC$STOP_BUS.EXE)の後に，プロトコルを停止する LANアダ
プタの名前を指定して，コマンドを実行する。

例: 以下の例では， LANアダプタ ETA0でNISCAプロトコルを停止する方法を示し
ています。

$ STOP_BUS:==$SYS$DISK[ ]LAVC$STOP_BUS.EXE
$ STOP_BUS ETA

D.3.2 正常実行の確認

LAVC$STOP_BUSモジュールが正常に実行された場合，以下のデバイス・アテンシ
ョン・エントリがシステム・エラー・ログに書き込まれます。

DEVICE ATTENTION . . .

NI-SCS SUB-SYSTEM . . .

FATAL ERROR DETECTED BY DATALINK . . .

さらに，以下の 16進数がエントリの STATUSフィールドに書き込まれます。

最初のロングワード (00000001)
2番目のロングワード (00001201)

エラー・ログ・エントリは，期待される動作を示すもので，無視してもかまいませ
ん。しかし， STATUSフィールドの最初のロングワードに 16進数の 00000001以外
の値が格納されている場合は，エラーが発生しているため，さらに調査が必要になる
ことがあります。

D.4 ネットワーク障害の分析

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARは SYS$EXAMPLESに格納されているサンプ
ル・プログラムであり，このプログラムを編集して利用すれば，障害のあるネットワ
ーク・コンポーネントを検出し，切り分けるのに役立ちます。このプログラムを実行
すると，障害分析を実行するルーチンに対して，クラスタ通信ネットワークの物理的
な説明情報が提供されます。
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D.4.1 障害分析

ネットワーク障害分析プログラムを使用すると，障害のあるネットワーク・コンポー
ネントの検出と切り分けに必要な時間を短縮でき，その結果，クラスタの可用性を大
幅に向上できます。

D.4.2 LAVC$FAILURE_ANALYSISプログラムの動作方法

以下の表は， LAVC$FAILURE_ANALYSISプログラムの動作方法を示しています。

手順 プログラムの動作

1 プログラムは障害が発生したチャネルをグループにまとめ，それをクラスタ・ネットワーク
の物理的な記述情報と比較する。

2 プログラムは次に，障害が発生したチャネルに関連する，正常に動作していないネットワー
ク・コンポーネントのリストを作成し， OPCOMメッセージを使用して，コンポーネントの
名前と， 1つ以上のチャネル障害の原因の可能性を表示する。

ネットワーク障害分析でパスの一部 (複数のコンポーネントを含む)が動作していることを確
認できない場合，プログラムは以下の操作を行う。

1. パスの最初のコンポーネントを最も疑いのあるコンポーネント (%LAVC-W-PSUSPECT)
として指定する。

2. 他のコンポーネントを次候補 (%LAVC-I-ASUSPECT)としてリストする。

3 コンポーネントが再び動作するようになったら， OPCOMは%LAVC-S-WORKINGという
メッセージを表示する。

D.5 Network Failure Analysis Programの使用

表 D–1では，Network Failure Analysis Programを編集および使用するための手順
について説明しています。

表 D–1 LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARプログラムの使用手順

手順 操作 関連項目

1 クラスタ通信ネットワーク固有の情報を収集し，記録する。 第 D.5.1項

2 収集した情報を含むように， LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARの
コピーを編集する。

第 D.5.2項

3 プログラムのアセンブル，リンク，デバッグを行う。 第 D.5.3項

4 データを提供したノードでのみプログラムが実行されるように，スタ
ートアップ・ファイルを変更する。

第 D.5.4項

5 ネットワーク障害分析を実行する予定の 1つ以上のノードでプログ
ラムを実行する。

第 D.5.5項

(次ページに続く)
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表 D–1 (続き) LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARプログラムの使用手順

手順 操作 関連項目

6 MODPARAMS.DATを変更して，非ページング・プール・パラメー
タの値を大きくする。

第 D.5.6項

7 Local Area OpenVMS Cluster Network Failure Analysis Program
をテストする。

第 D.5.7項

D.5.1 ネットワーク・ダイアグラムの作成

ネットワーク構成の物理的な記述を作成し，その記述を電子的な形式で
LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARプログラムに含むには，表 D–2に示した手
順を実行します。

表 D–2 ネットワークの物理的な記述の作成

手順 操作 説明

1 OpenVMS Cluster通信ネットワークのダイアグラムを
作成する。

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARを変更すると
きに，この図を (電子的な形式で)プログラムに挿入
する。この図は，クラスタの物理的なレイアウトを
示すものであり，以下のコンポーネントを含んでい
る。

• LANセグメントまたはリング

• LANブリッジ

• ワイヤリング・コンセントレータ， DELNIイ
ンターコネクト， DEMPRリピータ

• LANアダプタ

• Integrityサーバおよび Alphaシステム

大規模なクラスタの場合，ケーブルをトレースする
ことで，構成を確認しなければならないことがあ
る。

2 図の中の各コンポーネントに固有のラベルを付ける。 OpenVMS Clusterに多くのノードが含まれてい
る場合，各ノード名を短縮形に置き換えなけれ
ばならないことがある。短縮したノード名を利用
すると，図を電子的な形式で LAVC$FAILURE_
ANALYSIS.MARに挿入するときに，領域を節約す
るのに役立つ。たとえば，ノード名 ASTRAの代わ
りに Aを使用し， ASTRAノードの 2台の LANア
ダプタを A1および A2として参照することができ
る。

(次ページに続く)
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表 D–2 (続き) ネットワークの物理的な記述の作成

手順 操作 説明

3 各コンポーネントに対して以下の情報を指定する。

• 固有のラベル

• 種類[SYSTEM， LAN_ADP， DELNI]

• 場所 (コンポーネントの物理的な場所)

• LANアドレス (適用可能な場合)

DELNIインターコネクト， DEMPRリピータ，ケ
ーブルなどのデバイスには， LANアドレスは割り
当てられない。

4 各コンポーネントを以下のカテゴリのいずれかに分類す
る。

• Node: OpenVMS Cluster構成内の Integrityシス
テムまたは Alphaシステム。

• Adapter: 通常， OpenVMS Cluster通信のために使
用される LANアダプタ。

• Component: ネットワーク内の汎用コンポーネン
ト。このカテゴリのコンポーネントを通るパスが少
なくとも 1つ動作している場合，通常，これらのコ
ンポーネントは動作しているものとして示される。
ワイヤリング・コンセントレータ， DELNIインタ
ーコネクト， DEMPRリピータ， LANブリッジ，
LANセグメントおよびリングは通常，このカテゴリ
に分類される。

• Cloud: ネットワーク内の汎用コンポーネント。この
カテゴリのコンポーネントは， 1つ以上のパスが動
作しているものとして示される場合でも，動作して
いるものとして示すことができない。

クラウド・コンポーネントは， LANセグメント間
の冗長ブリッジなどのように，ネットワーク内の 2
つの地点間に複数のパスが存在する場合にだけ必
要である。上位レベルでは複数のパスが存在できる
が，実際の操作では，このブリッジ構成では，一度
に 1つのパスだけしか存在できない。一般に，この
ブリッジの例はおそらく，アクティブ・ブリッジを
コンポーネントとして表現し，スタンバイ・ブリッ
ジを無視する方法の方がよりよく処理できる (アクテ
ィブ・ブリッジは， RBMSや DECelmsなどのネッ
トワーク・モニタリング・ソフトウェアによって識
別することができる)。デフォルト・ブリッジ・パラ
メータを使用すると，アクティブ・ブリッジの障害
を指摘できる。

5 手順 3で指定したコンポーネント・ラベルを使用して，
OpenVMS Cluster通信ネットワーク内の各接続を記述
する。

(次ページに続く)
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表 D–2 (続き) ネットワークの物理的な記述の作成

手順 操作 説明

6 Network Failure Analysis Programを実行するノード
またはノード・グループを選択する。

このプログラムは， LAVC$FAILURE_
ANALYSIS.MARを編集したときに物理記述に
含まれていたノードだけで実行するようにしなけ
ればならない。あるノード上の Network Failure
Analysis Programは， OpenVMS Cluster内の他
のシステムから独立して動作する。したがって，
Network Failure Analysis Programを実行するに
は，通常はシャットダウンされないシステムを選択
しなければならない。プログラムを実行するコンピ
ュータとして，以下の属性を備えたシステムを選択
すると適切である。

• スピードの速い CPUを搭載したシステム

• メモリ容量の大きいシステム

• 接続されている LANアダプタの数の多いシス
テム (NISCAプロトコルを実行)

注意: 物理記述は，非ページング・プールにロード
され，すべての処理は IPL 8で実行される。ネット
ワーク・パス内のネットワーク・コンポーネントの
平均数が増加すると， CPUの利用率が増大する。
また，ネットワーク・パスの総数が増加すると，
CPUの利用率が増大する。

D.5.2 ソース・ファイルの編集

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARを編集するには，以下の操作を行います。

手順 操作

1 以下のファイルを SYS$EXAMPLESからローカル・ディレクトリにコピーする。

• LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MAR

• LAVC$BUILD.COM

2 OpenVMS Clusterネットワーク・マップおよび他の情報を使用して， LAVC$FAILURE_
ANALYSIS.MARのコピーを編集する。

例 D–1は， LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARで編集する部分を示しています。
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例 D–1 LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARで編集する部分

; *** Start edits here ***

; Edit 1.
;
; Define the hardware components needed to describe
; the physical configuration.
;

NEW_COMPONENT SYSTEM NODE
NEW_COMPONENT LAN_ADP ADAPTER
NEW_COMPONENT DEMPR COMPONENT
NEW_COMPONENT DELNI COMPONENT
NEW_COMPONENT SEGMENT COMPONENT
NEW_COMPONENT NET_CLOUD CLOUD

; Edit 2.
;
; Diagram of a multi-adapter local area OpenVMS Cluster
;
;
; Sa -------+---------------+---------------+---------------+-------
; | | | |
; | MPR_A | |
; | .----+----. | |
; | 1| 1| 1| |
; BrA ALPHA BETA DELTA BrB
; | 2| 2| 2| |
; | ‘----+----’ | |
; | LNI_A | |
; | | | |
; Sb -------+---------------+---------------+---------------+-------
;
;
; Edit 3.
;
; Label Node Description
; ----- ------ -----------------------------------------------

SYSTEM A, ALPHA, < - MicroVAX II; In the Computer room> . . .
LAN_ADP A1, , <XQA; ALPHA - MicroVAX II; Computer room>, . . .
LAN_ADP A2, , <XQB; ALPHA - MicroVAX II; Computer room>, . . .

SYSTEM B, BETA, < - MicroVAX 3500; In the Computer room> . . .
LAN_ADP B1, , <XQA; BETA - MicroVAX 3500; Computer room>, . . .
LAN_ADP B2, , <XQB; BETA - MicroVAX 3500; Computer room>, . . .

SYSTEM D, DELTA, < - VAXstation II; In Dan’s office> . . .
LAN_ADP D1, , <XQA; DELTA - VAXstation II; Dan’s office>, . . .
LAN_ADP D2, , <XQB; DELTA - VAXstation II; Dan’s office>, . . .

; Edit 4.
;
; Label each of the other network components.
;

DEMPR MPR_A, , <Connected to segment A; In the Computer room>
DELNI LNI_A, , <Connected to segment B; In the Computer room>

(次ページに続く)
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例 D–1 (続き) LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARで編集する部分

SEGMENT Sa, , <Ethernet segment A>
SEGMENT Sb, , <Ethernet segment B>

NET_CLOUD BRIDGES, , <Bridging between ethernet segments A and B>

; Edit 5.
;
; Describe the network connections.
;

CONNECTION Sa, MPR_A
CONNECTION MPR_A, A1
CONNECTION A1, A
CONNECTION MPR_A, B1
CONNECTION B1, B

CONNECTION Sa, D1
CONNECTION D1, D

CONNECTION Sa, BRIDGES
CONNECTION Sb, BRIDGES

CONNECTION Sb, LNI_A
CONNECTION LNI_A, A2
CONNECTION A2, A
CONNECTION LNI_A, B2
CONNECTION B2, B

CONNECTION Sb, D2
CONNECTION D2, D

.PAGE

; *** End of edits ***

このプログラムで， Edit numberは，ネットワークに関する情報を取り込むためにプ
ログラムを編集する箇所を示しています。プログラムを以下のように編集します。

変更場所 操作

Edit 1 構成に含まれる各コンポーネントのカテゴリを定義する。第 D.5.1項の手順 5の情報を利
用する。以下の形式を使用する。

NEW_COMPONENT component_type category
例: 以下の例では， DEMPRリピータをコンポーネント・カテゴリの一部として定義する方
法を示している。

NEW_COMPONENT DEMPR COMPONENT
Edit 2 第 D.5.1項の手順 1で描いたネットワーク・マップを挿入する。 LAVC$FAILURE_

ANALYSIS.MARのこの部分にマップを挿入すると，マップの電子的なレコードが作成さ
れ，紙に書いた図の場合より簡単に検索と更新ができるようになる。
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変更場所 操作

Edit 3 OpenVMS Clusterの各ノードと LANアダプタを指定する。各ノードに対して 1行ずつ使
用する。各行には以下の情報を指定しなければならない。各情報項目をカンマで区切って，
情報の表を作成する。

• コンポーネント・タイプとカンマ。

• ネットワーク・マップに指定されているラベルとカンマ。

• ノード名 (SYSTEMコンポーネントのみ)。ノード名がない場合は，カンマだけを入力
する。

• このコンポーネントで障害を検出したときに， Network Failure Analysis Programが
表示する説明文。このテキストは山括弧 (< >)で囲む。このテキストにはコンポーネン
トの物理的な場所を指定しなければならない。

• LANハードウェア・アドレス (LANアダプタの場合)。

• DECnetが使用する LANアダプタの DECnet LANアドレス。

Edit 4 他の各ネットワーク・コンポーネントを指定する。各コンポーネントに対して 1行を使用
する。各行には以下の情報を指定しなければならない。

• NEW_COMPONENTで定義したコンポーネント名とカテゴリ。

• ネットワーク・マップに指定されているラベル。

• Network Failure Analysis Programがこのコンポーネントで障害を検出したときに表
示する説明文。コンポーネントの物理的な場所に関する情報を含む。

• LANハードウェア・アドレス (省略可能)。

• 代替 LANアドレス (省略可能)。

Edit 5 ネットワーク・コンポーネント間の接続を定義する。 CONNECTIONマクロと，接続され
る 2つのコンポーネントのラベルを使用する。以下の情報を指定する。

• CONNECTIONマクロ名

• 最初のコンポーネント・ラベル

• 2番目のコンポーネント・ラベル

関連項目: この操作手順の詳細については，ソース・モジュール SYS$EXAMPLES:LAVC$FAILURE_
ANALYSIS.MARを参照。

D.5.3 プログラムのアセンブルとリンク

プログラムをアセンブルおよびリンクするには，以下のコマンド・プロシージャを使
用します。

$ @LAVC$BUILD.COM LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MAR

パス記述でコンポーネント・ラベルをタイプミスすることによって発生するエラーな
ど，アセンブリ・エラーやリンク・エラーを修正するために必要な編集を行います。
その後，プログラムをもう一度アセンブルします。
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D.5.4 スタートアップ・ファイルの変更

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.EXEプロシージャを実行する前に，データを提供した
ノードでのみプロシージャが実行されるように，スタートアップ・ファイルを変更し
ます。

例: OMEGAノードでプログラムを実行するには，以下の条件文を含むように，
SYS$COMMON:[SYSMGR]のスタートアップ・ファイルを変更します。

$ If F$GETSYI ("nodename").EQS."OMEGA"
$ THEN
$ RUN SYS$MANAGER:LAVC$FAILURE_ANALYSIS.EXE
$ ENDIF

D.5.5 プログラムの実行

LAVC$FAILURE_ANALYSIS.EXEプログラムを実行するには，以下の操作を行いま
す。

手順 操作

1 PHY_IO特権が与えられているアカウントを使用する。

2 ネットワーク障害分析を実行する各ノードでプログラムを実行する。

$ RUN SYS$MANAGER:LAVC$FAILURE_ANALYSIS.EXE

プログラムを実行した後，ネットワーク記述に必要な非ページング・プールの適切な
量が表示される。この表示の形式は以下のとおりである。

Non-paged Pool Usage: ~ 10004 bytes

D.5.6 MODPARAMS.DATの変更

ネットワーク障害分析を実行する各システムで，
SYS$SPECIFIC:[SYSEXE]MODPARAMS.DATファイルに以下の行を追加しま
す。ただし，valueの代わりに，使用される非ページング・プールの値として表示され
た値を指定します。

ADD_NPAGEDYN = value
ADD_NPAGEVIR = value

MODPARAMS.DATを変更した各システムで AUTOGENを実行します。
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D.5.7 プログラムのテスト

障害を発生させて，プログラムをテストします。たとえば，トランシーバ・ケーブ
ルや ThinWireセグメントを切断したり，ブリッジ，DELNIインターコネクト，
DEMPRリピータで電源障害を発生させます。その後，OPCOMメッセージを調べ
て， LAVC$FAILURE_ANALYSISが障害のあるコンポーネントを正しく報告してい
るかどうか確認します。障害を報告していない場合は，Network Failure Analysis
Programに対して行った編集を確認します。

D.5.8 問題のあるコンポーネントの表示

OpenVMS Clusterネットワーク・コンポーネントで障害が発生すると，OPCOMは
疑いのあるコンポーネントの一覧を表示します。OPCOMを使用して一覧を表示する
ことにより，システム管理者は，これらのメッセージの表示を選択的に有効および無
効に設定できます。

以下に表示の例を示します。

%%%%%%%%%%% OPCOM 1-JAN-1994 14:16:13.30 %%%%%%%%%%%
(from node BETA at 1-JAN-1994 14:15:55.38)
Message from user SYSTEM on BETA LAVC-W-PSUSPECT, component_name

%%%%%%%%%%% OPCOM 1-JAN-1994 14:16:13.41 %%%%%%%%%%%
(from node BETA at 1-JAN-1994 14:15:55.49)
Message from user SYSTEM on BETA %LAVC-W-PSUSPECT, component_name

%%%%%%%%%%% OPCOM 1-JAN-1994 14:16:13.50 %%%%%%%%%%%
(from node BETA at 1-JAN-1994 14:15:55.58)
Message from user SYSTEM on BETA %LAVC-I-ASUSPECT, component_name

障害の疑いのあるコンポーネントを示すOPCOM表示では，障害を示すために以下の
接頭辞が使用されます。

• %LAVC-W-PSUSPECT—最も疑いのあるコンポーネント

• %LAVC-I-ASUSPECT—次に疑いのあるコンポーネント

• %LAVC-S-WORKING—疑いのあるコンポーネントは現在動作している

メッセージ接頭辞の後のテキストは， LAVC$FAILURE_ANALYSIS.MARを編集す
るときに指定したネットワーク・コンポーネントの記述です。
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E
LAN制御のためのサブルーチン

E.1 はじめに

付録 Dで説明したサンプル・プログラムの他に，サンプル・プログラムの機能を拡張
するための方法として，多くのサブルーチンが提供されます。表 E–1では，これらの
サブルーチンについて説明しています。

表 E–1 LAN制御のためのサブルーチン

サブルーチン 説明

LANアダプタの管理:

SYS$LAVC_START_BUS PEDRIVERに対して，特定の LANアダプタで NISCA
プロトコルを起動するように要求する。

SYS$LAVC_STOP_BUS PEDRIVERに対して，特定の LANアダプタで NISCA
プロトコルを停止するように要求する。

ネットワーク障害分析システムの制御:

SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENT 物理ネットワーク・コンポーネントの表現を作成する。

SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATH 2つのネットワーク・ノード間のネットワーク・コンポー
ネントの一覧を作成する。

SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSIS ネットワーク障害分析を有効に設定する。この結果，将来
のチャネル障害を分析することが可能になる。

SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSIS ネットワーク障害分析を停止し，物理ネットワーク記述の
ために使用されていたメモリの割り当てを解除する。

E.1.1 サブルーチンの目的

この付録で説明するサブルーチンは， LAN制御プログラムである LAVC$FAILURE_
ANALYSIS.MAR， LAVC$START_BUS.MAR， LAVC$STOP_BUS.MARで使用さ
れます。これらのプログラムは， LANネットワークを制御できるだけの十分な機能
を備えていますが， LAN制御サブルーチンを使用すると，さらに LANアダプタを管
理するのに役立ちます。
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E.2 NISCAプロトコルの起動

SYS$LAVC_START_BUSサブルーチンは，指定された LANアダプタでNISCAプ
ロトコルを起動します。 SYS$LAVC_START_BUSルーチンを使用するには，以下の
パラメータを指定します。

パラメータ 説明

BUS_NAME 参照によって渡される LANアダプタ名バッファを表現する文字列記述子。 LANアダ
プタ名は 15文字以内でなければならない。

例: 以下の Fortranサンプル・プログラムでは， SYS$LAVC_START_BUSを使用し
て， LANアダプタ XQAでNISCAプロトコルを起動します。

PROGRAM START_BUS

EXTERNAL SYS$LAVC_START_BUS
INTEGER*4 SYS$LAVC_START_BUS
INTEGER*4 STATUS

STATUS = SYS$LAVC_START_BUS ( ’XQA0:’ )

CALL SYS$EXIT ( %VAL ( STATUS ))

END

E.2.1 状態

SYS$LAVC_START_BUSサブルーチンは，表 E–2に示すように，レジスタ R0に状
態値を返します。

表 E–2 SYS$LAVC_START_BUSの状態

状態 結果

Success PEDRIVERが指定されたアダプタで NISCAプロトコルを起動しようとしていること
を示す。

Failure PEDRIVERが指定された LANアダプタでプロトコルを起動できないことを示す。

E.2.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_START_BUSは，以下の表に示すエラー状態コードを返すことがありま
す。
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状態コード 説明

SS$_ACCVIO この状態は以下の場合に返される。

• 引数リストにアクセスできない。

• LANアダプタ名バッファ記述子にアクセスできない。

• LANアダプタ名バッファにアクセスできない。

SS$_DEVACTIVE バスがすでに存在する。 PEDRIVERは， NISCAプロトコルのためにすで
にこの LANアダプタを使用しようとしている。

SS$_INSFARG 指定された引数の数が不足している。

SS$_INSFMEM バス・データ構造を作成するのに必要な非ページング・プールが不足してい
る。

SS$_INVBUSNAM 指定されたバス名が不正である。指定されたデバイスは，プロトコルに対し
て使用できる LANアダプタでない。

SS$_IVBUFLEN この状態値は以下の場合に返される。

• LANアダプタ名に文字が含まれていない (長さ= 0)。

• LANアダプタ名が 15文字より長い。

SS$_NOSUCHDEV この状態値は以下の場合に返される。

• 指定された LANアダプタ名が，このシステムで PEDRIVERから使用で
きる LANデバイスに対応していない。

• LANドライバがシステムにロードされていない。 NET$AR_LAN_
VECTORの値が 0である。

• PEDRIVERが初期化されていない。 PEDRIVERの PORT構造を使用
できない。

注意: このルーチンを呼び出すことにより，エラー・ログ・メッセージが作成
されることがある。

SS$_NOTNETDEV PEDRIVERが指定された LANデバイスをサポートしない。

SS$_SYSVERDIF 指定された LANデバイスのドライバは， PEDRIVERで必要とされている
VCIインタフェース・バージョンをサポートしない。

PEDRIVERは，指定された LANアダプタへの接続を作成できなかったことを示す他
のエラーを返すことがあります。

E.3 NISCAプロトコルの停止

SYS$LAVC_STOP_BUSルーチンは，指定された LANアダプタでNISCAプロトコ
ルを停止します。

注意

すべての LANアダプタで NISCAプロトコルを停止すると，サテライトがハ
ング状態になり，クラスタ・システムが CLUEXITバグチェックで異常終了す
ることがあります。
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このルーチンを使用するには，以下の表に示すパラメータを指定します。

パラメータ 説明

BUS_NAME 参照によって渡される LANアダプタ名バッファを表す文字列記述子。 LANアダプタ
名は 15文字以内でなければならない。

例: 以下の Fortranサンプル・プログラムでは， SYS$LAVC_STOP_BUSを使用し
て， LANアダプタ XQBでNISCAプロトコルを停止する方法を示しています。

PROGRAM STOP_BUS

EXTERNAL SYS$LAVC_STOP_BUS
INTEGER*4 SYS$LAVC_STOP_BUS
INTEGER*4 STATUS

STATUS = SYS$LAVC_STOP_BUS ( ’XQB’ )

CALL SYS$EXIT ( %VAL ( STATUS ))

END

E.3.1 状態

SYS$LAVC_STOP_BUSサブルーチンは，表 E–3に示すように，レジスタ R0に状
態値を返します。

表 E–3 SYS$LAVC_STOP_BUSから返される状態

状態 結果

Success PEDRIVERが，指定されたアダプタで NISCAプロトコルをシャットダウンしようと
していることを示す。

Failure PEDRIVERが，指定された LANドライバでプロトコルをシャットダウンできないこ
とを示す。しかし， PEDRIVERはシャットダウンを非同期的に実行するため，他の
理由で PEDRIVERがシャットダウンを完了できないことがある。

LAVC$STOP_BUSモジュールが正常に実行されると，以下のデバイス・アテンショ
ン・エントリがシステム・エラー・ログに書き込まれます。

DEVICE ATTENTION . . .
NI-SCS SUB-SYSTEM . . .
FATAL ERROR DETECTED BY DATALINK . . .

さらに，以下の 16進数がエントリの STATUSフィールドに書き込まれます。

最初のロングワード (00000001)
2番目のロングワード (00001201)
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このエラー・ログ・エントリは，期待される動作を示すもので，無視してもかまいま
せん。しかし， STATUSフィールドの最初のロングワードが 16進数の 00000001以
外の値の場合は，エラーが発生しているため，さらに調査が必要になることがありま
す。

E.3.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_STOP_BUSは，以下の表に示すエラー状態コードを返すことがありま
す。

状態コード 説明

SS$_ACCVIO この状態は以下の場合に返される。

• 引数リストにアクセスできない。

• LANアダプタ名バッファ記述子にアクセスできない。

• LANアダプタ名バッファにアクセスできない。

SS$_INVBUSNAM 指定されたバス名が不正である。指定されたデバイスは，
NISCAプロトコルに対して使用できる LANアダプタでない。

SS$_IVBUFLEN この状態値は以下の場合に返される。

• LANアダプタ名に文字が含まれていない (長さ= 0)。

• LANアダプタ名の長さが 15文字より長い。

SS$_NOSUCHDEV この状態値は以下の場合に返される。

• 指定された LANアダプタ名が，このシステムの
PEDRIVERから使用できる LANデバイスに対応してい
ない。

• LANドライバがこのシステムにロードされていない。
NET$AR_LAN_VECTORが 0である。

• PEDRIVERが初期化されていない。 PEDRIVERの PORT
構造を使用できない。

E.4 ネットワーク・コンポーネントの表現の作成

SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENTサブルーチンは，物理ネットワーク・コ
ンポーネントの表現を作成します。

パラメータを指定するには，以下の形式を使用します。

STATUS = SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENT (
component_description,
nodename_length,
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component_type,
lan_hardware_addr,
lan_decnet_addr,
component_id_value )

表 E–4は， SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENTのパラメータについて説明
しています。

表 E–4 SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENTのパラメータ

パラメータ 説明

component_description ネットワーク・コンポーネント名バッファを表す文字列記述子のア
ドレス。ネットワーク・コンポーネント名の長さは， COMP$C_
MAX_NAME_LENに指定した文字数以下でなければならない。

nodename_length ノード名の長さのアドレス。このアドレスは， COMP$C_NODEタ
イプの場合は，ネットワーク・コンポーネント名バッファの先頭で
ある。他のコンポーネント・タイプの場合は， 0を使用しなければ
ならない。

component_type コンポーネント・タイプのアドレス。これらの値は，
SYS$LIBRARY:LIB.MLBにある$PEMCOMPDEFによって定
義される。

lan_hardware_addr コンポーネントの LANハードウェア・アドレス (6バイト)を格納し
ているバッファの文字列記述子のアドレス。COMP$C_ADAPTERタ
イプの場合は，この値を指定しなければならない。他のコンポーネ
ント・タイプの場合は，この値は省略可能である。

lan_decnet_addr コンポーネントの LAN DECnetアドレス (6バイト)を格納している
バッファの文字列記述子。これはすべてのコンポーネント・タイプ
で省略可能なパラメータである。

component_id_value コンポーネント ID値が書き込まれるロングワードのアドレス。

E.4.1 状態

正常終了すると， SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENTサブルーチンは
COMPデータ構造を作成し， ID値を返します。このサブルーチンは，ユーザ指定パ
ラメータをデータ構造にコピーし，参照カウントを 0に設定します。

コンポーネント ID値は 32ビットの値であり，ネットワーク・コンポーネントとの間
に 1対 1の対応関係があります。これらのコンポーネント IDの一覧は，パケットが
あるノードから別のノードに転送されるときに使用されるコンポーネントを指定する
ために， SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHに渡されます。

E.4.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_DEFINE_NET_COMPONENTは，以下の表に示すエラー状態コードを
返すことがあります。
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状態コード 説明

SS$_ACCVIO この状態は以下の場合に返される。

• ネットワーク・コンポーネント名バッファ記述子にアクセスできな
い。

• ネットワーク・コンポーネント名バッファにアクセスできない。

• 0以外の値が指定された場合，コンポーネントの LANハードウェ
ア・アドレスにアクセスできない。

• 0以外の値が指定された場合，コンポーネントの LAN DECnetアド
レスにアクセスできない。

• lan_hardware_addr文字列記述子にアクセスできない。

• lan_decnet_addr文字列記述子にアクセスできない。

• component_id_valueアドレスに書き込みアクセスできない。

• component_typeアドレスにアクセスできない。

• nodename_lengthアドレスにアクセスできない。

• 引数リストにアクセスできない。

SS$_DEVACTIVE 分析プログラムはすでに実行されている。ネットワーク・コンポーネ
ントおよびネットワーク・コンポーネント・リストを定義する前に，
SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSISを呼び出すことにより，分析を停止
しなければならない。

SS$_INSFARG 指定された引数の数が不足している。

SS$_INVCOMPTYPE コンポーネント・タイプが 0であるか，または COMP$C_INVALID以上
の値である。

SS$_IVBUFLEN この状態値は以下の場合に返される。

• コンポーネント名に文字が指定されていない (長さ= 0)。

• コンポーネント名の長さが COMP$C_MAX_NAME_LENより長い。

• ノード名に文字が含まれておらず (長さ= 0)，コンポーネント・タイ
プが COMP$C_NODEである。

• ノード名の長さが 8文字より長く，コンポーネント・タイプが
COMP$C_NODEである。

• lan_hardware_addr文字列記述子の長さが 6文字未満である。

• lan_decnet_addrの長さが 6文字未満である。
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E.5 ネットワーク・コンポーネント・リストの作成

SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHサブルーチンは， 2つのネットワーク・ノード間
にネットワーク・コンポーネントの方向付きリストを指定します。方向付きリストと
は，パケットがクラスタ・ネットワーク内で，障害分析ノードから他のノードに移動
するときに通過するすべてのコンポーネントのリストです。

パラメータを指定するには，以下の形式を使用します。

STATUS = SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATH (
network_component_list,
used_for_analysis_status,
bad_component_id )

表 E–5は， SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHのパラメータについて説明していま
す。

表 E–5 SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHのパラメータ

パラメータ 説明

network_component_list パス内の各コンポーネントのコンポーネント ID値を格納してい
るバッファの文字列記述子のアドレス。ネットワーク・メッセー
ジが通過する順に，コンポーネント ID値を指定する。コンポー
ネントは以下の順に指定する。

1. ローカル・ノード

2. ローカル LANアダプタ

3. 中間のネットワーク・コンポーネント

4. リモート・ネットワーク LANアダプタ

5. リモート・ノード

ネットワーク・パス内の 2つのノードと 2つの LANアダプタを
指定しなければならない。バッファ長は 15～ 509バイトの範囲
でなければならない。

used_for_analysis_status 書き込まれるロングワード状態値のアドレス。この状態は，この
ネットワーク・パスがネットワーク障害分析を行う価値があるか
どうかを示す。

bad_component_id コンポーネント・リストを処理しているときにエラーが検出され
た場合，エラーのあるコンポーネント IDが格納されるロングワ
ード値のアドレス。

E.5.1 状態

このサブルーチンは，特定のネットワーク・パスを記述するネットワーク・コンポー
ネントの方向付きリストを作成します。 SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHが正常終
了すると， CLSTデータ構造が作成されます。 1つのノードがローカル・ノードの場
合，このデータ構造は PEDRIVERチャネルに対応付けられます。さらに，リスト内
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の各ネットワーク・コンポーネントの参照カウントが増分されます。どのノードもロ
ーカル・ノードでない場合は， used_for_analysis_statusアドレスにエラー状態が格
納されます。

SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHサブルーチンは，表 E–6に示すように，レジス
タ R0に状態値を返し，ネットワーク・コンポーネント・リストが正しい構造である
かどうかを示します。

表 E–6 SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHから返される状態

状態 結果

Success used_for_analysis_statusの値は，ネットワーク・パスがローカル・ノードでネット
ワーク分析を実行するのに役立つかどうかを示す。

Failure R0に返されたエラー状態が SS$_INVCOMPIDの場合は， bad_component_idアド
レスに，バッファから検出された bad_component_idの値が格納される。

E.5.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_DEFINE_NET_PATHは，以下の表に示すエラー状態コードを返すこと
があります。

状態コード 説明

SS$_ACCVIO この状態値は，以下の場合に返されることがある。

• 記述子またはネットワーク・コンポーネント ID値バッファにアクセス
できない。

• 引数リストにアクセスできない。

• used_for_analysis_statusアドレスに書き込みアクセスできない。

• bad_component_idアドレスに書き込みアクセスできない。

SS$_DEVACTIVE 分析がすでに実行されている。ネットワーク・コンポーネント
およびネットワーク・コンポーネント・リストを定義する前
に，SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSIS機能を呼び出すことにより，分
析を停止しなければならない。

SS$_INSFARG 指定された引数の数が不足している。

SS$_INVCOMPID バッファに指定されたネットワーク・コンポーネント IDが不正である。
bad_component_idアドレスに，エラーのあるコンポーネント IDが格納さ
れる。
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状態コード 説明

SS$_INVCOMPLIST この状態値は以下の場合に返されることがある。

• ノード・リストに指定されているノードの数が 2未満である。

• リストに指定されているノードの数が 3以上である。

• 最初のネットワーク・コンポーネント IDがCOMP$C_NODEタイプで
ない。

• 最後のネットワーク・コンポーネント IDがCOMP$C_NODEタイプで
ない。

• リストに指定されているアダプタの数が 2未満である。

• リストに指定されているアダプタの数が 3以上である。

SS$_IVBUFLEN ネットワーク・コンポーネント IDバッファの長さが 16未満であるか， 4
の倍数でないか， 508より大きい。

SS$_RMTPATH ネットワーク・パスがローカル・ノードに関連付けられていない。この状態
は，ローカル・ノードでのネットワーク障害分析で，このパスが必要かどう
かを示すためだけに返される。

E.6 ネットワーク・コンポーネント障害分析の起動

SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSISサブルーチンは，ネットワーク・コンポーネント
障害分析を開始します。

例: 以下の例では， SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSISサブルーチンの使い方を示し
ています。

STATUS = SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSIS ( )

E.6.1 状態

このサブルーチンは，ネットワーク・コンポーネント障害分析コードを有効にしよう
とします。少なくとも 1つのコンポーネント・リストが定義されていれば，分析は有
効になります。

SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSISはレジスタ R0に状態を返します。

E.6.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_ENABLE_ANALYSISは，以下の表に示すエラー状態コードを返すこと
があります。
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E.6ネットワーク・コンポーネント障害分析の起動

状態コード 説明

SS$_DEVOFFLINE PEDRIVERが正しく初期化されていない。 ROOTまたは PORT
ブロックが使用できない状態である。

SS$_NOCOMPLSTS ネットワーク接続リストが存在しない。ネットワーク分析が実行
できない。

SS$_WASSET ネットワーク・コンポーネント分析がすでに実行中である。

E.7 ネットワーク・コンポーネント障害分析の停止

SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSISサブルーチンは，ネットワーク・コンポーネント
障害分析を停止します。

例: 以下の例は SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSISの使い方を示しています。

STATUS = SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSIS ( )

このサブルーチンは，ネットワーク・コンポーネント障害分析コードを無効にし，分
析が有効に設定されていた場合は，すべてのネットワーク・コンポーネント定義とネ
ットワーク・コンポーネント・リスト・データ構造を非ページング・プールから削除
します。

E.7.1 状態

SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSISはレジスタ R0に状態を返します。

E.7.2 エラー・メッセージ

SYS$LAVC_DISABLE_ANALYSISは，以下の表に示すエラー状態コードを返すこと
があります。

状態コード 説明

SS$_DEVOFFLINE PEDRIVERが正しく初期化されていない。 ROOTまたは PORTブロックが
使用できない状態である。

SS$_WASCLR ネットワーク・コンポーネント分析はすでに停止されている。
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F
NISCAプロトコルのトラブルシューティング

NISCAは，イーサネット LANを介して，クラスタ内の他のノードにディスク I/Oや
ロック・メッセージなどのメッセージを伝達するトランスポート・プロトコルです。
NISCAという頭字語は， SCA (System Communications Architecture)に従ってイ
ーサネット・ネットワーク・インターコネクト (NI)を実装しているプロトコルのこと
を示しています。

OpenVMSソフトウェア・インタフェースは，NISCAプロトコルを使用して， CIポ
ート・インタフェースをエミュレートします。つまり，データが LANあるいは IP
ネットワークを介して転送されることを除けば，ソフトウェア・インタフェースは
CIバスのインタフェースと同じです。NISCAプロトコルを使用することにより，
OpenVMS Clusterは特殊なハードウェアを必要とせずに， LANあるいは IPネット
ワーク上で通信を行うことができます。

ここでは，NISCAトランスポート・プロトコルについて説明し，ネットワーク・マ
ネージャがネットワーク関連の問題を突き止めるのに役立つトラブルシューティング
の手法についても示します。 LANで発生したハードウェア・コンポーネント障害の
トラブルシューティングは， LANアナライザを使用して行うのが最適なので，この
付録では， LAN分析ツールの機能と設定についても説明します。

注意

改訂した PEDRIVER固有のトラブルシューティングの追加情報については，
本書の次の改訂版に記載される予定です。

F.1 NISCAがSCAにどのように適しているか

NISCAプロトコルは， SCAの PPD (Port-to-Port Driver)プロトコルを実装したも
のです。

F.1.1 SCAプロトコル

第 2章で説明したように， SCAは，下位レベルの分散アプリケーション (たとえばデ
バイス・ドライバ，ファイル・サービス，ネットワーク・マネージャ)に効率のよい
通信サービスを提供するソフトウェア・アーキテクチャです。
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NISCAプロトコルのトラブルシューティング
F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

SCAでは， SYSAP (System Applications)， SCS (System Communications
Services)， PPD (Port-to-Port Driver)，デバイス・ドライバと LANアダプタの PI
(Physical Interconnect:物理インターコネクト)も含めて，OpenVMS Clusterシス
テム用に多くのプロトコルが指定されています。図 F–1では， SCAアーキテクチ
ャを構成する相互に依存するレベルとして，これらのプロトコルを示しています。
図 F–1では，NISCAプロトコルは， SCAアーキテクチャの PPDレイヤの特定の実
装として示されています。

図 F–1 SCAアーキテクチャのプロトコル

System Communications Architecture

SYSAP
(System Applications)

SCS
(System Communications Services)

PPD
(Port−to−Port Driver)

PI
(Physical Interconnect)

ZK−5919A−GE

NISCA Protocol

PPC (Port−to−Port Communication)

TR (Transport)

CC (Channel Control)

DX (Datagram Exchange)

PPD (Port to Port Driver)

表 F–1は，図 F–1に示した SCAプロトコルの各レベルについて説明しています。

表 F–1 SCAプロトコル・レイヤ

プロトコル 説明

SYSAP 各ノードで実行されるクラスタ単位のシステム・アプリケーションを表す。これらのシステム・アプリケーショ
ンは，ノード間でメッセージを送信するために通信パスを共用する。システム・アプリケーションの例として，
ディスク・クラス・ドライバ (DUDRIVERなど)，MSCPサーバ，接続マネージャなどがある。

(次ページに続く)
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F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

表 F–1 (続き) SCAプロトコル・レイヤ

プロトコル 説明

SCS OpenVMS Clusterを中心とした接続を管理し，仮想サーキットと呼ばれる共通のトランスポートを介して，シ
ステム・アプリケーション間のメッセージを多重化する (第 F.1.2項を参照)。また， SCSレイヤは，接続で障
害が発生したときに，個々のシステム・アプリケーションが適切に応答できるように，各アプリケーションに
通知を出す。たとえば， SCSからの通知によって DUDRIVERが起動されてディスクがフェールオーバされた
り，クラスタの状態遷移が開始されたりする。 SCSはまた，再接続間隔 (RECNXINTERVAL)の時間のカウン
トを開始するように，接続マネージャに通知する。

PPD OpenVMS Clusterシステム内の他のノードにメッセージ配布サービスを提供する。

PPDレベル 説明

PPD (Port-to-Port
Driver)

仮想サーキットを確立し，エラーを処理する。

PPC (Port-to-Port
Communication)

ポート間通信，データグラム，シーケンス・メッセージ，ブロック転送を提供す
る。‘‘セグメント化’’も PPCレベルで行われる。 LANでの大きなデータ・ブロックのセ
グメント化は， CIバスや DSSIバスとは異なる方法で行われる。 LANデータ・パケ
ットは，以下に示すように，特定の LAN通信パスで認められているサイズに従って断
片化される。

ポート間通信 認められるパケット・サイズ

Ethernet-to-Ethernet 1498バイト

Gb Ethernet-to-Gb Ethernet 最大 8192バイト

Gb Ethernet-to-10Gb Ethernet 最大 8192バイト

10Gb Ethernet-to-10Gb Ethernet 最大 8192バイト

注意: デフォルト値は，イーサネットの場合も FDDIの場合も 1498バイトである。

TR (Transport) ノード間に，仮想サーキットというエラーのないパスを提供する (第 F.1.2項を参照)。
PPCレベルでは，クラスタ内の 2つのノード間でシーケンス・メッセージとデータグ
ラムを転送するために，仮想サーキットが使用される。

Channel Control
(CC)

OpenVMS Cluster内で，ノード間のネットワーク・パス (チャネルと呼ぶ)を管理す
る。 CCレベルでは，ノード間で HELLOデータグラム・メッセージを送信すること
によりチャネルを管理する。ノードは，まだ機能していることを

DX (Datagram
Exchange)

LANドライバへのインタフェース。

PI LANデバイスへの接続を提供する。 PIは，パケットが送受信されるときに使用される LANドライバとアダプ
タを表す。

PIコンポーネント 説明

LANドライバ NISCAおよび他の多くのクライアント (DECnet， TCP/IP， LAT， LAD/LASTなど)
を多重化し，イーサネットおよび FDDIネットワーク・インタフェース上でデータグラ
ム・サービスを提供する。

LANアダプタ LANネットワーク・ドライバとアダプタ・ハードウェアで構成される。
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NISCAプロトコルのトラブルシューティング
F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

図 F–2は， SCAアーキテクチャの TCP/IPレイヤの特定の実装としてのNISCAプロトコルについて
示しています。

図 F–2 Cluster over IPのための SCAアーキテクチャにおけるプロトコル

System Communications Architecture

SYSAP
(System Applications)

SCS
(System Communications Services)

PPD
(PorttoPort Driver)

PI
(Physical Interconnect)
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NISCA Protocol

PPC (PorttoPort Communication)

TR (Transport)

CC (Channel Control)

IP Header Exchange

PPD (Port to Port Driver)

TCP/IP
(Transmission Contol Protocol/Internet Protocol)

表 F–2は，図 F–2に示した SCAプロトコルのレベルについて説明しています。

表 F–2 Cluster over IPのための SCAプロトコル・レイヤ

プロトコル 説明

SYSAP 各ノードで実行されるクラスタ単位のシステム・アプリケーションを表す。これらのシステム・アプリケーショ
ンは，ノード間でメッセージを送信するために通信パスを共用する。システム・アプリケーションの例として，
ディスク・クラス・ドライバ (DUDRIVERなど)，MSCPサーバ，接続マネージャなどがある。

SCS OpenVMS Clusterを中心とした接続を管理し，仮想サーキットと呼ばれる共通のトランスポートを介して，シ
ステム・アプリケーション間のメッセージを多重化する (第 F.1.2項を参照)。また， SCSレイヤは，接続で障
害が発生したときに，個々のシステム・アプリケーションが適切に応答できるように，各アプリケーションに
通知を出す。たとえば， SCSからの通知によって DUDRIVERが起動されてディスクがフェールオーバされた
り，クラスタの状態遷移が開始されたりする。 SCSはまた，再接続間隔 (RECNXINTERVAL)の時間のカウン
トを開始するように，接続マネージャに通知する。

(次ページに続く)
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F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

表 F–2 (続き) Cluster over IPのための SCAプロトコル・レイヤ

プロトコル 説明

PPD OpenVMS Clusterシステム内の他のノードにメッセージ配布サービスを提供する。

PPDレベル 説明

PPD (Port-to-Port
Driver)

仮想サーキットを確立し，エラーを処理する。

PPC (Port-to-Port
Communication)

ポート間通信，データグラム，シーケンス・メッセージ，ブロック転送を提供す
る。‘‘セグメント化’’も PPCレベルで行われる。 LANでの大きなデータ・ブロックのセ
グメント化は， CIバスや DSSIバスとは異なる方法で行われる。 LANデータ・パケ
ットは，以下に示すように，特定の LAN通信パスで認められているサイズに従って断
片化される。

ポート間通信 認められるパケット・サイズ

Ethernet-to-Ethernet 1498バイト

Gb Ethernet-to-Gb Ethernet 最大 8192バイト

Gb Ethernet-to-10Gb Ethernet 最大 8192バイト

10Gb Ethernet-to-10Gb Ethernet 最大 8192バイト

注意: デフォルト値は，イーサネットの場合も FDDIの場合も 1498バイトである。

TR (Transport) ノード間に，仮想サーキットというエラーのないパスを提供する (第 F.1.2項を参照)。
PPCレベルでは，クラスタ内の 2つのノード間でシーケンス・メッセージとデータグ
ラムを転送するために，仮想サーキットが使用される。

Channel Control
(CC)

OpenVMS Cluster内で，ノード間のネットワーク・パス (チャネルと呼ぶ)を管理す
る。 CCレベルでは，ノード間で HELLOデータグラム・メッセージを送信すること
によりチャネルを管理する。ノードは，まだ機能していることを示すために， HELLO
データグラム・メッセージを送信する。 TRレベルでは，仮想サーキット・トラフィッ
クを伝達するためにチャネルを使用する。

IP Header
Exchange

TCP/IPスタックへのインタフェース

TCP/IP Cluster over IPではクラスタ通信に UDPを使用する。

PI LANデバイスへの接続を提供する。 PIは，パケットが送受信されるときに使用される LANドライバとアダプ
タを表す。

PIコンポーネント 説明

LANドライバ NISCAおよび他の多くのクライアント (DECnet， TCP/IP， LAT， LAD/LASTなど)
を多重化し，イーサネットおよび FDDIネットワーク・インタフェース上でデータグラ
ム・サービスを提供する。

LANアダプタ LANネットワーク・ドライバとアダプタ・ハードウェアで構成される。

F.1.2 通信のために使用されるパス

NISCAプロトコルは，表 F–3で説明しているパス上の通信を制御します。
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F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

表 F–3 通信パス

パス 説明

仮想サーキット 以下の目的で， OpenVMS Cluster内のノード間の信頼性の高いポート間通信を
提供する共通のトランスポート。

• 重複や紛失を発生させずに，メッセージを確実に配布する。各ポートは他の
各リモート・ポートとの間で仮想サーキットを維持する。

• メッセージの順序を確保する。各仮想サーキット・シーケンス番号が個々の
パケットで使用される。各送信メッセージはシーケンス番号を転送するた
め，重複するメッセージは破棄される。

各ポートの仮想サーキット記述子テーブルは，そのポート間サーキットの状態を
示す。 2つのポート間に仮想サーキットが作成された後，ノード内の SYSAP間
で通信を確立することができる。

チャネル 異なるノードにある 2つの LANアダプタ間の論理通信パス。ノード間のチャネ
ルは， 2つ 1組のアダプタとそれを接続するネットワークによって決定される。
たとえば，それぞれ 2つのアダプタを装備している 2つのノードは， 4つのチャ
ネルを確立することができる。特定の仮想サーキットによって伝達されたメッセ
ージは， 2つのノードを接続するどのチャネルを介しても送信できる。

注意:チャネルと仮想サーキットの相違は，チャネルがデータグラム・サービスのた
めのパスを提供できるという点にあります。仮想サーキットはチャネルの上の層にあ
り，ノード間にエラーのないパスを提供します。OpenVMS Clusterでは，ノード間
に複数のチャネルが存在できますが，仮想サーキットは同時に 2つのノード間に 1つ
しか存在できません。

F.1.3 PEDRIVER

ポート・エミュレータ・ドライバである PEDRIVERは，NISCAプロトコルを実装
し，ローカル LANポートとリモート LANポートの間の通信のためのチャネルを確立
し，制御します。

PEDRIVERは，メッセージが順に配布されることを保証するパケット配布サービ
ス (NISCAプロトコルの TRレベル)を実装します。特定の仮想サーキットによって
伝達されるメッセージは， 2つのノードを接続するどのチャネルを通じても送信で
きます。チャネルの選択は，メッセージの送信側 (PEDRIVER)によって決定され
ます。メッセージを送信するノードは，どのチャネルも選択できるため，受信側の
PEDRIVERは，どのチャネルからでもメッセージを受信できる準備をしておかなけ
ればなりません。

どの時点でも， TRレベルは特定の仮想サーキットのトラフィックを伝達するため
に， 1つの‘‘優先チャネル’’を使用します。

OpenVMS Version 8.3以上では， PEDRIVERは以下の機能をサポートします。

• データ圧縮

• マルチギガビット・ラインスピードと長距離性能スケーリング
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F.1 NISCAが SCAにどのように適しているか

データ圧縮は， 2つのOpenVMSノード間のデータ伝送レートが LANスピードに
よる制約を受けており，利用できるアイドル CPU能力がある場合に，データ伝送時
間を短縮するために使用できます。たとえば，シャドウ・コピーの時間を短縮した
り， E3やDS3， FDDI,あるいは 100Mb Ethernetなどの比較的低速度のリンクで
接続されているディザスタトレラント・サイト間のMSCPの性能を改善するのに利
用できます。 PEdriverデータ圧縮は， SCACP， Availability Manager，あるいは
NISCS_PORT_SERVシステム・パラメータの使用により有効にできます。

ノード間の伝送におけるパケット数は， LANリンクの速度とノード間の距離の両方
に対して比例的に増加する必要があります。従来， PEdriverは，送信および受信ウ
ィンドウ・サイズ (バッファリング容量)が 31の発信パケットに固定されていまし
た。OpenVMS Version 8.3以降， PEdriverは，ノード間のクラスタ通信に使用され
るローカルおよびリモートの LANアダプタの現在の処理速度をもとに送信および受
信ウィンドウ・サイズ (他のネットワーク・プロトコルではパイプ・クォータとも呼
ばれる)を自動的に選択します。 SCACPと Availability Managerは，自動選択され
たウィンドウサイズを変更するための管理機能を提供します。

詳細は，『HP OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュア
ル』および『HP OpenVMS Availability Manager User’s Guide』の SCACPユーテ
ィリティの章およびNISCS_PORT_SERVの説明を参照してください。

関連項目:転送チャネルの選択方法については，付録 Gを参照してください。

F.2 LAN通信の問題への対処

ここでは， LAN通信の問題とその対処法について説明します。

F.2.1 症状

OpenVMS Clusterシステムで発生する通信の問題は，以下のような症状によって示
されることがあります。

• パフォーマンスの低下

• コンソール・メッセージ

PEA0 (PEDRIVER)からコンソールに表示される‘‘Virtual circuit closed’’とい
うメッセージ

コンソールに表示される‘‘Connection loss’’というOPCOMメッセージ

CLUEXITバグチェック

コンソールに表示される‘‘Excessive packet losses on LAN Path’’というメッセ
ージ
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F.2 LAN通信の問題への対処

• 短時間 (10分未満)に 1つの仮想サーキットまたは複数の仮想サーキットが繰り返
し失われる現象

複雑な診断手順を開始する前に，明白な問題を見逃さないようにしてください。ハー
ドウェアの構成と接続が正しいかどうか，およびネットワークが起動されているかど
うかは，必ず確認してください。また，OpenVMS Clusterのすべてのノードでシス
テム・パラメータが正しく設定されているかどうかも確認してください。

F.2.2 トラフィックの制御

OpenVMS Clusterシステムでは，他の LANプロトコルの場合より，かなり大量の
トラフィックが生成されることに注意してください。ネットワークに関連しているよ
うに見えるクラスタの動作の問題が，実際にはソフトウェア，ハードウェア，ユー
ザ・エラーに関係していることがよくあります。たとえば，大量のトラフィックが発
生したからといって，それは必ずしもOpenVMS Clusterネットワークの問題を示す
わけではありません。生成されるトラフィックの量は，ユーザがシステムをどのよう
に利用しているかや，追加インターコネクト (DSSIや CIなど)を利用してOpenVMS
Clusterがどのように構成されているかに応じて異なります。

OpenVMS Clusterで生成されるトラフィックの量が，予想したレベルや適切なレベ
ルを超える場合は，以下の方法でトラフィックのレベルを削減することができます。

• マシン間でのユーザ負荷の移動

• LANセグメントの追加，およびOpenVMS Clusterシステムでの LAN接続の再
構成

F.2.3 LANパス上のパケットの大量損失

OpenVMSバージョン 7.3より前のバージョンでは， SCS仮想サーキット封鎖が，
LANパスが使用できなくなったことを示す最初の通知でした。OpenVMSバージ
ョン 7.3では，最後に使用できる LANパスが非常に高い比率でパケットを損失する
と， PEDRIVERは以下のコンソール・メッセージを表示します。

%PEA0, Excessive packet losses on LAN path from local-device-name
to device-name on REMOTE NODE node-name

このメッセージは， PEDRIVERが，ローカル・デバイス，介在するネットワーク・
デバイス，およびリモート・ノード上のデバイスで構成される LANパス上で，極端
に高い比率でパケットの再送しなければならなかった後に表示されます。このメッセ
ージは， LANパスの品質が低下し，リモート・ノードと信頼できる通信が使用でき
なくなるところに近づいているか，または達したことを示します。パケットの損失が
続くと，リモート・ノードへの仮想サーキットが切られることがあります。さらに，
LANパケットの損失が大きい状態で動作し続けると，パケット損失検出タイムアウ
トおよびパケットの再送による通信遅延のため，性能が大幅に低下します。
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次のようにして修復します。

1. 問題がローカル LANデバイスおよびリモート LANデバイスにあるかどうかを調
べるため，それらのデバイスのエラー・カウントをチェックします。各ノードで
以下のコマンドを実行します。

$ SHOW DEVICE local-device-name
$ MC SCACP
SCACP> SHOW LAN device-name
$ MC LANCP
LANCP> SHOW DEVICE device-name/COUNTERS

2. ローカル・デバイスのデバイス・エラー・カウントが正常範囲内にある場合，デ
バイス間の LANパスを診断するよう，ネットワーク管理者に連絡してください。

F.2.4 ネットワークに関する予備診断

さまざまな症状や予備診断によって，ネットワークに問題のある可能性が示された場
合， LAN通信障害のトラブルシューティングは，付録 Cで説明した手順から開始し
なければなりません。付録 Cの説明は，OpenVMS Clusterの以下の動作中に発生し
た一般的なイーサネットおよび FDDI LAN通信障害を診断し，解決するのに役立ち
ます。

• コンピュータまたはサテライトをブートできない場合

• コンピュータがOpenVMS Clusterに参加できない場合

• 実行時にスタートアップ・プロシージャが完了しない場合

• OpenVMS Clusterがハングした場合

付録 Cで説明した手順では，診断プロセスで多くのパラメータを確認しなければなり
ません。システム・パラメータの設定は，効果的なOpenVMS Cluster通信を行うた
めに重要な役割を果たすため，第 F.2.6項では， LANブリッジ，ディスク・フェール
オーバ，チャネル可用性のタイミングにとって特に重要ないくつかのシステム・パラ
メータについて説明しています。

F.2.5 断続的なエラーの追跡

PEDRIVER通信はチャネルを基礎にしているため， LANネットワークの問題は通
常，次のように分類できます。

• チャネルの形成と管理

チャネルは，HELLOデータグラム・メッセージがリモート・システムから送ら
れてきたときに形成されます。HELLOデータグラム・メッセージが受信されな
い場合や，チャネル制御メッセージに不正なデータが含まれている場合には，障
害が発生することがあります。

• 再送
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適切な構成のOpenVMS Clusterシステムでは，ノード間で大量の再送は実行さ
れないはずです。数秒ごとに 1回より高い頻度でノード間で再送が行われる場
合，ネットワークを調べる必要があります。

このレベルでは，一般にエラーが断続的に発生するため，障害の診断は他のレベルよ
り複雑です。さらに， PEDRIVERは，チャネルが使用できなくなったときにそのこ
とを認識し，この情報をもとにエラー回復を実行しますが，チャネル障害が発生した
ときに通知を提供するわけではありません。 PEDRIVERは，仮想サーキット障害の
場合にだけ通知を提供します。

しかし， SYS$EXAMPLESで提供されている Local Area OpenVMS Cluster
Network Failure Analysis Program (LAVC$FAILURE_ANALYSIS)を使用す
ると，チャネルの状態に関する PEDRIVERの情報を利用するのに役立ちます。
LAVC$FAILURE_ANALYSISプログラム (付録 Dを参照)は，実行時に発生した
LANネットワーク・コンポーネントでのハードウェア障害など，長期的なチャネル
障害を分析します。

このプログラムでは， LANハードウェア構成を記述するテーブルが使用されます。
チャネル障害が発生すると， PEDRIVERはテーブルに指定されているハードウェア
構成を利用して，どのコンポーネントが障害の原因になっているか突き止めます。
PEDRIVERはOPCOM表示を通じて，疑いのあるコンポーネントを報告します。そ
の情報をもとに，修理や交換のために， LANコンポーネントを切り分けることがで
きます。

関連項目: NISCAプロトコルで発生する可能性のある問題と，その問題の診断および
解決方法については，第 F.8節を参照してください。

F.2.6 システム・パラメータの確認

表 F–4では，OpenVMS Cluster内の LANの回復およびフェールオーバの時間制限
に関するいくつかのシステム・パラメータについて説明しています。
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表 F–4 タイミングを制御するシステム・パラメータ

パラメータ 使用方法

RECNXINTERVAL

仮想サーキット障害が検出された後， OpenVMS
Clusterからノードを削除するまでに待つ時間を定
義する。このような障害は， LANブリッジ障害か
ら発生することがある。

ネットワークで複数のパスを使用しており， LAN
ブリッジ間でフェールオーバされても， OpenVMS
Clusterが動作を続行できるようにするときは，
RECNXINTERVALの値が，これらのパスでフェ
ールオーバされるのに必要な時間より大きな値にな
るように設定する。

関連項目:このパラメータを計算する公式について
は，第 3.2.10項を参照。

MVTIMEOUT

障害メッセージをアプリケーションに返す前に，
OpenVMSオペレーティング・システムがディスク
へのパスの回復を試行する時間を定義する。

イーサネットまたは FDDIを介してディスクを
サービスするように， OpenVMS Cluster構成
を設定するときに関連するパラメータである。
MVTIMEOUTは RECNXINTERVALに類似して
いるが， RECNXINTERVALが CPUから CPUで
あるのに対し， MVTIMEOUTは CPUからディス
クである点が異なる。

SHADOW_MBR_TIMEOUT

Volume Shadowing for OpenVMSが複数メンバの
シャドウ・セットの中の 1つのメンバで，一時的な
ディスク・エラーから回復を試行する時間を定義す
る。

SHADOW_MBR_TIMEOUTは障害のあるシャ
ドウ・セット・メンバを直ちに削除するので，
MVTIMEOUTと異なる。障害のあるメンバが削除
された後，残りのシャドウ・セット・メンバはより
迅速に回復できるようになる。

注意: TIMVCFAILシステム・パラメータは，通信障害を検出するのに必要な時間
を最適化するパラメータですが， LAN通信に対して使用することは推奨できませ
ん。このパラメータは， CI接続およびDSSI接続のためのものです。 PEDRIVER
(イーサネットおよび FDDI用のドライバ)は通常， 8～ 9秒のリスン時間切れの
TIMVCFAILで提供される検出より優れています。

F.2.7 チャネル時間切れ

チャネル時間切れは，表 F–5に説明しているように， PEDRIVERドライバによって
検出されます。
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表 F–5 チャネル時間切れの検出

PEDRIVERの動作 説明

少なくとも 3秒に 1回ずつチャネル上を送信される
HELLOデータグラム・メッセージを受信する。

OpenVMS Cluster内の各ノードは，各 LANアダ
プタで HELLOデータグラム・メッセージをマル
チキャストして，まだ機能していることを他のノー
ドに通知する。受信側のノードは，ネットワーク接
続がまだ機能していることを認識する。

HELLOデータグラムまたはシーケンス・メッセー
ジが 8～ 9秒間に受信されなかった場合，チャネル
を閉じる。

HELLOデータグラム・メッセージは少なくとも 3
秒に 1回ずつ送信されるため，少なくとも 2つの
HELLOデータグラム・メッセージが紛失し，シー
ケンス・メッセージ・トラフィックも受信できなか
った場合だけ， PEDRIVERはチャネルを時間切れ
にする。

仮想サーキットは以下の場合に閉じられる。

• チャネルを使用できない。

• 使用できるチャネルのパケット・サイズが不十
分である。

使用できるチャネルのパケット・サイズが，仮想サ
ーキットに対して使用されているチャネルより小さ
い場合を除き，ノードへの他のチャネルが使用でき
る場合，仮想サーキットはクローズされない。たと
えば，チャネルが FDDIからイーサネットにフェ
ールオーバされた場合， PEDRIVERは仮想サーキ
ットをクローズし，イーサネット・セグメント化に
とって必要な小さなパケット・サイズのネゴシエー
ションが行われた後，仮想サーキットを再びオープ
ンする。

チャネルがクローズされても，エラーは報告されな
い。

仮想サーキットがシャットダウンされるまで，
OPCOM ‘‘Connection loss’’エラーや SYSAPメッ
セージはユーザや他のシステム・アプリケーション
に送信されない。このことは重要である。特に，ノ
ードに対して複数のパスが存在し， LANハードウ
ェア障害あるいは IPネットをークの問題が発生し
た場合は，このことが重要である。この場合，エラ
ー・メッセージが受信されないことがあるため，
PEDRIVERは他の使用可能なチャネルを通じて仮
想サーキットを引き続き使用する。

チャネルが再び使用可能になったときに，仮想サー
キットを再び確立する。

HELLOデータグラム・メッセージが再び受信され
ると， PEDRIVERはチャネルを再びオープンす
る。

F.3 LANあるいは IP通信を監視するためのSDAの使用

ここでは， SDAを使用して LANあるいは IP通信を監視する方法について説明しま
す。

F.3.1 問題領域の切り分け

システムで実行時に断続的な障害が発生していることを示す症状が現れた場合，ネッ
トワークに問題があるのか，システムの他の何らかの動作によって問題が発生してい
るのかを判断しなければなりません。

一般に，NISCAプロトコルやネットワークで発生した問題は，OpenVMS System
Dump Analyzerユーティリティ (SDA)を使用して診断できます。 SDAは，
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OpenVMS Clusterシステムを実行している特定のノードで問題を切り分けるための
効果的なツールです。

関連項目:この後の説明では， SDAコマンドと修飾子を使用します。 SDAの詳細に
ついては，『HP OpenVMS System Analysis Tools Manual』または『OpenVMS
VAX System Dump Analyzer Utility Manual』を参照してください。

F.3.2 SDAコマンド SHOW PORT

SDAコマンド SHOW PORTは，特に PEDRIVERと LANアダプタのトラブルシ
ューティングで役立つ関連情報を提供します。まず， SHOW PORTコマンドを入
力します。このコマンドを入力すると， SDAはクラスタ・シンボルを定義します。
例 F–1では， SHOW PORTコマンドがOpenVMS Clusterのデータ構造の要約をど
のように表示するかを示しています。

例 F–1 SDAコマンド SHOW PORTの表示

$ ANALYZE/SYSTEM
SDA> SHOW PORT

VAXcluster data structures
--------------------------

--- PDT Summary Page ---

PDT Address Type Device Driver Name
----------- ---- ------- -----------

80C3DBA0 pa PAA0 PADRIVER
80C6F7A0 pe PEA0 PEDRIVER

F.3.3 仮想サーキットの監視

ローカル・ノード (SDAを実行しているノード)と別のリモート・ノードの間でメッ
セージを伝達している仮想サーキット (VC)に関する情報を確認するには， SDAコ
マンド SHOW PORT/VC=VC_remote-node-nameを入力します。例 F–2は，ローカ
ル・ノードとリモート・ノードNODE11の間で動作している仮想チャネルに関する
情報を調べる方法を示しています。
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例 F–2 SDAコマンド SHOW PORT/VCの表示

SDA> SHOW PORT/VC=VC_NODE11

VAXcluster data structures
--------------------------

--- Virtual Circuit (VC) 98625380 ---
Remote System Name: NODE11 (0:VAX) Remote SCSSYSTEMID: 19583
Local System ID: 217 (D9) Status: 0005 open,path
------ Transmit ------- ----- VC Closures ----- 7 --- Congestion Control ----
Msg Xmt1 46193196 SeqMsg TMO 0 Pipe Quota/Slo/Max8 31/ 7/31
Unsequence 3 CC DFQ Empty 0 Pipe Quota Reached9 213481
Sequence 41973703 Topology Change5 0 Xmt C/T1 0 0/1984
ReXmt2 128/106 NPAGEDYN Low6 0 RndTrp uS1 1 18540+7764
Lone ACK 4219362 UnAcked Msgs 0

Bytes Xmt 137312089 CMD Queue Len/Max 0/21
------- Receive ------- - Messages Discarded - ----- Channel Selection -----
Msg Rcv3 47612604 No Xmt Chan 0 Preferred Channel 9867F400
Unsequence 3 Rcv Short Msg 0 Delay Time FAAD63E0
Sequence 37877271 Illegal Seq Msg 0 Buffer Size 1424
ReRcv4 13987 Bad Checksum 0 Channel Count 18
Lone ACK 9721030 TR DFQ Empty 0 Channel Selections 32138
Cache 314 TR MFQ Empty 0 Protocol 1.3.0
Ill ACK 0 CC MFQ Empty 0 Open1 2 8-FEB-1994 17:00:05.12

Bytes Rcv 3821742649 Cache Miss 0 Cls1 3 17-NOV-1858 00:00:00.00

SHOW PORT/VC=VC_remote-node-nameコマンドは，ターゲット・ノードの仮想サ
ーキットに関するパフォーマンス情報を表示します。表示では，パフォーマンスの統
計情報はカテゴリ別に分類して表示されます。各カテゴリでは，リモート・ノードに
送信されたパケット，リモート・ノードから受信したパケット，輻輳制御の動作な
どの情報が要約されます。問題を切り分けるのに最も役立つ統計情報については，
例 F–2で番号によって示し，表 F–6で説明しています。

注意: 例 F–2に示したカウンタは，固定サイズのフィールドに格納され，フィールド
が最大値になったとき (またはシステムが再ブートされるとき)，自動的に 0にリセッ
トされます。各フィールドの最大サイズ，および値が増加する速度は異なっているた
め，フィールド・カウンタは異なるときにリセットされます。したがって，長い間実
行されているシステムの場合，一部のフィールドの値が不合理であったり，矛盾する
ように見えることがあります。

表 F–6 SHOW PORT/VCの表示

フィールド 説明

1 Msg Xmt (送信されたメッセージ) シーケンス・メッセージと非シーケンス・メッセージ (チャネル制御)，確認応答
メッセージも含めて，仮想サーキットを介してリモート・ノードに送信されたパ
ケットの総数を示す (アプリケーション・データはすべて，シーケンス・メッセ
ージで送信される)。シーケンス・メッセージと確認応答メッセージのカウンタ
は，他の大部分のフィールドより増大する速度が速い。

(次ページに続く)
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表 F–6 (続き) SHOW PORT/VCの表示

フィールド 説明

2 ReXmt (再送) 仮想サーキットの再送の数と再送に関連する時間切れの数を示す。

• ReXmtフィールドの右端の数字 (106)は，発生した時間切れの回数を示
す。時間切れは以下のいずれかの問題があることを示す。

リモート・システム NODE11が UPNVMSから送信されたシーケン
ス・メッセージを受信できなかった。

シーケンス・メッセージは到着したが， NODE11へのトランジットで
遅延が発生した。

ローカル・システム UPNVMSが，リモート・ノード NODE11に送信
されたメッセージへの確認応答メッセージを受信できなかった。

確認応答メッセージは到着したが， NODE11からのトランジットで遅
延が発生した。

ネットワーク内またはノードのいずれかでの輻輳により，以下の問題が発生
することがある。

ネットワーク内で輻輳が発生すると，パケットが遅延したり，紛失する
可能性がある。ネットワーク・ハードウェアに問題がある場合も，パケ
ットが紛失する可能性がある。

UPNVMSまたは NODE11で輻輳が発生すると，アダプタ内でキュー
イングが発生するためにパケットが遅延することがあり，バッファ領域
が不足するためにパケットが破棄されることもある。

• 左端の数字 (128)は，実際に再送されたパケットの数を示す。たとえば，ネ
ットワークで同時に 2つのパケットが紛失した場合，時間切れは 1回だけ
カウントされるが， 2つのパケットが再送される。あらかじめ決められた
時間切れの範囲内で送信されたパケットに対する確認応答メッセージをロー
カル・ノードが受信しないと，再送が行われる。

特定の数の再送は発生しても仕方がないが (特に負荷の高いネットワークの
場合)，再送の回数があまり多いと，ネットワークの帯域幅が無駄に使用さ
れ，負荷が非常に高いことあるいは断続的にハードウェア障害が発生してい
ることを示している。 ReXmtフィールドの左端の値が， Msg Xmtフィー
ルドに示された送信メッセージの総数の約 0.01～ 0.05%より大きい場合，
おそらく OpenVMS Clusterシステムで輻輳によってネットワークの問題や
ローカル・ロスが発生していると考えられる。

3 Msg Rcv (受信メッセージ) この仮想サーキットを介してローカル・ノード UPNVMSが受信したメッセー
ジの総数を示す。シーケンス・メッセージと確認応答メッセージの値は通常，他
の値より急速に増大する。

(次ページに続く)
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表 F–6 (続き) SHOW PORT/VCの表示

フィールド 説明

4 ReRcv (受信) このシステムで重複して受信したパケットの数を表示する。ローカル・ノードが
すでに受信している場合でも，リモート・システムがパケットを再送することが
ある。たとえば，パケットの遅延時間が累積され，リモート・ノードが時間切れ
の値として使用している見積りラウンド・トリップ時間より長い時間がかかって
確認応答メッセージが到着した場合，この状況が発生する。したがって，リモー
ト・ノードは，不要であってもパケットを再送する。

リモート・ノードがラウンド・トリップ遅延時間の見積りを低い値に設定して
も，直接的に問題はないが，リモート・ノードで行われる再送とその後の輻輳制
御動作によって，データのスループットに悪影響がある。この値が大きい場合，
ネットワークまたはアダプタで頻繁に輻輳が発生し，遅延時間が非常に長くな
っている可能性がある。 ReRcvフィールドの値が，受信した総メッセージの約
0.01～ 0.05%より大きい場合，輻輳またはネットワーク遅延の問題があると考
えられる。

5 Topology Change PEDRIVERが FDDIから Ethernetへのフェールオーバを実行した回数を示
す。この結果，仮想サーキットのクローズと再オープンが必要になる。例 F–2
では，フェールオーバは発生していない。しかし，このフィールドに多くのフェ
ールオーバが発生したことが示される場合，問題は FDDIリングにある可能性
がある。

6 NPAGEDYN (非ページング動的プール) ローカル・ノードでプール割り当て障害が発生したために，仮想サーキットがク
ローズされた回数を示す。この値が 0以外の場合，おそらくローカル・ノード
で NPAGEDYNシステム・パラメータの値を大きくしなければならない。

7 Congestion Control パイプ・クォータ (確認応答メッセージおよび再送時時間切れを受信する前にリ
モート・ノードに送信できる[‘‘パイプ’’に置くことができる]メッセージの数)を
制御するために，仮想サーキットに関する情報を表示する。 PEDRIVERは，ネ
ットワークの輻輳を制御するために，パイプ・クォータおよび時間切れの値を変
更する。

8 Pipe Quota/Slo/Max パイプ・クォータを監視する現在のしきい値を示す。

• 左端の数字 (31)は，パイプ・クォータの現在の値 (送信ウィンドウ)であ
る。時間切れが発生した後，パイプ・クォータは，輻輳を低下させるために
1にリセットされ，確認応答メッセージを受信するたびに迅速に増大するこ
とが認められる。

• 中央の数字 (7)は，ネットワークで再び輻輳が発生するのを防止するために
使用される，ゆるやかに拡大するしきい値 (拡大速度が低下されるときのサ
イズ)である。

• 右端の数字 (31)は，チャネル制限をもとに， VCに対して現在認められて
いる最大値である。

関連項目: PEDRIVERの輻輳制御とチャネル選択の詳細については，付録 G
を参照。

9 Pipe Quota Reached 送信ウィンドウ全体が満杯になった回数を示す。この値が送信されたシーケン
ス・メッセージの数と比べて小さい場合，ローカル・ノードがリモート・ノード
に大きなデータ・バーストを送信していないことを示す。

1 0 Xmt C/T (送信カウント/ターゲット) 最後にパイプ・クォータが増大された後，正常終了した送信の数と，パイプ・ク
ォータの増大が認められているターゲット値を示す。この例では，パイプ・クォ
ータはすでに最大値 (31)になっているため，カウントは 0であり，正常終了し
た送信の数はカウントされていない。

(次ページに続く)
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F.3 LANあるいは IP通信を監視するための SDAの使用

表 F–6 (続き) SHOW PORT/VCの表示

フィールド 説明

1 1 RndTrp uS (マイクロ秒単位のラウン
ド・トリップ時間)

再送の時間切れをマイクロ秒単位で計算するために使用される値を表示する。左
端の数字 (18540)は平均ラウンド・トリップ時間であり，右端の数字 (7764)は
ラウンド・トリップ時間の平均偏差である。この例では，値は，ラウンド・トリ
ップが約 19ミリ秒±約 8ミリ秒であることを示している。

VCラウンド・トリップ時間は，遅延した ACKあるいは ACKholdoff遅延，す
なわち 100 msに依存します。 VCトリップ時間はネットワーク・トラフィック
にも依存します。

十分なクラスタ・トラフィックがある場合，リモート・ノードの受信ウィンドウ
一杯になり， ACKがすぐに送信されます。

トラフィックがなくクラスタがアイドル状態の場合は， ACKを送信するのに
100 msの遅延が発生する場合があります。このため，トラフィックがなくアイ
ドル状態のクラスタでは VCラウンド・トリップ値が通常は高くなります。トラ
フィックが増加するに従い， VCラウンド・トリップ時間の遅延値が下がりま
す。

偏差/変動:新しい ACK遅延が計測されると， ACK遅延の現在の予測値と比較
されます。この差が，遅延予測におけるエラー大きさ (delayError)になりま
す。この delayErrorは， ACK遅延の現在の予測を更新するための修正値とし
て使用されます。

予測から間違った値が得られるのを避けるため， 1つの計測からの修正は一部
分に限定されます。

平均からの delayErrorの絶対値の平均値が，遅延の変動の予測に使用されま
す。

1 2 Open and Cls 仮想サーキットが最後に大幅に変更されたときの，オープン (Open)とクローズ
(Cls)タイムスタンプを表示する。短い時間 (10分以内)に 1つ以上の仮想サー
キットが繰り返し失われる場合，ネットワークに問題があると考えられる。

1 3 Cls クラッシュ・ダンプを分析する場合，クラッシュ・ダンプの時刻がチャネル・
クローズのタイムスタンプ (Cls)に対応しているかどうか確認しなければならな
い。

F.3.4 LANデバイス用の PEDRIVERの監視

SDAコマンドの PE LAN_DEVICEは， PEDRIVER LANデバイスのデータを表示
するのに便利です。それぞれの LANデバイスは，NISCACP通信で使用されている
システムのローカルの LANデバイスです。

SDA> PE LAN_DEVICE

次の例では， PE LAN_DEVICEは I64MOZの LANデバイスの要約情報を表示して
います。

例 F–3 SDAの PE LAN_DEVICEコマンド

(次ページに続く)
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F.3 LANあるいは IP通信を監視するための SDAの使用

例 F–3 (続き) SDAの PE LAN_DEVICEコマンド

SDA> PE LAN_DEVICE

PE$SDA Extension on I64MOZ (HP rx4640 (1.50GHz/6.0MB)) at 21-NOV-2008 15:43:12.53
----------------------------------------------------------------------------------

I64MOZ Device Summary 21-NOV-2008 15:43:12.53:

Device Line Buffer MgtBuf Load Mgt Current Total Errors &
Device Type Speed Size SizeCap Class Priority LAN Address Bytes Events Status
------ ---- ----- ---- ------- ----- -------- ----------- ----- ------ ------
LCL 0 1426 0 0 0 00-00-00-00-00-00 31126556 0 Run Online Local Restart
EIA 100 1426 0 1000 0 00-30-6E-5D-97-AE 5086238 2 Run Online Restart
EIB 1000 1426 0 1000 0 00-30-6E-5D-97-AF 0 229120 Run Online Restart

F.3.5 LANデバイス用の PEDRIVERバスの監視

SDAコマンド SHOW PORT/BUS=BUS_LAN-deviceは， LANアダプタの
PEDRIVER表現を表示するのに役立ちます。 PEDRIVERにとって，バスは
LANアダプタの論理表現です (バスの名前とアドレスの一覧を表示するには， SDA
コマンド SHOW PORT/ADDR=PE_PDTを入力した後， Returnキーを 2回押しま
す)。例 F–4は EXAという LANアダプタの表示を示しています。

例 F–4 SDAコマンド SHOW PORT/BUSの表示

SDA> SHOW PORT/BUS=BUS_EXA
VAXcluster data structures
--------------------------
--- BUS: 817E02C0 (EXA) Device: EX_DEMNA LAN Address: AA-00-04-00-64-4F ---

LAN Hardware Address: 08-00-2B-2C-20-B5
Status: 00000803 run,online1 ,restart
------- Transmit ------ ------- Receive ------- ---- Structure Addresses ---
Msg Xmt 20290620 Msg Rcv 67321527 PORT Address 817E1140
Mcast Msgs 1318437 Mcast Msgs 39773666 VCIB Addr 817E0478
Mcast Bytes 168759936 Mcast Bytes 159660184 HELLO Message Addr 817E0508

Bytes Xmt 2821823510 Bytes Rcv 3313602089 BYE Message Addr 817E0698
Outstand I/Os 0 Buffer Size 1424 Delete BUS Rtn Adr 80C6DA46
Xmt Errors2 15896 Rcv Ring Size 31
Last Xmt Error 0000005C Time of Last Xmt Error3 21-JAN-1994 15:33:38.96
--- Receive Errors ---- ------ BUS Timer ------ ----- Datalink Events ------
TR Mcast Rcv 0 Handshake TMO 80C6F070 Last 7-DEC-1992 17:15:42.18
Rcv Bad SCSID 0 Listen TMO 80C6F074 Last Event 00001202
Rcv Short Msg 0 HELLO timer 3 Port Usable 1
Fail CH Alloc 0 HELLO Xmt err4 1623 Port Unusable 0
Fail VC Alloc 0 Address Change 1
Wrong PORT 0 Port Restart Fail 0
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F.3 LANあるいは IP通信を監視するための SDAの使用

フィールド 説明

1 Status: Status行には， PEDRIVERが LANアダプタにアクセスできることを示
す‘‘online’’という状態が常に表示されるべき。

2 Xmt Errors (送信エラー) PEDRIVERがこの LANアダプタを使用してパケットを送信できなかった回数
を示す。

3 Time of Last Xmt Error このフィールドに表示される時刻と，例 F–2の VC表示に表示される Open
and Clsの回数を比較することにより， LANアダプタの障害の時刻が仮想サー
キット障害の時刻に近いかどうか判断することができる。

注意: LANアダプタ・パス・レベルで送信エラーが発生すると，仮想サーキッ
トが破壊される。

4 HELLO Xmt err (HELLO送信エラー) メッセージ送信障害によって PEDRIVER HELLOデータグラム・メッセー
ジが‘‘紛失’’した回数を示す (第 F.1節の Channel Control [CC]レベルの説明で
は， HELLOデータグラム・メッセージの目的を簡単に説明している)。多くの
HELLO送信エラーが発生した場合，おそらく他のノードの PEDRIVERがチャ
ネルを時間切れにし，最終的に仮想サーキットがクローズされることになる。

例 F–4に示されている HELLO送信障害は 1623であり，このために送信エラ
ーの回数も多くなっている (15896)。送信エラーの数が少なく， HELLO送信エ
ラーの数が多くなることはあり得ない。

F.3.6 LANアダプタの監視

LANデバイス・ドライバによって管理されている LANアダプタに関する情報を表
示するには， SDAコマンド SHOW LAN/COUNTを使用します (このコマンドは，
PEDRIVER [SCA]関連カウンタだけでなく，すべてのプロトコルのカウンタを表示
します)。例 F–5は， SHOW LAN/COUNTERSコマンドの表示の例を示していま
す。

例 F–5 SDAコマンド SHOW LAN/COUNTERSの表示

$ ANALYZE/SYSTEM
SDA> SHOW LAN/COUNTERS

LAN Data Structures
-------------------

-- EXA Counters Information 22-JAN-1994 11:21:19 --

(次ページに続く)
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F.3 LANあるいは IP通信を監視するための SDAの使用

例 F–5 (続き) SDAコマンド SHOW LAN/COUNTERSの表示

Seconds since zeroed 3953329 Station failures 0
Octets received 13962888501 Octets sent 11978817384
PDUs received 121899287 PDUs sent 76872280
Mcast octets received 7494809802 Mcast octets sent 183142023
Mcast PDUs received 58046934 Mcast PDUs sent 1658028
Unrec indiv dest PDUs 0 PDUs sent, deferred 4608431
Unrec mcast dest PDUs 0 PDUs sent, one coll 3099649
Data overruns 2 PDUs sent, mul coll 2439257
Unavail station buffs1 0 Excessive collisions2 5059
Unavail user buffers 0 Carrier check failure 0
Frame check errors 483 Short circuit failure 0
Alignment errors 10215 Open circuit failure 0
Frames too long 142 Transmits too long 0
Rcv data length error 0 Late collisions 14931
802E PDUs received 28546 Coll detect chk fail 0
802 PDUs received 0 Send data length err 0
Eth PDUs received 122691742 Frame size errors 0

LAN Data Structures
-------------------

-- EXA Internal Counters Information 22-JAN-1994 11:22:28 --

Internal counters address 80C58257 Internal counters size 24
Number of ports 0 Global page transmits 0
No work transmits 3303771 SVAPTE/BOFF transmits 0
Bad PTE transmits 0 Buffer_Adr transmits 0

Fatal error count 0 RDL errors 0
Transmit timeouts 0 Last fatal error None
Restart failures 0 Prev fatal error None
Power failures 0 Last error CSR 00000000
Hardware errors 0 Fatal error code None
Control timeouts 0 Prev fatal error None

Loopback sent 0 Loopback failures 0
System ID sent 0 System ID failures 0
ReqCounters sent 0 ReqCounters failures 0

-- EXA1 60-07 (SCA) Counters Information 22-JAN-1994 11:22:31 --

Last receive3 22-JAN 11:22:31 Last transmit3 22-JAN 11:22:31
Octets received 7616615830 Octets sent 2828248622
PDUs received 67375315 PDUs sent 20331888
Mcast octets received 0 Mcast octets sent 0
Mcast PDUs received 0 Mcast PDUs sent 0
Unavail user buffer 0 Last start attempt None
Last start done 7-DEC 17:12:29 Last start failed None

.

.

.

SHOW LAN/COUNTERSの表示には通常，複数の LANアダプタに関するデバイ
ス・カウンタ情報が含まれます。しかし，例 F–5は単なる例であるため， 1つのデバ
イスだけを示しています。
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フィールド 説明

1 Unavail station buffs (使用できないス
テーション・バッファ)

LANドライブの特定のステーション・バッファを受信パケット用に使用できな
かった回数を記録する。メッセージを受信するノードは，ノードに十分な LAN
ステーション・バッファがない場合，パケットを紛失する可能性がある (LAN
バッファは， DECnetや TCP/IP， LATなど， PEDRIVER以外の多くのコン
ポーネントで使用される)。 LANステーション・バッファが不足しているため
にパケットが紛失するという現象は， LANアダプタが輻輳していたり，システ
ムが既存のバッファを十分な速度で再利用できないことを示す症状である。

2 Excessive collisions アダプタでメッセージの送信が失敗した回数を示す。この問題は以下の原因によ
ってしばしば発生する。

• 特定の LANセグメントで，トラフィックが非常に高いために (70%～
80%の利用率)発生する LAN負荷の問題。

• スクリーマというコンポーネント。スクリーマとは，プロトコルがイーサネ
ットまたは FDDIハードウェア・プロトコルに準拠していないアダプタで
ある。スクリーマは，アダプタでパケットの送信許可が出されるのを待たず
に送信を開始するため，衝突エラーが発生し，このフィールドに登録され
る。

複数の衝突を含む送信が数多く発生した場合， OpenVMS Clusterのパフォ
ーマンスが低下する。一部のノードを LANセグメントから削除するか，別の
LANセグメントをクラスタに追加することにより，パフォーマンスを向上する
ことができる。全体的な目標は，既存の LANセグメントで発生するトラフィッ
クを削減することにより， OpenVMS Clusterシステムから利用できる帯域幅
を広くすることである。

3 Last receiveと Last transmit Last receiveメッセージ・フィールドと Last transmitメッセージ・フィールド
に示される時間の差が，大きな値であってはならない。少なくとも，これらのフ
ィールドのタイムスタンプは， 3秒おきに HELLOデータグラム・メッセージ
がチャネルを介して送信されていることを反映する値でなければならない。時間
差が大きい場合，以下のことを示す可能性がある。

ハードウェア障害

LANドライバが特定の LANアダプタで NISCAプロトコルをアクティブ
であると認識しているかどうか。

F.3.7 IPインタフェース用の PEDRIVERバスの監視

SDAの SHOW PORT/BUS=BUS_IP_interfaceコマンドは， IPインタフェースの
PEDRIVER表現を表示するのに便利です。 PEDRIVERにとって，バスは IPイン
タフェースの論理表現です (バスの名前とアドレスの一覧を表示するには， SDAの
SHOW PORT/ADDR=PE_PDTコマンドを入力し， Returnキーを 2回押します)。
次に示すのは IE0という名前の IPインタフェースの表示の例です。
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F.3 LANあるいは IP通信を監視するための SDAの使用

例 F–6 SDAの SHOW PORT/BUS=BUS_IP_interfaceコマンド

$ ANALYZE/SYSTEM
SDA> SHOW PORT/BUS=886C0010

VMScluster data structures
--------------------------
--- BUS: 886C0010 (IE0) Device: IP IP Address: 16.138.182.6 1
Status: 00004203 run,online,xmt_chaining_disabled 2
------- Transmit ------ ------- Receive ------- ---- Structure Addresses ---
Msg Xmt 2345987277 3 Msg Rcv 2452130165 4 PORT Address 8850B9B8
Mcast Msgs 0 Mcast Msgs 0 VCIB Addr 886C02A0
Mcast Bytes 0 Mcast Bytes 0 HELLO Message Addr 886C02A0

Bytes Xmt 3055474713 Bytes Rcv 3545255112 BYE Message Addr 886C05CC
Outstand I/Os 0 Buffer Size 1394 Delete BUS Rtn Adr 90AA2EC8
Xmt Errors 5 0 Rcv Ring Size 0

--- Receive Errors ---- ------ BUS Timer ------ ----- Datalink Events ------
TR Mcast Rcv 0 Handshake TMO 00000000 Last 22-SEP-2008 12:20:50.06
Rcv Bad SCSID 0 Listen TMO 00000000 Last Event 00004002
Rcv Short Msgs 0 HELLO timer 6 Port Usable 1
Fail CH Alloc 0 HELLO Xmt err 0 Port Unusable 0
Fail VC Alloc 0 Address Change 0
Wrong PORT 0 Port Restart Fail 0

フィールド 説明

1 IP Address インタフェースの IPアドレスを表示します

2 Status Status行には， PEDRIVERが IPインタフェースにアクセスできることを示
す‘‘online’’という状態が常に表示されるべき。

3 Msg Xmt (送信メッセージ) 仮想サーキットを介してリモート・ノードに送信されたパケットの総数を示す。
送信されたマルチキャスト (Mcast)メッセージとマルチキャスト・バイトが示さ
れる。

4 Msg Rcv (受信メッセージ) 仮想サーキットを介してリモート・ノードから受信したメッセージの総数を示
す。受信されたマルチキャスト (Mcast)メッセージとマルチキャスト・バイトが
示される。

5 Xmt Errors (送信エラー) PEDRIVERがこの IPインタフェースを使用してパケットを送信できなかった
回数を示す。

F.3.8 IPインタフェースのための PEDRIVERチャネルの監視

SDAの SHOW PORT/Channel=Channel_IP_interfaceコマンドは， IPインタフ
ェースの PEDRIVER表現を表示するのに便利です。 PEDRIVERにとってチャネ
ルは，異なるノードにある 2つの IPインタフェース間の論理通信パスです (作成さ
れたチャネルの名前とアドレスの一覧を表示するには， SDAの SHOW SYMBOL
CH_*コマンドを入力し，そのあと Returnキーを 2回押します)。次の例は， IE0と
いう名前の IPインタフェースの表示です。
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例 F–7 SDAの SHOW PORT/CHANNELコマンドの表示

$ ANALYZE/SYSTEM
SDA> show port/channel=CH_OOTY_IE0_WE0
VMScluster data structures
--------------------------
-- PEDRIVER Channel (CH:886C5A40) for Virtual Circuit (VC:88161A80) OOTY --
State: 0004 open Status: 6F path,open,xchndis,rmhwavld,tight,fast

ECS Status: Tight,Fast
BUS: 886BC010 (IE0) Lcl Device: IP Lcl IP Address: 16.138.182.6 1 1
Rmt BUS Name: WE0 Rmt Device: IP Rmt IP Address: 15.146.235.10 2 2
Rmt Seq #: 0004 Open: 4-OCT-2008 00:18:58.94 Close: 4-OCT-2008 00:18:24.53

- Transmit Counters --- - Receive Counters ---- - Channel Characteristics --
Bytes Xmt 745486312 Bytes Rcv 2638847244 Protocol Version 1.6.0
Msg Xmt 63803681 Msg Rcv 126279729 Supported Services 00000000

Ctrl Msgs 569 Ctrl Msgs 565 Local CH Sequence # 0003
Ctrl Bytes 63220 Ctrl Bytes 62804 Average RTT (usec) 5780.8

Mcast Msgs 106871 Buffer Size:
Mcast Bytes 11114584 Current 1394

- Errors --------------------------------------- Remote 1394
Listen TMO 2 Short CC Msgs 0 Local 1394
TR ReXmt 605 Incompat Chan 0 Negotiated 1394
DL Xmt Errors 0 No MSCP Srvr 0 Priority 0
CC HS TMO 0 Disk Not Srvd 0 Hops 2
Bad Authorize 0 Old Rmt Seq# 0 Load Class 100
Bad ECO 0 Rmt TR Rcv Cache Size 64
Bad Multicast 0 Rmt DL Rcv Buffers 8

Losses 0
- Miscellaneous ------- - Buf Size Probing----- - Delay Probing ------------
Prv Lstn Timer 5 SP Schd Timeout 6 DP Schd Timeouts 0
Next ECS Chan 886C5A40 SP Starts 1 DP Starts 0

SP Complete 1 DP Complete 0
- Management ---------- SP HS TMO 0 DP HS TMO 1
Mgt Priority 0 HS Remaining Retries 4
Mgt Hops 0 Last Probe Size 1395
Mgt Max Buf Siz 8110

Field Description

1 Lcl IP Address (ローカル IPアドレス) ローカル・インタフェースの IPアドレスを表示する。

2 Rmt IP Address (リモート IPアドレス) リモート・インタフェースの IPアドレスを表示する。

F.4 SCACPによるクラスタ通信の監視

SCACP (SCA Control Program)ユーティリティは，クラスタ通信の監視および管理
のためのユーティリティです。 SCACPは，OpenVMS Clusterシステムでノードの
相互動作を可能にするための通信の仕組を定義した SCA (Systems Communications
Architecture)から派生したツールです。

SCAは次の事を行います。

• ノードにあるリソース間でデータの共用を管理する。
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F.4 SCACPによるクラスタ通信の監視

• 別々のOpenVMS AlphaおよびOpenVMS Integrityシステムで稼動するシステ
ム・アプリケーション (SYSAP)を結び付ける。

SCACPの起動は，DCLプロンプトで次のコマンドを入力することにより可能です。

$ RUN SYS$SYSTEM:SCACP

SCACPが起動されると次の酔うなプロンプトが表示されます。 SCACPコマンド
は，DCL構文の標準規則を使用して入力できます。

SCACP>

SCACPについての詳細は，『HP OpenVMSシステム管理ユーティリティ・リファ
レンス・マニュアル』を参照してください。

F.5 NISCA通信のトラブルシューティング

F.5.1 トラブルの領域

第 F.6節と第 F.7節では， LANネットワークで最も問題の発生しやすい 2つの分野，
つまりチャネルの形成と再送について説明しています。これらの 2つの問題の説明で
は， LANアナライザ・ツールを利用してNISCAプロトコルで情報を切り分ける方
法がしばしば示されています。

関連項目: NISCAに関する問題を診断する場合，NISCAプロトコル・パケットにつ
いて説明している第 F.8節と， LANネットワーク障害アナライザの選択方法および
使い方について説明している第 F.9節も参照すると役立ちます。

F.6 チャネルの形成

チャネルの形成に関する問題は， 2つのノードが LANアダプタ間で正常に通信でき
ないときに発生します。

F.6.1 チャネルが形成される方法

表 F–7では，チャネルの形成について 1手順ずつ詳しく説明しています。
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表 F–7 チャネルの形成

手順 操作

1 ノードが HELLOデータグラムを LANアダプタから別のクラスタ・ノードの LANアダプタ
に送信するときに，チャネルが形成される。これが新しいリモート LANアダプタ・アドレス
である場合や，対応するチャネルがクローズされている場合は， HELLOデータグラムを受
信するリモート・ノードは，最大 2秒間の遅延の後，発信側のノードに CCSTARTデータグ
ラムを送信する。

2 CCSTARTデータグラムを受信すると，発信側のノードはクラスタ・パスワードを確認
し，パスワードが正しい場合，ノードは VERFデータグラムを応答し，リモート・ノー
ドが VACKデータグラムを送信するまで最大 5秒間待つ (VERF， VACK， CCSTART，
HELLOデータグラムについては，第 F.8.5項を参照)。

3 VERFデータグラムを受信すると，リモート・ノードはクラスタ・パスワードを確認する。
パスワードが正しい場合，ノードは VACKデータグラムを応答し，チャネルをオープンされ
ているものとしてマークする (図 F–3を参照)。

4

ローカル・ノードの状態 対処法

5秒以内に VACKデータグラムを
受信できない。

チャネルの状態はクローズに変化し，ハンドシェイク
時間切れカウンタが増分される。

5秒以内に VACKデータグラムを
受信し，クラスタ・パスワードが
正しい。

チャネルはオープンされる。

5 チャネルが形成された後， HELLOデータグラム・メッセージの定期的なマルチキャストに
よって，チャネルはオープン状態に維持される。各ノードは，各 LANアダプタを介して少な
くとも 3.0秒に 1回ずつ， HELLOデータグラム・メッセージをマルチキャストする。チャ
ネルを共用するいずれかのノードが 8～ 9秒以内に他のノードから HELLOデータグラムま
たはシーケンス・メッセージを受信できない場合は，受信時間切れでチャネルをクローズす
る。‘‘Port closed virtual circuit’’というメッセージを受信した場合，チャネルは形成された
が，トラフィックの受信に関する問題が発生したことを示す。この場合，紛失した HELLO
データグラム・メッセージを検索する。

図 F–3では，チャネル形成ハンドシェイクが正常に行われるときのメッセージの交換
を示しています。
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図 F–3 チャネルの形成のためのハンドシェイク
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F.6.2 トラブルシューティングの手法

2つのノード間の通信が正常に行われなくなり，チャネルの形成に問題があると考え
られる場合は，以下の指示に従ってください。

手順 操作

1 以下のような明らかな問題が発生していないかどうか確認する。

• リモート・ノードの電源がオンになっているか。

• リモート・ノードがブートされているか。

• 必要なネットワーク接続が確立されているか。

• クラスタ・マルチキャスト・データグラムが双方向に必要なすべてのブリッジを通過し
ているか。

• クラスタ・グループ・コードとパスワードの値がすべてのノードで同一か。

2 SDAを使用して，チャネルに障害がないかどうか確認する。 SDAコマンド SHOW PORT
/CHANNEL/VC=VC_remote_nodeは，チャネルが存在していたかどうか判断するのに役立
つ。このコマンドはチャネルの状態を表示する。

関連項目: SHOW PORTコマンドの例については，第 F.3節を参照。 LANアナライザを使
用してチャネルの形成の問題を解決する方法については，第 F.11.1項を参照。

3 LAVC$FAILURE_ANALYSISプログラムを使用して，チャネルの問題に対処する方法につ
いては，付録 Dも参照。
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F.7 再送に関する問題

ローカル・ノードがタイムリーにメッセージの確認応答を受信しないと，再送が行わ
れます。

F.7.1 再送が発生する理由

送信側のノードがシーケンス・メッセージ・データを含むデータグラムを最初に送
信すると， PEDRIVERは TRヘッダの REXMTフラグ・ビットの値を 0に設定しま
す。データグラムの再送が必要になると， PEDRIVERは REXMTフラグ・ビット
を 1に設定し，データグラムを再送します。データグラムが受信されるか，仮想サー
キットがクローズされるまで， PEDRIVERはデータグラムを再送します。複数のチ
ャネルが使用可能な場合は， PEDRIVERは再送の原因になった問題を回避するため
に，異なるチャネルでメッセージを再送しようとします。

LRP (large request packets)や非ページング・プールなどの重要なリソースがすべて
使用されてしまった等の原因で，メッセージがリモート・ノードに到達したにもかか
わらず，紛失する場合は，一般に再送が実行されます。この他にも再送が行われる理
由があります。たとえば， LANブリッジが過負荷状態である， LANアダプタが低速
である (DELQAなど)，システムの負荷が非常に高いなどの原因が考えられ，このよ
うな場合，パケットの送信や受信で遅延が発生します。図 F–4では，最初は送信が失
敗した後，再送が成功した様子を示しています。

図 F–4 メッセージの紛失による再送
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最初のメッセージが紛失したため，ローカル・ノードはリモート・ノードから確認応
答 (ACK)を受信しませんでした。リモート・ノードはメッセージの 2回目の (正常)
送信に対して，確認応答メッセージを送信しました。
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また，ケーブルが正しく接続されていない場合や，ネットワークが非常にビジー状態
であるためにデータグラムを送信できない場合，あるいは発信側の LANアダプタま
たはブリッジやリピータによって送信時にデータグラムが破壊または紛失された場
合，再送が行われます。図 F–5は別の種類の再送を示しています。

図 F–5 ACKの紛失による再送
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図 F–5では，リモート・ノードはメッセージを受信し，送信側のノードに確認応答
(ACK)を送信しています。しかし，受信側ノードからの ACKが紛失したため，送信
側ノードはメッセージを再送します。

F.7.2 トラブルシューティングの手法

クラスタで発生する再送の問題は，各 LANセグメントに対して LANプロトコル・ア
ナライザを使用して対処することができます。クラスタ通信のために複数のセグメン
トが使用されている場合， LANアナライザは分散イネーブル機能および分散トリガ
機能をサポートしなければなりません (第 F.9節を参照)。

関連項目: LANアナライザを使用して再送されたデータグラムを切り分ける手法につ
いては，第 F.11.2項を参照してください。輻輳制御と PEDRIVERのメッセージ再送
の詳細については，付録 Gも参照してください。
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F.8 NISCAデータグラムについて

NISCAプロトコル通信の問題に対処するには， OpenVMS Clusterシステムで交換
されるNISCAプロトコル・パケットについて理解しておく必要があります。

F.8.1 パケットの形式

NISCAプロトコルのパケットの形式は，$NISCADEFマクロによって定義さ
れています。このマクロは， VAXシステムでは CDリスティング・ディスク
の[DRIVER.LIS]， Alphaシステムでは[LIB.LIS]に格納されています。

図 F–6は，NISCAデータグラムの一般的な形式を示しています。NISCAデータグ
ラムは以下のヘッダと，ユーザ・データによって構成されています。

• イーサネットまたは FDDIヘッダを含む LANヘッダ

• DX (Datagram exchange)ヘッダ

• CC (Channel control)または TR (Transport)ヘッダ

図 F–6 NISCAのヘッダ

...LAN
Header

DX
Header

CC or TR
Header

ZK−5920A−GE

注意

NISCAプロトコルは予告なく変更されることがあります。

F.8.2 LANヘッダ

NISCAプロトコルは，イーサネットで構成される LANでサポートされます。第
F.8.3項を参照してください。これらのヘッダには， LANアダプタ間で発生した問題
を診断するのに役立つ情報が含まれています。

関連項目: LANヘッダの情報を切り分ける方法については，第 F.10.4項を参照して
ください。
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F.8.3 イーサネットのヘッダ

イーサネット上で送受信される各データグラムには，先頭にイーサネット・ヘッダが
付いています。イーサネット・ヘッダは 16バイトの長さであり，図 F–7に示すとお
りです。詳細については，表 F–8を参照してください。

図 F–7 イーサネット・ヘッダ

...
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表 F–8 イーサネット・ヘッダのフィールド

フィールド 説明

Destination address データグラムを受信するアダプタの LANアドレス

Source address データグラムを送信するアダプタの LANアドレス

Protocol type NISCAプロトコルを示す 16進数 (60–07)

Length データグラム内で lengthフィールドの後に続くデータのバイト数

F.8.4 Datagram Exchange (DX)ヘッダ

OpenVMS Clusterプロトコル用のDX (datagram exchange)ヘッダは，データを適
切なOpenVMS Clusterノードに渡すために使用されます。DXヘッダは 14バイト
の長さであり，図 F–8に示すとおりです。詳細については，表 F–9を参照してくだ
さい。このヘッダには， 2つのノード間のOpenVMS Cluster接続を記述する情報が
含まれています。DXヘッダのデータを切り分ける方法については，第 F.10.3項を参
照してください。

図 F–8 DXヘッダ
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表 F–9 DXヘッダのフィールド

フィールド 説明

Destination SCS address アドレス AA–00–04–00–remote-node-SCSSYSTEMIDを使用し
て作成される。下位 16ビットに対して，リモート・ノードの
SCSSYSTEMIDシステム・パラメータの値が追加される。このアド
レスは，送信先の SCSトランスポート・アドレスまたは OpenVMS
Clusterマルチキャスト・アドレスを表す。

Cluster group number システム管理者が指定したクラスタ・グループ番号。クラスタ・グ
ループ番号の詳細については，第 8章を参照。

Source SCS address 送信元 SCSトランスポート・アドレスを表し，アドレス AA–00–
04–00–local-node-SCSSYSTEMIDを使用して作成される。下位 16
ビットに対して，ローカル・ノードの SCSSYSTEMIDシステム・
パラメータの値が追加される。

F.8.5 CC (Channel Control)ヘッダ

CC (channel control)メッセージは，OpenVMS Clusterシステム内のノード間で
ネットワーク・パスを形成し，パスを正常に動作する状態に維持するために使用
されます。ネットワークのトラブルシューティングにとって重要なフィールドは，
datagram flags/typeと cluster passwordです。CCヘッダと TRヘッダは同じ領域
を使用するため，チャネルを介して送信されているメッセージの種類を示すために，
TR/CCフラグが使用されます。図 F–9は，ネットワークのトラブルシューティング
に必要な CCヘッダの部分を示しており，表 F–10では，これらのフィールドについ
て説明しています。

図 F–9 CCヘッダ
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表 F–10 CCヘッダのフィールド

フィールド 説明

Datagram type (ビット<3:0>) チャネル制御レベルでメッセージの種類を示す。以下の表はデータグラムとその機能を
示している。

値
データグラムの
短縮形

完全なデータ
グラムの種類 機能

0 HELLO HELLO
dataram
message

クラスタ・ノード間でチャネルの
形成を開始し，既存のチャネルのテ
ストと維持管理を行うマルチキャス
ト・データグラム。このデータグラ
ムには，有効なクラスタ・パスワー
ドは含まれない。

1 BYE Node-stop
notification

クラスタ・ノードの削除を通知する
データグラム。

2 CCSTART Channel start 2つのクラスタ・ノード間でチャネ
ル形成ハンドシェイクを開始するデ
ータグラム。このデータグラムは，
不明な LANアダプタ・アドレスから
HELLOデータグラムを受信したと
きに，応答として送信される。

3 VERF Verify CCSTARTデータグラムの受信を確
認し，チャネルの形成ハンドシェイ
クを続行するデータグラム。このデ
ータグラムは， CCSTARTまたは
SOLICIT_SRVデータグラムの受信
への応答として送信される。

4 VACK Verify
acknowledge

チャネルの形成ハンドシェイクを完
了するデータグラム。このデータグ
ラムは， VERFデータグラムの受信
への応答として送信される。

5 予約

6 SOLICIT_
SERVICE

Solicit ディスク・サーバに対するチャネル
を形成するためにブート・ノードが
送信するデータグラム。サーバはチ
ャネルを形成する VERFを送信する
ことにより応答する。

7–15 予約

データグラム・フラグ (ビッ
ト<7:4>)

制御データグラムに関する追加情報を提供する。以下のビットが定義されている。

• ビット<4> (AUTHORIZE) —クラスタ・パスワード・フィールドが有効な場合は 1
に設定される。

• ビット<5> (予約) — 1に設定される。

• ビット<6> (予約) — 0に設定される。

• ビット<7> (TR/CCフラグ) — CCデータグラムを示すために 1に設定される。

クラスタ・パスワード クラスタ・パスワードが格納される。

F–32 NISCAプロトコルのトラブルシューティング



NISCAプロトコルのトラブルシューティング
F.8 NISCAデータグラムについて

F.8.6 TR (Transport)ヘッダ

TR (transport)ヘッダは，クラスタ・ノード間で SCSデータグラムとシーケン
ス・メッセージを受け渡しするために使用されます。ネットワークのトラブル
シューティングにとって重要なフィールドは， TR datagram fields，message
acknowledgment， sequence numberです。CCヘッダと TRヘッダは同じ領域を使
用するため， TR/CCフラグは，チャネルを送信されているメッセージの種類を示し
ます。

図 F–10は，ネットワークのトラブルシューティングにとって必要な TRヘッダの部
分を示しており，表 F–11では，これらのフィールドについて説明しています。

図 F–10 TRヘッダ
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注意: 図 F–10に示す TRヘッダは， 2つのノードがNISCAプロトコルのバージョ
ン 1.4以上を実行しているときに使用されます。どちらか一方のノードまたは両方の
ノードがバージョン 1.3またはそれ以前のバージョンのプロトコルを実行している場
合，両方のノードで extended message acknowledgmentおよび extended sequence
numberフィールドの代わりにmessage acknowledgmentおよび sequence number
フィールドが使用されます。
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表 F–11 TRヘッダのフィールド

フィールド 説明

Datagram flags (ビット<7:0>) トランスポート・データグラムに関する追加情報を提供する。

値
データグラムの
種類の短縮形

完全なデータグラム
の種類 機能

0 DATA Packet data ソフトウェアの上位レベルに渡さ
れるデータが格納される。

1 SEQ Sequence flag これがシーケンス・メッセージで
あり，シーケンス番号が有効な場
合は， 1に設定される。

2 予約 0に設定される。

3 ACK Acknowledgment フィールドが有効であることを確
認する。

4 RSVP Reply flag ACKデータグラムが直ちに必要
なときに設定される。

5 REXMT Retransmission シーケンス・メッセージのすべて
の再送に対して設定される。

6 予約 0に設定される。

7 TR/CCフラグ Transport flag 0に設定される。 TRデータグラ
ムを示す。

Message acknowledgment ローカル・ノードが受信した最後のシーケンス・メッセージ・セグメントを指定する
値。この値より前のすべてのメッセージも確認される。このフィールドは， 1つまたは
両方のノードが NISCAプロトコルのバージョン 1.3またはそれ以前のバージョンを実行
しているときに使用される。

Extended message
acknowledgment

ローカル・ノードが最後に受信したシーケンス・メッセージ・セグメントを指定する
値。この値より前のすべてのメッセージも確認される。このフィールドは，両方のノー
ドが NISCAプロトコルのバージョン 1.4またはそれ以降のバージョンを実行していると
きに使用される。

Sequence number ローカル・ノードからデータグラムを送信する順序を指定する値。この値は，このシー
ケンス・メッセージ・セグメントをリモート・ノードに配布することを保証するために
使用される。このフィールドは，どちらか一方または両方のノードが NISCAプロトコル
のバージョン 1.3またはそれ以前のバージョンを実行しているときに使用される。

Extended sequence number ローカル・ノードからデータグラムが送信される順序を指定する値。この値は，このシ
ーケンス・メッセージ・セグメントをリモート・ノードに確実に配布するために使用さ
れる。このフィールドは，両方のノードが NISCAプロトコルのバージョン 1.4またはそ
れ以降のバージョンを実行しているときに使用される。

F.9 LAN Protocol Analysis Programの使用

輻輳によって発生するパケットの損失， 20秒未満の断続的なネットワークの中断，
バックアップ・ブリッジの問題，断続的に発生するパフォーマンスの問題など，一部
の障害は診断が困難です。断続的な障害を診断するには， LAN分析ツールを使用し
て，第 F.1節で説明しているNISCAプロトコル・レベルの切り分けとトラブルシュ
ーティングが必要です。
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現在提供されているさまざまなネットワーク分析ツールを評価する場合， LANアナ
ライザの比較では，特定の機能が提供されるかどうか確認する必要があります。ここ
では，必要な機能について説明します。

F.9.1 1つの LANセグメントまたは複数の LANセグメント

1つの LANセグメントに関する問題のトラブルシューティングをする場合も，複数
の LANセグメントに関する問題のトラブルシューティングをする場合も， LANア
ナライザは特定のデータ・パターンを切り分けるのに役立つものでなければなりませ
ん。定義した固有のパターンと一致するデータを切り分けることができる LANアナ
ライザを選択してください。 LANヘッダの後に続くデータ領域のデータ・パターン
を定義することができなければなりません (第 F.8.2項を参照)。NISCAプロトコルの
トラブルシューティングを正しく行うには， LANアナライザは複数のデータ・パタ
ーンを同時に照合できなければなりません。

1つの LANセグメントまたは複数の LANセグメントをトラブルシューティングする
には，少なくとも TRヘッダ内の送信データと再送データを定義し，切り分けなけれ
ばなりません (第 F.8.6項を参照)。さらに，複数の LANセグメント間で効果的にネッ
トワークのトラブルシューティングを行うには， LAN分析ツールは以下の機能を備
えていなければなりません。

• 分散イネーブル機能とは，異なる場所で設定された複数の LANアナライザの同期
をとって， LAN構成を通じて転送されるときに，同じイベントに関する情報を収
集できるようにする機能です。

• 分散コンビネーション・トリガ機能とは，異なる場所で複数の LANアナライザ
を自動的に起動して，同じイベントに関する情報を収集できるようにする機能で
す。

分散イネーブル機能と分散コンビネーション・トリガ機能の目的は，パケットが複数
の LANセグメントを移動するときに，それらのパケットを取り込むことです。この
後の節で説明しているこれらの機能の実装では，システム構成で拡張 LANのすべて
の LANセグメントに到達することができるように，マルチキャスト・メッセージが
使用されています。分散イネーブル機能と分散コンビネーション・トリガ機能は，複
数の LANセグメント間で異なる場所にある複数の LANアナライザの同期をとること
ができる機能を提供することにより，数マイル離れた複数のサイトにまたがる LAN
構成のトラブルシューティングを行うことができます。

F.9.2 複数の LANセグメント

複数の LANセグメントのトラブルシューティングを行うには， LANアナライザはマ
ルチキャスト・パケットを取り込み， LANアナライザのトリガ機能を動的に有効に
設定できなければなりません。以下の説明を参照してください。
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手順 操作

1 LANアナライザ固有の規則に従って，データの取り込みを開始する。 1つの LANアナライ
ザだけが LANで分散イネーブル・マルチキャスト・パケットを送信することが望ましい。パ
ケットはメディア・アクセス制御規則に従って送信しなければならない。

2 分散イネーブル・マルチキャスト・パケットを待機する。パケットを受信したら，分散コン
ビネーション・トリガ機能を有効に設定する。分散イネーブル・パケットを受信する前に，
すべての LANアナライザはトリガ条件を無視することができなければならない。この機能
は，同じイベントを収集することができる複数の LANアナライザを設定するのに必要であ
る。分散イネーブルを送信する LANアナライザは，その受信を待機してはならないことに注
意しなければならない。

3 明示的な (ユーザ定義)トリガ・イベントまたは分散トリガ・パケットを待機する。 LANア
ナライザがこれらのトリガのいずれかを受信すると， LANアナライザはデータの取り込みを
停止しなければならない。

いずれかのトリガを受信する前に， LANアナライザは要求されたデータの取り込みを続行し
なければならない。この機能は，複数の LANアナライザが同じイベントを取り込むことがで
きるようにするのに必要である。

4 トリガされた後， LANアナライザは分散トリガ機能を完了して，他の LANアナライザが，
すでに発生したイベントに関連するデータの取り込みを停止するようにする。

Hewlett-Packard社から提供されているHP 4972A LAN Protocol Analyzerは，こ
こで説明した必要な機能を提供するネットワーク障害分析ツールの一例です。

関連項目: HP 4972A LAN Protocol Analyzerの使用例については，第 F.11節を参照
してください。

F.10 データの切り分け手法

ここでは， LAN分析ツールを使用して，ノードと LANアダプタ間でOpenVMS
Clusterデータを取り込むときに，切り分けなければならないデータの種類について
説明します。

F.10.1 すべてのOpenVMS Clusterトラフィック

特定の LANセグメントですべてのOpenVMS Clusterトラフィックを切り分けるに
は， LANヘッダにプロトコルの種類として 60–07が格納されているすべてのパケッ
トを取り込みます。

関連項目: LANヘッダの詳細については，第 F.8.2項も参照してください。

F.10.2 特定のOpenVMS Clusterトラフィック

特定の LANセグメントで特定のクラスタのOpenVMS Clusterトラフィックを切り
分けるには，以下のパケットを取り込みます。

• LANヘッダにプロトコルの種類として 60–07が格納されているパケット
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• DXヘッダに，OpenVMS Cluster固有のクラスタ・グループ番号が格納されてい
るパケット

関連項目: LANおよびDXヘッダの詳細については，第 F.8.2項と第 F.8.4項を参照
してください。

F.10.3 仮想サーキット (ノード間)・トラフィック

特定の 1組のノード間の仮想サーキット・トラフィックを切り分けるには， LANヘ
ッダに以下の情報が格納されているパケットを取り込みます。

• プロトコルの種類 60–07

• 送信先 SCSアドレス

• 送信元 SCSアドレス

さらに，DXヘッダから以下の追加情報を取り込むことにより，特定の LANセグメ
ントへの特定の 1組のノード間の仮想サーキット・トラフィックを切り分けることも
できます。

• そのOpenVMS Cluster固有のクラスタ・グループ・コード

• 送信先 SCSトランスポート・アドレス

• 送信元 SCSトランスポート・アドレス

関連項目: LANヘッダとDXヘッダの詳細については，第 F.8.2項と第 F.8.4項を参
照してください。

F.10.4 チャネル (LANアダプタ間)・トラフィック

チャネル情報を切り分けるには， LANアダプタ間のすべてのチャネルですべてのパ
ケット情報を取り込みます。DXヘッダには， 1組の LANアダプタ間の大量の通信
トラフィックを診断するのに役立つ情報が格納されています。 LANヘッダに以下の
情報が格納されているパケットを取り込みます。

• 送信先 LANアダプタ・アドレス

• 送信元 LANアダプタ・アドレス

ノードは複数の LANアダプタを使用することができるため，送信元 LANアドレスと
送信先 LANアドレスを指定しても，そのノードに対するすべてのトラフィックを取
り込むことができない可能性があります。したがって，特定のチャネルでのトラフィ
ックを切り分けるには，送信元 LANアドレスと送信先 LANアドレスとしてチャネル
を指定しなければなりません。

関連項目: LANヘッダの詳細については，第 F.8.2項を参照してください。
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F.10.5 チャネル制御トラフィック

チャネル制御トラフィックを切り分けるには，以下の情報が格納されているパケット
を取り込みます。

• LANヘッダにプロトコルの種類として 60–07が格納されているパケット。

• CCヘッダ・データグラム・フラグ・バイト (TR/CCフラグ，ビット<7>)が 1に
設定されているパケット

関連項目: LANヘッダと CCヘッダの詳細については，第 F.8.2項と第 F.8.5項を参
照してください。

F.10.6 トランスポート・データ

トランスポート・データを切り分けるには，以下の情報が格納されているパケットを
取り込みます。

• LANヘッダにプロトコルの種類として 60–07が格納されているパケット

• TRヘッダ・データグラム・フラグ・バイト (TR/CCフラグ，ビット<7>)が 0に
設定されているパケット

関連項目: LANヘッダと TRヘッダの詳細については，第 F.8.2項と第 F.8.6項を参
照してください。

F.11 HP 4972A LAN Protocol Analyzerの設定

Hewlett-Packard社から提供されているHP 4972A LAN Protocol Analyzerは，第
F.9節に示したすべての要件を満たすアナライザであるため，ここで特に詳しく説明
します。しかし，HP 4972A LAN Protocol Analyzerは LANネットワークのトラブ
ルシューティングにとって役立つ製品の一例にすぎません。

注意:この特定の製品をここでは例として採用していますが，この製品を購入しなけれ
ばならないわけではなく，この製品の購入を特に推奨しているわけでもありません。

ここでは，チャネルの形成と再送の問題に関して，ローカル・エリアOpenVMS
Clusterシステム・プロトコルのトラブルシューティングを行うために，HP 4972A
LAN Protocol Analyzerを設定する例を示します。

F.11.1 チャネルの形成に関する問題の分析

LANプロトコル・アナライザがある場合，チャネル制御ヘッダに関連するデータを
取り込むようにフィルタを設定することができます (第 F.8.5項を参照)。
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以下のデータグラム・フィールドを使用することにより， LANアナライザを起動で
きます。

• プロトコルの種類を 16進数の 60–07に設定

• 適切なクラスタ・グループ番号

• TR/CCフラグを 1に設定

その後，取り込んだデータでHELLO， CCSTART， VERF， VACKデータグラムを
確認します。 CCSTART， VERF， VACK， SOLICIT_SRVデータグラムには， CC
フラグ・バイトに AUTHORIZEビット (ビット<4>)がセットされているはずです。
さらに，これらのメッセージにはスクランブルされたクラスタ・パスワード (0以外の
登録フィールド)が含まれているはずです。スクランブルされたクラスタ・パスワー
ドとクラスタ・グループ番号は， SYS$SYSTEM:CLUSTER_AUTHORIZE.DATフ
ァイルの最初の 4ロングワードにあります。

関連項目:追加データを切り分ける手法については，第 F.10.3項と第 F.10.5項を参照
してください。

F.11.2 再送に関する問題の分析

LANアナライザを使用すると，OpenVMS Clusterシステムを移動するときにデー
タグラムを追跡できます。表 F–12を参照してください。

表 F–12 データグラムのトレース

手順 操作

1 以下のデータグラム・フィールドを使用してアナライザを起動する。

• プロトコルの種類を 60–07に設定

• 適切なクラスタ・グループ番号

• TR/CCフラグを 0に設定

• REXMTフラグを 1に設定

2 分散イネーブル機能を使用して，異なる場所で複数の LANアナライザが同じイベントを取り
込むことができるようにする。 LANアナライザはデータの取り込みを開始し，分散イネーブ
ル・メッセージを待機し，明示的なトリガ・イベントまたは分散トリガ・メッセージを待機
しなければならない。起動された後，アナライザは他の LANアナライザがデータの取り込み
を停止するように，分散トリガ機能を完了しなければならない。

(次ページに続く)
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表 F–12 (続き) データグラムのトレース

手順 操作

3 すべてのデータが取り込まれた後，再送されているデータグラム (REXMTフラグがセットさ
れているデータグラム)のシーケンス番号 (NISCAプロトコル・バージョン 1.3それ以前のバ
ージョンを実行しているノード)または拡張シーケンス番号 (NISCAプロトコル・バージョ
ン 1.4またはそれ以降のバージョンを実行しているノード)を確認する。その後，前に取り込
んだデータから，以下の属性を持つ別のデータグラムを同じ 2つのノード間 (必ずしも同じ
LANアダプタである必要はない)で検索する。

• プロトコルの種類が 60–07に設定

• REXMTフラグがセットされているデータグラムと同じ DXヘッダ

• TR/CCフラグが 0に設定

• REXMTフラグが 0に設定

• REXMTフラグがセットされているデータグラムと同じシーケンス番号または拡張シー
ケンス番号

(次ページに続く)
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表 F–12 (続き) データグラムのトレース

手順 操作

4 以下の手法は，問題の原因を検索する方法を示している。

状態 対処法

データグラムが壊れているように
見える。

LANアナライザを使用して，送信元ノードに向かって
データグラムが破損した原因を検索する。

データグラムが正しいように見え
る。

送信先ノードに向かって，データグラムが送信先に到
達できることを確認する。

データグラムが LANセグメント
送信先に正常に到着した。

message acknowledgmentまたは extended message
acknowledgementフィールドにシーケンス番号
(NISCAプロトコル・バージョン 1.3またはそれ以前
のバージョンを実行しているノード)または拡張シーケ
ンス番号 (NISCAプロトコル・バージョン 1.4または
それ以降のバージョンを実行しているノード)が格納
されている送信先ノードからの TRパケットを検索す
る。 ACKデータグラムには，以下のフィールドが設
定されている。

• プロトコルの種類が 60–07に設定

• REXMTフラグがセットされているデータグラム
と同じ DXヘッダ

• TR/CCフラグが 0に設定

• ACKフラグが 1に設定

確認応答が送信されなかった。ま
たはメッセージを受信してから確
認応答を送信するまでに大幅な遅
延が発生した。

送信先ノードおよび LANアダプタに問題がないかどう
か確認する。その後，ネットワークで ACKパケット
を追跡する。

再送パケットを送信したノードに
ACKが戻された。

以下のことを確認する。

• 再送したノードで LANデータの受信に問題があ
る。

• 元のデータグラムのラウンド・トリップ遅延時間
が見積り時間切れの値を超えた。

2番目の可能性は， SDAを使用し，再送されたデー
タグラムを受信するシステムの仮想サーキット表示の
ReRcvフィールドを確認することにより調べることが
できる。

関連項目:この種類の SDA表示の例については，
例 F–2を参照。

関連項目: 輻輳制御および PEDRIVERメッセージの再送の詳細については，付録 G
を参照してください。

NISCAプロトコルのトラブルシューティング F–41



NISCAプロトコルのトラブルシューティング
F.12フィルタ

F.12 フィルタ

ここでは，以下のことについて説明します。

• HP 4972A LAN Protocol Analyzerのフィルタを使用して，再送されたパケット
や特定のOpenVMS Cluster固有のパケットを切り分ける方法

• 分散イネーブル機能と分散トリガ機能を有効に設定する方法

F.12.1 特定のOpenVMS Clusterのすべての LAN再送の取り込み

特定のクラスタのすべての LAN再送に対して， LAVc_TR_ReXMTというフィルタ
を設定するには，表 F–13に示す値を使用します。 LANで特定のOpenVMS Cluster
を切り分けるには，ローカル・エリアOpenVMS Clusterグループ・コード (nn–nn)
の値を指定します。

表 F–13 LANでの再送の取り込み

バイト番号 フィールド 値

1 DESTINATION xx–xx–xx–xx–xx–xx

7 SOURCE xx–xx–xx–xx–xx–xx

13 TYPE 60–07

23 LAVC_GROUP_CODE nn–nn

31 TR FLAGS 0x1xxxxx 1

33 ACKING MESSAGE xx–xx

35 SENDING MESSAGE xx–xx

1Base 2

F.12.2 特定のOpenVMS Clusterのすべての LANパケットの取り込み

特定のクラスタのすべての LANパケットをフィルタリングするには，表 F–14
に示す値を使用します。 LANで特定のOpenVMS Clusterを切り分けるには，
OpenVMS Clusterグループ・コード (nn–nn)の値を指定します。フィルタの名前は
LAVc_allです。

表 F–14 すべての LANパケットの取り込み (LAVc_all)

バイト番号 フィールド 値

1 DESTINATION xx–xx–xx–xx–xx–xx

7 SOURCE xx–xx–xx–xx–xx–xx

13 TYPE 60–07

(次ページに続く)
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表 F–14 (続き) すべての LANパケットの取り込み (LAVc_all)

バイト番号 フィールド 値

23 LAVC_GROUP_CODE nn–nn

33 ACKING MESSAGE xx–xx

35 SENDING MESSAGE xx–xx

F.12.3 分散イネーブル・フィルタの設定

分散イネーブル・パケット受信イベントに対して，Distrib_Enableというフィルタ
を設定するには，表 F–15に示す値を使用します。複数の LANセグメントのトラブ
ルシューティングを行うには，このフィルタを使用します。

表 F–15 分散イネーブル・フィルタの設定 (Distrib_Enable)

バイト番号 フィールド 値 ASCII

1 DESTINATION 01–4C–41–56–63–45 .LAVcE

7 SOURCE xx–xx–xx–xx–xx–xx

13 TYPE 60–07 ‘.

15 TEXT xx

F.12.4 分散トリガ・フィルタの設定

分散トリガ・パケット受信イベントに対して，Distrib_Triggerというフィルタを設
定するには，表 F–16に示す値を使用します。複数の LANセグメントのトラブルシ
ューティングを行うには，このフィルタを使用します。

表 F–16 分散トリガ・フィルタの設定 (Distrib_Trigger)

バイト番号 フィールド 値 ASCII

1 DESTINATION 01–4C–41–56–63–54 .LAVcT

7 SOURCE xx–xx–xx–xx–xx–xx

13 TYPE 60–07 ‘.

15 TEXT xx

F.13 メッセージ

ここでは，分散イネーブルおよび分散トリガのメッセージを設定する方法について説
明します。

NISCAプロトコルのトラブルシューティング F–43



NISCAプロトコルのトラブルシューティング
F.13メッセージ

F.13.1 分散イネーブル・メッセージ

表 F–17は，新しいメッセージを作成することにより，分散イネーブル・メッセージ
(Distrib_Enable)を定義する方法を示しています。送信元アドレス (nn nn nn nn nn
nn)の代わりに， LANアナライザの LANアドレスを指定しなければなりません。

表 F–17 分散イネーブル・メッセージの指定 (Distrib_Enable)

フィールド バイト番号 値 ASCII

Destination 1 01 4C 41 56 63 45 .LAVcE

Source 7 nn nn nn nn nn nn

Protocol 13 60 07 ‘.

Text 15 44 69 73 74 72 69 62 75 74 65 Distribute

25 64 20 65 6E 61 62 6C 65 20 66 d enable f

35 6F 72 20 74 72 6F 75 62 6C 65 or trouble

45 73 68 6F 6F 74 69 6E 67 20 74 shooting t

55 68 65 20 4C 6F 63 61 6C 20 41 he Local A

65 72 65 61 20 56 4D 53 63 6C 75 rea VMSclu

75 73 74 65 72 20 50 72 6F 74 6F ster Proto

85 63 6F 6C 3A 20 4E 49 53 43 41 col: NISCA

F.13.2 分散トリガ・メッセージ

表 F–18は，新しいメッセージを作成することにより，分散トリガ・メッセージ
(Distrib_Trigger)を定義する方法を示しています。送信元アドレス (nn nn nn nn nn
nn)の代わりに， LANアナライザの LANアドレスを指定しなければなりません。

表 F–18 分散トリガ・メッセージの設定 (Distrib_Trigger)

フィールド バイト番号 値 ASCII

Destination 1 01 4C 41 56 63 54 .LAVcT

Source 7 nn nn nn nn nn nn

Protocol 13 60 07 ‘.

Text 15 44 69 73 74 72 69 62 75 74 65 Distribute

25 64 20 74 72 69 67 67 65 72 20 d trigger

35 66 6F 72 20 74 72 6F 75 62 6C for troubl

45 65 73 68 6F 6F 74 69 6E 67 20 eshooting

55 74 68 65 20 4C 6F 63 61 6C 20 the Local

65 41 72 65 61 20 56 4D 53 63 6C Area VMScl

75 75 73 74 65 72 20 50 72 6F 74 uster Prot

85 6F 63 6F 6C 3A 20 4E 49 53 43 ocol: NISC

95 41 A
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F.14 再送エラーを取り込むプログラム

以下のソース・コードに示すように，再送エラーを取り込むようにHP 4972 LAN
Protocol Analyzerをプログラミングできます。スタータ・プログラムは，すべての
LANアナライザで取り込みを開始します。 1つの LANアナライザだけがスタータ・
プログラムのコピーを実行するようにしなければなりません。他の LANアナライザ
はパートナ・プログラムまたはスクライブ・プログラムを実行しなければなりませ
ん。パートナ・プログラムは，エラーの初期位置が不明で，すべてのアナライザが協
調動作してエラーを検出しなければならないときに使用します。スクライブ・プログ
ラムは，他の LANセグメントからデータを取り込むだけでなく，特定の LANセグメ
ントで起動 (trigger)するときに使用します。

F.14.1 スタータ・プログラム

スタータ・プログラムは，最初に他の LANアナライザに分散イネーブル・シグナル
を送信します。次に，このプログラムはすべての LANトラフィックを取り込み，こ
の LANアナライザが再送パケットを検出するか，またはパートナ・プログラムを実
行している別の LANアナライザから送信された分散トリガを受信したときに，終了
します。

以下の例に示すスタータ・プログラムは，複数の LANアナライザを使用して複数の
LANセグメントでデータの取り込みを開始するために使用されています。このプロ
グラムは，すべての LANセグメントで同じ間隔でデータを取り込むことにより，再
送の理由を突き止めます。

Store: frames matching LAVc_all
or Distrib_Enable
or Distrib_Trigger

ending with LAVc_TR_ReXMT
or Distrib_Trigger

Log file: not used

Block 1: Enable_the_other_analyzers
Send message Distrib_Enable
and then

Go to block 2

Block 2: Wait_for_the_event
When frame matches LAVc_TR_ReXMT then go to block 3

Block 3: Send the distributed trigger
Mark frame
and then

Send message Distrib_Trigger
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F.14.2 パートナ・プログラム

パートナ・プログラムは分散イネーブルを待機します。すべての LANトラフィック
を取り込み，分散トリガの再送を受信すると終了します。終了時に，このプログラム
は分散トリガを送信して，再送されたパケットがこのセグメントまたは別のセグメン
トで検出されるのとほぼ同時に，他の LANアナライザもデータを取り込むことがで
きるようにします。データの取り込みが完了すると，複数の LANセグメントからの
データを確認して，再送されたデータの初期コピーを見つけることができます。以下
の例はパートナ・プログラムを示しています。

Store: frames matching LAVc_all
or Distrib_Enable
or Distrib_Trigger
ending with Distrib_Trigger

Log file: not used

Block 1: Wait_for_distributed_enable
When frame matches Distrib_Enable then go to block 2

Block 2: Wait_for_the_event
When frame matches LAVc_TR_ReXMT then go to block 3

Block 3: Send the distributed trigger
Mark frame

and then
Send message Distrib_Trigger

F.14.3 スクライブ・プログラム

スクライブ・プログラムは分散イネーブルを待機し，すべての LANトラフィックを
取り込み，分散トリガの結果として終了します。スクライブ・プログラムを使用する
と，ネットワーク・マネージャは，再送されたパケットが別のセグメントで検出され
るのとほぼ同時にデータを取り込むことができます。データの取り込みが完了した
後，複数の LANセグメントからのデータを確認して，再送されたデータの初期コピ
ーを見つけることができます。以下の例はスクライブ・プログラムを示しています。
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Store: frames matching LAVc_all
or Distrib_Enable
or Distrib_Trigger
ending with Distrib_Trigger

Log file: not used

Block 1: Wait_for_distributed_enable
When frame matches Distrib_Enable then go to block 2

Block 2: Wait_for_the_event
When frame matches LAVc_TR_ReXMT then go to block 3

Block 3: Mark_the_frames
Mark frame
and then

Go to block 2
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NISCAトランスポート・プロトコル輻輳制御

G.1 NISCA輻輳制御

ネットワークの輻輳は，各ハードウェア・コンポーネントの速度やバッファ容量も含
めて，ネットワーク・トポロジと作業負荷の分散が複雑に関係し合う結果として発生
します。

ネットワークの輻輳は，さまざまな方法でクラスタのパフォーマンスに悪影響を与え
ることがあります。

• 中程度の輻輳が発生すると，ネットワーク・コンポーネント (アダプタやブリッジ
など)のキューの長さが長くなり，その結果，待ち時間が増加し，応答が低下しま
す。

• 輻輳が高くなると，キューがオーバーフローするために，パケットが紛失する可
能性があります。

• パケットが紛失すると，パケットが再送されるため，さらに輻輳が発生します。
極端な場合は，パケットの損失の結果，OpenVMS Clusterの接続が破壊される
こともあります。

クラスタ・レベルでは，これらの輻輳の結果はクラスタ通信の遅延として現われ
ます (ロック・トランザクションの遅延， I/Oサービス遅延， ICCメッセージ遅延
など)。ユーザの目に見えるネットワークの輻輳の影響には，アプリケーションの
応答の遅さまたはスループットの低下があります。

このような理由から，特定のネットワーク・コンポーネントやプロトコルだけで，
輻輳が発生しないことを保証することはできませんが， PEDRIVERに実装された
NISCAトランスポート・プロトコルは複数のメカニズムを統合して，OpenVMS
Clusterのトラフィックに輻輳が与える影響をできるだけ少なくし，輻輳が発生して
も，クラスタ・トラフィックの輻輳をさらに悪化させないようにしています。これら
のメカニズムは，接続を維持するために使用されるマルチキャストHELLOデータグ
ラムと，ユーザ・データを伝達するパケットの再送に影響します。

G.1.1 再送によって発生する輻輳

各ノードからの各仮想サーキットには，送信ウィンドウ・サイズが割り当てられま
す。このウィンドウ・サイズは，リモート・ノードへの送信を待機できるパケットの
数を示します (たとえば，確認応答[ACK]を受信するまでに，仮想サーキットの反対
側のノードに送信できるパケットの数)。
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特定の仮想サーキットのウィンドウ・サイズが 8の場合，送信側は最大 8つのパケッ
トを連続して送信できますが， 9番目のパケットを送信する前に，すでに送信した 8
つのパケットのうち，少なくとも最初のパケットが到着したことを示す ACKを受信
するまで待たなければなりません。

ACKが受信されない場合，時間切れが発生し，パケットは損失したものと解釈さ
れ，再送が必要になります。再送パケットに対し他の時間切れが発生した場合にはタ
イムアウト時間間隔が大幅に延ばされ，パケットはもう一度再送されます。同じパケ
ットの再送が何度も発生すると，仮想サーキットは切断されます。

G.1.1.1 OpenVMS VAXバージョン 6.0またはOpenVMS AXPバージョン 1.5以降

ここでは，OpenVMS VAXバージョン 6.0またはOpenVMS AXPバージョン 1.5以
降で実行されている PEDRIVERに関して説明しています。

再送メカニズムでは， Van Jacobsonがインターネットの TCPプロトコルに対しても
ともと開発したアルゴリズムが採用されており，ウィンドウ・サイズと再送の時間切
れの間隔をネットワークの条件に適合させることにより，以前のメカニズムより大幅
に改善されています。

• パケットが紛失したために時間切れが発生すると，直ちにウィンドウのサイズが
縮小され，ネットワークの負荷が削減されます。輻輳が軽減した場合だけ，ウィ
ンドウ・サイズの拡大が認められます。さらに，パケットの損失が発生すると，
ウィンドウ・サイズは 1に縮小され，そのまま変更されないため，それまで送信
されていたすべてのパケットに肯定応答があるまでは，送信側は一度に 1つのパ
ケットしか送信できなくなります。

この状況が発生した後，以前のサイズの半分までは，ウィンドウを迅速に拡大す
ることが認められます。サイズが半分になると，ウィンドウ・サイズの拡大の速
度はかなりゆるやかになり，構成変数 (たとえばアダプタ・バッファ数やリモー
ト・ノードの受信順序替えキャッシュの最小)によって決定される最大値に到達す
るまで，使用可能なネットワーク・キャパシティを活用できるようになります。

• 再送時間切れの間隔は，仮想サーキットを通じて送信されるパケットの実際のラ
ウンド・トリップ時間と，この平均値の偏差を測定することにより設定されま
す。このため， PEDRIVERは，ほとんどのネットワークでパケットの損失に対
してより適切に応答できるようになりますが，実際のラウンド・トリップ遅延時
間が確実に長いネットワークでは，途中で時間切れが発生するのを回避します。
アルゴリズムによって，平均遅延を最大数秒以内になるように調整することがで
きます

G.1.2 HELLOマルチキャスト・データグラム

PEDRIVERは，ノードに接続されている各ネットワーク・アダプタを通じて定期的
にHELLOデータグラムをマルチキャストします。HELLOデータグラムには，以下
の 2つの目的があります。
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• 送信側の存在を他のノードに通知することにより，チャネルと仮想サーキットを
形成できるようにします。

• 通信が確立された後，それをオープンしたままにしておくのに役立ちます。

HELLOデータグラムによる輻輳やHELLOデータグラムの紛失は，接続の確立を妨
げたり，接続を破壊する可能性があります。表 G–1では，HELLOデータグラムの
輻輳の原因になる条件や， PEDRIVERが問題の回避にどのように役立つかについて
説明しています。この結果，HELLOデータグラムの同期化の可能性がかなり低下
し，HELLOデータグラムによる輻輳も低下します。

表 G–1 HELLOデータグラムの輻輳の原因になる条件

輻輳の原因になる条件 PEDRIVERが輻輳を回避する方法

新しいノードから HELLOデータグラムを受信す
るすべてのノードが直ちに応答しなかった場合，
新しいノードの受信ネットワーク・アダプタは，
HELLOデータグラムによってオーバーランする可
能性があり，一部のデータグラムが紛失することに
なり，接続を確立できない場合がある。これは特
に，大規模なクラスタで発生する可能性が高い。

以下のバージョンを実行しているノードでこの問題を回避するには，以
下の操作を行う。

• VMSバージョン 5.5–2またはそれ以前のバージョンを実行してい
るノードでは， HELLOデータグラムを受信するノードは，応答
する前に最大 1秒の間隔でランダムに遅延を発生させる。

• OpenVMS VAXバージョン 6.0またはそれ以降のバージョン，ま
たは OpenVMS AXPバージョン 1.5またはそれ以降のバージョン
を実行しているノードでは，大規模な OpenVMS Clusterシステム
をサポートするために，このランダムな遅延時間は最大 2秒になっ
ている。

ネットワーク内の多くのノードの同期がとられ，同
時にまたはほとんど同時に HELLOデータグラム
を送信する場合，受信側のノードは一部のデータグ
ラムを紛失し，チャネルを時間切れにすることがあ
る。

VMSバージョン 5.5–2またはそれ以前のバージョンを実行しているノ
ードでは， PEDRIVERは 3秒おきに各アダプタで HELLOデータグ
ラムをマルチキャストするため， HELLOデータグラムによる輻輳が
発生する可能性が高くなる。

OpenVMS VAXバージョン 6.0またはそれ以降のバージョン，または
OpenVMS AXPバージョン 1.5またはそれ以降のバージョンを実行し
ているノードでは， PEDRIVERは HELLOデータグラム・マルチキ
ャストをランダムに分散させることにより， HELLOデータグラムに
よる輻輳の発生を防止している。 HELLOデータグラムは約 3秒ごと
に各アダプタでマルチキャストされるが，一度にすべてのアダプタでマ
ルチキャストされるわけではない。 1台のノードに複数のネットワー
ク・アダプタが接続されている場合， PEDRIVERは HELLOデータ
グラム・マルチキャストを分散させて， 3秒間隔の毎秒，どれかのアダ
プタで HELLOデータグラムを送信する。

さらに，正確に 3秒ごとにマルチキャストするのではなく，
PEDRIVERは約 1.6～ 3秒の範囲で HELLOデータグラムのマル
チキャストの間隔を変更して，マルチキャスト間隔の平均時間を 3秒か
ら約 2.3秒に変更する。

G.1.3 HELLO IPユニキャストおよび IPマルチキャスト・データグラム

PEDRIVERは，各 IPマルチキャスト・アドレスに対して定期的に 1つつの IPマル
チキャストと 1つの IPユニキャストを送信します。これらのユニキャストおよびマ
ルチキャスト・メッセージは， PE$IP_CONFIG.DATファイルでアップデートされ
なければなりません。HELLOデータグラムは次の 2つの役目を果たします。
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• 送信側の存在を他のノードに知らせることにより，チャネルと仮想サーキットを
形成できるようにします。

• 通信が確立された後，通信をオープンな状態で維持するのに役立ちます。

HELLOデータグラムによる輻輳やHELLOデータグラムの喪失は，接続の確立を妨
げたり，接続を破壊する可能性があります。
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